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例　　　言

１．本書は兵庫県豊岡市出石町宮内に所在する、宮内堀脇遺跡の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は、一般県道町分久美浜線建設事業に伴うもので、兵庫県但馬県民局県土整備部豊岡土木

事務所の依頼を受けて、兵庫県教育委員会が平成７年度から５ヵ年をかけ本発掘調査を実施した。

３．出土品整理は、平成１３年度～平成１８年度については兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所が、平

成１９年度・平成２０年度は兵庫県立考古博物館が実施した。

４．遺構全体の航空写真撮影を平成７年度は�アジア航測、平成８年度は�ジェクト、平成９年度は�

ワールド航測コンサルタントに委託して行った。

５．写真は、遺構を調査員が担当し、遺物については�谷口フォトに委託した。

６．本書の挿図第１図は、国土地理院発行の１�２００，０００地勢図［鳥取」を、第２図、第３図は１�５０，０００

「城崎・出石」を第４図は豊岡市発行の１�１０，０００地形図を使用した。

７．本書に使用した方位は、国土座標（第�系）の座標北を示す。また、標高値は東京湾平均海水面

（Ｔ．Ｐ．）を基準とした。

８．出土品の自然科学分析は、動物遺存体分析を奈良文化財研究所の松井　章氏・橋本裕子氏と京都大

学大学院の丸山真史氏に、種実同定を�古環境研究所に、木製品の樹種同定を京都大学名誉教授の

伊東隆夫氏に、漆製品分析を東京文化財研究所の北野信彦氏に依頼した。

９．本書の執筆は、第�章第１節を奈良文化財研究所の松井　章氏・橋本裕子氏と京都大学大学院の丸

山真史氏に、第２節を�古環境研究所に、第３節を京都大学名誉教授の伊東隆夫氏に、第４節を東

京文化財研究所の北野信彦氏に、第�章を立命館大学の青木哲哉氏に依頼し、玉稿を賜った他は、

西口圭介・岡田章一・篠宮　正・岡本一秀・鈴木敬二・岡昌秀が行った。

１０．本書の編集は、嘱託職員の岡田美穂の補助を得て西口が行った。

１１．本書にかかる写真・図面などの記録や出土した遺物などは、兵庫県立考古博物館に保管している。

１２．発掘調査および報告書の作成にあたり、楢崎彰一、藤澤良祐、亀井明徳、鋤柄俊夫、水野和雄、小

野正敏、長尾充、舘野和巳、渡辺晃宏、臼井洋輔、小栗栖健治、小林基伸、小寺誠、豊岡市教育委

員会（旧出石町教育委員会）・奈良文化財研究所（旧奈良国立文化財研究所）・兵庫県立歴史博物館・

国立歴史民俗博物館・大阪市文化財協会の各機関にご援助・ご指導・ご教示をいただいた。記して

深く感謝の意を表する。
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第�章　はじめに
　　

第１節　調査に至る経緯
　一般県道町分久美浜線は豊岡市（旧出石郡）出石町の北側に位置する町分から北上し、和田山麓をか

すめ、出石神社と宮内の集落のある谷を横切り、さらに此隅山の山麓を縫い袴狭を経由している。宮内

集落内では道幅が狭隘であることからバイパスによる道路改良が、兵庫県但馬県民局県土整備部豊岡土

木事務所によって計画された。計画路線内は周知の遺跡である宮内堀脇遺跡を通過する。このため、兵

庫県教育委員会では平成６年１２月に確認調査を実施し、全域において遺構、遺物の確認と出土をみた。

この結果を受けて豊岡土木事務所長より、平成７年５月２２日付けで依頼（豊土第４１８号）を受け、５カ年

にわたる発掘調査を実施した。

　
第２節　調査の過程
　
確認調査の経過

　確認調査は、平成６年１２月１２日から１４日に兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所によって実施され

た。調査の結果、計画路線内の全域において、遺構・遺物の出土を見た。
　
本発掘調査の経過

　以上の結果により、兵庫県但馬県民局県土整備部豊岡土木事務所より平成７年５月２２日付けで依頼

（豊土第４１８号）を受け全面調査を実施した。

　
　
第３節　調査の体制
　
確認調査

　遺跡調査番号　９４０２７４

　調　査　期　間　　平成６年１２月１２日～１２月１４日

　調査担当者　　調査第３班　主　　任　山田清朝

　　　　　　　　　　　　　　事務職員　高井治巳

　　　　　　　　　　　　　　研　修　員　三原慎吾
　

１次本発掘調査

　遺跡調査番号　９５０２２３

　調　査　期　間　　平成７年８月２３日～平成８年３月２７日

　調　査　面　積　　２０３５�

　調査担当者　　調査第３班　主　　査　西口圭介

　　　　　　　　　　　　　　研　修　員　岡　昌秀

　現場事務員　　山本陽子

　室内作業員　　福井英子　岡田千恵　橋本まり子　中瀬俊子　長谷川英子
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２次本発掘調査

　遺跡調査番号　９６０３６２ 　室内作業員　　中瀬俊子

　調　査　期　間　　平成８年１１月２１日～平成９年３月２１日 　現場事務員　　長谷川英子

　調　査　面　積　　６３７� 　現場補助員　　牛谷好伸　前川直美

　調査担当者　　調査第３班　主　　査　西口圭介 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　技術職員　岡本一秀
　

３次本発掘調査

　遺跡調査番号　９７０３５１ 　室内作業員　　中瀬俊子

　調　査　期　間　　平成９年１０月９日～平成１０年２月２１日 　現場事務員　　長谷川英子

　調　査　面　積　　６４４� 　現場補助員　　中村真也

　調査担当者　　調査第３班　主　　査　西口圭介

　　　　　　　　　　　　　　技術職員　岡本一秀
　

整理作業

　整理作業は、発掘調査時に宮内遺跡現場事務所にて水洗いと台帳作成を実施した。それ以降の作業を

平成１３年から１８年は兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所で、平成１９年から２０年までは兵庫県立考古

博物館で実施した。
　

整理作業工程

　平成１３年度　水洗い、ネーミング、接合復元

　平成１４年度　実測（土器、石器、木製品）、拓本

　平成１５年度　実測（木製品）、復元

　平成１６年度　実測（木製品）

　平成１７年度　分析鑑定、保存処理（金属製品、木製品）

　平成１８年度　実測（金属製品）、写真撮影、写真整理、図面補正、トレース、保存処理（木製品）

　平成１９年度　レイアウト、保存処理（木製品）

　平成２０年度　報告書印刷、保存処理（木製品）
　

整理作業担当嘱託職員

長谷川洋子、伊藤ミネ子、衣笠雅美、江口初美、家光和子（水洗い・ネーミング）

喜多山好子、眞子ふさ恵、早川亜紀子、中田明美、前田千栄子、横山キクエ、小寺恵美子、

岡井とし子、前田恭子（接合・復元）

岡田美穂、杉本淳子、柏木明子、黒岩紀子、高橋朋子、尾崎比佐子（実測・トレース・レイアウト）

栗山美奈子、大前篤子、藤井光代、清水幸子（金属製品保存処理）

今村直子、小林俊子、渡辺二三代、村上令子、川上啓子（故人）、川上緑

（作業年次等順不同）　
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第�章　遺跡を取り巻く環境
　　

第１節　地理的環境
　宮内堀脇遺跡は、豊岡市出石町宮内（旧出石郡出石町）に所在する。豊岡市は平成１７年４月に１市５

町（豊岡市、出石町、但東町、城崎町、竹野町、日高町）が合併してできた。総面積は６９７．６６�、人口

約８万６千人の市である。旧出石町は豊岡市の東部に位置し、合併以前の行政区分では、北が豊岡市、

京都府久美浜町、東は出石郡但東町、南は養父郡養父町、同郡八鹿町と、西は日高町と接する。

　地形的には、出石町の北東には京都府久美浜町、出石郡但東町との接点となる法沢山（標高６４３．５ｍ）を

頂点とし、西へ駒返峠（標高３８５ｍ）、師走ヶ嶽（標高４９４．８ｍ）と連なる北部山地北側と古寺（標高４７２．４

ｍ）を主峰とし、東に権現山、西に和田山（標高３０７．６ｍ）、南に有子山（標高３２４．８ｍ）と連なる連峰が

ある。また町の南側には東床尾山（標高８３９．１ｍ）、西床尾山（標高８４５．４ｍ）を主山とする南部山地（出

石山地）の険しい山並みが町域の１/３を占めている。町の西側には５００～２００ｍ級のやや緩やかな山並みが

連なっている。この東西の山地の間を円山川水系の出石川がＬ字状に貫流している。宮内堀脇遺跡は、

豊岡盆地に属する出石川流域の標高約５ｍの沖積低地に位置している。出石町内宮内堀脇遺跡の北側に

は、円山川水系出石川支流の入佐川が旧但東町境を起点として流れている。
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第２図　出石町地形図（１／１００，０００）
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第２節　歴史的環境
　

旧石器時代

　旧出石町内では、今のところ旧石器時代の遺跡は確認されていない。
　

縄文時代

　砂入遺跡からは北白川下層�ｂ式もしくは羽島下層�式の特徴をもつ土器が包含層や土坑より出土し

ている。宮内堀脇遺跡から北に約３�離れた長谷貝塚や北に約５．５�離れた中谷貝塚がある。中谷貝塚

は標高１０ｍの沖積地に位置し、１ｍ程の貝層中にカワニナ、アカガイ、オキシジミ、セタシジミなど貝

類、鹿、猪などの獣骨、土錘、石匙などの石器が出土している。貝類の種類から湖が汽水であったこと

がわかる。出石神社境内とその付近から石斧と土器片が採取されており、付近に縄文時代の遺跡がある

と推定される。
　

弥生時代

　宮内黒田遺跡より前期の甕や壺の破片が出土している。このころの出石の平野部は湿潤であるため、

人々は高台となっている現在の出石神社付近に住居を構えていたと推定される。宮内堀脇遺跡の南西約

８００ｍの鳥居遺跡からは、破鏡とともに中期から庄内併行期の土器が出土している。また、出石神社遺跡

から太型蛤刃石斧、扁平片刃石斧、石槍、把手付壺などが出土している。後期を代表する出石神社遺跡

からは木製品、土器が出土しているが、木製品には、高床式倉庫に使用されたと考えられる梯子や蹴放

材、曲物底等、鉄器を使用しないと制作できないものが含まれていた。ただし、集落遺跡や集団墓地な

どの生活跡の調査はこれまで行われておらず、解明されるのは先のこととなる。
　

古墳時代

　豊岡市森尾に所在する森尾古墳は、但馬最古の古墳と考えられている。南北径９ｍ、東西径６ｍの小

円墳で、並列する３基の石室を有する。内部主体は割石を用いた小型の竪穴式石室である。出土遺物の

中は三角縁神獣鏡、□始元年陳是作銘神獣鏡、方角規矩鏡が特筆される。この□始元年陳是作銘神獣鏡

の不明の年号について様々な見解があるが、近年では魏の時代の「正始」元年（西暦２４０年）であると考

えられている。その他の出石町内の古墳には、茶臼山古墳、入佐山１号墳、鶏塚、下安良古墳がある。旧

豊岡市域には、前述の森尾古墳の他、納屋ホーキ古墳、見手山古墳、大師山古墳、矢立古墳群、立石古

墳群、鎌田古墳群、七ツ塚古墳群、下陰古墳群がある。入佐山３号墳からは、四獣鏡が出土している。
　

古代

　但馬には開拓祖神としての天日槍（アメノヒボコ）の伝承が伝えられている。但馬国一宮の出石神社

は天日槍とその子孫を祭神としている。

　『日本後記』延暦１３年（９０６）正月壬寅（２６日）条には「但馬の国治を気多郡高田郷に遷す」と記され

ている。この地は豊岡市日高町大字府市場あたりと比定されている。それ以前の国府の場所はやはり、

気多郡内に有るという説が『兵庫県史』第１巻で記されているが、『出石町史』第１巻では、袴狭字限図

に字国分寺が残っており、出石町内に国府もあったとする説が述べられている。昭和６３年から平成８年

にかけて、兵庫県教育委員会及び出石町教育委員会によって調査された砂入遺跡、荒木遺跡、袴狭遺跡、

入佐川遺跡からは、７世紀末より９世紀に至る建物跡が調査された。中でも最も古いと考えられる荒木
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遺跡からは１１棟の大型掘立柱建物や井戸が見つかっている。一方、袴狭遺跡からは、木簡や墨書土器な

どの文字資料、石帯や帯金具などの役人が用いる装身具の類や銅印、多量の人形や斉串などの祭祀具な

ど官衙関連すると考えられる遺物が出土している。
　

中世

　出石神社の旧祝職家であった神床氏に伝来する神戸郷絵図は、絵図に描かれている鳥居や出石川に架

かる橋の形などから鎌倉時代のものと推定される。この絵図によると鳥居から橋に至る参道が基準線と

なり、宮内堀脇遺跡の一帯も一宮領神戸郷として条里型地割で区画されていたことがわかる。

　再び出石が歴史の舞台に出てくるのは、南北朝時代になり山名氏が台頭してきてからである。山名時

氏は、新田氏庶流の武士で上野国多胡郡山名郷が本貫地であった。足利尊氏に従い各地を転戦する中で

認められ、幕府の侍所職となり因幡、伯耆の守護となった。さらに丹波、若狭と守護国が広がり幕府の

有力守護大名としての地位を確立する。康永２（１３４３）年丹波守護仁木頼章の代官荻野朝忠が反乱を起

こしたが、時氏は是を鎮圧し、さらに翌年には三開山城（豊岡市）を攻め陥とし、ここを本拠として但

馬守護を僭称し北但、南但方面へと勢力を伸ばしていった。

　但馬が山名氏に正式に与えられたのは、応安５（１３７２）年、師義の代になってからである。永和２

（１３７６）年、師義が病死すると嫡子義幸が家督を継ぐが、若年であったため、師義の末弟で師義に養われ

ていた時義が後見となった。伝承では時義は、文中年間（１３７２～１３７４年）に此隅山に城を築き、以後祐

豊が有子山城に移城するまで代々山名氏の本拠地となった。

　時義が病没した跡を継いだ時�の時、山名氏の勢力の強大を嫌った足利義満は、山名家の内紛に乗じ

て介入した（明徳の乱）。山名時�は弟の氏幸と共に但馬、伯耆の守護を分割したため、満幸はこれを不

満として叔父の氏清と結んで時�を足利義満に讒訴する。義満は時�らを但馬に討たしめた。満幸と氏

清は時�を討伐し、時�は剃髪して出家し、備後に蟄居した。満幸は山名一族の中で頂点に立ち、さら

には仙洞御所を占拠したので、義満は満幸を処分した。さらに、満幸は敗れた時�と氏幸が密かに義満

を訪れ許しを請い、この訴えが聞き入れられようとするのを聞いて憤激し、氏清と兄の義理と共に叛旗

を掲げた。義満は時�と氏幸の領地を復し氏幸と氏清、義理を討たせた。時�はこうして守護職を回復

し、総領になると徐々に勢力を回復し、さらには備後、安芸、伊賀の三国の守護になった。山名氏は統

治する分国により、伯耆山名、因幡山名、但馬山名の三国に分立したが主流は但馬であった。

　時�の子、持豊の代になると山名氏の勢力は頂点に達した。持豊は兄の常�との家督争いに勝利する

と嘉吉の乱において赤松氏を播磨から駆逐し、支配下に置いた。応仁・文明の乱後、持豊（宗全）は没

し、その子政豊は但馬に帰国する。文明１５（１４８３）年には播磨に出兵するが失敗し、これをきっかけに

山名家に内紛が起こる。この時山名政豊は九日市を、俊豊は此隅山城を拠点として対峙する。永正元

（１５０４）年には山名致豊と垣屋続成の内紛の兵火のために出石神社、総持寺が全焼する。永正２（１５０５）年、

山名、垣屋の両氏は和解を見る。永正９（１５１２）年には、山名致豊が家督を弟の誠豊に譲る。

　誠豊は播磨の守護赤松義村が家臣浦上村宗に暗殺されたことをきっかけとする内乱に乗じて播磨へ侵

攻する。しかし、対立していた赤松勢が和議を結んで山名に対抗すると、播磨より撤兵する。誠豊が大

永８（１５２８）年に没した後、祐豊が後を継いだ。

　天文４（１５３５）年には、先の兵火で全焼した総持寺本尊が山名祐豊らによって造立される。奉加帳に

は山名祐豊の千疋を筆頭に山名氏被官層や出石神社関係者約７０名、在地有力者や農民約６００名、また現物
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寄進の者が１０数名、名前や生年月日を書き連ねた者約８６０名の総計約１５００名を超す人々の名前が書き記

されている。

　天文１１（１５４２）年、生野で銀山の採掘が本格的に始まり、天文２３（１５５４）年に祐豊は朝廷に白銀３００両、

翌年には２００両を献上している。祐豊は銀山経営のため、生野城を築城する。銀山の存在は、織田信長の

目にとまり、以後たびたび、その侵攻を受けることとなり、結果として山名氏を滅亡へと導く。毛利元

就は最初は織田信長に積極的に接近しようとしており、目下の障害となっていた山名祐豊と宇喜多直家

を打ち、但馬と播磨を制圧するよう要請した。永禄１２（１５６９）年に織田信長の命を受けた木下秀吉は但

馬に侵攻し、此隅山城は落城、山名祐豊は堺に逃れる。天正２（１５７４）年には信長の御用商人である今

井早久らの援助により、祐豊は堺から帰国が許されると、根拠地を此隅山城から有子山城へ移す。天正

５（１５７７）年に羽柴秀長が但馬に侵攻し南但馬を制圧する。翌年には但馬全域が秀長に帰順する。天正

８（１５８０）年には有子山城が落城する。

　天正１３（１５８５）年、山名氏に変わり有子山城には前野長康が入る。しかし、文禄４（１５９５）年に前野

長康は謀反の罪に問われた豊臣秀次に連座して死罪を命じられる。その後、小出吉政が有子山城主とな

る。吉政の子吉英は拠点を有子山城より出石城に移す。以後、出石藩の政庁は出石城となる。藩主は小

出氏がその後５代続いた後に松平忠徳を経て、仙石氏に代わり幕末の版籍奉還まで統治することになる。
　

参考文献

「出石町史」第１巻

「神美村史」

山名氏清　ほぼ但馬を制圧、此隅山城を手中に収める。
但馬守護に補任される。

1390明徳１年

明徳の乱　氏清敗死する。1391明徳２年

山名時�、明徳の乱の功に但馬守護に補任される。1392明徳３年

山名持豊（宗全）生まれる。1404応永11年

嘉吉の乱、山名持豊、赤松満祐を討伐。1441嘉吉１年

応仁の乱1467応仁１年

山名宗全、没する。1473文明１年

山名政豊、但馬に帰る。1479文明11年

山名政豊、播磨に出兵する。1483文明15年

播磨出兵の失敗により、山名家内紛（山名と垣屋の対立）
山名政豊は九日市に、山名俊豊は此隅山城にある。

1488長享２年

政豊と俊豊、但馬で戦う。1493明応２年

山名政豊、没する。1499明応８年

垣屋続成、此隅山城の山名致豊を攻める。出石神社、総持寺焼失。1504永正１年

山名、垣屋の両氏が和解。1505永正２年

出石神社、再建にかかる。1507永正４年

総持寺本尊、山名祐豊以下の奉加によって造立される。1535天文４年

木下秀吉の但馬侵攻。此隅山城他18城を攻略。
山名祐豊は堺へ逃亡。

1569永禄12年

山名祐豊、此隅山城から有子山城へ移る。1574天正２年

羽柴秀長、第１次但馬侵攻。南但馬を制圧。1577天正５年

但馬全域が羽柴秀長に帰服する。1578天正６年

羽柴秀長、第２次但馬侵攻。有子山城落城。1580天正８年

前野長康、出石城に入部。1585天正13年

小出吉政、出石城に入部。1595文禄４年

第１表　宮内堀脇遺跡関連年表
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第３図　周辺の遺跡（１／５０，０００）

１．宮内堀脇遺跡 ２．此隅山城跡 ３．御屋敷遺跡 ４．宮内黒田遺跡

５．出石神社 ６．宮内遺跡 ７．上坂遺跡 ８．上坂古墳群

９．入佐川遺跡 １０．袴狭遺跡 １１．坪井遺跡 １２．大谷墳墓群

１３．下坂横穴群 １４．嶋遺跡 １５．虫生山遺跡 １６．下安良城山古墳

１７．安良古墳群 １８．田多地古墳群 １９．田多地小谷古墳群 ２０．田多地小谷遺跡

２１．田多地引谷墳墓群 ２２．砂入遺跡 ２３．カヤガ谷古墳群 ２４．カヤガ谷墳墓群

２５．カヤガ谷横穴 ２６．荒木遺跡 ２７．篠谷２号墳 ２８．岩谷古墳群

２９．小野小学校裏山遺跡 ３０．新宮谷古墳群 ３１．鳥居遺跡 ３２．鳥居城跡

３３．東谷遺跡 ３４．小坂古墳群 ３５．三開山城 ３６．有子山城

３７．出石城   
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第４図　此隅山城　縄張図（此隅山城を考える第５集の縄張図をもとに作成）
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第�章　各年度の調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第１節　平成６年度確認調査（遺跡調査番号９４０２７４）
　工事範囲について、試掘坑（トレンチ）を２１箇所設定した。設定範囲は、計画道路センター杭�１３～

�５７の区間の延長約８８０ｍである。

　各試掘坑の規模は幅２ｍとし、全長は掘削深度によって変更を加えた。それぞれの試掘坑において、

遺構・遺物の有無及び土層の堆積状況を確認した。

　調査の結果、６～８トレンチから遺構・遺物を確認し、１２～２１トレンチにおいて遺物の包含を確認した。

　

第２節　平成７年度の本発掘調査（遺跡調査番号９５０２２３）
　旧建設省関連の入佐川遺跡と近接して実施した。両者は幅約３ｍの土手を挟んで連続しており、考古

学的には一連の遺跡である。調査区は、此隅山城の西南側の山裾に位置しており、君主の居館『御屋敷』

推定地の西隣に当たる。現況では『御屋敷』とは県道を挟み約５ｍの落差が認められた。

　調査区の形状は南北６８ｍ・東西最大５０ｍの多角形を呈しており、西辺は現農道に並行して設定した。

調査面積は約２０３５�である。

　土層堆積の層序は、現耕作土下に圃場整備に伴う盛土・１９世紀代の入佐川から供給された洪水砂・若

干の土壌層をへて、現地表より約１ｍ～１．５ｍの深度において、戦国・室町時代の整地面となる。この整

地面直上までは機械力によって掘削し、以下を人力掘削とした。

　整地土の厚さは約１ｍに及び、遺構面は大きくは５枚、それぞれの間に炭層（一部では焼土面）・土壌

層が確認できる。また、それより下層には、調査区の南東方向より供給された洪水砂層を挟み、鎌倉時

代荘園絵図（神床文書）に対応する水田面を確認し、溝・畦畔を検出した。更に下層からは平安～古墳

時代前期にかけての水田土壌を検出した。

　調査は戦国・室町時代の整地面５枚（第１面～第５面）については全面調査を行い、それより下層の

鎌倉時代及び平安～古墳時代前期の水田については、上層の遺構の保護を考慮し、調査区南半の一部分

において断面観察を中心に実施した。

　戦国・室町期の遺構は堀・土塁の内側（東側）に建物群が存在する武家屋敷遺構を検出している。

　武家屋敷遺構は大きくは堀・溝・土塁・植栽から構成される遺構群（武家屋敷群）の西側を区画する

防御の色彩の強い部分（調査区西半部）と、整地土を厚く敷き、礎石・根太・建物を区画した溝から構

成される生活空間（調査区中央から東半部）に分かれる。これらの遺構は１６世紀代前半に入る４・５面

と１６世紀代後半の１～３面では大きくレイアウトを違えている点が特徴である。各面の概要を述べる。

第１面�調査区北西半部に入佐川遺跡に連なる方形の大きな堀状の窪みが存在し、土橋状の遺構を介し

て南へ延びる幅約３ｍの溝を検出している。第２面以下において顕著に盛り上がる土塁は第１面におい

ては居住区側からの盛り上がりが埋没し、ほぼ平坦化している。整地土は調査区の北東半部に顕著に検

出されている。整地面上に掘立柱建物（５間×４間　１０ｍ×６ｍ）１棟・溝・建物の壁下の基部の可能性

の高い石列が存在する。第１面の時期は永禄１２年以降慶長年間までと考えられ、天正期と推定される。

第２面�遺構は調査区の西半において幅約３～５ｍの土塁及びその西側に堀状の窪地及び窪地から南へ
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延びる幅約３ｍの溝が存在しており、建物群はその内側（東側）に存在している。礎石建物及び建物を

区画する溝・建物の壁下の基部の可能性の高い石列・根太・網代垣等の遺構を検出している。溝内には

多量の土壁材が含まれており、焼土・土壌層中には木簡・釘・紅皿等が多量の土師器皿・輸入陶磁器と

ともに出土している。礎石建物の上面からは『永録拾弐年』の記年銘のある木簡が出土している。

第３面�調査区全面に広がる整地及び溝区画は基本的にはこの時期に施されたと考えられる。土塁は高

まりをもち、内側には幅１．５ｍ程度の溝をもつ。また、土塁上・堀肩・溝肩には樹木が点在している。

第４・５面�礎石もしくは柱穴がサブトレンチにおいて確認されている。　

　遺物は、土師器皿・瀬戸美濃・備前・越前・輸入陶磁器（染付・天目・交趾三彩）・瓦（少量）・渡来

銭・釘・飾金具・錐・小柄・小刀・切羽台・火箸・漆碗・箸・折敷・羽子板・紀年銘木簡・木簡・双六

駒石などの他、畳が検出されている。土師器皿はすべて手捏ねである。陶器類の内、擂鉢については越

前焼・備前焼の他、瓦質の産地不明のものがある。

　本事業における航空写真撮影は１回実施している。加えて、同時期に隣接して実施した入佐川遺跡に

おける２度の航空写真を今回の報告では援用している。また、第２面において現地説明会を実施した。

　
第３節　平成８年度の本発掘調査（遺跡調査番号９６０３６２）
　平成７年度調査区の農道を挟んだ南側において調査を実施した。東西２４ｍ・南北２４．５ｍの平行四辺形

の調査区である。調査面積は約６３７�である。

　幕末～古墳時代前期にわたる遺構・遺物を検出した。調査の主な部分は前年度に引き続き、此隅山城

に伴う武家屋敷遺構である。

　遺構は前年度調査区からのびる戦国時代の堀・土塁・建物跡、鎌倉時代の水田畦畔、平安時代の人形

や斎串が流れ込んだ水田、奈良時代～古墳時代の田下駄や加工材が多量に入った水田が検出されている。

　遺物は、人名墨書土師器皿や中国製陶磁器のほか、鍍金された陶器片、永禄・天正の両合戦で使用さ

れた鉄砲玉・金銅製の小柄や鉄製の犂先などの金属製品に加え、位牌や三宝、折敷、将棋の駒（銀将）

などの珍しい木製品が出土した。また、戦国期より下層からは祭祀遺物・古墳時代前期と考えられる土

師器、弥生時代中期土器片、縄文時代と考えられる石英製石鏃が出土している。　

〔江戸時代の遺構・遺物　第０～３面〕　機械掘削によって除去した洪水砂の直下より、幅１ｍ程度の小

区画畦畔を検出している（０面）。洪水砂中には出石焼碗片が多量に混入しており、明治時代に入って埋

没したものと考えられる。小区画畦畔は畠もしくは苗代と考えられるが性格は不明である。

　第１～３面は江戸時代を通じての水田であったと考えられるが、部分的に残存する溝肩には人頭大の

川原石が散見される。第３面では下層の堀の窪みが現れてきており、第４面の石組み・礎石が若干顔を

出している。また、この層からは１７世紀代の丹波焼き擂鉢片が出土している。　

〔戦国時代の遺構・遺物　第４～１０面〕　第４～１０面は此隅山城武家屋敷遺構に伴うものである。　

　第４面は慶長期に比定できる。性格不明の石組と建物根太に伴う石の並びが検出されている。

　第５面は、前年度の第１面に相当する。時期は天正期である。東半部には整地面があり、上面に部分

的に炭が被覆する。また、整地面上からは転ばし根太跡が検出されている。中央部では下層の堀の窪み

が顕著に現れ、根太・礎石・根固めに使用された川原石・玄武岩が沈下した状態で検出されている。

　第６面は、前年度の第２面に相当する。時期は永禄後期と考えられる。東半部には整地面があり、上
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面には部分的に炭が被覆する。整地面部分は基本的には建物跡にあたり、土坑・転ばし根太跡とともに

柱穴が検出されている。また、整地面の切れ目には南北に走る幅１ｍ前後の溝がある。

　第７面は前年度の第３面に相当する層である。整地面直下にあり、時期は永禄前～中期と考えられる。

　東半部には溝・土坑が検出され、調査区中央には幅２ｍ前後の溝が南北方向へ走っている。溝は下層

の堀（ＳＤ６８００１）が埋没する最終段階とも理解できる。溝内には沈下した根太石・礎石・根固めに使用

されたと考えられる川原石が散乱するほか、南端からは人名が書かれた墨書土器群が検出されている。

　墨書土師器皿は、半ば埋没した堀に投棄されており、時期は天文年間の末期から永禄年間の初期と考

えられ、位牌より少し新しい。６０点以上出土した。追善供養にともなって使用されたものと考えられる。

　第８面は前年度の第３面・第４面間に位置する層である。時期は天文期から永禄前期にかけてと考えら

れる。遺構は、西半部は水田、中央部には幅約７ｍの堀（ＳＤ６８００１）が南北に走り、東半部では高さ１ｍ

前後の土塁がコの字形に巡り、一辺の幅約１５ｍの方形区画を造りだす状況にある。土塁の内側は盛土によっ

て徐々に嵩上げされており、細かくは３面に細分される。土塁の内側がほぼ埋没した段階から位牌・将棋

の駒『銀将』・三宝が、また、ＳＤ６８００１からは墨書土器・折敷・鉄製犂先・金銅製の小柄が出土している。

　第９面・第１０面は前年度の第４面・第５面に対応する。１６世紀前半～１５世紀後半にかけての時期と考え

られる。調査区西半部は水田、調査区の中央部には幅約７ｍの堀（ＳＤ６９００１）が南北に走り、調査区東

半部では土塁を挟んでＳＤ６９００１と並行してほぼ同規模の堀（ＳＤ６９００２）が検出されている。ＳＤ６９００１内

からは墨書折敷が出土している。

〔鎌倉時代から古墳時代前期の遺構・遺物　第１１面～第１３面〕　戦国時代以下の遺構はすべて水田遺構

（畦畔）である。第１１面は鎌倉時代の水田遺構（畦畔）である。杭列の間に柴を編み込み、敷き並べて畦

畔の基礎を造っている。畦畔は東西方向に走っており、『出石神社神領田絵図』に描かれた条里地割りに

沿うものと考えられる。水田耕土中からは土師器皿・椀片の他、鑿根鉄鏃が出土している。

　第１２面は平安時代（９世紀代）の水田畦畔である。部分的に南北方向の畦畔の痕跡が確認される。水

田耕土中からは人形・斎串・土師器片が出土している。

　第１３面は奈良時代から古墳時代前期の水田遺構（畦畔）である。第１３面を形成する水田土壌はアシ科

の植物が厚く堆積してできたもので、多量の構造材・田下駄を内包している。この層は入佐川遺跡にお

いて調査を実施してきた層と同一層である。畦畔の芯には多量の構造材が使用されており、畦畔の方位

はＮ４８°Ｗを測る。遺物は上記の木製品の他、古墳時代前期の土師器甕片、呪符木簡が出土している。

　航空写真撮影は２回実施している。また、調査終了後地元説明会を実施した。

　

第４節　平成９年度の本発掘調査（遺跡調査番号９７０３５１）
　平成９年度の調査対象地は平成８年度調査区の南隣である。調査区の北辺は平成８年度調査区の南壁

安全勾配部分を含めて調査範囲としたため、約７ｍ分を前年度の調査範囲と重複して設定した。南辺は

現用水路までである。調査区の西側は民家に接するため４ｍ以上の控えをとった。東側についても民地

と接しているため控えをとった。このため、当初の予定に比べ、実質的な調査面積は大幅に縮小するこ

ととなった。調査区の形状は、東西１８ｍ・南北３４．５ｍの長方形を指向している。調査面積は６４４�である。

　前年度の調査結果を受け、機械掘削を実施し、江戸時代初頭以下を人力掘削した。１０面の遺構面を精査

対象とし、江戸時代初頭～弥生時代末にわたる遺構・遺物を検出した。　　
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　遺構では前年度の調査区からのびる戦国時代の堀・土塁・建物跡、鎌倉時代の水田畦畔、平安時代の

人形や斎串が流れ込んだ水田、奈良時代から古墳時代の田下駄や加工材が多量に入った水田、弥生時代

末と考えられる水田が検出されている。　

　遺物では、人名を墨書した多量の土師器皿や中国製陶磁器のほか、非常に遺存状況が良好な鉄鎌など

の金属製品に加え、墨書のある三宝、木簡、杓子などの木製品が出土した。また、下層からは馬形等の

祭祀遺物・古墳時代前期と考えられる土師器、弥生時代後期土器片が出土している。

　武家屋敷遺構は、調査区東半部に堀が検出され、堀の内側（東側）と外側（西側）の一部から整地面

が検出された。堀は古い時期には調査区南半で直角に曲がり、屋敷地の南西隅を確定した。　

　調査区の制約から堀の内側（東側）の居住区にあたる部分は調査できなかったが、屋敷地の拡張など

の変遷が明らかになった。以下に、２～７面について、変遷を述べておく。

〔第７面�１５世紀後半〕　調査区内に堀はまだなく、調査区の東側に古い時期の堀が存在する。９６年度１２

面に対応。調査区内全域は畠もしくは水田であったと考えられる。

〔第６面�１６世紀前半〕　調査区東半に堀が掘られる。堀は幅約７ｍ、深さ約１．５ｍ。調査区南半で直角

に曲がり、東側へ延びる。堀には２か所の陸橋部が設けられている。堀の外側は畠もしくは水田であっ

たと考えられる。堀のコーナーは堀に区画された屋敷地の南西隅のコーナーにあたると考えられ、平成

７年・８年度の調査結果を勘案するならば堀の内法で南北１０５ｍ以上の規模となる。

〔第５面�天文～永禄年間〕堀の内側（東側）に整地が施され、堀は若干埋没するが機能しており人名

墨書土器を含む多量の土師器皿・箕・獣骨が投棄される。堀の外側は畠もしくは水田である。

〔第４面�永禄年間〕　堀の内側（東側）には整地が厚く施され、堀は徐々に埋没する。陸橋部は半ば埋

没し、壊され、機能しない。堀内には人名墨書土器を含む多量の土師器皿が引き続き投棄される。堀の

南側には幅１ｍ程度の溝が東西方向に掘られる。堀の外側は畠もしくは水田であったと考えられる。

〔第３面～第２面�永禄年間〕　堀の内側に整地が厚く施され、幅約５ｍ程度に縮小する。堀は半ば埋

没し、コーナー部より東側（堀の南辺）は整地部分の拡大によって完全に埋められる。また、堀内の陸

橋部は完全に埋没する。

　堀の肩部の整地面上には礎石が置かれ、塀（板塀と考えられる。）が巡らされ、最終的には焼失する。

　堀の外側にも盛土が施され（整地面Ｂ）、建物が建つようになる。屋敷地Ｄの北辺には石塁が造られて

いる。石塁は、屋敷地Ｄを北側と仕切る機能があったと考えられる。堀の外側・屋敷地Ｄの北側は畠も

しくは水田であったと考えられる。

　平成９年度の調査では、�堀のコーナー部を検出し、武家屋敷の南西隅が確定できた点。�時期が新

しくなるにしたがい、整地の範囲が拡大し、堀を埋め、屋敷地の範囲が拡大していくことが判明した点。

�堀の外側にも整地（建物）が時期が新しくなるにしたがって営まれることが判明した点が成果となっ

た。１６世紀も下るにしたがって屋敷地が拡大して行き、屋敷地を区画していた南北方向の堀を越えて西

側へ拡大して行くという変遷を追うことができた点である。下層の調査では、今回の調査中初めて最下

面より弥生時代末期の水田（畦畔）を検出した。

　遺物では、人名墨書土師器皿が前年度に引き続き出土した。前年度は一時期に土師器皿が投棄された

ものと考えられていたが、今回の調査では少なくとも２時期・５グループに分かれて投棄されたことが

判明しており、追善供養が複数回行われたことが判明した点が大きな成果となった。

　航空写真撮影は２回実施している。また、調査終了後、地元説明会を実施した。
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第�章　層序と遺構面

第１節　基本層序と遺構面の設定
　平成７年度（１９９５年度）・平成８年度（１９９６年度）・平成９年度（１９９７年度）の基本的な堆積層序はほ

ぼ同じである。ここでは、各年度の概要を述べる前に３調査区を包括した層序関係について述べておく。

　堆積は大きく３つの要素に分けることができる。１．宮内堀脇遺跡の主要部分を占める中世末期の武

家屋敷遺構群が廃絶した後、現代まで。２．武家屋敷遺構群が機能している期間。３．武家屋敷遺構群

が成立する以前である。

　今回の調査では、２．中世末期の武家屋敷遺構群の調査に主眼をおいたため１・３については精緻な

調査を実施してはいない。

　武家屋敷廃絶後の状況については、１９９６年度において幕末より調査を実施しているが、１９９５年度・

１９９７年度については慶長年間を前後する層位までは機械力によって除去し、断面観察に留めている。

　また、武家屋敷成立以前については、１９９５年度は遺構面を盛土下に保存したため、部分的な断ち割り

にとどめ、９６年度については、下層への掘削が、軟弱地盤を逆に隆起させる兆候を引き起こしたため、

早急な埋め戻しを実施し、精査を行うことはなかった。１９９７年度は、安定したベース面が出現したことに

よりほぼ最終面までの調査を実施できた。

　上記の理由から基本層序は各年度の成果を補完して作成していることをお断りしておく。

　各年度間の遺構面の整合は、各年度の調査において設定、実施した遺構面（遺構検出面）を主に以下

の鍵層、遺構を検討し連結した。

１．幕末洪水砂層　出石焼磁器片を含む洪水砂層が各年度において確認されている（�層）。この洪水砂

を遺跡の下限を押さえるカギ層とする。１９９６年度第１面（畠状遺構）を被覆する。

２．火災層と整地層　９５年度の調査では、大きく５回の地業（整地）が確認できた。各整地面は火災に

よって遺構が焼失したのち、火事片付けを行い、更に新たな地業（整地）を行う。これによって遺

構面は順次嵩上げされてゆく。１９９６年・１９９７年では、礎石を覆う火災層と整地層を挟む下層の火災層

が確認できた。この２回の火災層が、１９９５年度に於ける第２・第３火災層と推断できた。　

３．整地層と武家屋敷遺構の拡大　９５年度における第４面（第４整地面上）では、南北に走る２本の堀

が存在するが、第３面に至る過程で、内側の堀が地業によって埋められ（ＳＤ５４００１）、外側の堀（Ｓ

Ｄ５４００２）についても地業によって幅が狭くなることが判明している。１９９６・１９９７年度についても同

様の過程を辿る遺構面が続いており、ＳＤ６９００２が埋め立てられていることから、１９９６年度の第７・

９面間が１９９５年度における第３・４面間と推断した。また、１９９５年度第３・４面間には洪水砂が堆

積しており、１９９６・１９９７年度においても対応する洪水砂を確認している。

４．鎌倉時代水田面と洪水砂　１９９６・１９９７年度において中世前期の遺物を含む、水田土壌・畦畔を検出

し、上面に被覆する洪水砂を確認した。９５年度においても洪水砂及び洪水砂によって埋没した溝を

確認したことから同一層と推断した。

５．下層水田土壌　最深部には入佐川遺跡・袴狭遺跡において調査を実施している木製品を含む腐植質

シルトが各調査区において確認できた。

　以上の鍵層をもとに各年度の遺構面を関連付け、層序・遺構面の整理を行った。各面の相関関係は以
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下の通りであり、各層序の概要は別表の如くである。

第２節　遺構面の時期決定　　
　各遺構面の時期決定は出土遺物と共に、２点の紀年銘木簡と火災層の文献との照合、更に墨書土器に

記された人名の文献との照合を加味して推定した。

　近世�面は畠状遺構�層を検出しているが、上面に被覆する洪水砂�層中に１９世紀代の出石焼を含ん

でいることから１９世紀代と想定した。

　近世�・�面については詳細に時期を決定する遺物はないが、中世�面と近世�面（１９世紀）の間で

あり１８世紀を中心とする時期であろう。

　中世�面は、武家屋敷が終焉を迎えたあとの水田土壌�層であり、慶長期の遺物が出土している。

　中世�面は９５年度の調査において礎石建物を検出しており、火災によって焼失している。この面を被

覆する火事片付け土�層からは永禄１２年（１５６９年）の紀年銘木簡が出土しており、火災層が永禄１２年の

合戦によるものと推定できる。

　以上の２点から武家屋敷遺構が終焉を迎える中世�面を被覆する火災層�層を天正８年（１５８０年）の

合戦によるものと推定した。

　中世�面は�面以降の大規模な整地（地業�・�層）によって堀が埋められてゆく過渡期にあたる。

　�・�面間の遺構面からは、天文２３年（１５５４年）の紀年銘木簡（位牌　道祐禅門霊位）が出土してお

り、１５５４年を前後する時期が与えられる。

　また、中世�面・�面の堀から出土した人名墨書土器には位牌に記載された道祐の名があり、道祐が

死後に追善供養されたことが分かる。�・�面は、位牌に記された天文２３年以降に形成された遺構面で

あることが明らかである。そして位牌よりも下層に存在する内堀（ＳＤ５４００１やＳＤ６９００２）に伴う第�面

（�層上面）は天文２３年以前の可能性が極めて高い。

　�・�面の時期を考古遺物以外から確定できる資料はないが、両面共に火災層を伴っており、その何

れかが、山名・垣屋氏による永正元年（１５０４）年の内乱による火災である可能性は高く、遺物の時期か

時　期遺　構９７年度調査９６年度調査９５年度調査遺構面区分

１９世紀畠第１面近世�面

（江戸）水田土壌第２面近世�面

（江戸）水田土壌第３面近世�面

慶長年間水田土壌第１面第４面第０面中世�面

天正年間（１５８０年まで）建物・溝第２面第５面第１面中世�面

永禄後期（１５６９年まで）堀・土塁・屋敷地第３面第６面第２面中世�面

永禄年間堀・土塁・屋敷地第４面第７面第３面中世�面

天文後期～永禄前期
（１５５０年代～）

堀・土塁・屋敷地第５面第８面第３・４面間中世�面

天文年間（１５５４年以前）堀・土塁・屋敷地第６面第９面第４面中世�面

１６世紀前半堀・土塁・屋敷地第７面第１０面第５面中世�面

鎌倉水田畦畔・溝第８面第１１面断面観察中世�面

平安時代後期水田土壌断面観察断面観察古代�面

奈良～平安時代前期水田畦畔
第９面第１２面断面観察

古代�面

古墳時代前期水田畦畔古代�面

弥生時代水田杭列第１０面――古代�面

第２表　遺構面対照表
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らは�面�層が相当する可能性が高い。

　中世�面は、武家屋敷形成以前の遺構面である。溝・畦畔を検出している。対応する層序�層からは、

須恵器甕が出土しており、中世前期と捉えられる。

　以下は、古代の遺構面である。中世面以上は比較的灰色の土壌層によって形成されていたが、以下は

腐植物を多量に含む腐植土層によって構成され、周辺の入佐川・砂入・袴狭遺跡と同じ状況となる。

　古代�面は断面観察を主とした為、詳らかではないが、黒色土器を含む土壌層�層よって形成される

水田面である。平安時代後期に入る時期であろう。

　古代�面を形成する�層の下層。�層の上半には祭祀遺物（馬形）が含まれており、下半には８世紀

代の須恵器杯Ｂが入っている。奈良時代から平安時代前期の水田土壌と認識できる（古代�面）。

　古代�面と古代�面は土壌化によって不可分な部分が多いが、�層には古式土師器が含まれているこ

と、９６・９７年度では�層との間に腐植土層が入り、古墳時代前期の水田土壌と認識できた（古代�面）。

　�層は白色粘土によって構成される無遺物層である。堆積する�層には弥生時代中期の土器の大型破

片が入っている。このこと及び杭列の存在から、弥生時代中期の水田土壌と認識できた（古代�面）。

　

第３節　遺構面及び遺構・包含層の表記について
［各年度調査時］

１．遺構面は各年度において、最初の調査対象面を第１面とし、以下下層の遺構面に対して第２面・第

３面と表記をした。

２．遺構番号を４桁とし、頭の番号に各面の面数をつけ管理した。即ち、ＳＤ４００１は第４面の１番目の

溝を示すものである。

３．本遺跡の遺構面・包含層は、火災層（及び火事片付け層）・土壌層（旧地表）・整地層（山土による

造成）から構成されているため、基本的には包含層の表記をせず、火災層・土壌層・整地層及び面

上の分類によって遺物の取り上げにつとめた。

　　　この場合、火災層（及び火事片付け層）はＫ層、土壌層（旧地表）をａ層、整地層をＳ層と略表記

し、遺構同様、頭に遺構面数を冠した。即ち、第２面上を被覆する火災層は２Ｋ層、第２面を構成

する整地層を２Ｓ層、生活面を構成する第２面の旧地表を２ａ層として遺物の取り上げを行っている。

４．各遺構面の把握に際し、局地的に遺構面が出現する場合は枝番号を振ることとし、例えば、第３・

４面において出現した遺構面については、第３＋１面、更に古く第４面より新しい遺構面が出現す

る場合には＋２面の表記を行い、あるいは第４面精査中に新しい遺構面を確認した場合には第４�

１面として遺物の取り上げを実施した。この場合、遺構については冒頭より２番目に枝番号を記入

している。即ち第８＋２面の溝では、ＳＤ８２０１とした。

［調査報告書刊行に伴う遺構番号表記等について］

４．上記の調査時の遺構番号管理に加え、報告書刊行に伴い、遺構番号の冒頭に各年度西暦年の末尾番

号を加え表記した。即ち、１９９５年度ではＳＤ４００１はＳＤ５４００１、１９９６年度のＳＤ８２０１では、ＳＤ６８２０１、

１９９７年度ＳＤ４００１ではＳＤ７４００１と表記する。また、以下、調査番号・遺構番号についての呼称と統

一させるため、調査年度の呼称については元号ではなく西暦（１９９５年度・１９９６年度・１９９７年度）を

使用し、文章中では９５年度・９６年度・９７年度と省略して説明してゆく。
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95年度　調査範囲
　（今回報告箇所）

96年度　調査範囲
　（今回報告箇所）

97年度　調査範囲
　（今回報告箇所）

　 98年度
 　 調査範囲

　 99年度
　　調査範囲

第５図　調査区配置図（縮尺＝１：２，５００）
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第�章　遺　　構

第１節　近世の遺構　（近世�面～近世�面）
　近世の遺構面は、９６年度調査区において調査を実施している。層序からは大きく３面に分けることが

できる（近世�面～近世�面）が、遺構として認識できたものは、近世�面の畠状遺構（９６年度調査）

のみである。以下の２面は何れも水田土壌であり、９５年度～９７年度にかけて広がっている。

畠状遺構（図版１６）

　９６年度調査区の北東区画において検出した。

　幅５～７�、高さ４�の畦に区画された、幅１ｍ、検出長１２～１３ｍの短冊状の区画である。畠は黄褐

色粗砂の洪水砂によって埋没している。出石焼片が上面を覆う洪水砂中に混入している。

第２節　武家屋敷に伴う遺構（中世�面～中世�面）
　此隅山城武家屋敷に関連する遺構は、中世�面～中世�面の遺構が対応する。

　以下各面ごとに概要を述べることとする。

　武家屋敷遺構は、９５・９６・９７年度にわたり、複数年度に跨る遺構も存在する（堀）。また、武家屋敷遺

構が成立した中世�面から廃絶する中世�面、更に廃絶後の�面を通じ、遺構配置の基本的なレイアウ

トはあまり変化がないため、冒頭において、少し整理を行い、以下その整理に従って述べてゆく。

　武家屋敷遺構は堀・土塁・屋敷地で構成されている。調査区の西端を南北に流れる堀があり、堀の東

肩に造られた土塁を会し、東側（山裾側）には整地土を敷いた屋敷地が広がっている。

�　堀　

　堀は屋敷地の形状に従って屈曲部を造りながら、各年度を通じ南北方向に流れ、当初は、２本の堀が

存在し、中世�面にいたって内側の堀が埋められ、１本となる。

　以下、便宜的に武家屋敷遺構からみて外側の堀（ＳＤ５４００２・ＳＤ６８００１・ＳＤ７５００１等）を外堀と呼び、

内側の堀（ＳＤ５４００１・ＳＤ６９００２）を内堀と呼んでおく。９６年度・９７年度において主に調査が可能であっ

た堀は調査範囲の制約から外側の堀である。

�　土塁　

　土塁は外堀・内堀間、内堀・屋敷地（居住区）間にあり、以下に述べる各屋敷地を区切って存在する。

�　屋敷地

　土塁の内側の居住区を屋敷地とする。屋敷地は土塁の位置・建物の配置・堀の屈曲から９５年度におい

て調査した屋敷地Ａ、９６年度調査範囲にある屋敷地Ｂ、９７年度において調査を行った部分の屋敷地Ｃの３

か所に分けることができる。また、堀の西側に展開する整地面が９７年度に確認されており、石塁におい

て区切られた整地面を屋敷地Ｄとして、小規模な屋敷地と認識しておく。

　以下、堀・土塁・屋敷地Ａ～Ｄに主に項目を分けて各面ごとに記述してゆく。

１．中世�面（図版１７・１８　写真図版５８・６７）

　中世�面は、９５年度の第０面、９６年度の第４面、９７年度の第１面である。
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　武家屋敷遺構は廃絶している。遺物から慶長年間の遺構面と考えられ、中世面の範疇で述べておく。

　９５年度の第０面は水田土壌であり、遺構面の検出は行っていない。９６年度の第４面では性格不明の石

組と絡み、下層の外堀の痕跡である凹部内には建物の根太に伴う可能性のある石の並びが検出されてい

る。９７年度では、外堀が埋没し幅を狭めた溝が検出されている。

溝（埋没した外堀）

ＳＤ６４００１・ＳＤ７１００１（図版１８）

　９６年度調査区中央より９７年度調査区東区画側で検出された。幅３．４～１．８ｍ、深さ７０～６０�を測り、方

位は南北方向（Ｎ３°Ｗ）にとる。

その他の溝

ＳＤ６４００２（図版１８）

　�区より検出された。幅０．７ｍ、深さ１５～１０�、方位は北西から南東方向（Ｎ６０°Ｗ）にとる。

２．中世�面（図版１９～２５　写真図版５・６・５９・６８）

　中世�面は、９５年度の第１面、９６年度の第５面、９７年度の第２面である。天正年間（１５８０年まで）の

遺構面と考えられる。

　中世�面は、中世�面が（永禄１２年の）火災にて焼亡した後に火事片付けを行った上に形成された遺

構面である。特徴として、検出される遺構が極端に少ない点があげられる。また、�面上にも炭層が被

覆しており、遺構面の形成が、火災に始まり、火災に終わる点があげられる。

　９５年度調査区北西半部には入佐川遺跡に連なる方形の大きな堀状の窪みが存在し、土橋状の空間を介

して南へ延びる幅約３ｍの堀を検出している。

　９５年度第２面以下において顕著に盛り上がる土塁は９５年度の第１面においては居住区側からの盛り上

がりが埋没し、ほぼ平坦化している。

　整地土は調査区の北東半部に顕著に検出されている（屋敷地Ａ）。整地面上に掘立柱建物ＳＢ５１００１（５

間×２間　１０ｍ×６ｍ）・溝・建物の壁下の基部の可能性の高い石列などが存在するが大半は中世�面の

痕跡と考えられる。時期は永禄１２年以降、慶長年間までと考えられ、主に天正期と推定される。

　９６年度調査区東半部には整地面があり、上面には部分的に炭が被覆する。また、整地面上からは転ば

し根太跡が検出されている。

　調査区の中央では下層の堀の窪みが顕著に現れ、根太・礎石・根固めに使用されたと考えられる川原

石や玄武岩が沈下した状態で検出されている。土塁はほぼ平坦化していて存在しない。

　９７年度では堀の内側（東側）に整地が厚く施され、堀幅約５ｍ程度に縮小している。堀は半ば埋没し、

コーナー部より東側（堀の南辺）は整地の拡大によって完全に埋められた状態である。また、下層にお

いて確認できる堀内の陸橋部は完全に埋没している。

　堀の肩部の整地面上には礎石が置かれ、塀（板塀と考えられる。）が巡らされていたが、第�面では散

乱した状態で検出されており、下層―中世�面において焼失し、放置された可能性も高い。

　堀の外側（調査区の南西半部）にも盛土が施されており（屋敷地Ｄ）、建物が建っていたと考えられる。

屋敷地Ｄの北辺には石列が東西方向に存在している。石列は石塁様のもので、屋敷地Ｄ部分を北側と仕

切る機能があったと考えられる。堀の外側・屋敷地Ｄの北側は畠もしくは水田であったと考えられる。

　ただし、堀の外側の施設は中世�面において造られた可能性も高く、�面まで継続したと考えたい。
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堀

（１）ＳＸ５１００１・堀１０１（図版２０）

　調査区北西端において検出した。中世�面のＳＸ５３００２が中世�面をへて埋没した窪みである。

　入佐川側を含め、南北長２４ｍ以上・幅８ｍ以上・深さ０．８ｍを測り、湿地状を呈している。

　９５年度側の調査区では図示できる出土遺物はない。

（２）ＳＤ５１００５・ＳＤ６５００１・ＳＤ７２００１（図版２０・２２～２５）

　９５年度調査区端を南北に貫通し、９６年度調査区中央より９７年度調査区東区画を南北に貫通している。

北端傾斜面において検出した。ＳＫ０１４Ａの南側に位置する。９５年度調査区の西よりＬ字に屈曲し、南側に

延び、９７年度調査区の中央の東側で東方向にＬ字型に屈曲する溝である。浅い皿状の断面をもち、規模

は幅４．８～３．８ｍ、検出長３５．５ｍを測る。

　越前焼擂鉢、瀬戸・美濃系椀、明染付碗などが出土している。

　出土遺物は、ＳＤ５１００５から瀬戸・美濃系碗（３５）・土師器皿（３６～３９）・白磁皿（４０・４１）・明染付碗片

（４２）を図示した。

　また、埋土の黄褐色洪水砂からは鉄砲玉が出土している。

土塁（図版１９）

（１）ＳＦ５１００１（図版２０）

　屋敷地Ａに伴う。居住区側からの盛り上がりが埋没し、ほぼ平坦化している。上面の幅約５．５ｍ・堀底

（基底面）の幅約８．０ｍ、検出全長約１１．０ｍ・高さは堀底から約１．０ｍ、屋敷地側から０．２ｍを測る。

屋敷地Ａ（図版２０・２６）

　ＳＢ５１００１とその北側に入佐川遺跡において検出された畝状遺構がある。一軒屋と家畠が屋敷地内に存

在すると考えられる。武家屋敷としての屋敷地が廃絶あるいは衰退した姿と考えられる。

（１）ＳＢ５１００１　（図版２０・２１）

　調査区北東端に位置している。桁行方位をＮ８°Ｗにとる建物跡である。桁行南北５間（１０．００ｍ）・

梁行東西２間（６．００ｍ）床面積約６０�の規模である。

　柱間は、桁行１間２．００ｍ・梁行１間３．００ｍと捉えられる。内側に５個の柱穴があり、４面庇あるいは

上屋・下屋の区別をもつ近世家屋の形態であった可能性が高い。その場合、下屋の幅は約１．０ｍである。

　建物の周りには幅０．９０ｍ・深さ０．２ｍ前後の雨落ち溝の痕跡があり、南北１２．００ｍ・東西７．００ｍの長方

形の範囲が約２０�高くなっている。

　柱穴は円形を基本とし掘方径４０ｃｍ～５０ｃｍ、柱痕は径約２５�、深さは約２０�～５０ｃｍである。　

　柱穴からは土師器皿が出土している。

屋敷地Ｃ（図版２２・２３・２４）

　９７年度調査区東側の黄褐色粗砂で整地された面より検出された。堀ＳＤ７２００１と併行に並ぶ柵列ＳＡ

７２００１、ＳＡ７２００２、ＳＡ７２００３とＮ１１°Ｗに振ったＳＡ７２００４、ＳＡ７２００５と多数の柱穴からなる。

（１）柵列ＳＡ７２００１（図版２４）

　９７年度調査区の東側の屋敷地Ｃの東端より検出された。南北方向に延びる。幅１５～１０�、深さ５�ほ

どの溝と直径２０�の柱穴より構成される。

（２）柵列ＳＡ７２００２（図版２４）

　９７年度調査区の東側の屋敷地Ｃの東端より検出された。南北方向に延びる。幅２０�、深さ５�ほどの
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溝と直径６０～４０�の柱穴より構成される。

（３）柵列ＳＡ７２００３（図版２４）

　９７年度調査区の東側の屋敷地Ｃの東端より検出された。南北方向に延びる。直径５０～２０�の柱穴が連

なって構成される。

（４）柵列ＳＡ７２００４（図版２４）

　９７年度調査区の東側の屋敷地Ｃの東端より検出された。南北方向に延びる。直径４０～２０�の柱穴より

構成される。

（５）柵列ＳＡ７２００５（図版２４）

　９７年度調査区の東側の屋敷地Ｃの東端より検出された。南北方向に延びる。直径４０～１５�の柱穴より

構成される。

（６）石列７２００１（図版２４）

　ＳＤ７２００１の南端部の東側より検出された。北西から南東方向に延びる。拳大から人頭大の石が敷き並

べられている。

屋敷地Ｄ（図版２２・２３・２６）

　９７年度調査区の南西隅より検出された。暗褐色粗砂の面より検出された。

（１）石塁７２００１（図版２３・２５）

　��区より検出した。ＳＤ７２００２の南側を東西に延び、東端はＳＤ７２００１にぶつかりとぎれている。西側

は調査区外へと延びている。整地面と北側部分を区画している。幅１．５ｍ、高さ６０�ほどで拳から人頭

大の石が敷き詰められている。

（２）ＳＤ７２００２（図版２３～２５）

　��区の石塁の北側より検出された。規模は幅２．４～３．０ｍ、深さ２０�、検出長５．３ｍを測る。

その他の溝

ＳＤ７２００３（図版２３）

　ＳＤ７２００１の南側より検出された。規模は幅０．５～０．４ｍ、深さ１０�、検出長２．８ｍを測る。

３．中世�面（図版２６～３３　写真図版７～２４・６９～７２）

　中世�面は、９５年度の第２面、９６年度の第６面、９７年度の第３面である。

　中世�面は、中世�面が火災を受けた後に建て替えられた建物を含み、一部に活発な地業もみられる

が、基本的には�面のレイアウトを引き継ぐ点が特徴である。

　�面は焼亡しており、９５年度の調査では�面形成にいたる火事片付け土内から殆んど破損していない

永禄１２年銘の木簡が出土している。�面はその紀年銘が示す永禄１２年（１５６９年）の合戦によって焼け落

ちた遺構面と考えられる。

　９５年度の遺構は、調査区の西半において幅約３～５ｍの土塁が南北方向に走り、その西側に大きく掘

り広げられた堀と、土橋を挟んで、Ｌ字に南へ延びる幅約３ｍの堀が検出されている。

　この堀は９６年度・９７年度調査区まで続き、東へ直角に曲がり調査区外へと出てゆくが、コーナー部の

内側は、整地土の盛り出しと塀の基部となる石列の構築によって多角形に構築されている。

　中世�面では、中世�面に引き続き活発に山土による地業を行っており９５年度調査区において確認で

きる土塁の痕跡は明らかではなく、９７年度調査区では礎石を据えた塀と柵列が廻っている。
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堀

　中世�面の堀は調査区の西側を基本的には南北に流れており、９７年度調査区において東へ曲がる。

（１）ＳＸ５２００２・入佐川遺跡堀２０１（図版２７）

　９５年度調査区北西端において検出した。中世�面のＳＸ５３００２が中世�面に継続して使用されている。

　入佐川側を含め、南北長２４ｍ以上・幅８ｍ以上・深さ１．００ｍを測り、湿地状を呈している。

（２）ＳＤ５１００５下層・ＳＤ６６００１・ＳＤ７３００１（図版２６）

　９５年度調査区のＳＤ５１００５下層は中世�面から中世�面に続く堀である。調査区西端において検出した

ＳＤ５１００５下層は南へ延びＳＤ６６００１・ＳＤ７３００１へと続く。北端はＬ字に屈曲し、９５年度調査区では、浅い皿

状の断面をもつ。溝幅は約２．５ｍ・深さ約３５�を測る。９５年度調査区端を南北に貫通し、９６年度調査区中

央より９７年度調査区東区画を南北に貫通している。北端傾斜面において検出した。ＳＫ０１４Ａの南側に位

置する。９５年度調査区の西よりＬ字に屈曲し、南側に延び、９７年度調査区の中央の東側で東方向にＬ字

型に屈曲する溝である。浅い皿状の断面をもち、規模は幅４．８０～３．８０ｍ、検出長３５．５０ｍを測る。濁灰色

シルト・灰黄褐色シルト～中砂が堆積している。９６年度調査区の堀の肩部には、直径４０�の玄武岩が据

えられていた。また、栗と思われる木の株が検出された。

土塁（図版２７・２８・３７　写真図版２２）

　土塁は堀と屋敷地の間を基本的は南北方向に通っているが、全体に平坦化していて屋敷地側からの高

さは高い部分で３０�前後であり南半部ではほとんど認識できない。堀・溝等に挟まれた空間について土

塁とした。屋敷地Ａの北端部では中世�面のＳＤ５３０１２が半ば埋まり（ＳＤ５２００１）、ＳＦ５３００１の北端は細い

二股のＳＦ５２００１となり、中ほどより南側については、ＳＤ５２００９・ＳＤ５２０３９とＳＤ５１００５下層の間が土塁と

認識されるが、下面の畠状遺構部分が埋没し、形状は不明確となっている。

（１）ＳＦ５２００１（図版２７・２８）

　屋敷地Ａに伴う。居住区側からの盛り上がりが埋没し、ほぼ平坦化している。ＳＤ５２００１によって北端

は二股に分かれる。ＳＦ５２００１の規模はＳＢ５２００４西側では、上面の幅約７．５ｍ・堀底（基底面）における幅

１０．００ｍ・堀底からの高さ約０．３５ｍを測る。

屋敷地Ａ（図版２８）

　屋敷地Ａは土塁の東側に山土を敷き述べた整地面を溝によって区画された建物群から構成されており、

その北限は、入佐川遺跡の西側から堀を渡る土橋・通路状の空間にあたると考えられる。東限は調査区

のすぐ東側が約５ｍの比高差をもつ現県道の法裾にあたることから、数ｍに収まると考えられる。

　屋敷地内からは、礎石建物及び建物を区画する溝・建物の壁下の基部の可能性の高い石列・根太・網

代垣等の遺構を検出している。溝内には多量の土壁材が含まれており、焼土・土壌層中には木簡・釘・

飾金具等が多量の土師器皿・輸入陶磁器とともに出土している。

　建物群は溝によって区画されているが、溝と溝の間は通路状の空間として機能していたと考えられる。

以下、溝・空間によって区分される部分を区画とし、区画ごとに述べてゆく。

〔区画Ａ〕

　屋敷地の中央北側に位置する。ＳＦ５２００２の東隣、ＳＢ５２００１をＳＤ５２００２・ＳＤ５２００７が囲む部分である。

　溝の内法で測るならば、南北１１ｍ以上・東西８ｍを測る。南北の方位はＮ５°Ｗにとっている。区画内

にはＳＢ５２００１のみ存在している。南側を区画するＳＤ５２００２は土塁外のＳＤ５２００４とも連結しており、東隣

に接する区画Ｂの南を画するＳＤ５２０３５に延びるものと考えられる。また、南側の区画Ｃの北側を画する
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ＳＤ５２００３との間に幅１ｍ～２．５ｍの通路状の空間を造り出している。

（１）建物ＳＢ５２００１（図版２７～２９）

　桁行方位をＮ４°Ｗにとる礎石建物跡である。ＳＤ５２００２・ＳＤ５２００７によって３方を区画されている。

建物は北端が調査区外にある可能性があり、また礎石が原位置を離れ乱れていること、柱間の間隔が一

定でない点など、規模の確定は慎重にならざるを得ないが、桁行南北８間（９．７０ｍ）以上・梁行東西５

間（７．５０ｍ）総床面積約７２．７�以上の規模と考えられる。

　柱間は、桁行き（南北方向では、北端１間が約２．００ｍ・南端１間が約１．８０ｍを測り、中央の６間につ

いては、南北３間が各３ｍに分かれている。３間の内部はほぼ１．００ｍ間隔であるが、若干ばらつきがあ

る。東西方向については東１間は約０．６５ｍ、他は１．９３ｍ・１．０６ｍを測る。

　建物は径４０�前後の玄武岩の礎石上に柱を据えており、部分的に径２０�程度の礎石が柱間間に存在し、

束柱を据えていたことが分かる。また、東端桁行きには木杭が伸びず、比較的小型の礎石が含まれるこ

とから、縁束の礎石であった可能性が考えられる。

　この建物の特徴として、礎石間を結び木杭列が打ち込まれている点があげられる。径２�程度の木杭

が１０�前後の間隔で、基本１列に並んでいる。この施設の性格は不明であるが、この建物の周辺に限り

土壁片が出土している点から、床下までを区切る土壁の存在を考えてもよいかもしれない。

〔区画Ｂ〕

　屋敷地の北東端に位置する。区画Ａの東隣、ＳＤ５２０３５・ＳＤ５２００７・ＳＤ５２０３４が囲む部分である。

　北側の区画が判然とせず、内部の遺構についても不明であるが、溝にある程度規定された空間として

区画としておく。区画の東西幅は約６ｍを測る。南北は不明である。区画の北端からは畳が出土してお

り、近接する溝状落ちが北を画する東西方向の溝であった可能性も残る。

〔区画Ｃ〕

　屋敷地の中央に位置する。複雑に溝が廻っているが、ＳＢ５２００２を囲堯する部分を考えるならば、ＳＤ５２００３・

半ば埋没したＳＤ５２００８と考えられ、東側については明確ではないがＳＤ５２００３の末端までと推測する。

　溝の内法で測るならば、南北７ｍ前後・東西９ｍを測る。南北の方位はＮ０°Ｗにとっている。区画内

にはＳＢ５２００２のみ存在している。北側を区画するＳＤ５２００３は北側の区画Ａの南側を画するＳＤ５２００２との

間に幅１ｍ～２．５ｍの通路状の空間を造り出している。

（１）建物ＳＢ５２００２（図版３０　写真図版１４～１６）

　桁行方位をＮ０°Ｗにとる建物跡である。東西６．００ｍ・南北４．８０ｍ、床面積約２８．８０�の規模である。

建物には主柱穴がなく、桁行きにはＳＤ５２０２７、両妻には東西両側共に石列があり、いわゆる地桁建物で

あったと考えられる。

　建物の内部からは南北３列の根太材、根太を置いたと推定される石列が検出されており、その他に整

地面上に２本の根太痕跡が検出されている。根太間の間隔は約１．２０ｍを測り、根太材に残る桁束の痕跡

は約６０�を測る。

　建物は中世�面から続くＳＤ５２００３・ＳＤ５２００８によって３方を限られており、ある程度溝を埋め、地業

をして建物を構築している。ＳＤ５２００３は幅約６０�～１ｍに幅を狭め、全面に杭列を打ち込んだと考える。

　ＳＤ５２００８は建物の南東隅部分がコの字に拡張されており建物区画を現していると考えられる。

〔区画Ｄ〕（図版２８）

　区画Ｃの東隣に位置する。囲炉裏の基部と考えられるＳＸ５２００１の存在から、建物が南北方向の区画が
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詳らかではないが、区画を想定した。北側のＳＤ５２０３５・南のＳＤ５２００８の間と考えられる。

　溝の内法で測るならば、南北１２ｍ前後・東西６ｍ以上を測る。軸の方位は詳らかではない。区画内に

はＳＸ５２００１のみ存在している。

（１）囲炉裏跡ＳＸ５２００１（図版２８）

　ＳＤ５２００８上に集石を検出している。一辺７０�四方の２つの集石が連結したもので、径２０�前後の河原

石によって構成されている。上面が平坦であることから、囲炉裏の基部である可能性が高い。

〔区画Ｅ〕（図版２８）

　区画Ｃの南隣に位置する。ＳＤ５２００８が埋没した上に建物ＳＢ５２００３を構築した部分を区画Ｅとした。区

画の規模は詳らかではない。東をＳＤ５２０１７、西を区画Ｆの東を限る部分と考えるならば、東西約１３．６ｍ、

南北は区画Ｃとの境から、南はＳＢ５２００３の南側あたりとしておく。

（１）建物ＳＢ５２００３（図版３１）

　調査区中央南東端に位置する礎石建物である。桁行方位をＮ８９．５°Ｅにとる。ＳＤ５２００８が埋められた

後に構築されたと考えられる。

　建物の南東部が調査区外にでていることもあり、構造・規模については不明な部分が多い。本稿では、

図示した部分の中で、北東部分の東西方向の石列・東側の南北方向の石列とＳＤ５２０１７・西側のＬ字の溝Ｓ

Ｄ５３０１３を含めた範囲を建物と考え、その中でもＳＤ５２００８の南肩より南側を主たる建物部分と考え、１辺

４０�前後礎石で構成される桁行き東西６間（１１．８０ｍ）・梁行き南北６間（６．００ｍ）床面積約７０．８０�の

規模の身舎を想定した。桁行きの１間は約１．９６ｍを測り、間に束柱を支える一辺２０�前後の礎石が存在

する。梁行きの１間はばらつきあるが、桁行き同様１．９６ｍ間隔の部分がある。また、中央北側には３条

のころばし根太痕が検出されており、簡易な床板が貼られていた部分の存在が想定される。

　身舎部分に付随して南側には半間の間隔をあけ、庇が存在した可能性が高い。また、北桁行きの北側

には幅約５０� 前後（１�４間）の間隔をあけ小規模な礎石が東西に走っている。この部分は縁と考えら

れ、北東端において桁行き東西３間（３．３０ｍ）・梁行き南北２間（１．５０ｍ）床面積約４．９５�の小規模な礎

石建物と連結している。

網代垣遺構（図版３１　写真図版１９）

　ＳＢ５２００３内に位置する長辺約２ｍ・短辺約０．９ｍの規模をもつ平行四辺形の区画である。幅２�ほどの

細い有機質の帯状痕跡が廻っている。断面観察により帯は籠状のものの下端（残欠）であることが判明

した。建物の柱通りにそって存在することから屋内に籠あるいは網代による区画を設けたと考えられる

が性格は不明である。帯に沿って３か所に径１０�の杭跡があり、区画を固定していたと考えられる。

（３）転ばし根太建物（図版３１　写真図版１９）

　ＳＢ５２００３の南西に位置する建物である。厳密には区画Ｅには入らないが、近接するためここで述べる。

　整地面上に幅約０．４０ｍ・全長約２．８０ｍ・深さ約３�の溝を３条検出している。

　規模は明確ではないが、根太を地面に並べ床を貼ったいわゆる転ばし根太建物と考えられ、小規模な

建物の存在が推測される。

〔区画Ｆ〕（図版２８）

　屋敷地の南西端に位置する。区画Ｃ・Ｅの西隣、ＳＤ５２００９が西側に向かって突き出る部分である。

　ＳＤ５２００９以外の区画が判然とせず、区画内にはＳＢ５２００４のみ存在しているが、溝にある程度規定され

た空間として区画としておく。区画の南北幅は約９．５０ｍを測る。東西は不明であるがＳＤ５２００８・ＳＤ
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５２０１１までの間とすれば、約８ｍを測る。

（１）建物ＳＢ５２００４（図版２８　写真図版２１）

　桁行方位をＮ０°Ｗにとる掘立建物跡である。桁行南北３間（７．９０ｍ）・梁行東西２間（５．８０ｍ）床面

積約４５．８２�の規模である。

　建物の柱間は、桁行１間２．３０ｍ・３．３０ｍ、梁行１間３．００ｍ・２．８０ｍと捉えられる。内側にＳＫ５２００６が

存在するが、先後関径は不明である。東桁行きには計６個の柱穴があるが機能は不明である。

〔区画溝〕

（１）ＳＤ５２００２・ＳＤ５２００７（図版２８）

　区画Ａ、ＳＢ５２００１をコの字に囲む区画溝である。　

　ＳＤ５２００２は幅２．０ｍ・深さ約３５�、浅い皿状の溝である。溝の北端には玄武岩の礎石や木片、土師器皿

などが固まって投棄されている。ＳＤ５２００２は土塁外のＳＤ５２００４とも連結しており、東隣に接する区画Ｂ

の南を画するＳＤ５２０３５に延びるものと考えられる。ＳＤ５２００７はＳＤ５２００２から分岐し建物の東辺を区画す

る溝である。幅０．６ｍ・深さ約１０�、断面は逆台形の溝である。

（２）ＳＤ５２００３・ＳＤ５２００８（図版２８）

　区画Ｃ、ＳＢ５２００２をコの字に囲む区画溝である。　

　ＳＤ５２００３は逆コの字型に走り、ＳＤ５２００８と合流する。中世�面のＳＤ５３０１４が埋め立てられ、幅が狭く

なった溝である。溝幅約６０�～１ｍ・深さ約３０�、断面形は浅い皿状溝である。溝の北肩を中心に杭列

が検出されている。

　ＳＤ５２００８は中世�面のＳＤ５３０１２が埋め立てられ、幅が狭くなった溝である。ＳＤ５２００３に切られ先後関

係をもつが、Ｃ字形に区画Ｃを廻り区画の南側ではＳＤ５２００３と合流している。幅は約２ｍ～３ｍ・深さ約

１５�、を測る浅い皿状の溝である。溝は木片・角石などによって埋まっており、ＳＢ５２００２構築時には北

肩のごく限られた幅が雨落ちとして機能していたと考えられる（北溝）。

（３）ＳＤ５２００９・集石遺構（図版２７・２８　写真図版２１）

　ＳＤ２００９は区画Ｆ・ＳＢ５２００４の西側を区画する溝である。溝の北端は明確ではないが、東方へ曲がりＳＤ

５２００８と繋がっていた可能性が高い。溝底はやや南に低い。

　区画の南側では幅約４．１ｍ・深さは区画内側からは約５０�・外側からは約１５�を測る。

　集石遺構はＳＤ５２００９内にあり、径１０� 前後の礫が約３ｍ×２ｍの範囲で敷かれている。ＳＤ５２００９は集

石以南では明確ではなく区画Ｅの西端際あるいはＳＤ５２０３９と合流して流れたものと考えられる。

（４）その他の溝（図版２８）

　ＳＤ５２００１はＳＦ５２００１の中央を割って北側に流れだす舌状の溝である。幅４ｍ・深さ０．５ｍを測る。中世

�面のＳＤ５３０１２が埋め立てられ、屋敷内の区画溝（ＳＤ５２００８）と分離した溝である。

柵

柵列ＳＡ７３００４（図版３３）

　屋敷地Ｃの南東端より検出された。南北方向に延びる。直径５０～４０�の５つの柱穴からなる。

柵列ＳＡ７３００５（図版３３）

　屋敷地Ｃの東南端より検出された。南北方向に延びる。直径２０�の柱穴２つと直径６０～５０�の柱穴３

つからなる。
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石列ＳＡ７３００２（図版３３）

　ＳＤ７２００１の南端部の東側より検出された。北西から南東方向に延びる。拳大から人頭大の石が敷き詰

められている。

４．中世�面（図版３４　写真図版２５～３３・６０・７３～７８）

　中世�面は、９５年度の第３面、９６年度の第７面、９７年度の第４面である。

　中世�面は、中世�面が火災を受けた後に構築された遺構面である。活発な地業によって整地層厚み

は５０�を超える部分もあるが、中世�面を経て、ある程度の時間をかけて形成された遺構面である。基

本的には�面にレイアウトを引き継ぐ点が特徴である。�面もまた焼亡している。

　遺構面の特徴としては、中世�面に存在した内堀が整地層によって埋められ、外堀の内側が土塁を挟

み屋敷地となる点であるが、おそらく中世�面にはそのレイアウトは出来上がっていたものであろう。

　９５年度の遺構は、調査区の西半において幅約３～５ｍの土塁が南北方向に走り、その西側に大きく掘

り広げられた堀と、土橋を挟んで、Ｌ字に南へ延びる幅約３ｍの堀が検出されている。

　この堀は９６年度・９７年度調査区まで続き、東へ直角に曲がり調査区外へと出てゆく。外堀の幅は、中

世�面では幅７．５～６．５ｍを測るが、�面では徐々に幅を狭め、４ｍ程度になっていたものと考えられる。

　９６年度・９７年度調査区の堀からは墨書土器群が出土している。

堀（図版３４・３５）

　中世�面の堀は調査区の西側を基本的には南北に流れており、９７年度調査区において東へ曲がる。

（１）ＳＸ５３００２・入佐川遺跡堀２０１（図版３５）

　９５年度調査区北西端において検出した。中世�面に継続して使用されている。

　入佐川側を含め、南北長２４ｍ以上・幅８ｍ以上・深さ１．００ｍを測り、湿地状を呈している。

（２）ＳＤ５１００５下層・ＳＤ６７００１・ＳＤ７４００１（図版３４）

　ＳＤ５１００５下層は中世�面から中世�面に続く堀である。中世�面と�面においての形状の違いは判別

できなかった。ＳＤ５１００５下層は下層のＳＤ５４００２のレイアウトを踏襲しているが、やや東よりに開削し直

している。９５年度調査区の西端よりＬ字に屈曲し、南側に延び、ＳＤ６７００１・ＳＤ７４００１へと続き更に、東

方向にＬ字型に屈曲する。９７年度調査区では部分的に塀が伴っていたと考えられる。浅い皿状の断面を

もち、規模は幅７．５～６．５ｍ、延長約３９ｍを測る。

　墨書土器が多数出土した。出土状況から６カ所にまとまって廃棄されている様子がうかがえる。

土塁（図版３７）

　土塁は堀と屋敷地の間を基本的は南北方向に通っているが、全体に平坦化していて屋敷地側からの高

さはほとんど認識できない。堀・溝等に挟まれた空間について土塁とした。屋敷地Ａの北端部では中世

�面の土塁は、整地土によって埋められ、ＳＦ５４００２は細いＳＦ５３００１ａとなって残り、ＳＦ５４００１は区画Ａ西

側に細いＳＦ５３００２となって残る。中ほどより南側は、ＳＦ５３００１ｂはＳＤ５３００１・ＳＤ５３０１１によって不明確あ

るいは細くなる。ＳＦ５４００１は調査区の南端では畠遺構の東側にやはり細くなって残る（ＳＦ５３００３）。

（１）ＳＦ５３００１（図版３７）

　屋敷地Ａに伴う。居住区側からの盛り上がりが埋没し、ほぼ平坦化している。ＳＤ５３０１２によって南北

に分かれる。ＳＦ５３００１ａの規模は上面の幅約２．００ｍ・下底では３．５０ｍ・堀底からの高さ約０．８０ｍを測る。Ｓ

Ｆ５３００１ｂの規模は南端では幅約１．３ｍ、畠からの高さ約１５�を測る。
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（２）ＳＦ５３００２（図版３７）

　ＳＤ５３０１４の西肩に位置する。居住区側からの盛り上がりが埋没し、区画Ａとの比高差はなくほぼ平坦

化している。規模は上面の幅約１．００ｍ・高さ約１５�を測る。

（３）ＳＦ５３００３（図版３５・３７）

　畠状遺構の東側、区画Ｅの西側にある。盛り上がりが埋没し、ほぼ平坦化している。規模は幅約１．０

ｍ・畠側からの高さ約１５�を測る。

屋敷地Ａ（図版３５）

　屋敷地Ａは土塁の東側に山土を敷き述べた整地面を溝によって区画された建物群から構成されており、

その北限は、入佐川遺跡の西側から堀を渡る土橋・通路状の空間にあたると考えられる。東限は調査区

のすぐ東側が約５ｍの比高差をもつ現県道の法裾にあたることから、数ｍに収まると考えられる。

　屋敷地内からは、掘立柱建物及び建物を区画する溝・建物の壁下の基部の可能性の高い石列・根太跡

等の遺構を検出している。溝内からは土師器皿・輸入陶磁器などが出土している。

　建物群は溝によって区画されているが、溝と溝の間は通路状の空間として機能していたと考えられる。

　空間が明瞭な部分は、後述する区画Ａ・Ｃ間に顕著である。

　溝はＡ～Ｆの各区画を限って掘られているが、最終的には土塁ＳＦ５３００１の中央を割って流れるＳＤ

５３０１２が屋敷地の南北を二分するようになる。

　以下、溝・空間によって区分される部分を区画とし、区画ごとに述べてゆく。

〔区画Ａ〕（図版３７）

　屋敷地の中央北側に位置する。ＳＦ５３００２の東隣、ＳＢ５３００１をＳＤ５２００６・ＳＤ５３０１５・ＳＤ５３０１７が囲む。

　溝の内法で測るならば、南北８．７０ｍ・東西８．０ｍを測る。南北の方位はＮ０°Ｗにとっている。区画内

にはＳＢ５３００１のみ存在している。南側を区画するＳＤ５３０１５は土塁外のＳＤ５３０１６とも連結しており、東隣

に接する区画Ｂの南まで延びていたものと考えられる。また、南側の区画Ｃの北側を画するＳＤ５３０１４と

の間に幅０．５ｍ～１．０ｍの通路状の空間を造り出している。

（１）建物ＳＢ５３００１（図版３６）

　調査区北東端に位置している。桁行方位をＮ８９．５°Ｅにとる掘立柱建物跡である。桁行東西３間

（５．００ｍ）・梁行南北２間（４．００ｍ）床面積約２０�の規模である。

　建物の柱間は、桁行１間２．００ｍ及び１間１．００ｍ、梁行１間２．００ｍと捉えられる。内側に関わりのある

柱穴がなく、２間・２間の母屋の西側に幅半間の庇がついた建物であったと考えあれる。

　建物の周りには幅２．００ｍ前後の雨落ち溝があり、南北９．００ｍ・東西８．００ｍの長方形の範囲がやや高くなる。

〔区画Ｂ〕（図版３７）

　屋敷地の北東端に位置する。区画Ａの東隣に位置する空間である。南側をＳＤ５３０１５から延びる溝に限

られていたと考えられる。区画の東西幅は約７ｍ前後と考えられる。南北は不明である。

　内部には土坑ＳＫ５３００２・ＳＫ５３００３が存在する。

　区画が判然とせず、内部の遺構についても不明であるが、南北方向に走る溝・溝痕跡や根太材・石列

が部分的に残っており、直交する東西方向の根太痕跡が存在することから、地桁・根太をもつ建物が建っ

ていた可能性は高い。また、東側については柱穴列が柵となる可能性もある。

（１）土坑ＳＫ５３００２（図版３７）

　長径１．９０ｍ・短径０．９０ｍ・深さ約２０�を測る卵形の土坑である。土師器小皿（２８３）が出土している。
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（２）土坑ＳＫ５３００３（図版３７）

　長径１．３ｍ以上・短径１．３０ｍ・深さ約１５�を測る卵形の土坑である。西側を損壊し形状・規模は詳らか

ではない。土坑内より明染付碗底部（２８４）が出土している。

（３）柱穴列（図版３７）

　全長７ｍ、６個の柱穴によって構成される。柵列もしくは掘立柱建物跡の桁行きと考えられるが、詳

らかではない。柱穴は径３０�前後、ほぼ１ｍ間隔で、方位をＮ８°Ｗにとる。

〔区画Ｃ〕（図版３７）

　屋敷地の中央に位置する。ＳＤ５３０１４・ＳＤ５３０１２によって西・北・東側を限られているが、南半の大半

を重複する区画Ｄ・区画Ｅによって消失している。

　溝の内法で測るならば、南北４ｍ以上・東西１６．００ｍを測る。南北の方位はＮ３°Ｗにとっている。区

画内には建物は確認できない。北側を区画するＳＤ５３０１４は北側の区画Ａの南側を画するＳＤ５３０１５との間

に幅１ｍ～２．５ｍの通路状の空間を造り出している。

〔区画Ｄ〕（図版３７）

　区画Ｃの南東に位置し区画Ｃの南東部分と切り合い後出する。また、南半部を区画Ｅによって切られ消

失している。

　区画は溝ではなく石列によって構成されており、径２０�前後の石材によって区画されている。

　石列の内法で測るならば、南北３．５ｍ以上・東西１０ｍ以上を測る。南北の方位はＮ３．５°Ｗにとっている。

区画内には根太などに使用されたと考えられる木材・石材が散乱している。

〔区画Ｅ〕

　区画Ｃの南側に位置する。Ｓ５３０１２（ＳＤ５２００８下層）によって屋敷地Ａを南北に２分した中の南半部を

区画Ｅとした。

　区画の規模は詳らかではない。東端は不明であるが、調査区のすぐ東側が約５ｍの比高差をもつ現県

道の法裾にあたることから、調査区端から数ｍに収まると考えられる。西側は、区画Ｆの東を限る部分

及び溝ＳＤ５３０１３と考えられる。南端については遺構の途切れる撹乱孔周辺と考える。

　区画内の建物規模は詳らかではないが、第�面に継続して営まれる礎石建物が存在した可能性が高い。

（１）建物ＳＢ５３００３（図版３７）

　中央南端に位置している。桁行方位をＮ８９．５°Ｅにとる礎石建物跡である。中世�面ＳＢ５２００３に継続

する建物と考えられるが、中世�面時の規模は詳らかではない。南北をＳＤ５３０１２南肩の礎石列から根太

溝までの７．０ｍ、東西を根太石列間の９．０ｍ、床面積約６３�の規模と考えておく。

　柱間は、南北・東西とも１間２．００ｍと１．００ｍである。東端東西１間及び南端の南北１間が１．００ｍの柱

間となる。

〔区画Ｆ〕（図版３７）

　屋敷地の南西端に位置する。区画Ｃ・Ｅの西隣、ＳＤ５３００１ｂが西側に向かって突き出る部分である。

　ＳＤ５３００１ｂ以外の区画が判然とせず、区画内にはＳＢ５３００４のみ存在しているが、溝にある程度規定され

た空間として区画としておく。区画の規模は中世�面に拡張されているため詳らかではないが、南北幅

は約１１ｍ、東西は不明であるがＳＤ５３０１３までの間とすれば、約１０ｍを測る。

（１）建物ＳＢ５３００４（図版３７）

　桁行方位をＮ１°Ｅにとる掘立建物跡である。桁行南北５間（１０．５０ｍ）・梁行東西３間（８．５０ｍ）床面
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積約８９．２５�の規模である。

　柱間は、桁行１間１．７５ｍ・２．００ｍ、梁行１間３．５０ｍ・２．５０ｍと捉えられる。ＳＢ５２００４に先行する建物

である。

〔区画Ｇ〕（図版３７）

　ＳＤ５３０１２（区画Ｅ）・区画Ｃ・溝ＳＤ５３０１２によって囲まれた南北５ｍ・東西３ｍの空間が残るが、各区

画で囲まれる以前には区画として面積をもっていた可能性が考えられる。

〔区画溝〕

（１）ＳＤ５２００６・ＳＤ５３０１５・ＳＤ５３０１７（図版３７）

　区画Ａを廻る区画溝である。ＳＤ５２００６は区画の北側を限る。ＳＤ５２００６は中世�面によって検出されて

いるが、ＳＢ５２００１と切り合い先行することから、中世�面区画に伴うものとした。幅２．０ｍ以上・深さ約

１４�、浅い皿状の溝である。ＳＤ５３０１５・ＳＤ５３０１７との間に２．５０ｍ、１．００ｍの空間をもつ。ＳＤ５３０１５・ＳＤ

５３０１７は区画Ａ、ＳＢ５３００１をコの字に囲む区画溝である。

　ＳＤ５３０１５は幅２．６ｍ・深さ約９０�、断面Ｖ字状の溝である。ＳＤ５３０１５は土塁ＳＦ５３００２外のＳＤ５３０１６とも

連結しており、東隣に接する区画Ｂの南側へも延びるものと考えられる。ＳＤ５３０１７はＳＤ５３０１５から分岐

し建物の東辺を区画する溝である。ＳＤ５２００７と重複するため規模は詳らかではないが幅１．５ｍ・深さ約５０

�、断面はＵ字形の溝であったと考えられる。

（２）ＳＤ５３０１４（図版３７）

　区画Ｃの北・西側を区画する溝である。ＳＤ５３０１４は逆Ｌ字型に走り、ＳＤ５３０１２と合流する。溝幅約２．０ｍ・

深さ約４０�、皿状の溝である。溝の東端は方形になっているが、幅３０�程度の区画Ｃの北東部分を区画する

溝が東側から流れこんでいた可能性がある。また、コーナー部分から西へ溝が分岐していた可能性もある。

（３）ＳＤ５３０１２（ＳＤ２００８下層）・ＳＤ５３０１３（図版３５）

　ＳＤ５３０１２（ＳＤ２００８下層）は屋敷地Ａを南北に２分し、クランクしてＳＸ５３００２・入佐川遺跡堀２０１に流

れ込む溝である。また、土塁ＳＦ５３００１部分を２つに割って北側へ溝は分岐している。溝の規模は幅１．５

ｍ～２．０ｍ・深さ約７０�、断面Ｖ字状の溝である。土塁部分から分岐した部分は幅３．００ｍ・深さ４０�を測

るが、約１９ｍ先で終わっている。

　ＳＤ５３０１３は調査区の東端からＳＢ５３００３の北桁行きと重複して東西方向に走り、西端は南へ屈曲してい

る。区画Ｅの北・西を画する溝である。幅０．５０ｍ・深さ１５�を測る。

（４）ＳＤ５３００１・土坑５３００１（図版３５・３７）

　ＳＤ５３００１は区画Ｆ・ＳＢ５３００４の西側を区画する溝である。溝の北端は明確ではないが、北へ直進しＳＤ

５３０１２と繋がっていた可能性が高い。溝の高低はやや南に向かって低い。

　区画の南側では幅約２．０ｍ・深さは区画内側からは約３０�・外側からは約２３�を測る。

　ＳＫ５３００１はＳＤ５３００１内にあり、先後関径は不明である。径１．７０ｍ前後・深さ２０�の不整円を呈する。

土坑内からは、土師器皿（２８０・２８１）瓦質火舎香炉（２８２）が出土している。

〔畠状遺構〕（図版３５）

　ＳＤ５３０１１の東側に位置する。東西方向の溝４条と南北方向の溝３条が検出されている。形状から畠が

存在した可能性が高い。

　東西方向の溝ＳＤ５３００２～ＳＤ５３００５は幅約４０�・深さ約５�の浅い皿状の溝であり、各溝の間隔は８０�

前後を測る。何れも南北方向の溝ＳＤ５３００７に連結している。
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　南北方向の溝ＳＤ５３００８～ＳＤ５３０１０の３条は幅約２０�・深さ約４�の浅い皿状の溝である。各溝は９０�

前後の間隔をあけて存在する。

　これらの溝の間には幅約１ｍ・高さ１０� 前後の畦畔状の高まりが東西方向にあり、ＳＤ５３０１１とＳＤ

５３０１０・ＳＤ５３００７の間の幅１ｍの空間に連結している。畦畔を挟み２区画の畠が存在したと考えられる。

畠の規模は１区画が６ｍ四方程度であったと考えられる。

溝

ＳＤ７４００２（図版３８） 

　９７年度調査区南端を東西に貫通している。幅２．００～１．５０ｍ、長さ１３．５０ｍ、深さ６２�の溝である。箱型

の断面をもつ。

ＳＤ７４００３（図版３８）

　９７年度調査区西端より東西に延び、外堀ＳＤ４００１の南側で途切れる。幅１．００ｍ、長さ９．５０ｍ、深さ１０�

の溝である。浅い皿状の断面をもつ。

５．中世�面（図版４６・６１～６３・７９・８１）

　中世�面は、９５年度の第３・４面間、９６年度の第８面、９７年度の第５面である。

　中世�面は、中世�面が火災を受けた後に構築された遺構面である。活発な地業を行い、中世�面を

形成してゆくまでの間に形成された遺構面である。

　遺構面の特徴としては、中世�面に存在した内堀が整地層によって埋められ、外堀の内側が土塁を挟

み屋敷地となる点であるが、屋敷地Ａでは面を全域で確認することはできず、部分的に確認された。屋

敷地内のレイアウトは判然としない。このため、ここでは屋敷地Ａについては述べない。

　９６年度・９７年度調査区では外堀の幅は、中世�面では幅４．８ｍを測り２か所に土橋状の施設がある。

　９７年度調査区の堀からは墨書土器群が出土している。

堀

（１）ＳＤ６８００１・ＳＤ７５００１（図版４７・４８）

　９５年度調査区の西よりＬ字に屈曲し、南側に延び、９７年度調査区の中央の東側で更に東方向にＬ字型に

屈曲する。浅い皿状の断面をもち、規模は幅７．５０～６．５０ｍ、延長約３９ｍを測る。灰黄褐色シルト～中砂

が堆積している。９７年度調査区より土橋状遺構が２カ所検出された。また、９７年度調査区の一部では塀

が伴っていたと考えられる。

　墨書土器が２カ所にまとまって出土している。また、箕類もまとまって出土している。両者は土橋に

よって別れており、土橋を境に堀で行われた祭祀に関わる役割が異なっていた可能性が考えられる。

土橋１ 

　ＳＤ７５００１内より検出された。上場の幅１．０ｍ、基底部の幅２．０ｍ、長さ５．０ｍ、高さ４０�を測る。

土橋２

　ＳＤ７５００１内より検出された。上場の幅０．５ｍ、基底部の幅１．０ｍ、長さ２．５ｍ、高さ１５�を測る。

土塁

ＳＦ６８００１（図版４７）

　�区の北東隅より検出された。遺構は東西に延びるが、東側が調査区外に伸びるため、全体の規模は

不明である。検出長は上場で５．５ｍを測る。
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ＳＦ６８００２（図版４７）

　�区の北東隅より検出された。遺構は南北に延びＳＤ６８００１と併行に伸びる。

ＳＦ６８２０１（図版４７）

　ＳＦ６８００１の下層より検出された土塁である。

ＳＦ６８２０２（図版４７）

　ＳＦ６８００２の下層より検出された土塁である。

溝ＳＤ６８００２（図版５２）

　９６年度調査区東端を南北に貫通している。幅３．０ｍ、長さ１２．５ｍ、深さ１．０mの溝である。将棋の駒等

が出土している。

溝ＳＤ６８００３（図版４７）

　ＳＤ６８００１とＳＤ６８００２をつなぐ。幅４．０ｍ、長さ５．０ｍ、深さ５０�の溝である。調査区北東隅の肩部より

「天文廿三年七月廿三日」銘の位牌（Ｗ９５０）、土師器皿（８６５～８７０）将棋の駒（Ｗ９５４）等が出土している。

その他の溝

溝ＳＤ７５００２（図版４７）

　９７年度調査区南端を東西に貫通している。幅１．０ｍ、深さ３０�の溝である。

溝ＳＤ７５００３（図版４７）

　９７年度調査区南端を東西に貫通している。幅１．６ｍ、深さ６０�の溝である。

　

６．中世�面（図版５４・５５　写真図版３４～４４・６４・６５・８２）

　中世�面は、９５年度の第４面、９６年度の第９面、９７年度の第６面である。

　遺構のレイアウトは屋敷地Ａ内では中世�面から大半が引き継がれているが、大きな違いは堀・土塁

の状況である。２本の堀、外堀・内堀が出現し、土塁についても２重に巡る点が中世�面の特徴である。

　外堀は９５年度の調査区の西半、９６・９７年度調査区の東半を南北方向に走る。入佐川遺跡堀４０１とそれ

に繋がるＳＤ５４００２ａが９５年度調査区の北端にあり、土橋を挟んで、Ｌ字に南へ延びる堀ＳＤ５４００２ｂが検出

されている。この堀は９６年度（ＳＤ６９００１）・９７年度（ＳＤ７６００１）へと続き、９７年度調査区南端において東

へ直角に曲がり調査区外へと出てゆく。

　外堀中には、クランク部分に杭列、９７年度ＳＤ７６００１には２か所に土橋状の遺構がある。上面において

検出されているＳＤ７５００１端の杭列は、ＳＤ７６００１に遡るか否かは不明である。

　また、内堀においてもＳＤ６９００２内に土橋状遺構が検出されている。

　外堀に伴う土塁ＳＦ５４００２はＳＤ５４００２ａ・ｂの東肩に造られており、ＳＤ５４００２ａとＳＤ５４００２ｂが途切れた部

分でクランクし堀肩にそってＳＤ６９００１とＳＤ６９００２の間、さらにＳＤ７６００１へと伸びている。

　内堀は入佐川遺跡ＳＤ４０１とそれに繋がるＳＤ５４００１が９５年度調査区にあり、９６年度（ＳＤ６９００２）へと続く。

９７年度については調査区外となり内堀の行方は判然としない。

　内堀に伴う土塁ＳＦ５４００１ａ・ｂはＳＤ５４００１の東肩に造られており、堀のクランクにそって南へと伸びて

いる。９６年度・９７年度の調査では調査区外となり状況は判然としない。

外堀（図版５４・５８）

（１）ＳＤ５４００２ａ・ＳＤ５４００２ｂ・入佐川遺跡堀４０１・ＳＤ６９００１・ＳＤ７６００１（図版５４）

　ＳＤ５４００２ａは幅２．２～３．６ｍ、深さ５０�を測る。南端は西側へ屈曲を見せながら収束する。
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　ＳＤ５４００２ｂは大半が調査区外にあるため幅・深さについては不明である。調査区の西側からＬ字に曲が

り調査区内へ入り、南へ延びる。深さは０．８ｍ以上である。

　ＳＤ６９００１・ＳＤ７６００１は、９６年度調査区中央より９７年度調査区東端を南北に貫通している部分である。

幅６．０～５．０ｍ、長さ３８．０ｍ、深さ１．４０m前後の溝である。墨書土器、折敷が出土している。

土橋１

　ＳＤ７６００１より検出された。幅０．６ｍ、長さ４．２ｍ、高さ４０�を測る。

土橋２

　ＳＤ７６００１内より検出された。幅１．０ｍ、長さ２．４ｍ、高さ１５�を測る。

内堀（図版５４・５８）

（２）ＳＤ５４００１・ＳＤ６９００２（図版５４）

　ＳＤ５４００１は土塁ＳＦ５４００１を介して屋敷地Ａの西側を区切る内堀である。南から北へ延び屋敷地Ａの中

央部付近で内側へクランクし更に北へ延びる。幅は土塁ＳＦ５４００１・ＳＦ５４００２上面間で約７．５０ｍ、深さはＳ

Ｆ５４００１上面から約１．３０ｍを測る。

　クランク部分には杭列が存在している。

　外堀ＳＤ５４００２と並行して南北に走っており、埋没はＳＤ５４００２よりも先行している。

　ＳＤ５４００１からは頭蓋骨のほか多量の土師器皿・木製品などが出土している。

　ＳＤ６９００２は９６年度調査区東端を南北に貫通している。幅６．００ｍ、検出長１４．００ｍ、深さ９０�の溝である。

杭列

　ＳＤ５４００１クランク部北よりに堀を横断する形で１辺１０�程度の角杭列が打ち込まれている。杭は全て

北側へ倒れた状態で検出されている。

頭蓋骨出土地点（図版５８　写真図版４４）

　ＳＤ５４００１クランク部南肩近くから頭蓋骨２点が出土した。個々の頭蓋骨の分析については丸山氏の項

に譲る。出土状況から推して頭部を堀肩から投棄した可能性が高い。

土橋３

　９６年度調査区ＳＤ６９００２より検出された。幅１．６０ｍ、検出長３．００ｍ、高さ１５�を測る。

土塁（図版５４・５８）

ＳＦ５４００２ａ・ＳＦ５４００２ｂ

　ＳＤ５４００１・ＳＤ５４００２間に位置する。堀のクランクに伴いクランクする。大半は削平を受け上面が平坦

化している（ＳＦ５４００２ｂ）が、北端部については盛土が残り上部に竹株が数か所確認できた（ＳＦ５４００２ａ）。

　盛土が残る部分は堀底から急激に立ち上がっており、基底部（両堀底）での幅は約４．５ｍ・上部での幅

約１．０ｍ、高さ約１．０ｍを測る。

　ＳＦ５４００２ｂ部分の幅は基底部（両堀底）の幅は４．００ｍ、上部での幅約２．４０ｍ、高さ約０．７０ｍを測る。

ＳＦ５４００１ａ・ＳＦ５４００１ｂ

　屋敷地Ａに伴う。居住区側からの盛り上がりは埋没し、ほぼ平坦化している。ＳＤ５４００１・屋敷地Ａ間に

位置する。堀のクランクに伴いクランクする。削平を受け上面が平坦化しているが、屋敷地側へ盛り出

した盛土が残る。

　ＳＦ５４００１ａの基底部（両堀底）での幅は５．２０ｍ、上部での幅約１．３０ｍ、屋敷地側からの高さ約５０�を測る。

　ＳＦ５４００１ｂの基底部（両堀底）での幅は５．４０ｍ、上部での幅約２．６０ｍ、屋敷地側からの高さ約７０�を測る。
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ＳＦ６９００２

　�区より検出されたＳＤ６９００１とＳＤ６９００２の間を区画するように南北に延びる土塁である。基底部の幅

は４．５ｍ、上部で２．０～１．５ｍを測る。

屋敷地Ａ（図版５６）

　屋敷地は土塁の東側に山土を敷き述べた整地面を溝によって区画している。北限は、明確ではないが、

入佐川遺跡ではほとんど遺構が検出されていない点から推して、屋敷地の端に近いものと考える。

　東限は上面においても現在の県道からの比高差を論拠としてきたが、調査区の南東端にＳＤ５４０１２が存

在しており区画Ｃ及び区画Ｂの東端にある南北方向の石列が区画もしくは建物の東端である可能性が高

い。区画Ｈとした部分が中世�面における通路状空間を踏襲したものである可能性も高い。

　屋敷地の南限については土塁に沿って南へ延びるＳＤ５４００３からＳＤ５４０１１が調査区南端において東へ分

岐しており、その部分が南限と考えておく。屋敷地の規模は南北５５ｍ前後・東西２５ｍ前後と考えられる。

　堀については先述した。土塁は区画に伴ってクランクをみせ、９６年度の調査区へと向かっている。

　区画はＡ～Ｈに細分される。しかし、大きくはクランク部分（東西に走るＳＤ５４００４・ＳＤ５４００９）を境に

区画Ａ・ＣとＥに２分される。この２区画の内部が更に溝によって細分されている。このレイアウトは区

画Ｆを加えて変形しながら�面・�面へと踏襲されている。

〔区画Ａ〕

　屋敷地の中央北側に位置する。ＳＦ５４００１２ａの東隣、ＳＤ５４００５・ＳＤ５４００６の北肩に検出されたコーナー部

分が囲む部分である。東側は区画Ｂとの間には通路状の空間が存在する。

　区画の規模は、東西幅は９．００ｍ、南北６．００ｍと考えられる。

　区画Ａの内部の遺構は判然としない。また、南側の区画Ｃとの関連は明確ではないが、ＳＤ５４００８がコー

ナーをもって東へ曲がり、ＳＤ５４００５と接続せずに切れ目があり、通路状に空間をもつことから、区画Ａ・

Ｃが幅４ｍ近い通路を挟んで南北に階段状に並んでいた可能性が高い。両区画の比高差は西半部で対比

すると区画Ｃが約２５�低い。但し東半部はＣ区では土間敷きの盛り土などがあり判然としない。

〔区画Ｂ〕

　屋敷地の北東端に位置する。区画Ａの東隣に位置する。区画Ａ・Ｉと通路状空間を挟み位置する。南側

をＳＤ５４００６限られていたと考えられる。東限は現在の県道からの比高差を考慮すれば、調査区東端から

ほど遠くないものと考えられる。

　内部には石列、木組みが存在する。通路状空間に沿って存在する根太・石列、東端の石列が建物を構

成する可能性がある。

　区画の東西幅は６．０ｍ以上、南北１０．０ｍ以上と考えられる。

〔区画Ｃ〕

　屋敷地の中央に位置する。ＳＦ５４００１ａの東隣、ＳＤ５４００８、区画Ｈとの境にある石列が囲む部分である。

　南側は区画Ｅの北側を区画するＳＤ５４００４によって限られており、区画内を東西に流れるＳＤ５４００９につ

いてはＳＤ５４００８と切り合い古い。

　区画の規模は、東西幅は約１７．５０ｍ、南北は８．５０ｍと考えられる。

　区画Ｃの内部の遺構は判然としないが、東半部には土間を形成したと考えられる敷き土があり、その

切れ目が建物の東端を現している。

　中央北よりにある集石遺構は四角形の木組を伴っており、囲炉裏であった可能性が高い。
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　区画Ｃの中央付近の面上からは、兜の前立てが出土している。

　また、北側の区画Ａとの関連は明確ではないが、南北に階段状に並んでいた可能性が高いことは先述

した通りである。

（１）集石遺構

　７０�四方の間に径１５�前後の河原石が集中している。石の西・北肩を中心に６０～７０�の棒材が４本検

出されている。棒材は集石の四周を廻っていた可能性もあり、囲炉裏の痕跡である可能性が高い。

〔区画Ｅ〕

　区画Ｃの南側に位置する。ＳＤ５４００３・ＳＤ５５００１によって屋敷地Ａを南北に２分した中の南半部を区画Ｅ

とした。区画の東・北はＳＤ５４００４によって、西側はＳＤ５４００３、南端はＳＤ５４０１１によって限られている。

　ＳＤ５４００４は溝南肩が２つあり、クランクせずに東へ延びる部分をＳＤ５４００４ｂ、西端から約４．５ｍの地点

においてクランクし２ｍ前後の張り出しを造る場合をＳＤ５４００４ａとした。

　想定される規模は、ＳＤ５４００４ａの場合、南北１８．００ｍ・東西２０．００ｍである。ＳＤ５４００４ｂの場合は東西２２

ｍ以上・南北１６．００ｍを測る。

　区画内の遺構は明確ではない。南壁際を中心に礎石列を検出しているが、中世�面に構築された建物

礎石の下部の可能性が高い。

　礎石の南側の遺構面に華南産の四耳壺片が出土している。また、ＳＤ５４００４ａ際において五芒星を墨書

した土師器小皿が出土している。

〔区画Ｈ〕

　ＳＤ５４０１２及び区画Ｃ東端にある南北方向の石列によって南・西側を限られる空間を区画Ｈとした。中世

�面における通路状空間を踏襲したものである可能性も高い。

〔区画�〕

　調査区北端、区画Ａの北側に位置する。区画の西及び南側はＳＤ５４００５によって限られ、東側は区画Ｂと

の間に幅１．５ｍの空間を持つ。区画内には遺構はなく、ＳＤ５４０１０が切り合う。区画の幅は東西約８．０ｍ、

南北は不明である。

〔区画溝〕

（１）ＳＤ５４００５

　区画Ａの北・西を限る溝である。下層のＳＤ５５００５を踏襲する。幅１．５０ｍ・深さ２０�を測る。ＳＦ５４００１

に面する部分には杭列と杭間に植物を編み込んだシガラミが検出されている。

（２）ＳＤ５４００８

　区画Ｃの北西を区画する溝である。下層のＳＤ５５００４・ＳＤ５５００８を踏襲する。幅１．５０ｍ・深さ１２�を測る。

（３）ＳＤ５４００６・ＳＤ５４００９

　ＳＤ５４００６は区画Ａの南側を区切る溝である。幅１．５０ｍ・深さ２０�を測る。ＳＤ５４００５・ＳＤ５４００８と比べ走

行がやや南西に振り、Ｎ８５°Ｗにとる。区画Ｃとの間の空間が均一でないことから、区画との間に時期

差が存在する可能性がある。

　ＳＤ５４００９はＳＤ５４００４ａから分岐あるいは重複し、土塁ＳＦ５４００１を横切りＳＤ５４００１に取りついている。走

行がＳＤ５４００６と同じくやや南西に振り、Ｎ８８°Ｗにとる。溝肩に杭列を打ち込んでいる。

（４）ＳＤ５４００３・ＳＤ５４００４・ＳＤ５４０１１

　区画Ｅの区画溝である。ＳＤ５４００３はＳＦ５４００１ｂの内側を南北に走り、東へ曲がりＳＤ５４００４となる。ＳＤ
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５４００４は溝南肩が２つあり、クランクせずに東へ延びる部分をＳＤ５４００４ｂ、西端から約４．５０ｍの地点にお

いてクランクし２ｍ前後の張り出しを造り、屈曲して南へ曲がる溝をＳＤ５４００４ａとした。

　また、溝の北端付近からＳＤ５４０１１が分岐しており、区画Ｅの南側を画している。

　ＳＤ５４００３は幅１．５０ｍ・深さ１７�、ＳＤ５４００４ａは幅１．５０ｍ・深さ２０�、ＳＤ５４００４ｂは幅０．８０ｍ・深さ２７�、

ＳＤ５４０１１は幅１．５０ｍ・深さ２０�を測る。ＳＤ５４００３は区画Ｅを超えて南へ延びることから、ＳＤ５４０１１の南側

に更に１区画存在する可能性が考えられる。

・土師器皿集中部

　ＳＤ５４００４から土師器皿が集中して出土している。

・折敷群

　ＳＤ５４００４南肩から１０点以上の方形折敷が集中して出土している。その殆んどが隅落としの方１２�前後

の折敷で占められている。土坑などの施設はなく、遺構面に張り付いた状態で出土した。

その他の遺構

ＳＤ６９００３（図版５９）

　��区を東西に貫通している。幅２．３０～１．２０ｍ、深さ５０�の溝である。

畦畔６９００１（図版５９）

　��より検出した。幅１．５０ｍ、高さ３０�の畦畔である。

７．中世�面（図版６１　写真図版４５～５１・６５）

　中世�面は、９５年度の第５面、９６年度の第１０面、９７年度の第７面である。

　中世�面は武家屋敷遺構が成立した時期と捉えている。

　遺構のレイアウトは中世�面に大半が引き継がれており、中世�面に遡るものを析出することにはや

や困難な点がある。ことに中世�面において外堀と認識するＳＤ５４００２・ＳＤ６９００１・ＳＤ７６００１については

中世�面成立当初に遡る根拠がなく、存在していなかった可能性が高いと考えている。

　�面成立当初には、入佐川遺跡ＳＤ４０１・ＳＤ５４００１下層・ＳＤ６１００１と南北に走る堀（内堀）が存在し、

その東側に土塁を介して屋敷地が形成されたと考えられる。但し、堀は９７年度には調査区外になってお

り、９６年度の�面では屋敷地は調査区外に位置しており、存在の有無は不明である。

　土塁・屋敷地は９５年度の調査においてのみ確認できる。堀は９５年度の調査区では�面の土塁ＳＦ５４００２

の下層を通っていることが確認されており、�面のＳＤ５４００１で検出されたクランクは当初存在しなかっ

た可能性が高い。但し、後述する屋敷地Ａと堀の間に存在する土塁ＳＦ５５００１は区画Ａ・Ｅの形状に伴って

クランクしていることから、�面形成中に堀の一部を拡張もしくは、土塁ＳＦ５４００２を造営し、クランク

部を設け、更に外堀を穿った可能性も考えられる。今回の調査ではその点は明らかにはできなかった。

　ここでは�面において確認できる外堀はないものとして記述してゆく。

内堀（図版６１）

（２）ＳＤ５４００１下層・ＳＤ６１００１

　ＳＤ５４００１下層は上層の堀ＳＤ５４００１がクランクせず、土塁下へ直進することから時期差を認識した。

　ＳＤ５４００１と重複するため、規模は詳らかではないが、当初はＳＤ５４００１と同等規模の堀がクランクせず

に直進していた可能性が高い。幅６．５ｍ、深さは１．０ｍ以上の規模であったと考えられる。
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　出土遺物は、土塁ＳＦ５５００２の下層から、土師器小皿（６４０・６４１）が出土している。この堀は９６年度調

査区中央を南北に貫通している（ＳＤ６１００１）。全掘できていないため幅は不明、長さ１３．５ｍ、深さ１m以

上の溝である。浅い皿状の断面をもつ。

土橋３

　ＳＤ６１００１を東西に横断している。幅１．６ｍ、高さ５５�を測る。

土塁（図版６２）

　堀がクランクする以前の状態は不明である。

（１）ＳＦ５５００１ａ・ＳＦ５５００１ｂ（図版６３）

　上面は削平を受け平坦。ＳＦ５５００１ａは屋敷地ＡとＳＤ５４００１下層を隔て、区画Ｅの形状に合わせクランク、

ＳＦ５５００１ｂとなる。ＳＦ５５００１ａ部分の規模は上面の幅約３．５ｍ、屋敷地Ａ側からの高さは約６０�を測る。

　ＳＦ５５００１ｂ部分の規模は上面の幅約１．８ｍ、屋敷地Ｅ側からの高さは約３０�を測る。

屋敷地Ａ（図版６３）

　屋敷地は土塁の東側に山土を敷き述べた整地面を溝によって区画している。屋敷地の北限は、明確で

はないが、入佐川遺跡ではほとんど遺構が検出されない点から推して、屋敷地の端に近いと考えられる。

　東限は上面においても現在の県道からの比高差を論拠としてきたが、調査区の南東端にＳＤ５０１５が存

在しており、ＳＤ５５０１４との間には南北に通る幅１．２ｍ以上の通路状空間が見い出せることから、ＳＤ５０１５

が屋敷地の東を限る溝である可能性が高い。

　屋敷地の南限については土塁に沿って南へ延びるＳＤ５５００３が調査区南端において東へ屈曲を見せてお

り、その部分が南限と考えられる。屋敷地の規模は南北５５ｍ前後・東西２５ｍ前後と考えられる。

　堀については先述した。土塁は区画に伴ってクランクをみせ、９６年度の調査区へと向かっている。

　区画はＡ～Ｅ、更に更に小区画に細分される。しかし、大きくはクランク部分（東西に走るＳＤ５５００１）

を堺に区画Ａ～ＣとＥに２分される。この２区画の内部が更に溝によって細分されている。このレイア

ウトは�面に踏襲され、更に区画Ｆを加えて変形しながら�面・�面へと踏襲されている。

〔区画Ａ〕

　屋敷地の中央北側に位置する。ＳＦ５５００１の東隣、ＳＤ５５００５・ＳＤ５５００８・ＳＤ５５００４、更に東端の通路状

空間が囲む部分である。溝の内法で測るならば、南北１０．４０ｍ・東西１６．５０ｍを測る。南北の方位はＮ２°

Ｗにとっている。区画内はＳＤ５５００６などによって小区画に分けられている。また、東半には根太材が検

出されているが、建物復元には至らなかった。

（Ａ�１）

　ＳＤ５５００６ａの北側、区画Ａの北半部を占める。区画の中央で区画Ｂを構成するＳＤ５５００２と重複するため

区画の想定以外に分かることは少ない。対応するＳＤ５５００８部分には杭列と杭間に植物を編み込んだシガ

ラミが検出されている。区画の規模は南北５．７０ｍ・東西１６．５０ｍを測る。

（Ａ�２）

　ＳＤ５５００６ａの南側、区画Ｃの北側にあたり、区画Ａの南半部を占める。区画の規模は南北４．７０ｍ・東西

１６．５０ｍを測る。東半には根太材が検出されているが、建物復元には至らなかった。また、テーブル状に

１段高い部分が存在するが性格は不明である。

〔区画Ｂ〕

　区画Ａと重複し、方位を違える区画をＢとした。区画Ａに先行する。西をＳＤ５５００９・ＳＤ５５０１０、東側を
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通路状空間、南をＳＤ５５００２・５５０１１によって限る。

　溝の内法で測るならば、南北１３ｍ以上・東西９．５０ｍを測る。

　区画の北半部には石材等が散乱するが、遺構の復元には至らなかった。また、ＳＤ５５００９・ＳＤ５５０１０間、

ＳＤ５５０１１北側には幅５０�の通路状空間が存在する。区画をコの字に巡るものと考えられる。

〔区画Ｃ〕

　屋敷地の中央南側に位置する。ＳＦ５５００１の東隣、ＳＤ５５００１・ＳＤ５５００８・ＳＤ５５００４・ＳＤ５５００１４、更に東

端の通路状空間が囲む部分である。溝の内法で測るならば、南北８．５０ｍ・東西１７．５０ｍを測る。南北の方

位はＮ１°Ｗにとっている。区画内には土坑ＳＫ５５００１・ＳＫ５５００２、集石や根太材が検出されているが、

建物復元には至らなかった。

　区画の東端にはＳＤ５５０１４と共に径２０�前後の石を使用した石列が南北に延びており、東側の通路状空

間との間を区切っている。

（１）土坑ＳＫ５５００１（図版５７）

　幅１．９０ｍ・深さ１０�・全長２ｍ以上の浅い皿状の土坑である。北半部をサブトレンチによって損壊し

たため形状・規模は詳らかではない。土坑内からは、曲物・土師器皿・赤漆椀・黒漆椀が出土した。

　また、やや上層から出土した二器についても土坑内にあたると考えられる。

　土師器皿・赤漆椀・黒漆椀については伏せた状態で出土している。

（２）土坑ＳＫ５５００２（図版６３）

　ＳＤ５５００４の南側に位置する隅丸長方形土坑である。長辺約３．００ｍ×短辺約１．９０ｍ・深さ約２０�を測る。

　土師器小皿（６４４・６４５）・明染付皿片（６４６）が出土している。

〔区画Ｅ〕

　区画Ｃ南側に位置。ＳＤ５５００３・ＳＤ５５００１によって屋敷地Ａを南北に２分した中の南半部を区画Ｅとした。

　区画の東端はＳＤ５５０１４、北側はＳＤ５５００３・ＳＤ５５００１及び石列、西及び南端はＳＤ５５００３によって限られ

ている。想定される規模は南北約２０．００ｍ・東西約２３．００ｍである。

　区画の中には東西方向の溝ＳＤ５５０１２・ＳＤ５５０１３があり、南北間で小区画に分かれる可能性もあるが、

ここでは、囲炉裏が集中する東半（Ｅ�２）と、広い空間をもつ西半（Ｅ�１）に小区画を設定しておく。

（Ｅ�１）

　北東端に囲炉裏基部と考えられる木材が検出されている。その他にはＳＤ５５０１２・ＳＤ５５０１３が存在する

が、建物などは復元できない。

（１）囲炉裏跡（図版６３）

　全長７５�・幅８�の木材が直角に配置されている。囲炉裏の基部の可能性が考えられる。

（Ｅ�２）

　ＳＤ５５０１４と北側の石列によって限られたごく狭い空間である。囲炉裏跡と考えられる方形の炭土坑２

基を検出している。

（１）囲炉裏跡（図版６３）

　一辺７０�×６０�及び一辺７０�×７０�の炭が充満した土壙を検出している。土壙の深さは共に約６�と

浅い。上部を失った囲炉裏跡と考えられる。

砂利敷き（図版６３）

　調査区南東隅より検出した。ＳＤ５５０１４とＳＤ５５０１５間の通路状空間に位置する。全長３．７０ｍ・最大幅
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１．００ｍ・最小幅約０．４０ｍの瓢箪形をした砂利敷きである。径約５～１０�の礫を厚さ１０�前後で敷いてい

る。用途は不明である。

区画溝

　区画溝は大きく屋敷地の西側を限るＳＤ５５００８・ＳＤ５５００３、東側を限るＳＤ５５０１４、東西方向に流れ、屋

敷地を東西方向に区切るＳＤ５５００１・ＳＤ５５００４・ＳＤ５５００５・ＳＤ５５００６・ＳＤ５５０１２・ＳＤ５５０１３、やや東に軸を

振る区画Ｂに伴うＳＤ５５００２・ＳＤ５５００９・ＳＤ５５０１０・ＳＤ５５０１１に分かれる。

ＳＤ５５００８・ＳＤ５５００３・ＳＤ５５００７（図版６３）

　ＳＤ５５００８はＳＦ５５００１ａに沿って区画Ａ・区画Ｃの西側を限る。幅１．２０ｍ・内側からの深さ１５�を測る。

　ＳＤ５５００３・ＳＤ５５００７はＳＦ５５００１ｂに沿って区画Ｅの西を限る。ＳＤ５５００３は北端が東西方向に向き大きな

溜まりを造りだす。南端についても東側へ曲がりをみせる。溝幅は約１．４０ｍ・深さ２０� を測る。ＳＤ

５５００７はＳＤ５５００３と重複し、ＳＤ５４００１へと取りついている。溝幅は約０．９０ｍ・深さ２３�を測る。

ＳＤ５５０１４（図版６３）

　区画Ｃ・区画Ｅの東側を限る。溝幅は約０．４０ｍ・深さ５�を測る。

ＳＤ５５００１・ＳＤ５５００４・ＳＤ５５００５・ＳＤ５５００６ａ・ＳＤ５５０１２・ＳＤ５５０１３（図版６３）

　ＳＤ５５００１は区画Ｅの北側を限る。溝幅は約１．５０ｍ・深さ３０�を測る。

　ＳＤ５５０１２・ＳＤ５５０１３は区画Ｅの内部を区切る。ＳＤ５５０１２の溝幅は約１．５０ｍ・深さ１３�を測る。

　ＳＤ５５０１３の溝幅は約０．７０ｍ・深さ５�を測る。

　ＳＤ５５００４・ＳＤ５５００６ａは区画Ａ・Ｃの内部を区切る。ＳＤ５５００４の溝幅は約０．７０ｍ・深さ１２�を測る。

　ＳＤ５５００５の溝幅は約０．２ｍ～０．９ｍ、一部更に拡張された部分をもつ。深さは２１�を測る。

　ＳＤ５５００６ａは区画Ａ－１・区画Ａ－２を区切る溝である。溝幅は約１．００ｍ・深さ２０�を測る。

ＳＤ５５００２・ＳＤ５５００９・ＳＤ５５０１０・ＳＤ５５０１１（図版６３）

　区画Ｂの３方を限る。ＳＤ５５００２・ＳＤ５５０１１は東西方向、ＳＤ５５００９・ＳＤ５５０１０は西側を区切る溝である。

　ＳＤ５５００２の溝幅は約０．７０ｍ・深さ１５�、東端において南へ屈曲する。

　ＳＤ５５０１１の溝幅は約０．７０ｍ・深さ１２�、東端において南へ屈曲する。

　ＳＤ５５００９の溝幅は約０．７０ｍ・深さ１０�、ＳＤ５５０１０の溝幅は約０．８０ｍ・深さ６�を測る。

溝ＳＤ６１００２（図版６４）

　９６年度調査区南西区より東西に延びる。幅１．５０ｍ、検出長９．００ｍ、深さ９０�の溝である。

第３節　武家屋敷成立以前の遺構（中世�面～古代�面）
　

１．中世�面　

畦畔６１１０１（図版６５）

　畦畔６１００１の下層より、東西方向に伸びる畦畔を検出した。幅は１．２ｍ、残存高は３０�を測る。両側に

６０～２０�間隔で杭が打ち込んであり、その間を柴で編み込み畦畔の基礎の構造にしている。９７年度調査

区からも東西方向に伸びる畔と溝を検出した。

溝ＳＤ７８００１（図版６５）

　��区より検出した。幅６０�、深さ１０�の溝である。
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第４節　平安～奈良時代の遺構
　

古代�面

奈良～古墳時代水田（図版６６）

　９６年度調査区からは北西から南東方向へ伸びる畦畔を検出した。木材が多量に敷き詰められ、畦の基

礎としている。９７年度調査区からは北東から南西へ延びる畦畔を検出している。畦の内側には幅０．４０ｍ、

深さ１０�の溝が通る。畦の基礎部分には木材が敷かれている。

畦畔６１２０１（図版６６）

　��区より検出された。Ｎ５０°Ｗに延びる。幅１．８０ｍ、残存する高さ約２０�の畦畔である。

畦畔６１２０２（図版６６）

　��区より検出された。Ｎ１９°Ｗに延びる。畦畔の基礎である。残存する高さ約２０�を測る。

畦畔７９００１（図版６６）

　９７年度調査区より検出された。N４１°Ｅに延びる。幅１．８０ｍ、残存高１５�の畦畔である。

第５節　古墳時代前期～弥生時代の遺構
　

古代�面

弥生時代水田（図版６７）

　９７年度調査区において検出された。木の株とＮ１６°Ｗ方向に伸びる杭列を検出した。

第６節　人名墨書土器群
　人名墨書土器群は、９６年度ＳＤ６７００１・９７年度ＳＤ７４００１、９７年度　ＳＤ７５００１及びＳＤ７６００１の一部に亘っ

て検出されている。このため、新に節を設けて説明する。

　墨書土器群は中世第�・�面の外堀を中心に一部第�面に対応する堀底からも出土している。主な出

土は、第�・�面に対応する堀からであり、第�面に対応する９６年度ＳＤ６７００１・９７年度ＳＤ７４００１（上層

とする）と第�面に対応する９７年度ＳＤ７５００１（下層とする）からの出土に大きく分けることができる。

　墨書土器群はその出土状況から大きくＡ～Ｆ群に分かれ、更に主に上下２層で構成されている。

　即ち、Ａ群・Ｂ群・Ｃ群・Ｆ群が中世�面に対応する上層に投棄されたグループ。

　Ｂ群下層・Ｃ群下層・Ｅ群が中世�面に対応する下層に投棄された墨書土器群である。

　Ｄ群は、Ａ群とＦ群の間に投棄された散漫な土師器皿群であるが、精査の結果、墨書土師器皿は含まれ

ていないことが判明した。しかし、Ｄ群の土師器皿は明らかにＡ・Ｆ群の間にあり中世�面に対応する同

時期に廃棄されていること、加えて下層では多量の箕が投棄されていることから、墨書土器群が形成さ

れた宗教行事に密接に結びついていると考えられるため、この項で触れることとする。
　

〈上層の人名墨書土器群の状況〉

　堀ＳＤ６７００１・ＳＤ７４００１から出土している。土器群はＳＤ６７００１では１群（Ｆ群）、ＳＤ７４００１では大きくは

Ａ～Ｄ群の４群に分かれて投棄されている。このうちＤ群は墨書を伴わない土師器皿群である。
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　これらの土師器皿群は堀の東肩から投棄されたと考えられ、Ａ群では堀の上部を頂点に扇形に開いて

滑り落ちる様が検出状況から見て取れる。

　Ｆ群は小規模な土器群であり、投棄された土器群は比較的水平に堆積している。このことに加え、土

層断面の検討からＦ群が形成される時点では、ＳＤ６７００１は埋没し、幅が狭く、溝底が浅くなっていたこと

が判明している。ＳＤ６７００１は北半部では幅が狭い状況が確認されており、平面的には南半まで同様に堀

が埋没し、幅の狭い状況になっていたと考えられる。

　Ａ～Ｄ群が投棄された時点の堀幅については極端に狭くなっている状況は確認できなかったが、墨書

土器の大半が堀の中央部に流れださず、堀の東岸沿いに留まっている状況から推して、ＳＤ６７００１部分と

同様にかなり埋没し堀幅が狭くなっていた可能性も高い。

　投棄されたものは墨書土師器皿だけではなく、無地の土師器小皿・皿が同時に多量に投棄されている。

これらの土師器皿は殆んど使用痕跡が見られない。これはＤ群を除く各グループとも同じである。また、

径２０�～３０�前後の河原石も多く、墨書土師器皿が投棄される前後に河原石が投棄・混入しやすい環境

であったことは明らかである。

Ａ群の人名墨書土器群　（図版４１・４２）

　Ａ群はＳＤ７４００１内で投機された墨書土器群の中では最も北側で投棄されたグループである。整理に際

して投棄状況から２小グループに分割した。

Ａ�１群（図版４１）

　径２０�～３０�の河原石と共に検出されている。墨書土師器皿と共に無地の土師器小皿・皿が同時に多

量に投棄されている。墨書土器を含め、堀肩直下付近から堀底にかけて南北約２ｍ・東西約２ｍの扇形

に遺物が広がっている。

　墨書土器の傾向として複数の人名が記載された皿が南よりにまとまって落下している。

Ａ�２群（図版４２）

　Ａ�１群の南隣に位置しており、堀底付近では重複する。径２０�～３０�の河原石と共に検出された。

墨書土器を含め堀肩直下付近から堀底にかけて南北約２ｍ・東西約１．５ｍの扇形に遺物が広がる。

　墨書土器の傾向として複数の人名が記載された皿が北よりに落下している。これはＡ�１群側の複数

名土師器皿の一部がＡ�２群側に入ったためと考えられる。

Ｂ群の人名墨書土器群（図版４３）

　Ａ�２群の南隣に位置しており、コーナーまでの土器群をＢ群とした。堀肩近くの高いレベルには土

器がない。堀底近く南北約３ｍ・東西約１ｍの範囲に遺物が広がる。

Ｃ群の人名墨書土器群（図版４４）

　コーナーから調査区東壁までの土器群をＣ群とした。堀肩近くの高いレベルには土器が少ない。堀底

近く東西約１．８ｍ・南北約０．５ｍの範囲に遺物が広がる。Ｃ群は東壁までは伸びておらず、コーナー周辺に

投棄されたものと考えられる。

Ｆ群の人名墨書土器群（図版４０）

　やや小規模な土器群であり、投棄された土器群は比較的水平に堆積している。径２０�～３０�の河原石

や木片と共に検出されている。墨書土師器の多数は重なった状態で検出されており、重ねまとめて投棄

した状況が見て取れる。墨書名には同一名のものが多いが、同一名同士が至近で出土している点を勘案

するならば、同一名のものを重ね、一括して投棄したものと考えられよう。また、Ｆ群はＤ群との間で堀
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幅が急激に狭まる部分にある。この部分は下層では土橋状の施設によってＤ群以南と隔てられているこ

とが明らかとなっている。何らかの境界を意識した地点に投棄されたグループとも考えられる。

Ｄ群の土師器皿（図版４５）

　径２０�～３０�の河原石と共に検出されている。墨書土器を含まず、堀肩直下付近から堀底にかけて南

北約３ｍ・東西約２ｍの範囲に散漫に遺物が広がっている。遺物には、漆椀があり、土師器皿には灯明

皿に使用されたものも混じっている。
　

〈下層の人名墨書土器群の状況〉

　下層の墨書土器群はＢ群及びＡ�２群の南半部とＣ群の下層及び堀の西岸寄りのＥ群に分かれて投棄

されている。下層の土器群の特徴は、上層では埋没する土橋状の施設によって土器群の投棄場所が限ら

れていることである。即ち、上層のＡ�１群の下層に土橋状の施設が存在しており、土橋より南のコー

ナー周辺に投棄場所が限られ、Ｃ群の東側（調査区東壁）には堀内に密に打ち込まれた杭列が存在して

おり、墨書土器の幾つかは杭に絡んで出土している。このことから、Ｃ群下層の土器群は杭列によって

東を限られていたと推測でき、調査区内に限定されて投棄された可能性が高いことも推測できる。

　また、上層では投棄行為がない堀の西岸周辺においてＥ群が存在することから、上層では可能性を指

摘した堀幅の狭まりは下層ではないことが明らかである。

Ｂ群下層の人名墨書土器群（図版４９）

　Ａ�１群の下層に存在する土橋より南側、コーナー部分までの土器群をＢ群下層の土器群とした。

　堀肩近くの高いレベルには土器がない。堀底近く南北約３ｍ・東西約１ｍの範囲に遺物が広がってい

る。遺物は土師器皿だけではなく、曲物・部材が出土している。また、堀肩からは柿経の一部であるＷ

９５２が出土している。『妙法蓮華経常不輕菩薩品第二十』の文言を記したものである。

Ｃ群下層の人名墨書土器群（図版５０）

　調査区東壁には堀内に密に打ち込まれた杭列が検出されており、墨書土器の幾つかは杭に絡んで出土

している。Ｃ群下層の土器群はコーナー東側にあり、壁際の杭列に規制されている可能性については前

述した。土器群は堀肩の高いレベルには少なく傾斜中程に多く更に堀底近くの東西約２ｍ・南北約２ｍ

の範囲に広がっている。

Ｅ群の人名墨書土器群（図版５１）

　ＳＤ７５００１堀底の西側立ち上がり付近より纏まって出土している。堀の西寄りから出土する土器群はＥ

群のみである。土器群は、重なる個体はあるものの堀底から水平の状態で検出されており、投棄時に堀

内に水がなく、現地に直に置いたか、極めて静穏に水中に入れたかのどちらかと考えられる。

　Ｅ群が堀底の西端にある点は、下層の投棄時には堀幅が一杯に開いていたことを示しており、上層で

投棄された一群とは堀の埋没度合が明らかに違っていたことを示している。

Ａ群・Ｄ群下層の箕類（図版４８）

　ＳＤ７５００１の中で土器群が検出されないＡ群・Ｄ群の下層からは、竹製の箕・籠類がまとまって出土し

ている。これらは２か所の土橋の間に限られており、意図的にこの地点に投棄されたものと考えられる。
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第�章　遺　　物

第１節　土器・陶磁器
１　武家屋敷遺構に伴う土器・陶磁器（中世�面～中世�面）　　

　宮内堀脇遺跡から出土した土器・陶磁器には種別では土師器、瓦質土器、無釉陶器、施釉陶器、磁器

などが含まれ、器種も碗、皿、鉢、壷、甕、擂鉢、火舎香炉、火鉢、桶形容器など多岐に及んでいる。

ここでは、包含層、遺構ごとに、出土遺物の概要を述べる。なお、記述に際しては、末尾に記した参考

文献によった他、執筆者が行った分類基準については、第�章第１節（１）「土器・陶磁器の分類」の項

に詳述している。

�面上層出土遺物（図版６８）

　�面上層から出土した土器・陶磁器には、土師器皿（１～１０）、瓦質土器火鉢（１１）、無釉陶器擂鉢

（１２～１４）、施釉陶器皿（１５）・椀（１６～１８）、青磁碗（１９）・皿（２０）、白磁皿（２１～２５）・碗（２６・２７）、

青花磁器皿（２８・３０・３１）・碗（２９・３２）がある。

土師器皿　皿はいずれも非ロクロ成形である。Ｂ�類（１）が１点含まれる他は、いわゆる京都系土師

器のＡ類で占められている。Ａａ１�類（２・６）、Ａａ２�類（３・４）、Ａｂ１�類（５）、Ａｂ１�類（７）

Ａａ１�類（８・９）、Ａｂ１�類（１０）に分類される。

瓦質土器　１１は平底で体部が内彎する擂鉢である。内面は下から上に向かって粗いハケ目調整が施され

る。ＥＡ３類に分類される。

無釉陶器　無釉陶器には内面に櫛描きの擂目をもつ擂鉢（１２～１４）がある。いずれも体部は直線的に外

上方に延び、口縁端部は上面に水平に端面をもち、口縁部内面には凹線が１条巡る。形態及び成形・調

整技法の特徴から、いずれもＢ２類と分類した越前焼擂鉢で１６世紀代の製品と考えられる。

施釉陶器　１５は高台を浅く削り出し、内外面に施釉する、瀬戸・美濃系灰釉陶器皿である。�類に分類

され、大窯�期相当の製品である。１６・１７は天目茶椀である。１７は浅く削り出す内反高台をもち、口縁

部は若干屈曲して、端部は僅かに外方にひらく。１６は小天目茶椀で高台を浅く輪高台状に削りだす。い

ずれも瀬戸・美濃系で、１７は大窯�期、１６は大窯期の製品であろう。１８は平底で、低い高台をもち、外

面に褐釉が施釉されている。華南産褐釉陶器壷の底部と考えられる。

青磁　１９は外面に剣頭と体部が一致しない雑な線描き蓮弁文を施す碗である。�Ｂ２類に分類され上田

分類青磁碗Ｂ�’類に相当する。２０は体部に型押しで花弁文を施文する皿で、龍泉窯系青磁である。

白磁　２２～２５は細く低い高台をもち、平底で、口縁部は大きく外方にひらく皿である。いずれも森田分

類白磁皿Ｅ�２群相当の華南産白磁の端反皿である。１５世紀後半～１６世紀代に比定される。

　２１は型打ちで花弁状に成形する菊花皿で、森田分類のＥ－４群相当で１６世紀代に比定される。２６・２７は

底部内面の釉を輪状にかきとるいわゆる輪禿の小碗で、２７は小碗Ａ類に分類される。１６世紀代の華南産

白磁と考えられる。

青花磁器　２８・２９・３０・３１は皿である。２８は低い輪高台をもつ。３０は体部中央で屈曲するつば皿で、内

面の文様は芙蓉手である。３１は碁笥底を呈し、口縁部は外方にひらく。３２は碗底部である。饅頭心碗で、

Ｂ類に分類される。いずれも１６世紀後半～１７世紀初頭の景徳鎮産青花と考えられる。
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第１面柱穴内出土遺物（図版６９）

Ｐｉｔ５２０　３３は非ロクロ成形の土師器皿である。いわゆるへそ皿の系譜をひくもので、底部は若干指おさ

えする。内面には煤が附着する。Ａａ１�類に分類される。

Ｐｉｔ５１９　３４も３３同様、底部を若干指押さえして、あげ底風に成形する。Ａａ２�類に分類される。

第１面溝内出土遺物（図版６９）

ＳＤ５１００１　３５は青磁碗底部である。外面の高台脇以下は露胎で底部内面には砂目跡が４箇所認められる。

形態・製作技法の特徴から朝鮮製青磁の可能性が考えられる。

ＳＤ５１００５　土師器皿（３６～３９）、白磁皿（４０・４１）、青花磁器碗（４２）がある。

土師器皿　土師器皿にはＢ類（３６）とＡ類（３７～３９）がある。３６はＢ�類に分類される。３７・３９はそれぞ

れＡｂ１�類・Ａｂ１�類に分類される。

白磁　４０は器壁が薄く、型押しで花弁状に成形する。内外面とも透明釉を施釉し、青味を帯びた白色に

発色する。景徳鎮窯産の青白磁皿の可能性が考えられる。４１は内外面とも透明釉を施釉し、灰白色に発

色する華南産白磁皿である。

青花磁器　４２は外面に芭蕉文を施文する青花磁器碗である。Ｂ類の饅頭心碗である。

第１面上出土遺物（図版６９）

　第１面上からは土師器皿（４３～４７）、瓦質土器壷（４８）・擂鉢（４９）、無釉陶器擂鉢（５０）、施釉陶器碗

（５１・５３～５６）・水滴（５２）・小壷（５７）、白磁壷（５８）・皿（６０～６３・６５）・碗（６４）・杯（６６）、青磁香

炉（５９）、青花磁器碗（６７・６９）などが出土している。

土師器皿　土師器皿はいずれも非ロクロ成形で、Ａａ２�類（４３・４４）、Ａａ２�類（４５）、Ａａ１�類（４６）、

Ａｂ１�類（４７）に分類される。

瓦質土器　４８は体部が直立し、口縁部はやや内傾するもので、火消し壷と考えられる。４９は内面に６条

１単位の擂目を施文する擂鉢である。Ａａ１類に分類される。

無釉陶器　５０は口縁部内面に凹線が１条巡り、体部内面に１１条１単位の櫛描きの擂目を施す擂鉢である。

Ｂ３類に分類される越前焼擂鉢で１６世紀代の製品である。

施釉陶器　５１は碗の底部である。内外面とも鉄釉を施し、底部内面に砂目跡が見られる。朝鮮陶器の可

能性が高い。５３～５６はいずれも天目茶椀である。いずれも口縁部が僅かに外方にひらく。胎土・焼成状

況から、５３・５５は瀬戸・美濃系大窯期の製品で１６世紀代に比定される。また、５４・５６は中国製の天目茶

碗と考えられる。

　水滴（５２）は外面に割菱文を型押し施文するもので、全面に鉄釉を施釉する。古瀬戸中期段階の製品

で１４世紀代に遡る可能性が考えられる。５７は小壷で、内外面とも灰釉を施釉し、淡緑灰色に発色する。

５２と同様に古瀬戸中期段階に遡る可能性が考えられる。

白磁　５８は蓋である。断面形状は山笠形で上面中央に扁平なつまみをもつ。外面は透明釉を施釉し青味

を帯びた灰色に発色する。内面は露胎である。華南産白磁小壷の蓋と考えられる。６０は型押しで菊花状

に成形する森田分類Ｅ�４群相当の菊花皿である。６１は華南産白磁で、森田分類皿Ｅ�２群相当の皿で

ある。１６世紀代に比定される。６２・６３は華南産白磁皿の底部と考えられる。６４は碗の底部で高台裏には

砂が多く附着する。華南産の製品である。６５は皿で、口縁部～体部上半は透明釉を施釉するが、体部下
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半以下は内外面とも露胎である。朝鮮製の可能性が高い。６６は杯である。底部内面を輪状に釉ハギする。

１６世紀後半代の華南産白磁杯と考えられる。

青磁　５９は青磁香炉である。体部は直立し、口縁端部を内側に引き出す。龍泉窯系青磁と考えられる。

青花磁器　６７は口縁部が外方にひらく�類の碗で、外面には細かい草花文を施す。６９は口縁部をそのま

ま上方に引き出すタイプで、外面には細かい草花文を施す。�Ｃ類に分類される。いずれも１６世紀代の

明青花磁器である。

　６８は底部外面に「□□年製」銘をもつ杯で、景徳鎮窯産と考えられる。

２面溝内出土遺物（図版７０）

ＳＤ５２００２

土師器皿　いずれも非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａａ２�類（７２・７７）、Ａａ１�類（７３・７４・７５・７８・

７９）、Ａａ２�類（７６・７７）、Ａｂ１�類（８０）、Ａｂ１�類（８１）、Ａｂ１�類（８２・８３）、Ａａ１�類（８４・８５・８８）、

Ａｂ２�類（８６）、Ａａ２�類（８７）、Ａａ１�類（８９）に分類される。また、７１は体部から口縁部にかけての

２ヶ所を内側に折り曲げた耳皿で、色調はにぶい黄橙色を呈する。

瓦質土器　７０は体部が直立する桶形容器である。体部外面に箍を模した凸帯が１条巡る。�類に分類さ

れる。

無釉陶器　９０は擂鉢である。口縁部内面に凹線が１条巡り、体部内面には１０条１単位の櫛描きの擂目を

施文する。Ｂ２類相当の越前焼擂鉢で、１６世紀代の時期が考えられる。９１は頸部が直立し口縁部は大き

く外方にひらく徳利である。備前焼�期相当で１６世紀代の製品である。

白磁　白磁には型押し成形で口縁部～体部を花弁状に成形する森田分類Ｅ�４群相当の菊花皿（９２）、口

縁部が外方にひらくＥ�２群相当の皿（９３・９４）、及び皿の底部片（９５）がある。いずれも華南産白磁で

１６世紀代に比定される。

青花磁器　９７は外面に牡丹唐草文を描く碗である。１６世紀代の明青花磁器である。

ＳＤ５２００３

土師器皿　いずれも非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａｂ２�類（９８）、Ａｂ１�類（９９・１００・１０１）、Ａｂ１

�類（１０２・１０３）、Ａａ２�類（１０４）に分類される。

瓦質土器　１０５・１０６は同タイプの�類の火鉢である。平底で体部は大きく内彎し、体部外面上位に横耳

状の把手を２ヶ所貼り付ける。内外面とも密にヘラミガミし、器面は平滑に仕上げる。１０７は椀形の小

型擂鉢である。体部は大きく内彎し、片口を１ヶ所作り出す。体部内面には５条１単位の櫛描きの擂目

を施文する。

施釉陶器　１０８は口縁部を内側に引き出す香炉である。内外面とも灰釉を施釉する。瀬戸・美濃系陶器

で、大窯�期段階、すなわち１６世紀後半の製品と考えられる。

白磁　１１０は華南産の白磁碗の底部を人為的に打ち欠いており、面子の未成品と考えられる。

青花磁器　１０９は外面に芭蕉文を描くＢ類の蓮子碗である。１６世紀代の明青花磁器である。

ＳＤ５２００５

１１１は非ロクロ成形の土師器皿である。Ａａ１�類に分類される。

ＳＤ５２００６

いずれも非ロクロ成形のＡａ２類の土師器皿で、法量からＡａ２�類（１１２）、Ａａ２�類（１１３）、Ａａ２�類（１１４）
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に分けられる。

ＳＤ５２００７

土師器皿　１１５は非ロクロ成形のＡａ２�類の皿である。

施釉陶器　１１６は施釉陶器の壷である。口縁部は内傾し、体部外面に横耳を貼り付ける。内外面とも鉄

釉を施釉し、暗茶褐色に発色する。華南産の鉄釉四耳壷と考えられる。

ＳＤ５２００８（図版７１、７２　写真図版９３～９５）

土師器　１１７～１５７は皿である。いずれも非ロクロ成形で、Ｂ�類（１１７）、Ａａ２�類（１１８・１２０・１２２・

１２９）、Ａｂ１�類（１１９・１３２・１３５）、Ａａ１�類（１２１・１２３・１２４・１２５・１２６・１２８・１３０・１３３・１３４）、Ａａ２

�類（１３６・１３９）、Ａａ１�類（１３７）、Ａｂ１�類（１３８）、Ａａ１�類（１４０）、Ａｂ１�類（１４１・１４２・１４３・１４４・

１４６・１４９・１５０）、Ａｂ２�類（１４５）、Ａａ１�類（１５１・１５２・１５３）、Ａｂ１�類（１５４・１５５）、Ａｂ１�類（１５６）、

Ａａ１�類（１５７）に分類される。

　１５８は耳皿である。体部～口縁部にかけての２ヶ所を折り曲げて成形する。色調はにぶい橙色を呈す

る。１５９は脚付皿でおそらく三足皿に復原される。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。１６０は型作

り成形の壷の底部である。内面に布目痕が認められる。

瓦質土器　１６１・１６２は体部が内彎し、口縁部は短く内傾する壷と考えられる。体部外面は丁寧にナデて、

器面を平滑に仕上げる。

　１６３は�類の火鉢の底部である。外面には印花文を施し、凸帯が１条巡る。１６４は�類の火舎香炉であ

る。内外面とも密にミガキ調整を施して、器面を平滑に仕上げる。１６５は火鉢である。体部は大きく内

彎し、口縁部は短く直立する。内外面とも回転ナデ調整を施し、器面は平滑に仕上げる。

　１６６・１６７は擂鉢である。１６６は体部が内彎し、内面に７条１単位の擂目を施文する。Ｅｂ１類に分類さ

れ１６世紀代に比定される。１６７は体部が直線的に外上方に延び、内面に、７条１単位の縦方向の擂目の上

位に波状の擂目を施文する。Ｃａ２類相当で同じく１６世紀代に比定される。

無釉陶器　１６８は擂鉢である。口縁部は上下に拡張して縁帯を形成し、外面に凹線が２条巡る。備前焼

�期相当で１６世紀代の所産である。１６９は甕の口縁部片である。口縁部は上下に拡張して、断面楕円形

状を呈する。備前焼�期相当で、１５世紀代の製品である。

　１７０～１７３は越前焼擂鉢である。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は１７０のみ上面に水平に端面

をもつが、その他は端部を若干上方に引き上げる。いずれも口縁部内面に凹線が１条めぐる。１７０はＢ２

類、１７１～１７３はＣ２類に分類され、いずれも１６世紀代の製品と考えられる。

施釉陶器　１７４は外面に印花で輪違い文・花文を施文し、内外面とも鉄釉を施釉する。瀬戸・美濃系の

茶入れと考えられる。１７５は内外面とも灰釉を施釉する瀬戸・美濃系灰釉陶器皿で、大窯�期段階の製

品と考えられ、１６世紀前半代に比定される。

　１７６は胎土から中国製天目茶碗と考えられる。１７７・１７８は鉢で体部は内彎し、口縁部は断面長方形状

に肥厚する。１７７は口縁部内面～体部外面にかけて褐釉を、また、１７８は内面に褐釉を施釉する。華南産

の褐釉陶器と考えられる。

青磁　１７９は口縁部を輪花状に成形する碗である。内外面とも青磁釉を施釉し、明オリーブ灰色に発色

する。俗に砧手と称される龍泉窯系青磁碗の高級品で、１３世紀代に比定される。

白磁　１８０・１８１は口縁部が外方にひらく森田分類Ｅ�２群相当の華南産白磁皿である。１６世紀代に比定

される。１８２は体部が僅かに外反気味に外上方に延びる碗である。森田分類Ｄ群相当の碗で１５世紀代の
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製品と考えられる。

青花磁器　１８３・１８４は皿である。口縁部はそのまま上方に延びる�類（１８３）と外方にひらく�類（１８４）

がある。１８３は外面に鮮やかな呉須で瑞果文を１８４は外面に蔦唐草文をそれぞれ描く。

　１８５は口縁部が外方にひらく�類の杯である。外面に草花文を描く。１８６～１８９は碗である。底部の形

から�Ｂ類の蓮子碗（１８８・１８９）と�Ａ類の饅頭心碗（１８７）に分類される。１８６は底部を欠失するが、

体部が直線的に外上方に延びるタイプの碗である。外面には幾何学文（１８６）・線描きの草花文（１８７）、

草花文（１８８）、牡丹唐草文（１８９）などを描く。いずれも１６世紀代の明青花磁器である。

ＳＤ５２００９（図版７２）

土師器皿　１９０～１９７は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａａ１�類（１９０）、Ａｂ２�類（１９１）、Ａａ２�類（１９２）、

Ａａ１�類（１９３）、Ａａ１�類（１９４・１９６）、Ａｂ１�類（１９５）、Ａａ１�類（１９７）に分類される。

青花磁器　１９９は皿で内面に牡丹文を施文する。２００はＢ類の蓮子碗で外面に芭蕉文を描く。いずれも１６

世紀代の明青花磁器である。

色絵磁器　１９８は色絵磁器の小壷の破片と考えられる。外面に赤絵・緑釉で彩絵する。

ＳＤ５２０１０（図版７３）

　２０１は非ロクロ成形の京都系土師器皿である。Ａａ１�類に分類される。

ＳＤ５２０１２

　２０２は瓦質土器擂鉢である。口縁部は若干外方にひらく。体部内面に縦方向に７条１単位の擂目を施

し、さらにその上位に４条１単位の波状の擂目を施文する。Ｃａ２類に分類される。

ＳＤ５２０１５

　２０３は口縁部が上下に拡張して縁帯をもち、体部内面に７条１単位の擂目を施文する。備前焼�期相

当で１６世紀代の所産である。

ＳＤ５２０１９

　２０４は非ロクロ成形の京都系土師器皿である。Ａｂ１�類に分類される。

ＳＤ５２０２７

　２０５は非ロクロ成形の京都系土師器皿である。Ａａ１�類に分類される。また、２０６は体部が僅かに外反

する森田分類Ｅ�２群の白磁杯で、華南産白磁と考えられる。

２面土塁中（図版７３）

　２０７・２０８はいずれも施釉陶器皿である。体部は内彎し、口縁部は僅かに外方にひらき、内外面とも灰

釉を施す。�類に分類される。瀬戸・美濃系灰釉陶器皿で、いずれも大窯�期のもので、１６世紀前半代

に比定される。

２面まで包含層中（図版７３、７４）

土師器皿　２０９～２２４は非ロクロ成形の京都系土師器皿で、Ａａ１�類（２０９）、Ａａ２�類（２１０・２１１・２１２・

２１３・２１５）、Ａｂ１�類（２１４）、Ａａ１�類（２１６・２１９・２２２）、Ａｂ１�類（２２０）、Ａａ２�類（２２１）、Ａａ１�類

（２２３）、Ａａ１�類（２２４）に分類される。

瓦質土器　２２５は壷の蓋である。円盤状でかえりは短く直立する。上面中央につまみの貼り付け痕が残

る。２２６は体部が内彎し、口縁部は短く直立する壷である。焼成は堅緻である。
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　２２７～２２９は擂鉢である。２２７は体部が直線的に外上方に延び、口縁部内面に凹部をもつもので、越前

焼擂鉢を模倣したものである。２２９は体部が大きく内彎するもので、内面に５条１単位の擂目を施文す

る。２２８は形態は２２７に類似するが、内面に擂目を施文しないこね鉢である。２２７はＡａ類、２２８はＡｂ１類、

２２９はＥａ２類に分類され、いずれも１６世紀代の産品である。

施釉陶器　２３１は内外面に灰釉を施釉する肥前系唐津皿で１７世紀前半代に比定される。２３２は低い脚をも

ち、内外面に灰釉を施釉する瀬戸・美濃系灰釉陶器香炉である。大窯�期の製品で、１６世紀前半に比定

される。

　２３３・２３４は口縁部が備前焼の擂鉢状に肥厚し、内面に褐釉を施釉する鉢である。華南産の褐釉陶器と

考えられ、１６世紀代に比定される。

青磁　２３５～２３８は碗である。口縁部が残存する２３５～２３９はいずれも剣頭と身の一致しない線描きの蓮弁

文を外面に施文する。�Ｂ２類に分類される龍泉窯系細蓮弁文碗で、１６世紀代の所産である。２３８は碗も

しくは鉢の底部片で、器壁は非常に厚い。２３９は口縁端部を内外方向に引き出す香炉である。いずれも

龍泉窯系青磁である。

白磁　２４０～２４６・２４９は皿である。口縁部の残るもの（２４０～２４４）はいずれも口縁部が外方にひらく森田

分類Ｅ－２群相当の端反皿である。華南産白磁で１６世紀代に比定される。２４５は端反皿の底部と考えら

れる。また、２４９も華南産白磁であるが、底部の形態から１４世紀代の皿と考えられる。２４７・２４８はいずれ

も底部内面の釉を輪状に釉ハギする輪禿げの小碗で、小碗Ｂ類に分類される。１６世紀代の華南産白磁と

考えられる。

青花磁器　２５０・２５５は皿である。２５０は外面に牡丹唐草文、２５５は内面に牡丹文を描く。いずれも１６世紀

代の明青花磁器である。２５１・２５６～２５７は碗である。２５１は�類の端反碗で、外面に草花文を描く。２５６

はＡ類の饅頭心碗で内面に草花文を、２５７はＣ類の碗で高台裏に「大明年製」銘をそれぞれ描く。いずれ

も１６世紀代の景徳鎮窯の製品である。また、２５２は色絵磁器の碗、２５４は�類の杯である。

２面焼土層中（図版７４）

土師器皿　２５８～２６０は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａａ１�類（２５８）、Ａａ２�類（２５９）、Ａａ１�類（２６０）

に分けられる。

施釉陶器　２６２は口縁部が僅かに外方にひらく天目茶碗である。瀬戸・美濃系の大窯�期の製品で１６世紀

前半代のものである。

白磁　２６１・２６３は華南産の森田分類Ｅ－２群相当の端反皿である。１６世紀代に比定される。

青花磁器　２６４は�Ｂ類に分類される端反皿である。外面に宝相華文を描く。１６世紀代の製品である。

青磁　２６５は龍泉窯系青磁碗の底部を打ち欠いて作った面子である。

２＋１面層中（図版７４）

土師器皿　２６６～２７３は非ロクロ成形の京都系土師器である。Ａａ１�類（２６６・２６７）、Ａａ２�類（２６８）、

Ａｂ２�類（２６９）に分類される。

青花磁器　２７４はＣ類の碗底部である。外面に竹葉文、底部内面に「壽」を描く。１６世紀代の製品である。
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２面整地層中（図版７４）

無釉陶器　２７５は徳利である。体部は大きく内彎する。備前焼�期相当で、１６世紀代の製品であろう。

施釉陶器　２７６は体部が直線的に外上方に延び、口縁部は僅かに外方にひらく瀬戸・美濃系天目茶椀であ

る。大窯�期の製品と考えられ、１６世紀後半代に比定される。

青花磁器　２７７は体部内外面を型打ちで花弁状に成形する�Ｂ類の皿である。内面に牡丹唐草文を施文

する。２７８はＡ類の饅頭心碗で、底部内面に人物文、底部外面には「富貴長春」銘を描く。

３面遺構面中（図版７５）

ＳＫ５３００１

土師器皿　２７９～２８１は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａａ２�類（２８０）、Ａｂ１�類（２７９・２８１）に分類

される。

瓦質土器　２８２は口縁部が短く直立する�類の火鉢である。ナデとミガキによって器面を平滑に仕上げる。

ＳＫ５３００２

土師器皿　２８３はＡａ２�類に分類される非ロクロ成形の京都系土師器である。

ＳＫ５３００３

青花磁器　２８４はＢ類の蓮子碗である。外面に芭蕉文、内面に草花文を描く。１６世紀代の景徳鎮民窯の

製品である。

ＳＤ５３００１・ＳＤ５３０１２

土師器皿　２８５～２８７は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａｂ１�類（２８５）、Ａａ２�類（２８６）、Ａａ２�類

（２８７）に分類される。

無釉陶器　２８８は口縁部が上下に拡張して縁帯をつくり、口縁部外面に凹線が２条巡る擂鉢である。備

前焼�期相当で１６世紀代に比定される。２８９は体部が大きく内彎し、口縁部は外方にひらく甕である。越

前焼�期相当で、１６世紀代に比定される。

施釉陶器　２９０は体部内面に青海波状の当具痕が残る徳利である。外面に灰釉を施釉し黄灰色に発色す

る。李朝陶器と考えられる。

ＳＤ５３００２　

　２９１は�Ｂ類の蓮子碗で外面には葡萄文を描く。１６世紀代の所産である。

第３面までの整地層中（図版７６～７８）

土師器　２９２は器壁が厚く、内面に附着物が見られる。坩堝片の可能性が高い。

　２９３～３０９は非ロクロ成形の京都系土師器皿で、Ａｂ１�類（２９４・２９５・２９７・２９８）、Ａａ１�類（２９３・２９６）、

Ａａ１�類（２９９）、Ａａ１�類（３００・３０１・３０２）、Ａｂ１�類（３０３・３０４・３０５・３０６）、Ａａ１�類（３０７・３０８）、

Ａａ１�類（３０９）に分類される。２９３は底部に錐状工具による穿孔が２ヶ所見られる。

瓦質土器　３１０は壷である。体部は内彎し、口縁端部は尖り気味に収める。色調は暗灰色を呈する。

　３１１は�類の桶形容器で体部は直立し、外面に箍を模した凸帯が巡る。器面は平滑に仕上げる。

　３１２～３１７は擂鉢である。３１２は内面に波状と縦方向の２種類の擂目を施す。体部は直線的に延びる。

Ｃａ２類に分類される。また、同様の成形を行う瓦質擂鉢は、口縁部の残る３１３・３１４はＡｂ類に、３１６・３１７

はＣａ１類にそれぞれ分類される。
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無釉陶器　３１８～３２０は越前焼擂鉢である。口縁部の形態から３１８はＢ２類、３１９はＣ１類に、３２０はＢ１類にそ

れぞれ分類される。いずれも１６世紀代の製品である。

　３２２は体部が内傾し、口縁部は上下に拡張し、外方にひらく甕である。口縁部外面には凹線が１条巡る。

備前焼�期の製品で１６世紀代に比定される。３２３は甕の底部である。外面には縦方向のヘラケズリ痕が

見られる。胎土・成形技法の特徴から備前焼と考えられる。

施釉陶器　３２１は口縁部が玉縁状に肥厚し、外面に褐釉を施釉する壷である。華南産の褐釉壷と考えら

れ、１６世紀代に比定される。３２４は灰釉陶器皿である。口縁部内面に浅い沈線が３条巡る。龍泉窯系青

磁皿を模倣したもので、瀬戸・美濃系の製品である。３２５は内外面とも白濁釉を施す碗で器面には虫喰い、

貫入が目立つ。産地は不明である。３２６は瀬戸・美濃系天目茶椀の底部である。３２７は底部内面に印花で

簡易な花弁文を施文する灰釉皿である。大窯期の瀬戸・美濃系の灰釉陶器皿で、�Ａ２類に分類され、１６

世紀代に比定される。

青磁　３２８は青磁輪花皿である。水挽きロクロ成形の後、型打ちで体部を花弁状に成形する。口縁端部

には鉄釉を施釉する。３２９・３３０は碗である。３２９の外面には線描きの細蓮弁を施文する。�Ｂ２類に分類

される。３３０は�Ａ類に分類される無文碗である。３３１は香炉で内面は露胎である。いずれも龍泉窯系青

磁である。

白磁　３３２～３３５は口縁部が外方にひらく森田分類Ｅ�２群相当の端反皿である。華南産白磁で１６世紀代

に比定される。３３６は体部が直線的に外上方に延びる杯である。３３７は器壁が非常に薄い杯である。いず

れも１６世紀代の華南産白磁であろう。

青花磁器　３３８は口縁部が外方にひらく�類の杯である。外面には牡丹文を描く。３３９～３４１はＣ類碗の

底部である。３４１は内面に霊芝文を描く。いずれも１６世紀代の明青花磁器である。

３面整地土層中（図版７８）

土師器皿　３４２～３５４は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ｂ�類（３４２）、Ａａ１�類（３４４）、Ａａ２�類（３４５・

３４７・３４８・３５０）、Ａｂ１�類（３４６・３４９・３５１）、Ａｂ１�類（３５２・３５３）、Ａｂ２�類（３５４）に分類される。

　３５５は体部を内側に折り曲げて成形した耳皿である。底部内面に赤色顔料が附着しており、紅皿とし

て使用された可能性が高い。

施釉陶器　３５６は口縁部が外方にひらく瀬戸・美濃系灰釉陶器皿である。大窯�期の製品と考えられ、

１６世紀前半代の製品である。�Ａ１類に分類される。３５７は口縁部をそのまま上方に引き上げる灰釉丸椀

である。大窯期のもので、１６世紀代の製品である。

青磁　３５８は口縁部をそのまま上方に引き上げ、内外面とも施文しない�Ａ類の龍泉窯系青磁無文碗で

ある。

青花磁器　３５９～３６１は碗である。口縁部が外方にひらく�類の端反碗（３５９）と、口縁部をそのまま上方

に引き上げ、底部が下方に突出する�Ｂ類の蓮子碗（３６０・３６１）とがある。いずれも１６世紀代の明青花

磁器である。

３＋１面包含層（図版７８～７９）

土師器皿　３６２～３８４は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａａ１�類（３６２・３６３・３６８）、Ａｂ１�類（３６４・

３６５・３６６）、Ａａ２�類（３６７・３６９）、Ａａ１�類（３７０・３７１・３７５）、Ａｂ１�類（３７２）、Ａｂ２�類（３７３・３７４）、
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Ａａ２�類（３７６）、Ａｂ１�類（３７７・３７８・３７９）、Ａｂ１�類（３８０・３８１・３８２・３８４）、Ａａ１�類（３８３）に分

類される。

瓦質土器　３８５は擂鉢である。口縁端部を僅かに外方につまみ出し、内面には７条１単位の櫛描きの擂

目を施文する。Ｂａ類に分類され、１６世紀代の製品である。３８６は擂鉢の底部片で内面に擂目が僅かに残

る。

無釉陶器　３８７は備前焼�期の擂鉢で口縁部外面に凹線が２条巡る。１６世紀代の所産である。

施釉陶器　３８８は肩が大きく張り、口縁部下に横耳を４箇所貼り付け、外面に褐釉を施釉する褐釉四耳壷

である。胎土・形態の特徴から華南産のいわゆる呂宋壷と考えられ、１６世紀代に位置づけられる。

　３８９は天目茶椀である。内反り高台をもち、口縁部は屈曲して僅かに外方にひらく。大窯�期相当の

瀬戸・美濃系の製品で、１６世紀後半代の製品である。

青磁　３９０～３９３は龍泉窯系青磁である。３９０は�Ａ類の輪花皿である。体部内面に浅い沈線を波状に描

き、ヘラ状工具でくずれた草花文を施文する。１６世紀代の所産である。３９１～３９３は碗である。３９１は底

部内面に「壽□」銘を印花で施文する。１５世紀代の製品である。３９２は外面に剣頭と身が不一致の線描

きの蓮弁文を施文する�Ｂ２類の細蓮弁文碗である。１６世紀代に比定される。３９３は器面に細かい貫入が

見られ、畳付の釉はかきとる。

青花磁器　３９４は器壁が非常に薄く、口縁部は若干外方にひらく皿である。外面には草花文を描く。１６

世紀代の明青花磁器である。

ＳＤ５４００１（図版７９）

土師器皿　３９５は非ロクロ成形であるが、口縁部が直立する、京都系土師器の範疇には入らないタイプで

ある。Ｂ�類に分類される。３９６～４１９は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａａ２�類（３９６・３９７・３９８・

３９９・４００）、Ａａ１�類（４０２・４０３、４０４、４０５）、Ａｂ１�類（４０６）、Ａｂ１�類（４０７）、Ａａ１�類（４０８・４０９）、

Ａｂ２�類（４１０）、Ａｂ１�類（４１１・４１４・４１５）、Ａａ２�類（４１２）、Ａｂ２�類（４１３・４１６）、Ａｂ１�類（４１７）、

Ａａ１�類（４１８）、Ａａ１�類（４１９）に分類される。

土錘　４２０～４２６は土錘である。いずれも棒状のものに粘土を巻きつけて成形し、円柱状を呈する。

瓦質土器　４２７は鉢である。口縁部内面に沈線が１条巡る。外面は縦方向、内面は斜め横方向のミガキ

調整を施す。Ｂｃ１類に分類される。４２８～４３１は擂鉢である。口縁部の形態から４２８はＣａ２類に、４２９はＡｂ

類に、４３１はＣａ１類に分類される。いずれも１６世紀代に比定される。

無釉陶器　４３２は擂鉢である。体部は直線的に外上方に延び、口縁部内面に凹線が１条巡る。内面には

９条１単位の櫛描きの擂目を施文する。越前焼擂鉢でＢ１類に分類され、１６世紀代に比定される。

施釉陶器　４３３は瀬戸・美濃系天目茶椀である。大窯期の製品で１６世紀代に比定される。４３４は口縁部が外

方にひらき、底部内面に印花で菊花文を施文する�Ａ２類の灰釉皿である。大窯期の瀬戸・美濃系灰釉陶

器皿で１６世紀代の製品である。

青花磁器　４３５は碁笥底の�Ａ類の皿である。内面には蘇鉄を描き、底部外面は蛇の目状に釉ハギする。

４３６はＣ類、４３７は�Ｃ類の碗である。４３６は外面に芭蕉文、４３７は唐草文を描く。いずれも粗製の明青花磁

器で１６世紀代に比定される。

ＳＤ５４００２

土師器皿　４３８～４４２は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａａ１�類（４３８・４３９・４４０）、Ａａ１�類（４４１）、

Ａｂ１�類（４４２）に分類される。
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無釉陶器　４４３は体部が直線的に外上方に延び、口縁部内面に凹線が１条巡る擂鉢である。１６世紀代の

越前焼で、Ｂ１類に分類される。

白磁　４４４は体部が内彎気味に外上方に延びる皿である。森田分類Ｅ－１群相当で、１６世紀代の華南産白

磁である。

青花磁器　４４５～４４７は碗である。４４５・４４７はいずれも底部外面に「福」の銘文をもつ。４４５は�Ａ類の

饅頭心碗に、４４７は�Ｃ類にそれぞれ分類される。４４６は�類の碗で外面に水龍と唐草文を描く。４４５・

４４６は１６世紀代、４４７は１６世紀後半～１７世紀初頭の時期が考えられる。

ＳＤ５４００３

土師器皿　４４８は非ロクロ成形の京都系土師器である。Ａｂ２�類に分類される。

土製品　４４９は土鈴である。型作り成形で中央部に接合痕が残る。彩色は全て剥落する。

ＳＤ５４００４

土師器皿　４５０～４８４は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａａ１�類（４５０・４５１・４５４・４５５・４５６・４５７・

４５８・４５９）、Ａａ２�類（４５２・４６０・４６１）、Ａａ１�類（４５３・４６２・４６３）、Ａｂ２�類（４６５）、Ａｂ１�類（４６６・

４６９・４７１）、Ａｂ２�類（４６８・４７０・４７２）、Ａｂ１�類（４６９・４７３・４７４・４７７・４７８・４７９・４８２）、Ａｂ２�類

（４７５）、Ａａ１�類（４７６・４８０・４８１）に分類される。４８３・４８４にはヘラ状工具痕が残る。

施釉陶器　４８５は灰釉陶器椀で、器面には細かい貫入が見られる。大窯期の瀬戸・美濃系灰釉陶器丸椀

で、１６世紀代の産品である。

青磁　４８６は�Ａ類の無文碗である。口縁部に１ヶ所飛び青磁風に鉄釉を施す。

白磁　４８７は内外面とも透明釉を施し、灰白色に発色する。外面の体部下半以下は露胎である。華南産

白磁皿と考えられる。

４面　集石部（図版８１）　

土師器皿　４８８から４９２は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａｂ１�類（４８８）、Ａａ２�類（４８９）、Ａｂ２�類

（４９０）、Ａｂ１�類（４９１）、Ａａ１�類（４９２）に分類される。

施釉陶器　４９３は底部内面に印花で菊花文を施文する�Ａ類の瀬戸・美濃系灰釉陶器皿である。大窯期

の製品で、１６世紀代に位置づけられる。

４面までの整地土層中（図版８１～８４）

土師器皿　４９４～４９６は体部が直立する深めの皿で、いずれも非ロクロ成形である。Ｂ�類に分類される。

　４９７～５４４は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａｂ１�類（４９８・５０３・５０５・５０７・５１４）、Ａａ１�類（４９９・

５００・５０１・５０２・５０４・５０６・５０９・５１０・５１１・５１２・５１３・５１７）、Ａｂ２�類（５０８・５１５）、Ａａ２�類（５１６）、

Ａａ１�類（５１８・５２１）、Ａｂ１�類（５１９・５２０・５２３）、Ａｂ２�類（５２２）、Ａａ２�類（５２５・５２７）、Ａｂ１�類

（５２６・５２９・５３０・５３３）、 Ａｂ２�類（５２８・５３２）、 Ａｂ１�類（５３４・５３５・５３６・５３７・５４２）、 Ａｂ２�類

（５３８・５３９）、Ａａ１�類（５４０）、Ａａ２�類（５４１）、Ａｂ２�類（５４３）、Ａｂ１�類（５４４）に分類される。

土師器壺　５４６は体部が内彎し、口縁部は短く直立する壺である。焼成は堅緻でにぶい黄橙色を呈する。

土製品　５４７は土錘である。棒状のものに粘土を巻き付けて成形する。色調はオリーブ黒色を呈する。

５４８は鞴の羽口である。外面は灰色、内面はにぶい橙色を呈する。

瓦質土器　５４５は�類の蓋である。体部は扁平で上面の中央に切頭円錐状の短いつまみを貼り付ける。
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壷の蓋であろう。５４９は燭台である。脚部は短く直立し、皿部は器壁が厚く、緩やかに外上方に延びる。

脚部を貫いて穿孔が見られる。釘穴と考えられる。５５０は火鉢もしくは火消し壺の底部である。内面に

指頭圧痕が顕著に見られる。５５１は�類の桶状容器で体部の最下部に箍を模した凸帯が１条巡る。火消

し壷と考えられる。５５２は火舎香炉の脚部と考えられる。ヘラ状工具で成形される。５５３・５５４はいずれ

も扁平な把手をもつ�類の火鉢である。低い高台をもち、体部は大きく内彎する。内外面とも横方向の

ミガキを加え、器面を平滑に仕上げる。

　５５５から５６１は擂鉢である。いずれも体部が直線的に外上方に延びる。口縁部の形態から、Ａｂ類（５５５）、

Ｂａ類（５５９）、Ｂｂ類（５５６・５５７・５５８・５６０）、Ｃａ１類（５６１）に分類される。

　５６２は瓦磚の破片と考えられ、外面にはケズリ調整が見られる。

無釉陶器　５６４・５６５はいずれも口縁部が断面楕円形状に肥厚する甕である。いずれも備前焼�期相当で、

１５世紀代に比定される。

施釉陶器　５６３は体部が内彎し、口縁部は断面長方形状に肥厚する鉢である。体部の内面以下に褐釉を

施釉し褐灰色に発色する。華南産の褐釉陶器と考えられ、１６世紀代に比定される。

　５６６～５７６は灰釉陶器皿である。いずれも大窯期の瀬戸・美濃系灰釉陶器皿で１６世紀代に比定される。

口縁部の形態から、口縁部をそのまま上方に引き上げる�類（５７４）、口縁部が外方にひらく�類（５６６～

５７１）、口縁部が僅かに外方にひらく�類（５７２・５７５・５７６）、口縁部を波状に成形する�類のいわゆるひ

だ皿（５７３）、に大別される。また、５６９は底部内面に施文しない�Ａ１類に、５６６・５６８・５７０は底部内面に

印花で菊花文を施文する�Ａ２類に細分される。

　５７７は口縁部が若干外方にひらく天目茶碗である。大窯期の瀬戸・美濃系の製品で１６世紀代の製品であ

る。

　５７８は龍泉窯系青磁細蓮弁文碗を模倣した瀬戸・美濃系灰釉陶器椀である。色調は淡黄緑色を呈する。

　５７９は三彩の鳥形水滴である。型作り成形で、緑釉をベースに黄釉、褐釉で彩色する。華南三彩と考え

られる。

青磁　５８０は体部外面に線描きの粗雑な細蓮弁文を施文する�Ｂ２類の碗である。龍泉窯系青磁細蓮弁文

碗で１６世紀代の所産である。

白磁　５８１～５８６は皿（５８１・５８２・５８４～５８６）及び杯（５８３）である。いずれも華南産白磁と考えられる。

口縁部まで残存するものは、森田分類の皿Ｅ－１群（５８２）、Ｅ�２群（５８４・５８５・５８６）、杯Ｅ�２群（５８３）

に分類される。

　５８７は碗の底部である。底部の器壁は比較的厚く、内面に線描きの草花文を描く。華南産白磁と考え

られ、森田分類碗Ｂ群に相当する可能性が高い。１４世紀代に比定される。

青花磁器　５８８・５８９は皿である。５８８は碁笥底で外面に鋸歯文を描き、底部外面の釉は蛇の目状に釉ハギ

する。５８９は口縁部が外方に大きくひらく�Ｂ類の皿で、外面に牡丹唐草文を施文する。いずれも１６世紀

代の明青花磁器である。

　５９０～５９３は碗である。口縁部が残るものはいずれも口縁部が直口する�類碗で、底部まで残る５９３は

�Ｂ類の蓮子碗に細分される。外面には人物文（５９１）、草花文（５９２・５９３）などを描く。いずれも１６世

紀代の明青花磁器である。
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４面焼土層中（図版８４）

土師器皿　５９４～５９６は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａｂ２�類（５９５）、Ａｂ１�類（５９４）、Ａａ１�類

（５９６）に分類される。

白磁　５９７は口縁部が僅かに外方にひらく小碗Ｂ類で、底部内面は輪状に釉ハギする。華南産白磁と考え

られる。

４面土壌層中（図版８４、８５）

土師器皿　５９８～６１５は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａａ１�類（５９８・６０１・６０２）、Ａｂ２�類（５９９・

６００）、Ａｂ２�類（６０３）、Ａｂ１�類（６０４・６０５・６０６・６０７）、Ａｂ２�類（６０８）、Ａｂ１�類（６０９・６１１）、Ａ

ｂ２�類（６１２）、Ａｂ１�類（６１３）、Ａｂ１�類（６１４）、Ａｂ２�類（６１５）に分類される。

施釉陶器　６１６は口縁部が外方にひらく�類の瀬戸・美濃系灰釉陶器皿である。大窯期の製品で１６世紀

代の所産である。

青磁　６１７は外面に縦方向の櫛描き文を施文する蓋である。龍泉窯系青磁で、酒会壷の蓋と考えられる。

青花磁器　６１８～６２１はいずれも皿である。碁笥底で口縁部が直口する�Ａ類（６１８）と輪高台をもち、口

縁部が外方にひらく�Ｂ類（６１９～６２１）に分類される。外面の文様には無文（６１８）、草花文（６１９）、牡

丹唐草文（６２０）、蓮弁文（６２１）などがある。いずれも１６世紀代の明青花磁器である。

４＋１面までの包含層中（図版８５）

土師器皿　６２２は非ロクロ成形の京都系土師器である。Ａｂ２�類に分類される。

青花磁器　６２３は口縁部が外方にひらく碗片である。

ＳＤ５００１

土師器皿　６２４～６３１は非ロクロ成形の京都系土師器で、Ａａ１�類（６２４・６２７）、Ａｂ１�類（６２５）、Ａｂ２�

類（６２６）、Ａｂ２�類（６２８）、Ａｂ１�類（６２９）、Ａｂ１�類（６３０）、Ａｂ１�類（６３１）に分類される。

瓦質土器　６３２は擂鉢である。平底で体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は若干外方に引き出す。

内面に６条１単位の櫛描きの擂目を施文する。Ｂｂ類に分類される。

青花磁器　６３３は口縁部が外方にひらく皿片、６３４は口縁部が直口する碗片、６３５は�類の杯の破片であ

る。６３５の外面には馬が描かれる。

ＳＤ５５００２

土師器皿　６３６～６３８は非ロクロ成形の京都系土師器である。Ａａ１�類（６３６）、Ａｂ１�類（６３７）、Ａｂ１�

類（６３８）に分類される。

施釉陶器　６３９は高台裏にツクの痕跡の残る瀬戸・美濃系灰釉陶器丸椀である。大窯期の製品で、１６世紀

代に比定される。

９５�５面土塁部下（図版８５）

土師器皿　６４０・６４１は非ロクロ成形の京都系土師器である。Ａｂ１�類（６４０）、Ａａ１�類（６４１）に分類さ

れる。
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根太内（図版８５）

土師器皿　６４２は非ロクロ成形の京都系土師器皿である。

施釉陶器　６４３は口縁部が外方にひらき、底部外面に輪トチン跡が残る�Ｂ１類の灰釉陶器皿である。大

窯�期の瀬戸・美濃系灰釉陶器皿で、１６世紀前半代の製品と考えられる。

ＳＫ５５００２（図版８５）

土師器皿　６４４・６４５は非ロクロ成形の京都系土師器である。いずれもＡａ１�類に分類される。

青花磁器　６４６は口縁部が大きく外方にひらき、外面に牡丹唐草文を描く�類の皿である。１６世紀代の明

青花磁器である。

９５�５面包含層（図版８５～８８）

土師器　６４７～６９０は土師器皿である。これらは、いずれも非ロクロ成形で体部が直立するＢ�類（６４７・

６４８）、Ｂ�類（６４９）の在地系皿と体部が直線的に外上方に延びる京都系土師器皿に大別される。京都系

土師器皿は、Ａｂ１�類（６５０・６５２・６５３・６５６・６５７・６５９・６６０・６６１・６６２）、Ａａ１�類（６５１・６５４・６５５・

６５８）、Ａａ１�類（６６３・６６５）、Ａｂ１�類（６６４・６６６）、Ａｂ２�類（６６７）、Ａｂ１�類（６６８・６６９・６７２）、Ａｂ２�類

（６７０・６７３）、Ａｂ１�類（６７４・６７５・６７６・６７７・６７９・６８１・６８２・６８５）、Ａｂ２�類（６８４）、Ａｂ２�類（６８６・

６８９）、Ａｂ１�類（６８７・６８８・６９０）に分類される。６９３は脚付皿、６９４は小壷である。

瓦質土器　瓦質土器には蓋（６９１・６９２）、桶形容器（６９５）、火舎香炉蓋（６９６）・身（６９７・６９８）、こね

鉢（６９９）、擂鉢（７００～７０７）がある。

蓋　６９１・６９２は蓋である。６９１は�類、６９２は�類にそれぞれ分類される。

桶形容器　６９５は平底で、体部は直立、口縁部は短く内傾する。体部外面の上・中・下位に箍を意識した

小さい凸帯が１条巡る。�類に分類される。

火舎香炉　６９６は釣鐘形をした�類の火舎香炉の蓋である。体部中央に透かしが見られる。６９７は高い高

台をもち、体部は僅かに内彎して短く直上に延び、口縁部は内傾する。内面には被熱の痕跡が残る。６９６

とセットと考えられる。�類に分類される。６９８も同様の�類の底部と考えられる。

捏鉢　６９９は体部が直線的に斜め上方に延び、口縁部は直口する。内外面とも横方向のミガキ調整を加

える。Ａｂ１類に分類される。

擂鉢　擂鉢は、Ｂｂ類（７００）、Ｂａ類（７０２）、Ｃａ１類（７０３～７０６）、Ｄｂ１類（７０１・７０７）に分類される。い

ずれも、１６世紀代に比定される。

無釉陶器　７０８～７１０は擂鉢である。いずれも体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は尖り気味におさ

める。いずれも越前焼で、Ａ類に分類される。１６世紀前半代の製品である。

施釉陶器　７１１～７１３は低い輪高台をもち口縁部が外方にひらく施釉陶器の皿で、大窯�期の瀬戸・美濃

系灰釉陶器皿である。７１１は�Ｂ２類に、７１２は�Ａ１類に、７１３は�類にそれぞれ分類される。

　７１４～７２０は椀である。７１４～７１７は瀬戸・美濃系の灰釉丸椀で、７１５～７１７には縦方向に櫛描き施文が見

られる。７１８は外面に線描きの蓮弁文を施す。同時期の龍泉窯系青磁細蓮弁文を模倣したものである。

７１９・７２０は灰釉丸椀片である。いずれも大窯�期及び�期の瀬戸・美濃系の製品で１６世紀前半代に比定

される。

　７２１は椀で内外面とも透明釉を施し、白濁色に発色する。底部内面に砂目跡が４箇所見られる。朝鮮
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製陶器の可能性が高い。７２８は外面に簡略化された線描きの蓮弁文を描く。龍泉窯系青磁細蓮弁文碗を

写した瀬戸・美濃系灰釉陶器椀である。

青磁　７２２～７２５は皿である。口縁部が直口する�類（７２２）と外方にひらく�類（７２３～７２５）がある。

７２２は畳付まで施釉し、高台裏は露胎である。１５世紀代の龍泉窯系青磁である。７２３は体部外面には彫り

の浅いヘラ彫りの広形連弁を施文し、釉は、７２２同様畳付まで施釉し、高台裏は露胎である。�Ｂ類に分

類される。１５世紀代の龍泉窯系青磁である。７２４・７２５は口縁部を輪花状に成形し、口縁部内面に沈線

（７２４）、波状の沈線を３条（７２５）施し、高台裏は露胎である。いずれも�Ａ類に分類される。１６世紀代

の龍泉窯系青磁である。

　７２６～７３６は碗である。口縁部が外方にひらく�類（７２７）と直口する�類（７２６・７２８・７２９・７３２・７３６）

に大別される。

　７２６は外面にヘラ描きでくずれた雷文帯を施文する�Ｃ類の碗である。７２７は内外面とも無文の無文碗

である。いずれも１６世紀代の龍泉窯系青磁である。７２９は外面に剣頭と身の一致した線描きの蓮弁文を

描く�Ｂ１類の細蓮弁文碗である。７３２は器面に灰被りの見られる�Ａ類の無文碗である。７３６は内面に

雷文帯と神獣文を印花で施文する�Ｄ類の碗であるが、文様は不鮮明である。いずれも龍泉窯系青磁で、

７２９・７３６は１５世紀代、その他は１６世紀代にそれぞれ比定される。７３１・７３３・７３４・７３５はいずれも底部内

面に印花文を施文する。文様はくずれた草花文（７３１・７３３・７３５）、花文（７３４）などがある。龍泉窯系青

磁で１５世紀代に比定される。

白磁　７３７・７３８は体部が直線的に外上方に延び、口縁部は僅かに外方にひらく小碗Ｂ類である。底部内

面は輪状に釉ハギする。１６世紀代の華南産白磁である。

青花磁器　７３９～７４３は皿である。いずれも口縁部は外方にひらく�類皿である。外面の文様は牡丹唐草

文（７３９・７４１）、草花文（７４０・７４３）、宝相華文（７４２）などがある。いずれも１６世紀代の明青花磁器であ

る。底部まで残る７３９・７４１・７４２は�Ｂ類に細分される。

　７４４～７４９は碗である。口縁部が直口する�類（７４４～７４７・７４９）と外方にひらく�類（７４８）がある。

外面の文様には芭蕉文（７４４・７４５）、草花文（７４６・７４７・７４９）、牡丹唐草文（７４８）などがある。底部ま

で残る７４４・７４５は�Ｂ類の蓮子碗に分類される。いずれも１６世紀代の明青花磁器である。

土製品　７５０は鞴の羽口片である。外面は被熱の影響でガラス質化する。色調はにぶい橙色を呈する。

９５�５面上層（図版８８）

土師器　７５１～７５３は非ロクロ成形の京都系土師器皿である。Ａａ１�類（７５１）、Ａａ１�類（７５２）、Ａｂ１�

類（７５３）に分類される。

無釉陶器　７５４は擂鉢である。口縁部内面に凹線が１条巡り、体部内面に６条１単位の擂目を櫛描きで

施文する。褐灰色を呈する。越前焼で、Ａ類に分類される。１６世紀代の製品である。

青花磁器　７５５は口縁部が外方にひらく�Ｂ類の皿である。外面には牡丹唐草文を施文する。１６世紀代の

明青花磁器である。

９５�５面下層（図版８８）

　７５６・７５７はいずれも施釉陶器皿である。７５６は低い輪高台、７５７は浅く削り出す内反り高台をそれぞれ

もつ。いずれも大窯期の瀬戸・美濃系灰釉陶器皿で１６世紀代の製品である。
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その他（図版８８）

施釉陶器　７５８・７５９・７６０は天目茶椀である。７５８は口縁部が僅かに外方にひらく。内外面とも鉄釉を施

釉し、ガラス質で暗茶褐色に発色する。７５９は低い輪高台を浅く削り出す。内面に鉄釉を施釉し、外面

の高台脇以下は露胎である。７６０は、形態は７５９と同形であるが、全面に鬼板を塗布する。いずれも１６世

紀代の瀬戸・美濃系天目茶椀である。７６１は口縁部が外方にひらく�Ａ２類の施釉陶器皿である。底部内

面に菊花文を印花で施文する。瀬戸・美濃系灰釉陶器皿で、大窯�期に位置づけられる。

白磁　７６２は小碗Ａ類である。体部は内彎気味にほぼ直上に延び、内外面とも透明釉を施釉し灰白色に

発色する。

青花磁器　７６３～７６５は碗である。７６３はＢ類の蓮子碗で、外面には芭蕉文を施文する。７６４・７６５は口縁

部が直口する�類碗である。７６４は外面にくずれた草花文を施文する。いずれも１６世紀代の明青花磁器

である。

９６�１面（図版８９）

青磁　７６６は体部が直立し、口縁部は水平に端面をもつ香炉である。外面に浅い凹線を施文する。龍泉

窯系青磁である。

青白磁　７６７は高台が蛇の目高台風に畳付の幅が広く、体部は内彎気味に外上方に立ち上がる杯である。

内外面に化粧土をハケ塗りした後、透明釉を施釉する。景徳鎮窯産の青白磁の可能性が高い。

白磁　７６８は皿である。内外面とも透明釉を施釉し、畳付の釉はかきとる。１６世紀代の華南産白磁であ

ろう。

青花磁器　７６９～７７１は碗である。外面に細かい草花文を描き口縁部が直口する�類（７６９）と外面に草

花文を描き口縁部が外方にひらく�類（７７１）がある。７７０は内面に草花文を描くＢ類の蓮子碗の底部片

である。

　７７２は鉢である。体部は内彎してほぼ直上に延びる。外面にはやや滲んだ釉で施文する。�州窯系の

製品と考えられる。いずれも１６世紀代の明青花磁器である。

９６�４面（図版８９）

瓦質土器　７７３は擂鉢である。体部内面に凹線１条・波状文４条・６条１単位の櫛描きの擂目を施文する。

Ｄｂ２類に分類される。

　７７４は�類の火鉢である。口縁部は短く直立し、端部は上面に水平に端面をもつ。口縁部内面にヘラ

ミガキ調整を施す。７７７は�類の火鉢片である。外面に巴文を印花で施文する。

無釉陶器　７７６は桶形容器の破片である。体部外面に箍を模した凸帯が１条巡る。胡麻状の灰被りが見

られ、色調は暗赤褐色に発色する。備前焼で、建水として用いられたものと考えられる。

　７７８は擂鉢である。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は尖り気味に収める。内面に９条１単位

の櫛描きの擂目を施文する。越前焼擂鉢で、Ｃ２類に分類される。

　７７９は壷である。頸部は短く直立し、口縁部は玉縁状に僅かに肥厚する。色調は暗赤褐色を呈する。

備前焼と考えられる。７８０は甕である。体部は内傾、頸部はほぼ直立して、口縁部は断面楕円形状に肥厚

する。備前焼�期相当で、１５世紀代の製品である。
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ＳＤ６５００１（図版８９）

瓦質土器　７８１は擂鉢である。口縁部は若干外方にひらき、端部は玉縁状に肥厚する。体部内面に８条

１単位の擂目を櫛描き施文する。Ｃａ１類に分類される。１６世紀代の製品である。

施釉陶器　７８２・７８３はいずれも瀬戸・美濃系陶器の天目茶椀である。色調はガラス質の強い極暗赤褐色

に発色する。瀬戸・美濃系大窯�・�期の製品で１６世紀前半代に位置づけられる。

青花磁器　７８４・７８５・７８７は碗である。口縁部が若干外方にひらく�類（７８４）、体部が内彎し、口縁部が

直口する�類（７８５）、体部が直線的に外上方に延び、口縁部が直口する�類（７８７）がある。７８６は�Ａ

類の皿である。碁笥底で、外面には芭蕉文を描く。

ＳＤ６６００１（図版９０）

瓦質土器　７８８は�類の火鉢である。体部は直立し、体部外面には印花で巴文を連続して施文する。７８９

は体部が僅かに内彎気味に外上方に延びるＡａ２類の鉢である。色調は暗灰色を呈する。

無釉陶器　７９０・７９２は口縁部が上下に拡張し、縁帯を形成する擂鉢である。９２２の口縁部外面には凹線

が３条巡る。７９０は備前焼�期相当、７９２は�期相当で、それぞれ１５世紀代、１６世紀代に比定される。

７９１は体部が直線的に斜め上方に延び、口縁端部は尖る。口縁部内面は僅かに窪み、体部内面に１２条１

単位の擂目を櫛描き施文する。越前焼擂鉢で、Ｃ２類に分類される。１６世紀代に比定される。

施釉陶器　７９３は碁笥底で、高台裏にト巾が残る皿である。内外面とも灰釉を施釉し、やや青味を帯びた

灰白色に発色する。高台脇以下は露胎である。朝鮮製陶器の可能性がある。

青磁　７９４は碗である。内外面とも青磁釉を施釉し、畳付、高台裏は露胎である。�Ａ１類に分類される。

龍泉窯系青磁無文碗で１３世紀代に比定される。

白磁　７９５・７９６は皿である。口縁部は大きく外方にひらく。森田分類皿Ｅ�２群相当で、いずれも１６世

紀代の華南産白磁である。

青花磁器　７９７・７９８は碗である。いずれも口縁部が直口する�類碗で、７９７は外面に雷文帯、７９８は外面

に牡丹文をそれぞれ描く。底部まで残る７９８は�Ａ類の饅頭心碗に分類される。いずれも１６世紀代の明

青花磁器である。

ＳＤ６７００１（図版９０、９２）

土師器皿　７９９～８３４は非ロクロ成形の京都系土師器である。Ａａ１�類（７９９・８００・８０１・８０２・８０７・

８０９・８１０・８１１・８１２・８１３・８１４・８１５・８１６・８１７・８１８・８２０・８２２・８２３・８２４）、 Ａｂ１�類（８０３・８０４・

８０５・８０６・８０８・８２１）、Ａａ２�類（８１９）、Ａａ１�類（８２５・８２６・８２９）、Ａａ２�類（８２７）、Ａｂ１�類（８２８）、

Ａａ１�類（８３０・８３２・８３３）、Ａｂ２�類（８３１）、Ａａ１�類（８３４）に分類される。

瓦質土器　８３５は擂鉢である。体部は直線的に斜め上方に延び、体部内面に６条１単位の櫛描きの擂目

を施文する。Ａａ類に分類され、１６世紀代に位置づけられる。８３６は�類の火鉢である。体部は大きく内

彎し、外面に扁平な把手を貼り付ける。内外面とも丁寧なナデ調整を加える。８３７は瓦磚の破片である。

灰色を呈し、器面には板ナデ調整が見られる。

無釉陶器　８３８は越前焼の擂鉢である。体部は直線的に外上方に延び、口縁部内面に１０～１２条１単位の

擂目を施文する。Ｂ１類に分類される。１６世紀代の製品である。

施釉陶器　８３９は天目茶椀である。内外面とも鉄釉を施釉するが、外面の高台脇以下は未施釉で、鬼板を
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塗布する。美濃焼窖窯期の製品で１５世紀代に比定される。８４０は天目茶碗の底部である。削りだしの浅

い内反り高台で、外面には鬼板を塗布する。瀬戸・美濃系の大窯期の製品である。８４１は四耳壷の破片

と考えられる。内面は部分的に褐釉を、外面には全面に褐釉を施釉する。１６世紀代の華南産の褐釉四耳

壷と考えられる。

白磁　８４２は口縁部が外方にひらく皿である。内外面とも透明釉を施釉するが、高台裏は露胎で橙色に

発色する。森田分類皿Ｅ－２群相当で、１６世紀代の華南産白磁である。

青花磁器　８４３は杯である。外面には草花文・内面には界線２条のみ施文する。８４４～８４６は碗である。

８４４は「富貴長春」銘を、８４５は底部内面に唐人文をそれぞれ描く。Ｃ類に分類される。８４６は口縁部が

直口する�類碗で、外面には唐草文を描く。いずれも１６世紀代の明青花磁器である。

ＳＤ６７００２（図版９１）

青磁　８４７は碗である。外面に剣頭と身が一致しない線描き蓮弁文を描く、�Ｂ２類の龍泉窯系青磁細蓮

弁文碗である。１６世紀代に比定される。

白磁　８４８は杯である。体部は外反し、内外面とも透明釉を施釉し、灰白色に発色する。底部内面は輪

状に釉ハギする。１６世紀代の華南産白磁である。

ＳＤ６８００１（図版９１）

土師器　８４９～８６１は非ロクロ成形の京都系土師器皿である。Ａａ１�類（８４９・８５０・８５２）、Ａｂ１�類

（８５１・８５３）、Ａａ２�類（８５４）、Ａｂ１�類（８５７）、Ａａ１�類（８５５・８５６・８５８）、Ａａ１�類（８５９・８６１）

に分類される。

無釉陶器　８６３は擂鉢である。口縁部内面に凹線が１条巡る。体部内面には１０条１単位の擂目を櫛描き

で施文する。越前焼でＢ１類に分類され、１６世紀代に比定される。

青磁　８６４は碗である。器壁は比較的薄く、無文である。断面に漆継痕が見られる。龍泉窯系青磁と考

えられ、�Ａ類に分類される。

ＳＤ６８００２（図版９２）

土師器　８６５～８７４は非ロクロ成形の京都系土師器皿である。Ａｂ１�類（８６５・８７１・８７２）、Ａａ１�類

（８６６）、Ａｂ１�類（８６７・８６９・８７４）、Ａａ１�類（８６８）、Ａｂ１�類（８７０）、Ａａ２�類（８７３）に分類され

る。

瓦質土器　８７５は火舎香炉の蓋である。体部は内傾し、外面に透かしが見られる。ミガキにより器面は

平滑に仕上げる。

無釉陶器　８７６は擂鉢である。口縁部は上下に拡張し縁帯を形成し、口縁部外面に凹線が３条巡る。備

前焼�期相当で、１６世紀代に比定される。

白磁　８７７は壷である。頸部は外反気味に直上に延び、口縁部は外方に折り曲げる。形態・色調などから

１２世紀後半～１３世紀前半代の華南産白磁の四耳壷と考えられる。

青花磁器　８７８は碗の底部で外面に幾何学文を描く。８７９は口縁部が外方にひらく�類の碗で、外面には

草花文を描く。いずれも１６世紀代の明青花磁器である。
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ＳＤ６９００１（図版９２）

土師器　８８０～８９６は非ロクロ成形の京都系土師器皿である。Ａａ１�類（８８０・８８１・８８２・８８５）、Ａｂ１�類

（８８３・８８４・８８６・８８７・８８８・８８９）、Ａｂ１�類（８９０）、Ａａ１�類（８９４・８９５・８９６）、Ａｂ１�類（８９２）、

Ａａ２�類（８９３）に分類される。

ＳＤ６９００２

瓦質土器　８９７は擂鉢である。口縁部は僅かに外方にひらき、端部は若干肥厚する。体部内面に８条１

単位の櫛描きの擂目を施文する。Ｄｂ１類に分類される。

９６�９面（図版９２）

瓦質土器　９００・９０１は火鉢である。９００は�類で体部が大きく内彎し、外面に扁平な把手を貼り付ける。

９０１は�類で体部が直線的に外上方に延び、口縁部は水平に外方に折り曲げる。色調は灰白色を呈する。

施釉陶器　８９８は体部が内彎し、外面に横耳を貼り付ける壷（四耳壷？）である。内外面とも鉄釉を施

釉し、黒褐色に発色する。華南産の鉄釉四耳壷の可能性が高い。

青花磁器　８９９は碗である。外面に非常に淡い呉須で施文する。１６世紀代の明青花磁器と考えられる。

その他

無釉陶器　９０４は甕である。頸部は若干外方にひらき、口縁部は断面楕円形状に肥厚する。口縁部外面

には凹線が２条巡る。備前焼�期相当で、１６世紀代に比定される。

青磁　９０２は青磁碗である。底部の器壁は非常に厚い。内外面とも施釉するが、底部外面の釉は輪状に

かきとる。�Ａ２類に分類される。龍泉窯系青磁で１５世紀代の製品である。

青花磁器　９０３は�類の杯で体部は直線的に斜め上方に延びる。外面に草花文を施文する。１６世紀代の

明青花磁器である。

９７�１面整地層（図版９３）　

無釉陶器　９０５は甕の破片である。口縁部は断面楕円形状に肥厚し、外面に凹線が１条巡る。備前焼�

期相当で１６世紀代に比定される。

ＳＤ７２００１（図版９３）

瓦質土器　９０６は平底で体部が直立する�類の火舎香炉である。体部外面に縦方向のヘラミガキ調整を施す。

無釉陶器　９０８は壷の底部である。体部外面には回転ヘラケズリが見られる。色調はにぶい褐色を呈す

る。備前焼と考えられる。

施釉陶器　９０７は�類の灰釉陶器皿である。碁笥底で底部の器壁は厚い。内外面とも灰釉を施釉し、外

面の体部下半以下は露胎である。瀬戸・美濃系で、�期～�期の製品と考えられ、１６世紀前半～中頃に

比定される。

９７�２面包含層（図版９３）

瓦質土器　９０９は�類の火鉢である。体部は大きく内彎し、体部外面に把手を２ヶ所貼り付ける。炭素
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の吸着はほとんど見られず、浅黄色を呈する。

　９１０～９１３は擂鉢である。口縁部の形態から、Ｄｂ２類（９１０）、Ｂｃ類（９１１）、Ｄｂ１類（９１２・９１３）に分類

される。いずれも１６世紀代に比定される。

無釉陶器　９１４は擂鉢である。口縁端部は尖り気味に収め、体部内面に８条１単位の擂目を施文する。

越前焼で、Ｃ２類に分類され、１６世紀代に比定される。９１５は甕片である。形状から備前焼�期相当で１６

世紀代に比定される。９１６も甕の底部である。外面に縦方向のヘラ削り調整を加える。越前焼と考えられる。

施釉陶器　９１７は天目茶椀である。高台脇以下は未施釉で鬼板を塗布する。瀬戸・美濃系大窯�期の製品

で１６世紀前半に比定される。

青花磁器　９１８・９１９は碗である。いずれも口縁部が直口する�類碗で、底部まで残る９１８は�Ｃ類に分類

される。外面に草花文（９１８）、馬文（９１９）を描く。いずれも明青花磁器で、９１８は１６世紀代、９１９は１６世

紀後半～１７世紀初頭に位置づけられる。

９７－３面整地層（図版９３）

無釉陶器　９２０は甕である。体部は内傾し、口縁部は大きく外方にひらく。口縁部内面に浅い凹線が１

条巡る。丹波焼で１６世紀代に比定される。

ＳＤ７４００１（図版９４）

土師器　９２１～９３１は非ロクロ成形の京都系土師器皿である。Ａａ１�類（９２１・９２２・９２３・９２４・９２５・

９２６・９２７）、Ａａ１�類（９２８）、Ａｂ１�類（７２９）、Ａｂ１�類（７３０・７３１）に分類される。

瓦質土器　９３２は型作り成形の�類の火舎香炉である。平面形状は楕円形を呈し、体部は直立し、口縁部

は上面に水平に端面をもつ。９３３は擂鉢である。口縁端部は上面に水平に端面をもつ。内面に８条１単

位の櫛描きの擂目を施文する。Ａａ類に分類される。

無釉陶器　９３４は甕の底部である。外面に縦方向の板ナデ調整痕が見られる。備前焼と考えられる。

施釉陶器　９３５は天目茶椀である。高台脇以下は未施釉で、鬼板を塗布する。大窯期�期の瀬戸・美濃系

天目茶碗で１６世紀前半～中頃の製品と考えられる。

青磁　９３７は外面に剣頭と身が不一致の蓮弁文を施文する�Ｂ２類の龍泉窯系青磁細蓮弁文碗である。１６

世紀代に比定される。

白磁　９３６は碗の底部である。碁笥底で体部は内彎気味に外上方に延びる。底部外面は未施釉で鬼板状

のものを塗布し、暗茶褐色に発色する。朝鮮製白磁の可能性も考えられる。９３８・９３９は口縁部が外方に

ひらく皿である。いずれも森田分類皿Ｅ－２群相当で、１６世紀代の華南産白磁である。

青花磁器　９４０は皿である。内外面に牡丹文を施文する。９４１・９４２は口縁部が直口する�類の碗である。

外面には草花文を描く。いずれも１６世紀代の明青花磁器である。

９７�４面包含層中（図版９５）

白磁　９４３は杯である。内外面とも透明釉を施釉する。底部外面は露胎である。漆継ぎの痕跡が認められる。

ＳＤ７５００１（図版９５）

土師器　９４４～９５５は非ロクロ成形の京都系土師器皿である。Ａａ１�類（９４４・９４５・９４７・９４８・９４９・
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９５０）、Ａａ２�類（９４６）、Ａａ１�類（９５１）、Ａｂ１�類（９５２）、Ａａ１�類（９５３・９５４）、Ａａ１�類（９５５）に分類

される。

　９５６は蓋である。山笠形で、上面の中央部にナデ上げてつまみを貼り付ける。

土製品　９５７は土鈴である。手づくね成形で上面に棒状の工具で紐孔を穿孔する。

瓦質土器　９５８・９５９は擂鉢である。口縁部が直口するＣａ２類（９５８）と口縁端部を外方に引き出すＢｃ類

（９５９）とがある。９５８は内面に７条１単位の波状文と縦方向の擂目を施す。９５９は内面に７条１単位の

縦方向の擂目のみを施文する。

青磁　９６０は碗である。内外面とも青磁釉を施釉し、淡黄緑灰色に発色する。断面に漆継ぎの痕跡が見

られる。色調から１３世紀代の砧手青磁と考えられる。�Ａ類に分類される。９６１は皿の破片である。内

面に片切彫りで草花文を施文する。�Ａ類に分類される。１６世紀代の龍泉窯系青磁と考えられる。

青花磁器　９６２・９６３は碗である。９６２は外面に幾何学文帯と草花文を描く。９６３は底部はやや上げ底気味

で、高台裏に「大□□□□」銘をもつ。Ａ類の饅頭心碗である。いずれも１６世紀代の明青花磁器である。

ＳＤ７６００１（図版９５）

青花磁器　９６４は碗である。器壁は比較的薄く。内外面とも界線のみを描く。９６５はＢ類の蓮子碗である。

内外面とも呉須で施文する。いずれも１６世紀代の明青花磁器である。

９７�６面（図版９５）

瓦質土器　９６６は�類の火鉢である。体部は内彎し、口縁端部は内側に引き出し、上面は水平に端面をも

つ。器面はミガキ調整により比較的平滑に仕上げる。９６７は�類の桶形容器である。体部は直立し、口

縁部は上面に水平に端面をもつ。体部外面の下位に印花で花文を連続して施文する。さらに箍状の凸帯

を３条貼り付ける。内外面ともヘラミガキ調整を加え、色調は灰色を呈する。

青磁　９６８は外面に剣頭と身が一致した線描きの蓮弁文を施文する�Ｂ１類の碗である。１５世紀代の龍泉

窯系青磁細蓮弁文碗である。

下層出土の土器・江戸時代水田層出土の土器（図版１８８）

江戸時代水田層

無釉陶器　９８２は甕の口縁部片である。口縁部は断面楕円形状に肥厚し、外面に凹線が２条巡る。備前

焼�期相当で１５世紀代に比定される。９８６は擂鉢である。体部は直線的に外上方に延び、口縁部は小さい

玉縁状に若干肥厚する。体部内面に１２条１単位の擂目を施文し、内外面とも鬼板を塗布し、にぶい橙色

に発色する。近世の瀬戸・美濃系の製品の可能性が高い。

白磁　９８４は口縁部が外方にひらく皿である。近世の肥前系白磁と考えられる。９８５は体部が直立する杯

である。器面に光沢があり、近世の製品と考えられる。

染付磁器　９８７・９８８は皿である。９８７は底部の器壁は比較的厚い。内面は五弁花文、外面は草花文、底

部外面には渦福銘をそれぞれ描く。肥前系波佐見産のくらわんか手で、１８世紀後半代の所産である。

９８８は内面に山水楼閣文を描く。底部内面には針支え痕が見られる。　

　９８９・９９０は碗である。９８９は体部が内湾してほぼ直上に延び、外面に丸文・斜格子文を描く。肥前系

の半球形碗で１９世紀前半代に比定される。９９０は高台が「ハ」の字状に外方にひらき、外面に草花文を描
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く。瀬戸・美濃系と考えられ、１９世紀前半代の製品である。

青磁　９８１は碗の底部片である。底部の器壁は厚く、内外面とも施釉するが、高台裏は露胎である。１３

世紀代の製品と考えられる。

黒色土器　９８３は椀の底部である。平高台で高台側面はナデ調整し、体部内面には不定方向のヘラミガ

キ調整を施す。黒色土器Ａ類である。

　９７７～９８１・９８３は遊離した遺物である。時期は古代～中世前期である。

須恵器杯　９７７は須恵器杯Ｇの底部である。周囲を打ち欠き、円盤状土製品としている。詳細な時期は定

かではないが７世紀前半か。９７８は短脚の高杯である。時期は７世紀か。９７９は杯Ｂ底部である。平安時

代前期を前後する頃か。

須恵器甕　９８０は口縁部を水平に開く大型製品である。時期は鎌倉時代と考えられる。

弥生時代・古墳時代前期の遺物（図版１８８）

　古墳時代以前の遺物は弥生時代中期・弥生時代後期・古墳時代前期の土器が出土している。該当する

遺構に伴って出土したものは存在していない。ここでは図化した遺物の概略を記述する。

弥生時代中期（９６９）

　弥生時代中期中葉の土器は広口壺（９６９）が出土している。９６年度調査の古墳時代前期の水田・弥生時

代の水田層（２６・２７層）から出土している。

弥生時代後期（９７０～９７３）

　弥生時代後期後半の土師器は器台（９７０）、甕（９７１～９７３）が出土している。９７１は９６年度調査の古墳

時代前期の水田・弥生時代の水田層（�・�層）から出土している。９７３は９７年度調査の第４整地面層

（�層）から出土している。９７０は９７年度調査の第３整地面層（�層）から出土している。９７２は９５年度

のサブトレンチから出土している。

古墳時代前期（９７４～９７６）

　古墳時代前期の土師器は壺（９７５）、甕（９７４・９７６）が出土している。９７６は９６年度調査の古墳時代前期

水田・弥生時代水田層（�・�層）から出土している。９７４・９７５は９７年度調査の第４整地面層（�層）

から出土している。

小結

　弥生時代および古墳時代前期の土器は少量であり、当該時期の遺構から出土しているものはない。遺

物は完形のものはなく、小破片である。このことから生活領域はやや離れた地点に存在すると考えられる。

　

引用・参考文献
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第２節　金属製品
武器

刀（図版１０４、写真図版１５７　Ｍ１～３）

　Ｍ１は鋒を欠いているが、残存長は３２．５�、刃部は片刃で、長さ２５．５�、幅２．５�、厚さは４�、茎長

は７．８�を測る。Ｍ２は鋒部まで残存している。長さは３３．８�、刃部は片刃で、長さ２４．５�、幅１．８�、

厚さは３�、茎長は１０．５�を測る。Ｍ３は鋒部を欠いており、残存長は２５．１�、刃部は片刃で長さ１５．５

�、幅１．７�、厚さ２�である。茎長は１０�を測る。柄部には目釘孔が１カ所開けられている。孔の直径

は５�を測る。

刀装具

�（図版１０４、写真図版１５７　Ｍ４）

　Ｍ４は�で長さ３．３�、幅３�、厚さ１�を測る。装着されていた刀は、内径から刃幅２．２�、棟幅０．６

�であったと考えられる。

切羽（図版１０４、写真図版１５７　Ｍ５）

　Ｍ５は切羽で長径４．２�、短径２．３�、厚さ１�の楕円形の板で、縁に約０．２�間隔で細かな刻みが施さ

れている。装着されていた刀は、刃幅２．７�、刃棟厚７�の刀であったと考えられる。

鏃（図版１０４、写真図版１５７　Ｍ６～７）

　Ｍ６は鏃の茎部分で先端が欠落しているため、形式は不明である。Ｍ７は鑿刃式の鏃である。

鉄砲玉（図版１０４、写真図版１５７　Ｍ８～１０）

　Ｍ８は直径１．３�、重さ１０ｇである。Ｍ９は直径１．５�、重さ１５．８ｇである。Ｍ１０は直径１．１�、重さ８．５

ｇである。

小柄（図版１０５、写真図版１５８　Ｍ１１～２０・図版１０６、写真図版１５８　Ｍ２１～２６）

　Ｍ１１は完存しており、全長２３．４�、刃部の最大幅１．２�、厚さ２�、茎長は９．１�を測る。柄部の地板

部分には魚子文と草花の模様が施されている。Ｍ１２は全長２０．２�、刃部の最大幅は１．３�、厚さ２�、茎

長は８．２�を測る。柄部には目釘孔が１カ所開けられている。孔の直径は２�を測る。柄部は半分が残

存しており、刀の茎部の周りには木質が残存している。Ｍ１３は刀身のみ残存している。全長２１．３�、刃

部の最大幅１．３�、厚さ３�、茎長は７．９�を測る。Ｍ１４は鋒部が欠落している。残存長は２０．８�、刃部

の最大幅１．３�、厚さ３�、茎長は８．４�を測る。Ｍ１５は鋒部がわずかには欠落している。残存長は２０．５

�、刃部の最大幅１．２�、厚さ２�、茎長は９�を測る。Ｍ１６は刀身部のみが完存しており、全長２０�、

刃部の最大幅１．３�、厚さ３�、茎長は８．２�を測る。Ｍ１７は鋒部が欠落しており、残存長１６．３�、刃部

の最大幅は１．２�、厚さ２�、茎長は８．３�を測る。地板部分には草花の模様が施されている。Ｍ１８は鋒

部が欠落しており、残存長１９．３�、刃部の最大幅は１．５�、厚さ３�、茎長は６．３�を測る。Ｍ１９は茎部

を折り曲げられた状態で出土している。全長１４．８�、刃部の最大幅１．２�、厚さ３�、茎長は４．５�を測

る。Ｍ２０は鋒部と茎部の大半が欠落している。残存長は１２．５�、刃部の最大幅は１．１�、厚さ２．５�を測

る。Ｍ２１は完存しているが、かなり使い込まれた状態で、刃部がすり減って入る。全長１２．３�、刃部の

最大幅は１．４�、厚さ３�、茎長は５．５�を測る。Ｍ２２は鋒部がわずかには欠落している。残存長は１３．５

�、刃部の最大幅１．４�、厚さ３�、茎長は８．２�を測る。Ｍ２３は柄部のみ残存している。全長９．８�、幅

１．４�、厚さ５�を測る。目釘孔が穿たれている。Ｍ２４は柄部のみ残存している。全長９．３�、幅１．６�、



－63－

厚さ４�を測る。中に茎部のみが残存する。Ｍ２５は柄部のみ残存している。全長９．７�、幅１．５�、厚さ

４�を測る。底部付近に×字状の孔が穿たれている。Ｍ２６は柄部の底部のみが残存している。内部には

茎部が残っている。残存長は４．２�、幅１．３�、厚さ４�を測る。

笄（図版１０６、写真図版１５８　Ｍ２７～２８）

　Ｍ２７は竿部のみが残存している。残存長は１１．９�、最大幅は１．１�、厚みは２�を測る。Ｍ２８は完存し

ている。全長は２１．１�、胴部の最大幅は１．３�、厚みは３�を測る。地板部分には透かし状の溝が有る方

形区画が有り周囲に魚子文を施している。

前立（図版１０６、写真図版１５９　Ｍ２９）

　三鍬形前立の立剣部で全長７�、最大幅２．６�、厚み１�を測る。茎部分に甲へ取り付け用の方形の孔

が穿たれている。孔の１辺は２�を測る。

鍬形台（図版１０６、写真図版１５９　Ｍ３０）

　三鍬形の鍬形台で長さ１０．９�、幅３�を測る。真ん中には祓立を固定するための長辺７�、短辺５�

の方形の孔が穿たれ、左右には鍬形固定用の直径５�の孔が穿たれている。全体は唐草様の枝菊の透か

し文が施されている。鍬形台に関しては吉備国際大学文化財学部文化財修復国際協力学科の臼井洋輔教

授にコメントをいただいているので第�章を参照されたい。

建築材

釘（図版１０７　Ｍ３１～４８、図版１０８　Ｍ４９～７４、図版１０９　Ｍ７５～９１、図版１１０　Ｍ９２～１０８、Ｍ１１１～１１４、

写真図版１６０・１６１）

　分類は安田善三郎氏、金箱文夫氏の分類によった。Ｍ３１からＭ７４までは頭巻釘である。Ｍ７５からＭ

１０３までは巻頭釘である。Ｍ１０４からＭ１０８までは切り釘である。Ｍ１１１は皆折釘である。Ｍ１１２、Ｍ１１３は

相釘であるが、Ｍ１１２は錐の先端の可能性もある。Ｍ１１３は扁平な形状の物が真ん中で９０度にねじ曲げら

れた特殊な形状である。Ｍ１１４は飾釘である。頭部が４つの峰を持つ傘型の形状である。

鎹（図版１１０、写真図版１６１　Ｍ１１５）

　全長１１．６�、最大幅０．７�、厚み３�を測る。両端が尖った形状であることから鎹と考えられる。

飾金具（図版１１０、写真図版１６１　Ｍ１１６、１１７）

　Ｍ１１６は直径３．２�の菊花型で、中心に直径７�の孔が穿たれている。Ｍ１１７は一辺１．５�の菱形で一辺

あたり２条の沈線が中心より周囲に延びる。中心には直径２�の孔が穿たれている。

その他金物（図版１１０　Ｍ１１８～１２０）

　Ｍ１１８はＬ字型の留め金具である。頭部は六角形の断面で先端部は断面が長方形である。Ｍ１１９は煽り

止め、Ｍ１２０は肘坪金物である。

生活具（仏具・香道具・化粧道具　他）

毛抜き（図版１１１、写真図版１６１　Ｍ１２１～１２４）

　Ｍ１２１～１２４は完存している。全長は５．３�でほぼ同一の大きさである。

二器（図版１１１、写真図版１６１　Ｍ１２５）

　口径５．９�、高さ２．８�、高台は高さ０．４�、直径２．８�を測る。三条の突帯が巡る。
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灰匙（図版１１１、写真図版１６１　Ｍ１２９、１３０）

　Ｍ１２９は復元長は１５．７�、匙部の長さは３．９�、最大幅２．８�を測る。材質は真鍮である。Ｍ１３０は全長

１４．７�、匙部の長さは３．５�、最大幅は１．７�を測る。材質は真鍮である。但し年代は不明である。

五徳（図版１１１、写真図版１６１　Ｍ１２６）

　１�４が残存している小型の五徳である。推定される底径は８�、脚の高さは３．３�である。

紅皿（図版１１１、写真図版１６１　Ｍ１２７）

　体部は菊花状で、見込み部を半球状に作り、抉りのある高台と鋲によって留めている。直径は４．８�、

高さは１．０�を測る。

油差し（図版１１１、写真図版１６１　Ｍ１２８）

　直径７．２�、深さ４．２�を測る。口縁部が外反する。片口がついている。

火箸（図版１１２、写真図版１６２　Ｍ１３１～１３８・図版１１３　Ｍ１３９～１５２）

　Ｍ１３１は扁平のＣ字状の金具をＳ字状の金具で結んで２本の箸を固定するタイプである。Ｍ１４０は中程

より先端近くに、Ｍ１４１は半分ほどに捻りが施されている。Ｍ１４９は断面が六角形で綾杉状の線刻が施さ

れている。Ｍ１５０とＭ１５１は全長が１５．３�と短く帯状の金具から鎖で２本の箸がつながっていたと考えら

れる。Ｍ１５２は全長１５．８�で断面が円形の短い目の箸で片方の端部が折り返してある。

調理具・紡績具・工具

鍋（図版１１４、写真図版１６３　１５３～１５８）

　Ｍ１５３は把手である。中央から反対方向に捻りが施されている。Ｍ１５５は端部が外反している。Ｍ１５６

は端部が拡張されている。Ｍ１５７は底部に平坦面のあるタイプである。Ｍ１５８は脚がつくタイプであるが

本数は不明である。

包丁（図版１１５、写真図版１６４　Ｍ１５９、１６０）

　Ｍ１５９は全長２８�刃部の最大幅４．５�、厚さ２．５�、茎長６．４�を測る。両側に関がつくタイプで茎部に

直径５�の目釘孔が穿たれていることから腰刀の可能性も考えられる。Ｍ１６０は、全長２２．５�、刃部の最

大幅３．１�、厚さ１．５�、茎長２．６�（残存長）を測る。関は刃の部分のみの片関で、棟がそっている。

火打金（図版１１５、写真図版１６４　Ｍ１６１）

　Ｍ１６１は全長６．１�、高さ、２．３�、打撃部の厚さは４�を測る。

錐（図版１１５、写真図版１６４　Ｍ１６２）

　全長２０．４�、柄の部分の直径は１．３～０．８�を測る。先端部は全長２．５�で最大幅４�の四ツ目錐である。

紡錘具（図版１１５、写真図版１６４　Ｍ１６３、１６４）

　Ｍ１６３は先端の鈎状の部分以外はほぼ完存している。棒の部分は全長２１．６�。傘部の直径は５．５�、高

さ１．７�である。１６４は傘部のみが残存している。直径は５．２�、高さ１．５�を測る。

鋏（図版１１５、写真図版１６４　Ｍ１６５）

　全長１４．２�、刃部の長さは５．５�、握り部分の幅１．６�でほぼ完存している。

不明工具（図版１１５、写真図版１６４　Ｍ１６６、１６７）

　Ｍ１６６は釣り鐘型の形状をした扁平な鉄製品である。柄の部分に木質が残存することから、ヘラの可

能性が考えられる。Ｍ１６７は残存長３１．１�、柄の部分の長さは１７�、直径が０．８�を測る。鍵の可能性も

考えられる。
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農耕具

鋤先（図版１１６、写真図版１６５　Ｍ１６８、１６９）

　Ｍ１６８は全長２９．６�、幅２２．２�を測り、ほぼ完存していた。平面部に直径２�の孔が穿たれている。唐

鋤の鋤先である。

鎌（図版１１６、写真図版１６５　Ｍ１７０）

　Ｍ１７０は刃先のわずかを欠損するだけで、ほぼ完存している。刃の長さは１８�、柄の長さは８．３�を測

る。柄の部分には固定用の環と目釘が残存している。

環状製品（図版１１６、写真図版１６５　Ｍ１７１、１７２）

　Ｍ１７１は直径２．９�を測る。Ｍ１７２は直径３．２�を測る。鎌などの刃部の固定用金具と考えられる。

漁労具

釣針（図版１１６、写真図版１６５　Ｍ１７３）

　全長７．９�を測る。糸かけ部が扁平に広がり、針の先端にはアグがつく。

その他

不明品（図版１１７、写真図版１６６　Ｍ１７４～１９０）

　Ｍ１７４は片側の端部が曲がり、もう片方の端部は二股に分かれている。全長８．５�、最大幅１．１�を測る。

Ｍ１７５は片方の端が鈎状に屈曲し、もう一端がヘラ状に平たい形状をしている。全長は１３．８�、ヘラ状部

分の最大幅は１．０�である。Ｍ１７６は片方がヘラ状で孔が穿たれており、反対側の端は柄のような形状で

ある。ヘラ状部の長さは４．５�、最大幅は１．８�、孔の直径は０．５�、柄の部分は長さ８．４�、幅０．７�、厚

さ０．４�を測る。Ｍ１７７は針状製品で、折れている。長さは１０．３�、直径２�を測る。Ｍ１７８は銅製の棒状

製品で全長９．２�、直径４�、断面の形状は円形である。Ｍ１７９、１８０は棒状製品で、火箸の可能性がある。

Ｍ１７９は残存長２８．８�、最大直径は５�を測る。断面形は円形である。Ｍ１８０は全長２１．９�、最大径５�

を測る。Ｍ１８１は用途不明品で全長５．４�、幅１．１�、厚さ０．４�を測る。Ｍ１８２、１８３は鍋の破片の可能性

が考えられる。Ｍ１８４は棒状製品で全長２０．３�、直径６�で片方の端部が斜めに整形されている。Ｍ１８５

は板状製品で長さ８．０�、幅２．４�、厚さ２�を測る。長辺の中央の片側にくびれがある。Ｍ１８６は用途不

明品で厚さ１�の鉄板を鏨状の工具で曲線状に切断して作られている。Ｍ１８７は方形の板に柄のついた

形状の製品で、方形部分は長さ２．６�、幅１．５�、厚さ４�で直径０．９�の孔が穿たれている。柄の部分は

幅、厚さが４�を測る。Ｍ１８８は銅製の管状製品である。直径は１．０�、長さ４．５�で厚さ１．５�の板を巻

いてつくられている。Ｍ１８９は銅製の板が曲げられており、復元長は４．３�、幅１．５�、厚さ１�を測る。

飾金具の可能性がある。Ｍ１９０は銅製の細長い板で長さ１８．２�、幅０．９�、厚さ１�を測る。５～６�間

隔で直径３�の孔が穿たれている。
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銭貨

（図版１１８　Ｍ１９１～２２２・図版１１９　Ｍ２２３～２５７・図版１２０　Ｍ２５８～２８３、写真図版１６７・１６８）

　銭貨のうち、拓本で図化できたのは９３枚である。

　開元通寶（Ｍ１９１～２０４）は唐銭であり、初鋳年は６２１年である。太平通寶（Ｍ２０５～２０６）は北宋銭であ

り、初鋳年代は９７６年である。淳化元寶（Ｍ２０７）は北宋銭であり、初鋳年は９９０年である。至道元寶（Ｍ

２０８～２１０）は北宋銭であり、初鋳年は９９５年である。咸平元寶（Ｍ２１１）は北宋銭であり、初鋳年は９９８

年である。祥符元寶（Ｍ２１２～２１５）は北宋銭であり、初鋳年は１００８年である。天禧通寶（Ｍ２１６）は北宋

銭であり、初鋳年は１０１７年である。天聖元寶（Ｍ２１７～２２１）は北宋銭であり、初鋳年は１０２３年である。

明道元寶（Ｍ２２２）は北宋銭であり、初鋳年は１０３２年である。景祐元寶（Ｍ２２３）は北宋銭であり、初鋳

年は１０３４年である。皇宋通寶（Ｍ２２４～２２７）は北宋銭であり、初鋳年は１０３８年である。至和元寶（Ｍ２２８

～２２９）は北宋銭であり、初鋳年は１０５４年である。嘉祐通寶（Ｍ２３０～２３３）は北宋銭であり、初鋳年は

１０５６年である。治平元寶（Ｍ２３４～２３５）は北宋銭であり、初鋳年は１０６４年である。治平通寶（Ｍ２３６）

は北宋銭であり、初鋳年は１０６４年である。熈寧元寶（Ｍ２３７～２４１）は北宋銭であり、初鋳年は１０６８年で

ある。元豊通寶（Ｍ２４２～２４９）は北宋銭であり、初鋳年は１０７８年である。元祐通寶（Ｍ２５０～２５７）は北

宋銭であり、初鋳年は１０８６年である。紹聖元寶（Ｍ２５８～２６０）北宋銭であり、初鋳年は１０９４年である。

元符通寶（Ｍ２６１）は北宋銭であり、初鋳年は１０９８年である。聖宋元寶（Ｍ２６２～２６４）は北宋銭であり、

初鋳年は１１０１年である。政和通寶（Ｍ２６５～２６８）は北宋銭であり、初鋳年は１１１１年である。宣和通寶

（Ｍ２６９）は北宋銭であり、初鋳年は１１１９年である。淳熈元寶（Ｍ２７０）は南宋銭であり、初鋳年は１１７４年

である。紹熈元寶（Ｍ２７１）は南宋銭であり、初鋳年は１１９０年である。慶元通寶（Ｍ２７２～２７３）は南宋銭

であり、初鋳年は１１９５年である。紹定通寶（Ｍ２７４）は南宋銭であり、初鋳年は１２２８年である。皇宋元寶

（Ｍ２７５）は南宋銭であり、初鋳年は１２５３年である。開慶通寶（Ｍ２７６）は南宋銭であり、初鋳年は１２５９年

である。永楽通寶（Ｍ２７７～２８０）は明銭であり、初鋳年は１４０８年である。宣徳通寶（Ｍ２８１）は明銭であ

り、初鋳年は１４３３年である。洪順通寶（Ｍ２８２）は後黎銭であり、初鋳年は１５０９年である。寛永通寶（Ｍ

２８３）は本邦銭であり、いわゆる古寛永に分類される。初鋳年は１６３６年である。

第３節　漆製品・木製品・竹製品
漆製品（図版１２１～１２７　写真図版１６９～１７８）

椀・皿類（Ｗ１～Ｗ１７０）

�朱漆を内外面に塗布するものＡ類（Ｗ１～Ｗ２０）

　底部外面は黒漆、以外の内外面に朱漆を施す。Ｗ１は直線的に外方に開くｂ類の杯である。

　Ｗ２～Ｗ９は口縁部が端反りするＣ類。Ｗ３は全体に厚手の製品である。以外のものは造りが薄く、

特にＷ２・４～８は口径・器高の違いを除けば形態は等しく、根来系の漆器と考えられる。Ｗ１～Ｗ４

は�３寸、Ｗ５・Ｗ６は�４寸の口径をもつ。底部に『一』・『重』とあることから複数脚でセットにな

るものであろう。Ｗ７についても同じと考えられる。Ｗ８は�５寸の口径をもつ。Ｗ９は高台が踏ん張

る。Ｗ１０～Ｗ１２は口縁端部を小さな玉縁とするｄ類である。Ｗ１０・Ｗ１１は低い高台に内湾して立ちあが

るα形の体部をもつ椀。Ｗ９・Ｗ１０は�４寸半、Ｗ１１・１２は�５寸の口径をもつ。Ｗ１３は仏具を模倣し

たと考えられ、体部に凸帯を巡らせる筒型の椀である。Ｗ１５～Ｗ２０は内湾するα形の体部に直口するａ

類の口縁をもち、概ね外側に踏ん張る高台をもつ。Ｗ１５・Ｗ１６、Ｗ１８・１９はそれぞれ器高の違いを除け
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ば形態は等しく器壁の薄い造りである。Ｗ２０は高台が低く、口径�６寸を測る大振りの椀である。

�黒漆を内外面に塗布するものＢ類（Ｗ２２～Ｗ３１）

　Ｗ２２～Ｗ２７は内湾する体部に直口する口縁をもち、短い高台をもつ。Ｗ２８・Ｗ２９・Ｗ３０は深く内湾す

る腰が張ったβ形の体部に直口するａ類の口縁をもち、高台は高く、外側に踏ん張る。Ｗ２８・Ｗ２９は底

部が厚く、高台のロクロ目が顕著な点が特徴である。Ｗ３１は高台がなく平底、杯（つき）形を呈する。

�内面は朱、外面には黒漆を塗布するものＣ類（Ｗ３２～Ｗ１７０）

　Ｗ３２～Ｗ３７は外方へ直線的に開く体部をもつ個体である。Ｗ３２はｂ類の口縁端部上面に面をもつ径３

寸の杯である。（皿杯�）。Ｗ３３は外方へ開くｂ類の口縁部に短い高台１をもつ径５寸の椀である。（椀

皿�）。Ｗ３６・Ｗ３７は外方へ開くｂ類の口縁部に短い高台１をもつ径５寸を超える椀である（椀�・�）。

　Ｗ３８～Ｗ１０３は主に内湾するα形の体部に直口するａ類の口縁をもち、短い高台１をもつ個体である。

（皿杯�）Ｗ３８は径３寸半、Ｗ３９・Ｗ４０は口径３寸の杯（皿杯�）である。Ｗ４１・Ｗ４２は径４寸の杯（皿

杯�）である。

（椀�）Ｗ４３・Ｗ４４は径４寸の椀�である。Ｗ４５～Ｗ５１は４寸半の椀�である。Ｗ５１は腰が張る筒型（β

形）の器形をもつ。Ｗ５２～Ｗ５５は５寸及び５寸半の椀�である。

（椀�）Ｗ５７～Ｗ７４は何れもやや深さのある椀�である。Ｗ５７・Ｗ５８は３寸半、Ｗ５９～７４は５寸の口径を

もつ。Ｗ６５は高台を再加工し削り落している。Ｗ７４は高台径が小さくやや緩やかに内湾する。Ｗ７５は５

寸半の椀�である。

（椀�）Ｗ７６～Ｗ９７は何れも深さのある椀�である。Ｗ７６～Ｗ８８は４寸半、Ｗ８９～Ｗ９３は５寸、Ｗ９４～Ｗ

９７は５寸半の口径をもつ。

（椀�）Ｗ９９～Ｗ１０１は何れも深さのある椀�である。何れも４寸半の口径をもつ。Ｗ１０４～１６９は高い高

台２をもつ個体である。いずれもａ類の口縁をもち、内湾する体部（α形）をもつＷ１０４～Ｗ１３２と、腰

が張った筒形の体部（β形）をもつＷ１３３～Ｗ１６９に分かれる。

（皿杯�）Ｗ１０４～１０７は高台２をもつ杯である。径３寸半を測る。Ｗ１０４は高台外側面にロクロ目が顕著

である。

（椀�）Ｗ１０８～Ｗ１１１は何れもやや深さのある椀�である。Ｗ１０８は４寸半、Ｗ１０９～Ｗ１１１は６寸前後の

大振りの椀である。Ｗ１０８・Ｗ１０９は高台外側面にロクロ目が顕著である。

（椀�）Ｗ１１２～Ｗ１１７は何れも深さのある椀�である。Ｗ１１２・Ｗ１１３は５寸、Ｗ１１４・Ｗ１１５は５寸半、Ｗ

１１６・Ｗ１１７は６寸前後の大振りの椀である。Ｗ１１３は高台外側面にロクロ目が顕著である。

（椀�）Ｗ１１８～Ｗ１２６は何れも深さのある椀�である。Ｗ１１８は３寸半、Ｗ１１９～Ｗ１２１は４寸半、Ｗ１２２

～Ｗ１２４は５寸、Ｗ１２５・Ｗ１２６は５寸半である。

（椀�～�）Ｗ１２７～Ｗ１３２は何れも深さのある椀である。Ｗ１２７～Ｗ１３１は何れもＷ１１８～Ｗ１２６に比べ更

に深い器形をとる。Ｗ１２７は４寸半、Ｗ１２８は５寸、Ｗ１２９～Ｗ１３１は５寸半の口径である。Ｗ１３２は口径の

６割近い深さをもつ４寸半の椀�である。

　Ｗ１３３～Ｗ１６９は腰が張った筒形の体部（β形）をもつ。

（皿杯�）Ｗ１３３は高台２をもつ杯である。径３寸半を測る。Ｗ１３４はやや深さのある杯。３寸半の口径を

測る。

（椀�）Ｗ１３５～Ｗ１３８は何れも深さのある椀�である。Ｗ１３５・Ｗ１３６は５寸、Ｗ１３７・Ｗ１３８は５寸半、の

椀である。Ｗ１３８は高台外側面にロクロ目が顕著である。
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（椀�）Ｗ１３９～Ｗ１５１は何れも深さのある椀�である。Ｗ１３９～Ｗ１４２は３寸半、Ｗ１４３は４寸半、Ｗ１４４～

Ｗ１５１は５寸の口径である。Ｗ１４６～Ｗ１５３は椀�に近く、殊に深さのある椀である。

（椀�）Ｗ１５２～Ｗ１５４は何れも深さのある椀である。Ｗ１５２・Ｗ１５３は５寸の口径である。Ｗ１５２は高台部

分を再加工し、削り落している。Ｗ１５４は高台部分に３方の刳り込みをもつ。４寸足らずの口径をもつ。

　Ｗ１５５～１７０は主に口縁部を欠く個体である。

その他の漆製品

　Ｗ１７１は朱漆を塗る。身の可能性を残すが、香合の蓋と考えておく。Ｗ１７２・Ｗ１７３は柄杓である。Ｗ

１７２は胴部半ばに凸帯が巡る。いずれも黒漆を塗布しており、茶道具と考えられる。Ｗ１７４は樽形の容器

である。底部を欠く。内外面ともに黒漆を塗布する。茶道具の棗と考えられる。Ｗ１７５は漆が認められ

ないが、Ｗ１７４と近似している。ここに含めたＷ１７６は竹の節を使用した漆製品である。内外面ともに黒

漆を塗布する。茶道具の蓋置きと考えておく。Ｗ１７７は黒漆塗りの注ぎ口の破片である。銚子あるいは

湯桶に伴うものと考えられる。Ｗ１７８は黒漆塗り容器の破片と考えられるが、詳らかではない。Ｗ１７９は

台座に使用された板と考えられる。極一部に黒漆が残る。用途は不明である。Ｗ１８０は黒漆塗りの杓子

の先端である。Ｗ１８１は桶の側板片と考えられる。Ｗ１８２・Ｗ１８３は内外面に黒漆を塗布した桶の底板であ

る。Ｗ１８４～１８７は箱材の一部である。内外面に黒漆を塗布している。

　なお、�章北野氏の分析ではＷ３１・Ｗ１６５・Ｗ１７９については漆膜は確認出来なかった。

工具類（図版１２８～１３１　写真図版１７９～１８２）

漆工具類（Ｗ１８８～Ｗ２０１）

　Ｗ１８８～Ｗ２０１は漆工に関わる工具をあげた。Ｗ１８８は刷毛幅が１�足らずの細身の刷毛である。Ｗ１８９

は刷毛幅が１．５�足らずの細身の刷毛である。柄が非常に短く造られている。Ｗ１９１は身を方形に造りだ

す形状である。刷毛幅が４�足らずの製品である。１９０・１９１は刷毛を止める糸かがりの孔が先端近くの一

列である。Ｗ１９２は身の背を円形に造りだす、刷毛幅が４�足らずの製品である。刷毛を止める糸かが

りが先端近くと更に内側の２か所で留められている製品である。※印の刻書を施す。Ｗ１９３～Ｗ１９９は身

の背を円形に造りだす、刷毛幅が５�を測る製品である。刷毛を止める糸かがりが先端近くと内側の２

か所で留められている製品である。Ｗ２００は漆ヘラである。一端に鈍い刃部を造りだしており、中央部

付近には糸を巻いた痕跡が黒漆によって残っている。Ｗ２０１は漆が付着した漉し紙である。

ヘラ類（Ｗ２０２～Ｗ２１７）

　Ｗ２０２～Ｗ２０４は先端を撥状に加工したヘラである。Ｗ２０５・Ｗ２０６は小刀様の形状をもつ。共に刃部と

柄の境を表現している。Ｗ２０７・Ｗ２０８は先端を剣状に尖らせている。Ｗ２０９は一端を細く尖らせており、

墨引きの形状をもつ。Ｗ２１０～Ｗ２１４は先端を針状に尖らせている。Ｗ２１０は根元にかえりをもつ木針状

の個体である。２１４は曲物等の再利用と考えられる。Ｗ２１５～Ｗ２１７は先端を針状に尖らせているが、Ｗ

２１０～Ｗ２１４と比べ厚みのある材を使用している。Ｗ２１７は根元に穿孔があり、柄杓の柄の先端を加工し

たものと考えられる。

槌　ヤリガンナ・刀子の鞘・柄他（Ｗ２１８～Ｗ２３０）

　Ｗ２１８・Ｗ２１９は木槌の頭もしくは柄頭と考えられる。Ｗ２２０は工具もしくは庖丁などの柄である。Ｗ

２２１は手斧などの柄と考えられる。Ｗ２２２・Ｗ２２３は先端に工具等を装着した痕跡がない。Ｗ２２３は下半に

握痕があり、２点は太鼓の撥や拍子木の可能性が考えられる。Ｗ２２４は刀子の柄、Ｗ２２５・Ｗ２２６はともに
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刀子の鞘である。Ｗ２２７は神奈川県佐助ヶ谷遺跡の例から槍鉋の鞘と考えられる。Ｗ２２８は箱材を再利用

したと考えられ、片方に木片を打ちつけ傾斜した台を造り出している。砥石等の台と考えられる。Ｗ

２２９・Ｗ２３０は民俗例から鉦たたきの撞木の柄と考えられるものである。Ｗ２２９の先端にある２孔の部分に

弓形の木を括りつけ鉦をたたく。

雑具・灯火具（Ｗ２３１～Ｗ２３６）

　Ｗ２３１は内面に４個のかまぼこ状の隆起が造り出されている。型押しによって製品を作成するものか。

使用目的は不明である。Ｗ２３２～Ｗ２３４は灯明皿の台である。Ｗ２３４は柱のほぞに差し込み使用する。

　Ｗ２３５は不明であるが、Ｗ２３２・Ｗ２３３と同様に燈明皿の台と考えられる。Ｗ２３６は火錐臼である。

農具類（図版１３２・１３３　写真図版１８３・１８４）

横槌（Ｗ２３７・Ｗ２３８）

　Ｗ２３７・Ｗ２３８は横槌である。

鍬（Ｗ２３９～Ｗ２４７）

　Ｗ２３９～Ｗ２４２は平鍬、Ｗ２４３・Ｗ２４４は馬鍬の頭である。Ｗ２４５・Ｗ２４６は鎌の柄である。刃部を装着す

る先端には縦に切り込みを入れ、Ｗ２４６には目釘孔があく。Ｗ２４７は形状から鎌などの農・工具の柄と推

定されるが、刃部装着の切り込みはなく目釘孔があく。

木�（Ｗ２４８～Ｗ２５３）

　Ｗ２４８～Ｗ２５２は木�と考えられる製品である。Ｗ２５０は縦に孔があいており糸巻など別用途も考えら

れる。Ｗ２５３は丸太材を乱雑に加工したもので、一部に孔をあけていることから木�に加えた。

たが状木製品（Ｗ２５４・Ｗ２５５）

　Ｗ２５４・Ｗ２５５は枝を加工し円形あるいは弧状に撓ませた製品である。いずれも両端を薄く削り厚みを

減ずる作業を行っている。田下駄の外周に巡らすカンジキ用の部材と考えておく。

紡績具（図版１３４　写真図版１８５・１８６）

綛・糸巻（Ｗ２５６～Ｗ２５９）

　Ｗ２５６～Ｗ２５８は綛の部材である。Ｗ２５８は形が小さく芯を通す孔がない。実用品の一部とは考え難い。

Ｗ２５９は五角柱の一端に刻み目を入れている。簡易な糸巻と推定しておく。

紡錘車（Ｗ２６０～Ｗ２７０）

　円盤様の板の中央に穿孔する物である。Ｗ２６０～Ｗ２６５は円形の円盤の中央に孔があく。紡錘車の一部と

考えられる。Ｗ２６２は放射状に墨書きがあり、車輪を象っている。Ｗ２６６は片面には五芒星が刻まれており、他

の個体に比べ厚く、中央の孔が大きい。Ｗ２６７・Ｗ２６８は隅丸方形の盤の中央に孔があく。また、Ｗ２６９・Ｗ

２７０は８角形に面取りがあり中央に穿孔する。これらは、紡錘車ではなく別用途に使用された可能性も高い。

武具（図版１３４　写真図版１８７）

　Ｗ２７１は白木の柄、腰刀の柄と考えられる。Ｗ２７２は白木の腰刀の鞘である。下げ緒の環と角返しが削

り出されている。形状から鞘を再加工し、刀子の鞘にしたと考えられる。Ｗ２７３は兜の鍬形状の製品で

ある。鍬形作成のための模（ためし）、もしくは加飾前の鍬形の未製品の可能性が考えられる。広島県草

戸千軒町遺跡から類例が出土している。
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服飾具（図版１３５～１４１　写真図版１８８～２０１）

櫛（Ｗ２７４～Ｗ２８５）

　櫛は何れも白木の横櫛である。Ｗ２７４～Ｗ２７８は歯の間が粗い解き櫛、Ｗ２７９～Ｗ２８５は歯の間が詰まっ

た梳き櫛である。Ｗ２７９は山に黒漆を塗る。何れも山に稜をもつもの、山が平坦なもの、山が台形のもの

がある。

履物類（Ｗ２８６～Ｗ３３７）

　Ｗ２８６～Ｗ２９５は楕円・小判型の連歯下駄である。Ｗ２８６は前壷が左による右足用の下駄である。Ｗ２８７

～Ｗ２９５は中央に前壷がある。Ｗ２９６～Ｗ３０３は隅丸方形の連歯下駄である。何れも中央に前壷がある。

Ｗ２９６は子供用である。※印の刻書がある。Ｗ３０４は長方形の形状を持つ、方形の連歯下駄である。前歯

は独立するが、後歯が独立せず台板と一体化して削り出されている形状である。Ｗ３０５は先端を欠損し

ている。全体に薄く反りあがる形状である。Ｗ３０６～Ｗ３１３は何れも差し歯下駄、なかでも歯が台板を貫

通するいわゆる露卯下駄である。Ｗ３０６～Ｗ３１２は楕円・小判型の露卯下駄である。Ｗ３１３は隅丸方形であ

る。Ｗ３０７以外は断面形状が逆台形の台板である。また、歯はＷ３１０以外は外側へ踏ん張る台形である。

Ｗ３１４は、爪先側に集中して釘が打ちこまれた両歯の下駄である。いわゆる便所下駄の形態をとる。Ｗ

３１５～Ｗ３３７は通常の使われ方をする履物（下駄）ではなく、限られた用途を推測させる履物類である。

これらの内にはまだ履物類と確定されないものも含まれるが、基本的に歯を持つこと、孔をあける点か

ら履物類に分類した。基本的に１０�×１０�前後の小型である。Ｗ３１５～Ｗ３１９は歯がない、いわゆる無歯

下駄である。Ｗ３１５・Ｗ３１６は中央に前緒孔をもつ。類例は一乗谷朝倉館遺跡にあり、足裏と草鞋の間に

挟んで履く雪下駄である。Ｗ３１７～Ｗ３３６は連歯・差し歯の違いはあるが比較的一辺が短く、多孔の製品

である。これらのうち、足跡痕跡が残るＷ３３４の例もあるが、前壷が存在しない製品も多く、大人用の下

駄を加工した製品も存在する。すべてが子供用とは考え難く、前壷が存在しない製品は足もしくは草鞋

などに括りつける可能性も考えておきたい。Ｗ３１７～Ｗ３１９は３孔を主体とした無歯下駄である。Ｗ３１７

は小判型、Ｗ３１８・Ｗ３１９は長方形台板の際近くに孔をあける。Ｗ３２０～Ｗ３２４は、いわゆる連歯下駄の台

板を再加工し、緒孔を残した製品である。Ｗ３２０・Ｗ３２１は小判型に加工している。やや小型の下駄を加

工しており、歯の厚み・歯間・台板の幅ともに法量が小さい。子供あるいは女性用の下駄を加工した可

能性が高い。Ｗ３２２は台板の両端を切り落としている。前壷孔は切断に際し一部欠失している。緒孔は

３孔ともに小さい。やや小型の下駄を加工しており、歯の厚みが小さい。Ｗ３２３・Ｗ３２４は台板の両端を

切り落としている。前壷孔は切断に際し欠失している。使用された下駄は出土例の多い通常の大きさの

下駄である。Ｗ３２５は正方形の板に４孔をあけている。孔の位置は四辺に並行してあけられており、田

下駄に開けられる位置に近い。２孔を結ぶ紐摺れの痕跡がある。Ｗ３２６・Ｗ３２７は４孔をあけている。孔

の位置は四辺に対して、９０度の位置にあり、孔は何れも斜めに穿たれている。Ｗ３２６は板の四隅を落とし、

歯はない。Ｗ３２７は二隅を落とし、歯が摩耗した痕跡がある。Ｗ３２８～Ｗ３３６は６孔以上の孔がある。そ

の大半は釘穴と考えられる。Ｗ３２８・Ｗ３２９は連歯下駄である。Ｗ３２８の上部中央の孔は前壷、下部の２孔

は後壷孔と考えられる。Ｗ３２９は２か所に釘が残る。Ｗ３３０～Ｗ３３３は台座に歯を釘打ちした差し歯（打ち

歯）下駄である。６孔以上の孔があるが、これらの台板には緒を据える孔が基本的には見られない。Ｗ

３３４には左足裏の痕跡が残る。Ｗ３３５は差し歯（打ち歯）の痕跡がのこる。径のやや大きい孔３か所は緒

孔であろう。Ｗ３３７は連歯下駄を半折したものである。Ｗ３３８は小判型の連歯下駄である。歯に下面から

釘を打ちつけた痕跡がある。壷孔は存在しない。Ｗ３１７～Ｗ３３６は連歯・差し歯の違いはあるが比較的一
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辺が短く、多孔の製品である。これらのうち足跡痕跡が残るＷ３３４の例もあるが、壷孔が明確でない製品

も含まれる。これらの下駄類の検討を�章で行なった。

食事具（図版１４２～１４７　写真図版２０２～２０９）

刳りもの食器類（Ｗ３３９～Ｗ３４１）

　Ｗ３３９は木製の皿、極一部が残存しているため全体の様相は不明である。内面が丸く隆起している。

Ｗ３４０は木地椀である。Ｗ３４１は木地鉢である。

楊枝（Ｗ３４２～Ｗ３４７）

　Ｗ３４２は上端を短冊形に収め、下端を刀子様に刃を削り出している。Ｗ３４３・３４４は上端を短冊形に収め、

下端を尖らせる形状である。Ｗ３４５～Ｗ３４７は下端を尖らせ、上端もやや細く削り出している。

箸類（Ｗ３４８～Ｗ３８４）

　Ｗ３４８～Ｗ３８２は両端を尖らせた何れも白木のいわゆる両口箸である。箸の全長は２１�・２４�・２７�・

３０�、７寸から１０寸の各寸にわたっている。Ｗ３８３は下端を尖らせ、上端を角頭とする片口箸である。

　Ｗ３８４は両端を斜めに切り落とした太めの両口箸である。食事用ではなく菜箸などの用途の可能性が

考えられる。

小かまぼこ板類（Ｗ３８５～Ｗ４２１）

　形態は基本的には、すり身を塗りつける板の部分と、刳り込みをつけて作り出した柄に分かれる。上

端は圭頭にするものが殆んどであるが、先端を短冊形（Ｗ４１２）・小刀形（Ｗ４１３）にするものもある。

　Ｗ３８５・Ｗ３８６は小型のかまぼこ板である。全長は約１０�、すり身を塗る部分は約６�である。

　Ｗ３８８～Ｗ４１３は大型のかまぼこ板である。全長は約１７�、すり身を塗る部分は約１０�である。

　Ｗ４１４・Ｗ４１５は全長が２０�近くある。すり身を塗る部分はやや短い。Ｗ４１６～Ｗ４２１は柄の部分を折損

している。刃物によって切り折っている。　Ｗ４０６・Ｗ４０８～Ｗ４１０・Ｗ４１６・Ｗ４１８・Ｗ４１９・Ｗ４２１には有

機物が接着していた痕跡がある。小かまぼこ（小板かまぼこ）は白身魚を練り、板に塗りつけ炭火で炙っ

て食べるものであるが、食するときに灰に突き刺し汚れた柄の部分を切り取り食膳に供するものとされ

る。

杓子（Ｗ４２２）

　Ｗ４２２は杓子である。

切匙（Ｗ４２３～Ｗ４６８）

　図示した切匙の中で中央に孔があくもの（Ｗ４３２・Ｗ４３４・Ｗ４４２・Ｗ４４４・Ｗ４４７・Ｗ４５５・Ｗ４５７・Ｗ

４６２・Ｗ４６６）、峰に木釘孔痕があくもの（Ｗ４６１）は何れも足打ち折敷の脚部を再利用したものである。

　切匙はその刃部の形態によって大きく３種に分かれる。

�刀形の切匙（Ｗ４２３～Ｗ４３９）

　刃と柄の幅がほとんど変わらず、刃部と柄の境が形態的に明瞭でないものを刀形とした。刀に近い形

状である。

�中世庖丁形の切匙（Ｗ４４０～Ｗ４４７）

　刃部を緩やかに丸く削りだし、柄との境を明瞭にするものをこの時期の庖丁の形である中世庖丁形と

した。刃部は幅の細い�類（Ｗ４４０～Ｗ４４３）と、刃部は幅が厚い半月形の刃部をもつ�類（Ｗ４４４～Ｗ４４７）

に細分できる。
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�現代庖丁形の切匙（Ｗ４４８～Ｗ４６８）

　刃部の終わりに角をつけ、基部に抉りを入れて削りだし、柄との境を明瞭にするものを現代の庖丁に

近い形として、現代庖丁形とした。更に刃部が細身で抉りが鈍角な�類（Ｗ４４９～Ｗ４５８）と、細身で直

角に近い�類（Ｗ４５９～Ｗ４６３）、刃幅が厚く、刃部の先端が丸い�類（Ｗ４６４～Ｗ４６８）に細分できる。

杓文字（Ｗ４６９～Ｗ４８６）

　杓文字は全長１０�を切る小型のものから全長５０�を超える大型のものまで存在する。

　Ｗ４６９～Ｗ４７６は先端を丸く造りだした製品である。この中でＷ４６９～Ｗ４７３は幅４�を切る小品である。

　Ｗ４７４～Ｗ４７６は幅８�前後の製品であり、現在の飯盛りに使用している杓文字に最も近い形状である。

　Ｗ４７６は身と柄の取りつき部分を直角に造り出す、移植ゴテの形状である。Ｗ４７７～Ｗ４８６は先端を真

直ぐに造り出した製品である。Ｗ４７８・Ｗ４７９は身と柄の取りつき部分を直角に造り出す、幅５�前後の

小品である。Ｗ４７７・Ｗ４８０・Ｗ４８１は幅８�前後の製品であり、Ｗ４７４～Ｗ４７６と近い大きさの製品である。

Ｗ４８２・Ｗ４８３・Ｗ４８６は幅８�前後の製品であるが全長が長い、また、Ｗ４８５・Ｗ４８４は身幅が広く、全長

が長い大型の製品である。大鍋などに使用したと考えられる。

俎板（Ｗ４８７～Ｗ４９０）

　再利用された板材のうち顕著なものをあげた。Ｗ４８７は長方形の厚手の板材である。Ｗ４８８・Ｗ４８９は箱

材、Ｗ４９０は折敷の底板を再利用している。

容器（図版１４８～１６６　写真図版２１０～２２７）

折敷（Ｗ４９１～５４５）

　以下にあげるのは、折敷の側板及び底板である。

［長方形の折敷］

　Ｗ４９１は長方形の板材である。中央付近に皮とじ孔が４か所開いていることから、蓋と考えられる。

Ｗ４９２は一辺８�四方の板材である。４か所の孔の位置から底板と考えられる。Ｗ４９３は長方形の板材で

ある。３方に孔の痕跡と考えられる窪みが存在する。底板の可能性が高い。Ｗ４９４～Ｗ４９６は長方形の折

敷である。Ｗ４９４は心持ち四隅を落とす。側板が残っており、内法は幅１５�・全長２４�・高さ３�弱を

測る。Ｗ４９５・Ｗ４９６は底板のみ残る。ともに隅を落とさない長方形の板である。Ｗ４９７は六角形の板の

中央と外縁際に孔が認められる。六角形の折敷の蓋と考えられる。Ｗ４９８～Ｗ５０２は六角形の底板である。

これは、亀甲と言われる六角形の折敷である。一辺７�、内法一辺６�の大きさがＷ４９８についた側板の

圧痕から推測できる。

［隅切折敷］

　Ｗ５０３～Ｗ５４４は正方形の四隅を落とした、隅切（あるいは角切）の折敷である。折敷は、底板の厚み

によって２種存在する。即ち、２�前後の極薄い経木折敷と、５�以上の板折敷である。また、出土し

た折敷は基本的には方形を指向し、その一辺の長さは多岐に亘る。ここでは、一辺の長さによって分け

て述べてゆくが、『寸刻み』以下の規格が見られ、便宣上�単位とする。

方１０�の経木折敷

　Ｗ５０３～Ｗ５１０は一辺１０�を指向する経木折敷である。何れも側板を留める孔が、２個づつ２か所に穿

たれている。この孔と側板の圧痕から、内法は１０�のものの多くは８�であったと考えられる。
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方１１�の経木折敷

　Ｗ５１１～Ｗ５１９は一辺１１�を指向する折敷である。何れも側板を留める孔が、２個づつ３か所に穿たれ

ている。この孔と側板の圧痕から、内法は１１�のものは９�であったと考えられる。

方１７�の板折敷

　Ｗ５２０は一辺１７�を指向する折敷である。何れも側板を留める孔が、３個づつ４か所に穿たれている。

この孔と側板の圧痕から、内法１５�であったと考えられる。

方２２�の経木折敷

　Ｗ５２１は一辺２２�を指向する折敷である。側板を留める孔が、２個づつ４か所に穿たれていると考え

られる。この孔と側板の圧痕から、内法は２０�であったと考えられる。

方２４�の経木折敷

　Ｗ５２２・Ｗ５２３は一辺２４�を指向する折敷である。Ｗ５２２は側板を留める孔が、３個づつ４か所に穿たれ

ている。この孔と側板の圧痕から、内法２１�であったと考えられる。

方２６�の経木折敷

　Ｗ５２４～Ｗ５２７は一辺２６� を指向する折敷である。Ｗ５２５は側板を留める孔が、２個づつ各隅と一辺の

中程に穿たれている。計８か所にあったと考えられ、この孔と側板の圧痕から内法２４�と考えられる。

方２７�の板折敷

　Ｗ５２８は一辺２７�を指向する折敷である。Ｗ５２８は側板を留める孔が、２個づつ一辺の中程に穿たれて

いる。この孔と側板の圧痕から、内法は約２４�であったと考えられる。

　Ｗ５２９は２次的な加工を受けている。一辺は２７�、他辺は２次加工を受け詳らかではない。あるいは

長方形の折敷であった可能性も残る。

方３０�の経木折敷

　Ｗ５３０・Ｗ５３３は一辺３０�を指向する折敷である。Ｗ５３０は側板を留める孔が、隅と一辺の中程に認めら

れるが、ない箇所もある。この孔と側板の圧痕から、内法約２８�であったと考えられる。

　Ｗ５３３は隅を丸く削りだした板折敷で、破断面に３か所の穿孔跡がある。脚が存在した可能性がある。

その他の折敷

　Ｗ５３１・Ｗ５３２は２次加工・破片など形状が詳らかではない折敷片である。Ｗ５３１は２次加工によって一

端が斜めに切断されており、丸く削り出した部分もある。２次加工の意図は不明である。

方３２�の板折敷

　Ｗ５３４～Ｗ５３８は一辺３２�を指向する折敷である。Ｗ５３４・Ｗ５３６・Ｗ５３７・Ｗ５３８は隅を丸く削りだした

板折敷である。

　Ｗ５３５は側板を留める孔が、各辺２個づつ２か所に穿たれている。この孔と側板の圧痕から、内法約３０

�であったと考えられる。

方３３�の経木折敷

　Ｗ５３９は一辺３３�を指向する折敷である。側板を留める孔が、各辺２個づつ２か所に穿たれている。

この孔と側板の圧痕から、内法約３１�であったと考えられる。また、内側に３か所の孔が認められるこ

とから脚が存在した可能性が高い。

方３４�の板折敷

　Ｗ５４０～Ｗ５４７は一辺３４�を指向する隅切折敷である。Ｗ５４０・Ｗ５４３以外は隅を丸く削りだしている。
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　Ｗ５４２は側板を留める孔が、隅と一辺の中程に認められる。それ以外のものは、側板を留める孔が各辺

２個もしくは３個づつ２か所に開く。この孔と側板の圧痕から、内法約３２�であったと考えられる。

その他

　Ｗ９９７は折敷の側板（桟）である。

折敷脚部（Ｗ５４８～Ｗ５６８）

　Ｗ５４８～Ｗ５６８は折敷につけられた脚である。脚がつく折敷を足打折敷と呼ぶ。足打折敷につける脚は

軸孔をあけ軸を通すものと軸孔を持たないものがある。また、折敷本体と固定しないもの、木釘によっ

て接合するもの、樹皮によって綴じるものがある。また、全長は固定する折敷の法量によって８�～３７

�までの各種出土している。Ｗ５４８～Ｗ５５２は全長８�前後のもので、軸孔をもち、折敷本体とは固定し

ないものである。Ｗ５５３は全長約１３�、Ｗ５５４は全長約１９．５�共に軸孔がなく折敷本体と木釘によって固

定している。Ｗ５５５・Ｗ５５６は全長約２３．５�、対になる。軸孔に軸が残り、折敷本体と木釘によって固定

している。Ｗ５５７・Ｗ５５８・Ｗ５５９・Ｗ５６０・Ｗ５６５・Ｗ５６６・Ｗ５６８は軸孔を中央にあけ、折敷本体と木釘に

よって固定している。Ｗ５５７・Ｗ５５８は全長２７�。Ｗ５５９・Ｗ５６０・Ｗ５６５・Ｗ５６６・Ｗ５６８は全長２９�である。

Ｗ５５９は軸孔を中央にあけ、折敷本体と樹皮によって綴じている。Ｗ５６１・Ｗ５６７は軸孔がなく、折敷本体

と木釘によって固定している。Ｗ５６２・Ｗ５６３は全長約３１．５�、細い軸孔を２カ所にあけ、折敷本体とは

樹皮によって綴じている。Ｗ５６４は３３．０� 全面に黒漆を塗る。軸孔がなく折敷本体と木釘によって固定

する厚手の製品である。Ｗ５６７の全長から、折敷本体では出土していないが、方３７�以上のサイズの足打

ち折敷が当遺跡に存在していたことが分かる。

三宝脚部（Ｗ５６９～Ｗ５７５）

　Ｗ５６９～Ｗ５７５は三宝の脚である。立方体の形状をとるＷ５６９～Ｗ５７２と、台形状に裾が開くＷ５７３～Ｗ

５７５がある。折敷底板との接合は行わないもしくは上端中央に穿孔を施している。

円形容器の蓋類（Ｗ５７６～Ｗ５８８）

　Ｗ５７６～Ｗ５８１は円形の曲物の蓋である。径６�～１２�に亘る。Ｗ５８２～Ｗ５８５は楕円形の曲物の蓋板と

考えられる。Ｗ５８６～Ｗ５８８は中央に一列に釘孔があく円形の板である。鍋類などの蓋と考えられる。

円形容器の身・底板類他　（Ｗ５８９～Ｗ６１１）

　Ｗ５８９～Ｗ５９９は円形の曲物の底・身である。Ｗ５９０には柿渋様の黒色塗料が塗布されている。Ｗ５９１は

側板に方形の孔が開いている。柄杓の身と考えられる。Ｗ６００は側面に木釘の痕がなく、桶の底板の可

能性が高い。Ｗ６０１は木釘の痕跡が数か所に認められる。桶の底板あるいは蓋の可能性が考えられる。

　Ｗ６０２～Ｗ６０５は楕円形の曲物の身あるいは底板と考えられる。Ｗ６０６は側板を留めたと考えられる孔

が、各辺２個づつ２か所に穿たれている。また、釘孔が４箇所に認められる。蓋の可能性も考えられる。

　Ｗ６０７・Ｗ６０８は方形の刳り込みがあり、脚がはめ込まれていたと考えられる。いわゆる『行器』の底

板と考えられる。Ｗ６１０・Ｗ６１１は曲物『行器』に着けられた脚であろう。Ｗ６０９は多数の孔があけられて

おり、蒸籠の底板と考えられる。形状から方形であった可能性が高い。

柄杓類（Ｗ６１２～Ｗ６２２）

　柄杓類は身の口径が９�前後の小径のものと１２�前後の大径のものがある。柄は小径のものは２０�程

度、大径のものは４５�前後となる。

結桶類（Ｗ６２３～Ｗ６４４）

　出土した結桶類は完全なものはなく、側板である榑と底板が出土している。復元できるものの中で、
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高さ（深さ）が口径と同じあるいは超えるものは、Ｗ６３７を除きない。Ｗ６２３は脚が付く部分の榑である。

Ｗ６２４・Ｗ６２５は口径に対して深さがない盥あるいは半切り桶である。Ｗ６４３・Ｗ６４４は盥あるいは半切り

桶の底部板であろう。Ｗ６３８・Ｗ６３９は手桶の一部である。

把手類（Ｗ６４５～Ｗ６５５）

　Ｗ６４５～Ｗ６５０は鍋蓋類の把手である。Ｗ６５１～Ｗ６５５は手桶類の把手である。

栓類（Ｗ６５６～Ｗ６６２）

　栓類は円筒形の材が一端に向けて徐々に細くなるもの（Ｗ６５６～Ｗ６６０）と握り部分と差し込み部分に

明瞭な違があるもの（Ｗ６６１）、段を造り出すもの（Ｗ６６２）がある。

箱物類ほか（Ｗ６６３～Ｗ６７４）

　箱物の部材をあげた。底板の残るＷ６６６と、Ｗ６７４以外は何れも蓋もしくは身に伴う側板である。Ｗ

６６３・Ｗ６６４・Ｗ６６７は両端が相欠き組みに加工されている。想定される箱は内法で共に約９�を測る。Ｗ

６６５は箱物の側板である。組み接ぎに加工されている。箱は、一辺約１４�・高さ約６�、内法で約１２．５

�・深さ約５�を測る。内容量約７８１．２５ＣＣである。Ｗ６６６は箱物である。相欠き組みに加工されて組み

合わされる。箱は一辺約１８�・高さ約９�、内法で約１６．５�・深さ約８�を測る。内容量約２１７８．００ＣＣ

である。Ｗ６６５・Ｗ６６６は枡の可能性が考えられる。Ｗ６７１は箱物蓋の側板である。両端が組み接ぎに加工

されている。Ｗ６７２は長辺の上下に釘孔が認められる。Ｗ６７３は大型の箱物の側板、高さが１０�足らずの

浅い器形である。Ｗ６７４は台形の材の一面を刳りぬいている。砥石台などの可能性も考えられる。

槽類（Ｗ６７５～Ｗ６８０）

　Ｗ６７５～Ｗ６７７は平面形が楕円形を指向する個体である。全体に薄い造りである。

　Ｗ６７８は残存割合が不明のため全体の形状は不明であるが、内面底部の形状から隅丸方形の可能性が

ある。比較的厚い造りである。Ｗ６７９・Ｗ６８０は短辺を直に切り落とし、箱状の形態をとる。

籠編み物類・縄類（図版１６７～１６９　写真図版２２８～２３０）

笊類（Ｗ６８１～Ｗ６８７）

　縁のばらけた個体が多く元の形状を保つものは少ない。ほぼ完形になるＷ６８１とＷ６８２は楕円形であり、

短軸と長軸の割合は１対１．２程度である。笊は短軸方向に幅１�前後の竹を使用し、長軸方向には幅５

�以下の竹を使用して編んでいる点が特徴である。

箕類（Ｗ６８８～Ｗ６９０）

　縦軸方向に幅３�前後の竹を使用し、横軸方向に幅１�以下の竹を使用して編む点が特徴である。

籠類（Ｗ６９１）

　縁がばらけ、全体の形状は詳らかではない。縦横軸ともに幅１�以下の竹を使用して編む。

畳類（Ｗ６９２）

　火災に会い炭化している。全体の形状は詳らかではない。畳表を留めていたと考えられる鉄釘がほぼ

同一地点から出土している。

縄類（Ｗ６９３～Ｗ６９５）

　藁縄類である。何れも３本の細縄を１本に縒りあげている。
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遊戯具（図版１７０　写真図版２３１）

羽子板（Ｗ６９６～Ｗ７０５）

　全長２１�～３５�の大きさがある。Ｗ６９６・Ｗ７０２では石などを打撃した痕跡が残る。また、Ｗ７０１・Ｗ７０３

では穿孔・釘孔があり、更に夥しい刃物痕が着けられていることから、箱材を俎板に転用し、更に羽子

板に加工したことが分かる。

打杖球（Ｗ７０６）

　一部を欠損するが、球形を指向したものである。打杖の球と考えておく。

将棋駒（Ｗ７０７）

　文字の書き込みがないため栓の可能性が残るが、圭頭状に丁寧に加工されていることから将棋の駒と

した。細身の無文字の駒は駿府城跡からも出土している。

祭祀具（図版１７１・１７２　写真図版２３２～２３４）

墨書・彩色した木彫り猿（Ｗ７０８）

　Ｗ７０８は、猿の木彫り人形である。目鼻及び背中の毛を墨による点描で表現している。顔面に赤色顔

料が塗られていることから猿と判断した。

墨書絵馬（Ｗ７０９・Ｗ７１０）

　Ｗ７０９・Ｗ７１０は墨書の線描によって馬が描かれている。何れも経木に書かれており、Ｗ７０９は墨書の後

隅落としなどの加工が施されている。

形代類

人形（Ｗ７１１～Ｗ７１３）

　Ｗ７１１・Ｗ７１２は立体の人形と考えられる。共に頭部に烏帽子を表現している。Ｗ７１３は側面人形の脚部

である。

鳥形（Ｗ７１４～Ｗ７１６）

　Ｗ７１４・Ｗ７１５・Ｗ７１６は鳥形と考えられる。

その他の形代類（Ｗ７１７～Ｗ７２０）

　Ｗ７１７～Ｗ７２０は欠損部があるため不明であるが、剣形や舟形などの一部の可能性があるものである。

刀形（Ｗ７２１～Ｗ７３７）

　Ｗ７２１・Ｗ７２２は棒状の材を削り出した立体的な刀形である。Ｗ７２９・Ｗ７３０は刃部と柄の区別を表現し

ている。

陽物（Ｗ７３８～Ｗ７４５）

　Ｗ７３８は比較的扁平な形状をしており、基部には方形の孔があく。

斎串（Ｗ７４６～Ｗ７５３）

　幅３�前後の細いひご状の斎串である。全長２０�前後と３２�前後の大小２種がある。共に上端に縦割

りの切れ目を入れ、下端を削り尖らせている。図示した８点は纏まって出土している。太さ・長さに違

いはあるが、砂入遺跡分類Ｄ類の斎串の系譜を引くものと考えられる。
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建築部材（図版１７３～１７９　写真図版２３５～２４０）

円柱・円桁類（Ｗ７５４～Ｗ７５９）

　Ｗ７５４は角�孔を持ち、楔を打ち込む溝が掘られている。先端に向けて扁平となる部材である。円桁

材の先端と考えられるが、Ｗ７５６の柱頭の可能性も残る。Ｗ７５５～Ｗ７５９は円柱である。Ｗ７５７は天地が定

かではない。Ｗ７６０は下端を尖らせた杭であるが、上端付近に角�孔があることから元々は円桁材と考

えられる。

角柱類（Ｗ７６１～Ｗ７６６）

　何れも角柱もしくは角柱の残材（Ｗ７６６）と考えられる。Ｗ７６１は上下端近くに貫孔、２面に角�孔が

４５�間隔であく。Ｗ７６２・７６４は図示した下端が上部である可能性も高い。Ｗ７６２は柱頭に桁を落としこむ

仕口を掘り込む。Ｗ７６４は柱頭に角�造り出す。貫孔と直交して込栓の孔があく。Ｗ７６５は天地が定かで

はない。貫材の孔が交叉してあけられている。桁束柱などの可能性もある。

根太類ほか（Ｗ７６７～Ｗ７７１）

　Ｗ７６７・Ｗ７６８は根太材である。Ｗ７６７は２本の材を並べて使用しており柱を据える箇所を削り凹面を造

り出している。外面に�孔が残ることから建築部材を転用した可能性が高い。想定される柱の間隔は６０

�である。Ｗ７６９・Ｗ７７０は共に手斧痕跡を多く残す部材である。Ｗ７７１は貫材と考えられる。サイズはＷ

７６５と合致する。

板材ほか（Ｗ７７２～Ｗ７９４）

　主に平板材をあげた。Ｗ７７２・Ｗ７７３・Ｗ７７４・Ｗ７７９・Ｗ７８０は貫材もしくは貫材を切断したものである

可能性が考えられる。Ｗ７７５は一端が薄く削られており、隙間などに差し込まれた痕跡が認められる。

床板もしくは板壁材の可能性が考えられる。Ｗ７７７は一端に穿孔がある。壁材などの可能性が考えられ

る。Ｗ７７６はまな板に再利用されたと考えられる。一端には�が存在する。他端は不明である。Ｗ７８１は

一面に方形の溝を彫り込んだ建築部材の切断材と考えられる。一端に�状の突起があるが、完全には加

工されてはいないことから切れ端であろう。壁板を差し込む柱材の一部と考えておく。Ｗ７８２・Ｗ７８３は

柱材の先端（�）部分を切断したものと考えられる。Ｗ７８４については先端に向かって細くなる。�をも

つ建築部材を切断したものと考えられる。Ｗ７８５・Ｗ７８６は断面六角形、Ｗ７８７は円形の杭である。

　Ｗ７８８は鎌首形の木製品である。鎌継ぎの�が折損したものか。Ｗ７８９は鼻栓と考えられる。

　Ｗ７９０～Ｗ７９４は厚さ２�前後の壁材に使用されたと考えられる長方形の板材である。

建具類（Ｗ７９５～Ｗ８００）

　Ｗ７９５～Ｗ８００は格子戸・蔀の格子の部材である。Ｗ７９５は横桟と考えられる。格子子に止める釘孔が

あく。Ｗ７９６についても幅・厚みから横桟と考えておく。Ｗ７９７・Ｗ７９８は格子子である。Ｗ７９７は凸部に

釘孔があく。戸板に打ちつけたものであろう。Ｗ７９８は凹部に釘孔がある。横桟を留めたものと理解で

きる。Ｗ７９９は先端にＬ字形の平�、他端は欠損している。�を縦框にはめ込む横桟の先端と考えられる。

Ｗ８００は断面が縦長の部材である。佐助ヶ谷遺跡では障子戸の部材の可能性を指摘している。Ｗ８０１は溝

と釘孔の存在から建具の可能性を考えておくが、具体的には不明である。Ｗ８０２・Ｗ８０３は等間隔に切れ

込みをいれ、外反する曲面を出した部材である。部分的に留め釘が残る。建具の可能性を考えておくが、

具体的には不明である。
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用途不明品（図版１８０～１８２　写真図版２４１～２４３）

　単体で使用する可能性があり性格が明確ではないものをあげる。

木札状木製品類（Ｗ８０４～Ｗ８１０）

　いずれも薄板を木札状に整形しているが、墨痕跡はなく、両端の頭を裁断している。また木釘痕跡の

あるものも存在する。形代の可能性もある。

箱形加工品（Ｗ８１１）

　直方体の内部を箱型に加工しているが、上下・側面の３方向に窓があけられている。

蛇尾型木製品（Ｗ８１２）

　ベルトの蛇尾様の形状をするが、白木の製品である。４か所の穿孔があり、布・革などに縫いとめら

れていた可能性がある。

蓋状加工品（Ｗ８１３・Ｗ８１４）

　面取りを行った板材である。Ｗ８１４は上部に貫通しない孔がある。

方形加工板材（Ｗ８１５～Ｗ８２５）

　一辺が１０�以内の方形・長方形の板材である。大半は経木であるが、一部に板材も含む。刃物痕・木

釘・釘孔・穿孔を伴うものもあり、折敷・曲物などの加工時にでた残欠や、折敷・曲物などの製品の再

加工時にでた廃材などが含まれていると考えられる。

模様をもつ加工品（Ｗ８２６～Ｗ８２８）

　Ｗ８２６は両端を塔婆状に刻みをいれた薄板製品である。内側に２か所の孔がある。Ｗ８２７は墨書の縞模

様、刺突、刃物による毛引きを施した角材である。Ｗ８２８は刻み目を施す方の一端が管状になっていた可

能性がある。他端は削りを施す。

自在型木製品（Ｗ８２９・Ｗ８３０）

　Ｗ８２９は小型の自在の可能性がある。Ｗ８３０は両側の穿孔が四角く小さい。釘孔の可能性が高い。

火処具用部材（Ｗ８３１～Ｗ８３４）

　Ｗ８３１・Ｗ８３２は、佐助ヶ谷遺跡の例から付け木の可能性がある木片である。Ｗ８３３・Ｗ８３４は刃物によっ

て局所的に木片を抉りとっており、付け木に使用した可能性を残す。Ｗ８３４の樹種は軟質のタカノツメ

であり、付け木・マッチなどに使用される事例がある。

球状加工木片（Ｗ８３６・Ｗ８３７）

　多方向から面取りを行っているが、球体となっていない木片である。

その他（Ｗ８３５・Ｗ８３８・Ｗ８３９）

　Ｗ８３５は紐括り状の突起を造り出す。運搬時に使用した可能性が考えられる。Ｗ８３８・Ｗ８３９は柱材など

の切片の可能性が考えられるが、Ｗ８３９には刃物痕跡がある。

柄類（Ｗ８４０～Ｗ８５３）

　工具等の柄として使用された可能性が高い棒状木製品である。Ｗ８４０～Ｗ８４２は両端に削りをほどこし

た角材である。Ｗ８４２は一面に刻み目をつけており、計量具の一部である可能性もあるが、刻み目の間隔

が均等ではない。Ｗ８４３～Ｗ８４５は一端の径が太くなる製品である。Ｗ８４６・Ｗ８４７はヘラ状に加工してい

る。Ｗ８４８は最大径が中央にある棒である。Ｗ８５０は断面長方形の柄である。折損した部分が一部残る。
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用途不明部材（図版１８３～１８６　写真図版２４４～２４６）

　Ｗ８５４～８７４は箱物や細工もの・構造物などの一部と考えられるが用途不明なものである。Ｗ８５５・Ｗ８５６

は中央の孔の配置から推して十字に組み合わせて使用していた可能性が考えられる。Ｗ８５９～Ｗ８６２は

方・円・三角の透かしが入る加工材である。Ｗ８６９は靴べら状の部材の基部に木楔が充填されている。Ｗ

８７０は雲形の飾り板である。近似した形状のものは大坂城跡の出土例にある。

�・鉄釘などを伴う部材（Ｗ８７５～Ｗ８８４）

����孔・釘打ちを伴う部材を集めた。建具・家具あるいは建築物を構成する一部と考えられるが、

具体的には不明である。Ｗ８８４は台形の板材の面に釘が打たれている。側面にはない。

その他の部材（Ｗ８８５～Ｗ８９０）

　Ｗ８８５は形状からは大型の桶類の把手の可能性が高い。中央部の側面に凹部を削りだしており、縄な

どを結びつけた可能性がある。Ｗ８８６は両端を薄く削った板材である。Ｗ８８８は内部をコノ字形に落とし

両端に厚みを残した板材である。Ｗ８８９は裏面に釘様の圧痕が残る栓状の木片である。Ｗ８９０は面取りを

行った棒材に溝を彫る。先端に方形の孔があく。

切断材（Ｗ８９１～Ｗ８９６）

　Ｗ８９１～Ｗ８９３は側面にアールをもつ板材。�・釘孔・面取りなど加工がある。Ｗ８９４・Ｗ８９５は角材の

切れ端である。Ｗ８９４は工具の柄を切断したものか。Ｗ８９６は丸太から板を切り出した残欠か。

竹製品（図版１８７　写真図版２４７）

　竹製品は、籠編み物類については先に述べたが、ここではその他の竹製品について述べておく。Ｗ８９７

は先端を尖らせた竹枝を細身の竹筒を鞘として収納した工具である。竹枝の先端には赤色塗料が付着し

ており、墨引きに使用されたと考えられる。Ｗ８９８は非常に短いが、先端を尖らせており、竹篦と考えら

れる。Ｗ８９９は刀子状に加工された製品である。切先及び刃部を片刃（切刃）に表現しており、節を柄と

の境に表現している。柄部分には２か所に切り込みをいれている。造りが精工であり菓子切りなどの用

途を想定しておきたい。Ｗ９００・Ｗ９０１は、細身の竹の一節を加工した製品である。節を抜き、Ｗ９００は一

端の側面に孔をあけている。鳴子などに使用した可能性が考えられよう。Ｗ９０１は両端を丸く加工して

いる。Ｗ９０２は真竹の一節を加工した製品。底部の節を残し容器としているが具体的な使用法は不明で

ある。Ｗ９０３は真竹の一節を加工した筒状の製品である。節を抜き底はない。一方を２方向から刃を入

れ山形に切断している。具体的な使用法は不明である。Ｗ９０４は真竹の一端を斜めに切り落としている。

他端は水平に切断しており加工意図は不明である。あるいは加工屑の可能性もある。

江戸時代及び下層の木製品（図版１８９～１９３　写真図版２４８～２５０）

江戸時代（Ｗ９６０・Ｗ９６１）

　Ｗ９６０は折敷の一部と考えられる。Ｗ９６１は表面に黒漆を塗った箱物の側板である。３枚組み接ぎを行

い、木釘によって留めている。２点は江戸時代の層位から出土したが、下層から遊離した遺物の可能性

が高い。

下層の木製品（Ｗ９６２～Ｗ９９５）

祭祀具

　Ｗ９６２は馬形、鞍の表現はない。Ｗ９６３・Ｗ９６４は人形・人形の脚。Ｗ９６５～Ｗ９６７は斎串である。
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紡績具

　Ｗ９６８は紡錘車の破片と考えられる。

容器

　Ｗ９６９は朱漆杯である。Ｗ９７０は柄杓である。柄を短く切断している。Ｗ９７１・９７２は隅丸方形を指向す

る大型の曲物類の底板と考えられる。Ｗ９７３は中央に円形の孔を穿つ蓋板である。

　Ｗ９７４は籾掬いあるいは漁具の閼伽掬いの柄と考えられる。

農具等

　Ｗ９７５は両端を削り、紐かけ部分を造り出した棒である。天秤棒等の用途にはやや全長が短い。Ｗ９７６

は鍬等農工具の柄である。Ｗ９７７～Ｗ９８１は田下駄である。Ｗ９７７・Ｗ９７８は砂入遺跡分類におけるＡ類４

孔式、Ｗ９７９はＤ類抉れ留めタイプに分類される。Ｗ９８０・Ｗ９８１は枠型田下駄、いわゆる大足である。

部材

　Ｗ９８２は両端部近くに方形の穿孔があり、腰掛けの座板と考えられる。Ｗ９８３～Ｗ９８７は一端近くに穿

孔もしくは�を切る板材である。Ｗ９８３は上端を、Ｗ９８４～Ｗ９８６は下端を２次的に切断されている可能

性が高い。Ｗ９８４・Ｗ９８６は長辺に沿って穿孔があり、壁材（おそらく横方向に使用した）である可能性

が高い。その他の板材についても壁もしくは床板材の可能性が考えられる。Ｗ９８８は２つの隅を削る板

材である。性格は不明である。Ｗ９８９は断面Ｌ字形の材である。用途は不明である。Ｗ９９０は一端は方形

に加工し、他端には未貫通の�孔を切る。材の大半は断面が裁頭三角形である。棟木などの可能性が考

えられるが、不明である。Ｗ９９１は一端に抉りを入れた棒である。用途は不明である。Ｗ９９２・Ｗ９９３は一

端を尖らせた棒である。用途は不明である。Ｗ９９４は両端を尖らせた札状の製品である。中央部に擦痕

がある。用途は不明である。Ｗ９９５は付け札状の製品である。墨痕は存在しない。

第４節　骨角製品
双六駒石他（第６図、写真図版１５６　Ｂ１・Ｂ２）

　Ｂ１は直径１．５�、厚さ３．５�を測る。表裏両面に直径１．２�、

深さ１�の６個の孔が刳られている。

　Ｂ２は直径１．７�、厚さ８�を測る。側面に直一辺２�、深さ

３～７�の孔が４カ所、穿たれている。用途は不明である。

第５節　石製品
碁石（図版９６、写真図版１５０　Ｓ１～Ｓ２２）

　Ｓ１～Ｓ２２は石製の黒石である。大きさは１．６～２．１�である。色調は褐灰～暗灰色を呈する。

硯（図版９６、写真図版１５０　Ｓ２３～Ｓ２８）

　Ｓ２３は長さ７．２�、幅２．５�、厚さ１�を測る。海部の頭部は半円形を呈し、深さは５�である。Ｓ２４は

長さ６．９�、幅３．３�、厚さ０．９�を測る。海部の深さは５�である。Ｓ２５は縁部分が欠損しており、残存

長６．４�、残存幅３�、厚さ１．３�を測る。Ｓ２６は長さ９．１�、幅４．９�、厚さ１�を測る。海部の深さは

７�である。陸部の中央も使い込まれて凹状に凹んでいる。縁部分には漆継ぎの痕跡が残っている。Ｓ

２７は長さ２．７�、幅３．９�、厚さ０．９�を測る。硯の破片を再加工して小さな硯に作り替えている。Ｓ２８は

長さ１２．３�、幅４．６�、厚さ１．５�を測る。表裏両面に陸部の凹みが見られる。

Ｂ１ Ｂ２

３�０

第６図　骨角製品
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石臼（図版９６、写真図版１５０　Ｓ２９～Ｓ３０）

　Ｓ３０は茶臼である。復元径は４０�、高さ４０�、上面に臼部を１�の高さで削りだし、周囲に深さ２�の

受皿を巡らしている下臼である。摺り面は溝が１１条、８分割で配されている。心棒孔は一辺約２�の方

形を呈す。残存部分だけでも３つに分割しているのを漆でつなぎ合わせてある。Ｓ２９は挽臼である。復

元直径は１９�、残存高は１５．８�で、上面、下面ともほとんどが欠損している。

砥石（図版９７～１０１、写真図版１５１～１５５　Ｓ３１～Ｓ６３）

　形態からは小さく短冊状に整形されたものと大きく長方体に整形されたもの、不定形のまま使用して

いる物に分類できる。Ｓ３１～Ｓ３９、Ｓ４１～Ｓ４４、Ｓ４６～Ｓ４８は短冊状に加工したものかその破片と考えられ

る。Ｓ４０とＳ４５は直方体のまま使用されている。Ｓ５０～Ｓ６３までは不定形のまま使用している。また、石

材の粒子から仕上砥石と荒砥石に分けられる。仕上砥石はＳ３１～Ｓ３５、Ｓ３７～Ｓ４１、Ｓ４３～Ｓ４９、Ｓ６０、荒砥

石はＳ３６、Ｓ４２、Ｓ５０～Ｓ５９、Ｓ６１～Ｓ６３である。

小型石斧（図版６４、写真図版１５５　Ｓ６４）

　長さ４．２�、幅３．３�、厚さ０．９�を測る。全体がよく研磨されている。蛤状の刃には使用痕と思われる

欠けが７カ所認められる。

石錘（図版１０２、写真図版１５５　Ｓ６６）

　Ｓ６６は不定な空豆型を呈し、最大径８．５�、最大幅４．７�、厚さ１．７�、重さ８２．５ｇを測る。長径の中央

に抉りがある。また、直径８�の孔が穿たれている。

打製石鏃（図版１０２、写真図版１５５　Ｓ６７）

　平基式で長さ２．４�、幅１．４�、厚さ０．６�、重さ１．９ｇを測る。材質は石英である。

剥片（図版１０２、写真図版１５５　Ｓ６８）

　翼状のサヌカイトの剥片である。

不明品（図版１０２、写真図版１５５　Ｓ６５、Ｓ６９～Ｓ７３）

　Ｓ６５は長径５．２�、短径４．６�、厚さ１．６�の楕円形の製品である。一部に打ち欠いた痕跡が残る。Ｓ６９

は底辺３．７�、高さ３．８�、厚さ６�の三角形を呈する。Ｓ７０は長さ７．３�、幅４．８�、厚さ３．６�を測り、３

面の削りだした面を持つ。Ｓ７１は長さ５．６�、幅５．３�、厚さ５．３�の軟質の凝灰岩である。砥石として使

用する目的で切り出された半加工品の可能性がある。Ｓ７２は残存長は１１．６�、幅８．０�、厚さ５．０�を測る。

上面の平坦面が良く摺り減っており、石臼の一部と見られる。Ｓ７３は長さ１３�、幅８．５�、厚さ５．６�を測る。

第６節　石造品
宝篋印塔（図版１０３、写真図版１５６　Ｓ７４）

　宝篋印塔の塔身部である。高さ２８．４�、最大径１３．１�、重さ６．５�を測る。塔身部には九つの環が底部

には蓮弁が刻まれている。

五輪塔（図版１０３、写真図版１５６　Ｓ７５、Ｓ７７）

　Ｓ７５は五輪塔の水輪である。花崗岩製で上径９．６�、最大径１９．５�、下径８．７�、高さは１５．８�、重量

は７．０�を測る。梵字「 」が刻まれている。Ｓ７７は五輪塔の地輪である。長さ２２．５�、幅２４．５�、厚さ

２１．５�を測る。梵字「 」が刻まれている。

墓石（図版１０３、写真図版１５６　Ｓ７６） 

　高さ２２．６�、幅１９．８�、厚さ１１．５�、重さ１０�を測る。上端中央に梵字が刻まれているが判読できな
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かった。

礎石（図版１０３　Ｓ７８～Ｓ７９）

　Ｓ７８は長さ４３�、幅２４．８�、厚さ１３�、重さ３０．８�を測る。片面には「 」の刻印が施されている。Ｓ

７９は楕円形を呈し、長径４２．８�、短径３３．３�、厚さ１６．２�、重さ４２．４ｇを測る。

第７節　宮内堀脇遺跡�出土の刷毛について
　この頁で報告する遺物は、平成１０年度に実施した宮内堀脇遺跡の発掘調査で出土した遺物である。本

来は２００７年３月刊の『宮内堀脇遺跡�（兵庫県文化財調査報告　第３１１冊）』に掲載されるべき遺物であ

るが、報告書刊行後に未報告遺物の整理をしていた際に確認した遺物である。Ａ地区の遺構検出面で、

遺構精査時に出土している。

　扁平な板材の先端に割れ目を入れて毛をはさんでいる。割れ目は先端から刷毛の中央部に及んでおり、

毛は先端から約３．５�の深さまではさみ込まれている。先端部にはさんだ毛を止めるのに、糸状の物を

巻いて固定している。糸の１本ずつの単位の認識は困難であり、また漆に混ぜられたと考えられる赤い

顔料の色が沈着している。また刷毛の先端部を中心に漆が付着している。特に黒漆と赤漆が重なるよう

に残存しており、またその他の部位にも黒漆が部分的に付着している。これらのことから、この遺物が

漆塗りに用いたことが想定される。

　法量は全長１６．１�、最大幅2．１�、厚さ０．７�で、木取りは板目取りである。

参考文献

鈴木　敬二　「第１章　調査の経過」『宮内堀脇遺跡�（兵庫県文化財調査報告　第３１１冊）』兵庫県教育

委員会編　２００７年３月　p．p．１－p．p．２

第７図　遺物実測図 写真１　遺物写真

１０㎝

０
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第�章　文字資料

　本遺跡における文字類が記載された遺物は、木製品に墨書されたもの（木簡類）と土器類に墨書され

たもの（墨書土器）があり、両者共に、一般の遺跡に比べ出土数量が多い。木簡・墨書土器間には関連

する墨書が記されていることもあり、文字資料の章立てを行い以下述べてゆく。

　

第１節 　墨書土器類
　墨書土器類は、若干、磁器類の高台裏に記されるものも存在するが、大半は土師器皿類への墨書であ

り、その大半は、９６年度・９７年度に外堀内から出土した人名墨書土器群である。人名墨書土器は、その

論拠は後述するが、仏事（追善供養）に使用されたと推断でき、書かれた人名の多くは、遺跡が所在す

る宮内地区に居住した人々の名であった蓋然性が極めて高い。この点が特徴としてあげられる。また、

人名と共に月日や『無縁』『法界』『六親眷属』など仏事に使用される文言が含まれていることも特徴で

ある。当宮内地区所在の総持寺には、墨書土器が廃棄されるよりも３０年以上前に作成された寺社再建に

伴う奉加帳（１５３５年）が現存している。奉加帳に記載された１５００名にのぼる人々の大半は宮内地区の住

人とみられている。その中の幾人かが没後、追善供養され墨書土器にその名が再び記されている可能性

が極めて高い。その点が墨書土器に記された人名を理解する点での視点となっている。
　

１．９５年度出土の墨書土器（図版１９４　写真図版２５１）

　９５年度出土の墨書土器の大半は細片で出土しており、文意の分かるものは極めてすくない。１００１・１００２

は第１面上層から出土している。共に内面に墨痕が付着するのみである。１００３・１００４はＳＤ５２００２から出

土した。共に外面底部に墨書がある。１００３は『ほん 』、１００４は故意に筆によって文字を消したと考え

られ、釈読はできなかった。１００５～１００７はＳＤ５２００８から出土している。１００５は溝下層から出土しており、

第３面に対応する可能性がある。『すいうん』と記される。法名か。１００６は白磁皿高台裏に『上』と記さ

れている。１００７は内面に墨痕が付着する。１００８～１０１０は第２・３面間から出土している。いずれも墨痕・

墨書があるが細片のため内容は不明である。１０１１～１０１３・１０１５・１０１６は土師器皿の外面に１０１４は内面に

墨書がある。何れも細片のため内容は不明である。１０１１はＳＤ５３０１２から出土している。外面に２行の文

字が認められるが、内容は不明である。１０１７～１０１９は土師器皿の内面に墨書がある。何れも細片のため

内容は不明である。１０２０～１０２２は土師器皿の外面に墨書がある。１０２１は五芒星を外面に４か所記してい

る。１０２３は白磁皿高台裏に『三』と記している。１０２４・１０２５は内面に墨書がある。１０２５は内面に複数行

の文字と文字を囲む円形の縁取り線が記されていると推測されるが、細片のため全容は不明である。
　

２．人名墨書土器群

　１０２６以下は、外堀に投棄された人名墨書土器群である。土器群は、大きく９６年度のＳＤ６７００１において

一群（Ｆ群）、９７年度のＳＤ７４００１において三群（Ａ・Ｂ・Ｃ群）、下層のＳＤ７５００１において三群（Ｂ・Ｃ・

Ｅ群）に分かれることは先述している。以下、まず墨書内容を中心に述べてゆく。

　１０２６はＳＤ６２００１から出土した。文面から、下層の墨書土器群から遊離した個体と考えられる。４寸径

の土師器皿の内面に５名の人名が記されている。いずれも法名ではない。１０２７はＳＤ６６００１から出土した。
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文面から下層の墨書土器群から遊離した個体と考えられる。４寸径の土師器皿の内面に『ほうせい』と

記されている。法名と考えられる。
　

ＳＤ６７００１�Ｆ群出土の墨書土器　（図版１９５～１９７　写真図版２５２～２５５）

　１０２８～１０７３は土師器皿内面に一行の墨書を記すものである。１０２８～１０６５・１０６８～１０７０は法名を記して

いる。１０２８～１０３４は土師器皿の内面に『ほうせい』と記されている。１０２８～１０３１の４点は３寸径、１０３２

～１０３４の３点は４寸径の土師器皿である。遊離した１０２７を加へ、３寸径４点、４寸径４点の土師器皿に

『ほうせい』と記し、廃棄した可能性が考えられる。１０３５～１０４０は土師器皿の内面に『そうけん』と記さ

れている。１０３５～１０３７の３点は３寸径、１０３８～１０４０の３点は４寸径の土師器皿である。３寸径３点、４

寸径３点の土師器皿に『そうけん』と記し、廃棄した可能性が考えられる。１０４１～１０４６は土師器皿の内

面に『ちよけい』と記されている。１０４１～１０４３の３点は３寸径、１０４５はやや径が大きいが、１０４４～１０４６

の３点は４寸径の土師器皿と考えられ。３寸径３点、４寸径３点の土師器皿に『ちよけい』と記し、廃

棄した可能性が考えられる。１０４７～１０５０は土師器皿の内面に『めうけん』と記されている。１０４７・１０４８

の２点は３寸径（１０４８は３寸５分か）、１０４９・１０５０の２点は４寸径の土師器皿と考えられる。３寸径２点、

４寸径２点の土師器皿に『めうけん』と記し、廃棄した可能性が考えられる。１０５１～１０５３は土師器皿の

内面に『めうかう』と記されている。１０５１・１０５２の２点は３寸５分、１０５３は４寸５分径の土師器皿と考

えられる。『めうけん』の例から推して、４寸５分径の皿が一枚欠失している可能性が考えられる。

１０５４・１０５５は土師器皿の内面に『たふゆう』と記されている。２点は共に３寸５分皿である。２枚を単

位に廃棄した可能性が考えられる。『たふゆう』は後に述べる位牌『道祐禅門』と同一人物の可能性が高

いと考えられる。１０５６・１０５７は土師器皿の内面に『ちゆけい』と記されている。１０５６は３寸５分皿、１０５７

は４寸５分皿である。小径の皿１枚と中径の皿１枚を単位に廃棄した可能性が考えられる。１０５８・１０５９

は土師器皿の内面に『めうきん』と記されている。１０５８は３寸５分皿、１０５９は４寸５分皿である。『ちゆ

けい』と同じく小径の皿１枚と中径の皿１枚を単位に廃棄した可能性が考えられる。１０６０・１０６１は土師

器皿の内面に『めうしゆん』と記されている。２点は共に４寸皿である。中径の皿２枚を単位に廃棄し

た可能性が考えられる。１０６２・１０６３は土師器皿の内面に『めうせん』と記されている。法名と考えられ

る。２点は共に４寸皿である。『めうしゆん』と同じく中径の皿２枚を単位に廃棄した可能性が考えられ

る。１０６４は土師器皿の内面に『しゆけい』と記されている。４寸皿一枚を単位としたものか。１０６５は土

師器皿の内面に『めうゑん』と記されている。『しゆけい』と同じく４寸皿一枚を単位としたものか。１０６６

は土師器皿の内面に『おこのへ』と記されている。３寸５分皿である。『おこのへ』は９７年度の土師器皿

にも記載されているが、意味は不明である。１０６７は土師器皿の内面に『むゑん』と記される４寸皿であ

る。『むゑん』は『無縁』であろう。１０６８・１０６９・１０７０は文字の一部が欠損し文言が明らかではないが、

法名を記したと推測できるものである。１０６８は土師器皿の内面に『せい』の文字が残る３寸皿である。欠

損した文字は１・２文字と考えられ、『ほうせい』の可能性が考えられる。１０６９は土師器皿の内面に『□

い』の文字が残る３寸５分皿である。□の文字は『け』の残欠と考えられ、その他の欠失した文字は１・

２文字分であろう。『ちゆけい』あるいは『しゆけい』として、１０５６・１０５７と同じく、１０６４とセットで廃

棄された可能性を考えておきたい。１０７０は土師器皿の内面に『そう□』の文字が残る４寸皿である。□

の文字は『け』の残欠と考えられ、その他の欠失した文字は１・２文字分であろう。他の墨書土器の法

名からみて、『そうけい』あるいは『そうけん』の可能性が高い。１０７１は土師器皿の内面に『ほ□かい』
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の文字が残る４寸皿である。□の文字は『う』の残欠と考えられ、『ほうかい』の可能性が高い。『ほう

かい』は法名の可能性もあるが、仏語『法界』を示すものと考えておく。１０６７と対をなして、『無縁法

界』となる。『むゑんほうかい』の墨書は１１０９にある。１０７２は『ち』一文字を記している。意味は不明で

ある。１０７３は『□う』の文字が残る４寸皿である。□の文字は『ほ』の残欠と考えられ、その他の欠失

した文字は１・２文字分であろう。３文字目に『せ』の残欠と考えられる横棒の一部があること、他の

墨書土器の法名からみて、『ほうせい』の可能性を考えておきたい。１０７４は土師器皿内面に二行の墨書を

記すものである。５寸皿の内面に『ほん上はう　うつか』と記されている。『ほん上はう』は本上坊ある

いは本上房と見て、塔頭の名とも考えられる。『うつか』は、『菟束』姓をさすと考えられる。旧美方郡

には鬼塚村があり但馬国大田文には菟束庄　下司菟束左衛門入道の名が記載されている。１０７５は土師器

皿内面に三行の墨書を記すものである。４寸皿の内面に『ミツ  　めうせん　めうゑん』と記されて

いる。ミツ  は文字の配置から欠失した文字は２・３文字分であろう。『めうせん』・『めうゑん』は１

枚１名で記された１０６２・１０６３、１０６５にも記されている。１０７６・１０７７は土師器皿内面に四行・四名の墨書

を記すものである。１０７６は土師器皿内面に四行の墨書を記すものである。４寸半皿の内面に『ゑむら　こ

せう　たうけ□　めうゑ□』と記されている。『ゑむら』は姓か。『こせう』は小姓と考えられる。他の

２行は法名と考えられ、たうけい・めうゑんの可能性が高い。１０７７は土師器皿内面に四行の墨書を記す

ものである。４寸半皿の内面に『とう二ら　又らく　こうはい　とうひやうへ』と記されている。『とう

二ら』・『又らく』・『とうひやうへ』はとう（藤）二郎・又六・とう（藤）兵衛であろう。『こうはい』は

法名と考えれば、紅梅などの字が当たる可能性が考えられる。１０７８は半分が欠けているため、明確では

ないが、墨書の位置から推して１０７７と同じく４行・４名の墨書を記したものと考えられる。４寸皿の内

面に『めう  　おもち　こせう』と記されている。めう  は法名であろう。『おもち』は人名か餅を

意味するものか判然としないが、人名と連記されていることから人名である可能性は高い。『こせう』は

１０７６にも記載がある。小姓を指すと考えられる。１０７９・１０８０は４寸皿の内面に６行・６名の墨書を記す

ものである。１０７９は『本上はう　うつか　とうひやうへ　そうけい　とうちよ　ゑむら』と記されてい

る。『本上はう』・『うつか』は１０７４に同名が記載されている。『とうひやうへ』は１０７７に、『ゑむら』は

１０７６に同名が記載されている。『そうけい』は法名、『とうちよ』は『とう（藤）千代』として、幼名、

成人前の男子の名と考えられる。１０８０は『めうゑん　又六　とう二ら　たうゆう　めうきん　こうは

□』と記されている。これらの名は１０５４・１０５８・１０７５・１０７７に同名があり、『こうは□』は『こうはい』

と考えられる。１０８１は４寸皿の内面に７行・７名の墨書を記すものである。『お□のへ　おちこ　おと五

れう　ほうしゆ　めう□い　おにう　おかめ』と記されている。『お□のへ』は１０６６にある『おこのへ』

と同じであろう。『おちこ』はお稚児か。『おと五れう』はおと五郎、『めう□い』は、めうさいなど法名

と考えられる。『おかめ』は女性名である。『おにう・ほうしゅ』は意味を確定し難いが、『おにう』は

『小入』として人名の可能性が考えられる。『ほうしゆ』は法名あるいは、宝殊の意味か。１０８２は堀の更に

下層から出土している。３寸皿の内面に『そうけん』と記している。法名と考えられる。
　

ＳＤ７４００１�Ａ群出土の墨書土器　（図版１９８・１９９　写真図版２５６～２５８）

　１０８３～１０９８は４寸皿もしくは４寸５分の土師器皿内面に一行の墨書を記すものである。すべて法名を

記している。１０８３～１０８５は土師器皿の内面に『ほうせい』と記されている。すべて４寸径の土師器皿で

ある。『ほう  』と読める１０８６を加え、４寸径４点の土師器皿に『ほうせい』と記し、廃棄した可能性
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が考えられる。１０８７～１０８９は土師器皿の内面に『そうけん』と記されている。すべて４寸径の土師器皿

である。４寸径３点の土師器皿に『そうけん』と記し、廃棄した可能性が考えられる。『そうけん』はＦ

群の下層においても記された皿が出土している。１０９０～１０９２は土師器皿の内面に『ちよけい』と記され

ている。すべて４寸径の土師器皿である。４寸径３点の土師器皿に『ちょけい』と記し、廃棄した可能

性が考えられる。以上の墨書土器は３枚を単位に廃棄した可能性が考えられるものである。１０９３・１０９４、

１０９５・１０９６はそれぞれ２枚を単位に廃棄した可能性が考えられるものである。１０９３・１０９４は４寸皿の内

面に『めうかう』と記されている。１０９５は４寸皿の内面に『めうけん』と記されている。１０９６は破片の

ため明確ではないが、同名の可能性が高く、２枚を単位と推定される。１０９７・１０９８は１枚を単位に廃棄

した可能性が考えられるものである。１０９７は４寸もしくは４寸５分皿の内面に『ちゆけい』と記す。Ｆ

群においても同名を記した皿が出土している。１０９８は４寸５分の皿の内面に『めう□ん』と記している。

１０６０・１０６１と同じく『めうしゆん』の可能性が高い。１０９９・１１００は４寸皿もしくは４寸５分の土師器皿

内面に２行２名の墨書を記すものである。すべて法名ではない。１０９９は４寸５分皿の内面に『よした殿

　  た殿』と記す。よした殿は吉田殿と考えられ武士の姓と考えられる。２名ともに敬称『殿』が付

けられている。１１００は４寸５分皿の内面に『まこ七　とう二ら』と記す。『孫七・とう（藤）二郎』と考

えられる。『とう二ら』はＦ群においても同名を記した皿が出土している。１１０１～１１０６は４寸皿の土師器

皿内面に５行の墨書を記すものである。１１０１は『へや　めうきん　たうゆう　めうきん　たうゆう』と

記されている。『へや』は『室』のことか、『たうゆう・めうきん』は並んで２度づつ記載されている。

また、共に１１０２・１１０４でも並んで記されており、Ｆ群・Ｃ群下層にも同名は記されている。１１０２は『め

うせん　めうせん　めうゑん　□かミ 　お 』と記されている。『めうせん・めうゑん』はＦ群１０７５で

は並んで記されている。１１０３は『こうは□　うミのかし　やくこれう　お□□へ　  は□』と記され

ている。『こうは□』は１０７７にある、『こうはい』の可能性が考えられる。『やくこれう』は、『夜久五郎』

か。夜久は京都府夜久野町の地名が残り、夜久姓は丹波から但馬周辺に認められる。『うミのかし』は意

味が不明であるが、『丑巳の歳』の誤記か。『お□□へ』は１０６６にある『おこのへ』と考えられる。『  

は□』は不明である。１１０４は『たま　たうゆふ　めうきん　めうきん　七ほうはは』と記されている。『た

うゆふ・めうきん』は１０８０・１１０１と同じである。『めうきん』は２度記されている。『たま』は人名であ

ろう。『七ほうはは』は『七法母』と考えられる。

　１１０５は『うつか　ほん上はう　こうはい　たうけい　廿八日ちい』と記されている。『うつか　ほん上

はう』はＦ群１０７４・１０７９においても連記されている。『こうはい』は１０７７・１１０３にも記されている。『廿

八日ちい』のちいの意味は不明である。１１０６は４寸皿の土師器皿内面に７行７名の墨書を記すものであ

る。『おちこ　めうさい　ほうちゆ　こせう　おもち　こにう　おかめ』と記されている。これらの内、

『おちこ・ほうしゆ・おにう・おかめ』はＦ群１０８１にも連記されている。『めうさい』についても１０８１に

記されていた可能性が高い。『めうさい』は法名、『こにう・ほうしゅ』は意味を確定し難いが、『こに

う』は『おにう』と同じく小入として人名の可能性が考えられる。『ほうしゆ』は法名あるいは、宝殊の

意味か。『こせう・おもち』は１０７８においても連記されている。

　１１０７・１１０８は共に複数の人名を墨書した４寸もしくは４寸５分皿である。

　１１０７は『めう 　ほ』の字が記されている。１１０８は４行以上の墨書があったと考えられる。『おとヵ　

  やく　  ゆヵ　  ん』と記されており、人名の可能性が考えられる。１１０９・１１１０は仏語を記し

ている。１１０９は４寸皿に２行『□　むゑんほうかい』ある。『むゑんほうかい』は、無縁法界である。１１１０
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は４寸皿に『六しんけんそく』とある。六親眷属である。１１１１は３寸皿に月日、『□月五日』と記されて

いる。１１１２～１１２７は細片のため、釈読がほとんど行えず、行数・内容が不明のものである。１１１２は４寸

５分皿に３行以上の墨書が記されている。『  く　  のおの　ひ  』である。内容は不明である。

１１２６は『 うせ』の文字が記されている。法名の一部であろう。
　

ＳＤ７４００１�Ｂ群出土の墨書土器　（図版２００　写真図版２５８）

　１１２８は４寸皿の内面に二行の墨書を記すものである。４寸皿の内面に『ほん上はう　うつか』と記さ

れている。『ほん上はう・うつか』はＦ群１０７４・１０７９・Ａ群１１０５においても２名連記されている。１１２９・

１１３０は３寸皿に１行・１名の墨書を記すものである。１１２９は『又六』、１１３０は『おこう』と記されている。

『又六』は１０７７・１０８０にも記されている。１１３１～１１４６は細片のため、釈読がほとんど行えず、行数・内容

が不明のものである。１１３４は４寸５分皿に２行以上の墨書が記されている。『む  』である。む の

２文字目はゑの可能性が高く、『むゑん』と記されていた可能性が高い。１１３５は３寸５分皿に複数行の墨

書が記されていたと考えられる。『ちやうて』の文字が認められる。１２２３と同様の文言であったと考え

られる。１１３６は２行以上の墨書が記されている。『    』。左行は『のへ』とも読め、『おこのへ』の

一部と考えられる。
　

ＳＤ７４００１�Ｃ群出土の墨書土器　（図版２００　写真図版２５８）

　１１４７～１１４９は４寸皿の内面に１行の墨書を記すものである。すべて法名を記している。１１４７は土師器

皿の内面に『ほうせい』と記されている。『ほうせい』は、Ｆ群１０２８～１０３４・Ａ群１０８３～１０８６・Ｂ群１１６４

にも記されている。１１４８は土師器皿の内面に『道ゑい』と記されている。１１４９は土師器皿の内面に『め

うしゆん』と記されている。『めうしゆん』はＦ群１０６０・１０６１にも記されている。１１５０は３寸皿の内面に

『やく』と記されている。『やく』は『夜久』姓の意味か。

　１１５１～１１５９は細片のため、釈読がほとんど行えず、行数・内容が不明のものである。

ＳＤ７５００１�Ｂ群出土の墨書土器　（図版２０１　写真図版２５９）

　以下、下層に投棄された墨書土器である。１１６０～１１６６・１１６８～１１７０は４寸皿もしくは４寸５分の土師

器皿内面に一行の墨書を記すものである。すべて法名を記している。１１６０・１１６１は『めうけん』と記さ

れている。法名と考えられる。２点は共に４寸皿である。２枚を単位に廃棄した可能性が考えられる。

１１６２は『めうち』と記されている。１１６３は『□うゆう』と記されている。『たうゆう』の可能性が高い。

１１６４は『ほうせい』、Ｆ群１０２８～１０３４・Ａ群１０８３～１０８６・Ｃ群１１４７にも記されている。１１６５は『めうさい』、

１０８１に同名が記載されていた可能性がある。１１６６は『めうこう』、１０９３・１０９４の『めうかう』と同じ法名

と考えられる。１１６８は『しゆけい』、１０６４の『しゆけい』及び１０９７の『ちゆけい』と同じ法名と考えられ

る。１１６９は『そうせん』と記されている。１１７０は『そうけい』、１０７９と同じ法名と考えられる。

　１１６７は３寸皿に１行・１名の墨書を記すものである。『うつか殿』と記す。１０７４などに記された『うつ

か』（莵束）と同じであろう。１１７１は４寸皿の土師器皿内面に二行の墨書を記すものである。『けたのわ

か　しやうろう』と記している。二行に亘っているが、左行の文頭を一字下げていることから右行から

一連の文言であると考えられる。文意は不明である。１１７２は３寸皿の土師器皿内面に二行の墨書を記す

ものである。『□はヵ　ち 』と記す。１１７３は４寸皿もしくは４寸５分の土師器皿内面に５行以上の墨

書を記すものである。人名で構成される。『おちこ　めうちん　おこう　 □ 　 □と 』と記され
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ている。１０８１にもある、『おちこ』はお稚児か。『めうちん』は法名。『おこう』はお幸か、女性名と考え

られる。１１７４は４寸の土師器皿内面に３行以上の墨書を記すものである。月日を記している。『四月廿

 　五 　ほ□』と記されている。
　

ＳＤ７５００１�Ｃ群出土の墨書土器　（図版２０２～２０４　写真図版２６０～２６３）

　１１７５～１２０７は土師器皿内面に一行の墨書を記すものである。法名を記している。１１７５・１１７６は４寸の

土師器皿の内面に『せんち』と記している。１１７７は下半を欠失しているため、詳らかではないが、せん

が冒頭につく法名と考えれば同じく『せんち』である可能性が高い。４寸径３点の土師器皿に『せんち』

と記し、廃棄した可能性が考えられる。１１７９は４寸の土師器皿の内面に『そうけい』と記している。１１７８

は上部が欠失しているが、字体から推して同じく『そうけい』と記した４寸皿と考えられる。１１７８・１１７９

の中径の皿２枚を単位に廃棄した可能性が考えられる。１１８０・１１８１は４寸皿の内面に『そうかう』と記

されている。『そうけい』と同じく中径の皿２枚を単位に廃棄した可能性が考えられる。１１８２・１１８３は４

寸皿の内面に『たうゆう』と記されている。法名と考えられる。『そうかう』と同じく中径の皿２枚を単

位に廃棄した可能性が考えられる。１１８４は４寸の土師器皿の内面に『そうせん』と記している。１１８５は

一部が欠失しているが、字体から推して同じく『そうせん』と記した４寸皿と考えられる。１１８４・１１８５

の中径の皿２枚を単位に廃棄した可能性が考えられる。１１８７は４寸の土師器皿の内面に『めうかう』と

記している。１１８６は上部が欠失しているが、字体から推して同じく『めうかう』と記した４寸皿と考え

られる。１１８６・１１８７の中径の皿２枚を単位に廃棄した可能性が考えられる。１１８９は４寸の土師器皿の内

面に『ほうせい』と記している。１１８８は一部が欠失しているが、字体から推して同じく『ほうせい』と

記した４寸皿と考えられる。１１８９・１１８９の中径の皿２枚を単位に廃棄した可能性が考えられる。１１９０・

１１９１は４寸皿の内面に『めうゑん』と記されている。『そうかう』と同じく中径の皿２枚を単位に廃棄し

た可能性が考えられる。『めうゑん』は１０６５でも記されている。１１９３は４寸の土師器皿の内面に『めうち』

と記している。１１９２は一部が欠失しているが、字体から推して同じく『めうち』と記した４寸皿と考え

られる。１１９２・１１９３の中径の皿２枚を単位に廃棄した可能性が考えられる。１１９４は４寸皿の内面に『□

けい』と記されている。□は『しゆ』（寿）の可能性が高く、『しゆけい』であろう。１０６４・１１６８の『し

ゆけい』及び１０９７の『ちゆけい』と同じ法名と考えられる。１１９５は４寸皿の内面に『ほうゐ□』と記さ

れている。末尾は『ん』の可能性が高く、『ほういん』であろう。法名あるいは、法印と記したと考えら

れる。１１９６は４寸皿の内面に『めうきん』と記している。１１９７は一部が欠失しているが、残存する字体

から推して同じく『めうきん』と記したと考えられる。１１９６・１１９７の中径の皿２枚を単位に廃棄した可

能性が考えられる。１１９８は４寸皿の内面に『めうけん』と記している。Ｆ群１０４７～１０５０にも『めうけん』

は記されている。１１９９は４寸皿の内面に『めうこ』と記している。１２００・１２０１は３寸皿に１行１名の墨

書を記すものである。１２００は３寸皿の内面に『めうちん』と記している。Ｂ群１１７３・Ｅ群１２３３にも『め

うちん』は記されている。１２０１は３寸皿の内面に『たうゑ』と記している。法名であろう。１２０２は４寸

皿の内面に『めうさい』と記している。Ｆ群１０８１・Ａ群１１０６・Ｂ群１１６５にも『めうさい』は記されている。

１２０３は４寸皿の内面に『め□ 』と記している。２次目は『う』の可能性が高い。１２０４は５寸皿の内面

に『月けいせいうん』と記している。Ｅ群１２２９『月けいせうん』は同一名の可能性が高い。１２０５は４寸

皿の内面に『八備』と記している。法名もしくは姓あるいは（備を備前・備中・備後の略と見て）人名

を略したものなどが考えられる。１２０６は４寸皿の内面に『みやしまのかミ』と２行に亘り記している。
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『みやしまのかミ』は『宮島の神』と考えられる。安芸宮島の厳島神社あるいは、出石神社に祀られてい

る『市杵嶋姫』（市杵島比賣神社）を指すものと考えられる。１２０７は４寸皿の内面に『おくり』と記して

いる。『おくり』は、Ｃ群１２０８・Ｅ群１２３４に『よね』と連記されて記されている。１２０８は４寸皿の内面に

『よね　おくり』と記している。『おくり』は、Ｃ群１２０７にあり、『よね　おくり』はＥ群１２３４にも記され

ている。１２０９は４寸皿の内面に『とくしゆ　しゆとく』と記している。法名と考えておく。１２１０は３寸

皿の内面に『おちこ』と記している。『おちこ』は１０２６・Ｆ群１０８１・Ａ群１１０６・Ｃ群１２１１においても記さ

れている。１２１１は４寸皿の内面に『おこう　おちこ』と記している。『おこう　おちこ』はＢ群１１７３にお

いて２名共に記されており、後述する１２１５においても欠字があるが２名共に記されていると考えられる。

１２１２は４寸～４寸５分皿の内面に『又らく　あちや』と記している。『又らく』は『又六』である。１２１３

は４寸皿の内面に二行の墨書を記している。『□たわか　しやうらう』と記している。二行に亘っている

が、左行の文頭を一字下げていることから、右行から一連の文言であると考えられる。文頭の□は、

１１７１を参考にすれば、『け』であることは明白であろう。文意は不明である。１２１４は５寸皿に３行の墨書

を記すものである。『めうゑん　たかぬのかミ　こせう』と記している。『めうゑん』は法名、１０６５・１１９０・

１１９１に記されている。『たかぬのかミ』は旧城崎郡日高町所在の式内社鷹貫神社の祭神『鷹野姫命』あ

るいは同郡竹野町所在式内社鷹野神社の祭神を指すものと考えられる。『こせう』は小姓、Ｆ群１０７６では

めうゑんと連記されている。１２１５は４寸皿に５行５名の墨書を記すものである。『おきく　とらきく　□

しちよ　□こう　□ちこ』と記している。おきく・とらきくの文字の位置から左３名の欠字はそれぞれ

１文字づつと推測できる。『□こう　□ちこ』は１２１１にある『おこう　おちこ』と推断してもよいだろう。

『□しちよ』は『□千代』と考えられるが、欠字は詳らかではない。

　以下の墨書土器は、主に、意味が不明なもの仏語・月日等が記されたものである。１２１６は４寸皿に『く』

の一文字が記されている。左半の一部が欠失しているため、当初の文字数は詳らかではなく、意味も不

明である。例えば、『やく』の可能性も残る。１２１７は５寸の皿に『御ほん□□』と記している。不明の２

文字は『そん』の可能性が高く、『御本尊』と記したと考えられる。『御本尊』は、宮内地区所在の総持

寺　千眼千手観音を指すものと考えられる。１２１８は４寸皿に『六しん』と記されている。六親である。

　１２１９は３寸皿に『六しんけんそく』と記されている。六親眷属である。１２２０は４寸皿に月日が２行記さ

れている。『□月廿日　五月五日』と記されている。冒頭の一字は『四』として、四月廿日の可能性が高

い。１２２１は３寸皿に『四月廿日』と記されている。１２２２は３寸皿に２行にわたり、『廿六日のうい』と記さ

れている。ういの意味は不明である。１２２３は４寸皿に３行の墨書が記されている。『上□□ちやうてん　

下  の　むゑ□ほうかい』と記している。『むゑ□ほうかい』は『無縁法界』であろう。『上□□ちや

うてん　下  の無縁法界』は３行で一文を構成する可能性が高いが、意味は不明である。１２２４は３寸皿

に２行の墨書が記されている。『むゑん　ほうかい』と記している。『無縁法界』である。１２２５は３寸皿に

『やく』と記されている。１１０３・１１０８と同じく『夜久』を指すものと考えられる。１２２６は４寸皿に２行の墨

書が記されている。『六しん 　七せの 　』と記しており、下半を欠失している。『六親眷属　七世の

父母』と記されていたと考えられる。
　

ＳＤ７５００１�Ｅ群出土の墨書土器　（図版２０４　写真図版２６４）

　１２２７～１２３０は土師器皿内面に１行の墨書を記すものである。法名・人名を記している。１２２７は４寸５分

皿に『ひせん殿』と記している。『ひせん』は『備前』もしくは『肥前』と考えられ、敬称『殿』が付け
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られている。１２２８は４寸５分皿に『めうこせつちやうに』と記している。『めうこ』は１１９９にもあり、『せ

つちやうに』の意味は詳らかではないが、『に』は尼の可能性が考えられる。『禅定尼』の誤記の可能性

が考えられる。１２２９は５寸皿の内面に『月けいせうん』と記している。法名である。Ｃ群１２０４『月けいせ

いうん』は同一名の可能性が高い。１２３０は４寸皿の内面に『ほうせい』と記されている。法名と考えられ

る。Ｂ群下層１１６４・Ｆ群１０２８～１０３４・Ａ群１０８３～１０８６・Ｃ群１１４７・Ｃ群下層１１８８・１１８９においても同名が

墨書されている。１２３１は４寸５分の皿に３行の墨書を記す。『本しやうは□　ねゝほうし　きくてう』で

ある。『本しやうは□』の末尾は１０７４・１０７９・１１０５・１１２８・１２３３を参考にするならば、『う』であり、『本

上はう（坊もしくは房）』と推断できる。『ねねほうし』は『禰々法師』、僧の名あるいは男児の名と考え

られよう。『きくてう』は童子の名とも考えられるが詳らかではない。１２３２は４寸皿に３行の墨書を記す。

『けたのわかヵ　しやうらう　にやにや』である。『けたのわかヵ　しやうらう』は２行に亘るが、１１７１・

１２１３と同じ『けたのわかしやうろう』と続けて読むものであろう。『にやにや』は人名と考えられる。１２３３

は４寸５分の皿に５行の墨書を記す。『めうちん　めうきん　めうゑん　ミやちまのかミ　ほんしやう

はう』である。『めうちん　めうきん　めうゑん』は法名であり、めうきん・めうゑんは１０８０では連記さ

れている。『ミやちまのかミ』は１２０６の『みやしまのかミ』と同じく、『宮島の神』と考えられる。安芸

宮島の厳島神社あるいは、出石神社に祀られている『市杵嶋姫』を指すものと考えられる。『ほんしやう

はう』は『本上坊もしくは房』であろう。１２３４は４寸の皿に１０行の墨書を記す。右端の『よねおくり』は

Ｃ群１２０８・Ｅ群１２３４と同じく『よね』と『おくり』の２名の名を１行に書いたと考えられる。『ほちこヵ

やくこヵ』の意味は不明である。『とうきく　うしちく』はともに人名と考えられる。『たんはのかミ』

は１２３３と同じく、神名を記したと考えられ、『丹波の神』と考えられる。『と□いまこ七』は姓名と考え

られる。『□□さ□□□』の意味は不明、『こ三郎』は人名、『はヵくヵほうヵ』は法名と考えられる。末

尾の十は、よねおくりを２名と見て、（神名を含め）計１０名の名を墨書したことを表示したものと考えら

れる。

　以上、人名墨書土器群の釈読を中心に述べてきた。続いて墨書が記された土師器皿自体について述べ

ておく。
　

ＳＤ６７００１出土の土師器皿の様相

　全て、手づくね手法による土師器皿である。Ｆ群の墨書土器の法量は先述したように８．５� から１４．６

�に亘り、３寸・３寸半・４寸・４寸半・５寸を指向していると考えられる。皿の形態は、口縁部のヨ

コナデによって口縁部が外反する個体はほとんどなく、底部との境から斜め上方に直線的に立ち上がる

個体が大半を占める。口縁端部は端部つまみ上げの痕跡を残す�１類と、痕跡が消滅し紡錘形となるａ２
類の両者があるが、一個体の中に両者が混在するものも多い。いずれも端部上面に内傾する面もしくは

浅い凹みをもつ。底部は平底・丸みを帯びるもの両者が存在する。内面の体部との境を強くナデ、凹線

を残すものはなく、１０４７・１０５１・１０５２など一部に強いナデによる凸線状の痕跡を残すものがある。また、

内面の回しナデ痕が『つ』字を有する個体が多く見受けられる。
　

ＳＤ７４００１出土の土師器皿の様相

　基本的にはＦ群と様相は変わらないが、１０９５・１０９８・１１００など口縁部のナデが強く若干、外反する個

体が混じる。
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ＳＤ７５００１出土の土師器皿の様相

　上層の土師器皿群に対して、口縁端部を外方へ拡張し内面が凹む個体が７４個体中２６個体を占める。ま

た、平底の比率が増え、４０個体以上が平底である。また、内面の体部との境を強くナデ、凹線を残すも

のはなく、ほぼ全個体に、『つ』字の内面の回しナデ痕が見受けられる。

　

第２節 　木簡類
　木簡類はいわゆる付け札木簡など狭義の木簡のほか、将棋・闘茶札、位牌や、折敷・三宝あるいは床

板など多岐に亘っている。ここでは、すべてを広義の木簡類と捉えて述べることとする。また、ここで

は、墨書のある５１点に加え、墨痕が見られないが、付け札の形態をとる４点を合わせて述べておく。

　なお、木簡の釈文は原則木目方向を縦とし、木簡学会編『木簡研究』の方式に準拠して表記した。表

に記入した型式番号についても『木簡研究』に準拠している。これは墨書土器についても同じである。
　

１．付け札類（図版２０５～２０８　写真図版２６５～２６９）

　Ｗ９０５～Ｗ９１７は頭部に切れ込みを入れる形状の付け札木簡である。下端を加工するＷ９０５～Ｗ９１０と、

短冊型に納めるＷ９１１～Ｗ９１７がある。Ｗ９０５は９５年度第２面（整地面）上に被覆する焼土・炭を含む土壌

層より出土した。頭部に切り込みがあり、荷札として使用されたものであろう。先端が心持ち折損して

いる。残存する全長は２４．３センチ、幅３．１センチ、厚さ０．２センチである。釈文・「＞乃木出羽守かわこ一

ツ　くりかわこ二つ・「＞永禄拾弍年八月廿四日以上三つ　のなかで、表面の『かわこ』は『皮籠』（か

わご＝皮を張った箱）､くりかわこは、栗色の皮籠を指すと考えられる。乃木出羽守は文献には見られな

いが、同じ宮内地区にある総持寺観音堂本尊『十一面千手千眼観世音菩薩』胎内に天文四年（１５３５年）

に納められた「惣持寺本尊勧進奉加帳」には乃木日向守・乃木丹後守・乃木若狭守といった乃木姓の武

士の名が山名祐豊とともに記されており、山名家の被官であったことが推測される。裏面に記された年

月日、永禄一二年（１５６９年）八月二四日は、羽柴秀吉が指揮する織田軍の但馬侵攻（永禄一二年八月一

日～一三日）によって此隅山城が陥落した直後にあたる。木簡が出土した層は焼土・炭を含み、明らか

に火災を起こしている。木簡の年号から見て、火災が、永禄一二年の織田軍の但馬侵攻に伴う戦闘に起

因した可能性は非常に高いと考えられる。この木簡からは乃木出羽守を送り主もしくは受取人として永

禄一二年八月二四日に荷物をやり取りしていることが判る。落城１０日後には敗者側の武将がもう荷物の

やり取りをしていることは、２週間足らずで終了した織田軍の但馬侵攻を考える上でも興味深い資料で

ある。Ｗ９０６は堀ＳＤ６８００１より出土した。付け札木簡である。両面に墨書が存在するが、墨の残存状況

が悪く、ほとんど釈読ができない。表面の冒頭には『田』の文字が認められる。Ｗ９０７は堀ＳＤ５４００１よ

り出土した。付け札木簡である。両面の墨書が存在するが、墨の残存状況が悪く、ほとんど釈読ができ

ない。表面の冒頭には『一斗□□』とあり、□□は二升の可能性が高い。Ｗ９０８は９５年度第２面より出土

した。付け札木簡である。３文字以上の墨書が存在するが、墨の残存状況が悪く、ほとんど釈読ができ

ない。Ｗ９０９は集石より出土した。付け札木簡である。先端が心持ち折損している。『米三斗五升』と記

されている。Ｗ９１０は堀ＳＤ５４００２より出土した。木簡の先端に凸部を造りだす形状の付け札木簡である。

両面に墨書が存在する。表面「小□中　志もの見や」、裏面「＞今井殿からの米」とある。志もの見やは

出石町に隣接する旧豊岡市内の地名「下の宮」である。今井姓は前出の奉加帳にも記載がある。今井家

は、出石神社神職七家の一つである。Ｗ９１１は９５年度第４面より出土した。付け札木簡である。下端を
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短冊型に加工している。両面に墨書が存在するが、墨の残存状況が悪く、加えて側面を欠損しているた

め、釈読はできなかった。裏面には２行の墨書があったと推測される。Ｗ９１２は９５年度第５面より出土

した。付け札木簡である。下端を短冊型に加工している。「＞四□□□小五郎」と釈読できる。Ｗ９１３は

堀ＳＤ５４００１より出土した。付け札である。Ｗ９１１と同様の形状であるが、墨痕は確認できなかった。Ｗ

９１４は堀ＳＤ５４００１より出土した。付け札木簡である。両面の墨書が存在するが、折損しているため、内

容は不明である。片面の冒頭には『め』と記している。Ｗ９１５は９５年度第４面より出土した。付け札木簡

である。下端を折損しており、全容は明らかでない。両面に墨書をもち、冒頭には（目印）を書いてい

る。裏面にはそれ以外には墨書はなく、表面には、目印に続き、二百入、更に２行の墨書があるが、内

容は詳らかではない。Ｗ９１６は９５年度第５面の土塁下に延びる堀からの出土である。第５面の古い段階

に対応する付け札木簡である。下端を折損しており、全容は明らかでない。『二はん　貳百入』の墨書が

ある。Ｗ９１７はＳＤ５２００８より出土した。刳り込みがあり、下端が短冊型に加工していることから付け札

としたが、墨痕は確認できなかった。別用途の木製品の可能性もある。Ｗ９１８～Ｗ９２７は切れ込みを持た

ず、下端を尖らせる形状の付け札である。Ｗ９１８は９７年度調査区の側溝中より出土した。下端を折損し

ており、全容は明らかでないが、下端を尖らせた付け札木簡である。両面に墨書が存在する。片面には、

『ち□わせ』、他面には、『ちと□せ五郎』の墨書がある。両面の冒頭４文字は、文字の並びから同一と考

えられ、互いを補うと、『ちとわせ』と読める。文意は不明である。Ｗ９１９は９５年度第１～４面間より出

土した。下端を折損しており、全容は明らかでないが、下端を尖らせた付け札木簡と考えられる。両面

に墨書が存在するが墨の残存状況が悪く、文意は不明である。Ｗ９２０・Ｗ９２１は切れ込みを持たず、下端

を尖らせる形状の付け札である。墨痕は確認できなかった。Ｗ９２１は頭部に紐で縛った痕跡が残る。Ｗ

９２２～Ｗ９２７は９５年度第２面～４面にかけての外堀から出土している。何れも上端を面取りし孔をあけ、

下端を尖らせる形状の付け札である。基本的には片面を使用している。これらの木簡は、すべて月・数

量・人名の順に記載しており同じ用途に使われたことは明白である。同様の木簡は入佐川遺跡からも出

土しており、参考としてあげた。記載された数量は一斗七合が大半を占め、一斗五合・一斗五升のもの

が１点づつ含まれる。数量の対象物はＷ９２３には米の記載がある。木簡の性格は詳らかではないが、複

数の男子成人に対して、月ごとに米を支給もしくは納入させる内容であったと考えられる。Ｗ９２８・Ｗ

９２９は一端を面取りし孔をあける形状の付け札である。Ｗ９２８は９５年度第４面外堀ＳＤ５４００２から出土し

ている。穿孔をもつ釣鐘形をした札である。２文字目は『さ』か、文意は不明である。Ｗ９２９は９５年度Ｓ

Ｄ５２００８（第３面）から出土している。下端を面取りしている。「わミ衛門　　小三郎」と２行に記して

いる。Ｗ９３０は９５年度第４面堀ＳＤ５４００１から出土している。下端に穿孔をもつ短冊形の札である。冒頭

の三ツ四郎と門殿の間には墨痕は認められないが、あるいは『右衛や左衛』といった人名に関わる文言

が入る可能性は考えられる。Ｗ９３１は９５年度第４面外堀ＳＤ５４００２から出土している。穿孔をもつ。頭部

には面取りを施し釣鐘形である。墨痕がなく付け札ではない可能性もあるが、削り痕が一部にあり、木

簡として使用された可能性を考えておく。頭部に向かって厚みが減じている。
　

２．習書木簡ほか（図版２０８　写真図版２６９）

　Ｗ９３２は９６年度、堀の外側の１６世紀後半の面水田土壌より出土した。数字を２行に亘って記している

長方形の板材である。右行の末尾は『九』であるが、その上二文字は廿の可能性が高く、習書木簡の可

能性が考えられる。Ｗ９３３は９６年度第８面より出土した。径２寸の曲物の底板に『かよ』と記している。
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人名であろう。Ｗ９３４は９５年度第４面堀ＳＤ５４００１から出土している。丸太材を割った断面に人名を記し

ている。本木簡は永らく外気に触れていたと考えられ、木質が腐朽し墨書部分のみが隆起した状態で遺

存していた。墨痕は全て残っていない。Ｗ９３５は９６年度の土塁上より出土した。形状及び文言からみて

柄杓の柄に刻書された可能性が高い。
　

３．折敷等の容器（図版２０９～２１１　写真図版２７０～２７３）

　Ｗ９３６～Ｗ９４９は曲物・折敷といった容器に墨書があるものである。Ｗ９３６～Ｗ９３８は９５年度第４面堀Ｓ

Ｄ５４００１から出土している曲物の側板である。接合はしないが、同一個体と考えられ、何れも表面に墨書

がある。Ｗ９３９は９５年度第４面堀ＳＤ５４００１から出土している折敷の底板である。内外面に墨書がある。

Ｗ９４０は９５年度第４面堀ＳＤ５４００１から出土している折敷の側板である。内外面に墨書がある。外面に５

行、内面に４行の墨書がある。内容は不明である。Ｗ９４１は９５年度第４面から出土している折敷の側板

である。片面に７行の墨書が認められるが、内容は不明である。Ｗ９４２は９７年度堀ＳＤ７５００１から出土し

ている幅９寸の折敷の底板である。内面中央に『上』と記している。Ｗ９４３は９６年度ＳＤ６８００２から出土

している長方形の折敷の底板である。内面中央に『そうせん』と記している。『そうせん』はＳＤ７５００１

�Ｃ群出土の墨書土器にも存在する。Ｗ９４４は９６年度堀ＳＤ６９００１から出土している長方形の折敷の底板

である。内面中央に『そうかう』と記している。『そうかう』はＳＤ７５００１�Ｃ群出土の墨書土器にも存在

する。Ｗ９４５は９５年度第４面～５面にかけて出土した横材である。折敷の底板と考えられる。内面中央

に『二十』と記している。Ｗ９４６は９６年度第８面から出土している長方形の折敷の底板である。内面中央

に『□うこ□』と記している。墨書土器に『めうこう』があり、同一である可能性がある。Ｗ９４７は９６年

度ＳＤ６８００２から出土している三宝の脚台部分である。正面、透かしの右側に『ほうせい』と記している。

『ほうせい』はＳＤ６７００１�Ｆ群出土の墨書土器にも存在する。Ｗ９４８は９７年度ＳＤ７５００１から出土している

三宝である。正面、透かしの右側に『ほうせ□』と記している。Ｗ９４７とお同じく『ほうせい』と記して

いる可能性が高い。脚台の上にのる折敷の一辺は８寸を測る。『ほうせい』は墨書土器群Ｃ群下層出土の

墨書土器にも存在する。Ｗ９４９はＷ９４８と同じく９７年度堀ＳＤ７５００１から出土している三宝である。正面、

透かしの右側に『しゆけい』と記している。墨書土器群Ｃ群下層より出土している。『しゆけい』は墨書

土器群Ｆ群・Ｂ群下層・Ｃ群下層出土の墨書土器にも存在する。
　

４．祭祀具（図版２１２・２１３　写真図版２７４・２７５）

　Ｗ９５０～Ｗ９５３は宗教行事に使用された木簡である。Ｗ９５０は位牌である。９６年度調査において土塁の内

側から出土した。近接して重られた土師器皿が出土しており元の位置から動いていないものと考えられ

るが、土坑などの埋納遺構は見つからなかった。白木製で、圭頭状の頭部をもつ札型牌身に長方形の板

状台座がつく。細部の法量は全長２５．５�、牌身長２４．４�・牌上幅６．６�・牌下幅６．１�・厚さ０．７�、台座

は長辺９．１�・短辺６．７�を測る。「帰本道祐禅門霊位」「天文廿三年七月廿三日」と記している。ここに

記された『道祐禅門』は人名墨書土師器皿にある『たふゆう』、「惣持寺本尊造立勧進奉加帳」にある

『道祐』と同一人である可能性が高い。袴狭遺跡の仏堂（三間堂跡）出土の卒塔婆にも『道祐禅門』は記

されている。没年の天文廿三年は西暦１５５４年である。Ｗ９５１は卒塔婆である。下半を折損しており、全

体の形状・大きさは不明である。９６年度調査に伴い、堀外側の１６世紀中頃の水田土壌より出土した。Ｗ

９５２は堀ＳＤ７５００１の肩部より人名墨書土師器皿と共に出土した柿経の一部である。『妙法蓮華経常不輕

菩薩品第二十』の文言を記したものである。Ｗ９５３は呪符木簡である。下半を折損しており、全体の形
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状・大きさは不明である。９６年度調査に伴い、第１１面堀外側の鎌倉時代の水田土壌より出土した。
　

５．遊戯具（図版２１３　写真図版２７５）

　Ｗ９５４～Ｗ９５７は遊戯具に使用されたと考えられる札である。Ｗ９５４は将棋の駒である。土塁ＳＦ６８００１の

内側から出土した。表面には『銀将』、裏面には『竪行』の墨書が達筆で書かれている。この駒は、裏面

が『竪行』であることから、『中将棋』の銀将と考えられる。Ｗ９５５は９５年度第４面堀ＳＤ５４００１から出土し

た長方形の小さな札である。闘茶や聞香に使用された可能性が考えられる。Ｗ９５６は９５年度第４面から出

土した長方形の小さな札である。裏面の文字は不明であるが、闘茶や聞香に使用された可能性も考えられ

る。また、裏面の墨の残り具合から、当初は長い札であったものを切断・加工した可能性も考えられる。

Ｗ９５７は９５年度第４面堀ＳＤ５４００１から出土した円形の小さな札である。表面は面取りを行っているが、墨

書はなく、裏面に文字が記されているが、判読にはいたらなかった。
　

６．その他（図版２１４　写真図版・２７６）

　Ｗ９５８は十字に交差した圭頭の部材に『ろ』と書かれている。９５年度第４面堀ＳＤ５４００１から出土した。部

材の性格は不明である。Ｗ９５９は９６年度第９面堀ＳＤ６９００２から出土した床板材と考えられる。板材は残り

が悪く、当初の大きさは不明である。墨書は２行に亘るが、文意は不明である。
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番　　号１００１１００２１００３１００４１００５１００６１００７１００８１００９１０１０１０１１１０１２１０１３１０１４

地　　区�Ａ�Ｂ�Ｄ�Ｄ�Ａ
�Ｄ
�Ａ

���Ｄ�Ａ��Ａ�Ｃ�Ｄ

出土遺構
９５－１面
上層

９５－１面
上層

ＳＤ５２００２ＳＤ５２００２
９５－３面
ＳＤ５２００８
下層

９５－２面
ＳＤ５２００９
ＳＤ５２００８

ＳＤ５２００８
９５－２面
～整地土

９５－２面
整地面直
上

９５－２
＋２面

ＳＤ５３０１５９５－３面
９５－３Ｓ
＋１まで

９５－３Ｓ

層　　位
汚れた黄
灰色シル
ト

灰色粗砂
まじりシ
ルト

暗褐色シ
ルト

濁灰色粗
砂まじり
細砂

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器白磁土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿不明皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径―（９．２）１２．１（１３．９）８．４（１４．６）――（５．２）（８．７）（９．４）（１２．５）（１３．７）（１６．４）

幅・器高（１．７）（１．５）２．５２．６２．２４．２（１．３）（０．６）（６．２）１．５（１．３）（２．６）２．０（２．３）

寸　　別３寸４寸４．５寸（３寸）

釈　　読

（
内
面
墨
痕
）

（
内
面
墨
痕
）

ほ
ん 

す
い
う
ん

上（
内
面
墨
痕
）

（
内
面
墨
痕
）

□（
墨
付
着
）

ゑ□□
 

備　　考

番　　号１０１５１０１６１０１７１０１８１０１９１０２０１０２１１０２２１０２３１０２４１０２５１０２６１０２７

地　　区�Ａ�Ａ�Ｂ�Ｂ�Ｄ�Ａ�Ａ�Ａ��Ｃ�Ｃ����

出土遺構ＳＤ５４００４
９５－４面
まで

９５－４面
４ａ

９５－４面
（４ａ）

９５－４面
上カ

ＳＤ５５００１９５－５面
９５－５面
まで

９５－５面
まで
５Ｓまで

９５－５面
まで

９５－５面ＳＤ６２００１ＳＤ６６００１

層　　位
暗茶シル
ト

暗茶シル
ト

粗砂層ま
で

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器白磁土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿碗皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径（１４．１）（１３．６）――（１６．７）（１４．４）８．４（１４．４）―（１４．９）（１２．４）１２．３１２．２

幅・器高２．１２．１（２．０）（２．０）（２．０）（１．９）２．１２．６（１．６）（１．９）２．０２．５２．５

寸　　別５寸（３寸）５寸５寸４寸４寸４寸

釈　　読

（
墨
付
着
）

□（
五
芒
星
）

三□□□□と
ら
き
く

お
ち
こ

よ
ね
こ
れ
う

お
と
こ
れ
う

お
か
め

ほ
う
せ
い

備　　考童名ほか法名

番　　号１０２８１０２９１０３０１０３１１０３２１０３３１０３４１０３５１０３６１０３７１０３８１０３９１０４０１０４１

地　　区����������������������������

出土遺構ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１

層　　位Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径８．５８．７８．４（８．９）１２．２１２．２１２．０８．７８．６８．５１２．２１２．１１２．７８．６

幅・器高２．１２．０２．１２．０２．３２．３２．４２．２２．４２．３２．６２．５２．５２．１

寸　　別３寸３寸３寸３寸４寸４寸４寸３寸３寸３寸４寸４寸４寸３寸

釈　　読

ほ
う
せ
い

ほ
う
せ
い

ほ
う
せ
い

ほ
う
せ
い

ほ
う
せ
い

ほ
う
せ
い

ほ
う
せ
い

そ
う
け
ん

そ
う
け
ん

そ
う
け
ん

そ
う
け
ん

そ
う
け
ん

そ
う
け
ん

ち
よ
け
い

備　　考法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名

第３表　文字資料（墨書土器）釈読一覧（１）



－96－

番　　号１０４２１０４３１０４４１０４５１０４６１０４７１０４８１０４９１０５０１０５１１０５２１０５３１０５４１０５５

地　　区����������������������������

出土遺構ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１

層　　位Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径８．８８．８１２．３１３．０１２．１９．４１０．１１２．６１２．３１０．０１０．０（１３．３）１０．１９．９

幅・器高２．０２．２２．４２．３２．４２．５２．３２．６２．６２．３２．４２．２２．２１．２

寸　　別３寸３寸４寸４寸４寸３寸３．５寸４寸４寸３．５寸３．５寸４．５寸３．５寸３．５寸

釈　　読

ち
よ
け
い

ち
よ
け
い

ち
よ
け
い

ち
よ
け
い

　
　
　
　
　
　
ヵ

　
　
　
　
（
け
い
）

ち
よ
□
□

　

め
う
け
ん

め
う
け
ん

め
う
け
ん

め
う
け
ん

め
う
か
う

め
う
か
う

め
う
か
う

た
う
ゆ
う

た
う
ゆ
う

備　　考法名法名法名法名（法名）法名法名法名法名法名法名法名法名法名

番　　号１０５６１０５７１０５８１０５９１０６０１０６１１０６２１０６３１０６４１０６５１０６６１０６７１０６８１０６９

地　　区����������������������������

出土遺構ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１

層　　位Ｆ群Ｆ群Ｆ群
Ｆ群
最下層

Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群
Ｆ群
最下層

Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径１０．２１３．０１０．２１２．２１２．２１２．２１２．３１２．７１２．３１２．３１０．２１２．３９．０１０．０

幅・器高２．２２．５２．３２．４２．６２．５２．５２．５２．４２．４２．４２．７２．０２．２

寸　　別３．５寸４．５寸３．５寸４寸４寸４寸４寸４寸４寸４寸３．５寸（４寸）３寸３．５寸

釈　　読

ち
ゆ
け
い

ち
ゆ
け
い

め
う
き
ん

め
う
き
ん

め
う
し
ゆ
ん

め
う
し
ゆ
ん

め
う
せ
ん

め
う
せ
ん

し
ゅ
け
い

め
う
ゑ
ん

お
こ
の
へ

む
ゑ
ん

 

せ
い

 

□
い

備　　考法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名不明仏教用語（法名）

番　　号１０７０１０７１１０７２１０７３１０７４１０７５１０７６１０７７１０７８１０７９１０８０

地　　区����������������������

出土遺構ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１ＳＤ６７００１

層　　位Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群Ｆ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径１２．７１２．６１２．４１２．８１４．６１２．３１３．９１４．１（１２．２）１１．６１２．２

幅・器高２．１２．３２．４２．３２．３２．２２．８２．７２．４２．４２．３

寸　　別４寸４寸４寸４寸５寸４寸４．５寸４．５寸４寸４寸４寸

釈　　読

そ
う
□ 

　
　
　

ヵ

　
　
（
う
）

ほ
□
か
い

　
　ち□

う 
ほ
ん
上
は
う

う
つ
か

ミ
ツ 
 

め
う
せ
ん

め
う
ゑ
ん

ゑ
む
ら

こ
せ
う

　
　
　
　
　
　　　
ヵ

　
　
　
　
　
　
（
い
）

た
う
け
□

　
　
　
　
　
　　　
ヵ

　
　
　
　
　
　
（
ん
）

め
う
ゑ
□

と
う
二
ら

　　　　　　　　　
ヵ

又
ら
く

こ
う
は
い

と
う
ひ
や
う
へ

め
う 

お
も
ち

こ
せ
う

ほ
ん
上
は
う

う
つ
か

と
う
ひ
や
う
へ

そ
う
け
い

と
う
ち
よ

ゑ
む
ら

め
う
ゑ
ん

又
六

と
う
二
ら

た
う
ゆ
う

め
う
き
ん

　
　
　
　
　
　
　
ヵ

　
　
　
　　　
（
ヵ
）（
い
）

こ
う
は
□

備　　考仏教用語
苗字・
法名

法名法名・姓ほか姓・官途成名

第３表　文字資料（墨書土器）釈読一覧（２）



－97－

番　　号１０８１１０８２１０８３１０８４１０８５１０８６１０８７１０８８１０８９１０９０１０９１１０９２

地　　区������������������������

出土遺構ＳＤ６７００１ＳＤ６８００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１

層　　位Ｆ群―Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径１２．５８．７１２．６１２．７１２（１３．０）１２．７１２．６１２．６１２１２．８１２．５

幅・器高２．８２．１２．１３．０２．９２．０２．３２．３２．５２．６２．５２．５

寸　　別４寸３寸４寸４寸４寸（４寸）４寸４寸４寸４寸４寸４寸

釈　　読

　　　
ヵ　
　
　
ヵ

お
□
の
へ

お
ち
こ

　
　
　
　
　

ヵ

お
と
五
れ
う

ほ
う
し
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
ヵ

め
う
□
い

お
に
う

お
か
め

そ
う
け
ん

ほ
う
せ
い

ほ
う
せ
い

ほ
う
せ
い

　
　
　
　
ヵ

ほ
う

　

そ
う
け
ん

そ
う
け
ん

そ
う
け
ん

ち
よ
け
い

ち
よ
け
い

ち
よ
け
い

備　　考法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名

番　　号１０９３１０９４１０９５１０９６１０９７１０９８１０９９１１００１１０１１１０２１１０３

地　　区
��－
��

��������
��－
��

��－
��

��－
��

������

出土遺構ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１

層　　位Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径１１．７１２．２１２．４－１２．７１３．０１３．０１２．９１２．５（１２．５）１２．３

幅・器高２．９２．４２．５（２．３）２．３２．５２．４２．２２．６２．３２．４

寸　　別４寸４寸４寸４寸４．５寸４．５寸４．５寸４寸４寸４寸

釈　　読

め
う
か
う

め
う
か
う

め
う
け
ん

□
う
け
ん

ち
ゆ
け
い

め
う
□
ん

よ
し
た
殿

 
 

た
殿

ま
こ
七

と
う
二
ら

へ
や

　
　
　
　
　

ヵ

め
う
き
ん

た
う
ゆ
う

め
う
き
ん

た
う
ゆ
う

め
う
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
ヵ

め
う
せ
ん

　
　
　
　
　

ヵ

め
う
ゑ
□

□
か
ミ 

お 
　
　
　
　
　
　
　
ヵ

　
　
　
　
　
　
（
い
）

こ
う
は
□

う
ミ
の
か
し

や
く
こ
れ
う

お
□
へ

 
 

は
□

備　　考法名法名法名法名法名法名
苗字・敬
称

姓・
その他

法名ほか法名ほか人名・法名ほか

番　　号１１０４１１０５１１０６１１０７１１０８１１０９１１１０１１１１１１１２１１１３１１１４

地　　区
��／
��－��

����������
��－
��

��������

出土遺構ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１

層　　位Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径１２．５１２．４１２．７（１２．１）（１３．２）１２．７１２．４８．５１３．４（１２．６）（１３．０）

幅・器高２．５２．５２．３２．０（２．０）２．４２．７２．３２．５２．２（１．５）

寸　　別４寸４寸４寸４寸４．５寸４寸４寸３寸４．５寸４寸（４．５寸）

釈　　読

た　

ま

　
　
　
　
　

ヵ

た
う
ゆ
ふ

め
う
き
ん

め
う
き
ん

七
ほ
う
は
は

う
つ
か

ほ
ん
上
は
う

　　
　
　
　
　
　

ヵ

こ
う
は
い

た
う
け
い

廿
八
日
ち
い

お
ち
こ

め
う
さ
い

ほ
う
ち
ゆ

こ
せ
う

お
も
ち

こ
に
う

お
か
め

ほめ
う 

□
　
　

や
く

　
　
　
 

　
　
　
 

□む
ゑ
ん
ほ
う
か
い

六
し
ん
け
ん
そ
く

□
月
五
日

 
 

く

 
 

の
お
の

ひ 
 

  

備　　考法名・童名法名・姓・月日法名・人名ほか（法名）苗字仏教用語仏教用語月日

第３表　文字資料（墨書土器）釈読一覧（３）



－98－

番　　号１１１５１１１６１１１７１１１８１１１９１１２０１１２１１１２２１１２３１１２４１１２５１１２６１１２７１１２８

地　　区����������������������������

出土遺構ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１

層　　位Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ａ群Ｂ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径（１１．９）（１１．４）（１２．０）（１３．２）（１２．０）（１１．８）（３．８）（２．６）（１．８）（１．６）（１．７）（４．０）（１１．９）１２．８

幅・器高２．０（２．２）１．５１．８（１．６）（２．０）（３．８）（２．３）（３．８）（２．７）（３．１）（４．６）（１．８）２．５

寸　　別４寸４寸４寸（４．５寸）（４寸）４寸４寸４寸

釈　　読

  　

ヵめ
　　

　
 

う
せ

こ
せ
う

本
上
は
う

備　　考

番　　号１１２９１１３０１１３１１１３２１１３３１１３４１１３５１１３６１１３７１１３８１１３９１１４０１１４１１１４２

地　　区����������������������������

出土遺構ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１

層　　位Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径８．３８．７（８．０）（９．０）（１３．０）（１３．０）（１１．０）（５．５）（１２．９）（１０．０）（１０．８）（１１．９）（４．５）（２．５）

幅・器高２．０２．１（１．４）（１．７）（２．３）（１．８）２．２（３．２）（１．７）（１．０）（１．９）（１．１）（３．４）（２．８）

寸　　別３寸３寸

釈　　読

又
六

お
こ
う

　　　　
ヵゑむ 

 
ち
や
う
て

備　　考
その他
の人名

童名
不明

（頂天ヵ）

番　　号１１４３１１４４１１４５１１４６１１４７１１４８１１４９１１５０１１５１１１５２１１５３１１５４１１５５１１５６

地　　区����������������������������

出土遺構ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１

層　　位Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径（５．１）（２．３）（２．０）（２．１）１２．４１２．８１２．１８．４（９．９）（１３．８）（１１．８）（４．２）－（２．４）

幅・器高（１．８）（３．３）（２．４）（１．９）２．４２．４２．３２．０（１．７）（１．５）（１．７）（３．３）（０．８）（３．４）

寸　　別４寸４寸３寸３寸

釈　　読

ほ
う
せ
い

道
ゑ
い

め
う
し
ゆ
ん

や
く

　
　
 

け

備　　考法名法名法名苗字

第３表　文字資料（墨書土器）釈読一覧（４）



－99－

番　　号１１５７１１５８１１５９１１６０１１６１１１６２１１６３１１６４１１６５１１６６１１６７１１６８１１６９１１７０

地　　区��������
��－
��

������������������

出土遺構ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１

層　　位Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径（１．８）（２．０）（１１．８）１２．８１２．５１２．４（１１．９）１２．１１２．４１３．０８．８１２．９１２．８（１３．１）

幅・器高（２．１）（３．６）（１．６）２．７２．４２．３２．３２．４２．３２．８２．３２．５２．３２．５

寸　　別４寸４．５寸４寸４寸４寸４寸４寸４．５寸３寸４．５寸４．５寸４．５寸

釈　　読

め
う
け
ん

め
う
け
ん

め
う
ち

 

う
ゆ
う

ほ
う
せ
い

め
う
さ
い

め
う
こ
う

う
つ
か
殿

し
ゆ
け
い

そ
う
せ
ん

そ
う
け
い

備　　考法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名

番　　号１１７１１１７２１１７３１１７４１１７５１１７６１１７７１１７８１１７９１１８０１１８１１１８２１１８３

地　　区����������
��－
��

��������
��－
��

��
��－
��

出土遺構ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７４００１ＳＤ７４００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１

層　　位Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｂ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径１２．３（８．４）（１２．７）１２．４１２．６１１．９（１２．３）（１２．２）１２．７１２．３１２．４１１．６１２．１

幅・器高２．５２．２２．８２．５２．５２．２２．３２．３２．６２．４２．１２．４２．１

寸　　別４寸３寸４．５寸４寸４．５寸４寸４寸４寸４．５寸４寸４寸４寸４寸

釈　　読

け
た
の
わ
か

し
や
う
ら
う

　　　　　　
ヵ

□
は

ち 
　
　お

ち
こ

め
う
ち
ん

お
こ
う

 

□ 

 

□
と 

四
月
廿 

五 ほ
□

せ
ん
ち

せ
ん
ち

せ
□ 

　
　
　

ヵ

　
　
（
う
）

□
□
け
い

　
そ
う
け
い

そ
う
か
う

そ
う
か
う

た
う
ゆ
う

た
う
ゆ
う

備　　考人名か法名・童名他月日ほか法名法名（法名）法名法名法名法名法名法名

番　　号１１８４１１８５１１８６１１８７１１８８１１８９１１９０１１９１１１９２１１９３１１９４１１９５１１９６１１９７

地　　区����
��－
��

��
��－
��

������������������

出土遺構ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１

層　　位Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径１２．０１２．０１２．３１２．１１２．２１２．１１２．４（１２．４）１２．０１２．３１２．６１２．２１２．２１１．９

幅・器高２．４２．５２．１２．４２．１２．４２．７２．４２．４２．５２．６２．４２．２２．３

寸　　別４寸４寸４寸４寸４寸４寸４寸４寸４寸４寸（４寸）４寸４寸４寸

釈　　読

そ
う
せ
ん

　　　
ヵ

（
そ
）
□
□
せ
ん

　　　
　
　

　　　
ヵ

（
め
）

□
う
か
う

　　
め
う
か
う

ほ
う
せ
い

ほ
う
せ
い

め
う
ゑ
ん

め
う
ゑ
ん

　　　　　　
ヵ

　　　　
（
う
）

め
□
ち

　　

め
う
ち

　　　
ヵ

（
し
）

□
ゆ
け
い

　　　　　　　　　　　　　　　
ヵ

　　　　　　　　　　　　
（
ん
）

ほ
う
ゐ
□

　
め
う
き
ん

 

う
□
ん

備　　考法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名法名

第３表　文字資料（墨書土器）釈読一覧（５）



－100－

番　　号１１９８１１９９１２００１２０１１２０２１２０３１２０４１２０５１２０６１２０７１２０８１２０９１２１０１２１１

地　　区��
��－
��

����
��－
��

������������������

出土遺構ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１

層　　位Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径１２．１１１．８８．６８．２１２．０１２．１１４．２１２．４１２．５１２．２１２．２１２．１８．８１２．１

幅・器高２．２２．２２．１１．９２．６２．５２．２２．４２．５２．３２．１２．３２．２２．２

寸　　別４寸４寸４寸４寸４寸４寸４・５～５寸４寸４寸４寸４寸４寸３寸４寸

釈　　読

め
う
け
ん

め
う
こ

め
う
ち
ん

た
う
ゑ

め
う
さ
い

　　　　　　
ヵ

　
　
（
う
）

め
□ 

　
月
け
い
せ
い
う
ん

八
備

み
や
し
ま
の

か
ミ

お
く
り

よ
ね

お
く
り

と
く
し
ゆ

し
ゆ
と
く

お
ち
こ

お
こ
う

お
ち
こ

備　　考法名法名法名法名法名法名法名
人名の略
か

神名童名童名法名その他
童名・そ
の他

番　　号１２１２１２１３１２１４１２１５１２１６１２１７１２１８１２１９１２２０１２２１１２２２１２２３

地　　区��
��－
��

��������
��－
��

����������－��

出土遺構ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１

層　　位Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｃ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径１３．０１２．２１４．４（１２．８）１２．３１４．０１２．４８．６１２．２８．７８．５１２．５

幅・器高２．６２．５２．４２．４２．３２．４２．１２．０２．３２．０２．０２．１

寸　　別４寸４寸４寸３寸４寸３寸３寸

釈　　読

又
ら
く

あ
ち
や

　　　
ヵ

（
け
）
□
た
わ
か

し
や
う
ら
う　

め
う
ゑ
ん

た
か
ぬ
の
か
ミ

こ
せ
う

お
き
く

と
ら
き
く

 

し
ち
よ

 

こ
う

　　　　　　
（
ヵ
）

 

ち
こ

く
　　　　　　　　　　　　　　　
ヵ

　
　
　
　
　
　
（
そ
ん
）

御
ほ
ん
□
□

　
六
し
ん

六
し
ん
け
ん
そ
く

　　
ヵ

（
四
）
□
月
廿
日

五
月
五
日　

四
月
廿
日

廿
六
日
の

う
い

上
□
□
ち
や
う
て

ん下 
 

の

　　　　　　　　　
ヵ

　
　
　
　
（
ん
）

む
ゑ
□
ほ
う
か
い

備　　考その他不明
神名・法
名ほか

人名不明仏教用語仏教用語仏教用語月日月日月日仏教用語

番　　号１２２４１２２５１２２６１２２７１２２８１２２９１２３０１２３１１２３２１２３３１２３４

地　　区������
��－
��

��－
��

��－
��

��－
��

��－
��

��－����－����－��

出土遺構ＳＤ７５００１ＳＤ７６００１ＳＤ７６００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１ＳＤ７５００１

層　　位Ｃ群Ｃ群Ｃ群Ｅ群Ｅ群Ｅ群Ｅ群Ｅ群Ｅ群Ｅ群Ｅ群

種　　別土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器土師器

器　　種皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

法量（　）
は残存値

長さ・口径８．５８．８（１２．３）１３．８１３．４１４．０（１２．２）１３．４１１．８１３．８１３．４

幅・器高２．１２．０２．０２．４２．３２．３２．４２．５２．４２．７２．４

寸　　別３寸３寸４．５寸４．５寸４．５寸４寸４．５寸４寸４．５寸４．５寸

釈　　読

む
ゑ
ん

ほ
う
か
い

や
く

六
し
ん 

七
せ
の 

　　　　　　　　　　　　　
ヵ

ひ
せ
ん
殿

　
　
　
　
　

め
う
こ
せ
つ
ち
や

う
に

月
け
い
せ
う
ん

ほ
う
せ
い

本
し
や
う
は

ね
ゝ
ほ
う
し

き
く
て
う

　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）

け
た
の
わ
か

し
や
う
ら
う

に
や
に
や

　
　め

う
ち
ん

め
う
き
ん

め
う
ゑ
ん

ミ
や
ち
ま
の
か
ミ

ほ
ん
し
や
う
は
う

よ
ね　

お
く
り

　　　　　　　　　　
ヵ　
　
　
　
　
ヵ

ほ
ち
こ
や
く
こ

と
う
き
く

う
し
ち
く

た
ん
は
の
か
ミ

　　　
ヵ　
　
　
　
　
　
　
　

ヵ

と
□
い
ま
こ
七

□
□
さ
□
□
□

　　　
ヵ　
こ
三
郎

　　　
ヵ　　
ヵ　　　　　
ヵ

は
く
ほ
う

「
十
」

備　　考仏教用語姓仏教用語
人名
（敬称）

法名法名法名童名ほか人名法名・神名他神名・童名・姓名・その他

第３表　文字資料（墨書土器）釈読一覧（６）



－101－

番　　号Ｗ－９０５Ｗ－９０６Ｗ－９０７Ｗ－９０８Ｗ－９０９Ｗ－９１０Ｗ－９１１Ｗ－９１２Ｗ－９１３Ｗ－９１４

地　　区����Ａ�Ｄ�Ａ�Ｃ��Ａ�Ａ・Ｄ�Ａ・Ｄ

出土遺構
９５－２面

火事かたづけ層
ＳＤ６８００１ＳＤ５４００１

９５－２面ま
で

９５－集石部ＳＤ５４００２
９５－４面ま
で　

９５－５面ま
で

ＳＤ５４００１ＳＤ５４００１

層　　位上半
灰色礫混シ
ルト

第３層第３層

種　　別木簡木簡木簡木簡木簡木簡木簡木簡木簡木簡

器　　種付札付札付札付札付札付札付札付札付札付札

法量（　）
は残存値 

長さ・直径（２３．９）１５．０１６．９１９．６１２．９１５．９１２．３１０．７（１４）（５．８）

幅・器高３．１３．０２．０２．１２．２２．２（１．８）２．１２．３２．７

厚さ・底径０．３０．７０．４０．３０．５０．２１．００．５０．４０．４

型　　番０３３０３３０３３０３３０３３０３２０３２０３３０３９

釈　
　
 
読

・「
＜
乃
木
出
羽
守
か
わ
こ
一
ツ　

く

り
か
わ
こ
二
ツ

・「
＜
永
禄
拾
弐
年
八
月
廿
四
日
以
上

三
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ

・「
＜　
　
　
　
　
　
﹇
し
ち
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　

□
□ 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヵ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
二
升
﹈

　
　
　

一
斗
□
□　
　
　
　
　
」

・「
＜　
　
　
　
　
　
　
 
 

」

　
・「
＜
田 
 

」

・「
＜ 
 

」

　
　　
　          
ヵ

「
＜
□
上
□
」

「
＜
米　

三
斗
五
升

・「
＜
小
□
中
志
も
の
見
や
」

・「
＜
今
井
殿
か
ら
の
米
」

・「
＜ 
 

」

・「
＜ 
 

」

「
＜
四
□
□
□　

小
五
郎
」

（
墨
痕
な
し
）

・「
＜
□

・「
＜
め
□

番　　号Ｗ－９１５Ｗ－９１６Ｗ－９１７Ｗ－９１８Ｗ－９１９Ｗ－９２０Ｗ－９２１Ｗ－９２２Ｗ－９２３Ｗ－９２４

地　　区���Ａ���－��Ａ�Ｄ�Ｄ�Ｄ

出土遺構
９５－４面
土壌層

土塁下部
（流路中か）

ＳＤ５２００
９５－３面対
応

西側溝
９５－４面
サブトレ

９５�１～４面第３面下
９５－３～４面
ＳＤ５１００５下層

９５－３～４面
ＳＤ５１００５下層

ＳＤ５４００２

層　　位下層茶灰シルト腐植土上半

種　　別木簡木簡木簡木簡木簡木簡木簡木簡木簡木簡

器　　種付札付札付札付札付札付札付札付札付札付札

法量（　）
は残存値 

長さ・直径（１２．４）（１４．２）１７．４１５．１（９．５）１２．８２１．５２９．７２６．４２２．１

幅・器高２．７２．４（１．０）２．６２．０２．２３．３３，６３．３２．９

厚さ・底径０．４０．４０．３０．１０．８０．４０．５０．４０．６０．５

型　　番０３２０３９０３２０５１５１０５１０５１０５１０５１０５１

釈　
　
 
読

・「
＜
（
目
印
）
二
百
入
□
の
□

　
　
　
　
　
　
　 
　
　

・「
＜
（
目
印
）

「
＜
二
は
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　

貳
百
入

（
墨
痕
な
し
）

「
ち
□
わ
せ

「
ち
と
□
せ
五
郎
」

　
　

ヵ　
　
　

ヵ　

「
ミ
の
毛

「
こ
の　

　
　
　
　

□

　
 
 

（
墨
痕
な
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヵ　
　

「
�
正
月
壱
斗
五
合
丹
よ
た
郎
」

「
�
正
月
米
壱
斗
五
升　

九
郎
三
郎
」

「
�
三
月
壱
斗
七
合　

六
郎
」

番　　号Ｗ－９２５Ｗ－９２６Ｗ－９２７（参考）Ｗ－９２８Ｗ－９２９Ｗ－９３０Ｗ－９３１Ｗ－９３２

地　　区�Ｄ�Ｄ�Ｄ入佐川４区�Ａ�Ｃ�Ｄ�Ｃ��

出土遺構
９５－１面
ＳＤ５１００５

ＳＤ５４００２
９５－１面
ＳＤ５１００５

入佐川
第２遺構面

ＳＤ５４００１
９５－４面まで
段差より北

ＳＤ５２００８より南
ＳＤ５４００１ＳＤ５４００２西側溝

層　　位上半包含層暗茶灰腐植土
第２層
腐植土

砂層の上

種　　別木簡木簡木簡木簡木簡木簡木簡木簡木簡

器　　種付札付札付札付札付札付札付札付札習書

法量（　）
は残存値 

長さ・直径２７．３２５．６２６．９２８．２６．７１１．７（１９．３）２０．０３３．８

幅・器高２．８２．７２．２３．８２．５４．１（２．８）２．８５．０

厚さ・底径０．４０．５０．４０．５３．５０．８０．２０．４０．４

型　　番０５１０５１０５１０５１０２２０１１

釈　
　
 
読

　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヵ　

「
�
五
月
壱
斗
七
合
ひ
こ
三
郎
」

「
�
六
月
一
斗
七
合　

三
郎 
 

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
　
　
ヵ　
　

「
�
八
月
一
斗
七
合　

や
三
郎
」

「
�
十
一
月
壱
斗
七
合　

か
ふ
や
」

　
　
　
　　
ヵ　

「
�
の
□
□
」

　
　
　
　　　
ヵ　

「
わ
ミ
衛
門

　
　

小
三
郎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
ち
□

「
三
ツ
四
郎　
　
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
郎
二
□
」

（
墨
痕
な
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ヵ

　
　
　
　
　
　
﹇
廿
廿
﹈

「　

□
□
□
□
九

　

三
□
五
六
七
八
」

　

第４表　文字資料（木簡）釈読一覧（１）
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番　　号Ｗ－９３３Ｗ－９３４Ｗ－９３５Ｗ－９３６Ｗ－９３７Ｗ－９３８Ｗ－９３９Ｗ－９４０

地　　区���Ａ���Ｄ�Ｄ�Ｄ�Ｄ�Ｂ

出土遺構８面までＳＤ５４００１
サブトレＡ
土塁上

ＳＤ５４００１ＳＤ５４００１ＳＤ５４００１ＳＤ５４００１ＳＤ５４００１

層　　位灰色シルト腐植土
第２層
腐植土

第２層
腐植土

第２層
腐植土

第２層　腐植土第２層　腐植土

種　　別容器木簡容器容器容器容器木簡容器

器　　種曲物底板不明柄杓の柄曲物側板曲物側板曲物側板不明折敷

法量（　）
は残存値 

長さ・直径６．７１６．７（１８．５）（３．８）（３．２）（４．３）（８．９）（５．１）

幅・器高６．３７．５２．４（１２．１）（１１．１）（５．１）（３．０）（２１．９）

厚さ・底径０．５０．９０．９０．１０．２０．２０．４０．３

型　　番０６５０８１

釈　
　
 
読

「
か
よ
」

「
四
間
口
六
郎
二
郎

「
百
之
ひ
し
ゃ
く
」

　

小
七
□

　

一
ツ

　

□
・「
三
□

　
　

□ 

・「
あ 
 

に 

　
　

あ
つ
か
り
け
り 

　
　
 
 

お
た
い

け
候
御

候
へ
く

□
□

小
□

　

□
□
こ
と
□

□
升
□

番　　号Ｗ－９４１Ｗ－９４２Ｗ－９４３Ｗ－９４４Ｗ－９４５Ｗ－９４６Ｗ－９４７Ｗ－９４８Ｗ－９４９Ｗ－９５０

地　　区�Ｃ�������Ａ����������

出土遺構９５－３面より下ＳＤ７５００１
ＳＤ６８００２－

ｂ
ＳＤ６９００１

９５－３＋１～
５面

９６－８面ま
で

ＳＤ６８００２
ＳＤ７５００１
コーナーよ
り東杭列部

ＳＤ７５００１
コーナーよ
り東杭列部

ＳＤ６８００２－
ｂ

層　　位溝底灰色シルト

種　　別容器容器容器容器容器容器容器容器容器祭祀具

器　　種折敷折敷折敷折敷折敷折敷三宝三宝三宝位牌

法量（　）
は残存値 

長さ・直径２７．７１３．４１４．３２８．７（６．６）（８．４）１６．２２５．１１６．４２５．６

幅・器高（４．０）２６．４２５．０１４．２２６．６（１７．８）１６．３１６．８１５．４９．５

厚さ・底径０．４０．３３．５３．１０．５０．３１６．２１７１６．４７．０

型　　番０６１０６１０６１０８１０６１０６１０６１０６１０６１

釈　
　
 
読

　

□

　

□

　

□

　

□

　

□

　

□

　

□　

「
上
」

「
そ
う
せ
ん
」

「
そ
う
か
う
」

「
二
十
」

「
□
う
こ
□
」

「
ほ
う
せ
い
」

「
ほ
う
せ
□
」

「
し
ゆ
け
い
」

・「
帰
本　

道
祐
禅
門
霊
位
」

・「
天
文
廿
三
年
七
月
廿
三
日
」

番　　号Ｗ－９５１Ｗ－９５２Ｗ－９５３Ｗ－９５４Ｗ－９５５Ｗ－９５６Ｗ－９５７Ｗ－９５８Ｗ－９５９

地　　区����－�������Ｂ・Ｃ�Ｃ�Ａ�Ｃ

出土遺構９６－４面ＳＤ７５００１下層水田�
９６－８面ま
で

ＳＤ５４００１４ａＳＤ５４００１ＳＤ５４００１ＳＤ６９００２

層　　位腐植土溝底

種　　別祭祀具祭祀具祭祀具遊戯具遊戯具遊戯具遊戯具不明建築部材

器　　種卒塔婆柿経呪符将棋の駒闘茶札闘茶札闘茶札不明床板

法量（　）
は残存値 

長さ・直径（２９．７）１２．４（１３．２）３．０３．１３．７３．０（３９．６）（２８．８）（３８．６）

幅・器高６．０２．７４．６２．７２．７１．８３．２６．３　６．１（１９．６）

厚さ・底径０．４０．５０．６１．１０．４０．４０．５０．５　０．５１．９

型　　番０１９０１９０１９０６１０２１０２１０２１０６５０６１

釈　
　
 
読

　
　
　
　
　
見
我
身
者
発
菩
提
心
門
我
名

・「 
梵
字 

（
ウ
ー
ン
）

　
　
　
　
　
聴
我
説
者
得
大
智
恵
智
我
□

　
　
　
（
ハ
ン
キ
リ
ー
ク
）　

・「
梵
字　

南
无
阿
弥

「
過
去
有
仏
号
威
音
王
神
×

　
　
　
　
　
　

鬼
鬼
鬼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヵ　

「（
符
�
）
尸
尸
鬼
鬼
鬼　
﹇
尸
鬼
﹈

　
　
　
　
　
　

鬼
鬼
鬼　
　

□
□

・「
銀
将
」

・「
竪
行
」

・「
一
」

・「
一
」

・「
亀
」

・「
□
」

・「
□
」

「
ろ
」

「
□
六
□

　
　

い
□
□
」

第４表　文字資料（木簡）釈読一覧（２）
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第�章　自然科学分析
　　

第１節　宮内堀脇遺跡から出土した動物遺存体
　　

丸山真史（京都大学大学院人間・環境学研究科）　

橋本裕子（奈良文化財研究所客員研究員）　　　　

松井　章（奈良文化財研究所埋蔵文化財センター）

１　概要

　兵庫県教育委員会によって、１９９５年から１９９７年にかけて発掘調査が行われた豊岡市出石町の宮内堀脇

遺跡から出土した動物遺存体の概要を報告する。出土した動物遺存体は、１５世紀から１６世紀にかけての

武家屋敷を取り囲む堀と、それに関連する遺構および遺物包含層から出土したものである。この堀の内

側は、廃絶後も湿地環境にあったため、動物遺存体の保存状態に恵まれた。出土した動物遺存体は、発

掘中に肉眼で確認できたものだけを取り上げ、フルイを用いた遺跡土壌の水洗選別は行っていない。　

　出土した動物遺存体は破片数にして総計３５０点を数え、これらのうち種類、部位を同定したものは２３７

第５表　種名表
アカニシ　����������	
�アッキガイ科　Muricidae新腹足目　Neogastropoda腹足綱　Gastropoda

軟体動物門
Mollusca

サルボウ　����������	
�������フネガイ科　Arcidaeフネガイ目　Arcoida

斧足綱　Bivalvia　

イタヤガイ科の一種　
Pectinidae　gen. et sp. indet.イタヤガイ科　Pectinidae

カキ目　Ostreoidae
イタボガキ科の一種　
Ostreidae gen. et sp.イタボガキ科　Ostreidae 

シオフキ　Mactra veneriformisバカガイ科　Mactridaeマルスダレガイ目　Veneroida

ネズミザメ科の一種　
Lamnidae gen. et sp. indet.ネズミザメ科　Lamnidaeネズミザメ目　Lamniformes軟骨魚綱　

Chondrichthyes

脊椎動物門
Vertebrata

板鰓亜綱の一種　Elasmobranchii ord., fam., gen. et sp. indet.

ブリ属の一種　��������sp�アジ科　Carangiae
スズキ目　Percidae

硬骨魚綱　
Osteichthyes

マダイ　�������	�
��タイ科　Sparidae

フグ科の一種　
Tetraodonitidae gen. et sp. indet.フグ科　Tetraodonitidaeフグ目　Tetraodonitiformes

スッポン　�������	
����
��スッポン科　Tnonychidae
カメ目　Chlonia爬虫綱　Reptilia バタグールガメ科の一種　

Bataguridae gen. et sp. indet.
バタグールガメ科　
Bataguridae

ウ科の一種　
Phalacrocoracidae gen. et sp. indet.ウ科　Phalacrocoracidaeペリカン目　Pelecaniformes

鳥綱　Aves

コウノトリ科の一種　
Ciconiidae gen. et sp. indet.コウノトリ科　Ciconiidae

コウノトリ目　Ciconiformes
サギ科の一種　
Ardeidae gen. et sp. indet.サギ科　Ardidae

カモ科の一種　
Anatidae gen. et sp. indet.カモ科　Anatidaeカモ目　Anseriformes

ニワトリ　���������	
�����キジ科　Phasianidaeキジ目　Galliformes

ヒト　���������	
���ヒト科　Hominidae霊長目　Primates

哺乳綱　Mammalia

イヌ　��������	�
�����

イヌ科　Canidae

食肉目　Carnivora

オオカミ　�������	
	�

キツネ　�������	�����

ネコ　�������	
��ネコ科　Felidae

カワウソ　�����������イタチ科　Mustelidae

ウシ　�������	��ウシ科　Bovidae

偶蹄目　Artiodactyla イノシシ　��������	�イノシシ科　Suidae

ニホンジカ　�������	
����シカ科　Cervidae

マイルカ科またはネズミイルカ科　
Delphinidae seu. Phocoenidae gen. et sp. indet.クジラ目　Cetacea
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第２節　宮内堀脇遺跡出土遺物の種実同定
株式会社古環境研究所　

１．はじめに

　植物の種子や果実は比較的強靱なものが多く、条件が良いところでは堆積物中に残存している。堆積

物から種実を検出し、その群集の構成や組成から過去の植生や群落の構成要素を明らかにすることで古

環境の推定が可能である。また出土した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境も調べること

ができる。
　

２．試料

　試料は、１５世紀から１６世紀末とされる堀・土塁の内側（東側）に建物群が散存する武家屋敷遺構より

採取されたもので、すべて水洗選別済みである。
　

３．方法

　試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行った。

結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。
　

４．結果

（１）分類群

　樹木９、草本９の計１８分類群が同定された。学名、和名および粒数を表１～３に示し、主要な分類群

を写真に示す。以下に同定の根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

マツ属複維管束亜属　�����  subgen.  ���������	　毬果　マツ科

　黒褐色で卵形を呈す。種鱗先端の外部に露出する部分は扁平５角形であり、その中央にはへそがある。

オニグルミ　�������		�
�����
��
�  Carr.　核（完形・半形・破片）　クルミ科

　茶褐色で円形～楕円形を呈し、一端がとがる。側面には縦に走る一本の縫合線がめぐる。表面全体に

不規則な隆起がある。

ヒメグルミ　�������		
���������  Carr.  var.  ����������	  Rehder　核（完形）　クルミ科

　淡褐色で円形を呈し、一端がとがる。側面には縦に走る一本の縫合線がめぐる。表面にはオニグルミ

と比べて明瞭な隆起はない。断面は円～楕円形である。

クリ　����������	
�����  Sieb.  et  Zucc.　堅果（破片）　ブナ科

　堅果は三角状扁円形を呈す。一側面は円みがあり、反対面は平らな形が多い。両面とも円みがある。

コナラ属　�������　堅果（破片）　ブナ科

　黒褐色で楕円形を呈し、一端につき部が残る。表面は平滑である。この分類群は殻斗が欠落し破片の

ため、属レベルの同定までである。

ヤマグワ　����������	��
��  Poir.　種子　クワ科

　茶褐色で広倒卵形を呈し、基部に突起がある。表面はやや粗い。

モモ　���������	��
��  Batsch　核（完形・半形）　バラ科

　黄褐色～黒褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起がある。

スモモ　����������	
�
��  Lindley　核（完形・破片）　バラ科
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　淡褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線が走る。表面には不明瞭で微細な凸凹がある。断面は扁平であ

る。

カキノキ　���������		
�
�  Thunb.　種子（完形・破片）　カキノキ科

　黒褐色で非対称的広倒卵形を呈し、曲線状の背面は狭倒皮針形で、直線状の腹面は稜をなす。

〔草本〕

イネ　���������	
��  L.　穎（破片）・果実（炭化）　イネ科

　穎は茶褐色で扁平楕円形を呈し、下端に枝梗が残る。表面には微細な顆粒状突起がある。完形のもの

は無かった。炭化しているため黒色である。長楕円形を呈し、枝梗の部分が残る。表面には数本の筋が

走る。

イネ科　Gramineae　穎

　穎は灰褐色～茶褐色で楕円形を呈す。腹面はやや平ら。背面は丸い。表面は滑らかである。

カヤツリグサ科　Cyperaseae　果実

　茶褐色で倒卵形を呈す。断面は扁平である。

タガラシ　����������		���
�����  L.　果実　キンポウゲ科

　黄褐色、扁平、ややレンズ状。側面にしわはないが、滑らかではない。

トウガン　���������		��
���
�　種子　ウリ科

　卵倒形を呈し、扁平。周辺部の縁は平行に一段高くなる。

ヒョウタン類　���������		
��������  Standl.　種子（破片）・果皮（破片）　ウリ科

　種子は淡褐色で楕円形を呈す。上端にはへそと発芽孔があり、下端は波うつ切形を呈す。表面には縦

に２本の低い稜が走る。果皮は、木質化しやや厚みがある。表面はなめらかで裏面は粗い。

　藤下がヒョウタン仲間とするものには、ヒョウタン・フクベ・カンピョウが含まれており、このうち

フクベ・カンピョウは食用になる。

ウリ類　���������	
� L.　種子　ウリ科

　淡褐色～黄褐色である。楕円形を呈し、一端には「ハ」字状のへこみがある。

　藤下（１９９２）による長さ８．１�以上の大粒種子（モモルディカ型）にあたる。

タカサブロウ　�������	�
���
��� L.　果実　キク科

　黄褐色で長倒卵形を呈し、一端は切形である。中央部にはいぼ状の突起がある。
　

（２）種実群集の特徴

１）宮内堀脇遺跡（９５０２２３）

　マツ属複維管束亜属３、オニグルミ２２、ヒメグルミ１、コナラ属片１、ヤマグワ３８、モモ２１、スモ

モ１１、イネ頴６１・炭化果実１、イネ科２、カヤツリグサ科１、タガラシ２１４、トウガン６７６、ヒョウタ

ン果皮１・種子２、ウリ類５５、タカサブロウ１が同定された。

２）宮内堀脇�遺跡（９６０３６２）

　クリ片６、モモ１、不明毬果４が同定された。

３）宮内堀脇�遺跡（９７０３５１）

　　モモ５、スモモ１、カキノキ２７、トウガン５３、ヒョウタン１、ウリ類６が同定された。
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備考個数部位
分類群

遺構名地区名�
和名学名

１核（完形）モモ���������	��
��  BatschＳＤ１００１�－Ｄ

９５０２２３

１１核（完形）モモ���������	��
��  Batsch
第３面．内堀の埋土�－Ａ

１　（半形）

木片１第３面より下�－Ｃ

１核（完形）モモ���������	��
��  BatschＳＤ２００２上半

�－Ｃ ２核（半形）オニグルミ�������		�
�����
��
�  Carr
ＳＤ２００３

１核（完形）モモ���������	��
��� Batsch

３９穎イネ���������	
��� L.

北西半．４面まで
�－Ａ

（＋＋＋）　（破片）

１穎イネ科Gramineae

３種子トウガン���������		��
���
�  Savi

繭４第１面Ｐ．Ｔ７

サナギ片（＋）（＋＋＋）穎（破片）イネ���������	
��  L.�Ｂ内．５ａ対応�

１１３種子トウガン���������		��
���
�� Savi
ＳＤ４００３�－Ｂ

１種子ウリ類����������	
�  L.

１果皮（破片）ヒョウタン類���������		
��������  Standl.第３整地層中�－Ｂ（南半）

３種子ウリ類����������	
�  L.ＳＤ４００１．０～２０層�－ＢＣ

１種子トウガン���������		��
���
�� Savi
ＳＤ２００３�－Ｃ

３９種子ウリ類Cucumis  melo  L.

３８種子ヤマグワ����������	��
��� Poir.  

ＳＤ４００１．第２層�－Ｄ

２２穎（破片）イネ���������	
��  L.

１果実イネ���������	
��  L.

１穎イネ科Gramineae

１果実カヤツリグサ科Cyperaceae

１６２果実タガラシ����������		���
�����  L.

３種子ウリ類����������	
�  L.

１果実タカサブロウ�������		�
���
���  L.

１核（完形）オニグルミ�������		�
�����
��
�  Carr
第３面＋１�－Ｃ

１　（半形）

４核（半形）オニグルミ�������		�
�����
��
�  Carr

ＳＤ２００８－ａ区�－Ｄ
１　（破片）

２核（完形）モモ���������	��
��� Batsch

１　（半形）

３毬果マツ属複維管束亜属�������subgen.  ����������

ＳＤ２００８�－Ｄ

１核（破片）オニグルミ�������		�
�����
��
�  Carr

１核（完形）モモ���������	��
��  Batsch

木片（＋）１種子（破片）ヒョウタン類���������		
��������  Standl.

５種子ウリ類����������	
�  L.

２不明種実Unknown

１核（完形）オニグルミ�������		�
�����
��
�� Carr２ａ？�－�

４核（半形）オニグルミ�������		�
�����
��
�  CarrＳＤ２００８南溝層

�

１核（完形）オニグルミ�������		�
�����
��
�� Carr南西．第４面まで

６堅果（破片）コナラ属���������

南西半．第４面まで
２堅果（破片）トチノキ����������	�
���	�  Blume

５５６種子トウガン���������		��
���
�� Savi

１種子ウリ類����������	
���L.

１核（完形）ヒメグルミ�������		
���������  var.  Rehder粘土盛土中

１種子（破片）ヒョウタン類���������		
��������� Standl.
第３面上層ヵ

３１種子ウリ類����������	
�  L.

３種子トウガン���������		��
���
�� Savi
第２面＋１まで�（南半分）

１１種子ウリ類����������	
�  L.

２核（完形）モモ���������	��
��� Batsch２２Ｋ中．第２面まで�－Ａ

５２果実タガラシ����������		���
�����  L.ＳＤ４００１�－Ａ

６核（半形）オニグルミ�������		�
�����
��
�� Carr
ＳＤ２００９内ヵ３面

１毬果不明種実Unknown

１１核（完形）スモモ����������	
�
��� Lindley
第３整地層より下�

１　（破片）

第１５表　宮内堀脇遺跡における種実同定結果
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備考個数部位
分類群

遺構名地区名�
和名学名

６堅果（破片）クリ����������	
�������Sieb.  et  Zucc.３ａ中．第４面まで�

９６０３６２ １核（半形）モモ���������	��
����BatschＳＤ９００２�

４毬果不明種実Unknown第４面まで．３ａ��

備考個数部位
分類群

遺構名地区名�
和名学名

１核（完形）モモ���������	��
��  Batsch東側整地層の下��－��

９７０３５１

１種子ウリ類����������	
�  L.ＳＤ４００１��

１核（完形）モモ���������	��
��� BatschＳＤ５００１Ｘ�－ＸＸ

２破片不明植物遺体第２面までＸ�

３核（完形）モモ���������	��
��  Batsch

ＳＤ４００１主Ｘ�－Ｘ�

１核（完形）スモモ����������	
�
��  Lindley

２７種子（完形）カキノキ���������		
�
�� Thunb.

（＋）　　（破片）

５３種子トウガン���������		��
���
�  Savi

１種子ヒョウタン類���������		
��������  Standl.

５種子ウリ類����������	
�  L.

根１第３整地層直下ＳＤ４００１最下層ＸＸ�

第１６表　宮内堀脇�遺跡における種実同定結果

第１７表　宮内堀脇�遺跡における種実同定結果

５．考察

　宮内堀脇遺跡における種実同定の結果、マツ属複維管束亜属、オニグルミ、ヒメグルミ、クリ、コナ

ラ属、ヤマグワ、モモ、スモモ、カキノキ、イネ、イネ科、カヤツリグサ科、タガラシ、トウガン、ヒョ

ウタン、ウリ類、タカサブロウが同定された。これらの中で明らかな栽培植物は、モモ、スモモの果樹、

トウガン、ヒョウタン、ウリ類の畑作物であり、いずれも弥生時代以降に出土例が多い。また、ヒメグ

ルミ、クリ、ヤマグワ、カキノキは食用等として利用される有用植物であるが、在来種であるため栽培

かどうかは不明である。オニグルミは谷沿いに多く生育し、マツ属複維管束亜属は二次林種のアカマツ

が考えられる。イネ科、カヤツリグサ科は人里植物、水田雑草、畑地雑草であり、タガラシは水田雑草、

タカサブロウは水田雑草と畑作雑草の双方の性格をもつ。
　

参考文献

笠原安夫（１９８５）日本雑草図説，養賢堂，４９４ｐ．

笠原安夫（１９８８）作物および田畑雑草種類．弥生文化の研究第２巻生業，雄山閣　出版，ｐ．１３１－１３９．

金原正明（１９９６）古代モモの形態と品種．月刊考古学ジャーナルＮｏ．４０９，ニューサイエンス社，ｐ．１５－１９．

南木睦彦（１９９１）栽培植物．古墳時代の研究第４巻生産と流通�，雄山閣出版株式会社，ｐ．１６５－１７４．

南木睦彦（１９９２）低湿地遺跡の種実．月刊考古学ジャーナルＮｏ．３５５，ニューサイエンス社，ｐ．１８－２２．
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写真８　宮内堀脇遺跡の種実�

５　ヒメグルミ核 ６　クリ堅果 ７　同左 ８　コナラ属堅果片

１　マツ属複維管束亜属毬果 ２　マツ属複維管束亜属毬果 ３　オニグルミ核 ４　オニグルミ核

９　ヤマグワ種子 １０　モモ核 １１　モモ核 １２　モモ核

１３　スモモ核 １４　スモモ核 １５　カキノキ種子 １６　カキノキ種子

１０．０� １０．０�

５．０�１０．０�１０．０�

５．０�

５．０�

５．０�

５．０�
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５　タガラシ果実 ６　タガラシ果実 ７　トウガン種子 ８　トウガン種子

１　イネ頴 ２　イネ炭化果実 ３　イネ科頴 ４　カヤツリグサ科果実

９　ヒョウタン果皮片 １０　ヒョウタン種子 １１　ウリ類種子 １２　ウリ類種子

１３　タカサブロウ果実 １４　不明繭 １５　同左拡大 １６　同左強拡大

１．０�１．０� １．０� １．０�

１．０�0．５�

１．０�１０．０� ５．0�

１０．０�１０．０�

写真９　宮内堀脇遺跡の種実�
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第３節　宮内堀脇遺跡�出土木製品の樹種
京都大学名誉教授　伊東隆夫

　

　兵庫県豊岡市出石町宮内に所在する宮内堀脇遺跡は、円山川河口より約２０�遡った出石川流域の沖積

地に立地する。このあたりの標高は海抜４～８ｍと低く、堆積土が粘質土で地下水位も高いため木製品

の遺存状態が良い。今回の調査では、江戸～弥生時代にわたる遺構・遺物が検出された。中でも室町時

代の守護大名である山名氏居城の此隅山城下の堀や土塁、武家屋敷跡より、当時の生活に関わる遺物が

多く出土している。また、下層の鎌倉時代の水田跡からは畦畔の下に敷かれた枝や杭、平安時代の水田

跡からは人型などの祭祀具が、奈良～古墳時代の水田跡からは田下駄などの農具や建築部材等が多数出

土した。

　今回、樹種同定を行った遺物は、主に中世末期の武家屋敷遺構群から出土した多種多様な木製品であ

り、樹種同定を行った試料の総点数は１８０点にのぼる。

　定法にしたがって、安全カミソリで木片から木口面、柾目面、板目面の３断面の薄い切片を切り取り、

スライドガラスに載せ、ガムクロラールで封入して顕微鏡観察用プレパラートを作製した。つぎに、以

下の樹種ごとの顕微鏡的特徴を観察して樹種を同定した。

モミ（��������	
� Sieb. et Zucc.）

　樹脂道および樹脂細胞を欠く。放射柔細胞壁は厚く、末端壁は数珠状となる。

マツ属複維管束亜属（����� sp. ����������）

　樹脂道が存在する。樹脂細胞はみられない。分野壁孔は典型的な窓状。放射仮道管が存在し、仮道管

内壁に鋸歯状突起がみられる。

スギ（�������	�
������
�� D. Don）

　樹脂道を欠く。樹脂細胞は晩材部にまばらにかつ接線状にならぶ。分野壁孔は典型的なスギ型。

ヒノキ（��������	�
�������� Endlicher）

　樹脂道を欠く。樹脂細胞は晩材部にまばらにかつ接線状にならぶ。分野壁孔は典型的なヒノキ型。

ヤナギ属（������sp.）

　散孔材。道管の大きさは中庸で多くが放射方向に２－３個複合する。放射組織は単列異性。道管と直

立細胞間の壁孔はふるい状となる。

クリ（���������	
������Sieb. et Zucc.）

　環孔材。孔圏道管は非常に大きく、複列となる。単穿孔。孔圏外道管は火炎状となる。放射組織は単列。

アカガシ亜属（������� L. ���������	�
���）

　放射孔材。やや大型の道管がほぼ単独で放射状に配列する。単穿孔。単列放射組織と複合放射組織が

みられる。

コナラ節（������� L. Sect ������）

　環孔材。孔圏道管は大きく、単穿孔を有する。小さく多数の孔圏外道管が放射状ないし火炎状に配列

する。単列放射組織と複合放射組織が存在する。

クヌギ節（������� L. Sect�������）

　環孔材。孔圏道管は大きく、単穿孔を有する。孔圏外道管は小さく、壁が厚く、単独で放射状に並ぶ。

単列放射組織と複合放射組織が存在する。
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ケヤキ（�������	
������ Makino）

　環孔材。孔圏道管は一列で単穿孔を有する。孔圏外道管は花綱状にならぶ。放射組織は異性で１－５

列。放射組織縁辺の細胞にしばしば結晶を含む。

ヤマグワ（���������	��
�� Poiret）

　環孔材。孔圏道管は大きく、単穿孔を有する。道管にチロースがみられる。孔圏外道管は多数が集合

する。放射組織は異性で１－５列となる。

モクレン属（�������� sp.）

　散孔材。道管は中庸で２－数個放射状に複合し、単穿孔を有する。道管にチロースがみられる。隔壁

木繊維がみられる。放射組織は異性で、１－２列。

モッコク（���������	
������
���Thunb.）

　散孔材。きわめて小さい道管がほぼ単独で一様に多数分布する。階段穿孔。放射組織は異性�ないし

�型で１－４列となる。

ヒサカキ（��������	
��� Thunberg）

　散孔材。道管径はきわめて小さい。バーのきわめて多い階段穿孔。らせん肥厚。放射組織は異性で、

１－４列。

イスノキ（��������	
���	���� Sieb. et Zucc.）

　散孔材。道管径はやや小さい。階段穿孔。らせん肥厚。放射組織は異性で、１－４列。

トチノキ（���������	�
���	� Blume）

　散孔材。やや小さい道管が単独ないし２－３個放射複合。単穿孔。放射組織は単列で、層階状に配列。

コシアブラ（�������	���
������	�������� Fr. Et Sav.）

　環孔材。孔圏道管は単列で不連続に並ぶ。孔圏外道管は散在しときに集団をなす。放射組織は同性な

いし異性�型で、１－４列となる。

エゴノキ（�������	�
����������Et Zucc.）

　散孔材。中庸の道管が放射方向に２－６個複合して分布する。年輪後半部には道管の分布が少ない。

階段穿孔。放射組織は異性�ないし�型で、１－３列となる。軸方向柔組織は年輪後半で短接線状となる。

タケ亜科（Bambusoideae）

　維管束がクローバ状に見られる。放射組織を欠く。厚壁繊維群を軸方向柔組織が取り囲む。

　樹種同定の結果は第１８表に示した。同表から種類別の樹種をまとめると、以下のようになる。

建築部材（１８点）：根太、柱材、板材、部材、屋根材、墨書木板、杭、不明部材などで樹種構成は、スギ

８点、クリ４点、マツ属複維管束亜属４点、ヒノキ１点、モミ１点。

工具（８点）：漆刷毛、木槌、砧（横槌）が出土し、漆刷毛はヒノキ５点、スギ１点、木槌はコナラ節１

点、砧（横槌）はクリ１点。

祭祀具（１０点）：馬形、形代、刀形、鳥形、陽物、舟形などで樹種構成は、スギ２点、モミ３点、クリ２

点、アカガシ亜属１点、コナラ節１点、ヒノキ１点。

食事具（１６点）：切匙、杓子、杓文字、栓、箸、俎板、麺棒などで樹種構成は、スギ１１点、モミ１点、ヒ

ノキ１点、マツ属複維管束亜属２点、クリ１点。
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調度具（６点）：燭台、灯台、箱などで樹種構成は、スギ４点、ヒノキ２点。

農具（１３点）：馬鍬、鎌、杵、鍬、田下駄大足、木錘などで樹種構成は、スギ２点、マツ属複維管束亜属

２点、クリ２点、コナラ節２点、クヌギ節２点、ヒノキ１点、アカガシ亜属１点、ヒサカキ１点。

武器（２点）：鞘と小刀の鞘でそれぞれマツ属複維管束亜属１点とヒノキ１点。

武具（３点）：刀の柄と小刀の鞘でそれぞれヒノキ１点、刀子の鞘でモクレン属１点。

服飾具（２５点）：櫛、下駄、紡織具、糸巻、紡錘車、遊戯具、香木、羽子板などで櫛はモッコク２点、イ

スノキ１点、下駄はモクレン属８点、スギ４点、ヒノキ４点、マツ属複維管束亜属４点、ヤナギ属２点、

紡織具（６点）は糸巻でスギ１点、紡錘車でスギ４点、ヤナギ属１点。

遊戯具（７点）：羽子板、不明品（付け木？）、毬杖の玉？などで、羽子板はモミ３点、ヒノキ１点、エ

ゴノキ１点、不明品（付け木？）はコシアブラ１点、毬杖の玉？はエゴノキ１点。

容器（６０点）：大皿、桶、折敷、木地椀、皿、三宝、槽、底板、盥、把手、柄杓、蓋置き、などで、大皿

（３点）はクリ３点、桶（８点）はスギ７点、ヒノキ１点、折敷（２０点）はスギ９点、ヒノキ８点、モミ

３点、木地椀（２点）はクリ１点、トチノキ１点、皿はヒノキ１点、三宝（４点）はヒノキ３点、スギ

１点、槽（１点）はマツ属複維管束亜属１点、底板はスギ１点、盥はスギ１点、柄杓（８点）はスギ４

点、ヒノキ３点、マツ属複維管束亜属１点、蓋置きはタケ亜科１点、把手（１点）はマツ属複維管束亜

属１点、曲物（７点）はヒノキ５点、スギ２点、六角形の底板はヒノキ１点。

その他（１点）：火きり臼でスギ１点のみ。

用途不明（１点）：マツ属複維管束亜属１点。

　樹種別の傾向を見るために１０点以上検出されている樹種をあげると、スギ６５点、ヒノキ３０点、マツ属

複維管束亜属１８点、クリ１４点、モミ１１点であった。スギの用途で最も多いのは容器（２４点）であり、ヒ

ノキでも容器（２３点）の用途が最も多く、本遺跡で針葉樹を容器として使用する傾向が目立った。
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時代樹種図版表記�器種種類試料�

江戸クリＷ３４０木地椀容器１

不明モクレン属Ｗ２７１刀子の鞘武具２

不明マツ属複維管束亜属Ｗ２４５鎌柄農具３

安土・桃山モクレン属Ｗ３０８下駄（台）服飾具４

安土・桃山モクレン属Ｗ３０８下駄（歯）服飾具５

室町ヒノキＷ６０４曲物（底板）容器６

室町ヒノキＷ６０４曲物（側板）容器７

室町マツ属複維管束亜属Ｗ６５１把手容器８

安土・桃山モミＷ７１４鳥形？祭祀具９

室町スギＷ５３４折敷（底板）容器１０

室町モミＷ５４２折敷（底板）容器１１

室町ヒノキＷ５５６折敷（脚）容器１２

室町スギＷ５５７折敷（脚）容器１３

室町クリＷ３７９陽物祭祀具１４

室町モミＷ３８９蒲鉾板食事具１５

室町スギＷ４１３蒲鉾板食事具１６

室町ヒノキＷ２７２刀の柄武具１７

安土・桃山モクレン属実測なし下駄服飾具１８

室町モッコクＷ２８４櫛服飾具１９

室町ヒノキＷ４９９六角形の底板容器２０

室町マツ属複維管束亜属Ｗ４７５杓文字食事具２１

室町クリＷ２３８砧（横槌）工具２２

室町ヒサカキＷ２４９木錘農具２３

室町トチノキＷ３４１木地椀容器２４

室町スギＷ５６４折敷（脚）容器２５

室町ヒノキＷ４４４切匙食事具２６

室町ヒノキＷ２４６鎌農具２７

室町スギＷ２８７下駄服飾具２８

安土・桃山ヒノキ実測なし曲物容器２９

不明スギＷ２６５紡錘車紡織具３０

室町ヒノキＷ７０２羽子板遊戯具３１

安土・桃山スギ不明板材建築部材３２

室町モミＷ７０４羽子板遊戯具３３

安土・桃山モクレン属不明下駄服飾具３４

室町クリＷ２５０木錘農具３５

室町ヒノキＷ２２６小刀の鞘武具３６

室町ヒノキＷ３３９皿？容器３７

室町スギＷ２３２燭台調度具３８

室町スギＷ７２４刀形祭祀具３９

室町ヤマグワＷ８５３斧柄不明４０

室町マツ属複維管束亜属Ｗ８７８鞘武器４１

室町クリＷ２３７砧（横槌）農具４２

室町ヒノキＷ８０５舟形？祭祀具？４３

室町スギＷ２２７ヤリガンナの鞘不明４４

室町コナラ節Ｗ２４２鍬農具４５

室町モクレン属Ｗ２８８下駄服飾具４６

室町スギＷ８２９自在？建築部材４７

室町スギＷ６３６桶容器４８

第１８表　宮内掘脇遺跡�樹種同定試料一覧
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時代樹種図版表記�器種種類試料�

室町スギＷ４０９蒲鉾板食事具４９

鎌倉スギＷ４７６杓子食事具５０

室町ヒノキＷ２２５小刀の鞘武器５１

室町スギＷ５５３三宝容器５２

室町モミＷ４９１折敷容器５３

室町エゴノキＷ７０６毬杖の玉？遊戯具５４

室町ヒノキＷ６７１箱調度具５５

室町コシアブラＷ８３４不明品（付け木？）遊戯具５６

室町スギＷ５４４折敷容器５７

室町コナラ節Ｗ２５２木槌工具５８

室町ヒノキＷ２９８下駄服飾具５９

室町モクレン属Ｗ３０９下駄（台）服飾具６０

室町モクレン属Ｗ３０９下駄（歯）服飾具６１

室町モミＷ７３７形代？祭祀具６２

室町モミＷ７２７刀形祭祀具６３

室町クリＷ７４５陽物祭祀具６４

室町スギ実測なし箱（側板）調度具６５

室町スギ実測なし箱（側板）調度具６６

室町スギＷ５６０折敷（脚）容器６７

室町クリＷ８４８麺棒食事具６８

室町スギＷ４７８杓文字食事具６９

室町クヌギ節Ｗ２３９鍬（身）農具７０

室町クヌギ節Ｗ２３９鍬（柄）農具７１

室町ヒノキＷ５１５折敷（底板）容器７２

室町ヒノキＷ５１５折敷（側板）容器７３

室町ヒノキＷ５１５折敷（底板）容器７４

室町ヒノキＷ５１５折敷（側板）容器７５

室町マツ属複維管束亜属Ｗ３１４草履（連歯）服飾具７６

室町ヒノキＷ６０５曲物容器７７

不明スギＷ４８４羽子板遊戯具７８

室町アカガシ亜属Ｗ７４２陽物祭祀具７９

室町ケヤキＷ８３９？不明８０

室町スギＷ６２４盥容器８１

室町ヤナギ属不明紡錘車紡織具８２

室町ヒノキＷ２９９下駄服飾具８３

室町スギＷ６３１桶容器８４

室町ヤナギ属Ｗ２９６下駄服飾具８５

室町スギＷ２６１紡錘車紡織具８６

室町マツ属複維管束亜属Ｗ６８０槽容器８７

室町マツ属複維管束亜属Ｗ８４３柄不明８８

室町ヒノキＷ３０２下駄服飾具８９

室町スギＷ４６０切匙食事具９０

室町スギＷ６４３底板容器９１

室町モクレン属Ｗ２９１下駄服飾具９２

室町マツ属複維管束亜属Ｗ２４３鍬？農具？９３

江戸マツ属複維管束亜属Ｗ２８９下駄服飾具９４

不明スギＷ５４０折敷（底板）容器９５

不明ヒノキＷ５４０折敷（側板）容器９６
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時代樹種図版表記�器種種類試料�

安土・桃山スギＷ６１７柄杓（底板）容器９７

安土・桃山スギＷ６１７柄杓（側板）容器９８

安土・桃山マツ属複維管束亜属Ｗ６１７柄杓（柄）容器９９

安土・桃山マツ属複維管束亜属Ｗ３００下駄服飾具１００

室町ヒノキＷ５９２曲物容器１０１

室町ヒノキＷ６１６柄杓（側板）容器１０２

室町ヒノキＷ６１６柄杓（柄）容器１０３

室町ヒノキＷ９６１箱調度具１０４

室町スギＷ２６４紡錘車紡織具１０５

室町スギＷ６３８桶容器１０６

室町スギＷ５９８曲物（底板）容器１０７

室町ヒノキＷ１９０漆刷毛工具１０８

室町スギＷ２３４灯台調度具１０９

室町スギＷ２６３紡錘車紡織具１１０

室町スギＷ５９６曲物（底板）容器１１１

室町コナラ節Ｗ７４１陽物祭祀具１１２

室町スギＷ３２１下駄服飾具１１３

室町ヤナギ属Ｗ３０４下駄服飾具１１４

室町ヒノキＷ５７０三宝（側板）容器１１５

室町コナラ節Ｗ２４１鍬農具１１６

室町ヒノキ実測なし三宝（側板）容器１１７

室町スギ実測なし箸食事具１１８

室町スギ実測なし箸食事具１１９

室町ヒノキＷ３０７下駄服飾具１２０

室町クリＷ６７５大皿容器１２１

安土・桃山スギＷ４９０俎板（折敷底板）食事具１２２

安土・桃山スギＷ６３０桶（側板）容器１２３

安土・桃山モミＷ６９７羽子板遊戯具１２４

安土・桃山クヌギ節Ｗ２４０鍬農具１２５

室町ヒノキＷ１９９漆刷毛工具１２６

安土・桃山クリＷ６７６大皿容器１２７

安土・桃山ヒノキＷ１９４漆刷毛工具１２８

安土・桃山スギ実測なし両口箸食事具１２９

安土・桃山スギＷ６５６栓食事具１３０

安土・桃山スギＷ６３４桶（側板）容器１３１

安土・桃山ヒノキＷ６２７桶（側板）容器１３２

安土・桃山スギＷ６２６桶（側板）容器１３３

安土・桃山スギＷ５２４折敷（底板）容器１３４

安土・桃山スギＷ３５１箸食事具１３５

安土・桃山モミＷ７０５羽子板遊戯具１３６

室町スギＷ１９２漆刷毛工具１３７

室町ヒノキＷ１９８漆刷毛工具１３８

室町ヒノキＷ１９６漆刷毛工具１３９

室町タケ亜科Ｗ１７５蓋置き容器１４０

室町モッコクＷ２７５櫛服飾具１４１

鎌倉スギＷ９７０柄杓（底板）容器１４２

鎌倉ヒノキＷ９７０柄杓（側板）容器１４３

鎌倉スギＷ９７０柄杓（柄）容器１４４
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時代樹種図版表記�器種種類試料�

室町イスノキＷ２７８櫛服飾具１４５

室町ヒノキＷ５７１三宝容器１４６

室町ヒノキＷ５２５折敷（底板）容器１４７

室町クリＷ６７７大皿容器１４８

室町スギＷ３３０下駄（台）服飾具１４９

室町スギＷ３３０下駄（歯）服飾具１５０

室町マツ属複維管束亜属Ｗ４８９俎板（箱）食事具１５１

室町マツ属複維管束亜属Ｗ３２０下駄服飾具１５２

安土・桃山モミＷ５４１折敷（底板）容器１５３

安土・桃山ヒノキＷ５４１折敷（側板）容器１５４

奈良スギＷ９６２馬形祭祀具１５５

室町スギＷ２３６火きり臼その他１５６

室町スギＷ４９４折敷（底板）容器１５７

室町スギＷ４９４折敷（側板）容器１５８

室町スギＷ２５６糸巻紡織具１５９

室町マツ属複維管束亜属Ｗ７７０杭建築部材１６０

室町スギＷ６４４桶（底板）容器１６１

室町モミＷ７９１屋根材建築部材１６２

室町クリＷ７６７根太建築部材１６３

室町マツ属複維管束亜属Ｗ７６９不明部材建築部材１６４

室町クリＷ７７４板材建築部材１６５

室町スギＷ７７１不明部材建築部材１６６

室町ヒノキＷ７７５板材建築部材１６７

室町クリＷ７５７柱材建築部材１６８

室町クリＷ７７０柱材建築部材１６９

室町マツ属複維管束亜属Ｗ８９６切断材用途不明１７０

室町マツ属複維管束亜属Ｗ７７６板材建築部材１７１

室町スギＷ７８６部材建築部材１７２

奈良スギＷ９９０部材建築部材１７３

安土・桃山ヒノキＷ７６３大型曲物底容器１７４

奈良スギＷ９８０田下駄大足（桟）農具１７５

奈良スギＷ９８０田下駄大足（横桟）農具１７６

安土・桃山マツ属複維管束亜属Ｗ９５９墨書木板建築部材１７７

安土・桃山スギＷ７９０屋根材建築部材１７８

奈良スギＷ９８４不明部材建築部材１７９

奈良スギＷ９９３不明部材建築部材１８０
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写真１０　宮内堀脇遺跡�出土木製品顕微鏡写真（１）

１．　木地椀（図版表記Ｎｏ．Ｗ３４０）、
　　クリ　ｘ３０　

２．　刀子鞘（図版表記Ｎｏ．Ｗ２７１）、
　　　　モクレン属　ｘ３０

３．　鎌柄（図版表記Ｎｏ．Ｗ２４５）、
　　　　モクレン属　ｘ３０

４．　不明（図版表記Ｎｏ．Ｗ６５１）、
　　　　二葉マツ　ｘ３００

５．　折敷（底板）（図版表記Ｎｏ．Ｗ５４２）、
　　　　モミ　ｘ３００

６．　折敷（脚）（図版表記Ｎｏ．Ｗ５５６）、　
　　　　ヒノキ　ｘ３００

７．　蒲鉾板（図版表記Ｎｏ．Ｗ４１３）、　
　　　　スギ　ｘ３００

８．　櫛（図版表記Ｎｏ．Ｗ２８４）、　
　　　モッコク　ｘ７５

９．　木錘（図版表記Ｎｏ．Ｗ２４９）、　
　　　　ヒサカキ　ｘ７５
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写真１１　宮内堀脇遺跡�出土木製品顕微鏡写真（２）

１０．　木地椀（図版表記Ｎｏ．Ｗ３４１）、
　　　　トチノキ　ｘ７５ 

１１．　木錘（図版表記Ｎｏ．Ｗ２５０）、
　　　　クリ　ｘ３０

１２．　斧柄（図版表記Ｎｏ．Ｗ８５３）、
　　　　ヤマグワ　ｘ３０

１３．　鍬（図版表記Ｎｏ．Ｗ２４２）、
　　　　コナラ節　ｘ３０ 　

１４．　桶（図版表記Ｎｏ．Ｗ６３６）、
　　　　スギ　ｘ３００

１５．　毬杖の玉？（図版表記Ｎｏ．Ｗ７０６）、
　　　　エゴノキ　ｘ３０

１６．　不明品（つけ木？）（図版表記Ｎｏ．
Ｗ８３４）、　コシアブラ　ｘ３０　

１７．　下駄（台）（図版表記Ｎｏ．Ｗ３０９）、
　　　　モクレン属　ｘ３０ 　

１８．　刀形（図版表記Ｎｏ．Ｗ７２７）、
　　　　モミ　ｘ３００
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写真１２　宮内堀脇遺跡�出土木製品顕微鏡写真（３）

１９．　鍬（柄）（図版表記Ｎｏ．Ｗ２３９）、
　　　　クヌギ節　ｘ３０

２０．　折敷（底板）（図版表記Ｎｏ．Ｗ５１５）、
　　　　ヒノキ　ｘ３０

２１．　陽物（図版表記Ｎｏ．Ｗ７４２）、
　　　　アカガシ亜属　ｘ３０

２２．　不明（図版表記Ｎｏ．Ｗ８３９）、
　　　　ケヤキ　ｘ３０

２３．　下駄（図版表記Ｎｏ．Ｗ２９６）、
　　　　ヤナギ属　ｘ７５

２４．　鍬？（図版表記Ｎｏ．Ｗ２４３）、
　　　　二葉マツ　ｘ３００

２５．　箱（図版表記Ｎｏ．Ｗ９６１）、
　　　　ヒノキ　ｘ７５

２６．　漆刷毛（図版表記Ｎｏ．Ｗ１９０）、
　　　　ヒノキ　ｘ３００

２７．　下駄（図版表記Ｎｏ．Ｗ３０４）、
　　　　ヤナギ属　ｘ３０
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写真１３　宮内堀脇遺跡�出土木製品顕微鏡写真（４）

２８．　鍬（図版表記Ｎｏ．Ｗ２４１）、
　　　　コナラ節　ｘ３０

２９．　俎板（折敷底板）（図版表記Ｎｏ．Ｗ
４９０）、スギ　ｘ３００

３０．　蓋置き（図版表記Ｎｏ．Ｗ１７５）、
　　　　タケ亜科　ｘ３０

３１．　櫛（図版表記Ｎｏ．Ｗ２７５）、
　　　　モッコク　ｘ７５

３２．　櫛（図版表記Ｎｏ．Ｗ２７８）、
　　　　イスノキ　ｘ７５

３３．　杭（図版表記Ｎｏ．Ｗ７７０）、
　　　　二葉マツ　ｘ３００

３４．　屋根材（図版表記Ｎｏ．Ｗ７９１）、
　　　　モミ　ｘ７５

３５．　柱材（図版表記Ｎｏ．Ｗ７７０）、
　　　　クリ　ｘ３０

３６．　田下駄大足（横桟）（図版表記Ｎｏ．
Ｗ９８０）、スギ　ｘ７５



－139－

第４節　宮内堀脇遺跡出土漆器の材質・技法に関する調査
北野信彦　

１．はじめに　

　宮内堀脇遺跡は、山名氏宗家の居城であった此隅山城の城下町遺跡と考えられており、ここからは室

町時代後期の１６世紀後期から近世初頭期段階に至る城下町関連の遺構と遺物が多数検出された。この中

には、多数の漆器資料も含まれていた。今回、宮内堀脇遺跡�の報告書に引き続き、これらの材質・技

法に関する文化財科学的調査を行ったので、その結果を報告する。
　

２．出土漆器の調査
　

２．１　調査対象資料

　今回調査を行った漆器資料は、ろくろ挽き物である椀類をはじめとする飲食器類と一部板物などを含

む合計６６９点である。基本的には中世後期から近世初頭段階（天正年間頃）の資料が中心であり、これに

わずかながら性格の異なる江戸時代後期頃の資料が混じる。いずれも実用性が高い生活什器類である。
　

２．２　調査方法

　一般に漆器の製作は、原木から木地をつくり、ろくろ挽き作業により椀や皿型の挽き物の形態にする

「木胎製作」の工程と、その木胎に下地および漆を塗布し、漆絵などの加飾や研磨作業を行う「漆工」の

工程から成っている。本報では、まず、各資料の器形や残存状態、漆塗り表面の状態などを肉眼観察し

た後、実体顕微鏡による細部の観察を行った。次に、自然科学的手法を用いた�木胎の樹種同定、�木

取り方法、�漆塗り構造の分類、　�赤色系漆の使用顔料、などの材質・技法の組成に関する調査を行っ

た。以下、調査方法を記す。

（１）　木胎の樹種同定　

　　樹種の同定は、出土木材の内部形態の特徴を顕微鏡で観察し、その結果を新材と比較することでな

される。試料は、本体をできるだけ損傷しないよう、破切面などオリジナルでない面から木口、柾目、

板目の三方向の切片をカミソリの刃を用いて作成した。切片は、サフラニン・キシレンを用いて常法

に従い染色と脱水を行い、検鏡プレパラートに仕上げた。

（２）木取り方法

　挽き物類である漆器資料の木取り方法の検討は、樹種同定の切片作成時に細胞組織の方向を生物顕

微鏡で確認することで、同時に行なった。　

（３）　漆塗り構造の分類

　まず肉眼で漆塗り表面の状態を観察した後、実体顕微鏡を用いた細部の観察を行った。次に１�×

３�程度の漆膜剥落片を採取して合成樹脂（エポキシ系樹脂／アラルダイトＧＹ１２５１Ｊ．Ｐ，ハードナー

ＨＹ．８３７）に包埋した後、断面を研磨した。この断面試料の漆塗膜面の厚さ、塗り重ね構造、顔料粒

子の大きさ、下地の状態などについて、金属顕微鏡による落射観察を行った。

（４）赤色系漆の使用顔料

　赤色系漆の使用顔料に関する定性分析は、採取可能な部分の漆膜剥落小片をカーボン台に取り付け、

�堀場製作所ＭＥＳＡ－５００型の蛍光Ｘ線分析装置に設置して、特性�線を検出した。設定条件として、
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分析積算時間は６００秒、試料室内は真空状態、Ｘ線管電圧は１５ｋＶおよび５０ｋＶ、電流は２４０μＡおよび２０

μＡ、検出強度は４０．０００ｃｐｓ、定量補正法はスタンダードレスである。　
　

２．３　調査結果

　上記のような方法を用いた個々の資料の分析結果は第２０表に示す。まず、出土漆器資料のうちの挽き

物類は、（１）内・外面とも黒色漆、もしくは内面赤色系漆・外面黒色漆を地塗りし、資料によってはこ

の上に赤色系漆もしくは黒色漆で漆絵を肉筆描きする椀型資料、（２）資料によっては高台底のみに黒漆

を塗布するものの、いずれも地の内・外面は無加飾で赤色系漆のみを塗布する椀型資料、の２つのグ

ループに大別された。このうち、（１）のグループでは地内面は赤色系漆、地外面には黒色漆の上に赤色

系漆の漆絵で類似した鶴亀文様のモチーフを描く一括の椀類資料が４６点、（２）のグループでは小型端反

椀・豆子・椿皿などの器形を含む中世以来の寺社什器として広く知られる「根来塗」と総称される赤色

系漆器との関連性が想定される資料が６８点と、占有率が比較的高い点が特徴の一つである。

　これらの樹種同定を行なった結果、椀型および椀破片資料は、いずれも挽き物類であるためかトチノ

キ材３３２点（５２．３％）、ケヤキ材９７点（１５．８％）、クリ材８１点（１３．２％）を中心とした広葉樹材が選択され

ており、トチノキ・ケヤキ・クリ３樹種で全体の８１．３％が算定された。なお、このうち、（１）の資料群

のうち前記したような鶴亀文様の加飾を有する漆器椀類では、やや一般的な良材であるトチノキ材（４４

点：９５．６％）の占有率が高く、その他ではクリ材（１点：２．２％）、カツラ材（１点：２．２％）であった。

一方、（２）の資料群では、最良材であるケヤキ材（５５点：８０．９％）の占有率が高く、その他ではシオジ

材（３点：４．４％）、トチノキ材（３点：４．４％）、ブナ材（３点：４．４％）、サクラ亜属材（１点：１．５％）、

ハンノキ材（１点：１．５％）その他（２点：２．９％）などであった。このように、両者の傾向は大きく異

なっていた（表２）そしてこれらの木取り方法は、いずれも横木地であり、板目取りと柾目取りの双方

が確認された（第１０図）。一方、板物類には、スギ、ヒノキ、マツ材などの針葉樹材が選択されていた。

　次に、個々の資料の漆塗り構造、特に各漆器の堅牢性を知る目安となる木胎と漆塗り層との間の下地

層をみると、無機物を含んでいないためピークがほとんど見出だされない資料と、Ａｌ（アルミニウム）、

Ｓｉ（シリカ）、Ｋ（カリウム）、Ｃａ（カルシウム）、Ｆｅ（鉄）など粘土鉱物もしくは珪藻土の構成要素に

木目が明瞭に表れる。堅硬であるが靭性もあり、木皿など薄手の
物に適する。

ａ．ケヤキ系
　ニレ、ケヤキ、シオジ、ハリ
ギリ、クリ、ヤマグワなど

Ａ
環
孔
材

白木で美しい光沢があり、白木地物にも適している。割れ狂いが
少なくて、やや堅さはあるが加工は容易。下地が少量で足りるの
で、塗り物にもっとも適する。

ｂ．サクラ、カエデ系
　イヤタカエデその他のカエデ
類、ヤマザクラ、ウワミズザ
クラ、ミズメなど

Ｂ
散
孔
材

軟らかくて加工は容易であるが、乾燥が難しく狂いも多い。しか
し、大量に入手できるので使用量は大である。

ｃ．ブナ、トチノキ系
トチノキ、ブナ、ミズキ、カ
ツラ、ホオノキなど

白い軽軟で加工が容易である。仕上げは見た目によく、彩色もし
易いので、玩具、小物等に向いている。とくにエゴノキは大材を
得られないが、入手が容易であり、割れにくいので使用に適する。

ｄ．エゴノキ系
　エゴノキ、アオハダなど

橋本鉄男「ろくろ、ものと人間の文化史３１」１９７９などを参考にして作成

第１９表　ろくろ挽き物の用材分類一覧表
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近いピークが認められる資料に分けられた。さらにこれらを顕微鏡観察することにより、前者を炭粉を柿渋

や膠などに混ぜて用いる炭粉下地、後者を細かい粘土もしくは珪藻土を生漆に混ぜて用いるサビ下地（堅下

地もしくは本下地ともいう）と理解した。特に（１）の椀型資料は、いずれも炭粉下地の上に薄く黒漆層

や透明感のある赤褐色系漆、朱漆が１層ないしは２層塗布した漆器資料群であった。このような炭粉下

地の上に薄い上塗り漆層を塗布する技法は、中世末から近世初頭期における実用的な出土漆器椀類に一

般的にみられる特徴である。そして、加飾の漆絵はいずれも地の上塗り漆の上に描かれていた（第１１図）。

　一方、根来塗との関連性が想定される赤色系漆器資料では、木胎の上に堅牢性を重視した布着せ補強

を伴う資料も含めてサビ下地が施される資料が５８点（８６．６％）であり占有率が高かった。内訳は、ケヤ

キ材では５５点中５４点、シオジ材は３点中３点、トチノキ材は３点中１点であり、炭粉下地の資料はブナ

材３点中３点、トチノキ材３点中１点、サクラ亜属材１点中１点である。このうちのサビ下地の資料群

は、サビ下地の上に中塗りの黒漆を塗布し、さらに上塗りの赤色系漆が塗り重ねられている資料が基本

（１）横木地

（２）竪木地

図１－１　横木地と竪木地の要領

（末沢春一朗「近世以降木地師の
　ロクロ製品技術の研究」原図） 須藤（１９８２）より原図引用

柾目取

芯持ち 芯抜き

柾目取（二ツ割） 板目取（追取）

横木地

図１－２　近世会津木地師の木取りの方法

柾目取

↓

↓

↓

↓ ↓

↓

↓

↓ ↓

板目取

ヨリカタ

オカタギリ

ハガシカタ

ハガシカタ

第１０図　近世以降の漆器（挽き物類）の木取り方法
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第１１図　漆塗り構造の分類
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１ ２

３ ４

５ ６

であった（写真１６－１，２）。なお、一部の資料では上塗りの朱漆を２層重ねたり、中塗りの黒漆層が省か

れて直接上塗りの赤色系漆のみの資料も存在していたが数量的には少なかった（写真１６－３，４）。そして

炭粉下地を施した資料群のなかにおいても、赤色系漆を一層のみ塗布した資料と、黒漆を中塗りして赤

色系漆を上塗りして塗り重ねる資料の２つのグループが確認された（写真１６－５，６）。

　次に、各資料における赤色系漆の使用顔料を蛍光Ｘ線分析した結果、ほとんどの資料から水銀（Ｈｇ）

成分が強く検出され、これらの塗膜断面からは、顕微鏡観察においても、粗細さまざまではあるが朱（辰

砂もしくは水銀朱　ＨｇＳ）の赤色顔料の粒子が確認された（第１２図－１）。その一方で、水銀（Ｈｇ）成分

とともに、若干の鉄（Ｆｅ）成分のピークが同時に検出される資料も存在していた（第１２図－２）。これら

は、色味調整で朱にベンガラ（Ｆｅ２Ｏ３）顔料を混ぜて使用した赤色系漆も当然一部には存在するものの、

写真１４　漆膜断面試料写真
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埋没土中の鉄成分の沈着汚染が単に検出された可能性も残される。そのため、本報ではあえて使用顔料

を朱、ベンガラ、朱＋ベンガラとは断定せず、あえて無機元素である水銀（Ｈｇ）、鉄（Ｆｅ）の存在の有

無で表記することとした。その一方で、水銀（Ｈｇ）を全く含まない鉄（Ｆｅ）のみが強く検出されたベ

ンガラ漆は資料Ｎｏ．５１９，５６０の年代的には新しい江戸時代後期の村方関連資料（いずれもブナ材）の２

点のみに限定された（第１２図－３）。また資料Ｎｏ．２６３からは微量の銀（Ａｇ）を含む金（Ａｕ）粉の使用が

確認された（第１２図－４）。
　

３．考察　

　以上、宮内堀脇遺跡出土漆器資料のうちの挽き物類は、いずれも椀・反端椀・小皿型などの飲食器類

を中心とした極めて実用的な生活什器としての漆器であった。ところが、これらを材質・技法といった

生産技術面の組成からみると、簡素で一般的な日用漆器の塗り構造を持つ資料と、堅牢で多層塗り構造

を持つ優品資料に分類された。これらは、（１）内・外黒漆もしくは内朱漆・外黒漆を地塗りし、それら

に朱漆で漆絵を筆描きする。木胎部は肉厚でやや大振りの器形を有する高台高が比較的高い資料と普通

の高台高の資料があるが、これは大中小入れ子の三つ椀タイプのいずれかによる椀型、（２）高台底のみ

に黒漆を塗布するものの、地の内外面は無加飾で朱漆を塗布する。木胎部の厚みは薄造りで端反りがあ

る小皿型、の大きく２つの材質・技法別のグループに分類され、それぞれ前者は（１）群、後者は（２）

群の生産技術が用いられていた。一方、本資料群には、漆塗料の塗装が観察されない白木椀・鉢類も９

点（内訳トチノキ５点、クリ材２点、シイノキ材１点、その他１点）含まれていた。これらには轆轤痕

が明瞭に認められる資料もあった。この点からは、本資料群における白木椀と漆器椀双方の用材選択性

（樹種の占有率）の傾向とには類似性が認められた。

　以上のように、本漆器資料には極めて一般性が高い普段使いの飲食器と、ハレの儀式食もしくは寺社

１ ２

３ ４

Fe

Hg

Fe

Au

Hg

Fe

Ag

第１２図　蛍光Ｘ線スペクトル図
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使用顔料漆塗構造表面塗り技法木

取
樹種器型

報告
No.

No.
文様外内外内文様外内

ＨｇＨｇ��外�絵�黒赤赤Ｂケヤキ椀型Ｗ１７１

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１３９２

刻印Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１３１３

鶴亀ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ５３４

文字（上）Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ４７５

黒根来ＨｇＨｇ��赤赤Ｂケヤキ椀型Ｗ１１６

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ｂクリ椀型Ｗ１２９７

ＨｇＨｇ��外�絵－赤黒赤Ａカツラ椀型Ｗ１２６８

根来ＨｇＨｇ��赤赤Ｂサクラ椀型Ｗ１８９

根来・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ｂシオジ椀型Ｗ９６９１０

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１３４１１

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１４５１２

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ２９１３

根来・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ端反椀Ｗ８１４

Ｈｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１７０１５

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１７０１６

根来ＨｇＨｇ��赤赤Ａトチノキ椀型Ｗ２０１７

文字ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ｂコナラ椀型Ｗ１２８１８

根来ＨｇＨｇ��赤赤Ｂシオジ小型端反椀Ｗ３１９

文字根来・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ端反椀Ｗ５２０

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ４０２１

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１３３２２

根来？ＨｇＨｇ��赤赤Ａ広散孔椿皿Ｗ９２３

ＨｇＨｇ��赤赤�未調査小形棗蓋Ｗ１７１２４

－－黒黒�タケ筒型Ｗ１７４２５

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ６９２６

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ４６２７

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ８１２８

��黒黒�針葉樹筒型Ｗ１７７２９

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａコナラ椀型Ｗ６１３０

文字（重）根来・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ椀型Ｗ６３１

Ｈｇ��内外�絵�赤黒黒Ａトチノキ椀型Ｗ２４３２

文字Ｈｇ��黒黒Ａトチノキ椀型Ｗ１１０３３

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ７０３４

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａケヤキ椀型Ｗ８２３５

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ３８３６

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ６４３７

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１４８３８

－－黒黒�タケ筒型Ｗ１７５３９

��黒黒Ａホオノキ筒型Ｗ１７３４０

Ｈｇ＋Ｆｅ？－－赤�－漉し紙Ｗ２０１４１

文字（上）松竹ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ４８４２

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ７８４３

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａクリ椀型Ｗ８８４４

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ４５４５

ＨｇＨｇ��黒赤Ａクリ椀型Ｗ１２５４６

根来？Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��赤赤Ａトチノキ椀型Ｗ１５４７

刻印Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ｂクリ椀型Ｗ１１１４８

文字（上）俵・引っ掻きＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１２０４９

鶴亀Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ６６５０

Ｈｇ��黒赤Ａブナ椀型Ｗ１５１５１

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ６７５２

ＨｇＨｇ��外�絵�黒赤赤Ａケヤキ椀型Ｗ４４５３

根来ＨｇＨｇ��赤赤Ａシオジ椀型Ｗ２５４

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１６５５

Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１１７５６

根来・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ｂケヤキ椀型Ｗ１３５５７

－－黒黒�タケ筒型Ｗ１７６５８

鶴亀ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ５７５９

��黒黒Ａホオノキ椀型Ｗ１８０６０

絵鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ｂトチノキ椀型Ｗ４９６１

Ｈｇ��黒赤Ａカツラ椀型Ｗ９０６２

刻印Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ３３６３

菊ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ９３６４

第２０表　漆器観察表
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取
樹種器型

報告
No.

No.
文様外内外内文様外内

鶴亀ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１６２６５

文字（五）根来ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ椀型Ｗ７６６

文字ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１００６７

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１４４６８

文字ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ｂクリ椀型Ｗ８７６９

俵・引っ掻きＨｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１５４７０

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片Ｗ８５７１

��黒黒Ａケヤキ椀型Ｗ２２７２

鶴亀ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ８５７３

根来ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ豆子Ｗ１３７４

文字根来ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ端反椀Ｗ４７５

鶴亀ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１４７７６

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１５０７７

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａホオノキ椀型Ｗ１３６７８

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片Ｗ６０７９

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ｂトチノキ椀型�８０

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤－トチノキ椀破片�８１

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａクリ椀型�８２

根来ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�８３

��黒黒－ケヤキ椀破片�８４

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�８５

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�８６

��黒黒－クリ椀破片�８７

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�８８

Ｈｇ��黒赤Ｂクリ椀型�８９

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�９０

根来？・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�９１

Ｈｇ��黒赤－コナラ椀破片�９２

根来？・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ椀型�９３

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�９４

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�９５

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�９６

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ｂトチノキ椀型�９７

根来？ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�９８

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�９９

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�１００

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�１０１

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�１０２

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�１０３

Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤－クリ椀破片�１０４

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－カバノキ？椀破片�１０５

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａトチノキ椀型�１０６

��黒黒Ａ－トチノキ椀破片�１０７

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�１０８

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤－クリ椀破片�１０９

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�１１０

��黒黒－ケヤキ椀破片�１１１

Ｈｇ��黒赤－ケヤキ椀破片�１１２

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－クリ椀破片�１１３

根来？ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�１１４

��黒黒－広葉樹散孔材椀破片�１１５

根来ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ椀型�１１６

根来・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ｂケヤキ端反椀�１１７

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�１１８

根来ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�１１９

Ｈｇ＋ＦｅＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�１２０

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�１２１

根来ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�１２２

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�１２３

文字Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａクリ椀型�１２４

Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�１２５

文字（上）Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�１２６

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａクリ椀型�１２７

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�１２８



－146－

高台内備考
使用顔料漆塗構造表面塗り技法木

取
樹種器型

報告
No.

No.
文様外内外内文様外内

��黒黒－クリ椀破片�１２９

－－黒黒－タケ椀破片�１３０

��黒黒－クリ椀破片�１３１

��黒黒Ｂクリ？椀型�１３２

根来？・布着せ補強ＨｇＨｇ��外�絵�黒赤赤－ケヤキ椀破片�１３３

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�１３４

ＨｇＨｇ��外�絵�黒赤赤－ケヤキ椀破片�１３５

Ｈｇ��黒赤－ケヤキ椀破片�１３６

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�１３７

Ｈｇ��黒赤－ホオノキ椀破片�１３８

��黒黒Ａサクラ椀型�１３９

根来ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ端反椀�１４０

絵の二種のＨｇは粒子の違いＨｇ、ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�１４１

文字根来・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ｂケヤキ椀型�１４２

根来？ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ椀型�１４３

根来・布着せ補強Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��赤赤Ｂケヤキ椀型�１４４

��黒黒Ｂクリ椀型�１４５

根来？・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�１４６

根来ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�１４７

根来？ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�１４８

��黒黒－クリ椀破片�１４９

根来・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ椀型�１５０

根来？ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�１５１

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�１５２

��黒黒Ａクリ椀型�１５３

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�１５４

��黒黒－ブナ椀破片�１５５

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�１５６

根来？ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�１５７

根来？・布着せ補強Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��赤赤－ケヤキ椀破片�１５８

根来？Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��赤赤－ケヤキ椀破片�１５９

根来？・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�１６０

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�１６１

��黒黒－ケヤキ椀破片�１６２

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ｂカバノキ椀型�１６３

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－広散孔椀破片�１６４

根来？・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ｂケヤキ椀型�１６５

Ｈｇ��黒赤－ブナ椀破片�１６６�１

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�１６６�２

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�１６７

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�１６８

塗り直し補修ＨｇＨｇ��＋�赤赤�不明膜面のみ�１６９

根来？ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�１７０

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�１７１

根来ＨｇＨｇ��赤赤Ｂケヤキ椀型�１７２

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�１７３

��黒黒Ａシオジ椀型�１７４

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－シオジ椀破片�１７５

��黒黒－ケヤキ椀破片�１７６

根来？・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�１７７

根来？ＨｇＨｇ��外－絵－黒赤赤－トチノキ椀破片�１７８－１

根来・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�１７８－２

Hg+Fe��黒赤－トチノキ椀破片�179

Hg+Fe��黒赤－クリ椀破片�180

HgHg+Fe��黒赤－トチノキ椀破片�181

HgHg��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�182

HgHg��外－絵－黒赤赤－ケヤキ椀破片�183

Hg��黒赤－トチノキ椀破片�184

Hg��黒赤－ケヤキ椀破片�185

Hg��黒赤－ケヤキ椀破片�186

布着せ補強HgHg��内外�絵�黒赤赤－ケヤキ椀破片�187

HgHg��外�絵�赤黒赤－クリ椀破片�188

Hg��黒赤－クリ椀破片�189

－－��Ａスギ板物Ｗ５６４190
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��黒黒Ｃバラ科？筒型Ｗ１７２191

－－��Ａトチノキ白木椀Ｗ３４１192

轆轤痕－－��Ｂトチノキ白木椀Ｗ３４０193

－－��Ｂヒノキ白木刷毛Ｗ１９７194

透漆－－��Ａヒノキ刷毛Ｗ１９４195

透漆－－���スギ刷毛Ｗ１９８196

透漆－－���スギ刷毛Ｗ９２４197

透漆－－��Ａスギ刷毛Ｗ１９９198

－－��Ａスギ白木刷毛Ｗ１９２199

－－���針葉樹白木板物Ｗ２００200

透漆－－���スギ刷毛Ｗ１９５201

透漆－－���スギ刷毛Ｗ１９３202

透漆－－���スギ白木板物Ｗ１９１203

透漆－－���スギ杓子Ｗ９７０204

－－黒黒�マツ？曲げ物Ｗ５９１205

－－���スギ白木板物Ｗ１７９206

－－���針葉樹白木板物Ｗ４９２207

HgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ９４208

ベンガラ��黒黒Ａクリ椀型Ｗ２６209

Hg+FeHg+Fe��外�絵�赤黒赤Ｂクリ椀型Ｗ１３０210

HgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ５４211

HgHg+Fe��外�絵�赤黒赤Ａケヤキ椀型Ｗ７７212

文字鶴亀HgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１２２213

鶴亀HgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ４２214

Hg��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１２４215

Hg��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１６８216

HgHg+Fe��外�絵�赤黒赤Ａクリ椀型Ｗ１０７217

Hg+FeHg+Fe��外�絵�赤黒赤不明コナラ椀型Ｗ６８218

HgHg��外�絵�赤黒赤Ｂホオノキ椀型Ｗ８９219

鶴亀HgHg��外�絵�赤黒赤Ｂクリ椀型Ｗ８３220

Hg��黒赤Ｂトチノキ椀型Ｗ１４１221

文字鶴亀HgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ５５222

鶴亀HgHg+Fe��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１４６223

HgHg��外�絵�赤黒赤－ブナ椀破片Ｗ５８224

－－黒�スギ曲物底板Ｗ１８３225

文字Hg+FeHg+Fe��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ９９226

HgHg+Fe��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ２５227

Hg��外�絵�赤黒黒Ａホオノキ椀型Ｗ３０228

��黒黒Ｂクリ椀型Ｗ１５７229

��黒黒不明コナラ椀型Ｗ１６０230

��黒黒Ａトチノキ椀型Ｗ２８231

HgHg��外�絵�赤黒赤Ｂ広散孔椀型Ｗ１４２232

HgHg��外－絵－赤黒赤Ａカツラ椀型Ｗ９８233

文字��黒黒Ａコナラ椀型Ｗ１５６234

HgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１１９235

HgHg+Fe��外�絵�赤黒赤Ｂケヤキ椀型Ｗ１２７236

HgHg+Fe��外�絵�赤黒赤Ａブナ椀型Ｗ７１237

－－－－Ａトチノキ白木鉢Ｗ３１238

漆付着ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ９２２３９

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤－ケヤキ椀破片Ｗ１７８２４０

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａクリ椀型Ｗ１６７２４１

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１１５２４２

文字Ｈｇ��黒赤Ｂコナラ椀型Ｗ１０１２４３

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１０４２４４

文字Ｈｇ��黒赤Ｂホオノキ椀型Ｗ３２２４５

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａイタヤカエデ椀型Ｗ２１２４６

菊ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ９７２４７

Ｈｇ��黒赤Ｂホオノキ椀型Ｗ７３２４８

��黒黒Ａトチノキ椀型Ｗ１３７２４９

文字��黒黒Ａトチノキ椀型Ｗ１５９２５０

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�２５１

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ｂトチノキ椀型�２５２

鶴亀ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�２５３

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外－絵－赤黒赤－トチノキ椀破片�２５４
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ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－ホオノキ椀破片�２５５

Ｈｇ��黒赤Ａホオノキ椀型�２５６

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－カツラ椀破片�２５７

根来？・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ｂケヤキ椀型�２５８

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤－トチノキ椀破片�２５９

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａクリ椀型�２６０

��黒黒－トチノキ椀破片�２６１

��黒黒Ａトチノキ椀型�２６２

Ａｕ＋Ａｇ（少）�－縁－金黒－－ヒノキ板物�２６３

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤－クリ椀破片�２６４

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�２６５

��黒黒Ａトチノキ椀型�２６６

Ｈｇ��黒赤－ホオノキ椀破片�２６７

Ｈｇ��黒赤Ｂクリ椀型�２６８

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�２６９

�－黒－－スギ板物�２７０

��黒黒Ａトチノキ椀型�２７１

Ｈｇ��黒赤－ブナ椀破片�２７２

��黒黒Ａホオノキ椀型�２７３

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａトチノキ椀型�２７４

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�２７５

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａトチノキ椀型�２７６

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�２７７

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�２７８

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�２７９

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�２８０

��黒黒Ａトチノキ椀型�２８１

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�２８２

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�２８３

ＨｇＨｇ��赤赤－広葉樹椀破片�２８４

ＨｇＨｇ��外－絵－赤黒赤Ａケヤキ椀型�２８５

Ｈｇ��黒赤－カツラ椀破片�２８６

文字（上）Ｈｇ��黒黒Ａトチノキ椀型�２８７

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�２８８

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ｂコナラ椀型�２８９

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�２９０

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�２９１

��黒黒Ａホオノキ椀型�２９２

Ｈｇ��黒赤－イタヤカエデ椀破片�２９３

Ｈｇ��黒赤Ｂクリ椀型�２９４

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�２９５

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａホオノキ椀型�２９６

－－黒黒スギ椀型�２９７

ＨｇＨｇ��赤赤－トチノキ椀破片�２９８

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－ホオノキ椀破片�２９９

��黒黒Ａトチノキ椀型�３００

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａケヤキ椀型�３０１

��黒黒－トチノキ椀破片�３０２

Ｈｇ��黒赤Ａケヤキ椀型�３０３

��黒黒－クリ？椀型�３０４

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�３０５

根来・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ椀型�３０６

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�３０７

Ｈｇ��内－絵－赤黒黒Ａトチノキ椀型�３０８

朱線Ｈｇ－－Ｃホオノキこま�３０９

Ｈｇ��内外�絵�赤黒黒Ａトチノキ椀型�３１０

－－黒黒－スギ板物�３１１

��黒黒不明トチノキ椀型�３１２

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�３１３

－－－スギ曲物底板�３１４

Ｈｇ��黒赤－ケヤキ椀破片�３１５

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�３１６

Ｈｇ��黒赤Ａ広葉樹散孔材椀型�３１７

文字Ｈｇ��外�絵�赤黒黒－広葉樹散孔材椀型�３１８
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轆轤痕－－－－Ｂシイノキ白木椀�３１９

Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤－コナラ椀型�３２０

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤－トチノキ椀破片�３２１

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａトチノキ椀型�３２２

根来・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ｂケヤキ反端椀�３２３

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�３２４

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外－絵－赤黒赤Ｂホオノキ椀型�３２５

Ｈｇ��外�絵�赤黒黒Ａクリ椀型�３２６

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤－クリ椀破片�３２７

透漆－－黒－－スギ板物�３２８

��黒黒Ｂクリ椀型�３２９

根来・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ｂケヤキ反端椀�３３０

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－クリ椀破片�３３１

��黒黒Ａクリ椀型�３３２

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�３３３

根来？ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�３３４

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａトチノキ椀型�３３５

��黒黒Ｂクリ椀型�３３６

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�３３７

��黒黒Ａトチノキ椀型�３３８

刻印��黒黒Ａトチノキ椀型�３３９

��黒黒Ａトチノキ椀型�３４０

��黒黒Ａカツラ椀型�３４１

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�３４２

－－黒黒－スギ板物�３４３

��黒黒Ａクリ椀型�３４４

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�３４５

根来・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ椀型�３４６

��黒黒－ケヤキ椀破片�３４７

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�３４８

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�３４９－１

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�３４９－２

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�３５０

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�３５１

��黒黒Ａトチノキ椀型�３５２

－－黒黒スギ板物�３５３

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤－クリ椀破片�３５４

Ｈｇ��黒赤－クリ椀破片�３５５

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ｂホオノキ椀型�３５６

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�３５７

Hg��黒赤Ａトチノキ椀型�358

Hg��黒赤Ｂトチノキ椀型�359

HgHg+Fe��外�絵�赤黒赤Ｂクリ椀型�360

透漆－－黒黒－スギ板物�361

透漆－－黒黒－スギ板物�362

透漆－－黒－－スギ板物�363

根来・布着せ補強HgHg��赤赤Ａケヤキ椀型�364

布着せ補強��黒黒Ａケヤキ椀型�365

Hg��黒赤－トチノキ椀破片�366

HgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�367

根来？HgHg��赤赤Ｂケヤキ椀型�368

��黒黒－スギ板物�369

HgHg��外�絵�赤黒赤－コナラ椀破片�370

��黒黒Ｂコナラ椀型�371

根来・布着せ補強Hg+FeHg+Fe��赤赤Ｂケヤキ椀型�372

Hg+FeHg+Fe��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�373

－－黒黒－ヒノキ板物�374

HgHg+Fe��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�375

��黒黒Ａトチノキ椀型�376

轆轤痕－－－－Ａクリ白木椀�377

HgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�378

��黒黒Ａトチノキ椀型�379

文字��黒黒Ａブナ椀型�380

Hg+Fe��黒赤－クリ椀破片�381
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Hg��外�絵�赤黒赤Ａハンノキ椀型�382

Hg��黒赤－トチノキ椀破片�383

HgHg��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�384

Hg��黒赤Ａケヤキ椀型�385

透漆－－透透－スギ板物�386

��黒赤Ａトチノキ椀型�387

－－黒黒－スギ板物�388

－－黒黒－スギ板物�389

hgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�390

Hg+Fe��黒赤Ｂクリ椀型�391

��黒黒Ａトチノキ椀型�392

Hg��黒赤－トチノキ椀破片�393

引っかきHgHg��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�394

��黒黒Ａトチノキ椀型�395

Hg��黒赤－トチノキ椀破片�396

HgHg+Fe��外�絵�赤黒赤Ｂクリ椀型�397

HgHg��外�絵�赤黒赤Ａケヤキ椀型�398

HgHg��外�絵�赤黒赤Ｂトチノキ椀型�399

��黒黒－トチノキ椀破片�400

Hg��黒赤Ａトチノキ椀型�401

Hg��黒赤Ａカバノキ科？椀型�402

Hg+Fe��黒赤－コナラ椀破片�404

��黒黒Ａトチノキ椀型�405

HgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�406

Hg��黒赤Ａブナ椀型�407

Hg��黒赤Ｂクリ椀型�408

��黒黒－ホオノキ椀破片�409

HgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�410

HgHg��外�絵�赤黒赤－ケヤキ椀破片�411

Hg��黒赤－クリ椀破片�412

鶴亀HgHg��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�413

Hg+Fe��黒赤Ｂクリ椀型�414

HgHg��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�415

��黒黒－トチノキ椀破片�416

Hg��黒赤－クリ椀破片�417

HgHg��外�絵�黒赤赤不明ケヤキ椀型�418

Hg+Fe��黒赤－ケヤキ椀破片�419

HgHg+Fe��外�絵�赤黒赤Ａシオジ椀型�420

Hg��黒赤－ホオノキ椀破片�421

轆轤痕Hg+Fe��黒赤Ｂクリ椀型�422

HgHg��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�423

HgHg+Fe��外�絵�赤黒赤Ｂコナラ椀型�424

Hg��黒赤Ａトチノキ椀型�425

Hg��黒赤－不明椀破片�426

��黒黒不明トチノキ？椀型�427

－－－－Ａクリ白木椀�428

��黒黒Ａトチノキ椀型�429

��黒黒Ａクリ椀型�430

Hg��黒赤－トチノキ椀破片�431

HgHg��外�絵�赤黒赤－ケヤキ椀破片�432

Hg��黒赤－トチノキ椀破片�433

Hg��黒赤－ケヤキ椀破片�434

Hg+Fe��黒赤－ケヤキ椀破片�435

Hg��黒赤－クリ椀破片�436

HgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�437

HgHg��赤赤－ブナ椀破片�438

根来？・布着せ補強HgHg��赤赤Ｂケヤキ椀型�439

��黒黒－クリ椀破片�440

��黒黒Ａトチノキ椀型�441

Hg��外�絵�赤黒黒－トチノキ椀破片�442

��黒黒Ｂシオジ椀型�443

Hg��黒赤Ｂクリ椀型�444

文字Hg+Fe��黒赤Ｂクリ椀型�445

HgHg��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�446
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HgHg��外�絵�赤黒赤－コナラ椀破片�447

引っかきHgHg��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�448

Hg��黒赤－ケヤキ椀破片�449

HgHg��外－絵－赤黒赤－トチノキ椀破片�450

��黒黒Ｂトチノキ椀型�451

��黒黒－不明椀破片�452

Hg��黒赤Ｂトチノキ椀型�453

HgHg��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�454

��黒黒－トチノキ椀破片�455

Hg��黒赤－トチノキ椀破片�456

HgHg��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�457

Hg��黒赤－トチノキ椀破片�458

Hg��黒赤－ケヤキ椀破片�459

HgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�460

Hg��黒赤－トチノキ椀破片�461

Hg��黒赤－トチノキ椀破片�462

HgHg��外－絵－赤黒赤Ｂトチノキ椀型�463

Hg+Fe��黒赤－クリ椀破片�464

��黒黒Ａトチノキ椀型�465

HgHg��外�絵�赤黒赤－ホオノキ椀破片�466

Hg��黒赤－ブナ椀破片�467

Hg��黒赤－カツラ椀破片�468

HgHg+Fe��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�469

HgHg��赤赤－トチノキ椀破片�470

Hg��黒赤Ａトチノキ椀型�471

Hg��黒赤Ａイタヤカエデ椀型�472

Hg��黒赤Ａトチノキ椀型�473

Hg+Fe��黒赤Ａトチノキ椀型�474

Fe��黒赤－サクラ椀破片�475

Hg��黒赤－ブナ椀破片�476

Hg+Fe��黒赤Ａトチノキ椀型�477

鶴亀HgHg��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�478

文字Ｈｇ＋Ｆｅ��内�絵�赤黒黒Ａクリ椀型�４７９

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�４８０

Ｈｇ��黒赤－コナラ椀破片�４８１－１

Ｈｇ��外�絵�赤黒黒－トチノキ椀破片�４８１－２

Ｈｇ��黒赤Ｂトチノキ椀型�４８２

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ｂクリ椀型�４８３

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�４８４

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�４８５

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�４８６

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�４８７

文字（上）ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�４８８

文字Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａトチノキ椀型�４８９

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ｂクリ椀型�４９０

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤－トチノキ椀破片�４９１

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�４９２

��黒黒－ケヤキ椀破片�４９３

－－－－Ａトチノキ白木椀�４９４

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�４９５

Ｈｇ��黒赤－ケヤキ椀破片�４９６

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�４９７

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�４９８

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�４９９

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａトチノキ椀型�５００

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤－ホオノキ椀破片�５０１

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａコナラ椀型�５０２

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ｂコナラ椀型�５０３

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�５０４

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ｂクリ椀型�５０５

Ｈｇ��黒赤Ｂトチノキ椀型Ｗ３９５０６

根来ＨｇＨｇ��赤赤Ａハンノキ小型反端椀Ｗ１５０７

布着せ補強Ｈｇ��黒赤Ｂケヤキ椀型Ｗ４１５０８

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ６５５０９
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ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ８６５１０

Ｈｇ��黒赤Ａホオノキ椀型Ｗ７２５１１

Ｈｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１５２５１２

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１４３５１３

Ｈｇ��黒赤Ｂクリ椀型Ｗ１５８５１４

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ｂトチノキ椀型�５１５

��黒黒Ａトチノキ椀型�５１６

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ｂクリ椀型�５１７

Ｈｇ＋ＦｅＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�５１８

新しいＦｅＦｅ��赤赤Ａブナ椀型�５１９

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ｂクリ椀型�５２０

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａカバノキ椀型�５２１

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ｂクリ椀型�５２２

Ｈｇ��黒赤Ｂブナ椀型�５２３

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ｂクリ椀型�５２４

Ｈｇ��黒赤Ｂクリ椀型�５２５

Ｈｇ＋ＦｅＨｇ��外�絵�赤黒赤Ｂトチノキ椀型�５２６

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�５２７

Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａケヤキ椀型�５２８

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�５２９

根来ＨｇＨｇ��赤赤Ａ広葉樹散孔材椀型�５３０

Ｈｇ，Ｈｇ＋ＦｅＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�５３１

布着せ補強Ｈｇ��黒赤Ａケヤキ椀型�５３２

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�５３３

引っかきＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａブナ椀型�５３４

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�５３５

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�５３６

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａクリ椀型�５３７

Ｈｇ��黒赤Ｂクリ椀型�５３８

文字鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�５３９

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�５４０

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａトチノキ椀型�５４１

内－漆液あり��黒黒Ｂトチノキ椀型�５４２

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�５４３

��黒黒－トチノキ椀破片�５４４

��黒黒Ｂクリ椀型�５４５

��黒黒－トチノキ椀破片�５４６

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ｂブナ椀型�５４７

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�５４８

��黒黒－スギ板物�５４９

根来ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ椀型�５５０

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�５５１

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�５５２

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�５５３

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�５５４

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�５５５

－－－－Ｂトチノキ白木椀�５５６

Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ｂブナ椀型�５５７

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤－トチノキ椀破片�５５８

��黒黒－トチノキ椀破片�５５９

新しいＦｅ��黒赤－ブナ椀破片�５６０

��黒黒－スギ板物�５６１

Ｈｇ��黒赤－ケヤキ椀破片�５６２

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�５６３

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�５６４

��黒黒Ａクリ椀型�５６５

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�５６６

��黒黒Ｂクリ椀型�５６７

��黒黒Ａブナ椀型�５６８

轆轤痕��黒黒Ａトチノキ筒型�５６９

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ｂクリ椀型�５７０

��黒黒Ａトチノキ椀型�５７１－１

��黒黒Ａトチノキ椀型�５７１－２

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ｂコナラ椀型�５７２
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��黒黒Ａホオノキ椀型�５７３

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａカツラ椀型�５７４

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒黒－クリ椀破片�５７５

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａトチノキ椀型�５７６

絵：スタンプ紋・古皿タイプＨｇ＋Ｆｅ��内�絵�赤黒黒－ブナ椀破片�５７７

内：漆付きＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�５７８

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａトチノキ椀型�５７９

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�５８０

��黒黒－トチノキ椀破片�５８１

��黒黒－クリ椀破片�５８２

根来？ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ椀型�５８３

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�５８４－１

��黒黒不明クリ椀型�５８４－２

Ｈｇ��黒赤Ｂケヤキ椀型�５８５

Ｈｇ��黒赤－ホオノキ椀破片�５８６

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤－クリ椀破片�５８７

Ｈｇ��黒黒－トチノキ椀破片�５８８

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片�５８９

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤－トチノキ椀破片�５９０

根来？ＨｇＨｇ��赤赤Ａブナ椀型�５９１

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型�５９２

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型�５９３

刻印ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片�５９４

漆付き？��不明Ｃトチノキ鉢型�５９５

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａコナラ椀型Ｗ１０６５９６

Ｈｇ＋Ｆｅ��黒赤Ａコナラ椀型Ｗ８０５９７

Ｈｇ��黒赤Ｂクリ椀型Ｗ７４５９８

文字（上）Ｈｇ��黒赤Ａカツラ椀型Ｗ７６５９９

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ６３６００

��黒黒Ａシオジ椀型Ｗ１２１６０１

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａホオノキ椀型Ｗ１１６６０２

－－透漆－マツ不明�６０３

－－透漆－マツ不明�６０４

－－透漆－マツ不明�６０５

－－－－Ａ広葉樹環孔材白木椀Ｗ１６５６０６

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１１４６０７

��黒黒Ａコナラ椀型Ｗ２３６０８

根来？Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��赤赤Ｂブナ椀型Ｗ１２６０９

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ４３６１０

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１６１６１１

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａコナラ椀型Ｗ１２３６１２

��黒黒Ａトチノキ椀型Ｗ１４０６１３

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片Ｗ７９６１４

Ｈｇ＋Ｆｅ？��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１１８６１５

Ｈｇ��黒赤－トチノキ椀破片Ｗ５１６１６

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１０８６１７

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ５０６１８

Ｈｇ��黒赤不明トチノキ椀型Ｗ１３２６１９

��黒黒Ａトチノキ椀型Ｗ１０２６２０

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ｂコナラ椀型Ｗ１０３６２１

��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１４９６２２

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１１３６２３－１

菊ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１１３６２３－２

Ｈｇ��黒赤Ａケヤキ椀型Ｗ１６６６２４

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１０８６２５

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ９５６２６

ＨｇＨｇ��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ３４６２７

Ｈｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１１２６２８

Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１６９６２９

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ７５６３０

Ｈｇ＋ＦｅＨｇ��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１３８６３１

ＨｇＨｇ��外�絵�黒赤赤Ａケヤキ椀型Ｗ１４６３２

根来Ｈｇ＋ＦｅＨｇ＋Ｆｅ��赤赤Ａブナ椀型Ｗ１９６３３

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１５３６３４
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ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ｂコナラ椀型Ｗ３５６３５

Ｈｇ��黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１６３６３６

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１６４６３７

Ｈｇ��外－絵－赤黒赤Ａクリ椀型Ｗ５６６３８

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ３７６３９

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ｂコナラ椀型Ｗ９１６４０

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａコナラ椀型Ｗ１５５６４１

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片Ｗ６２６４２

引っかきＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ８４６４３

刻印Ｈｇ＋ＦｅＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ９６６４４

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１０５６４５

鶴亀ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ｂトチノキ椀型Ｗ５２６４６

ＨｇＨｇ��外�絵�赤黒赤Ａトチノキ椀型Ｗ１０９６４７

Ｈｇ��内外�絵�赤黒黒Ａトチノキ椀型Ｗ２７６４８

ＨｇＨｇ＋Ｆｅ��外�絵�赤黒赤－トチノキ椀破片Ｗ３６６４９

－－？黒－ホオノキ杓子柄Ｗ４４２６５０

��黒黒Ｂホオノキ杓子Ｗ４４２６５１

－－透漆－スギ板物Ｗ６６５６５２

－－透漆－ヒノキ？板物Ｗ１８２６５３

－－透漆－スギ板物Ｗ１８５６５４

－－透漆－ヒノキ板物Ｗ１８６６５５

根来？・補修痕ＨｇＨｇ��赤赤Ｂケヤキ椀型Ｗ１０６５６

－－透漆－針葉樹板物�６５７

根来？ＨｇＨｇ��赤赤Ｂケヤキ椀破片�６５８

根来？ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�６５９

根来？ＨｇＨｇ��赤赤Ａケヤキ椀型�６６０

根来？・布着せ補強ＨｇＨｇ��赤赤Ｂケヤキ椀型�６６１

根来？ＨｇＨｇ��赤赤－ケヤキ椀破片�６６２

��黒－膜面のみ刀子柄Ｍ１２６６３

什器などに使用するような朱漆器（これについても一般的な１層塗の資料群と黒漆を中塗りして朱漆を

上塗りして塗重ねる正当な根来塗の製法を踏襲した資料群の両者が含まれていた）が見出された。この

中には、畿内の京都などで占有率が高いトチノキ材の使用事例が多く、洗練された絵柄のモチーフによ

る吉祥文様である鶴亀文様を加装する資料群や、前記したような正当もしくは典型的な根来系朱漆器の

資料群なども含まれていた。

　宮内堀脇遺跡は、物資流通を含めた交通の要衝であると同時に、当時有力大名であった山名氏宗家の

城下町関連である。このような当時の背景を考慮に入れると、当該地域で使用されていた日常生活什器

である漆器に、畿内を中心とした漆器生産技術の範疇に入る資料が多く含まれていても、ある程度納得

いく結果といえよう。もちろんこのような漆器に、在地性が強い小規模の漆器生産地の製品を加えなが

ら、両者相互補完してそれぞれの時と場所のニーズに答えた調達と使用が本遺跡内では為されていたも

のと考える。この点は、前回報告を行った宮内堀脇遺跡出土漆器と同じ結果である。いずれにしても、

今回の分析調査を経て、本資料群の材質・技法の一般的な傾向の全貌が明らかになったものと理解して

いる。
 

（引用文献）

北野信彦（２００５）『近世出土漆器の研究』吉川弘文館

北野信彦（２００５）『近世漆器の産業技術と構造』、雄山閣

北野信彦（２００５）『漆器の考古学　―出土漆器からみた近世という社会―』、あるむ出版

兵庫県教育委員会（２００７）『宮内堀脇遺跡�』
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第�章　宮内堀脇遺跡における地形環境と土地改変
　　

青　木　哲　哉（立命館大学非常勤講師）
　

１．はじめに

　人間は、自然環境に影響され、またそれを利用しながら活動してきた。なかでも地形は、人間の生活

舞台であり、活動の場となってきただけに、地形環境と人間生活との間には密接な関係が存在する。地

形環境は、第四紀に変化を続け、現在に至っている。そのため、過去の人間生活を浮き彫りにするには、

各時期の地形環境とその変化を明らかにすることが必要と考えられる。

　人間生活の解明につながる地形環境は、数万年や数千年オーダーでの考察だけでなく、それより細か

いオーダーで捉えなければならない。これには、考古遺跡の発掘調査区における地形・地質調査が有効

な方法となる。調査区では、微地形の観察や堆積物の詳細な区分ができ、地形環境を細かいオーダーで

復原できる。同時に、人間活動の痕跡である遺構が検出されるため、過去の人間生活が知られる。考古

遺跡の発掘調査区では、地形環境と人間生活の関わりについても考察できるのである。

　本稿では、宮内堀脇遺跡における地形環境を明らかにしたい。調査では、１万分の１空中写真の判読

と現地踏査にもとづいて遺跡周辺の地形を分類するとともに、遺跡の各調査区における堆積物の観察を

行った。こうして得られた調査結果に発掘調査の成果を加えて、遺跡における地形環境を考察した。

２．調査区周辺における地形の分布

　本遺跡の調査区は豊岡盆地の南東部に位置する。この盆地は円山川の下流部にみられ、その中央付近

では、概ね北流する出石川が円山川に注ぎ込む。豊岡盆地の南東部には、出石川とその支流によって形

成された平野が広がり、調査区はその東端にみられる。調査区の北側には、出石川の小規模な支流であ

る 入  佐 川がほぼ西流する。この川は調査区東方の山地に源を発し、流域の山地は主に花崗岩類からなる。
����

これらのうち、調査区より約４００ｍ東北東にある山地の頂には、 此  隅  山 城跡が認められる。この城は、室
��������

町時代から安土桃山時代における山名氏の居城で、山頂は標高約１５０ｍを有する。

　調査区周辺の出石川沿いには、沖積低地が広がり、丘陵や更新世段丘がほとんど認められない。沖積

低地は低平で、縄文海進頂期には概ねその北半部が海域であったと考えられる。沖積低地には、自然堤

防、後背湿地、旧河道、および支流性扇状地がみられる（第１３図）。自然堤防は主に出石川の現流路に

沿って分布する。数は比較的少なく、比高が数十ｃｍである。後背湿地は、沖積低地の多くを占め、とく

に出石川の支流に沿って開ける沖積低地でよく発達する。これは、上流から下流への傾斜がほとんどな

く、低湿な環境の微地形にあたる。旧河道はその分布が沖積低地の広い範囲で推定できる。なかでも、

出石川の旧河道は緩やかに蛇行するものが多い。

　支流性扇状地は沖積低地の周縁に点々と分布する。これらは、背後の山地から堆積物が供給されてで

きたものである。地表の平均傾斜は約８５‰と大きく、その前面にみられる後背湿地と傾斜変換線で接し

ている。調査区はこのような支流性扇状地の扇端付近に位置する。調査区がみられる支流性扇状地は、

入佐川によって形成されたもので、現在の出石市街地が位置するものと並んで面積が大きい。
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３．調査区における堆積物の特徴

（１）　平安時代以前の堆積物

　調査区では、この時期における堆積物が１０観察され、これら以深には支流性扇状地を構成する砂礫が

存在すると推定される。調査区で観察された堆積物は、下位から順に灰白色のシルト、黒色の泥炭、暗

灰色のシルト、暗褐灰色のシルト、黒色の泥炭、暗褐色のシルト、暗褐色の礫混じり砂質シルト、黒灰

色のシルト、灰色のシルト、および黒灰色のシルトである（図２）。

　これらは、いずれも後背湿地堆積物に相当し、１０～４０ｃｍの厚さで認められる。それらのうち泥炭を除

くシルトと礫混じり砂質シルトは、出石川の洪水に伴うもので、ほぼ水平に堆積している。なかでも、

２つの黒灰色シルトはその堆積後に低湿な環境下で生成された土壌にあたる。水田土壌は４つみられ、

下位から３つ目の暗灰色シルト、４つ目の暗褐灰色シルト、６つ目の暗褐色シルト、ならびに９つ目の

灰色のシルトがそれにあたる。これらの上面では畦畔が検出され、堆積物にはそれぞれ弥生時代末ころ、

古墳時代前期、奈良時代、ならびに平安時代後期の遺物が含まれる。また、下位から８つ目の黒灰色シ

ルトからは平安時代前期の馬形が出土している。

　他方、泥炭は２つみられる。これらは湿地性堆積物であり、調査区付近では弥生時代末ころ以前と古

墳時代前期から奈良時代までのある時期とに湿地が存在していたことが知られる。

（２）　鎌倉時代～安土桃山時代の堆積物

　この時期における堆積物の基本層序は、下位から灰色のシルト、暗灰色のシルト、灰色のシルト、灰

褐色の砂礫、人為的な盛土、褐灰色のシルト質砂、および暗灰色の礫混じりシルトである（図２・図３）。

これらのうち、下位に位置する３つのシルトは出石川の洪水に伴う後背湿地堆積物に該当する。なかで

も、最下位の灰色シルトは水田土壌である。灰褐色の砂礫はマサ土で、径０．５～１ｃｍの礫を主体とする。

これは、調査区東方の山地から入佐川によって供給されたものであり、支流性扇状地の堆積物にあたる。

このような灰色シルト（水田土壌）とその上位の灰褐色砂礫には、鎌倉時代の遺物が含まれる。

　盛土には、整地を行うためのもの（整地土）と土塁を構成するものとがみられる。整地土は、９５年度

調査区と９６年度調査区の東部に分布し、主に暗灰色や黄色を呈する砂礫とシルト質砂礫からなる。砂礫

は、淘汰の悪いマサ土で、風化の進んだ径数ｃｍ～十数ｃｍの花崗岩礫が混入する。整地土全体の厚さは

１ｍ～１．８ｍで、そこには炭が６層位にわたって認められる。炭は１０ｃｍ前後の厚さで断続的にみられ、

それらを境に整地土は大きく６つに分けられる。

　各整地土の上面（中世�～�面）では、掘立柱建物（侍屋敷）跡が検出され、炭はこれらの屋敷が合

戦などの際に焼失してできたものである。これらのうち中世�面、�面、ならびに�面の時期はそれぞ

れ１６世紀前半、天文２３（１５５４）年までの天文年間、天正８（１５８０）年までの天正年間と考えられている。

なお、整地土の間には、洪水堆積物が部分的に認められ、中世�面の下位にはマサ土からなる砂礫が薄

く堆積している。

　一方、土塁を構成する盛土は整地土の西側にみられる。これは、最大で約５ｍの厚さで観察され、黄

灰～灰色の砂礫や灰～褐灰色のシルトからなる。砂礫は整地土と同様の特徴をもち、シルトには径数～

十数ｃｍの黒灰～褐色シルトがボール状に多数混入する。土塁の西隣では堀が検出されており、これを

埋めるように施された盛土もみられる。盛土の上位にのる褐灰色のシルト質砂と暗灰色の礫混じりシル

トは洪水堆積物に相当する。これらには、慶長年間（１５９６～１６１５年）の遺物が含まれる。
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（３）　江戸時代の堆積物

　この時期の堆積物は下位から褐白色の砂礫、黒灰色の砂礫、暗灰色のシルト、黄灰色の砂礫、暗灰色

のシルト、黄褐色の砂礫、および褐灰色の砂質シルトであり、この上位に現耕土がみられる（第１４・１５

図）。これらのうち砂礫は、マサ土であり、径１ｃｍ以下の礫を主体とする。下位から６つ目の黄褐色砂

礫には、江戸時代末の遺物が含まれており、それより下位の砂礫とシルトは江戸時代中～後期に堆積し

たと考えられている。なお、下位から５つ目の暗灰色シルトは畠の耕土にあたる。

４．地形環境の変遷について

　ここでは、これまでの事柄から考察される地形環境について述べる（第１６・１７図）。

〔ステージ１〕　調査区では、出石川の洪水によってシルトが堆積し、後背湿地が形成されていた。弥生

時代末以前には、湿地がみられ、そこでは泥炭が生成された。湿地がシルトの被覆に

よって消滅した後の弥生時代末ころと古墳時代前期には、その直前に堆積したシルトを

土壌とした水田稲作が営まれた。

〔ステージ２〕　再び湿地が形成された後、出石川の洪水に伴うシルトが次々に堆積し、後背湿地が発達

した。そこでは、奈良時代と平安時代後期に水田がつくられた。平安時代前期には、低

湿な環境下で土壌化した黒灰色のシルトが生成され、馬形を使った祭祀がなされた。

〔ステージ３〕　引き続きシルトが堆積した後、鎌倉時代にはまず水田稲作が行われた。次に、入佐川の

洪水によって砂礫（マサ土）がもたらされ、支流性扇状地が調査区付近まで発達した。

〔ステージ４〕　１６世紀に入ると、支流性扇状地の扇端付近に整地が施され、侍屋敷が建てられた。同時

に、屋敷の西側には土塁と堀がつくられた。その後天文２３（１５５４）年までの間に、消失

した屋敷を建て替えるため、整地が再度なされた。

〔ステージ５〕　天文２３年以降、屋敷の消失後に入佐川の洪水が発生し、屋敷地内に砂礫が堆積した。そ

の後、４度の整地が施され、屋敷の建て替えや土塁と堀のつくり直しが行われた。こう

した人為的な土地改変は屋敷が廃絶された天正８（１５８０）年までみられた。

〔ステージ６〕　慶長年間（１５９６～１６１５年）になると、入佐川と出石川の洪水が各１度及び、砂礫とシル

トが堆積した。

〔ステージ７〕　江戸時代中～後期にも、砂礫とシルトが洪水に伴ってもたらされた。とくに、度重なる

砂礫の堆積によって支流性扇状地がさらに発達し、高燥な環境となった調査区では、畠

がつくられた。

５．おわりに

　本遺跡における地形環境は、鎌倉時代を境にして低湿な後背湿地から比較的高燥な支流性扇状地へと

移り変わった。調査区では、弥生時代末ころから鎌倉時代にかけて後背湿地が形成され、水田稲作が営

まれた。ところが、鎌倉時代には入佐川の洪水によって砂礫が供給され、支流性扇状地が発達した。そ

の扇端にあたる調査区はやや高燥となり、１６世紀にはそこを人為的に改変して侍屋敷がつくられた。江

戸時代に入ると、さらなる砂礫の供給によって支流性扇状地が発達し、高燥となった調査区では畑作が

行われた。このように人間は、地形環境と深く関った生活を行い、時には１６世紀のように土地改変に

よってさらに便利な環境を創出したのである。
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西 東９５年度調査区の範囲

９６年度調査区の範囲
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古墳時代前期以前

ステージ２
古墳時代中期～平安時代

ステージ３
鎌倉時代

堀

土塁

堀

土塁

第１６図　模式的な地形環境と土地改変１（凡例は第１７図を参照）

ステージ４
１６世紀初頭～天文２３（１５５４）年

９７年度調査区の範囲
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西 東９５年度調査区の範囲

９６年度調査区の範囲
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第１７図　模式的な地形環境と土地改変２

９７年度調査区の範囲
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第�章　遺構・遺物の考察

第１節　出土土器・陶磁器の検討
（１）土器・陶磁器の分類

　宮内堀脇遺跡から出土した中世の土器・陶磁器は数多く、また、種類も豊富である。それらは種別で

は、土師器、瓦質土器、無釉陶器、施釉陶器、磁器などが含まれる。ここでは、これらの土器・陶磁器

について、土師器、瓦質土器、無釉陶器、施釉陶器、磁器の順に種別に分類を試み、整理を行いたい。

土師器

　宮内堀脇遺跡から出土した土師器には皿・耳皿・脚付皿・壷があるが、そのほとんどが耳皿、脚付皿

を含む皿類で占められ、皿の他には数点の壷が見られる程度である。一方、通常、他の県下の中世遺跡

とりわけ瀬戸内沿岸の中世遺跡では多量に出土する羽釜、鍋などの土製煮炊具はほとんど含まれない。

皿　宮内堀脇跡で出土した土師器皿は若干の例外を除き、ほぼすべてが手づくね（非ロクロ成形土師器）

によるものである。形態から大きく、内面はナデ調整、外面は指おさえの後、口縁部をヨコナデするい

わゆる京都系土師器皿（Ａ類）と、やや丸底気味の底部に指おさえによって成形された短く立ち上がる

口縁がつき、内面はナデ調整を行い、口縁部外面にはナデ調整を加える（Ｂ類）とに分類される。

　Ａ類はさらに、底部の形態から、丸底気味の底部から、体部が内彎気味に外上方に立ち上がり、口縁

部に至るＡａ類と、底部は平底であるが、体部との境は丸味を帯びてやや明瞭でないＡｂ類とに分類され

る。さらにＡａ類は口縁部が内傾し、端部が窪むＡａ１類と、口縁部が内傾し、端部が紡錘形になるＡａ２類

に細分される。Ａｂ類も同様に口縁端部内面が窪むＡｂ１類と紡錘形になるＡｂ２類に細分される。また、

Ａｂ２類には強いヨコナデ調整によって口縁部外面に段が付くＡｂ２’類がある。

　また、法量については、Ａ・Ｂ類を通じて、口径を基準として以下の８タイプに分類した。

�：６�前後、�：９�前後、�：１０．５ｃｍ前後、�：１３�前後、�：１５ｃｍ前後、�：１８ｃｍ前後、�：

２２�前後、�：２５�前後

耳皿　４点（７１・１５８・３５５・８６２）出土している。いずれも非ロクロ成形で、口縁部の２ヶ所を内側に折

り曲げて成形する。

脚付皿　非ロクロ成形の皿の底部に短い脚を貼り付けるもので２点図化している。完形品がないため、

断定は出来ないが、恐らく三脚になるものと考えられる。灯明皿として使用されたものであろう。

壷　４点図化しているが（１６０・１６２・５４６・６９４）、いずれも小型で体部が僅かに内彎する椀形のもの

（１６２）、平底で体部が内傾し、口縁部が短く直立して、蓋を伴うもの（５４６）、体部が大きく内彎する手づ

くね成形のミニチュアタイプのものなどが含まれる。

瓦質土器

　土師器が量的には多いものの、器種が非ロクロ成形の皿にほぼ限定されるのに対して、瓦質土器は量

が多いだけでなく、器種も擂鉢をはじめとして、鉢、火鉢、火舎香炉、桶形容器、蓋、壷、燭台などが

含まれ、大型品を中心に器種も豊富である。しかし、土師器と同様に、県下の他の中世遺跡から普遍的

に出土する鍋・羽釜などの煮炊具は全く見られない。

擂鉢　４０点図示している。主に口縁部の形状から、口縁部が直口するＡ類、口縁部が強いナデ調整によ

り外側につまみ出され拡張するＢ類、口縁部が外側に折り曲げられ内面に凹部を作り出すＣ類、口縁部が
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外側に折り曲げられるが、内面には凹部を作り出さず、肥厚するＤ類、体部・口縁部が内彎するＥ類に

大別される。また、法量は大きく口径１５�～２０�前後のものを２類、それ以外のものを１類とした。Ａ

類は外面に指おさえの後ナデ調整を、内面にナデ調整を施すＡａ類、内外面共に刷毛目調整を施し、外面

にナデ調整を加えるＡｂ類に細分される。口径２４～３０�のＡａ１類・Ａｂ１類のみで構成される。Ｂ類は同様

に、外面を指押え整形の後、ナデ調整し、内面はナデ調整するＢａ類、内外面ともに刷目調整を行い、外

面にナデ調整を施すＢｂ類、口縁部内側に沈線を巡らせ、外面体部は縦刷毛目、内面は横方向の磨き調整

を施すＢｃ類に細分される。法量ではＡ類同様、口径２４�～３０�の中型品Ｂａ１類・Ｂｂ１類・Ｂｃ１類のみで

構成される。Ｃ類は外面を指押え整形の後、口縁部を中心にナデ調整するＣａ類のみであるが、法量別で

は口径３０� 以上の大型品であるＣａ１類と口径２０� 前後の小型品であるＣａ２類とがある。Ｄ類は外面に縦

刷毛目調整を行い、後ナデ調整を施すＤｂ類のみであるが、法量からは、口径３０�以上の大型品であるＤ

ｂ１類と口径２０�前後の小型品Ｄｂ２類が見られる。また、小型品Ｄｂ２類では口縁部内面の窪みの部分に波

状の擂目を施文する。Ｅ類は指おさえ整形の後ナデ調整を施すＥａ類と外面に縦刷毛目調整を施し、後に

ナデ調整を施すＥｂ類に細分される。法量は口径２０�前後の小型品Ｅａ２類・Ｅｂ２類のみで構成される。

鉢　内面に擂目を施さない鉢は４点（２２８・４２７・６９９・７８９）図化している。形態は擂鉢と同様で、上記

の擂鉢分類に従えば、２２８はＡｂ１類、４２７はＢＣ１類、６９９はＡｂ１類、７８９はＡａ１類に分類される。

火鉢　火鉢と考えられる鉢は１２点図化している。体部から口縁部まで残存するものは、その形態から、

体部が内彎し口縁部が短く直立する�類（１６５・２８２・７７４）、平底で体部が大きく内彎し、外面に把手を

２つ貼り付ける�類（１０５・１０６・５５３・５５４・８３６・９００・９０９）、平面形状は楕円形で体部は直立し、外面

に印花で巴文を施文する�類（７７７・７８８）、体部は直線的に外上方に延び、口縁部を水平に外方に折り曲

げる�類（９０１）、大型で体部は内彎し、口縁端部を内側に引き出す�類（９６６）に分類される。

火舎香炉　小型で短い脚をもち、体部が直立する�類（１６４・９０６）、平面形状が楕円形で、平底で脚をも

たない�類（９３２）と高い高台をもち、口縁端部が内傾して、釣鐘形の蓋をもつ�類（６９６・６９７・６９８）

とがある。�類は灯火具として使用された可能性も考えられる。

桶形容器　平底で体部外面に箍を模倣したと見られる凸帯を巡らせるものを桶形容器とした。体部がほ

ぼ直立する�類（７０）、体部は僅かに内彎し、体部外面全体に凸帯を多数巡らせる�類（３１１）、平底で体

部が直立し低い高台をもち、蓋を伴うと考えられる�類（５５１・６９５）、�類と形状は類似するが凸帯間に

印花で花文を施文する�類（９６７）がある。火鉢としての使用の他、蓋を伴う�類は火消し壷などの用途

が考えられる。

蓋　小型の壷蓋（２２５・５４５・６９１・６９２）と火舎香炉�類の蓋（８７５）がある。壷蓋はいずれも扁平な円盤

形で中央に棒状の短いつまみをもつ。口縁端部が僅かに外方にひらく�類（２２５・５４５・６９２）と口縁端部

が垂下する�類（６９１）とがある。

壷　体部が内彎し口縁部が僅かに内傾する小型の壷（１６１）と同形で大型の壷（３１０）がある。４８は凸帯

が確認できないため、壷に分類したが、おそらく桶形容器�類の口縁部と考えられる。

燭台　５４９は直立する脚部に皿が付くもので、脚部には穿孔が見られる。

無釉陶器

　産地別では越前焼、備前焼のほか丹波焼が僅かに１点含まれている。
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越前焼

擂鉢　越前焼擂鉢は２２点図示している。口縁部の形状からＡ類・Ｂ類・Ｃ類の３種に大別される。

　Ａ類は口縁部が外方にまっすぐ延びるもので、口縁端部は尖り、直下に弱い沈線が巡る（７０８・７０９・

７１０・７５４）。Ｂ類は口縁端部の上部に面をもち、その直下に段をもつもので、段の形状から、口縁端部の

段・面が明瞭なＢ１類（４３２・４４３）、段が退化しあまくなるＢ２類（１２・１３・１４・９０・１７０・３１８・３２０・８３８）、

段が消失し、屈曲部となるＢ３類（５０）に細分される。Ｃ類は口縁端部が内傾し、凹面をもち、その直下

に段をもつもので、Ｂ類同様に段の形状から、口縁端部の段・面が明瞭なＣ１類（３１９）、段が退化し、あ

まくなるＣ２類（１７１・１７２・１７３・９１４）、段が消失するＣ３類（７９１）に細分される。

　また、法量別では、口径が３６�前後の中型品が最も多く、Ａ・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１類はほとんどがこのサイズ

のもので占められている。一方、口径４０�を超える大型品は少なく、Ｂ３・Ｃ３類がこのサイズのもので占

められる。口径３５�以下の小型品は今回の調査では見られなかった。また、Ｃ２類には中型品と大型品の

両者が見られる。

甕　擂鉢に比べて越前焼の甕は少量である。２８９は体部が大きく内彎し口縁部は外方にひらく越前焼�

期相当の甕である。

備前焼

擂鉢　瓦質擂鉢や越前焼に比べて量的には少ないものの、備前焼擂鉢も一定量出土している。備前焼�

期相当のもの（２０３・３８７・７９２・８７６）が多いが、�期相当のもの（７９０）も含まれる。

甕　擂鉢に比べて、備前焼の占める割合が高い。口縁部の形態から�期相当のもの（１６９・５６４・５６５・

７８０）と�期相当のもの（２８９・３２２・９０４・９０５・９１５･９８２）に分類される。

壷　頸部が短く直立し、口縁部が玉縁状に肥厚するもの（７７９）がある。

徳利　徳利は２点（９１・２７５）図化している。いずれも船徳利と考えられる。

施釉陶器

　施釉陶器には産地別では、瀬戸・美濃系、中国製と極少量ではあるが朝鮮産と考えられるものがある。

瀬戸・美濃系

　瀬戸・美濃系施釉陶器には器種別では、皿、椀、天目茶碗、壷、香炉、水滴などがある。

皿　全て灰釉皿である。口縁部の形態から口縁部が直口する�類（１５・３２４・９０７）と口縁部が外方にひ

らく�類、口縁端部を僅かに外方に引き出す�類（２０８・５７２・５７６・７１３）、口縁部を波状に成形する�類

のひだ皿（５７３）に分類される。�類はさらに底部の形状から、輪高台をもつ�Ａ類と碁笥底の�Ｂ類に

分類される。�Ａ類は底部内面に印花文をもたない�Ａ１類（３５６・５６７・５６９・５７４・７１２）、印花文をもつ

�Ａ２類（３２７・４３４・４９３・５６６・５７０・７６１）に細分される。�Ｂ類も同様に底部内面に印花文をもたない

�Ｂ１類（６４３）と印花文をもつ�Ｂ２類（７１１）に細分される。また、�類には底部が碁笥底の�Ｂ類（１５・

９０７）がある。これらの灰釉皿はいずれも大窯�～�期相当の製品と考えられる。

椀

　灰釉椀と天目茶椀がある。

灰釉椀　いずれも、体部が内彎し、口縁部が直口して、内外面に灰釉を施釉する灰釉丸椀（４８５・５７８・

６３９・７１４・７１５・７１６・７１７・７１８・７１９・７２０）である。ほとんどが無文であるが、体部外面に若干櫛描き

文を施すもの（７１７）、龍泉窯系青磁椀を模倣して外面に細蓮弁文を施すもの（５７８・７１８）などがある。

いずれも大窯期の製品と考えられる。
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天目茶椀　比較的多量に出土しており、灰釉椀に比べても多い。時期としては窖窯期と考えられる８３９

を除くと全てが大窯期の製品と考えられる。形態の特徴から大窯�期（７８２・９１７）、大窯�期（１７・７８３）、

大窯�期（５３・２７６・３８９・９３５）の製品が含まれており、大窯�期の製品が最も多い。

壷　茶入れとして使用されたと考えられる小壷（５７・１７４）が２点出土している。５７は内外面とも灰釉を

施すもので、古瀬戸の中期段階の所産と考えられる。１７４は外面に印花で輪違い文、花文を施文し、鉄釉

を施釉する。擂座小壷に類似する。

香炉　体部が直立し、口縁部を内側に引き出すもの（１０８）、平底で短い脚部を３箇所貼り付け、体部が

直立するもの（２３２）がある。いずれも内外面に灰釉を施釉する。形態から大窯�～�期相当のものと考

えられる。

水滴　５２は体部上面に印花で割菱文を４箇所施文する水滴で、外面に灰釉を施釉し、暗緑色に発色する。

古瀬戸の中期段階の製品と考えられる。

中国製陶器

　宮内堀脇遺跡からは県下の中世遺跡からはあまり出土例のない中国製と考えられる施釉陶器が一定量

出土している。中国製陶器には器種としては、壷、鉢、天目茶碗、水滴などがある。

壷　底部を除いてほぼ全体が復原できる褐釉四耳壷（３８８）のほか、いずれも、破片のため断定はできな

いが、鉄釉四耳壷片（１１６・８４１・８９８）と口縁端部が玉縁状に肥厚する褐釉壷片（３２１）が出土している。

いずれも１６世紀代の中国華南産と考えられる。

鉢　いずれも平底で体部が内彎し、口縁部は断面長方形状に肥厚するもの（１７７・１７８・２３３・２３４・５６３）

で、内外面とも褐釉を施釉する。華南産の褐釉陶器鉢と考えられる。

天目茶碗　瀬戸・美濃系天目茶碗と比べて、量的には非常に少ないが、胎土・色調から見て建窯産と考

えられる天目茶碗（５４・５６・１７６）が３点出土している。

水滴　５７９は型作りの鳥形水滴の頭部である。緑釉をベースに黄釉、褐釉を施釉する。華南三彩の可能

性が高い。

朝鮮製陶器

　極少量ではあるが、椀、皿と徳利に朝鮮製と考えられるものが含まれている。

椀　椀には底部のみの破片であるが、いずれも、底部内面に砂目跡が残り、鉄釉を施すもの（５１）と灰

釉を施すもの（７２１）とがある。

皿　皿（７９３）は碁笥底で高台裏にト巾が残る。内外面とも灰釉を施釉するが、底部外面は露胎である。

徳利　徳利（２９０）は粘土紐巻上げ成形で器壁は非常に薄い。内面は青海波状の当て具痕が残る。外面に

は灰釉を施釉し、黄灰色に発色する。

磁器

　中国製、朝鮮製と考えられるもの、国産の肥前系のものがあるが、ほとんどが中国製である。

中国製

　中国製の磁器には白磁、青白磁、青磁、青花磁器がある。

白磁

　白磁には器種別では皿、碗、杯、蓋、壷などがある。

皿　多量に出土しているが、なかでももっとも多く出土しているものは低い輪高台をもち口縁部が外方

にひらく森田分類皿Ｅ�２群（２２・２３・２４・２５・６１・９３・９４・１８０・１８１・２４０・２４２・２４３・２４４・２６１・
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２６３・３３２・３３３・３３４・３３５・５８４・５８５・５８６・７９５・７９６・８４２・９３８・９３９）で白磁皿の大部分を占める。こ

の他に、皿には口縁部が直口するＥ－１群（４４４・５８２）、型押しで口縁部を菊花形に成形するＥ�４群

（２１・６０・９２）などがあるがＥ�２群に比べてごく少量である。いずれも華南産白磁である。

碗　皿に比べて量的には少ないものの、器形は様々である。体部が僅かに外反し、口縁部が直口する森

田分類白磁碗Ｄ群（１８２）、底部内面に線描きの草花文を施文する白磁碗Ｂ群（５８７）の他に、小碗がある。

小碗は口縁部が直口するＡ類（２７・９６・７６２）と口縁部が外方にひらくＢ類（２４７・２４８・５９７・７３７・７３８）

とに分類される。また２４７・５９７・７３７・７３８は底部内面の釉を輪状にかきとるいわゆる輪禿げの碗である。

２６も底部のみの残存であるが輪禿げがみられる。９６は口縁部が直口する中型碗である。

杯　２０６・５８３は体部が僅かに外反気味に外上方に延びる森田分類杯Ｅ�２群相当のものである。またそ

の他に、体部が外反して外上方に延びるもの（３３７・８４８）、体部が直立するもの（３３６・９８５）、体部が内

彎するもの（９４３）などがある。いずれ華南産白磁と考えられるが、９８５は近世の肥前産の可能性が高い。

蓋　５８は山笠形で上面に扁平なつまみを貼り付ける。内面は露胎である。華南産の白磁小壷の蓋と考え

られる。

壷　８７７は頸部は僅かに外反気味にほぼ直上に延び、口縁端部は外方に折り曲げる壷の口縁部である。

形態・調整技法から華南白磁四耳壷で、１２世紀後半～１３世紀前半代の所産と考えられる。

青白磁

　７６７は脚部に蛇の目高台風の幅の広い高台をもつ杯である。１４世紀代の景徳鎮窯産の青白磁の可能性

が考えられる。

青磁

　器種別では碗、皿、香炉のほか特殊なものとして酒会壷、面子などがある。

碗　磁器碗の中では青花碗に次いで多く出土している。底部から口縁部までが残るものは少ないが、最

も多く残る口縁部の形態から、口縁部が直口する�類と口縁部が外方にひらく�類（７２７）、口縁部は直

口するが、輪花状に整形する輪花碗�類（１７９）に大きく分類される。

　青磁碗の殆どを占める�類は外面の文様から無文碗�Ａ類（３３０・３５８・４８６・７３２・７９４・８６４・９０２・

９６０）と線描きの細い蓮弁文を描く細蓮弁文碗�Ｂ類、外面に崩れた雷文帯を描く�Ｃ類（７２６）、内面に

印花で雷文帯と神獣文を描く�Ｄ類（７３６）に分類される。�Ａ類は底部まで残るものについては、底部

の施釉の範囲から、高台畳付から高台裏が露胎の�Ａ１類（７９４）と高台畳付から高台裏まで施釉し、高

台裏の釉を輪状にかきとる�Ａ２類（９０２）に細分される。また、９６０は器壁が薄く、色調も空色に近いも

ので、他の無文碗とは異なっている。いわゆる砧手の青磁と考えられる。�Ｂ類の細蓮弁文碗は蓮弁の

描き方の違いから剣頭と身が一致して丁寧に描かれる�Ｂ１類（７２９・９６８）と剣頭と身が不一致で雑に描

かれる�Ｂ２類（１９・２３５・２３６・２３７・３２９・３９２・５８０・９３７）に細分される。

皿　口縁部の形態から口縁部が直口する�類（７２２）と口縁部が外方にひらく�類に大きく分類される。

�類は口縁部を輪花状に整形する�Ａ類（３９０・７２４・７２５・９６１）と整形しない�Ｂ類（７２３）に分類され

る。最も多く出土した�Ａ類は内面に簡易なヘラ描きの草花文を描く粗製の青磁である。

香炉　全て体部から口縁部までの破片で底部は欠失している。ほぼ同形であるが、体部が直立し、口縁

端部を若干内側に引き出すもの（５９・２３９）と小型で体部が直立するもの（３３１・７６６）とがある。

酒会壷　６１７は体部外面に縦方向の櫛描き文様を施文する。酒会壷の蓋と考えられる。

面子　２６５は青磁皿の底部を円盤状に打ち欠いたもので、面子と考えられる。



－168－

青花磁器

　器種別では碗・皿・杯・鉢がある。

碗　今回の調査で出土した碗類の中で、青花碗が最も多く出土している。青花碗は口縁部の形態から、

口縁部が直口する�類と口縁部が外方にひらく�類（６７・２５１・３５９・７８４・８７９）に大別される。�類は

口縁部から底部まで残存するものについては、底部が上方に突出する�Ａ類（４４５・７９８　饅頭心碗）、反

対に底部が下方に突出する�Ｂ類（１８８・１８９・２９１・３６１・５９３・７４４・７４５・９６２　蓮子碗）、平底の�Ｃ類

（６９・４３７・４４７・９１８）に細分される。

　また、底部のみ残存するもので見ると、□Ａ類（２５６・２７８・９６３）、□Ｂ類（４２・１０９・２００・２８４・７６３・

９６５）、□Ｃ類（３２・２５７・２７４・３３９・３４０・３４１・４３６・５９２・８４５）となり、Ａ類→Ｃ類の順に量が多くなっ

ている。

皿　口縁部の形態から口縁部が直口する�類と口縁部が外方にひらく�類に大別される。�類は底部か

ら口縁部まで残るものについては、底部が碁笥底の�Ａ類（４３５・６１８・７８６）、底部が輪高台の�Ｂ類

（２７７）に細分される。�類も同様に底部が碁笥底の�Ａ類（３１）と底部が輪高台の�Ｂ類（１８４・２６４・

５８９・６１９・６２０・６２１・７３９・７４１・７４２・７５５）に細分される。白磁皿と同様に、口縁部が外方にひらき、

低い輪高台をもつ�Ｂ類がもっとも多く出土している。

杯　口縁部の形態から、口縁部が直口する�類（６３５）と口縁部が外方にひらく�類（１８５・２５３・２５４・

３３８・９０３）に分類される。

鉢　７７２は体部が内彎し、口縁部が内傾する鉢である。外面にはやや滲んだ呉須で施文する。焼成・色

調から見て、�州窯系の製品と考えられる。

色絵磁器

　体部が内彎し、外面に赤色・淡緑色釉で彩絵する小壷（１９８）と口縁部が外方にひらき、外面を赤・緑

彩で彩色する碗（２５２）がある。

朝鮮製磁器

　朝鮮製と考えられる磁器には、外面の体部下半以下が露胎の白磁皿（６５）と外面の高台脇以下が露胎

で底部内面に砂目跡が残る青磁碗（３５）がある。

国産磁器　

　国産磁器には白磁と染付磁器がある。

白磁　白磁皿（９８４）・杯（９８５）がある。

染付磁器　肥前系波佐見産のくらわんか手皿（９８７）、肥前系の半球形碗（９８９）、瀬戸系と考えられる碗

（９９０）、産地不明の皿（９８８）などがある。

（２）時期設定と土器・陶磁器組成の変遷

　今回の調査地点での時期設定にあたっては、第�章で述べたように火災焼土層を鍵層として、それに、

紀年銘木簡と火災層との照合、さらに墨書土器に記された人名の文献との照合に、前節で分類した土

器・陶磁器の年代観を加えておこなった。

　具体的には、中世�面を中世１期、中世�面を中世２期、中世�面を中世３期、中世�面を中世４期、

中世�面を中世５期、中世�面を中世６期、中世�面を中世７期とした。
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中世１期（１６世紀前半）

土師器皿　土師器皿はＢ�類、Ｂ�類、Ａａ１�類、　Ａａ２�類、Ａａ１�類　Ａａ２�類、Ａｂ１�類、Ａｂ２�類、

Ａｂ１�類、Ａｂ２�類、Ａｂ１�類、Ａｂ２�類　Ａｂ１�類、Ａｂ２�類、Ａｂ１�類、Ａｂ２�類で構成される。

瓦質土器　擂鉢はＢａ類、Ｂｂ類、Ｃａ１類、Ｄｂ１類が使用されている。また、他の器種には火舎香炉�類、

桶形容器�類がある。

無釉陶器　越前焼擂鉢Ａ類が見られる。

施釉陶器　瀬戸・美濃系灰釉陶器皿�Ｂ２類・�Ａ１類・�類、椀では外面に櫛描き施文する灰釉丸椀、

龍泉窯系青磁細蓮弁文碗を模倣した灰釉丸椀などがある。

白磁　底部内面が輪禿げの小碗Ｂ類がある。

青磁　碗�類・�Ｂ１類・�Ａ類、皿�Ａ類・�Ｂ類がある。

青花磁器　碗�Ｂ類の蓮子碗、�類碗、皿�Ｂ類がある。

中世２期（天文年間　１５５４年以前）

土師器皿　土師器皿はＢ�類・Ｂ�類、Ａａ１�類、Ａａ２�類、Ａａ１�類、Ａａ２�類、Ａａ１�類、Ａａ２�類、

Ａａ１�類、Ａａ２�類、Ａａ１�類、Ａｂ２�類、Ａｂ１�類、Ａｂ２�類、Ａｂ１�類、Ａｂ２�類、Ａｂ１�類、Ａｂ

２�類、Ａｂ２�類、Ａｂ１�類、Ａｂ２�類などで構成されている。

瓦質土器　擂鉢はＡｂ類、ＢＡ類、Ｂｂ類、Ｂｃ類、Ｃａ１類、Ｃａ２類、Ｄｂ１類が使用されている。擂鉢以外の

器種では火鉢�類、桶形容器�類、燭台がある。

無釉陶器　越前焼擂鉢Ｂ１類が見られる。　

施釉陶器　前代に引き続いて、瀬戸・美濃系灰釉陶器皿�Ａ１類・�Ａ２類・�類が、椀では青磁細蓮弁

文椀写しの灰釉丸椀の他に天目茶碗が加わる。

白磁　碗は森田分類白磁Ｂ群の碗が僅かに見られる程度である。皿では森田分類Ｅ－２群・Ｅ－１群の皿

が出現する。Ｅ－２群の白磁皿はこの後、３期を除いて、中世２～７期を通じて普遍的に見られる。

青磁　碗�Ｂ２類が出現する。皿は見られない。

青花磁器　前代に引き続き�Ｂ類の蓮子碗が使用されている。皿では�Ｂ類の端反皿の他、底部のみの

残存であるが、碁笥底のＡ類が見られる。

中世３期（天文後期～永禄前期（１５５０年代～））

土師器皿　Ｂ１類、Ａａ１�類、Ａａ２�類、Ａａ１�類、Ａａ２�類、Ａａ１�類、Ａａ２�類、Ａａ１�類、Ａｂ１�類、

Ａｂ２�類、Ａｂ１�類、Ａｂ２�類、Ａｂ１�類、Ａｂ１�類、Ａｂ２�類、Ａｂ２�類で構成されている。

瓦質土器　擂鉢にはＢａ類、ＢＣ類、Ｃａ２類、Ｄｂ１類がある。擂鉢以外の器種では、火鉢�類、桶形容器�

類、鉢などがある。

無釉陶器　越前焼に加えて備前焼の擂鉢・甕が見られる。越前焼では擂鉢Ｄｂ１類の他、越前焼�期の甕

が見られる。備前焼では、備前焼�期相当の擂鉢が少量見られる他、�期の甕が使用されている。

施釉陶器　皿はこの時期は見られない。椀では天目茶碗が見られるのみで灰釉丸椀は見られない。瀬

戸・美濃系以外に、中国華南産と見られる褐釉四耳壷が出土している。

白磁　この時期白磁は碗・皿とも見られない。

青磁　碗では前期と同様に、無文碗�Ａ類、細蓮弁文碗�Ｂ類が見られる。皿は１期に見られた輪花皿

�Ａ類が見られる。青磁皿はこの時期以後見られなくなる。

青花磁器　碗では�Ｃ類、Ｂ類の蓮子碗が見られる。皿は�類のものが少量出土している。
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中世４期（永禄年間）

土師器皿　この時期Ｂ類は見られない。Ａ類はＡａ１�類、Ａａ２�類、Ａａ１�類、Ａａ２�類、Ａａ１�類、Ａａ２

�類、Ａａ１�類、Ａａ１�類、Ａｂ１�類、Ａｂ１�類、Ａｂ２�類、Ａｂ１�類、Ａｂ２�類、Ａｂ１�類、Ａｂ２�類

で構成されており、前代まで見られた�類以上の大型の皿は姿を消す。

瓦質土器　瓦質擂鉢は多く出土しており、また種類も多い。Ａａ類、Ａｂ類、Ｂｃ類、Ｃａ１類。Ｃａ２類、Ｄｂ１

類の他、小型で体部が内彎するＥ類のＥｂ１類が出現する。

無釉陶器　３期と同様に越前焼と備前焼とで構成されている。越前焼では擂鉢があり、Ｂ１類、Ｂ２類、Ｃ１

類、Ｃ２類が共存して、種類、量とも豊富である。備前焼には�期の擂鉢がある。

施釉陶器　�Ａ１類の灰釉皿が少量含まれるのみで、この時期の瀬戸・美濃系陶器は非常に少ない。瀬

戸・美濃系以外の施釉陶器には朝鮮製と考えられる徳利がある。

白磁　この時期、瀬戸・美濃系の灰釉陶器皿が減少するのとは対照的に白磁皿は増加する。そのほとん

ど全てが森田分類Ｅ－２群の端反皿で占められている。碗は見られない。

青磁　碗と極少量であるが香炉がある。碗は無文碗�Ａ類と細蓮弁文碗�Ｂ２類があり、前代と同様の傾

向を示す。

青花磁器　�Ｂ類の蓮子碗に加えて、�Ａ類の饅頭心碗が加わる。皿で�Ｂ類の端反皿の他に口縁部が

直口する�類の皿が見られる。また、その他に、口縁部が外方にひらく�類の小碗が出現する。

中世５期（永禄後期（１５６９年まで））

土師器皿　Ｂ�類、Ａａ１�類、Ａａ２�類、Ａａ２�類、Ａａ１�類、Ａａ１�類、Ａａ１�類、Ａｂ１�類、Ａｂ１�

類、Ａｂ２�類、Ａｂ２�類、Ａｂ１�類で構成されている。

瓦質土器　前期に引き続き、瓦質土器擂鉢は多く使用されており、特に４期に出現したＥｂ類が増加する。

この時期の擂鉢にはＡａ類、Ａｂ類、Ｂｃ類、Ｃａ２類、Ｅｂ２類がある。擂鉢以外の瓦質土器も多く、火鉢�

類、火舎香炉�類、桶形容器�類など器種も豊富である。

無釉陶器　前期と同様に、越前焼と備前焼とで構成されている。越前焼では擂鉢Ｂ２類・Ｃ３類が見られ

る。備前焼は少量ではあるが、備前焼�期の甕の他、徳利がある。

施釉陶器　瀬戸・美濃系陶器と中国産陶器が見られる。瀬戸・美濃系陶器には皿では青磁写しの�類及

び�Ａ１類が見られる。椀では灰釉丸椀の他、天目茶碗が見られる。また、その他の器種ではごく少量で

あるが、茶入れと考えられる小壷、香炉がある。

　中国製の陶器には褐釉鉢と天目茶碗がある。

白磁　森田分類Ｄ群の碗、小碗Ｂ類の他、森田分類Ｅ－２類の端反皿が多量に使用されている。

青磁　碗では�Ｂ２類の細蓮弁文碗の他、伝世と考えられる輪花碗が見られる。他にごく少量ではあるが、

香炉が見られる。

中世６期（天正年間）

土師器皿　量が減少するとともに、法量も急速に縮小化が進み、�類以上の大型のものは姿を消す。こ

の時期の皿はＢ�類、Ａａ１�類、Ａａ２�類、Ａａ２�類、Ａｂ１�類、Ａｂ１�類で構成される。

瓦質土器　土師器皿と同様に瓦質土器の量・器種ともに減少する。擂鉢にはＡａ類、ＢＣ類、Ｄｂ２類、Ｅｂ２

類がある。擂鉢以外では桶形容器�類が見られる。

無釉陶器　この時期の無釉陶器は越前焼擂鉢Ｂ３類が見られるのみで無釉陶器も急速に減少する。

施釉陶器　瀬戸・美濃系、中国産及び朝鮮産と見られるものがあるものの、量的には急速に減少し、土
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師器皿と同様の傾向を見せる。

　瀬戸・美濃系陶器では灰釉皿・丸椀が姿を消し、大窯�期の天目茶碗のみが見られる。その他に、伝

世品と考えられる古瀬戸中期の小壷、水滴が見られる。

　瀬戸・美濃系陶器以外では、中国建窯産と考えられる天目茶碗のほか、朝鮮製の可能性が考えられる

椀がある。

白磁　白磁も同様に減少する。皿では端反皿Ｅ－２群の他、型押しで菊花形に成形する森田分類Ｅ－４

群が出現する。

青磁　青磁碗が姿を消す。他に伝世品と考えられる香炉が見られる。

青花磁器　�ｃ類、�類の碗の他、杯が見られる。

中世７期（慶長年間）

土師器皿　皿の減少・縮小化が進み、Ａｂ類がほとんど姿を消す。この時期の皿にはＢ�類、Ａａ１�類、

Ａａ２�類、Ａａ２�類、Ａａ１�類、Ａｂ１�類がある。

瓦質土器　擂鉢が姿を消し、同時に他の器種も見られなくなり、この時期の瓦質土器はない。

無釉陶器　越前焼、備前焼とも見られず、この時期の無釉陶器はない。

施釉陶器　瀬戸・美濃系陶器が僅かに見られる。口縁部が直口する皿�類の他、天目茶碗がある。いず

れも大窯�期～�期の製品と考えられる。

白磁　碗では口縁部が直口する小碗Ａ類が出現する。皿には６期と同様に、端反皿Ｅ－２群の他、Ｅ－４

群が見られる。

青磁　碗�Ｂ２類が見られる。

青花磁器　碗は見られない。皿では碁笥底の�Ａ類のほか、新たに芙蓉手のつば皿が出現する。

（３）土器・陶磁器組成の変遷から見た中世後半の土器･陶磁器の使用について

　（１）土器・陶磁器の分類、（２）時期設定と土器・陶磁器組成の変遷を通して、宮内堀脇遺跡の土器

組成の変遷について概観した、次に、土器・陶磁組成の変遷から当遺跡ではこれらの土器・陶磁器がど

のように使用され、そこにはどのような社会的背景が窺えるのかについて、これらの土器・陶磁器を１

食膳具、２調理具、３煮炊具、４その他に分類して若干の考察を加えたい。

１　食膳具

　当遺跡から出土した土器・陶磁器の中で碗・皿などの食膳具が占める割合は極めて高く、そのほとん

ど９０％以上を占めている。ここでは、皿、碗の順に記述を進めたい。

皿　

　皿には土師器、瀬戸・美濃系施釉陶器、白磁、青磁、青花磁器がある。

土師器皿　Ａ類、Ｂ類とも１期～７期の全期間を通じて、継続的に大量に出土しており、当遺跡が中世後

半の一般集落ではなく、武家屋敷から構成される都市的性格をもつ集落であることを強く示している。

　分類の項で述べた様に、在地系と考えられるＢ類は１期・２期では小型のＢ�類と中型のＢ�類が併存

するが、３期以降、Ｂ�類は姿を消し、小型のＢ�類のみとなる。

　広義の京都系土師器としたＡ類では、底部がやや丸底気味のＡａ類では、１期ではＡａ�・Ａａ�類の小

型のもので占められているが、２期には大型化し、これに、Ａａ�・�・�類が加わる。この状態は続く

３・４・５期まで継続される。しかし、６期になるとＡａ�類、Ａａ�類が姿を消し、法量の縮小化が進
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行する。また、法量の縮小化と同時に出土量も急速に減少して行く。

　また、より京都系土師器への模倣度が高いと考えられる平底のＡｂ類では１期段階でＡｂ�・Ａｂ�に加

えて、Ａｂ�類、Ａｂ�類が存在し、大型化が既に進行している。続く２・３期にはこれにＡｂ�類・Ａｂ

�類が加わり、法量の大型化はその頂点に達する。しかし、４期には急速に法量の縮小化が進み、Ａｂ�

類・Ａｂ�類が姿を消す。さらに５期には出土量も急速に減少する。６期にはＡｂ�類、Ａｂ�類が姿を消

し、縮小化に拍車がかかる。７期には僅かにＡｂ１�類が見られるが、実質的には京都系土師器皿Ａｂ類の

使用は６期に終焉を迎えるものと考えられる。

瀬戸・美濃系灰釉陶器　皿は�類とした口縁部が外方にひらく灰釉皿が中世１期にはすでに出現してお

り、続く２期に入っても同じく�類の皿が継続して使用されている。これらは大窯�から�期段階の製

品と考えられ、火災層などを基準に設定した年代観とほぼ一致する。灰釉皿は続く３期には一時的姿を

消すのを契機に、４期以降は、僅かに見られる程度になる。５期には青磁輪花皿を模倣した�類が見ら

れるものの、５期以降は完全に姿を消すと考えられる。

白磁　皿は１期には見られないが、２期には出現し３期の空白期を挟んで４期～５期にかけて増加する。

形態的には森田分類Ｅ－２類の端反皿が大部分を占め、２期～７期の期間を通じて使用されている。２

期には口縁部が直口するＥ－１群が見られ、また、６期・７期には型押しで成形するいわゆる菊皿タイ

プのＥ－４類が見られる。白磁皿は、瀬戸・美濃系灰釉陶器皿が減少する４期以降には土師器皿を除く、

日常器の皿の主体をなし、７期に至るまで全期間を通じて使用されている。

青磁　白磁皿が１期を除く全期間を通じて、継続的に多量に使用されているのに対し、青磁皿の使用は

断続的で、その量も少ない。

　青磁皿は１期に口縁部を波状に成形する�Ａ類と外面に広形蓮弁を施文する�類の皿が見られる。さ

らに、�期にも�Ａ類が見られるが、以後青磁皿は姿を消す。このことから、青磁の主力器種はあくま

で後述する碗であり、青磁皿は白磁皿あるいは青花皿を補完する形で少量受容されたと考えられる。

青花磁器　皿は１期には口縁部が外方にひらく�Ｂ類皿がすでに出現している。２期には底部が碁笥底

を呈するＡ類が見られる。４期には一時的に姿を消すが、５期には�類と共に口縁部が直口する�類も

見られる。６期の断続期を経て、７期には口縁部が大きく外方にひらく芙蓉手の皿が出現する。

　白磁が２期～７期を通じて継続して多量に使用されているのに対して、青花磁器皿は断続的に使用さ

れ、量も白磁皿に比べて少量である。このことから、１６世紀を通じて、１期～２期までは日常器の皿は

瀬戸・美濃系灰釉陶器皿が主体を占め、３期以降は白磁皿が主体を占め、それを補完する形で青花磁器

皿が使用されていたと考えられる。

碗　

　碗には瀬戸・美濃系陶器、白磁、青磁、青花磁器がある。

瀬戸・美濃系陶器　椀には天目茶碗と龍泉窯系青磁碗を模倣した灰釉丸椀がある。

　天目茶碗は２期以降、４期を除いて、２期から７期までの期間を通じて一定量が使用されている。

これに対して龍泉窯系青磁碗を模倣したと考えられる灰釉丸椀は１期には外面に櫛描き施文するものと

細蓮弁文碗を模倣した蓮弁文碗が見られ、２期には蓮弁文が継続して見られるものの、３期以降は姿を

消す。さらに、５期に無文椀が極少量見られるが、６・７期には見られない。これらの結果から、基本

的に灰釉丸椀は３期以降は消滅するものと考えて良いだろう。

　また、青磁蓮弁碗を写した碗は青磁細蓮弁碗の中でも蓮弁文の施文が丁寧な細蓮弁文碗�Ｂ１類を写し
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たものに限られ、蓮弁文の施文が粗雑な�Ｂ２類模倣のものは見られないことも、灰釉椀の搬入が３期ま

でと判断される根拠の一つになろう。

青磁　灰釉陶器丸椀が２期以降早くも姿を消すのに対して、青磁碗は６期を除いて１期～７期まで継続

して使用されている。１期には細蓮弁文碗�Ｂ１類がすでに見られるが、口縁部が外方にひらく無文碗

�類および口縁部が直口する無文碗�Ａ類が共伴する。２期には細蓮弁文碗�Ｂ２類が出現する。続く

３・４期には細蓮弁文碗�Ｂ２類と無文碗�Ａ類が併存するが、主体は徐々に細蓮弁文碗�Ｂ２類に移っ

て行き、５期には伝世品と考えられる�類の輪花碗を除くと、青磁碗は�Ｂ２類のみで占められるよう

になる。６期には青磁碗は急速に減少し、７期に僅かに�Ｂ２類が見られる程度になる。

青花磁器　青花碗も青磁碗と同様に１期にはすでに出現し、７期を除くほぼ全期間を通じて使用されて

いる。１期には蓮子碗�Ｂ類がすでに出現し、続く２期にも蓮子碗�Ｂ類が継続して使用されている。

３期に入ると�Ｂ類に加えて�Ｃ類が見られる。４期の青花碗は多彩で�Ｂ類、�Ｃ類の他に、端反碗�

類も見られる。続く５期には饅頭心碗�Ｂ類が僅かに見られ、青磁碗が基本的に姿を消す６期にも僅か

ではあるが、�Ｃ類、�類の碗が継続して見られる。このことから、６期には碗の主体は青磁碗から青花

碗に移行するものと考えられる。

２　調理具

　他の県下の同時期の遺跡、特に瀬戸内沿岸の神戸市の兵庫津遺跡、姫路市の姫路城跡、御着城跡、た

つの市の福田片岡遺跡などと比べて、著しく異なった土器組成を見せるのが、擂鉢に代表される調理具

の組成である。１６世紀代には、擂鉢は上記の遺跡では備前焼でほぼ独占され、若干の土師器あるいは丹波

焼が見られる程度である。これに対して、宮内堀脇遺跡では、３・４・５期に備前焼擂鉢が少量見られ

るものの、その主体は越前焼擂鉢とそれを模倣したと考えられる瓦質擂鉢で占められており、量的には

瓦質擂鉢が越前焼擂鉢を凌駕している。

瓦質土器　擂鉢は１期には、Ｂａ類・Ｂｂ類・Ｃａ１類・Ｄｂ１類で構成されている。２期に入ると、これに

Ａｂ類・Ｂｃ類・Ｃａ２類が加わり、種類・量ともに増加し、Ｅ類を除く、ＡからＤ類までの全ての形式が揃

い、瓦質擂鉢使用の最盛期を迎える。３期に入るとＡｂ類・Ｃａ１類が一時的に姿を消し、また、Ｂｂ類は

消滅する。�期には新たにＡａ類・Ｅｂ１類が出現するが、Ｂａ類が姿を消し、Ｂ類はＢｃ類のみとなる。５

期には大型のＣａ１類・Ｄｂ１類が姿を消し、Ａａ類・Ａｂ類・Ｂｃ類・Ｃａ類２類・Ｄｂ２類・Ｅｂ２類など中型か

ら小型の形式のみで構成されるようになり、法量の縮小化とともに出土量も大きく減少する。６期には

その傾向はますます増大し、Ａａ類・Ｄｂ２類・Ｅｂ２類のみで構成されるようになり、７期には全ての形式

が姿を消し、瓦質擂鉢の受容は終焉を迎える。このように、瓦質擂鉢は１期～２期にかけて出土量、形

式ともに増大し、加えて大型化が進み、２期にその最盛期を迎えるが、３期以降、量の減少、法量の縮

小化が進み、６期を最後に以後消滅する。

　また、形式別の変遷を見ると、Ｄ類は全期間を通じて存在するが、Ｃ類は４期まで、Ｂｃ類を除くＢ類は

３期以降は消滅し、入れ替わる形で、Ａａ類、Ｅ類が４期以降出現する。

　さらに、４期に出現するＥ類は内面に擂目を持つことから擂鉢に分類したが、口縁部・体部が内彎し

ており、擂鉢としての機能には疑問が残る。鉢あるいは茶席に伴う花器として使用された可能性が高い。

越前焼　越前焼擂鉢は１期にはすでにＡ類が存在している。２期に入るとＡ類からＢ１類へと変化し、３

期もＢ１類の使用が継続する。４期にはＢ１類にＢ２類・Ｃ１類・Ｃ２類が加わり、使用量・形式ともに増大し、

同時に法量の大型化が進行する。５期には、Ｂ１類、Ｃ１類など小型のものは消滅するものの、他の形式は
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継続して使用されている。６期にはＢ３類が存在するのみで、使用量は激減し、７期には越前焼擂鉢は見

られなくなる。

備前焼　１６世紀代の瀬戸内沿岸の中世遺跡からは、普遍的かつ大量に出土する備前焼擂鉢も当遺跡では

極短期間に極少量見られるに過ぎない。

　備前焼擂鉢は３期に出現し、４・５期に継続していずれも備前焼�期のものが使用されている。６・

７期には見られない。

　以上、当遺跡の擂鉢使用は１期に、瓦質擂鉢と越前焼擂鉢が併存する形で開始されるが、２期までは、

主体は瓦質擂鉢にあり、瓦質擂鉢が量、種類ともに優位に立っている。しかし、３期を挟んで４期にな

ると、主体は越前焼擂鉢に移り、瓦質擂鉢は量・種類が減少し、また小型化する。さらに、３期には備

前焼擂鉢が越前焼擂鉢を補完する形で出現し、４期の擂鉢は越前焼を主体とする無釉陶器擂鉢を中心に

展開される。

　また、４期に出現する瓦質擂鉢Ｅ類は他の瓦質擂鉢とは形態が大きく違っており、鉢もしくは花器と

して使用された可能性が指摘される。続く５期は瓦質擂鉢、越前焼擂鉢ともに減少するが、越前焼擂鉢

優位の状況は継続され、６期へと引き継がれる。

３　貯蔵具

甕　甕は擂鉢などの調理具に比べて、出土量が少なく、また、１６世紀前半～後半と言う短期間では、形

式もほとんど変化が見られない。

　擂鉢に比べ、使用期間が長期に及ぶ水甕などは、１６世紀代一杯は一つの個体が継続使用される可能性

も考えられることから、出土量も自ずから少なくなるものと考えられる。

　甕は越前焼のものと、備前焼のものとがある。木村編年越前焼�期の甕と備前焼�期の甕が３期に見

られることから、少なくともこれらの甕は３期以前からこの時期まで継続して使用されていることがわ

かる。また、５期には備前焼�期の甕が見られることから、�期の備前焼甕がこの時期まで継続使用さ

れたことが分かり、少なくともこの甕は１世紀以上使用されていた可能性が考えられる。

　また、４期以降瓦質土器に代わって、擂鉢では越前焼が主体となるが、甕では備前焼の使用が目立ち、

少なくとも、越前焼甕の優位は実証できない。

壷　壷類では備前焼徳利が５期に使用されている。また、当遺跡以外の県下の中世遺跡ではあまり見ら

れない中国製あるいは朝鮮製の陶器壷・徳利の存在が特筆される。

　中国製の陶器壷は３期に褐釉陶器四耳壷が見られる。これは中国華南産の褐釉壷と考えられ、葉茶壷

として使用されたものであろう。

　この他、葉茶壷として使用された可能性が高い華南産四耳壷は鉄釉四耳壷が破片ではあるが、４期、

５期に存在している。さらに４期には朝鮮製と見られる灰釉徳利が見られる。

　これは本来の徳利としての用途の他に、花器として使用された可能性も考えられる。これらは天目茶

碗、青磁碗、青花碗などとともに１６世紀代前半～後半に至るいわゆる桃山茶陶成立以前の地方都市にお

ける茶陶の実態を示すものとして注目される。

４　煮炊具

　当遺跡で見られないものに、土製煮炊具がある。ほぼ同時期の遺跡である摂津の兵庫津遺跡では、播

磨型の鍋あるいは瓦質羽釜などの出土が顕著に見られるのに対して、当遺跡では、土製煮炊具の存在は

ほとんど見られない。このことは、遺物としては存在しない鉄製煮炊具の存在を窺わせ、この時期の煮
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炊具はすでに鉄製煮炊具によって占められていたものと考えられる。

５　その他

　瓦質土器では擂鉢以外にも、火鉢・火舎香炉・桶形容器・燭台など様々な器種が使用されている。特

に、桶形容器は蓋をもつものと、無蓋のものとがある。無蓋のものは火鉢としての用途が考えられるが、

有蓋のものは、火消し壷あるいは、水指として使用された可能性も指摘できる。

　さらに、５期に存在する華南産の褐釉鉢も他の県下の中世遺跡では類例の見られないもので、鉢本来

の用途の他、見立ての花器として使用された可能性も考えられる。

　

（４）小結

　最後に、最も多量に出土した食膳具と瀬戸内地域の遺跡とは大きく異なる組成を見せる調理具につい

て、若干の補足を行って、本節のまとめに代えたい。

食膳具

　当遺跡から出土した食膳具の中で最も多量に出土しているものは、土師器皿である。このことから、

当遺跡が通常の集落遺跡ではなく、都市的性格の強い遺跡であることが分かる。

　さらにＡＢ類に代表される京都産土師器を模倣したいわゆる京都系土師器の大量の使用はこの地が京

都と密接に結びついていたことを如実に物語っている。

　また、土師器皿の消長を見ると、２期～３期が京都系土師器の最盛期と言え、法量の大型化・使用量

は２・３期をピークとして、以後急速に縮小・減少して行く。これは、守護山名氏の弱体化とほぼ軌を

一にしており、文献上の記載と調査データとがほぼ一致するものと言えよう。

　土師器皿が式三献に代表される宴席での非日常の器と考えられるのに対して、日常器として普段用い

られた食膳具が瀬戸・美濃系灰釉陶器と中国産の白磁・青磁・青花の碗・皿類であると考えられる。

　これらの中で、碗は１・２期は瀬戸・美濃系の灰釉丸椀が主体を占めるが３期以降それは青磁碗に移

行し、さらに５期以降には青花碗に移ってゆく過程がある程度明らかなった。

　この時期の瀬戸・美濃系灰釉丸碗は龍泉窯系青磁を模倣したもので、そのことは青磁�Ｂ１類写しの碗

に典型的に現れている。灰釉丸碗から青磁碗への変化は１５世紀後半～１６世紀前半までの時期は貿易陶磁

の搬入が少なく、その代替品である灰釉丸椀を使用していた当地の人々が天文期以降、大量に搬入され

る青磁碗によって、代替品である灰釉陶器から青磁へとその受容対象を変えていったことが背景にある

ものと考えられる。

　皿も碗と同様に、灰釉陶器皿から白磁皿へと移行してゆく。青磁が５期以降、急速に減少して青花碗

に代わるのに対して、白磁皿の受容は長く続き、少なくとも６期までは皿の主体は白磁である。白磁皿

から青花皿への移行は当遺跡では明確にはなっていないが、７期以降になるものと考えられる。

　ここで、碗・皿類に代表される食膳具の変遷についてまとめると、１６世紀前半段階では、灰釉陶器皿

と灰釉丸椀が主体であり、１６世紀中葉～後半にかけては白磁皿と青磁碗のセットに変化し、１６席後半代

には白磁皿と青花碗へと変化する。また、非日常器の土師器皿とセットで使用された椀は多量に出土し

た漆椀と考えられる。

　次に、天目茶碗に代表される茶器について、若干ふれてみたい。抹茶碗として使用された天目茶碗は

２期には出現し、７期まで一定量が使用されている。この他、青磁碗、青花碗も同じく抹茶碗としての

使用の可能性が考えられるが、特に底部が窪み、茶溜まりのできる青花蓮子碗は天目茶碗同様に抹茶碗
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として使用された可能性が高い。さらに、碗以外の茶陶として、３～５期に見られる華南産の褐釉葉茶

壷、花器としての使用が考えられる朝鮮産の灰釉徳利、華南産の褐釉鉢がある。また、５期には古瀬戸

灰釉茶入れ、６期には古瀬戸小壷など伝世品と考えられる茶器の使用が見られる。

　これらは、少量ではあるが、天正期以前の、すなわち桃山茶陶成立以前の地方都市の茶器の実態を窺

わせる良好な資料と考えられる。

調理具

　調理具を代表する擂鉢では、同時期の瀬戸内沿岸の遺跡で大量に消費されている備前焼擂鉢が僅かし

か見られず、瓦質擂鉢と越前焼擂鉢が主体であり、２期までは瓦質擂鉢が、以降は越前焼擂鉢が徐々に

増加するが６期まで瓦質擂鉢が残ることが明らかになった。

　一方、瀬戸内沿岸の都市遺跡、例えば、摂津の兵庫津遺跡では１４世紀代に東播系須恵器鉢から備前焼

擂鉢への移行が進み、１５世紀前半には擂鉢では東播系鉢が姿を消し、備前焼が独占的に使用されるよう

になり、この状況は１６世紀後半代まで続く。

　宮内堀脇遺跡では、１４世紀代～１５世紀代の状況が不明のため、瓦質擂鉢の出現期、さらには越前焼擂

鉢受容の初源がいつに求められるかは明らかにできなかった。

　ただ、兵庫津遺跡では須恵器鉢の受容が減少する１４世紀後半以降、その技術系譜を受け継いだ土師器

の播磨型鍋の生産が開始されるとされている。

　このことから考えると、宮内遺跡出土の瓦質擂鉢生産は越前焼からの技術導入というよりはむしろ、

元来、但馬地域に存在した土器生産技術の上に成立したものと推定され、その後、擂鉢受容の高まる１６

世紀代に、当時搬入された越前焼擂鉢の影響下にその模倣が始まり、Ｂ類擂鉢が成立し、同時に、越前

焼の影響を受けない従来からの在地土器生産の影響下にあるC類、Ｄ類も共存すると言う仮説も成り立

ちうると考えられる。

　ただ、このことを実証するには但馬及びその周辺地域の瓦質土器を含む在地土器の生産と消費の実態

を検証する必要があり、今後に残された課題である。
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第２節　出土木製品について
１．漆製品（椀・皿類）の分類

　主にＡ類　朱漆を内外面に塗布するものと、Ｂ類　黒漆を内外面に塗布するもの、更にＣ類　内面は朱、

外面には黒漆を塗布するものに分かれ、量的にはＣ類の製品が大多数を占める。これらは、それぞれ同

形態のものが口径・器高を違えて存在しており複数のタイプに細分することが可能である。Ａ・Ｂ・Ｃ分

類に加え、口縁部の形態・高台の高低・杯部の形状及び法量から細分を行う。

口縁部の形態　口縁部が直口するもの（ａ類）・口縁端部が外方へ直線的に開くもの（ｂ類）・口縁部が外

反するもの（ｃ類）・口縁端部に玉縁をもつもの（ｄ類）に大別できる。

体部（杯部）の形状　体部が底部との境から緩やかに内湾するα類と腰が張り筒型になるβ類がある。

高台の高低　高台は高さによって高低２種に分かれる。低いものは概ね１�前後に収まる（１類）。高い

ものは小径の杯類は１．５�、椀類は２�以上を測り概ね器高さの１�３を占める（２類）。２類には外面に

ロクロ目がないものと、ロクロ目を意匠としてつける２’がある。

口径　法量は口径について８種に分かれる。即ち、�：１０�以下（３寸）、�：１０．５�前後（３寸半）、

�：１２�前後（４寸）、�：１３�前後（４寸半）、�：１５�前後（５寸）、�：１５�以上の製品がある。

深さ　口径と関連して、深さが口径に対して深さが浅く２０％前半以下の、主に皿・杯となる極浅いもの

（皿杯�）、２０％後半の小径のものは杯となる浅いもの（椀�）、やや浅く３０％代前半となる椀（椀�）、

３０％代後半となるやや深い（椀�）、４０％代の深い（椀�）、５０％を超える極深い（椀�）のタイプがある。

　以上の要素をもとに椀・皿類を分類する。

２．出土木製品の傾向

　土器類と並んで遺物の多くを占めるものに木製品がある。今回の報告では、木製品の分類と紹介に力

点を置き、個々の木製品の分析、層位ごとの変遷については紙数の関係もあり今回は行わない。

　以下大まかな概要・傾向について述べておくに留める。

　今回の出土木製品は狭義の漆製品・木製品・竹製品と大別し、更に工具・雑具・農具・紡績具・武具・

服飾具・食事具・容器・編物類・遊戯具・祭祀具・建築部材・用途不明品・部材と種別によって分けた。

　本遺跡での漆製品が占める割合は高く、図示した中世木製品・木簡を加えた９５９点中１８７点、１９．５％を

占める。竹製品は箕・籠類を含め１９点、２％である。およそ８０％が木製品であり、各属性ごとに分配す

るならば、９５９点中、おおよそ付札類２．８％・工具４．６％・灯火具などの雑具０．５％・農具２．６％・紡績具

１．６％・武具０．３％・服飾具６．８％・食事具１６．１％・容器３９．９％・編物類１．５％・遊戯具１．７％・祭祀具

５．４％・建築部材５．４％・用途不明品５．９％・用途不明部材４．９％の割合が出土木製品の大まかな傾向であ

る。図示した個体についての割合であるため、付札類などは優先して選ばれており、容器破片などは選

択的に実測されているため統計資料として問題もあるが、大まかには状況を示しているとみてよいであ

ろう。

　用途不明材・部材などを除くと、一見して、服飾具・食事具・容器の割合が高い。また、ついで祭祀

具・工具の割合が高く、農具の占める割合は意外に少ない。

　屋敷地もしくはその周辺において何らかの工作業が行われていることは、種々のヘラ類の存在から伺

える。ためしの可能性が高い鍬形状木製品Ｗ２７３の存在は武具製作の可能性を想起させる。また、槍鉋

（鞘）Ｗ２２７・墨引きＷ８９７などの存在から建築を行っており、建築に関わる工具も含まれている可能性が
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ある。それは多量の建築部材の存在からも明らかである。加えて、漆器製作工具の多量の出土が注目さ

れる。漆製品については北野氏の論考を参照して頂きたいが、根来塗などの高級品を含み、棗や茶杓子

あるいは蓋置きの可能性がある製品など茶の湯の道具を含む、一般集落では希少なものが含まれている。

工具については、漆刷毛は少なくとも大小があり、ヘラ・漉し紙の存在から遺跡内もしくは至近におい

て漆器製作が行われていたことは確実であろう。

　対して、農具が占める割合は少ない。農具の占める割合は、槽を含めても図示したものでは３０点たら

ずと中世木製品の約３パーセントに満たず、一般の農村との違いをみせている。

　次に、宗教用具は、仏事に伴うものと神道系祭祀に伴うものに分かれるが、その割合は３対４９である。

仏事に関わるものは全て９６・９７年度の調査区より出土しており、呪符など陰陽道や神道系祭祀に伴うも

のはその殆んどが屋敷地Ａ内もしくは屋敷地Ａの内外堀内に投棄されている。出土土師器の中にある五

芒星墨書の土師器皿や庚申信仰に伴うと考えられる木猿の存在、あるいは堀にまとめて投棄された斎串

の存在は屋敷地で行われた祭祀・信仰の実態を示すものとして興味深い。対して、仏事に関わるものは

９６・９７年度調査区から出土しており、その一部は人名墨書土器と関連する追善供養に伴うものである。

　建築部材は、柱材・桁材の他、壁板・床板材などが出土している。これら家屋の躯体に使用された材

と共に、格子戸や障子に使用された建具類があり、柱に差し込む灯明台、畳が出土している。

　服飾具として図示したものの大半は下駄・履物類である。下駄は連歯下駄と露卯歯下駄の両者が出土

しているが、若干連歯下駄の出土数は多い。共に武家屋敷成立期から使用されている。

　興味を引くものとしては、Ｗ３１５・Ｗ３１６がある。所謂、無歯下駄である。これは一乗谷朝倉氏遺跡で

は雪下駄とされているものに酷似している。積雪期に足裏と草鞋の間に装着するものと考えられており、

越前と同じく雪国但馬らしい出土遺物といえる。Ｗ３１５は後端にも孔があり、いわゆる踵側のカエシを

通す孔と考えられる。Ｗ３１５・Ｗ３１６と同じ無歯下駄として３孔をもつＷ３１７・Ｗ３１８をあげた。これはＷ

３２０～Ｗ３２２が連歯下駄の再加工を行い３孔に加えほぼ同じ大きさに切断されていることから、無歯の下

駄類に分類してよいもの考えている。同じく４孔をもつＷ３２７は摩耗しているが、連歯を持ち、下駄類と

認識できる。同じく４孔のＷ３２６は無歯下駄と認識できる。７孔のＷ３２８についても摩耗しているが連歯

を持ち、下駄類である。Ｗ３２８の連歯を打ちつけた歯（打ち歯）に代えたものが、Ｗ３２９～Ｗ３３６と認識で

き、これも下駄類と考えることができよう。

　出土下駄類の相当部分を占めるこれら変則的な下駄類をどうとらえるべきか。ここにあげた下駄類に

は共通した特徴として、緒孔が通常の下駄よりも細く、台板は方形を指向し、一辺１０�四方前後の大き

さである点があげられる。また、再加工品や板材に釘留めをした手製と考えられる個体が多い点がある。

これらの製品の性格として法量特に全長から子供用（あるいは小柄な女性用）の可能性が想起されるが、

後壷の孔の間隔を見た場合その多くは７�前後と通常の成人用の下駄と同じ間隔となっている。足幅か

らみれば成人に使用された可能性が高い。縦横比が正方形に近い点は、足幅に合わせ横幅を広くとった

ため生じたと考えられる。横幅から成人用と見た場合、全長が通常の下駄の３分２程度である点は、足

半草履に通じる使用をする下駄類の可能性が考えられる。また、開けられた孔が細い点からは、鼻緒が

細い紐によってすげられたか、Ｗ３２９では釘を打ち込み結びつけた可能姓も考えられる。

　下駄類のもう一つの特徴は開けられた孔の多さと位置である。Ｗ３２６・Ｗ３２７・Ｗ３３５などでは前壷の孔

の反対の位置に孔があく。この孔は新潟県頸城地方の浜下駄にも類例があり、前壷が破損した際に反転

して前緒をすげるためにあらかじめ開けられた孔と理解できる。７孔あるいは８孔のものは中心軸上に
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ある孔は前壷用、中央の両側に開けられた孔は後壷用、前端・後端の各２孔は歯を打ちつけた釘孔と考

えられる。Ｗ３２８は両歯下駄であるが、歯の摩滅に伴い歯を打ち付け補ったものと理解できる。

　食事具と容器は出土木器の割合の大半を占める。その中で、木地椀・皿・鉢は僅か３点と少なく、木

製椀はほぼ全てが漆製品によって構成されていたと考えられる。

　食事具の中で非常に大きな割合を占めるものに切匙と小かまぼこの板がある。切匙は３種類の形状に

大別したが、その形状は、刀子と、今回出土した庖丁の形状２種（手元の関の有無）に当てはまる。手

直な刃物を手本にしたと考えられよう。小かまぼこ（小板かまぼこ）は白身魚を練り、板に塗りつけ炭

火で炙って食べるものであるが、食するときに、灰に突き刺し汚れた柄の部分を切り取り食膳に供する

ものとされる。今回出土した小かまぼこ板には作法通りに切損したものが多く、一部に丁寧に柄の先を

加工したものが含まれる。小かまぼこ板の出土は中世では大坂城跡・駿府城跡、近世では徳川家光の前

田藩邸御成りに伴う膳部の資料、あるいは朝鮮通信使の饗応献立などに見られ、いわゆる式三献、本膳

料理に伴うことが多い献立である。小かまぼこ板は悉く屋敷地Ａ内もしくはその前面の堀から出土して

おり、中世２期あるいは一部３期から出土している。

　容器の中で注目するものは、六角形の折敷である。これは、天正１８年（１５９０）織田信長の毛利亭御成

に際しての献立の中で、式三献の初献に使用されている亀甲（かめのこう）と呼ばれる折敷にあたる。

　折敷にはこの他、足打折敷が多量に出土しており、その中には一辺が３０�を超える大型折敷が数多く

出土している。これら亀甲・足打折敷もまた、宴に使用されたと考えられるものである。

　先に述べた多量の土師器皿が宴に使用されたと考え、そのピークを中世２～３期としたが、これら亀

甲・足打折敷そして小かまぼこ板もまた、屋敷地Ａ　９５年度４面即ち中世２期に出土が集中している。

木製品もまた、土師器皿の消長と同じく中世２期～３期がピークであることを示している。

第３節　出土金属製品について
　金属製品は、武器・武具、建築材、生活具、紡績具、農具・漁労具、銭貨に分類した。分類ごとの出

土割合は、武器・武具１２％、建築材３１％、生活具１６％、農具・漁労具２％、不明品６％、銭貨３２％であ

る。一番割合の多かったのは建築材の釘類で、ついで銭貨、生活具の火箸、武器（刀装具）の小柄の順

となっている。出土位置の傾向は、武器・武具は�区、�区、�区、��区、��区に集中する。建築材

は�区、�区、�区、�区に集中する。生活具は９５年度調査区全域と��区に集中する。農具・漁労具

は鋤先が��、��区より、釣針が�Ｄ区より出土している。銭貨については特に偏りが見られない。

　鍍金された鍬形台や多量の小柄など武具や武器の出土が特筆される。また、灰匙といった香道具の出

土は武家屋敷での日常生活の様子がかいま見られる。

　鍬形台については、吉備国際大学、文化財学部、文化財修復国際協力学科の臼井洋輔教授より以下の

所見をいただいたので掲載する。

１．鍬形台の特徴と制作年代について

　この鍬形台は、唐草様にアレンジした枝菊が彫金されている。枝葉の部分は透かしの部分が大きく

（金属部分が小さく）、しかも非常に繊細な彫りになっている。

　また鍍金技術では「振り付け鍍金」という水銀アマルガム技法が用いられている。しかも抜群の色合

いの良さが保たれている。
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　その技法は金と水銀を薬研に入れて均一に混ぜ、そのアマルガム溶液（液状合金）の中で、鍬形台な

ど鍍金を施す金属を振り動かせて銅に蒸着させたり、あるいは塗布しその後に熱風などで水銀だけを蒸

発させ、金をメッキする蒸着鍍金技法のことである。この他に鍍金には鍍金しようとする銅を梅酢で良

く磨いた後に水銀を塗り、その上に金箔を押して（何回か）、その上から鹿の角などで磨いていく「摺り

箔鍍金」と、今日一般に行われている「電気メッキ」がある。また最近では彫金そのものを鍍金集積で

作り上げる「電鋳」技法が甲冑金物に応用されている。この鍬形台は「振り付け鍍金」である。鍬形が

残っているとすれば、それには「摺り箔鍍金」が施されていたはずである。現代の復元品は別として、

複雑なものにはアマルガム方式、平坦なものには箔方式が使い分けられていた。複雑なものはなかなか

鍍金とのかねあいが難しいから、古い時代は特別な優品を除き彫りのない単純なものが多い。それが彫

金や鍍金技術が進歩普及し一般物にも複雑な物が出来るようになってくると思われる。ところが室町末

期のように多量生産されるようになると「透かし彫金」「鍍金」を含めて、雑になっていく。つまり、単

純から複雑化が起こり、再び多量生産によって手抜き（単純化傾向）が行われるというのが、南北朝時

代～室町末期の時代的流れだと考えられる。

　土中から出土した遺物にもかかわらず、輝きが極めて良いのと鏨の切れがのびのびと繊細に仕上がっ

ているのが最大の特徴である。室町末期や江戸時代のものはそうはいかない。時代と共にモノの質は退

化していくことがこのような小さな物にも鮮明に表れている。その観点からすればこの鍬形台は前代の

希な丁寧さを残した室町中期前後のものと考えてもよいのではないか。

２．使用者の身分について

　この鍬形台の中央裏側に窪みが切り込まれている。ここに前立てを固定する台が収まる。前立てを固

定する台には、「角本」と「祓立」の二種類がある。角本は鉄製で牡型（凸）になっており、羽子と呼ば

れる、前立てが抜けにくくするスプリングがついている。祓立は真鍮製の筒状雌型（凹）の前立て装着

台である。切り込みの形から祓立ての可能性が高い。祓立て技法の方が、数が少なく上級に位置してい

る。この鍬形台を付けた兜の持ち主は山名氏の上級家臣であろうと推測される。

３．兜の形状と復元

　室町時代中期から末期にかけての形状は、阿古陀形筋兜が隆盛をなしてくるが、この鍬形台をもった

兜もそれに近いものであったであろうが、鍬形の大きさについては、鍬形台を固定する穴の数や大きさ

が少ないことから、変わり兜の流行し、大きな鍬形や前立てを装備した室町末期頃のようなものではな

かったであろうことはいえる。

第４節　遺構面の変遷
　火災焼土層を鍵層とし、２点の紀年銘木簡と火災層との照合を行い、更に墨書土器に記された人名の

文献との照合を加え、前節の土器・陶磁器の年代観を加えて時期設定をおこなった。

　ここでは、中世前期以前は俎上に載せず、此隅山城下関連遺構に関わる中世�面～�面を対象として、

中世�面を中世１期、中世�面を中世２期、中世�面を中世３期、中世�面を中世４期、中世�面を中

世５期、中世�面を中世６期、中世�面を中世７期とした。

武家屋敷遺構の変遷

中世１期�中世�面（１６世紀前半）　中世１期は調査地点において武家屋敷が形成を開始する時期であ

る。中世１期は堀の形状によって大きく２小期に分かれる。中世１期（新）が明確に屋敷地の形成が確
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認できる時期である。中世１期を通じ、堀の外側は水田であったと考えられる。

中世１期（古）　９５年度調査区おいて堀ＳＤ５４００１下層が土塁ＳＦ５５００２の下を通り、クランクがなく南北方

向に真っ直ぐ貫通する時期である。屋敷地の形成状況については詳らかではない。

中世１期（新）　屋敷地Ａおいて堀ＳＤ５４００１下層がＳＦ５５００２の築造によってクランク部を造り、堀の内側

に土塁ＳＦ５５００１及び屋敷地Ａを形成する。屋敷地は大きく南北方向に２区画が並ぶ。堀は９６年度調査区

まで延びる。中世１期（新）は火災によって焼亡する。中世１期は１５世紀後半を含み１６世紀の早い段階

が中心と理解している。

中世２期�中世�面（天文年間　１５５４年以前）　外堀ＳＤ５４００２・ＳＤ６９００１・ＳＤ７６００１を掘り、間に土塁Ｓ

Ｆ５４００２・ＳＦ６９００１を構築する。外堀は９７年度調査区内で東へ屈曲する（外堀南端のコーナー）。検出全

長は約１２３ｍである。屋敷地Ａは中世１期（新）のレイアウトを踏襲し、大きく南北方向に２区画が並ぶ。

屋敷地Ｂの状況は変わらない。屋敷地Ｃ�外堀南端のコーナーにおいて小規模な追善供養が開始される。

中世２期は、中世３期に至る過程で、内堀が埋没し凹みとなった時点で『天文廿三年』銘（１５５４年）位

牌が埋納される。このことから、１５５４年が下限としてとらえられる。

中世２期は火災によって焼亡する。

中世３期�中世�面（天文後期～永禄前期　１５５０年代～）　中世１・２期と中世４期の間にあり、武家屋

敷遺構のレイアウトを変更する過渡期にあたる。屋敷地Ａ内は部分的に整地されるが、状況は詳らかで

はない。屋敷地Ｂは�ＳＦ６８００１・ＳＦ６８００２によって南北内法１８ｍ前後に囲み、�内側に盛土を施し嵩上げ

し、�ＳＤ６８００２を巡らせる。溝の内法で約１３ｍの区画となる。�ＳＤ６８００２・ＳＤ６８００３を埋める。�ＳＤ

６８００２が半ば埋まった時点で、『天文廿三年』銘（１５５４年）位牌が埋納される。��～�の段階を経て、

中世４期に至るまでに内側が平坦化する。平坦化した�段階に入って屋敷地Ｂ・Ｃ前面の外堀内において

活発に追善供養が行われ、箕類の投棄が行われる。外堀内にある土橋は埋没するが機能している。

中世４期�中世�面（永禄年間）　中世１期・２期に対し、３期を経て各屋敷地のレイアウトを変更し終

えた時期である。全体に厚く盛土（整地）を施し、内堀が完全に埋められ、外堀は幅３ｍ程度に縮小す

る。入佐川遺跡・９５年度調査区の北端には、大きく掘り広げられた堀があり、土橋が２本かかる。入佐

川遺跡において検出された土橋は屋敷地Ａの北辺を限ると考えられる。南側の土橋を挟んで、Ｌ字に南

へ延びる堀ＳＤ５１００５下層があり、９６年度屋敷地Ｂ・９７年度屋敷地Ｃまで続き、東へ直角に曲がり調査区外

へと出てゆく。堀の内側には土塁を挟み屋敷地が形成されている。屋敷地Ａは細かな区画割りを経て最

終的には、土塁を割って引きこまれた溝ＳＤ５３０１２によって大きく南北２区画に分割される。北の区画は

南北約２８ｍ、南の区画もまたほぼ同様の規模と考えられる。北の区画の中央には区画溝を巡らせる正方

形の小規模掘立柱建物があり、堂が存在した可能性がある。また、南側の区画には大型の礎石建物が存

在した可能性が高い。堀と屋敷地を分ける土塁は３～５ｍの幅をもつが、高さは明確ではない。また、

屋敷地Ａの南端では居住区との間に畠があり、幅が狭くなる。畠が存在することから、屋敷地の端は近

いと考えられ、９５年・９６年度調査区の間に屋敷地Ａの南を限る土塁が通っていた可能性が高い。

　屋敷地Ｂ・Ｃでは堀肩より東側に盛土が施され、上面は平坦となっている。建物の存在は不明である。

また、整地によって堀は東側から埋められ、堀幅は４ｍ程度まで狭くなっている。

　中世３期に引き続き、追善供養を行っている。中世４期は火災によって焼亡する。

中世５期�中世�面（永禄後期　１５６９年まで）　中世４期のレイアウトを基本的に引き継ぐが、堀は若干

埋没し、土塁を割って流れ込んでいた区画溝は埋められ痕跡となる。また、屋敷地の地業は更に続く。
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　屋敷地Ａでの４期との大きな違いは、最終的には屋敷地内の区画溝が埋没し、南北の２大区画が解消

することである。集石遺構・根太痕跡以南には遺構がなく、入佐川遺跡の南北溝から根太痕跡までの南

北約４５ｍの範囲に建物が集中する。屋敷地Ａでは区画溝ＳＤ２００８などを埋め、北半の区画溝内には礎石建

物（ＳＢ５２００１）が建てられる。中央には区画溝ＳＤ５２００３を半ば埋め小規模な根太建物（ＳＢ５２００２）が造

られ、南半部に大型の礎石建物（ＳＢ５２００３）が出現し、更に小規模な根太建物が南側に造られる。また、

４期において堀側へ突き出していた掘立柱建物は規模を縮小して建て替えられる（ＳＢ５２００４）。南端に

あった畠は消滅する。屋敷地の南端は４期と同じと考えられる。屋敷地Ｂの４期からの変化は不明であ

る。屋敷地Ｃ南端のコーナー部内側には、更に整地土を盛り出し、塀の基部となる石列と、上部に２列の

柵列が走る。屋敷地Ｂ・Ｃでの土塁の痕跡は明らかではないが、屋敷地Ｂでは屋敷地Ａの南端と同じ間隔

を堀肩との間にとって小溝が走っている。小規模な土塁が存在した可能性もある。屋敷地Ｃの堀を挟ん

だ対岸に屋敷地Ｄが出現する。屋敷地は整地と、整地の北側を区切る石塁・溝から構成される。

　中世５期は火災によって焼亡する。屋敷地Ａの北端からは、焼けた畳が出土している。火災層直上か

ら永禄１２年銘（１５６９年）の木簡が出土しており、永禄１２年の合戦により焼け落ちたと考えられる。

中世６期�中世�面（天正年間）　各調査区を通じ、極端に遺構が営まれなくなる時期である。中世５

期の遺構面が焼亡した後、屋敷地Ａでは、火事片付けによる地均し・盛土を行う。屋敷地Ａ内の区画割

りは消滅し、方位をやや西に振る大型掘立柱建物１棟が出現する。建物の北西には畠（畝状遺構）を伴

う。また、屋敷地Ａ周辺では、堀ＳＤ５１００５・堀状落ち込みＳＸ５１００１は埋没し浅くなり、土塁ＳＦ５１００１は

ほぼ削平され平坦となる。屋敷地Ｂ・Ｃでは焼亡した後積極的な地均しなどは行われていない。ＳＡ

７２００４・７２００５は中世５期に遡ると考えられるが、方位がＳＢ５５００１に近いことから、石列７２００１に替り６期

に造られた可能性も残る。

　中世６期の遺構面は焼亡する。中世５期上の火災層直上から永禄１２年銘（１５６９年）の木簡が出土して

おり、７期からは慶長期の遺物が出土しているため、中世６期は天正年間と考えられる。この火災を、

最終的に此隅山城から山名家が移した居城�有子山城が落城し山名家が実質滅びた天正８年（１５８０年）

の合戦によるものと推定できる。

中世７期�中世�面（慶長年間）　屋敷地Ａ・Ｂ・Ｃ共に武家屋敷に関わる遺構はなく、水田化している。

旧外堀は浅く窪み、用水路として残る。

武家屋敷遺構以外の遺構面について

　弥生時代後期から近世の遺構面の内、武家屋敷遺構以外の下層・上層の遺構面について触れておく。

（下層の調査）

　宮内堀脇遺跡の主たる部分を占める遺構・遺物は中世後期の此隅山城下に関係するものであるが、下

層には弥生時代後期から鎌倉時代にかけての遺構面が検出されている。

弥生時代後期の遺構（古代�面）　９７年度調査区の最下層から水田土壌及び畦畔に伴う北北西に延びる

杭列が検出された。その深度は標高約２．５ｍであり、標高が高くなる９７年度調査区において出現した。

弥生時代の遺構面は、更に南側へと伸び、出石神社周辺において過去に調査が行われた宮内遺跡・宮内

黒田遺跡へと続くものと理解できる。

古墳時代前期～奈良時代・平安時代前期の水田遺構（古代�・�面）　９６年・９７年度の調査において、田

下駄を含む加工材が帯状に検出されている。これらは、周辺の入佐川遺跡・袴狭遺跡などにおいても検
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出されており、水田畦畔の芯材として使用されていた。今回の検出例についても水田畦畔であったと考

えられ、北西・北東方向に方位をもつ水田区画・畦畔が検出されている。これらの水田の時期は出土木

器及び古式土師器の存在から古墳時代前期に遡る可能性が高く。その点についても周辺遺跡の成果と同

じ結果を示している。その方位は下層と同じく北西を指向しており地形に沿った水田が展開していたと

考えられる。但し、若干の奈良時代～平安時代前期の遺物が出土しており、水田は平安時代前期まで継

続して使用されていた可能性が高い。９６年度の調査区では、北西・北東方向を向く水田区画と共に、東西

方向を向く加工材群が検出されており、これが、奈良時代～平安時代前期の水田畦畔の可能性がある。

この層位には木製祭祀遺物（人形・馬形・斎串）が相当量含まれており、至近において律令祭祀が行わ

れていたことが分かる。これらの遺物のあり方は、入佐川遺跡・袴狭遺跡・砂入遺跡の水田土壌中の祭

祀遺物のあり方に近く、律令祭祀が宮内地区においても行われていたことを示している。祭祀遺物の時

期は９世紀代を示しており、出石郡家の祭祀が広く出石川に面した範囲においても行われていたことを

示すものとして注目できる。

平安時代後期の水田遺構（古代�面）　祭祀遺物包含層の上層には黒色土器を含む水田土壌が堆積して

おり、下層より継続して水田として使用されているが、明確な遺構の検出には至っていない。

鎌倉時代の水田遺構（中世�面）　各年度の下層より鎌倉時代の水田土壌は検出されている。検出され

た水田畦畔・溝はほぼ正方位を指向している。出石神社神主であった神床家には『但馬一宮領神戸郷絵

図』（神領田絵図）が伝わっており、その地割は正方位を指向し圃場整備前の地形にも残っている。検出

した正方位の水田区画は絵図の時期に近く状況を反映しているものと考えられる。

（上層の調査）

近世�～�面　近世�面は畠状遺構を検出している。上面に被覆する洪水砂層中に１９世紀代の出石焼を

含んでいることから１９世紀代の畠である可能性が高い。各年度において確認できる。この時期の洪水砂

は袴狭地区においても確認・報告されており、沖積地を広範囲に覆う洪水が発生したことが明らかであ

る。近世�・�面については江戸中～後期の水田土壌と考えられる。

第５節　遺構の配置と性格
　９５年度～９９年度に亘る調査成果を、中世�期を中心とした１６世紀前半と、中世�期を中心とした１６世

紀後半に２分し、第１８図と第１９図に挙げた。

１６世紀前半

　各年度の堀・溝区画を中心に図上におとした。各屋敷地を挟み、屋敷境が２か所、堀の屈曲部が３か

所存在する。まず、堀に注目する。外堀の延長上に９８年度旧河道（溝）・９９年度の溝ＳＤ０９が位置する。

堀と考えられる遺構の中で、９７年度の堀コーナーａに加え、９９年度Ｃ地区ＳＤ０９についてもコーナーＣが検

出されている。９９年度Ｃ地区以南では新たな堀が出現していないことから、ＳＤ０９コーナーＣが外堀の南

隅と考えることができる。

　堀コーナーＣを南隅と押さえ武家屋敷群（堀において区画された屋敷群を武家屋敷群と呼称しておく）

の範囲を推定する。現入佐川までの距離は約２２５ｍを測り、南北２町の中に各屋敷地が存在することが

わかる。また、外堀の南北線をもとに東西幅を此隅山山裾に求めた場合、２３０ｍ前後である。堀コーナー

Ｃを東へ延ばせば、宗鏡寺砦の尾根端にあたる。以上から、ほぼ２町方格内に武家屋敷が存在すると考

えられる。
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　次に屋敷境に注目すると、外堀と９８年度旧河道の間には１５ｍ前後の間隔があき、堀が貫通していない。

９８年度検出の旧河道もまた、その北端において東へ曲がりコーナーを造り出していた可能性が高い。外

堀ＳＤ７６００１との間が通路となり、武家屋敷群を南北に２分していたと考えられる。

　以上の想定をもとに２町方格の規模をもつ山名家の武家屋敷群内部の配置を概観する。区画は北限を

入佐川、西・南限を堀と宗鏡寺砦の尾根、東限が此隅山山裾となる。堀は、少なくとも方格の北半では

内堀をもち、２重にめぐる。

　北東の隅に領主の居館（御屋敷）が位置し、領主の居館の西側の湿地上には屋敷地Ａが南北２区画

（各南北１�３町）で並ぶ。上級家臣が住んでいたと考えられる。

　屋敷地Ｂ・Ｃの状況は不明である。堀コーナーＣの南側には幅１５ｍ程度の東西方向の通路が通る。通路

の南側には堀で囲まれた区画が調査区の東側に展開していたと考えられる。

１６世紀後半

　整地が進み、１６世紀前半に明確であった２町方格はあいまいとなる。堀は内堀が埋められ、外堀は北

半では幅が狭くなり、南半の堀（９８・９９年度調査区）は整地土によって埋められる。土塁は高さを減じ、

次第に消滅してゆく。

　屋敷地は南北にＡ・Ｂ・Ｃが並ぶ。屋敷地Ａの南北区画は解消され、南北２�３町を占める。北半には

『堂』状の礎石建物、南半には大型礎石建物が出現し、屋敷内には畠が営まれる。引き続き上級家臣が住

んでいたと考えられる。

　屋敷地Ｂ・Ｃに遅れて堀外にＤが出現する。屋敷地Ｂは当初南北長１３ｍ程度の溝を巡らせる区画であっ

たが、徐々に嵩上げされ、屋敷地Ｃと一体化してゆく。屋敷地Ｃ（堀コーナーＣ）南側には両側に溝をも

つ幅５ｍ程度の東西方向の通路が通る。

　通路に面した屋敷地Ｃでは宗教行為（追善供養）が活発に行われる。

　堀コーナーＣより南側では部分的に整地が行われるが、主に東西方向の溝が２０ｍ～２５ｍの間隔で掘ら

れ、排湿・排水を行ったと考えられる。

周辺小字名と宮内堀脇遺跡

　先述した遺構の配置に小字名を加味する。２町方格は字『堀脇』の範囲とほぼ一致しており、堀の存

在と範囲が字名からも追跡できる。方格の南側は字『宗鏡寺　太平治（寺）』『下砂後　砂後』となる。

『宗鏡寺　太平治（寺）』は武家屋敷の南側山裾に複数の寺院があったことを推測させる。また、砂後は

扇状地に供給される洪水砂を指すと考えられ、低地に向かって山側から土砂が供給されたことが分かる。

旧河道跡は砂後・宮ノ後と宮ノ下・芝の間に痕跡を残しており、その先端は字シイ市場に及んでいる。

　字シイ市場の一部は９９年の調査範囲に入っており、小規模な柱穴群を検出している。この小規模な柱

穴群が市場の遺構であった可能性を考えておく。シイ市場については第�章において再度触れる。
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第２０図　遺構の配置と小字名（縮尺＝１：３，０００）
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第�章　文字資料について

第１節 　人名墨書土器群について
　宮内堀脇遺跡から出土した文字資料は約２９０点に及ぶ、その大半を占めるものは、９６年度・９７年度にお

いて堀内から出土した人名墨書土器群である。ここでは、出土した墨書土器に記された人名を中心とす

る内容を検討し、廃棄に伴うパターンの検討、および地元に残る文献資料との照合を行い、�人名墨書

土器群の性格（目的）・�記された人名の階層、更に�遺構面の時期検討に必要な作業を行いたい。

１．人名墨書土器群の分析　分類と登場回数

　人名墨書土器を整理し、属性表を作成した。墨書土器は大きく、�人名・�神名・�仏・仏教用語・

�月日・�その他に分けることができる。人名は墨書土器の大半を占める。人名は更に幾つかの階層の

人々に分かれており、詳しくは後述するが、法名をもつ者・武家・百姓・童名もしくはその他の人名を

もつ者が含まれている。この中で圧倒的に数が多いもの、また、個々の名前の登場回数が多いものは共

に『ほうせい』『たうゆう』『めうきん』といった法名を持つ者である。以下『小三郎』などの百姓の名

が続き、『にやにや』などの現在では名前として認めがたいものが続く。『備前殿』など苗字や殿が付く

武家と考えられる名前は少ない。

２．墨書土器群の類例からみた性格

　墨書土器群には『六親眷属』・『七世父母』あるいは『ごほんぞん』などの墨書が見られることから仏

事に使用されたと推測される。墨書土器群の類例は管見の限りでは以下３例があげられる。山口県長門

国分寺�・愛知県清州城下町�・神奈川県裏八幡西谷遺跡�である。裏八幡西谷遺跡出土例は、土師器皿

の外面底部に月日・人名を墨書したもので、時期は１５世紀後半から１６世紀前半である。清州城下町遺跡

出土の墨書土器群は土師器皿の内側に『めいきん』などの法名と『南無阿弥陀佛』『七世父母』などの仏

語が記されており、屋敷区画の大溝に投棄されている。時期は１６世紀前半である。長門国分寺例は、西

大寺の区画溝に多量の墨書土器を無地の土師器皿と共に投棄したもので、土師器皿の外面底部に人名を

墨書しており、水野正好の分析から毛利氏が関与した長門国分寺による大内氏一族を主な対象とした追

善供養行為と結論付けられている。１６世紀後半より近世にかけて行われたと考えられている。

　長門国分寺・清州城下町の例は何れも区画溝に投棄しており、清州城下町例は内面墨書、仏教用語を

記した土師器皿の存在など本遺跡の墨書土器群に極めて近い。長門国分寺例は外面墨書の点を除けば、

無地の土師器皿を多量に伴っている点を含め、ほぼ墨書土器群に近い内容である。これらの類例から人

名墨書土器群についても追善供養にともなって使用・廃棄された可能性が非常に高いと考えられる。

３．セットと廃棄の状況について

　墨書土器は基本的には４寸径の土師器皿と３寸径の皿の大小２種の皿によって構成され、Ａ～Ｆ群に

分かれて廃棄されているが、それぞれの群の中には同じ名を墨書したものが複数見受けられる。これは

１名の供養に複数枚の土師器皿を使用した結果と考えられる。図版にはそれらを整理して図示した。以

下、各群の構成について述べる。
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上層の墨書土器群

Ｆ群　大・小の土師器皿に法名１名を記すものが大半を占め、『ほうせい』『そうけん』『ちよけい』『め

うけん』『ちゆけい』『めうきん』などは大小各１枚１組が４セット～１セットで構成されている。また、

『めう志ゆん』『めうせん』は大皿２枚で１セット、『たうゆう』は小皿２枚で１セットと捉えられる。こ

れ以外に１枚のみで構成されているものがある。法名を１名記すものが概ね複数枚のセットであるのに

対し、法名に武家・一般農民の名を含むものは大皿に連記する形態をとる。

Ａ群　大皿に法名１名を記すものを使用し、小皿は使用しない。『ほうせい』『そうけん』『ちよけい』は

３枚１セット、『めうかう』２枚１セット、『めうけん』は１枚で構成されている。法名を１名記すもの

に対し、武家・一般農民の名を含むものは大皿に連記する形態をとる。Ｆ群と同じである。

Ｂ群　法名を含まず、武家・一般農民の名を含むもので構成される。小皿には一般農民の名を１名で記

している。加えて法名に武家・一般農民の名を含むと考えられる大皿に連記する形態のものがある。

Ｃ群　大皿に法名１名を記すものを使用し、小皿に一般農民の名を１名で記している。加えて法名に武

家・一般農民の名を含むと考えられる大皿に連記する形態のものがある。Ａ群に近い構成である。

下層の墨書土器群

Ｂ群下層　大皿に法名１名を記すものを使用し小皿は使用しない。『めうけん』は２枚１セット、他は１

枚で構成されている。武家は小皿に１名で記している。法名に武家・一般農民の名を含むものは大皿に

連記する形態をとる。

Ｃ群下層　大皿に法名１名を記すものを使用し『せんち』『たうゆふ』『そうかう』など２枚１セットと

なるものが多いが、『めうこ』など大皿１枚のものに加え、『めうちん』など小皿に法名を１名記すもの

も少量存在する。また、武家は小皿に１名で記している。法名に武家・一般農民の名を含むものを大皿

に連記する形態をとる。また、Ｃ群下層の特徴として仏語・月日・神名そして御本尊という供養の中心

に位置するものなど人名以外の文言が含まれている点が特徴である。

Ｅ群　大皿のみで構成される。法名・武家名を各１名記すものと法名・武家・一般農民の名を大皿に連

記する形態のものがある。

　以上、墨書土器群は各グループによって少しづつ構成が違うことがあきらかである。しかし、大きく

は、１．法名を持つものは基本的には大皿に１名づつを記し、大小の複数組・大大１組あるいは大１枚

を使用している。２．武家は大皿に１名もしくは２名、仏や仏語、神名についても１行もしくは２・３

行の中に記されていることが多い。３．それ以外の一般農民は基本的に法名・武家を含む大皿に複数名

で記され、同名で構成された皿が複数枚使用されることはなく１枚で供養されている、といった傾向が

読み取れる。

　土師器皿の廃棄（投棄）状況は、Ｅ群については水平状態で検出されていることから、溝底に置いた

あるいは極浅い水深で沈めた状態と考えられる。他群については概ね堀肩から投棄したと考えられ、Ａ

�１群・Ａ�２群が堀底に向かい扇形に散らばっている様子が投棄状態をよく現わしている。墨書土師

器皿はＦ群ではセットになる土師器皿が固まって出土しており、セットになるものはそれぞれ固まって

廃棄された状況が伺える。Ａ�１群では複数連記の皿が比較的至近距離に集中していることから、複数

連記の皿がまとめて投棄されている可能性が高い。 
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第３０表　墨書土器属性分類表�

備　　考階層名称　案合
計

下層の群上層の群
属性

墨書名 小　

計

ＥＥＥＣＣＣＢＢＢＡＡＡ小　

計

ＦＦＦＣＣＣＢＢＢＡＡＡ

複小大複小大複小大複小大複小大複小大複小大複小大細分類大分類

あちや１１１その他人名あちや

１１１その他人名うしちく

武家菟束殿４１１３２１苗字人名うつか（殿）

兎・巳の歳１１１生まれ歳人名うミのかし

御亀３３２１童名字人名おかめ

お菊１１１童名字人名おきく

３３１１１童名字人名おくり

お幸４３２１１１童名字人名おこう

７４２１１３２１その他人名おちこ

乙五郎２２２その他人名おとこれう

小入１１１その他人名おにう

２２１１その他人名おもち

１１１童名ヵ人名きくてう

気多若上臈３３１１１人名けたわかしやうろう

紅梅４４２２法名人名こうはい

小三郎１１１その他人名こ三郎

小姓ヵ５１１４２１１その他人名こせう

小入１１１その他人名こにう

寿けい３２１１１１法名人名しゅけい

１１１法名人名しゅとく

２２２法名人名せんち

２２２法名人名そうかう

３３２１法名人名そうけい

宗賢９９３３３法名人名そうけん

宗泉３３２１法名人名そうせん

２２１１法名人名たうけい

妙金と関連道祐９３２１６１２３法名人名たうゆう

１１１法名人名たうゑ

１１１童名字人名たま

寿けいヵ３３１１１法名人名ちゅけい

９９３３３法名人名ちよけい

僧２２１１法名人名月けいせいうん

武家１１１苗字＋仮人名と□いまこ七

藤菊２１１１１童名字人名とうきく

藤千代１１１姓字人名とうちよ

藤二郎３３２１姓字人名とう二ら

藤兵衛２２２姓字人名とうひやうへ

道永１１１法名人名道ゑい

１１１法名ヵ人名とくしゆ

１１１童名字人名とらきく

にやにや１１１その他人名にやにや

１１１童名字人名ねねほうし

１１１法名人名はくほう

１１１人名八備

備前殿ヵ武家１１１人名ひぜん殿

へや１１１その他人名へや

１１１法名人名ほうしゅ

１６４１２１１２４４１３法名人名ほうせい
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備　　考階層名称　案合
計

下層の群上層の群
属性

墨書名 小　

計

ＥＥＥＣＣＣＢＢＢＡＡＡ小　

計

ＦＦＦＣＣＣＢＢＢＡＡＡ

複小大複小大複小大複小大複小大複小大複小大複小大細分類大分類

１１１法名人名ほうちゅ

１１１法名人名ほうゐん

本上坊僧６２２４２１１法名人名本上はう

孫七１１１その他人名まこ七

又六４１１３２１その他人名又らく

妙香７２２５２１２法名人名めうかう

道祐と関連妙金１０３１２７１１１４法名人名めうきん

妙乾９３１２６２２２法名人名めうけん

妙香１１１法名人名めうこ

妙香１１１法名人名めうこう

妙香禅定尼１１１法名人名めうこせつちやうに

妙西４２１１２１１法名人名めうさい

妙春３３２１法名人名めうしゅん

妙善５５１２２法名人名めうせん

３３２１法名人名めうち

宇津家妙珍３３１１１法名人名めうちん

徳丸家妙円９４１１２５３１１法名人名めうゑん

武家夜久３１１２１１苗字人名やく

武家夜久五郎１１１苗字＋仮人名やくこれう

武家吉田殿１１１苗字人名よした殿

よね２２１１童名字人名よね

米五郎１１１その他人名よねこれう

武家２２２苗字人名ゑむら

神鷹貫の神１１１神たかぬのかミ

神丹波の神１１１神たんはのかミ

神宮島の神２２１１神ミやちまのかミ

仏御本尊１１１本尊仏御ほんそん

法界１１１仏語ほうかい

七法母１１１仏語七ほうはは

無縁１１１仏語むゑん

無縁法界３２１１１１仏語むゑんほうかい

六親１１１仏語六しん

六親眷属３２１１１１仏語六しんけんそく　

５月５日１１１月日五月五日

４月２０日３３１１１月日四月廿□

２８日　市１１１月日廿八日ちい

２６日のうい１１１月日廿六日のうい

３３１１１不明おこのへ

１１１不明く

１１１不明五□

１１１不明ち

２１１１１不明ほ□

１１１不明ほちこやくこ

１１１不明ミツ□

１１１不明め□

有頂天ヵ１１１不明上□□ちやうてん

１１１数十

２４３１０２２０４１９８３３６１１１１４１３８１９２４１３２３３５１６計

第３１表　墨書土器属性分類表�
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３．記載人名の階層

　墨書人名がどの様な階層にあたるか、坂田　聡の研究�をもとに属性表・釈読一覧に記入した。坂田は、

中世百姓の人名の分析を通じて、少年時代の童名⇒成人名⇒官途名と呼ばれる官職名⇒法名と呼ばれる

僧侶名の順に年齢が上がるに従い、儀礼を行い、改名を繰り返していったことを明らかにしている。ま

た、坂田は日常的に使われる通称（字　あざな）について（ア）姓型字：姓にあたる漢字を含んだ字、

（イ）官途名型字：官職を取り入れた名、（ウ）童名型字：こども時代の名前が字となった者あるいは女

性名、（エ）その他に分けた。

　墨書土器群の人名は、坂田の分類を参考として以下に分けることができる。�法名・�武家の苗字・

�姓型字の人々・�官途名型字の人・�童名型字の人々・�その他の字をもつ人々である。�・�以外

の人々が純粋な農民であるのか、商工業者を含むかは不明である。ここでは『百姓』として一括しておく。

�法名は、『めうきん』『どうゆう』『ちよけい』など２文字の法名をもつものと、４文字の『月けいせ

（い）うん』、塔頭を示す『本上はう』（本上坊もしくは房）がある。

�武家は、吉田殿・ひせん殿・菟束殿といった敬称をつける場合と、菟束・夜久といった敬称のない場

合がある。

�『とうきく・とうちよ・とうべい・とう二ろ』と云った名前に（藤原）姓がつく姓型字の人々。

�『とうひようへ』兵衛の官途成型の名前を持つ者。

�『かめ・とらきく・たま・ねねほうし』など童・女子名のもの（童名字）。

�『よねこれう・おとこれう・又六』など数字が含まれる人名や『にやにや・おもち・こにう』など名前

として認識し辛い字をもつ人々。�～�以外の人名である。

　法名はその大半を占めており、正式な寺僧であるか、『入道成り』を行い、在家のまま法名を名乗った

者（宮座の上位以上の者や武家）であるかは、判然としない。官途成型の名前を持つ者は『とうひよう

へ』１名のみである。童・女子名のものは、１０名と多い。その他の字を持つ者も１４名と多い。

構成人名と使用墨書土器の関係

　複数の名前が１枚の皿だけではなく、複数の皿で並んで記されている。例えば、『おかめ・おちこ』・

『おちこ・おにう（こにう）・おかめ』『おちこ・おこう』・『本上はう・うつか』・『又六・とう二らう・こ

うはい』・『おもち・こせう』・『たうゆう・めうきん』・『めうせん・めうゑん』・『めうきん・めうゑん』・

『よね・おくり』があげられる。これらの名前が複数の群において１枚の皿に並んで名前が記されており、

何らかのつながり（例えば、親子・一族・兄弟・師弟あるいは連続して名前が記された帳簿の存在）な

どを連想させる。一枚の中に何らかの関係性を示す名前のセットが存在することは、同じ皿に書かれた

別の名前もまた関係性をもつ可能性が高い。名前の関係性については後述する奉加帳の考察においても

述べるが、各群ごとの廃棄についても何らかの『縁』によって結ばれていた可能性を考慮する必要があ

るだろう。例えば『とうきく・とうちよ・とうべい・とう二ろ』と云った名前に『藤』がつく姓型字の

人々がＦ群のみに集まり、おおよそ１回限りで供養を終了している点をみれば、各群の人名間に関係性

が存在する可能性は低くはないだろう。しかし、今回は準備が及ばず、これ以上は踏み込まない。

　次に、これら関連をもつ複数の名前を含め、複数の群に同一の名前が書かれた土師器皿が投棄されて

いる点に注目する。属性表に示したように複数の群に同名の墨書土器が投棄されていることが分かる。

先述したように、同じ人名でありながら、各群によって廃棄時のセットに違いがある。土器群を大きく

上下層でとらえたが、各群に亘って同じ名前が供養されている点は、同一層で捉えたＡ～Ｆ群の間にも
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不可視な時間差があり、数回の追善供養が行われていたことを示す可能性が高い。

惣持寺本尊勧進奉加帳との関連

　宮内地区には総持寺観音堂本尊『十一面千手千眼観世音菩薩』胎内に天文四年（１５３５年）に納められ

た「惣持寺本尊勧進奉加帳」がある。この奉加帳は、永正元年（１５０４年）に山名氏と垣屋氏の内乱に伴

い消失した出石神社復興のために募った寄進帳である。奉加帳には延べ１，５００人の名前があり、整理す

れば、７００名前後の人々が寄進を行っている。寄進は山名家当主祐豊を筆頭に家臣・僧侶・農民など多彩

な階層に及び、出石町史を編纂した石田善人氏はその寄進者の大半が宮内地区の住人としている。今回

出土した墨書土器は同じ宮内地区内にあり、３０年ほど後に投棄されたと考えられる。

　ここでは、同じ地区内にある２つの史資料の関連を考察する。互いに多数の人名を抱えており、両者

に記された名前が合致するか否かを検討したい。まず、着目するのは、『たうゆう・めうきん』である。

両者はＡ群とＦ群において何度か並んで書かれており強い関係性が考えられる人名である。

　奉加帳を検討すると、『五文　妙金　道祐』として、２人が合わせて５文の寄進を行っていることが分

かる。更に寄進額を記さず名前のみ書き連ねた部分において２か所、妙金・道祐が連続して記されてい

る箇所が認められる。たうゆう・めうきんは道祐・妙金と同一人と認めてよいだろう。

　次に、めうせん・めうゑん・めうきん・めうちんに注目する。『めうせん・めうゑん』・『めうきん・め

うゑん』は墨書土器群のなかで複数回連記され、関係性が考えられる人名である。奉加帳を検討すると、

『妙円　徳阿ミ　妙金　永通　小菊　道祐　妙珍』『妙善　新衛門　妙円』と近接して記されている部分

がある。また、妙善は徳あミの女としている部分がある。また、妙善と妙円が連続する行に記載されて

いる部分もある。墨書土器群の人名と奉加帳の示す人名の何れにも関連性が見いだせる人名が存在する

ことは、同名異人の存在を完全に否定するものではないが、同一人の可能性が非常に高いと考えられる。

加えて、墨書人名の中には『にやにや』・『おにう（こにう）』・『あちや』などの俗称に近い（世襲するこ

とのない）名前や、道祐・妙珍などと同じく妙西・妙泉・妙香禅尼など法名において一致する名が多い

点は墨書土器群の人名と奉加帳の人名に合致する可能性が高いことを示している。

　属性表に案として、奉加帳に存在する人名を記入した。相当数が対照できる。

　奉加帳では、『めうちん』（妙珍）は宇津若狭守の一族として十文を寄進しており、徳丸豊後守は妙円

のため十疋を寄進している。妙珍・妙円は妙金・妙善・道祐と関連性が見いだせる人名と考えており、

山名家の上級家臣と関係する人々が墨書土器の法名に含まれている可能性が高いことがわかる。

　今回は紙数の関係で触れることはしないが、連記される墨書人名間に何らかの繋がり（親子・一族・

兄弟・師弟あるいは帳簿の存在）があるならば、同様に連続して記名された箇所が見られた奉加帳の名

前同士にも何らかの繋がりが指摘できるだろう。それは奥衛門・五郎左衛門・五郎兵衛・六郎兵衛・小

三郎・彦衛門や、妙慶で始まり太郎兵衛・道円・妙善・九郎兵衛・五郎兵衛・助三郎・あか・三郎兵衛・

太郎衛門・二郎兵衛など「兵衛」名が続く箇所が随所に見られることからも推測できる。翻れば、奉加

帳内において確認できる墨書人名が集中している箇所ではこれらの名前間に関係性があることも推測で

きよう。これは、また別の機会に述べることとしたい。

４．追善供養の復元に向けて

　人名墨書土器群は、奉加帳との比較から推して、そのほとんどが、宮内地区（惣持寺に関わる）の人々

であり、『ごほんぞん』御本尊の墨書の存在から、総持寺観音堂本尊『十一面千手千眼観世音菩薩』のも
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と結縁した人々の追善供養であったと考えられる。これらの人々は法名・武士・童名・女性・その他の

名前からみて各階層に亘っており、墨書土師器皿のセット枚数と法量・使用回数に階層差が表れている。

なかでも法名はその大半を占めており、出家者と考えられるが、正式な僧であるか、『入道成り』を行い、

在家のまま法名を名乗った者（宮座の上位以上の者）や出家した武士であるかは、判然としない。一部

に山名家重臣縁の人物が含まれている。しかし、奉加帳に比べ太夫・衛門・兵衛など『官途成り』した

名前を持つ者が殆んど含まれていない点から、『官途成り』した宮内地区の百姓の中でも上位の者が更に

『入道成り』を行い、出家し、追善供養の対象になった可能性を考えておきたい。

　複数群に分かれての廃棄に注目するならば、検出した土器群を大きく上下層でとらえたが、同一層の

各群に亘って同名人が供養されている。『藤』の名の付く人々がＦ群のみの１回きりで供養を終了してい

る点を考慮すれば、各群間には不可視な時間差があり、数回の追善供養が行われていること、そして群

を構成した人名間には関係性が存在する可能性が考えられる。

　また、供養には、墨書土器に加えその数倍の無地土師器皿が使用されている。長門国分寺と同じ様相

と考えられるが、統計処理に及ばず、検討課題として残った。また、多量の箕・墨書三宝・折敷の存在

は、供物などを入れて流した可能性があり、墨書土器以外の供養地点も定まっていることが判明した。

第２節 　出土木簡について
１．出土木簡の概要　

　出土木簡は付け札類、習書、手紙様の文書木簡、位牌・�経などの仏事に伴うもの、呪符、遊戯具、

あるいは板材への覚書的なものなどが存在している。

　付け札類の大半は米の出納に関わるものと考えられ、苗字のない仮名を伴うものが多い。宗教行事に

伴うものの中で、三宝・折敷に法名が記されたものは墨書土器群と名が重なるものもあり、墨書土器と

共に追善供養に使用されたと考えるべきであろう。遊戯具のなかには聞香あるいは闘茶札と考えられる

ものがあり、中将棋駒とともに武家屋敷内での娯楽に供されたものである。

　これら木簡の出土傾向として、付け札類はほぼ全てが屋敷地Ａ及びその前面の堀から出土しており、

位牌・�経などの仏事に伴う木簡・呪符は悉く屋敷地Ｂ・Ｃ及びその前面の堀から出土している。

２．出土木簡の人名と年代

　出土木簡の中で、人名と年代の両方が記載されているものが２点存在する。Ｗ９０５とＷ９５０である。

　Ｗ９０５は永禄１２年（１５６９年）銘をもち、乃木出羽守の人名の記載がある。

　乃木出羽守は、古文書及び他の出土文字資料にその名はないが、乃木姓を名乗る武士については古文

書にいくつかの記載がある。一つは宮内地区にある総持寺観音堂本尊『十一面千手千眼観世音菩薩』胎

内に天文四年（１５３５年）に納められた「惣持寺本尊造立勧進奉加帳」である。乃木日向守・乃木丹後守・

乃木若狭守・乃木長左衛門尉といった乃木姓の武士の名が山名祐豊とともに記されており、山名家の被

官であったことが推測される。分けても、乃木丹後守は山名祐豊の次に記されており、極めて祐豊に近

い場所にいた人物であり、寄進額からも非常に高位の武士であったことが伺える。乃木丹後守は山名家

の他の文書にも登場しており、その内容から山名祐豊の奉行人であったと考えられている。出石町史に

おいて「惣持寺本尊勧進奉加帳」にふれた石田善人氏は、乃木氏の出自を出雲国意宇郡乃木村などに求

めており、山名家の山陰経営伴い家臣団に組み込まれ、天文四年（１５３５年）時点では複数の家が分立し
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ていたと推定している。奉加帳には存在せず、３４年後に現れる出羽守はこれら分立した乃木家の後嗣

（子あるいは孫）であったと考えられ、丹後守が奉行人であったことを勘案すれば、出羽守もまた山名祐

豊の重要な家臣であった可能性が高くなる。この木簡に記された乃木出羽守が荷物の受取人であるか差

出人であるかは検討を要する事柄であるが、仮に受取人と考えた場合、山名家（祐豊）の御屋敷の前面

に奉行人格の重臣‐乃木家の屋敷が位置していたと捉えることが可能となる。

　Ｗ９５０は天文２３年（１５５４年）銘をもち、道祐禅門の記載がある。道祐は、その位牌の出土地点から、前

面に廃棄された人名墨書土器群にある『たふゆう』と同一人であると考えるのが自然であり、前述した

『たふゆう』と奉加帳との関係から、「惣持寺本尊造立勧進奉加帳」に記された道祐とＷ９５０の道祐禅門が

同一人と推断できる。即ち、天文四年（１５３５年）以前に妙金と共に総持寺に寄進した道祐は天文２３年

（１５５４年）に没し、白木位牌が役目を終え土師器皿と共に廃棄（あるいは埋納）される。更に墨書土器に

名前を記され幾度か追善供養をされたと捉えることができる。その追善供養は更に上層のＷ９０５が示す

永禄１２年（１５６９年）よりも遡ることは明らかである。また、袴狭遺跡の仏堂（三間堂跡）出土の卒塔婆

にも『道祐禅門』は記されており、出土土器の再検討など関連性の検討が更に必要である。

３．おわりに

　以上、出土文字資料について若干の考察をおこなった。まず、文字資料の大半を占める墨書土器は、

中世後期にいくつかの類例がある追善供養に伴うものである。

　墨書土器に記された人名の中の幾つかは、その記載順と名称から、「惣持寺本尊造立勧進奉加帳」に記

載され天文四年（１５３５年）に千手観音菩薩に納められた宮内地区の住人の名と一致する。１５３５年頃には

生存していた宮内地区の住人が、死没し、墨書土器に名を記され、追善供養が行われたことが判明した。

追善供養された中には、総持寺に関わる法名がいくつも含まれており、この追善供養自体も総持寺が関

わる可能性が高い。『ごほんぞん』は『十一面千手千眼観世音菩薩』を指すものと推定できた。

　また、これらの中で、同じ皿に名を連ねる人々は、『たうゆう　めうきん』が奉加帳においても並んで

寄進していることから血縁・師弟などの何らかの関係をもつものと理解でき、他の皿に並んで記されて

いる人名についても、少なくとも複数例確認できる事例については両者に血縁・師弟などの関係が存在

した可能性が指摘できる。また、翻って奉加帳において記されている名前についても、前後や近接する

名と名に関係があり、奉加帳は、ある程度関わりのある人々が続いて記されていることが予想された。

　追善供養にも名を連ねる『たうゆう』（道祐）は位牌から没年が天文２３年（１５５４年）であることが分か

り、墨書土器群は更に時間的に新しいことが判明した。この位牌・墨書土器群更に上層の永禄１２年木簡

（１５６９年）の存在から、極めて短期間に変遷する武家屋敷に実年代を与えることが可能となった。

　また、屋敷地Ａについては山名家重臣の屋敷地である可能性、屋敷地Ｂ・Ｃについては出石神社神宮

寺　総持寺に関わる宗教行事を行う場所の可能性が浮上した。

　以上のことが推測できた。

（１）水野正好「叡尊忍性の考古学」『叡尊忍性と律宗系集団』　２０００年

（２）愛知県埋蔵文化財センター『清洲城下町遺跡�』　１９９６年

（３）神奈川県立埋蔵文化財センター『裏八幡西谷遺跡』　１９８４年

（４）坂田聡『苗字と名前の歴史』　２００６年



－205－

第�章　まとめ　

　今回の調査では此隅山城下関連の遺構を中心に、弥生時代から律令期、荘園化（出石神社神領田）を

経て行われた水田経営が、大規模な土木工事を伴う城下形成によって居住域となり、近世に至って再び

水田へと戻り、最終的には幕末の洪水によって埋没するという、非常に重層的な景観の変遷を追うこと

ができた。そこには人為的な景観への干渉と、洪水堆積・湿地化という自然の営みのせめぎ合いが常に

繰り返されたことが如実に現われている。その理由の一つとして調査地が沖積地から扇状地へと変化し

てゆく境目に遺跡を形成していることが理由としてあげられる。宮内堀脇遺跡の地形から見た形成につ

いては青木哲哉氏が詳細な分析を行っている。

　３ヵ年の調査において宮内堀脇遺跡は以下の様に変遷している。特に１６世紀代の約１００年間に焼亡と

整地を繰り返し、７期の遺構面を形成している。変遷した遺構面に詳細な時期を与えることが可能と

なったのは、２本の紀年銘木簡の存在と文献と照合可能な火災層の存在、加えて文献に存在が確かめら

れる人名墨書土器の存在である。

　�弥生時代後期には水田が営まれる。

　�古墳時代前期から平安時代前期にかけて水田が営まれる。

　�平安時代前期に近辺で律令祭祀が行われる。

　�鎌倉時代には、荘園化し、土地区画が明確になる。

　�中世前期からの土地区画に則る南北方向の堀と、内側に屋敷地が１６世紀初頭前後に出現する。

　�内乱で焼亡する。（１６世紀前半）

　�堀を屈曲させ、竹を植えた土塁を造り屋敷地を整備する。（１６世紀前半）

　�堀を２重にし、土塁を巡らせる。（１６世紀中頃）

　�時期が新しくなるに従い、整地の範囲が拡大し、内側の堀を埋め、屋敷地の範囲が拡大する。

　�屋敷地が拡大を始めるころ、堀のコーナー付近において宮内地区の住人の追善供養が始まる。

　�堀の外側にも整地（建物）が行われ建物が営まれる。（１６世紀後半）

　�永禄１２年に合戦で焼亡する。

　�火事片付けの後、屋敷地内の建物数は縮小する。

　�天正８年に合戦で再び焼亡する。

　�以下水田化する。

　�洪水堆積の後、畠となる。

　�幕末の洪水で埋没する。

　今回報告したなかで、その大半を占めるものは此隅山城城下に展開する武家屋敷跡と隣接する宗教行

事が行われた地点の調査である。

　９５年度の調査区は山名家の上級家臣の屋敷跡である。畳を使用する礎石建物を持ち、出土遺物には多

量の土師器皿類・折敷・小かまぼこ板など非日常の食事『宴』に伴う食事具・容器が多く見られ、その

他、茶の湯にともなう土器・木器類が多量に出土している。また、高級武具の出土もある。

　日常生活に使用する調理具では１６世紀後半に入って越前焼擂鉢の使用が増加し、日本海側の活発な流

通を示している。
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　９６・９７年度の調査区は総持寺と密接に関わる宗教行事が行われる地点である。天文年間から永禄年間

にかけて、屋敷地を区切る堀において活発に追善供養を行っている。その対象の多くは僧であり、一部

には上級家臣縁の僧を含むが、出家した上層の百姓が多く含まれている可能性がある。

　宮内地区には山名宗家の拠点と天日槍伝説をもつ但馬一之宮�出石神社があり、宮内堀脇遺跡は期せ

ずして、その長い調査区をもって両者の勢力圏を縦断する調査を行ってきた。９７年度以降の調査におい

ても整地面・建物跡が検出され、湿地上に点々と居住区が広がることが確認されている。

　各年度の調査結果から勘案すると、それはおそらく、堀を越えて出石川側へ整地面が拡大してゆく中

世�面（中世３期―１６世紀後半）以降のことであろう。それ以前には南北を通る堀（あるいは用水路）

によって扇状地側と沖積地側は分けられていたものと考えられる。

　９９年度の調査の結果から、堀が東側へ曲がる部分が検出されている。その結果から１６世紀前半には、

南北２町（２２５ｍ前後　北端は入佐川）・東西約２町前後（東端は山裾まで）の２町四方の堀・入佐川・

此隅山によって囲まれた空間に『御屋敷』を含む武家屋敷群が存在することが推定できた。

　２町方格の南側では遺構は希薄となり、１６世紀後半を中心に東西溝が検出される。更に南側には小規

模な柱穴群が存在している。

　９９年度の調査では柱穴群の南側から、洪水砂によって埋没した谷部の上下より、中世の遺構・遺物を

検出している。周囲の小字名は『シイ市場』（江戸時代）あるいは『深市場』（明治時代）となっており、

市場の存在が推定されている。市場は河原に開かれることが多い。網野善彦の論考を参考にすれば、出

石神社と此隅山城城下の間にある河原（東側の山塊から流れ出て扇状地を形成した旧河道）が造りだす

自然の境界部分（無縁の地）に『市』が立っていた可能性は高いだろう。検出された柱穴群が市の小屋

であった可能性を考えたい。

　また、丸山氏の分析・論考に拠れば、近辺には出石川沿いに２か所の字犬馬場が認められ（鳥居字犬

馬場・伊豆字犬馬場）、犬追う物の興行が行われていた可能性が高い。

　宮内地区には権力の中心である山名家（の此隅山城）と信仰の中心である出石神社が存在しており、

その間には、出石神社の神宮寺が城下の外れにおいて追善供養を行い、河原には市が立つ。更に外縁に

ある広い出石川の河原では軍事訓練を兼ねた犬追う物の興行が活発に行われていた。このような景観が

復元できそうである。

　少しずつ明らかになってきたが、此隅山城城下・武家屋敷跡の調査は、まだ、その縁辺を舐めた程度

に等しい。此隅山城下を解明していくには山名氏の居館『御屋敷』あるいは扇状地の上に点在する寺院

跡や武家屋敷跡の実態を明らかにしていくことが欠かせない。また、袴狭地区の山裾、あるいは坪井地

区の山裾から湿地上においても同時期の遺構は確認されており、沖積地では、きめ細やかにそれらの情

報をすくいあげてゆく必要がある。
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ｂ�類。口縁部～体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面　一方向のナデ調整。底
部外面　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は緩やかに内彎気味に斜め上方に延びる。口
縁端部は尖り気味。―１．２４．８皿土師器上層シルト

（灰色粗砂まじり）９５－１面�１

焼成　ややあまい。色調　浅黄色。Ａａ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。器形はかなり歪む。平底。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．４皿土師器灰色レキまじりシルト９５－１面まで�２

口縁部内外面に煤附着。焼成　ややあまい。
色調　にぶい黄橙色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面に板状工具痕あり。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―（２．１）８．６皿土師器灰色粗砂まじり極細

砂９５－１面上層�Ｄ３

口縁部内外面に煤附着。焼成　ややあまい。
色調　にぶい黄橙色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―（２．２）８．６皿土師器灰色粗砂まじりシルト９５－１面上層�Ｂ４

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。
底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
緩やかに直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―２．０８．９皿土師器汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ａ５

口縁部内外面に煤附着。焼成　ややあまい。
色調　浅黄橙色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。体部内面に布目圧痕あり。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３（９．２）皿土師器汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ｄ６

口縁部内外面に煤附着。２次焼成を受けたためか、
器面の剥離が著しい。色調　にぶい黄褐色。Ａ
ｂ１�類

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。
底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に外上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１１０．０皿土師器灰色粗砂まじりシルト９５－１面上層�Ｃ７

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―（２．１）（１１．７）皿土師器灰色粗砂まじりシルト９５－１面上層�Ａ８

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．６１２．２皿土師器９５－１面上層シルト―�９

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。
底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。体部は緩やかに直線的に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―２．７１３．８皿土師器灰色粗砂まじりシルト９５－１面上層�Ａ１０

色調　暗灰黄色。Ｅａ２類
口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。体部外
面中位に指頭圧痕が残る。底部外面　板ナデ調整。体部内面　５条１単位
の擂目施文。

平底。体部は大きく内彎。口縁端部は丸みをもつ。（８．９）８．６（１３．９）擂鉢瓦質土器灰色粗砂混じりシルト９５－１面上層�Ａ１１

色調　橙色。越前焼。Ｂ２類。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。体部内面　櫛描きで擂目施文。体部は斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。口縁部
内面に凹線１条。―（６．１）（３１．７）擂鉢無釉陶器汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ｃ１２

色調　にぶい赤褐色。越前焼。Ｂ２類。１６世紀
代。　　内外面とも回転ナデ調整。口縁部～体部内面に１０条１単位の擂目施文。体部は斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。口縁部

内面に凹線１条。―（６．２）（３３．６）擂鉢無釉陶器汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ｃ１３

色調　にぶい橙色。越前焼。Ｂ２類。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。口縁部～体部内面に１０条１単位の擂目施文。体部は斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。口縁部
内面に凹線１条。―（５．６）（３５．６）擂鉢無釉陶器汚れた黄灰色シルト

（下半）９５－１面上層�Ｄ１４

瀬戸・美濃系。�Ｂ類。大窯�期。１６世紀代。内外面とも灰釉施釉。くすんだ浅黄色に発色。底部は碁笥底状に浅く削りだす。
体部はほぼ直線的に斜め上方に延びる。４．０１．５（５．８）皿施釉陶器汚れた黄灰色シルト

灰色粗砂まじりシルト９５－１面上層�１５

瀬戸･ 美濃系小天目茶碗。内面　鉄釉施釉。暗褐色に発色。外面　露胎。底部の器壁は厚い。高台は浅く削りだす輪高台。（２．７）（２．２）―�施釉陶器灰色粗砂まじり極細
砂９５－１面上層�Ｄ１６

瀬戸・美濃系天目茶碗。大窯�期。１６世紀代。
口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。内外面
とも鉄釉施釉。灰被りのため、灰褐色に発色。高台脇以下露胎。露胎部は
暗赤褐色に発色。

高台は内反高台。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に
延びる。口縁部は屈曲し、僅かに外方にひらく。（４．０）６．０（１１．６）�施釉陶器汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�－�１７

華南産？。内外面とも灰釉施釉。淡緑灰色に発色。高台脇以下は露胎。
平底。高台は比較的幅が広く低い。体部は直線的に斜め
上方に延びる。体部外面に縦方向に小さい凸帯を貼り付
け。

（１２．０）（２．５）―壺施釉陶器汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ｄ１８

龍泉窯系青磁細蓮弁文碗。�Ｂ２類。１６世紀代。体部外面に剣頭と身の一致しない蓮弁文を線描きで施文。内外面とも施釉。
淡暗緑灰色に発色。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。―（４．２）（１１．４）碗青磁汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ａ１９

龍泉窯系青磁。口縁部内外面　青磁釉施釉。暗緑灰色に発色。口縁部は外方にひらく。端部に刻みを入れて輪花状に整
形する。―――輪花皿青磁汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ｂ２０

森田分類　Ｅ－４群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。型作り成形。体部は内彎気味に緩やかに斜め上方に延び
る。内外面とも型押しで菊花状に成形。―（２．０）（９．８）菊花皿白磁汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ｄ２１

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。畳付に砂附
着。

高台は比較的細く、低い。平底。体部は僅かに内彎気味
に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。（６．３）２．８（１０．９）皿白磁汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�－�２２

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。砂附着。
高台は断面三角形状で低い。体部は僅かに内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は若干外方にひらく。口縁端
部は丸味をもつ。

（７．１）３．２（１２．８）皿白磁汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�－�２３

第３２表　出土土器・陶磁器観察表
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。
高台は断面三角形状で畳付は尖る。体部はほぼ直線的
に斜め上方に延びる。口縁部は若干外方にひらく。口縁
端部は丸味をもつ。

（８．７）２．６（１４．２）皿白磁黄色中砂―�２４

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。器壁は比較的薄い。体部はほぼ直線的に斜め上方に延
びる。口縁部は大きく外方にひらく。―（２．１）（１７．８）皿白磁汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ａ２５

器面に虫喰いが目立つ。華南産白磁。小碗。１６
世紀代。

内外面とも透明釉施釉。白色に発色。底部内面　蛇ノ目状釉ハギ。高台畳
付の釉かきとり。底部の器壁は比較的厚い。高台は断面三角形状。（９．８５）（１．４５）―小碗白磁汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�２６

華南産白磁。小碗Ａ類。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。―（２．７）（７．０）小碗白磁シルト９５－１面上層�Ａ　

�Ｄ２７

明青花磁器。１６世紀代。内面　呉須　草花文。外面　界線１条。平底。高台は断面台形状で低い。（７．８）（０．９）―皿青花磁器汚れた黄灰色シルト黄砂中砂�２８

明青花磁器。１６世紀代。底部内面　界線２条・牡丹文？。底部外面　蛇の目状に釉ハギ。碁笥底。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。（２．３）（１．９）―碗青花磁器汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ｄ２９

芙蓉手皿。明末～清初。１７世紀前半。内面　窓絵で草花文施文。外面　丸文など。器壁は薄い。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口
縁部は緩やかに外方にひらく。―（２．４）（１６．４）皿青花磁器汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�３０

粗製の明青花磁器。�Ａ類。内面　草花文施文。外面　無文。色調　黒味がかった灰白色。碁笥底風に成形。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。
口縁部は外方にひらく。（５．３）（３．６）（１３．９）皿青花磁器汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ｄ３１

明青花磁器。Ａ類。饅頭心碗。１６世紀代。底部外面　界線１条・「長□□□」銘。底部内面　草花文。高台は比較的細く高い。体部は内彎気味に斜め上方に立
ち上がる。（４．３）（２．３）―碗青花磁器汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ｂ３２

内面に煤附着。焼成　ややあまい。色調　にぶ
い黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．５皿土師器―９５－Ｐ２０�Ａ３３

焼成　良好。色調　灰色。京都系。Ａａ２�類。
器面の摩滅が著しい。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指お
さえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２９．５皿土師器―９５－Ｐ１９�Ａ３４

朝鮮製青磁か？内外面とも青磁釉施釉。外面の高台脇以下露胎。底部内面に砂目跡４箇所。平底。高台は逆台形状で低い。体部は内彎気味に斜め
上方に立ち上がる。（５．９）（３．４）―碗青磁―

―
ＳＤ５１００１
９５－２面まで

�Ｄ
�Ｂ３５

口縁部内外面に煤附着。焼成　ややあまい。
色調にぶい黄色。Ｂ�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は僅かに内
彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．５（６．５）皿土師器旧流路１ＳＤ５１００５�３６

口縁部内外面に煤附着。焼成　ややあまい。
色調　浅黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１９．２皿土師器―ＳＤ５１００５�Ｄ３７

口縁部内外面に煤附着。焼成　ややあまい。
色調　灰黄色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。器高はやや高い。平底。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３８．６皿土師器―ＳＤ５１００５

流路�内�３８

口縁部内外面に煤附着。焼成　ややあまい。
色調　にぶい黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９９．３皿土師器―ＳＤ５１００５�Ｄ３９

器面に細かい貫入。景徳鎮窯産の青白磁か？
１２～１３世紀代。内外面とも透明釉施釉。青味を帯びた白色に発色。器壁は比較的薄い。型作り成形。型押しで花弁状に成形。―（１．７）―皿白磁―流路�

ＳＤ５１００５�４０

華南産白磁。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。高台は断面三角形状で低い。（６．５）（１．６）―杯白磁―流路�内�４１

器面に虫喰い。明青花磁器。Ｂ類。蓮子碗。１６
世紀代。外面　呉須　芭蕉文。内面　呉須　界線２条・草花文。高台は断面逆台形状。体部は緩やかに斜め上方に立ち

上がる。（５．３）（２．６）―碗青花磁器清掃時流路��４２

口縁部に若干煤附着。焼成　良好。色調　に
ぶい黄橙色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．６皿土師器―９５－１面�Ｂ４３

口縁部端部に煤若干附着。焼成　良好。色調
　浅黄色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的厚い。平底。体部は直線
的に外上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．８皿土師器灰色粗砂まじりシルト―�Ｂ４４

器面の剥離が著しい。焼成　ややあまい。色調
　浅黄色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３（９．９）皿土師器火事かたづけ土９５－１面上層�Ａ４５

焼成　ややあまい。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．６１２．４皿土師器第１整地面上

（暗灰色シルト）―�４６

焼成　良好。色調　　浅黄色。京都系。Ａｂ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２１２．５皿土師器暗灰色シルト

（堀内カ）―�Ｄ４７
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

蓋付きの火消し壷か？。�類。色調　灰色。内外面とも回転ナデ調整。体部はほぼ直立。口縁部はやや内傾。―（７．１）（２５．９）桶形容器瓦質土器上層シルト９５－１面�４８

色調　灰～オリーブ黒色。Ａａ１類。
口縁部内外面　回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、回転ナデ調整。
体部内面　５条１単位の擂目施文。底部内面　６条１単位の擂目を３方から交
差させる形で施文。底部外面　不調整。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
丸味をもつ。口縁部の１ヶ所を捻って片口を作り出す。（１２．０）１３．５（２４．０）擂鉢瓦質土器灰色粗砂混じりシルト

極細砂

９５－１面まで
（９５－２火事かた
づけ含む）

�Ｄ４９

色調　橙色。越前焼。Ｂ３類。１６世紀代。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。体部内
面　１１条１単位の擂目を櫛描きで施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は上面に水
平に端面をもつ。口縁部内面に凹部をもつ。―（１１．７）（３８．２）擂鉢無釉陶器上層

灰色粗砂まじりシルト９５－１面�Ｂ５０

高台畳付に砂附着。朝鮮陶器か？内外面とも鉄釉施釉。褐灰色に発色。底部内面に砂目跡２ヶ所。高台は幅が広く低い。（４．８）（１．９）―�施釉陶器濁灰色シルト
（灰白色粒まじり）

９５－１面直上
まで�Ｄ５１

底部穿孔１ヶ所。頸部もその際、打ち欠いたもの
か。古瀬戸中期。１４世紀代か？

内外面とも回転ナデ調整。底部外面　不調整。糸切痕が残る。体部外面上
半部に印花で割菱文を４箇所施文する。外面は全面に灰釉施釉。暗緑色に
発色。内面　露胎。

平底。体部大きく内彎。体部中位に最大径をもつ。体部
外面の中位に注口の貼り付け痕が見られる。頸部より上は
欠失。

（２．７）（３．０）―水滴施釉陶器暗灰シルト９５－１面直上�５２

器面は２次的に火を受ける。瀬戸・美濃系。大窯
�期。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。内外面
とも鉄釉施釉。暗茶褐色に発色。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は屈曲して、
僅かに外方にひらく。―（３．７）（９．０）天目茶碗施釉陶器灰色粗砂まじり極細

砂９５－１面まで�Ａ５３

建窯産天目茶碗。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。内外面
とも鉄釉施釉。暗茶褐色に発色。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は屈曲して、
僅かに外方にひらく。―（３．３）（１０．１）�施釉陶器―９５－１面まで�－�５４

胎土から美濃系天目茶碗。大窯期。１６世紀代。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。内外面
とも鉄釉施釉。黒褐色に発色。

体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は屈
曲して、僅かに外方にひらく。―（４．２）（１１．７）�施釉陶器上層シルト

（灰色粗砂まじり）９５－１面�５５

建窯産天目茶碗。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。内外面とも鉄釉施釉。禾目状に発色。
外面の体部下半以下は露胎。

体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は僅かに外
反。口縁端部は尖り気味。（１０．０）５．４（１８．２）�施釉陶器上層シルト

江戸以降の溝か？

９５－２整地層より
下
９５－１面

�
�Ｄ５６

茶入れとして使用か？　瀬戸・美濃系。古瀬戸
中期。１４世紀代？内外面とも灰釉施釉。淡緑灰色に発色。体部は内彎。口縁部は外傾。口縁端部は丸味をもつ。（８．２）（３．３）（６．０）小壺施釉陶器灰色粗砂まじり極細

砂

９５－１面まで
（第２火事かたづ
け含む）

�Ｄ５７

華南産白磁。小壷の蓋。外面　透明釉施釉。青味を帯びた白色に発色。内面　露胎。形態は山笠形。上面に扁平なつまみを貼り付ける。２．４１．２―蓋白磁北壁９５－１整地層
直上―５８

龍泉窯系青磁。内外面とも青磁釉施釉。暗黄緑色に発色。体部は直立。口縁端部を内側に水平に引き出す。―（２．５）（８．０）香炉青磁上層シルト９５－１面�Ａ
�Ｄ５９

華南産白磁。森田分類　Ｅ－４群。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。型作り成形。型押しで内外面とも菊花状に成形。―（２．０）（１１．７）菊花皿白磁灰色粗砂まじり極細
砂９５－１面まで�Ａ６０

華南産白磁。森田分類皿Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。器面に虫喰い。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひ
らく。―（２．２）（１１．０）皿白磁サブトレ際

９５－１面整地
まで
９５－２・９５－３面

�
�Ｄ６１

華南産白磁。森田分類皿Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。畳付に砂附
着。高台は断面三角形状で低い。（６．６）（１．５）―皿白磁上層シルト９５－１面�Ａ６２

華南産白磁。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。畳付及び高
台裏に砂附着。

平底。高台は断面三角形状で低い。体部は緩やかに斜
め上方に延びる。（７．１）（１．５）―皿白磁灰色粗砂まじり極細

砂９５－１面まで�Ｂ６３

華南産白磁。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台裏に砂が大量に附着。平底。高台は断面台形状で低い。（７．７）（１．６）―碗白磁上層シルト９５－１面�Ａ
�Ｂ６４

朝鮮製か？口縁部～体部上半　内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。体部下半以
下　内外面とも露胎。

器壁は比較的薄い。高台は幅が広く低い。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は外方にひらく。（６．９）２．６（１２．８）皿白磁灰色シルト中９５－１面まで�６５

華南産白磁？内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。底部内面　蛇ノ目状釉ハギ。高台
畳付の釉かきとり。

高台は断面台形状で低い。平底。体部は若干外反気味
に斜め上方に延びる。（２．９）（３．２）―杯白磁（炭まじり暗灰シルト）

ＳＨ直上
９５－１面整地
まで�６６

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　界線２条･ 細かい草花文。内面　界線２条。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は大きく外方
にひらく。―（５．０）―碗青花磁器

灰色粗砂まじり極細
砂
１ａ層

９５－１面まで
９５－１面

�Ａ
�

６７

明青花磁器。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台裏　呉須　崩れた文字で「□
□□年製」銘。

高台は比較的細く高い。底部の器壁は比較的厚い。体部
は斜め上方に延びる。２．６（１．８）―杯青花磁器灰色粗砂まじり極細

砂９５－１面まで�Ａ６８

粗製の明青花磁器。�Ｃ類。１６世紀代。器面は灰被りが著しく、白濁する。釉切れも著しい。外面　淡い呉須で界線２
条･ 細かい草花文・界線２条。内面　界線１･２条。いずれも不鮮明。

高台は断面台形状。体部は内彎気味に斜め上方に延び
る。（４．９）４．８（１３．４）碗青花磁器黒灰色シルト直上９５－１面�６９

色調　暗灰色。�類。口縁部内外面　ヨコナデ調整。体部外面　縦方向のミガキ調整。体部内面
　指おさえ。指頭圧痕が残る。

体部はほぼ直立。口縁端部は上面に水平に端面をもつ。
体部外面　断面三角形状の凸帯１条。―（９．５）（１９．８）桶形容器瓦質土器

灰色粗砂まじりシルト
黒色腐植土層

９５－１面直上
９５－２面
ＳＤ５２００１
西サブトレ
９５－３～４面

�Ｂ
�Ｃ
�Ａ

７０

色調　にぶい黄橙色。口縁部～体部内外面　ヨコナデ調整。底部外面　不調整。非ロクロ成形。体部～口縁部を２ヶ所を内側に折り曲げて、
耳皿を成形。４．２２．０大６．２

小１．０耳皿土師器―ＳＤ５２００２上半・
主�Ｄ７１

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
にぶい黄橙色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．１皿土師器焼土まじりシルトＳＤ５２００２北端　

９５－３面対応�Ａ７２
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

口縁部に煤附着。焼成　良好。色調　にぶい
黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．５皿土師器―ＳＤ５２００２下半�Ｄ７３

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。体部と底部の界は比較的不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．４皿土師器―ＳＤ５２００２下半�Ｄ７４

内外面とも全面に煤附着。焼成　良好。色調　
灰オリーブ色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．５皿土師器―ＳＤ５２００２�Ｄ７５

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
灰黄色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。器高は比較的高い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４８．５皿土師器―ＳＤ５２００２�Ｄ７６

口縁部に煤附着。焼成　良好。色調　灰黄色。
Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．６皿土師器焼土まじりシルト

（９５－３面対応）ＳＤ５２００２北端�Ａ７７

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―２．１８．６皿土師器ＳＤ５２００２上半�Ｄ７８

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
にぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．８皿土師器―ＳＤ５２００２�Ｄ７９

口縁部内外面に若干煤附着。焼成　良好。色
調　灰黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２８．８皿土師器―ＳＤ５２００２�Ｄ８０

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１９．９皿土師器―ＳＤ５２００２�Ｄ８１

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　多方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１２．１皿土師器―ＳＤ５２００２�Ｄ８２

内外面とも煤が多量に附着。焼成良好。色調　
暗灰色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４（１２．３）皿土師器ＳＤ５２００２上半�Ｄ８３

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１２．４皿土師器―ＳＤ５２００２下半�Ｄ８４

焼成　良好。色調　暗灰色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。内面全体に煤が多量に附着。調整は観察出来ず。

非ロクロ成形。体部と底部の界は比較的不明瞭。体部は
緩やかに斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．７１２．４皿土師器―ＳＤ５２００２下半�Ｄ８５

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａｂ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３（１２．５）皿土師器焼土まじりシルトＳＤ５２００２北端　

９５－３面対応�Ａ８６

焼成　良好。色調　灰黄褐色。京都系。Ａａ２
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　多方向のナデ調整。
底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．７１２．６皿土師器―ＳＤ５２００２�Ｄ８７

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　多方向のナデ調整。
底部内面に円圏（沈泥）が残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．６１２．７皿土師器―ＳＤ５２００２�Ｄ８８

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。体部と底部の界は比較的不明瞭。体部は
緩やかに斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．８１４．４皿土師器―ＳＤ５２００２下半�Ｄ８９

焼成　ややあまい。色調　灰褐色。越前焼。Ｂ
２類。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。体部外
面下位　回転ヘラ削り。体部内面　１０条１単位の櫛描きの擂目を施文。擂
目は一部交差する。底部外面　不調整。

平底。体部は直線的に外上方に延びる。口縁端部は尖り
気味に収める。口縁部内面に凹線１条。１７．８１２．５（３６．３）擂鉢無釉陶器―ＳＤ５２００２�Ｃ９０

焼成堅緻。色調　灰赤褐色。備前焼�期　１６
世紀代。内外面とも回転ナデ調整。外面　灰被り。体部は内彎。頸部はほぼ直立。口縁部は外方にひらく。

口縁端部は尖り気味。（１１．６）（１１．１）（３．９）徳利無釉陶器焼土まじりシルト
（９５－３面対応）ＳＤ５２００２北端　�Ａ９１

華南産白磁。森田分類　皿Ｅ－４群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。型作り成形。型押しで内外面とも菊花状に成形。―（１．８）（１０．９）菊花皿白磁上半ＳＤ５２００２�Ｄ９２

華南産白磁。森田分類皿Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰被りのためか、細かい縞状に灰色が混じった発色。器壁は比較的薄い。体部は内彎気味に斜め上方に延び
る。口縁部は外方にひらく。―（２．４）（１１．６）皿白磁焼土まじりシルト

（９５－３面対応）ＳＤ５２００２北端　�Ａ９３

華南産白磁。森田分類Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。畳付の釉かきとり。砂付着。平底。高台は断面台形状で低い。体部は内彎気味に斜
め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。７．８３．６１４．１皿白磁焼土まじりシルト

（９５－３面対応）ＳＤ５２００２北端　�Ａ９４

華南産白磁。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。畳付の釉かきとり。平底。高台は断面台形状で低い。（９．７）（１．２）―皿白磁腐植土より上の埋土ＳＤ５２００２�Ｄ９５

華南産白磁。碗Ａ類。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。器壁は比較的薄い。体部は内彎気味に斜め上方に延び
る。口縁端部は丸味をもつ。―（５．４）（１０．８）碗白磁―ＳＤ５２００２上半主�Ｂ９６

明青花磁器。１６世紀後半～１７世紀初頭。外面　呉須　界線２条・牡丹唐草文・界線２条。内面　界線２･２条。底部内
面　牡丹文。器壁は非常に薄い。口縁端部は尖り気味。―（３．７）（１０．７）碗青花磁器―ＳＤ５２００２下半�Ｄ９７
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

口縁部内外面に煤附着。焼成良好。色調　灰
黄色。京都系。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．７皿土師器―ＳＤ５２００３�Ｂ９８

焼成　良好　色調　にぶい黄橙色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は器壁が厚い。―１．９８．７皿土師器９５－３面対応ＳＤ５２００３下層�Ｂ９９

内面の口縁部から底部にかけて煤附着。焼成　
良好。色調　灰黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は比較的明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．９皿土師器９５－３面対応　９５－２面

（ＳＤ５２００３）�Ｃ１００

口縁端部に煤附着。底部外面に爪形あり。焼成
　良好　色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。内面に布目跡か？

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。―２．０９．０皿土師器―ＳＤ５２００３�Ｃ１０１

焼成　良好。色調　灰黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　多方向のナデ調整。
底部内面に円圏が微かに残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。やや上げ底気
味。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り
気味。

―２．０（１２．７）皿土師器９５－３面対応ＳＤ５２００３溝底�Ｃ１０２

焼成　良好。色調　黄灰色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部外面に浅い段をもつ。体部外面
　指おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。
底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。―２．３（１２．８）皿土師器―ＳＤ５２００３�Ｂ１０３

焼成良好。色調　にぶい黄色。京都系。Ａｂ２
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形は大きく歪む。平底。体部は緩やかに
直線的に斜め上方に延びる。―２．９１３．９皿土師器―ＳＤ５２００３�Ｂ１０４

色調　灰～暗灰色。�類。口縁部～体部　内外面とも密にヘラミガキ調整。底部内面　不定方向のヘラ
ミガキ調整。底部外面　不定方向のナデ調整。

断面逆台形の比較的高い高台を貼り付け。平底。体部は
大きく内彎。口縁端部は丸みをもつ。体部外面中位に把
手を２ヶ所貼り付け。

（１４．６）９．３（１７．６）火舎香炉瓦質土器樹木下ＳＤ５２００３�１０５

器面は平滑。色調　暗灰色。�類。口縁部～体部　内外面とも密にヘラミガキ調整。底部内面　２方向のヘラミガ
キ調整。底部外面　ハケ目調整。

断面逆台形の比較的高い高台を貼り付け。平底。体部は
大きく内彎。口縁端部は丸みをもつ。体部外面中位に把
手を２ヶ所貼り付け。

（１４．６）９．５（１７．０）火舎香炉瓦質土器―ＳＤ５２００３�Ｂ１０６

色調　暗灰色。椀形の小型の擂鉢。Ｅｂ２類。口縁部内外面　回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、回転ナデ調整。
体部内面　５条１単位の擂目施文。

体部は内彎。口縁端部は丸みをもつ。口縁部の１ヶ所を
捻って、片口を作り出す。―（５．８）（１２．７）擂鉢瓦質土器―ＳＤ５２００３�Ｃ１０７

瀬戸・美濃系。大窯�期。１６世紀後半代。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑色に発色。器面に細かい貫入。体部は直立。部分的に節状に屈曲。口縁端部は内側に
水平に引き出す。―（２．９）（６．８）香炉施釉陶器―ＳＤ５２００３�Ｄ１０８

明青花磁器。Ｂ類。蓮子碗。１６世紀代。外面　呉須　芭蕉文。底部内面　呉須　草花文。器面に虫喰い。底部の器壁は厚い。高台は比較的細く高い。体部は内彎
気味に斜め上方に立ち上がる。（４．２）（３．８）―碗青花磁器上半ＳＤ５２００３西�Ｃ１０９

人為的に打ち欠いており、面子の未製品。原体
は華南産白磁か？内外面とも透明釉施釉。明オリーブ灰色に発色。高台脇以下は露胎。底部の器壁は比較的厚い。高台は断面台形状で低い。（５．２）（２．０）―碗白磁―ＳＤ５２００４�Ｄ１１０

口縁部に煤附着。焼成　良好。色調　浅黄色。
京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面に板状工具痕。

非ロクロ成形。器壁は比較的厚い。平底。底部と体部の
界は不明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。―２．１（８．５）皿土師器―ＳＤ５２００５�Ｃ１１１

口縁部内外面に煤附着。焼成良好。色調　浅
黄色。京都系。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形は若干歪む。平底。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９８．３皿土師器―ＳＤ５２００６�Ｄ１１２

色調　にぶい橙色。京都系。Ａａ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　摩滅のため調整不
明。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。―２．０（９．６）皿土師器―ＳＤ５２００６�Ｄ１１３

色調　にぶい橙色。京都系。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４（１２．５）皿土師器―ＳＤ５２００６�Ｄ１１４

焼成　良好。色調　淡黄色。京都系。Ａａ２�
類。

器面は著しく摩滅する。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１９．１皿土師器―９５－２面

ＳＤ５２００７�Ａ１１５

華南産の鉄釉四耳壺片か？　１６世紀代。内外面とも鉄釉施釉。暗茶褐色に発色。口縁部は内傾。体部外面に横耳を貼り付け。体部は僅か
に内彎。厚１．１巾

（５．０）
長

（９．８）四耳壺？施釉陶器埋土は焼土まじり腐植
土ＳＤ５２００７�Ａ１１６

焼成　良好。色調　浅黄色。Ｂ�類。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部外面　不
調整。

非ロクロ成形。平底。体部は内彎してほぼ直上に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．６（４．９）皿土師器暗灰腐植土９５－３面まで

ＳＤ５２００８大溝�１１７

口縁部に煤附着。焼成　良好　色調　にぶい
黄橙色。京都系。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．１皿土師器―ＳＤ５２００８�Ｄ１１８

焼成　良好。色調　黄灰色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
体部内面に布目圧痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．２皿土師器９５－３面対応ＳＤ５２００８北溝　�Ａ１１９

焼成良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面　板状工具痕。

器形はかなり歪む。非ロクロ成形。底部と体部の界は不明
瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。―２．１８．２皿土師器―ＳＤ５２００８―１２０

焼成良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。Ａａ
１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。底部と体部の界は不明瞭。体部は直線的
に斜め上方に延びる。―２．２８．３皿土師器―ＳＤ５２００８―１２１

焼成　良好。色調　灰白色。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．３皿土師器―――１２２
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器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。Ａａ
１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３８．４皿土師器―ＳＤ５２００８�Ａ１２３

口縁部内面に煤若干附着。焼成　良好。色調
　黄褐色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．４皿土師器―――１２４

焼成　良好。色調　にぶい黄褐色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０（８．４）皿土師器―ＳＤ５２００８�１２５

内面の１／３に煤附着。焼成　良好。色調　灰
黄褐色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．４皿土師器９５－３面対応ＳＤ５２００８下層　�Ａ１２６

焼成　あまい。色調　にぶい黄橙色。器面は摩滅が著しい。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指お
さえの後ナデ調整。体部内面　ナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的厚い。平底。体部は短く直
線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．５（８．４）皿土師器茶色フショク土ＳＤ５２００８－ａ�Ｄ１２７

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。外面の体部
～底部　指おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。

器形はかなり歪む。非ロクロ成形。平底。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２８．５皿土師器９５－２面Ｓ層より下ＳＤ５２００８大溝

直上�１２８

焼成良好。色調　浅黄色。Ａａ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。体部内面に布目跡？　底部内
面　一方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的厚い。平底。体部と底部の
界　比較的明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。

―２．２８．５皿土師器―ＳＤ５２００８―１２９

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。丸底。底部と体部の界は不明瞭。体部は
僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９８．２皿土師器―９５－３面まで

ＳＤ５２００８大溝内�１３０

焼成良好。色調　浅黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形は歪む。平底。底部と体部の界は不
明瞭。体部は緩やかに直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。

―２．０８．７皿土師器―ＳＤ５２００８上層�Ａ１３１

口縁部内外面　煤附着。焼成良好。色調　浅
黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　摩滅のため調整不
明。底部外面　板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。口縁
部内面に凹部をもつ。

―２．０８．８皿土師器―ＳＤ５２００８南溝�１３２

口縁部に煤附着。焼成　ややあまい。色調　に
ぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１（８．８）皿土師器９５－３面対応ＳＤ５２００８下層　�Ａ１３３

焼成良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部外面に板目状圧痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．８皿土師器―ＳＤ５２００８�Ａ１３４

体部内面～体部外面にかけて煤附着。焼成　
良好。色調　暗灰色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁部は僅かに外方にひらく。―２．１９．２皿土師器―ＳＤ５２００８�Ａ１３５

焼成良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面　板状工具痕。

器形は歪む。非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は比
較的明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。―２．５９．７皿土師器―ＳＤ５２００８―１３６

口縁部に煤附着。焼成良好。色調　灰黄色。
京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は明瞭。体部は直
線的に斜め上方に延びる。―２．４１０．０皿土師器―ＳＤ５２００８―１３７

口縁部内外面に煤附着。焼成良好。色調　浅
黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は比較的明瞭。体
部は緩やかに直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖
り気味。

―２．２（１０．０）皿土師器―ＳＤ５２００８�１３８

内外面とも被熱のため、黒褐色に変色。京都系。
Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
緩やかに斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０１０．２皿土師器９５－２面Ｓ層より下ＳＤ５２００８大溝

直上�１３９

内面に墨痕。焼成　良好。色調　灰白色。Ａａ
１�類。内外面ともヨコナデ調整。外面に指頭圧痕。土師器皿の口縁部～体部。―２．３（１１．９）皿土師器ＳＤ－（２００８大溝をう

める）ＳＤ５２００８南溝肩�１４０

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が薄く残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１１２．２皿土師器―ＳＤ５２００８�Ａ１４１

焼成良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。Ａｂ
１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　一方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界　比較的明瞭。体
部は緩やかに直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖
り気味。

―２．５１２．３皿土師器―ＳＤ５２００８―１４２

口縁部内面に煤若干附着。焼成　良好。色調
　浅黄色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。―２．４１２．４皿土師器―――１４３

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に、直線的に斜め上方に延びる。―２．５１２．４皿土師器―――１４４

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は全体に薄い。平底。体部は直線的
に外上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１（１２．５）皿土師器９５－４面腐植まじるＳＤ５２００８大溝内�１４５

焼成良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。―２．０（１２．６）皿土師器―ＳＤ５２００８上層�１４６
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器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成　良好。色調　黄灰色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。器形はかなり歪む。平底。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５（１２．９）皿土師器レキまじり暗灰極細砂ＳＤ５２００８�Ｄ１４７

焼成　良好。色調　浅黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１１２．９皿土師器９５－３面の溝ＳＤ５２００８下層�Ａ１４８

焼成良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は丸味をもつ。―２．３（１３．０）皿土師器３ＳまでＳＤ５２００８大溝内

及び上部埋土�１４９

口縁部内外面　煤附着。底部内面に籾跡。焼
成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は緩やかに外上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２１３．１皿土師器―９５－３面まで

ＳＤ５２００８大溝内�１５０

内外面とも煤附着。焼成良好。色調　浅黄色。
京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形は歪む。平底。体部と底部の界は不
明瞭。体部は緩やかに斜め上方に延びる。―２．９１３．３皿土師器―ＳＤ５２００８―１５１

焼成　ややあまい。色調　浅黄橙色。京都系。
Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　器面の剥離が著しい。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．８（１３．８）皿土師器―ＳＤ５２００８下層�Ａ１５２

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　多方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１４．３皿土師器９５－３面対応ＳＤ５２００８下層　�Ａ１５３

焼成良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　一方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部と底部の
界　比較的明瞭。体部は緩やかに直線的に斜め上方に
延びる。口縁端部は尖り気味。

―２．４１４．５皿土師器―ＳＤ５２００８―１５４

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―３．０１４．８皿土師器―ＳＤ５２００８�Ａ１５５

焼成良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　多方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は比較的明瞭。体
部は緩やかに直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖
り気味。

―２．３（１６．２）皿土師器―９５－２面　
ＳＤ５２００８�１５６

焼成良好。色調　にぶい黄褐色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
緩やかに僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部
は尖り気味。

―３．２（１６．２）皿土師器ＳＤ（２００８大溝をうめ
る）ＳＤ５２００８南溝肩�１５７

色調　にぶい橙色。口縁部～体部内外面　ヨコナデ調整。底部外面　不調整。非ロクロ成形。体部～口縁部を２ヶ所内側に折り曲げて、
耳皿を成形。４．３１．８大６．４

小１．７耳皿土師器９５－３面対応ＳＤ５２００８下層�Ａ１５８

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。内外面ともヨコナデ調整。
非ロクロ成形。平底。底部に断面三角形状の脚を貼り付
ける（おそらく３脚か）。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。

―――脚付皿土師器―ＳＤ５２００８下層�Ａ１５９

底部外面　剥落。色調　にぶい黄橙色。型作り成形。内面に布目圧痕。外面　縦方向の板ナデ調整。平底。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。（７．７）（３．０）―壺土師器第２・３面
ＳＤ５２００８大溝上
面
９５－２面＋１

�１６０

色調　にぶい黄橙色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。体部は内彎。口縁部は短く、僅かに内傾。―（６．０）（８．０）壺瓦質土器―
フショク土主

９５－２面
ＳＤ５２００８
ＳＤ５２００８北の中
央部

�Ａ１６１

焼成　堅緻。色調　にぶい黄橙色。体部内面　ヘラ削り調整。体部外面　丁寧な回転ナデ調整。器面を平滑に
仕上げる。

口縁部～体部　僅かに内傾。口縁部は内側に断面楕円
形状に肥厚。―（４．３）（７．３）壺土師器―９５－２面

ＳＤ５２００８�Ａ１６２

色調　褐灰色。�類。体部外面　凸帯１条貼り付け。印花文施文。底部内外面　不定方向のナデ。平底。体部は直立。底部外面に脚部の貼り付け痕。（２２．５）（３．０）―桶形容器瓦質土器―ＳＤ５２００８上層�１６３

色調　黒色。�類。体部外面　縦方向のミガキ調整。口縁部内面　横方向のミガキ調整。体部
～底部内面　回転ナデ調整。底部外面　不定方向のナデ調整。

平底。断面逆台形状の脚を３箇所貼り付ける。体部は直
立。口縁端部は上面に水平に端面をもつ。（１０．５）５．５（１０．９）火舎香炉瓦質土器

―
根太・腐植含む
東西サブトレ�

９５－２面
ＳＤ５２００８
ＳＤ５２０２７
第１～３整地層ま
で

�－�
�Ａ
�－�

１６４

器面は平滑。色調　黒灰色。�類。内外面とも回転ナデ調整。
体部は内彎。口縁部は短く直立。口縁端部は水平に端面
をもつ。端部上面に薄い板状の粘土板を貼り付け。体部
上面に透かし有り。

（３９．４）（７．２）（２６．９）火鉢瓦質土器

２ａより下暗褐灰色シル
ト

―
―

東西サブトレ�
ＳＤ５２００８下層
南北側溝

�－�
�Ａ
�－�

１６５

使用により内面は著しく磨耗。色調　黒色。Ｅｂ１
類。内外面とも回転ナデ調整。体部内面　７条１単位の擂目を櫛描きで施文。平底。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部

は丸味をもつ。口縁部の１ヶ所を捻って片口を作り出す。（１０．５）１０．７（１７．６）擂鉢瓦質土器―ＳＤ５２００８�Ａ１６６

体部内外面　大きく剥離。色調　暗灰色。Ｃａ２
類。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指押さえ→縦方向のハケ
目調整の後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　７条１単位の擂目施
文。縦方向の擂目の上に７条１単位の波状沈線施文。底部内面　×状に交
差して擂目施文。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
丸味ををもつ。（１１．３）９．８（２２．９）擂鉢瓦質土器下層フショク主ＳＤ５２００８

タチワリ�Ｄ１６７

焼成は非常に堅緻。口縁部～体部内面　胡麻
状に灰被り。色調　にぶい暗赤褐色。備前焼�
期。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　回転ナデ調整。体部内面
　１３条１単位の擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は上下に拡張
して縁帯を形成する。口縁部外面　凹線２条。―（１８．５）（３４．２）擂鉢無釉陶器―ＳＤ５２００８―１６８



－
214－

備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成は堅緻。備前焼�期　１５世紀代。内外面とも回転ナデ調整。口縁部は断面楕円形状に肥厚する。―（５．７）―甕無釉陶器―ＳＤ５２００８�Ｄ１６９

内面は使用のため、著しく磨耗する。焼成　や
やあまい。色調　にぶい赤褐色。越前焼。Ｂ２
類。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。体部内
面　９条１単位の櫛描きの擂目施文。体部外面下位　回転ヘラ削り。底部外
面　不調整。

粘土紐巻上げ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に
延びる。口縁端部は尖り気味。１６．２１１．６（３５．３）擂鉢無釉陶器

灰色粗砂混じりシルト
―
―

９５－１面上層
ＳＤ５２００８
ＳＤ５２００８

�Ｄ
―
―

１７０

焼成　ややあまい。色調　浅黄色。越前焼。Ｃ
２類。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　回転ナデ調整。体部内面
　９条１単位の擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部内面　凹線１
条。―（７．５）（２９．６）擂鉢無釉陶器―ＳＤ５２００８―１７１

内面の下位が特に使用のため摩滅する。焼成　
良好。色調　にぶい赤褐色。越前焼。Ｃ２類。
１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。体部内
面に１０条１単位の擂目施文。一部、斜め方向に交差する擂目を施文。体部
外面下位　ヘラケズリ調整。底部外面　不調整。

粘土紐巻上げ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に
延びる。口縁端部は尖り気味。口縁部内面に凹線１条。１７．９１２．９３３．３擂鉢無釉陶器１層フショク主他ＳＤ５２００８

タチワリ他�Ｄ１７２

特に内面の下位が使用のため、摩滅が著しい。
焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。越前焼。
Ｃ２類。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。体部内
面に９条１単位の櫛描きの擂目を施文。底部内面にも擂目施文。体部外面下
位～底部外面　ヘラ削り調整。

粘土紐巻上げ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に
延びる。口縁端部は尖り気味に収める。口縁部内面に凹
線１条。

（１２．４）１７．３（４１．２）擂鉢無釉陶器―ＳＤ５２００８他―１７３

瀬戸・美濃系　茶入か？　（ｅｘ　姫路市加茂遺
跡の擂座茶入れ）

外面に印花で輪違い文・花文を施文。内外面ともに鉄釉施釉。暗茶褐色に
発色。体部は大きく屈曲。―（４．０）―小壷施釉陶器―ＳＤ５２００８�Ｄ１７４

高台裏にツク附着。瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。
�Ａ１類。大窯�期。１６世紀前半代。

内外面とも灰釉施釉。くすんだオリーブ黄色に発色。器面に粗い貫入。畳
付・高台裏まで施釉。

底部の器壁は厚い。高台は断面台形状で細く低い。体部
は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は外方
にひらく。

５．９２．６１１．１皿施釉陶器―――１７５

胎土　緻密。中国製。建窯産天目茶碗。内外面とも回転ナデ調整。内外面とも鉄釉施釉。黒褐色に発色。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味に収める。―（３．２）（１２．６）�施釉陶器―ＳＤ５２００８大溝内�１７６

華南産褐釉陶器。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。口縁部内面以下に褐釉施釉。暗褐色に発色。器壁は比較的薄い。体部は内彎して、斜め上方に延びる。
口縁部は断面長方形状に肥厚する。―（６．７）（２９．４）鉢施釉陶器埋土下層ＳＤ５２００８

南溝�Ｄ１７７

華南産褐釉陶器。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。内面に褐釉施釉。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は上下に拡
張して縁帯を形成する。（備前焼�期風）―（５．５）（２９．８）鉢施釉陶器―ＳＤ５２００８�Ａ１７８

高級品。砧手。�類。１３世紀代。内外面とも青磁釉施釉。明オリーブ灰色に発色。体部は内彎して斜め上方に延びる。口縁部は刻みを入れ
て輪花状に成形。―（５．３）（１４．８）輪花碗青磁―

黄色粗砂中
ＳＤ５２００８上層
２Ｓ以下　３Ｓまで１７９

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。器面に虫喰い。高台畳付の釉かき
とり。

平底。高台は断面逆台形状で低い。体部は内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。（６．１）３．１（１１．３）皿白磁埋土上層ＳＤ５２００８

南溝�Ｄ１８０

華南産。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。畳付に砂附
着。

平底。高台は断面三角形状で低い。体部は内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。（７．２）２．９（１１．８）皿白磁―ＳＤ５２００８－Ｃ区

南溝�Ｄ１８１

華南産白磁。森田分類　白磁Ｄ群。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。体部は僅かに外反気味に外上方に延びる。口縁端部は
上面に端面をもつ。―（２．６）（８．８）碗白磁―ＳＤ５２００８�Ａ１８２

明青花磁器。１６世紀後半～１７世紀初頭。外面　鮮やかな呉須で瑞果文。内面　竹葉文。器壁は非常に薄い。体部は内彎して斜め上方に延びる。
口縁端部は丸味をもつ。―（１．８）（１２．１）皿青花磁器９５－３面対応ＳＤ５２００８北溝�Ａ１８３

器面に虫喰い。明青花磁器。�Ｂ類。１６世紀
代。

外面　界線１条・唐草文（蔦）・界線２条。内面　界線１条・草花文。底部内面
　界線２条・草花文。

平底。高台は逆台形で比較的高い。体部は内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は大きく外反する。（１０．３）３．５（１６．２）皿青花磁器

９５－３面対応
木猿の出た溝のつづ
き（土師器に墨書あり）

ＳＤ５２００８北溝　�Ａ１８４

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　界線１条・草花文。内面　界線１条。器壁は薄い。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
部は外方にひらく。―（２．６）（８．０）杯青花磁器―ＳＤ５２００８－Ｃ

南溝�Ｄ１８５

粗製の明青花磁器。１６世紀代。外面　淡い呉須で幾何学文施文。内面　界線１条。色調　黄色味を帯び
た灰白色。器面に貫入。

器壁は比較的薄い。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―（４．０）（１３．６）碗青花磁器―

埋土土層　
９５－２面まで
ＳＤ５２００８南溝

�Ｄ
�Ｄ１８６

明青花磁器。�Ａ類。饅頭心碗。１６世紀代。外面　呉須　界線１条・線描きの草花文。底部外面　界線２条・「大明年造」
銘。底部内面　界線２条・人物文（寒山拾得図か？）。

底部は上げ底気味。体部はほぼ直線的に斜め上方に延
びる。口縁端部は丸味をもつ。４．４（６．２）（１２．１）碗青花磁器腐植土９５－２Ｓ以下�Ｄ１８７

明青花磁器。�Ｂ類。蓮子碗。１６世紀代。界線１条・文様・界線１条・草花文・界線１･２条。内面　界線２条。底部内面
　界線１条・草花文。色調　青味を帯びた灰白色。

高台は断面逆台形状で比較的高い。体部は内彎気味に
斜め上方に延びる。（４．４）６．３（１２．０）碗青花磁器―

―
ＳＤ５２００８
９５－２面直上

�Ｄ
�Ｂ１８８

明青花磁器。�Ｂ類。蓮子碗。１６世紀代。外面　界線２条・水龍に牡丹唐草文。内面　界線２条。高台は断面逆台形で比較的高い。体部は内彎気味に斜
め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。（５．５）６．１（１４．３）碗青花磁器―ＳＤ５２００８下層�Ａ１８９

口縁部に煤若干附着。焼成　良好　色調　灰
黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は比較的明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９８．６皿土師器―９５－２面

ＳＤ５２００９�Ｃ１９０

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．８（８．７）皿土師器９５－３面溝埋土ＳＤ５２００９下層�Ａ１９１

器面の剥離が著しい。口縁部に煤附着。色調
　淡黄色。京都系。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底風。体部は直線的に斜
め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１９．４皿土師器土師皿レベルＳＤ５２００９�Ｃ１９２

底部内面に円圏を残す。焼成　良好。色調　
黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１９．６皿土師器―ＳＤ５２００９�Ｃ１９３

焼成　良好。色調　浅黄橙色。京都系。Ａａ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は僅かに
内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２（１１．９）皿土師器灰色粗砂まじり極細

砂
ＳＤ５２００９（９５－３
面対応）�Ｃ１９４
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口縁部内面に若干煤附着。色調　浅黄色。京
都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界　比較的明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は僅かに外方
にひらき、尖り気味。

―２．４１２．３皿土師器集石下ＳＤ５２００９内�Ｃ１９５

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　多方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．６１２．６皿土師器―ＳＤ５２００９下層

（３面）�Ａ１９６

内面はほぼ全面に煤附着。焼成　良好。色調
　灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５（１４．４）皿土師器―ＳＤ５２００９下層

（３面）�Ａ１９７

色絵磁器小壷か？外面に赤色・淡緑色釉で彩絵。体部は内彎する。―（２．８）―小壷色絵磁器―ＳＤ５２００９�１９８

明青花磁器。１６世紀代。体部外面　呉須　牡丹唐草文・界線２･１条。底部内面　呉須　界線２条・
牡丹文。畳付の釉丁寧に拭き取り。色調　やや青味を帯びた灰白色。

底部の器壁は厚い。高台は断面三角形状で低い。体部
は内彎気味に斜め上方に延びる。（１１．９）（５．１）―皿青花磁器※３面目対応ＳＤ５２００９（底）�Ｄ１９９

粗製の明青花磁器。Ｂ類。蓮子碗。１６世紀代。高台裏にノミ跡。体部外面　淡い呉須で芭蕉文。内面　八宝文のくずれか？
畳付～高台裏　露胎。

高台は断面台形状。体部は内彎気味に斜め上方に延び
る。４．６（３．２）―碗青花磁器―９５－２面溝内�２００

口縁端部に煤附着。焼成　良好　色調　灰黄
色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に微かに凹線１条。体部外
面　指おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。
底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２８．７皿土師器―ＳＤ５２０１０�２０１

色調　暗灰色。Ｃａ２類。１６世紀代。
口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。体部外
面に指頭圧痕が残る。体部内面　７条１単位の擂目施文。縦方向の擂目の
上面に４条単位の波状文施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は若干外方に
ひらく。口縁端部は丸みをもつ。―（４．３）（２４．１）擂鉢瓦質土器―ＳＤ５２０１２？�Ｂ２０２

焼成は比較的堅緻。色調　灰褐色。備前焼�
期。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　回転ナデ調整。体部内面
　７条１単位の擂目施文。

器面は摩滅。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
部は上下に拡張して縁帯を形成する。口縁部外面　浅い
凹線２条。

―（５．８）（２２．９）擂鉢無釉陶器―ＳＤ５２０１５�Ａ２０３

焼成　良好　色調　にぶい黄橙色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底風。体部と底部の界は
比較的明瞭。体部は緩やかに直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。

―１．９（９．６）皿土師器根太痕ＳＤ５２０１９�Ｃ２０４

焼成　良好　色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は比較的明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０（８．４）皿土師器根太　腐植含むＳＤ５２０２７�Ｄ２０５

華南産白磁。森田分類　杯Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。黄色味を帯びた灰白色に発色。畳付の釉かきとり。
畳付に砂少量附着。

器壁は比較的厚い。平底。高台は断面三角形状で低い。
体部は僅かに外反気味に斜め上方に延びる。口縁端部は
丸味をもつ。

（６．２）２．２（１１．８）杯白磁溝埋土９５－２面�Ｄ２０６

瀬戸・美濃系。�類。大窯�期。１６世紀前半
代。内外面とも灰釉施釉。暗黄緑色に発色。器面に貫入。体部は内彎。口縁部は僅かに外方にひらく。―（２．３）（９．９）皿施釉陶器直上層９５－２面土塁�Ａ２０７

瀬戸・美濃系。�類。大窯�期。１６世紀前半
代。

内外面とも灰釉施釉。淡黄緑色に発色。畳付・高台裏まで施釉。器面に貫
入。

平底。底部の器壁は厚い。高台は逆断面台形状で低い。
体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は僅かに外
方にひらく。

６．５２．４１０．９皿施釉陶器直上層９５－２面土塁�Ａ２０８

焼成良好。色調　黄橙色。京都系。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は比較的明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。
口縁部内面に沈線１条。

―２．１８．０皿土師器９５－１・９５－２面間対
応粘土盛土中�２０９

焼成　普通。色調　にぶい黄橙色。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや深身。体部は直線的に外上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３８．１皿土師器９５－２Ｋ層上層９５－２面上層�Ｄ２１０

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
浅黄色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　多方向のナデ調整。

非ロクロ成形。体部と底部の界は不明瞭。体部は緩やか
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１８．３皿土師器―９５－２ａ層�－�２１１

焼成良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形はやや歪む。平底。底部と体部の界
は不明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端
部は尖り気味。口縁部内面に凹部をもつ。

―２．２８．４皿土師器―９５－２面まで�２１２

焼成良好。色調　にぶい橙色。京都系。
Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は明瞭。体部は直
線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３８．５皿土師器９５－２Ｋ層上層９５－２面上層�－Ｄ２１３

焼成良好。色調　褐灰色。京都系。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部
外面に板状工具痕。体部外面　器面が剥離。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は明瞭。体部は直
線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。口縁部
内面に凹線１条。

―１．８８．５皿土師器９５－１・９５－２面間対
応粘土盛土中�２１４

焼成良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ２�類。
京都系。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　器面摩滅のため調整
不明。

非ロクロ成形。器形はやや歪む。平底。底部と体部の界
は不明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端
部は尖り気味。

―２．２８．８皿土師器根太の中９５－２面�Ｃ２１５

内面全面に煤附着。焼成　良好。色調　灰黄
色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．７（１２．０）皿土師器―９５－２Ｋ

９５－２ａ内
�
�Ａ２１６

焼成良好。色調　暗灰色。京都系。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は明瞭。体部は直
線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．３皿土師器―９５－２面�Ｃ２１７
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焼成良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。底部と体部の
界は不明瞭。体部は緩やかに僅かに内彎気味に斜め上
方に延びる。口縁端部は尖り気味。口縁部内面に凹線１
条。

―２．０１２．５皿土師器９５－２Ｋ層上層９５－２面上層�Ｄ２１８

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．６１２．５皿土師器？９５－２面まで�Ｂ２１９

焼成良好。色調　にぶい橙色。京都系。
Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。底部と体部の界は明瞭。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２（１２．５）皿土師器９５－１・９５－２面間対

応粘土盛土中�２２０

焼成良好。色調　淡黄色。京都系。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は不明瞭。体部は
緩やかに直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―２．７１２．８皿土師器―９５－２面�２２１

焼成良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。底部と体部の
界は不明瞭。体部は緩やかに僅かに内彎気味に斜め上
方に延びる。口縁端部は尖り気味。口縁部内面に凹線１
条。

―２．０（１３．１）皿土師器９５－２Ｋ層上層９５－２面上層�Ｄ２２２

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。口
縁部内面　凹線１条。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１１４．１皿土師器９５－４ａ中ＳＤ５２００８より

北側�Ａ２２３

焼成　ややあまい。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。丸底気味。体部と底部の界は不明瞭。体
部は緩やかに僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。

―３．２（１７．１）皿土師器９５－１Ｓ層９５－２面まで�Ｂ２２４

色調　灰色。�類。内外面とも回転ナデ調整。上面はハケ目調整。ロクロ成形。円盤状。かえりは短く斜め下方に延びる。上
面中央につまみの貼り付け痕が残る。―（１．８）９．７蓋瓦質土器―９５－２面�Ｂ２２５

焼成堅緻。色調　灰色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。体部は内彎。口縁部は短く直立。口縁端部は尖り気味。―（４．０）（８．３）小壺土師器―９５－２面まで�２２６

色調　黒灰色。Ａａ１類。１６世紀代。
口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　８条１単位の擂目を櫛描き施文。底部内面　７条１単位の擂目を
放射状に施文。底部外面　ナデ調整。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部はほ
ぼ水平に端面をもつ。口縁部の１ヶ所を捻って片口を作り
出す。

１０．０１０．３（２２．７）擂鉢瓦質土器褐灰色粗砂まじりシル
ト９５－２面上層�Ｃ２２７

色調　黒灰色。Ａｂ１類。内外面とも回転ナデ調整。器面の剥離が著しい。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
丸味をもつ。口縁部の１ヶ所を捻って片口を作り出す。（１０．３）（１０．０）（２４．５）こね鉢瓦質土器―９５－２面まで

（９５－�Ｓ）�Ｂ２２８

色調　暗オリーブ灰色。Ｅａ２類。内外面とも回転ナデ調整。底部外面　ナデ調整。内面に５条１単位の擂目施
文。平底。体部は大きく内彎。口縁端部は尖り気味。（９．７）８．０（１４．４）擂鉢瓦質土器―９５－２面�Ｃ２２９

瓦磚。色調　暗灰色。削りの後、ナデ調整。型作り成形。厚２．６巾
（８．９）

長
（１４．０）磚瓦９５－１Ｓ層９５－２面まで�Ｂ２３０

肥前系　唐津皿。１７世紀前半。内外面とも灰釉施釉。灰褐色に発色。外面の体部下半以下露胎。体部は直線的に斜め上方に延びる。―（２．５）（１２．９）皿施釉陶器―９５－２面まで�２３１

瀬戸・美濃系。大窯期。１６世紀代。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑色に発色。底部外面　露胎。平底。低い脚を３箇所貼り付け。体部は直立。（６．２）（３．９）―香炉施釉陶器汚れた灰色シルト
灰色シルトまで

９５－１面
ＳＤ５２００９
南側掘割

―２３２

華南産褐釉陶器。内外面とも回転ナデ調整。内面に鉄釉？施釉。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は上下に拡
張して縁帯を形成する。―（５．８）（２９．９）鉢施釉陶器―９５－２面まで�Ｂ２３３

焼成　良好。色調　にぶい赤褐色。華南産褐
釉陶器。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。底部外
面　板ナデ調整。内外面とも上半部に薄く褐釉を施釉。内外面とも下半部は
露胎。

平底。体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部は断
面台形状の縁帯を形成する。（１８．０）１１．５（３１．０）鉢施釉陶器―第１整地層より下�２３４

龍泉窯系青磁細蓮弁文碗。�Ｂ２類。１６世紀代。体部外面に剣頭と身の一致しない蓮弁文を線描きで施文。内外面とも施釉。
淡緑灰色に発色。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。―（４．１）（１５．６）碗青磁９５－２Ｋ層上層９５－２面上層�Ｄ２３５

龍泉窯系青磁細蓮弁文碗。�Ｂ２類。１６世紀代。体部外面に剣頭と身の一致しない蓮弁文を線描きで施文。内外面とも施釉。
淡緑灰色に発色。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。―（４．７）（１５．６）碗青磁―９５－１整地層より

下�２３６

龍泉窯系青磁細蓮弁文碗。�Ｂ２類。１６世紀代。体部外面に剣頭と身の一致しない蓮弁文を線描きで施文。内外面とも施釉。
淡緑灰色に発色。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。―（３．７）―碗青磁―９５－２面まで　

９５－１整地層�Ｃ２３７

龍泉窯系青磁碗。内外面とも青磁釉施釉。淡黄緑色に発色。畳付まで施釉。高台裏は露胎。
ツクの破片が附着。

底部の器壁は非常に厚い。高台は断面台形状で比較的
高い。（７．５）（２．９）―碗青磁９５－２Ｋ中（東半）

９５－２Ｋ層上層
９５－２面まで
９５－２面上層―２３８

龍泉窯系青磁。内外面とも青磁釉施釉。淡緑灰色に発色。体部内面は露胎。体部は直立。口縁端部は外方と内側の両側につまみ出す
形。体部外面は竹節状に整形。―（４．０）（９．８）香炉青磁―

南側側溝　
９５－１整地層より
下

�２３９

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。器面に虫喰い。高台畳付の釉かき
とり。

平底。高台は断面三角形状で低い。体部は内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。（６．２）３．２（１１．７）皿白磁―

灰色シルトまで

９５－２・９５－３面
ＳＤ５２００９南側掘
割

�Ｄ
�

２４０

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。畳付に砂附
着。

平底。高台は断面三角形状で低い。体部は内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。（６．３）３．０（１１．７）皿白磁―９５－２面まで�２４１
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華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉は丁寧にかきとる。器
面に虫喰いが見られる。

高台は断面台形状で比較的低い。平底。体部は内彎気
味に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。６．６３．１１１．６皿白磁２Ｓまで

９５－１整地層より
下
流路�肩部

�
�

２４２

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひ
らく。―（２．２）（１２．０）皿白磁９５－２面まで�Ｄ２４３

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。高台は比較的幅が広く低い。体部は緩やかに内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。（６．７）２．４（１１．９）皿白磁―９５－１整地層より

下�２４４

華南産白磁。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。平底。高台は断面三角形状で低い。（７．４）（２．２）―皿白磁―９５－１整地層より
下�２４５

華南産白磁。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。白色に発色。畳付の釉　拭き取り。器壁は薄い。平底。高台は断面台形状で比較的細く高
い。（９．９）（１．５）―皿白磁―９５－１整地層より

下�２４６

華南産白磁。小碗Ｂ類。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。底部内面　蛇ノ目状釉ハギ。高台
畳付の釉かきとり。

高台は断面逆台形状。底部の器壁は比較的厚い。平底。
体部は直線的に斜め上方に延びる。（２．５）３．１（６．２）小碗白磁―９５－２ａ層�－�２４７

器面に虫喰いが目立つ。華南産白磁。小碗Ｂ
類。　１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。器壁は薄い。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁

端部は尖り気味。―２．７（７．７）小碗白磁―９５－１整地層より
下�２４８

華南産白磁。１４世紀代か？。内面　透明釉施釉。灰白色に発色。外面　露胎。平底。８．３（０．６）―（底部）白磁―９５－１整地層より
下�２４９

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　呉須　界線２条・牡丹唐草文。内面　界線２･２条。色調　やや青味
を帯びた灰白色。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。（３．８）（２１．８）皿青花磁器腐植土中（濁灰シル

ト）９５－１Ｓ？　下�Ａ２５０

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　界線１条･ 宝相華文。口縁部内面　菱形文帯。器壁は非常に薄い。体部は僅かに内彎。口縁部は外方
にひらく。口縁部は輪花状に成形。―（２．４）―碗青花磁器―９５－２面まで

第１整地層�Ｃ２５１

明色絵磁器？。外面　赤・緑彩で施文。器壁は薄い。高台は断面三角形状。体部は内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。―（５．０）―碗色絵磁器―９５－２面まで�Ｂ２５２

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　呉須　界線１条・崩れた草花文。内面　界線１条。器壁は非常に薄い。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁部は外方にひらく。―（２．６）（６．３）杯青花磁器―９５－２面まで�Ｃ２５３

明青花磁器。�類。１６世紀後半～１７世紀初頭。外面　呉須　界線１条・草花文。内面　界線１条。器壁は非常に薄い。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に
延びる。口縁部は外方にひらく。―（２．６）（６．８）杯青花磁器２Ｋ中（東半）９５－２面まで�Ｄ２５４

明青花磁器。１６世紀代。外面　呉須　唐草文・界線２条。内面　太い界線２条・牡丹文。高台は細く比較的高い。体部は直線的に斜め上方に立ち
上がる。（５．０）（１．６）―皿青花磁器―ＳＤ５２０１０周辺　

９５－２面検出時�２５５

明青花磁器。Ａ類。饅頭心碗。１６世紀代。外面　呉須　草花文・界線４条。底部内面　界線２条・草花文？　高台は比較的細く高い。底部はやや上げ底風。（４．７）（２．７）―碗青花磁器―ＳＤ５２０１１周辺�Ｃ２５６

明青花磁器。Ｃ類。１６世紀代。底部内面　呉須　菊花文。高台裏くずれた「大明年製」銘。高台は比較的幅が狭く高い。体部は緩やかに斜め上方に
立ち上がる。（４．８）（１．９）―碗（底部）青花磁器―９５－１面より下―２５７

焼成良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形は大きく楕円形状に歪む。平底。体
部と底部の界は不明瞭。体部は直線的に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。

―２．８８．１皿土師器―９５－２面まで
９５－２Ｋ�Ｃ２５８

焼成良好。色調　灰黄色。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的厚い。平底。体部と底部の
界は不明瞭。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。

―２．１８．３皿土師器―９５－２Ｋ中　
９５－２面まで�Ａ２５９

焼成良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。体部は直線的に外上
方へ延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．７皿土師器９５－２Ｋ層９５－２面まで�Ａ２６０

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰被りのためか、緑灰色に発色。器壁は比較的薄い。体部は内彎気味に斜め上方に延び
る。口縁部は外方にひらく。―（２．１）（１１．５）皿白磁上層

９５－２面上層
９５－２面まで
９５－２Ｋ層

�Ｄ２６１

瀬戸・美濃系天目茶碗。大窯�期。１６世紀前半
代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。内外面
とも鉄釉施釉。黒褐色に発色。外面の体部下半以下露胎。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は屈曲して、
僅かに外方にひらく。―（７．２）（１１．６）�施釉陶器―９５－２Ｋ焼土中�２６２

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。器面に虫喰い。高台畳付の釉かき
とり。

平底。高台は断面三角形状で低い。体部は内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。６．３２．８１１．３皿白磁―

９５－２面まで
９５－２Ｋ層
９５－５面まで

�Ａ２６３

明青花磁器。�Ｂ類。１６世紀代。外面　滲んだ呉須　宝相華文・界線２章。内面　界線１･２条。底部内面　
草花文

平底。高台は断面逆台形状。体部は内彎気味に斜め上
方に延びる。口縁部は外方にひらく。（６．５）２．５（１２．１）皿青花磁器２Ｋ層―�２６４

面子。原体は龍泉窯系青磁碗か？内外とも青磁釉施釉。灰被りのため、灰白色に発色。円盤状に打ち欠く。高台は断面台形状で比較的低い。（５．７）（１．３）―面子青磁―９５－２Ｋ層�２６５

焼成　ややあまい。色調　にぶい黄橙色。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部外面に端面をもつ。体部外面　
指おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．１皿土師器―９５－２面＋１まで�２６６

焼成　ややあまい。色調　にぶい黄橙色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．２皿土師器―９５－２面＋１まで�２６７
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体部内外面に部分的に煤附着。焼成　良好。
色調　灰黄色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は不明瞭。体部は
僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―１．７８．８皿土師器―９５－２面＋１まで�２６８

口縁部内外面　煤附着。焼成　良好。色調　
にぶい黄色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は明瞭。体部は直
線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０９．９皿土師器茶褐色腐植土　

炭まじり細砂９５－２面＋１まで�２６９

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。やや上げ底気
味。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は丸
味をもつ。

―２．１１２．６皿土師器―９５－２面＋１まで�２７０

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は明瞭。体部は直
線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１１２．９皿土師器―９５－２面＋１まで�２７１

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。―（２．６）１６．９皿土師器―９５－２面＋１まで�２７２

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　仕上げナデ調整。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は明瞭。体部は直
線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５（１７．５）皿土師器―９５－２面＋１まで�２７３

明青花磁器。Ｃ類。１６世紀代。外面　呉須　竹葉文？。底部内面　呉須　界線１条・「壽」文？焼成はややあ
まい。色調　黄色味を帯びた灰白色。

底部の器壁は比較的厚い。高台は断面逆三角形状。体
部は直線的に斜め上方に延びる。（４．０）（３．２）―碗青花磁器―９５－２面＋２�Ａ２７４

外面に胡麻状に灰被り。色調　暗茶褐色。胎
土から見て、備前焼�期。１６世紀代。内面　回転ナデ調整。外面　回転ヘラケズリの後、回転ナデ調整。体部は大きく内彎する。底部と頸部から上を欠く。（１０．９）（１５．０）―徳利無釉陶器（９５－２ａ層）９５－２整地層�２７５

瀬戸・美濃系天目茶碗。大窯�期。１６世紀後半
代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。内外面
とも鉄釉施釉。暗茶褐色に発色。

体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は屈曲して
僅かに外方にひらく。―（４．５）（１１．８）�施釉陶器（９５－２ａ層）９５－２整地層�２７６

明青花磁器。�Ｂ類。１６世紀代。外面　呉須　幾何学文施文。内面　呉須　牡丹文施文。
平底。高台は断面三角形で細く高い。体部は内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。体部内外面
を型打ちで花弁状に整形。

（１１．１）（２．９）―皿青花磁器（９５－２ａ層）９５－２整地層�２７７

明青花磁器。Ａ類。饅頭心碗。１６世紀代。底部内面　呉須　舟に乗る人物図。高台裏　呉須　「富貴長春」銘。底部の器壁は比較的厚い。高台は比較的高い。４．７（２．２）―碗青花磁器（９５－２ａ層）９５－２整地層�２７８

焼成　ややあまい。色調　灰白色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。器面に剥離・摩滅が見られる。体部内面　ヨコナデ調整。
底部内面　円圏が微かに見られる。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は明瞭。体部は直
線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１２．３皿土師器―礎石建物　

９５－３面―２７９

口縁部に煤附着。焼成　良好。色調　灰黄色。
Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．１皿土師器―ＳＫ５３００１�Ｂ２８０

内面全体が黒灰色に変色。焼成　良好。色調
　灰黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。器高は比較
的高い。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部
は尖り気味。

―２．４（１２．１）皿土師器―ＳＫ５３００１�Ｂ２８１

器面は平滑。色調　黒灰色。�類。内外面とも回転ナデ調整。口縁部内面　横方向のヘラミガキ調整。
体部は内彎。口縁部は短く直立。口縁端部は水平に端面
をもつ。端部上面に薄い板状の粘土板を貼り付け。体部
上面に透かし有り。

―（６．６）（２３．７）火鉢瓦質土器―ＳＫ５３００１�Ｂ２８２

焼成　良好。色調　黄橙色。Ａａ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的厚い。平底。丸底風。体
部と底部の界は不明瞭。体部は緩やかに直線的に斜め上
方に延びる。

２．３８．６皿土師器中央の土壙９５－３面�Ａ２８３

器面に虫喰い。明青花磁器。Ｂ類。蓮子碗。１６
世紀代。外面　呉須　芭蕉文。内面　呉須　草花文。高台は断面逆台形状。体部は緩やかに斜め上方に立ち

上がる。（５．１）（１．８）―碗・底部青花磁器―大土壙中�Ａ２８４

焼成　ややあまい。色調　浅黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に凹線１条。底部外面に爪形。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１２．４皿土師器ＳＤ５２００９の溝底ＳＤ５３００１�Ｂ２８５

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。―１．９８．３皿土師器―ＳＤ５３０＿�２８６

口縁部に煤附着。焼成　良好。色調　にぶい
黄色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４９．８皿土師器ＳＤ５３００内埋土９５－２面

９５－３面�Ｂ２８７

焼成は非常に堅緻。口縁部内外面　胡麻状に
灰被り。色調　にぶい暗赤褐色。備前焼�期。
１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　回転ナデ調整。体部内面
　６条１単位の擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は上下に拡張
して縁帯を形成する。口縁部外面　凹線２条。口縁部の
１ヶ所を捻って片口を形成する。

―（６．９）（３６．８）擂鉢無釉陶器―ＳＤ５３００３�２８８

焼成　堅緻。色調　灰褐色。越前焼�期。１６
世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。体部外
面　指頭圧痕が残る。外面体部上半　自然釉が掛かる。灰被りのため、飴
状に垂れる釉が白濁する。内面　一部自然釉が掛かる。底部外面　不調
整。

粘土紐巻上げ成形。平底。体部は大きく内彎する。体部
のほぼ中位で最大径をもつ。口縁部は外方にひらく。（２９．０）（６８．２）（５０．７）甕無釉陶器９５－４面対応の

可能性もあるＳＤ５３００３�Ｂ２８９

李朝陶器。外面　ヨコナデ調整。内面　未調整　青海波状の当具痕が残る。外面　灰
釉施釉。黄灰色に発色。

粘土紐巻上げ成形。平底。体部は大きく内彎。頸部は欠
損。（１２．８）（１３．５）―徳利施釉陶器

―
（炭まじり暗灰シルト）
整地層直上

ＳＤ５３００１
９５－２面～３面
広範囲から出土

―
―２９０
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

明青花磁器。�Ｂ類。蓮子碗。１６世紀代。外面　やや滲んだ呉須で界線２条・草花文（葡萄文？）・界線２条。内面　界
線１．２条。底部内面　草花文。色調　やや青味を帯びた灰白色。

高台は断面逆台形状。体部は内彎気味に斜め上方に延
びる。口縁端部は尖り気味。５．３５．４（１３．９）碗青花磁器―９５－３面

ＳＤ５３００２－０５�Ｄ２９１

坩堝の破片か？内外面　ナデ調整。体部は直線的に斜め上方に延びる。―（２．７）（７．６）堝土製品シルト（粘土）盛土中―�２９２

底部　錐状工具で２ヶ所穿孔。焼成良好。色
調　浅黄色。
Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形はかなり歪む。平底。底部と体部の
界は比較的明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。

―２．２８．４皿土師器あじろ垣周辺
９５－２面以下
９５－３面間の
炭層

�Ｃ２９３

口縁部に煤附着。焼成　良好。色調　灰黄色。
Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．６８．６皿土師器暗褐色シルト９５－３面�Ａ２９４

焼成　良好。胎土　精良。色調　浅黄色。京
都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面に板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．７皿土師器礎石タテモノ周辺９５－３面�Ａ２９５

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形はかなり歪む。平底。体部と底部の
界は不明瞭。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。

―２．２８．７皿土師器―９５－３面�Ａ２９６

口縁部に煤附着。焼成　良好。色調　灰黄色。
Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形は比較的高い。平底。体部と底部の
界は明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端
部は尖り気味。

―２．３８．９皿土師器―９５－３面�２９７

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面に板状圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０９．１皿土師器―９５－３面�Ｄ２９８

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２９．６皿土師器火事かたづけ土

９５－２面より－１５
ｃｍ
９５－３面－１

�Ｂ２９９

焼成　全体にあまい。色調　浅黄橙色。Ａａ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２１２．０皿土師器暗青灰色中細砂９５－３面まで�Ｂ３００

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１２．１皿土師器―

イロリ状石組より
下　
９５－３面検出時

�Ｂ３０１

口縁部に煤附着。焼成　良好。色調　灰黄色。
京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部と底部の
界は不明瞭。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。

―２．５１２．４皿土師器―９５－３面�３０２

焼成良好。色調　にぶい橙色。京都系。Ａｂ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　一方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形はかなり歪む。器壁は比較的薄い。
平底。底部と体部の界は明瞭。体部は直線的に斜め上
方に延びる。口縁端部は尖り気味。

―２．６１２．５皿土師器―９５－２面
９５－３面�Ｃ３０３

内外面とも煤が多量に附着。焼成　良好。色調
　浅黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部と底部の
界は明瞭。体部は緩やかに、直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。

―２．２１２．７皿土師器―９５－３面�３０４

焼成　良好。色調　浅黄橙色。京都系。Ａｂ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部と底部の
界は明瞭。体部は緩やかに、直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。

―２．１１２．８皿土師器―９５－３面�Ｂ３０５

焼成　良好。色調　浅黄橙色。京都系。Ａｂ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に、直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２１３．４皿土師器―９５－３面�Ｂ３０６

焼成　良好。色調　黄灰色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部内面に微かに円圏が見られる。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―（２．５）（１３．６）皿土師器（暗）灰色シルト直上

まで９５－３面まで�Ａ３０７

焼成　良好。色調　浅黄橙色。京都系。Ａｂ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部と底部の
界は明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端
部は尖り気味。

―２．３１４．０皿土師器―９５－３面�３０８

焼成　良好。色調　灰黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は比較的明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―３．２（１７．８）皿土師器―９５－３面�Ａ３０９

色調　暗灰色。体部内面～口縁部外面　ヨコナデ調整。体部外面上半　縦方向の板ナデ
調整。体部外面下半　横方向の削り調整。体部は内彎。口縁端部は尖り気味。（２１．０）（１４．３）（１８．１）壷瓦質土器―砂利敷内�Ａ３１０

器面は平滑に仕上げられ、銀化する。おそらく茶
器として使用。�類。内外面ともミガキ調整の後、回転ナデ調整。体部はほぼ直立。体部外面に桶の箍を模倣した凸帯を９

条貼り付ける。（３０．４）（１９．４）―桶形容器瓦質土器ＳＤ？９５－２面
９５－３面�Ｄ３１１

色調　炭素が吸着せず浅黄橙色を呈す。Ｃａ２
類。

内外面とも回転ナデ調整。体部外面に指頭圧痕が残る。体部内面　７条１単
位の擂目施文。体部は僅かに内彎気味。口縁端部は尖り気味に収める。―（５．６）（２０．７）擂鉢瓦質土器黄色整地層より上―�３１２

色調　暗灰色。１６世紀代。Ａｂ２類。
口縁部内外面　回転ナデ調整。体部外面　縦方向のハケ目調整の後、指
おさえ。指頭圧痕が残る。体部内面　横方向の粗いハケ目調整の後、７条１
単位の擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をも
つ。―（７．９）（２１．２）擂鉢瓦質土器（暗）灰色シルト直上

まで９５－３面まで�Ａ３１３
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

色調　黒褐色。１６世紀代。Ａｂ１類。
口縁部内外面　回転ナデ調整。体部外面　縦方向のハケ目調整の後、指
おさえ。指頭圧痕が残る。体部内面　横方向の粗いハケ目調整の後、６条１
単位の擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。―（５．７）（２０．８）擂鉢瓦質土器火事かたづけ土９５－２面より下
９５－３面－１�Ｂ３１４

色調　灰色。
体部外面　指おさえの後、ハケ目調整。体部内面　８条１単位の擂目施文。
横方向のハケ目調整。底部内面　８条単位の擂目を３方から交差して施文。
底部外面　不調整。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。（１４．２）（８．８）―擂鉢瓦質土器９５－３面検出時掘状落ち�３１５

器面は摩滅する。色調　にぶい黄橙色。Ｃａ１類。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指ナデ調整。体部内面　
１１条１単位の擂目施文。

体部はほぼ直線的に斜め上方に延びる。口縁部は若干肥
厚、僅かに外方にひらく。口縁部の１ヶ所を捻って片口を
作り出す。

（１１．３）１１．５（３０．６）擂鉢瓦質土器―９５－３面検出時�Ｂ３１６

色調　にぶい黄橙色。Ｃａ１類。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、縦方向の粗
いハケ目調整。指頭圧痕が残る。体部内面　９条１単位の擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をも
つ。口縁部内面に凹部をもつ。―（９．８）（３３．６）擂鉢瓦質土器―９５－３面まで�Ａ３１７

色調　にぶい赤褐色。越前焼。Ｂ２類。１６世紀
代。内外面とも回転ナデ調整。体部内面　９条１単位の擂目施文。

器壁は比較的厚い。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は上面に水平に端面をもつ。口縁部内面に凹線
１条。

―（６．８）（２７．８）擂鉢無釉陶器３ａ層ＳＤ５３００１付近�Ｄ３１８

色調　にぶい橙色。越前焼。Ｃ１類。　１６世紀
代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　回転ナデ調整。体部内面
　９条１単位の擂目施文。底部外面　不調整。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味に収める。口縁部内面に凹線１条。（１６．６）１２．０（３６．５）擂鉢無釉陶器―９５－３面�Ａ３１９

色調　にぶい橙色。越前焼。Ｂ１類。１６世紀代。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。体部内
面　９条１単位の擂目施文。

器壁は比較的厚い。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味に収める。口縁部内面に凹線１条。―（１１．２）（３３．６）擂鉢無釉陶器腐植土まで中央サブトレ

２Ｓ以下�Ｄ３２０

華南産褐釉陶器壷片。内外面とも回転ナデ調整。外面　褐釉施釉。茶褐色に発色。口縁部は玉縁状に肥厚。―（３．８）―壷施釉陶器暗灰色シルト９５－３面直上
まで�Ｂ３２１

焼成は堅緻。備前焼�期　１６世紀代。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　回転ヘラ削りの後、ナデ調
整。

体部は内傾、口縁部はやや外方にひらく。口縁部は断面
楕円形状に肥厚。口縁部外面　凹線が１条巡る。―（１３．５）（５７．３）甕無釉陶器―９５－３面

南北溝�Ａ３２２

色調　暗赤褐色。備前焼。�ｏｒ�期。１５～１６
世紀代。

体部外面　縦方向のヘラケズリ調整の後、回転ナデ調整。内面　回転ナデ
調整。底部外面　不調整。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。（３１．０）（１２．１）―甕無釉陶器南北溝付近９５－３面�Ｄ３２３

龍泉窯系青磁皿の模倣。瀬戸・美濃系灰釉陶
器皿。�類。１６世紀代。

口縁部外面に浅い沈線が３条巡る。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑色に発色。
器面に貫入。体部は若干外反気味に斜め上方に延びる。―（１．９）（１１．８）皿施釉陶器―９５－３面まで�３２４

器面に虫喰い・貫入が目立つ。産地不明。内外面とも白濁釉施釉。にぶい黄橙色に発色。体部は内彎。口縁部は丸味をもつ。―（３．８）（１３．９）皿？施釉陶器―９５－３面まで�Ａ３２５

瀬戸・美濃系天目茶碗。大窯期。１６世紀代。内面　鉄釉施釉。暗褐色に発色。外面　露胎。平高台。内反り高台。（４．４）（１．２）―�施釉陶器下層９５－２・９５－３面�Ｃ３２６

高台裏にツクの痕跡が残る。瀬戸・美濃系灰釉
陶器皿。�Ａ２類。大窯期。１６世紀代。

底部内面に印花で簡略化された花弁文施文。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑
色に発色。器面に貫入が見られる。

平底。高台は断面三角形状で細く低い。体部は緩やかに
斜め上方に立ち上がる。５．２（１．９）―皿施釉陶器濁暗灰色腐色土９５－２面＋１まで

９５－３面まで
�
�

３２７

２次的に被熱。龍泉窯系青磁。内外面とも青磁釉施釉。くすんだ青緑色に発色。底部外面　露胎。口縁端
部　鉄釉施釉（口紅）。

型作り成形。平底。体部はほぼ直線的に斜め上方に延び
る。型押しで花弁状に成形。―２．６―輪花皿青磁―９５－３面まで�Ａ３２８

龍泉窯系青磁。�Ｂ２類。１６世紀代。体部外面に剣頭と身が不一致の線描きの蓮弁文を施文。内外面とも青磁釉
施釉。くすんだオリーブ灰色に発色。器面に細かい貫入。

体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味を
もつ。―（４．８）（１０．０）碗青磁９５－３ａ層

炭層まで

ＳＤ５３００１付近　
９５－２面以下
９５－３面間

�Ｄ
�Ｂ３２９

龍泉窯系青磁無文碗。�Ａ類。体部外面　沈線１条。底部内面　沈線１条。内外面とも青磁釉施釉。淡黄
緑色に発色。器面に細かい貫入。畳付～高台裏　露胎。

底部の器壁は非常に厚い。高台は断面逆台形状で比較
的高い。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端
部は丸味をもつ

６．１４．７（１２．４）碗青磁黒色腐植土より上――３３０

龍泉窯系青磁。口縁部内面～体部外面　青磁釉施釉。淡青緑色に発色。体部内面　露胎。体部はほぼ直立。口縁端部は丸味をもつ。―（１．７）（５．２）香炉青磁ＳＤ５１００５東側９５－３面�Ｃ
�Ｄ３３１

華南産白磁　森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。畳付に砂少
量附着。

平底。高台は断面三角形状で低い。体部は内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。（６．２）２．６（１１．６）皿白磁―

西側のおちこみ内９５－２・３面�Ｄ
�Ａ３３２

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。
高台は断面三角形状で畳付は尖る。平底。体部はほぼ
直線的に斜め上方に延びる。口縁部は若干外方にひらく。
口縁端部は丸味をもつ。

（６．７）３．２（１１．９）皿白磁火事かたづけ土９５－２面より下
９５－３面－１�Ｂ３３３

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。器面に虫喰い。高台畳付の釉かき
とり。畳付に砂少量附着。

平底。高台は断面三角形状で低い。体部は内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。（７．５）３．０（１２．８）皿白磁―第２・３面上層�Ｃ３３４

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉は丁寧にかきとる。器
面に虫喰いが見られる。

器形は大きく歪む。平底。高台は断面三角形状で低い。
体部は緩やかに斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。（１０．０）３．４（１８．６）皿白磁―

根太セキ内
９５－３面
９５－３面

�Ｃ
�Ｄ３３５

華南産白磁。　１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。白色に発色。畳付の釉かきとり。平底。高台は断面三角形状で低い。体部は直線的にほ
ぼ直上に延びる。（３．５）（２．２）―杯白磁―第２・３面上層�Ｂ３３６

器面に虫喰い。華南産白磁。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付は露胎。器壁は薄い。高台は細く比較的高い。平底。体部は僅か
に外反気味にほぼ直上に延びる。（３．４）（３．５）―杯白磁（暗）灰色シルト直上

まで９５－３面まで�Ａ３３７

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　呉須　界線１条・牡丹文。内面　界線１条・菱形文・界線２条。器壁は非常に薄い。体部はほぼ直線的に斜め上方に延び
る。口縁部は外方にひらく。口縁端部は尖り気味。―（３．０）（６．８）杯青花磁器石の下―�Ｄ３３８

明青花磁器。Ｃ類。１６世紀代。内面　呉須　人物文。底部外面　界線２条・「□□□春」銘。高台は断面三角形状で比較的細く高い。（４．３）（１．６）―碗青花磁器第３整地層より上―�３３９
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

明青花磁器。Ｃ類。１６世紀代。内外面とも呉須で施文。畳付の釉はきれいにふき取る。高台は比較的細く高い。（６．３）（２．７）―碗青花磁器―９５－２面
９５－３面�Ｄ３４０

明青花磁器。Ｃ類。１６世紀代。外面　霊芝文・界線３条。内面　界線２条・牡丹文？高台は細く高い。体部は内彎気味に斜め上方に立ち上が
る。（５．６）（３．５）―碗青花磁器シルト面肩部炭まじり

層

９５－２
９５－３面間整地
下

�３４１

焼成　良好。色調　黄灰色。Ｂ�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。外面の体部～底部　指おさえの後、ナ
デ調整。指頭圧痕が残る。内面の体部～底部　布目圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は短く直立。口縁端部は尖り
気味。―１．６５．６皿土師器濁灰色粗砂まじり細

砂９５－３Ｓ�Ｄ３４２

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ハケ目調整。

非ロクロ成形。底部の器壁は厚い。底部と体部の界は不
明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。―１．７（７．８）皿土師器―９５－３整地層中�３４３

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９８．１皿土師器―９５－３Ｓ中

（９５－４ａまで）�Ｃ３４４

口縁部内面に煤附着。焼成　良好。色調　浅
黄橙色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部と底部の界
は不明瞭。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。

―１．９８．３皿土師器―９５－３Ｓ中�Ｂ３４５

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．３皿土師器―９５－３整地土中�Ｂ３４６

底部外面に墨痕あり。焼成　良好。色調　浅
黄橙色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―２．０８．４皿土師器―９５－３Ｓ中�Ａ３４７

焼成　ややあまい。色調　灰黄色。Ａａ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に布目圧痕。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―２．２８．５皿土師器―サブトレ�３４８

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．７皿土師器―９５－３Ｓ中�Ａ３４９

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９８．８皿土師器濁灰色粗砂まじり細

砂９５－３Ｓ�Ｄ３５０

焼成　ややあまい。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．８皿土師器―ＳＤ５２００８大溝内�３５１

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部と底部の
界は明瞭。体部は緩やかに、直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。

―２．３１２．７皿土師器―９５－３Ｓ中�Ｂ３５２

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．８１２．８皿土師器―

腐植土中
９５－３整地土中
９５－３整地土下�Ａ３５３

焼成　良好。色調　灰白色。Ａｂ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　横方向のハケ目調整。体部
内面　粗いミガキ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに斜め上方に延びる。
口縁部は外方にひらく。―（４．５）（３０．８）大皿土師器―９５－３Ｓ中�Ａ３５４

色調　灰黄色。底部内面に赤色顔料附着。紅
皿として使用か？口縁部～体部内外面　ヨコナデ調整。底部外面　不調整。非ロクロ成形。体部～口縁部を２ヶ所内側に折り曲げて、

耳皿を成形。４．２１．７大６．２
小１．９耳皿土師器―粘土盛土部　

９５－３Ｓまで�３５５

瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。�Ａ１類。大窯�期。
１６世紀前半代。

内外面とも灰釉施釉。淡緑灰色に発色。畳付の釉かきとり。器面に細かい貫
入。

平底。高台は断面台形状で比較的低い。体部は僅かに
外反気味に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。５．２２．８８．９皿施釉陶器―９５－３Ｓ中�Ａ３５６

瀬戸・美濃系灰釉陶器丸椀。大窯期。１６世紀代。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑灰色に発色。器面に粗い貫入。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味を
もつ。―（５．８）（１２．２）椀施釉陶器赤褐色粗砂（３Ｓ）―�Ａ３５７

龍泉窯系青磁無文碗。�Ａ類。内外面とも青磁釉施釉。淡暗緑灰色に発色。器面に細かい貫入。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味を
もつ。―（４．２）（１３．０）碗青磁―９５－３Ｓ以下�Ａ３５８

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　やや濃い呉須で施文。口縁部上面　界線２条。体部はほぼ直線的に斜め上方に延びる。口縁部は大きく
外方にひらく。―（２．８）（１２．０）碗青花磁器―９５－１～９５－３

整地層まで�３５９

粗製の明青花磁器。釉切れが顕著に見られる。
�Ｂ類。蓮子碗。１６世紀代。文様構成は３６１と
同じ。

外面　薄い呉須で草花文帯・草花文。内面　界線１条。底部内面　草花文。
色調　青味を帯びた灰白色。

底部の器壁は厚い。高台は逆台形で低い。体部は内彎
気味に斜め上方に延びる。４．７５．２１２．１碗青花磁器濁灰色粗砂まじり細

砂９５－３Ｓ�Ｄ３６０

粗製の明青花磁器。釉切れが顕著に見られる。
�Ｂ類。蓮子碗。１６世紀代。文様構成は３６０と
同じ。

外面　非常に薄い呉須で草花文帯・草花文。内面　界線１条。底部内面　
草花文。色調　青味を帯びた灰白色。

底部の器壁は比較的厚い。高台は断面逆台形状で比較
的高い。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。（５．１）６．１（１３．７）碗青花磁器腐植土中９５－３Ｓ以下�Ｂ３６１

口縁部に煤附着。焼成　良好。色調　灰黄色。
Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は全体に厚い。平底。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２８．５皿土師器―９５－３面＋１�Ａ３６２

焼成　良好。色調　明黄褐色。京都系。Ａａ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．７皿土師器―９５－３面＋１�Ａ３６３

内面に煤附着。焼成　良好。色調　浅黄色。
Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．８皿土師器―９５－３面＋１�Ａ３６４

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
浅黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．８皿土師器盛土中９５－３面＋１

９５－３Ｓ溝�Ｃ３６５
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
浅黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９８．８皿土師器焼土面中９５－３＋１面�Ｃ３６６

口縁部に煤附着。底部内面に２ヶ所青銅色の附
着物あり。焼成　良好。色調　淡黄色。Ａａ２
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．９皿土師器―９５－３＋１面�Ａ３６７

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１９．０皿土師器―９５－３＋１面�Ａ３６８

焼成　良好。色調　黄橙色。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０９．１皿土師器―９５－３＋１面�Ａ３６９

焼成　良好。胎土　精良。色調　にぶい黄橙
色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
体部内面に布目圧痕。

非ロクロ成形。器形は著しく歪む。平底。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２９．７皿土師器―９５－３＋１面�Ａ３７０

口縁部～底部内面に煤附着。焼成　良好。色
調　にぶい黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。体部内面に布目
圧痕。底部内面に円圏。

非ロクロ成形。器形は著しく歪む。平底。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１９．７皿土師器（灰黒色シルト中）９５－３＋１面まで�Ｂ３７１

内面全面に煤附着。焼成　良好。色調　暗灰
黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏
が微かに残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１１０．３皿土師器南半部中心９５－３＋１面まで�Ａ３７２

内外面に部分的に煤附着。焼成　良好。色調
　にぶい黄橙色。京都系。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部外面に低い段をもつ。体部外面
　指おさえの後、ナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向の
ナデ調整。底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０１０．３皿土師器（灰黒色シルト中）９５－３＋１面まで�Ｂ３７３

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
灰黄色。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０１０．６皿土師器（灰黒色シルト中）９５－３＋１面まで�Ｂ３７４

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
浅黄色。体部外面に３箇所剥離痕（木製脚台の
支え痕か？）。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１０．６皿土師器焼土面中９５－３＋１面�Ｃ３７５

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。器高は比較的高い。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．８１０．９皿土師器土塁際コーナー９５－３＋１面�３７６

口縁部に煤附着。焼成　良好。色調　灰黄色。
京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は全体に薄い。平底。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１２．４皿土師器―９５－３＋１面�Ａ３７７

焼成　良好。色調　明黄褐色。京都系。Ａｂ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２１２．６皿土師器―９５－３＋１面�Ａ３７８

底部外面に毛髪状の圧痕？　焼成　良好。色調
　にぶい黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２１２．７皿土師器―９５－３＋１面�Ａ３７９

焼成　良好。色調　にぶい黄色。京都系。Ａｂ
１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１４．１皿土師器（灰黒色シルト中）９５－３＋１面まで�Ｂ３８０

焼成　良好。胎土　精良。色調　にぶい黄橙
色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４（１４．２）皿土師器―９５－３＋１面�Ａ３８１

焼成　良好。色調　黄褐色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０（１４．５）皿土師器主に３Ｓ下　３＋１まで９５－４面まで�３８２

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部外面に板状
工具の痕跡。底部内面に円圏が微かに残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．７１４．８皿土師器（灰黒色シルト中）９５－３＋１面まで�Ｂ３８３

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部内面にヘラ
描き線あり。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１５．０皿土師器（灰黒色シルト中）９５－３＋１面まで�Ｂ３８４

色調　黒褐色。Ｂａ１類。１６世紀代。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、回転ナデ調
整。指頭圧痕が残る。体部内面　７条１単位の擂目施文。

体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は
外上方につまみ出す。口縁部の１ヶ所を捻って片口を作り
出す。

―（１０．３）（２５．７）擂鉢瓦質土器―９５－３＋１面まで�３８５

色調　にぶい黄橙色。内外面とも器面の剥離が著しい。僅かに底部内面に擂目痕。平底。（１１．０）（２．６）―擂鉢瓦質土器―９５－３＋１面まで�３８６

焼成は非常に堅緻。色調　暗赤褐色。備前焼
�期。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　回転ナデ調整。体部内面
　１１条１単位の擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は上下に拡張
して縁帯を形成する。口縁部外面　凹線２条。９．２１０．５（２５．６）擂鉢無釉陶器濁褐灰色シルト土塁際　

９５－３＋１面�３８７

体部外面に胡麻状に灰被り。華南産褐釉四耳
壷。いわゆる　呂宋壷。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。外面に
薄く褐釉施釉。灰褐色に発色。

体部は大きく内彎して、ほぼ直上に延びる。体部上位に最
大径をもつ。頸部は短く内傾して、口縁端部は尖り気味に
収める。体部外面上位に横耳を４箇所貼り付ける。

―３５．７１０．５四耳壺施釉陶器―９５－３＋１面�Ｃ３８８
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

瀬戸・美濃系天目茶碗。大窯�期。１６世紀後半
代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。体部外
面の下位に回転ヘラ削り痕が見られる。内外面とも鬼板塗布。内外面とも鉄
釉施釉。暗茶褐色に発色。外面の体部下半以下露胎。

内反り高台。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。
口縁部は屈曲して、僅かに外方にひらく。４．５６．６（１２．３）�（天目）施釉陶器腐植土中（堀最上層）９５－３整地層下�Ａ３８９

龍泉窯系青磁。�Ａ類。１６世紀代。
体部内面　浅い沈線を波状に施文。底部内面　ヘラ状工具でくずれた草花
文施文。内外面とも青磁釉施釉。淡青灰色に発色。器面に粗い貫入。畳付
まで施釉。高台裏の釉はかきとり。

底部の器壁は非常に厚い。平底。高台は断面台形状で、
低い。体部は僅かに外反気味に斜め上方に延びる。口縁
部は外方にひらく。口縁部は輪花状に成形。

５．８３．３１１．３輪花皿青磁―９５－３面＋１�Ａ３９０

龍泉窯系青磁。１５世紀代。体部外面に線描きの蓮弁文？施文。体部内面「壽□」を印花で施文。内外面
とも青磁釉施釉。淡暗緑灰色に発色。畳付まで施釉。高台裏は露胎。

底部の器壁は非常に厚い。高台は幅が広く、比較的高い。
体部は緩やかに斜め上方に延びる。５．２（３．５）―碗青磁―９５－３面＋１まで�３９１

龍泉窯系青磁。�Ｂ２類。１６世紀代。体部外面に剣頭と身が不一致の線描きの蓮弁文を施文。内外面とも青磁釉
施釉。くすんだオリーブ灰色に発色。器面に細かい貫入。

体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味を
もつ。―（３．５）（１１．６）碗青磁―９５－３面＋１まで�Ａ３９２

龍泉窯系青磁。内外面とも青磁釉施釉。淡黄緑色に発色。畳付の釉はかきとり。器面に細か
い貫入。

高台は逆台形で比較的高い。体部は内彎して斜め上方
に立ち上がる。（６．０）（４．１）―碗青磁―９５－３面＋１まで�Ａ３９３

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　呉須　太い界線１条。草花文。内面　呉須　斜線文・界線１条。器壁は非常に薄い。口縁部若干外方にひらく。―（１．９）（１０．５）皿青花磁器９５－３Ｓ中９５－３面＋１まで�Ｂ３９４

色調　灰黄褐色。体部～口縁部内外面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部
外面　不調整　指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は短く直立。口縁端部は尖り
気味。２．５（１０．２）皿土師器コーナー部ＳＤ５４００１�Ａ－�３９５

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
浅黄色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．８皿土師器（９５－３Ｓ下腐植土）ＳＤ５４００１最上層�Ｂ３９６

焼成　良好。色調　にぶい黄色。Ａａ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９８．４皿土師器北側溝底ＳＤ５４００１

コーナー�Ｂ３９７

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後布によるナデ調
整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ
調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的厚い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３８．５皿土師器堀肩腐植土ＳＤ５４００１�Ａ

�Ｄ３９８

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
にぶい黄橙色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９８．７皿土師器（９５－３Ｓ下腐植土）ＳＤ５４００１最上層�Ｂ３９９

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．７皿土師器（９５－３Ｓ下腐植土）ＳＤ５４００１最上層�Ｂ４００

内面に円圏が認められる。色調　黒灰色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的薄い。体部は直線的
に外上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１９．２皿土師器溝底ＳＤ５４００１�Ａ４０１

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．８皿土師器堀肩腐植土ＳＤ５４００１�Ａ

�Ｄ４０２

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
浅黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９８．９皿土師器北側溝底ＳＤ５４００１

コーナー�Ｂ４０３

焼成　良好。色調　灰白色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２９．０皿土師器腐植物まじり濁灰シル

トＳＤ５４００１�Ｂ
�Ｃ４０４

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２９．０皿土師器―ＳＤ５４００１�Ａ４０５

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は外方にひらく。―２．１８．３皿土師器堀肩腐植土ＳＤ５４００１�Ａ

�Ｄ４０６

口縁部内外面に煤若干附着。焼成　良好。色
調　浅黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　ナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１９．４皿土師器―ＳＤ５４００１�Ａ４０７

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。底部外面に板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１９．４皿土師器腐植物まじり濁灰シル

トＳＤ５４００１�Ｂ
�Ｃ４０８

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
にぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ整形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１９．９皿土師器北側溝底ＳＤ５４００１

コーナー�Ｂ４０９

内面全面に煤附着。色調　黒褐色。焼成　や
やあまい。色調　浅黄橙色。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３９．４皿土師器第３層ＳＤ５４００１�Ａ

�Ｄ４１０

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が微かに残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．９１２．７皿土師器北側溝底ＳＤ５４００１

コーナー�Ｂ４１１

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が微かに残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．７皿土師器北側溝底ＳＤ５４００１

コーナー�Ｂ４１２

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が微かに残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。―２．４１２．８皿土師器腐植物まじり濁灰シル

トＳＤ５４００１�Ｂ
�Ｃ４１３
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏が残る。内面の底部と体部の界に
凹線１条。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。―２．２１２．７皿土師器―ＳＤ５４００１�Ａ４１４

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１３．２皿土師器コーナー部ＳＤ５４００１�Ａ４１５

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。―２．６１３．５皿土師器（９５－３Ｓ下腐植土）ＳＤ５４００１最上層�Ｂ４１６

焼成　良好。色調　明黄褐色。京都系。Ａｂ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的薄い。平底。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１４．６皿土師器コーナー部ＳＤ５４００１�Ａ４１７

口縁部内面に煤点 と々附着。焼成　ややあまい。
色調　暗灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面は器面が摩滅する。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．７１４．８皿土師器―ＳＤ５４００１�Ｂ

�Ｃ４１８

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　多方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―３．１（１６．５）皿土師器―ＳＤ５４００１西肩�Ｄ４１９

焼成　堅緻。色調　灰黄色。外面ナデ調整。棒状のものに粘土を巻きつけて成形。形状はほぼ円柱状。厚）１．６巾）１．８長）５．３土錘土製品コーナー部溝底ＳＤ５４００１�Ａ４２０

焼成　堅緻。色調　褐灰色。外面ナデ調整。棒状のものに粘土を巻きつけて成形。形状はほぼ円柱状。
一部欠損。厚）１．７巾）１．７長）４．８土錘土製品コーナー部溝底ＳＤ５４００１�Ａ４２１

焼成　堅緻。色調　灰黄色。外面ナデ調整。棒状のものに粘土を巻きつけて成形。形状は歪な円柱状。厚）１．８巾）１．９長）４．６土錘土製品コーナー部溝底ＳＤ５４００１�Ａ４２２

焼成　堅緻。色調　暗灰色。外面ナデ調整。棒状のものに粘土を巻きつけて成形。形状は歪な円柱状。厚）１．６巾）１．７長）４．５土錘土製品コーナー部溝底ＳＤ５４００１�Ａ４２３

焼成　堅緻。色調　暗灰色。外面ナデ調整。棒状のものに粘土を巻きつけて成形。形状はほぼ円柱状。
一部欠損。厚）１．６巾）１．７長）

（４．６）土錘土製品コーナー部溝底ＳＤ５４００１�Ａ４２４

焼成　堅緻。色調　暗灰色。外面ナデ調整。棒状のものに粘土を巻きつけて成形。形状はほぼ円柱状。
一部欠損。厚）１．５巾）１．７長）４．１土錘土製品コーナー部溝底ＳＤ５４００１�Ａ４２５

焼成　堅緻。色調　暗灰色。外面ナデ調整。棒状のものに粘土を巻きつけて成形。形状はほぼ円柱状。厚）１．６巾）１．７長）４．１土錘土製品コーナー部溝底ＳＤ５４００１�Ａ４２６

色調　暗灰色。Ｂｃ２類。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　縦方向のハケ目調整の後、
ナデ調整。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は水平に外方
につまみ出す。口縁部内面　沈線１条。―（１０．６）（３０．９）こね鉢瓦質土器―ＳＤ５４００１―４２７

色調　暗灰色。Ｃａ２類。１６世紀代。
口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　７条１単位の擂目施文。縦方向の擂目の上に４
条１単位の波状文を施文。

体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は僅
かに外方にひらく。（７．２）（７．９）（２１．７）擂鉢瓦質土器―ＳＤ５４００１�４２８

色調　灰～暗灰色。Ａｂ１類。１６世紀代。口縁部から体部内外面　回転ナデ調整。底部外面　ナデ調整。体部内面
　６条１単位の櫛描きの擂目を１３単位施文。底部内面　擂目無し。

平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口
縁端部は尖り気味に収める。口縁部の１ヶ所を捻って、小
さい片口を作り出す。

９．５９．６（２２．４）擂鉢瓦質土器―ＳＤ５４００１�４２９

色調　黄灰色。体部外面　指おさえの後、縦方向の粗いハケ目調整。体部内面　７条１単位
の擂目施文。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。（１０．４）（５．３）―擂鉢瓦質土器腐植土層ＳＤ５４００１�４３０

色調　灰～暗灰色。Ｃａ１類。１６世紀代。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指押さえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　７条１単位の擂目を櫛描き。底部内面　５条１
単位の擂目を×状に交差して櫛描き。底部外面　ナデ調整。

底部は平高台。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延
びる。口縁部は外方にひらく。（１１．１）１２．６（２９．６）擂鉢瓦質土器溝底

９５－４面
ＳＤ５４００４主
ＳＤ５４００１

�Ｄ
�

４３１

焼成は堅緻。色調　明褐灰色。越前焼。Ｂ１類。
１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　回転ナデ調整。体部内面
　９条１単位の擂目施文。底部外面　ナデ調整？

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味に収める。口縁部内面に沈線１条。（１４．３）１１．０（３１．６）擂鉢無釉陶器主に腐植土中ＳＤ５４００１�－�４３２

瀬戸・美濃系天目茶碗。大窯期。１６世紀代。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。内外面
とも鉄釉施釉。暗茶褐色に発色。

体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は屈曲して
僅かに外方にひらく。―（５．１）（１１．７）�施釉陶器杭レツ検出時東掘肩

ＳＤ５４００１�４３３

高台裏に目跡。瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。�Ａ
２類。大窯期。１６世紀代。

底部内面に印花で菊花文施文。内外面とも灰釉施釉。淡緑灰色に発色。器
面に細かい貫入が見られる。畳付の釉はかきとり。

底部の器壁は非常に厚い。平底。高台は断面台形状の
低い貼り付け高台。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に
延びる。口縁部は外方にひらく。

５．５２．３（１１．０）皿施釉陶器
―

整地土内
―

Ｓｅｃｔｉｏｎ　
ＳＤ５４００１
９５－３Ｓ中
９５－４面まで

�－�
�Ａ
�Ｂ

４３４

明青花磁器。�Ａ類。１６世紀代。内面　界線２条・草花文（蘇鉄？）。外面　無文。底部外面　蛇の目状釉ハ
ギ。

碁笥底。体部は緩やかに内彎気味に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。（３．０）２．７（１０．０）皿青花磁器―ＳＤ５４００１�４３５

畳付に砂附着。Ｃ類。明青花磁器。１６世紀代。外面　呉須　芭蕉文。底部内面　呉須　界線１条･ 草花文。高台は断面台形状で高い。体部は内彎気味に斜め上方
に立ち上がる。（７．２）（３．２）―碗青花磁器腐植土層ＳＤ５４００１�４３６

粗製の明青花磁器。�Ｃ類。１６世紀代。外面　呉須　唐草文。界線１条。内面　界線１条。底部内面　くずれた草
花文。色調　黄色味を帯びた灰白色。畳付・高台裏は露胎。

底部の器壁は非常に厚い。高台は断面方形状で低い。
体部は内彎気味に斜め上方に延びる。５．４５．８１３．１青花碗青花磁器―ＳＤ５４００１

ＳＤ５４００１
�Ａ
�Ｄ４３７

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ
調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．３皿土師器上半ＳＤ５４００２�Ｃ４３８
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．４皿土師器越前スリ鉢共伴ＳＤ５４００２ｂ�４３９

焼成　良好。色調　灰白色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。器形は著しく歪む。平底。体部は
僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―２．２８．７皿土師器越前スリ鉢共伴ＳＤ５４００２ｂ�４４０

焼成　ややあまい。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。体部内面は器面
の剥離が著しい。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１２．３皿土師器堀外の可能性ありＳＤ５４００２�４４１

焼成　良好。色調　淡黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏
が残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１２．８皿土師器―ＳＤ５４００２�４４２

特に内面の下位が使用のため、摩滅が著しい。
焼成　良好。色調　にぶい赤褐色。越前焼。
Ｂ１類。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。体部内
面　９条１単位の櫛描きの擂目を施文。１ヶ所で斜め方向の擂目と交差する。
底部内面　９条１単位の擂目を「×」状に交差させて施文。外面の体部下半
～底部　ヘラ削り調整。

粘土紐巻上げ成形。平底。体部は直線的に外上方に延
びる。口縁端部は尖り気味。口縁端部は上面に水平に端
面をもつ。口縁部内面に凹線１条。

１５．１１２．１３５．０擂鉢無釉陶器
―

越前スリ鉢共伴
掘外の可能性あり

ＳＤ５４００２ｂ
ＳＤ５４００２

�－�
�

４４３

華南産白磁。森田分類　Ｅ－１群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。器面に細かい貫入が入る。高台畳
付の釉は丁寧にかきとる。

平底。高台は断面三角形で細く低い。体部は僅かに内彎
気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。（７．８）２．５（１３．１）皿白磁検出時ＳＤ５４００２最上層�Ｃ４４４

色調　青味を帯びた灰白色。器面に虫喰い。
明青花磁器。�Ａ類。饅頭心碗。１６世紀代。

外面　呉須　雷文帯・牡丹唐草文・界線１･２条。底部外面　界線２条・「福
□」銘。内面　界線２条。底部内面　界線２条・牡丹文。

底部はやや上げ底気味。高台は細く高い。体部は内彎気
味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。（４．５）６．１（１２．２）碗青花磁器越前スリ鉢共伴ＳＤ５４００２ｂ�４４５

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　界線２条・水龍に牡丹唐草文。内面　界線２条。器壁は比較的薄い。体部は内彎気味に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―（５．０）（１１．７）碗青花磁器越前スリ鉢共伴ＳＤ５４００２ｂ�４４６

明末～清初青花磁器。�Ｃ類。１７世紀前半。外面　界線１・１条。底部外面　「福」銘。内面　界線１条。底部内面　算木
文・丸文。

高台は細く高い。体部はほぼ直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は丸味をもつ。４．５６．２（１１．８）碗青花磁器―ＳＤ５４００２�４４７

口縁部内外面に煤附着。焼成　ややあまい。
色調　にぶい黄色。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏
が微かに残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１２．７皿土師器―ＳＤ５４００３�Ｂ４４８

焼成　良好。色調　にぶい黄色。外面　全面に指おさえの後、ナデ調整。手づくね成形。もち手を作り出し、１ヶ所紐通しの孔を穿孔
する。底部をヘラ状工具で切り、土玉を入れる。

玉φ
１．０

腹径）
４．１高）４．２土鈴土製品土鈴と共伴９５－５面まで

ＳＤ５４００３�Ａ４４９

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．７皿土師器―９５－４面

ＳＤ５４００４�Ａ４５０

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．７皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４５１

口縁部に煤附着。底部外面に板状工具の当り痕。
　焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２８．７皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４５２

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９８．８皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４５３

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．９皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４５４

焼成　良好。色調　黄灰色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９８．９皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４５５

口縁部に煤附着。焼成　良好。色調　灰黄色。
Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は僅かに内
彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．９皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４５６

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
所 に々火ぶくれ。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０９．０皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４５７

口縁部に若干煤附着。焼成　良好。色調　浅
黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１９．０皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４５８

口縁部に若干煤附着。体部外面にヘラ状工具
痕。焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
緩やかに直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―１．９９．１皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４５９

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部外面に板状
工具痕。

非ロクロ成形。器壁は比較的厚い。平底。体部と底部の
界は不明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。

―２．０９．１皿土師器―９５－４面　
ＳＤ５４００４�Ａ４６０

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０９．１皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４６１

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ
調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０９．３皿土師器―９５－４面

ＳＤ５４００４�Ａ４６２

焼成　良好。色調　淡黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０９．３皿土師器茶褐色腐植土中ＳＤ５４００４�Ａ４６３
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焼成　良好。色調　浅黄色。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏
が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１０．７皿土師器茶褐色腐植土中ＳＤ５４００４�Ａ４６４

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ
調整。

非ロクロ成形。平底。器壁は比較的厚い。平底。体部
は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．６１１．０皿土師器茶褐色腐植土中ＳＤ５４００４�Ａ４６５

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏あり。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１２．４皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４６６

焼成　良好。色調　灰黄色。京都系。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１２．４皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４６７

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏あり。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は明瞭。体部は直
線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１１２．４皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４６８

焼成　良好。色調　黄灰色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏あり。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．６皿土師器

土師皿集中部
　　　　　　　　　

―

ＳＤ５４００４
９５－４Ｓまで
（９５－４ａ，９５－４
ｋ中）

�Ｄ
�Ｃ４６９

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏あり。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁部は僅かに外方にひらく。
口縁端部は尖り気味。

―２．４１２．８皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４７０

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏
が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１２．８皿土師器―ＳＤ５４００４�Ｄ４７１

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．９皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４７２

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏
が残る。

非ロクロ成形。平底。器壁は比較的薄い。平底。体部
は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．８１３．４皿土師器茶褐色腐植土中ＳＤ５４００４�Ａ４７３

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。器壁は比較的薄い。。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．７１３．６皿土師器茶褐色腐植土中ＳＤ５４００４�Ａ４７４

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏
が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．７１３．６皿土師器―９５－４面

ＳＤ５４００４�Ａ４７５

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に細い円圏あり。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１３．９皿土師器―ＳＤ５４００４�Ｄ４７６

焼成　良好。色調　淡黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏あり。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１４．０皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４７７

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏あり。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１４．４皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４７８

焼成　良好。色調　黄灰色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏
が残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的厚い。平底。体部と底部の
界は不明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。

―３．０１４．６皿土師器―９５－４面　
ＳＤ５４００４�Ａ４７９

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏あり。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．６１４．７皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４８０

焼成　良好。色調　灰黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏あり。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．７１４．７皿土師器―ＳＤ５４００４�Ｄ４８１

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏あり。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．６１５．３皿土師器土師皿集中部ＳＤ５４００４�Ｄ４８２

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　ナデ調整。体部内面　多
方向のナデ調整。ヘラ状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は内彎気味に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―（２．８）１７．２皿土師器９５－４面

ＳＤ５４００４主�Ｄ４８３

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　多方向のナデ調整。底部内面にヘラ
状工具痕。底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―３．４１８．２皿土師器溝内主９５－４面まで�Ｄ４８４

瀬戸・美濃系灰釉陶器丸椀。大窯期。１６世紀
代。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑灰色に発色。器面に細かい貫入。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。―（３．８）（１２．３）�施釉陶器茶褐色腐植土中　　

―
９５－４面
ＳＤ５４００４�Ａ４８５
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

龍泉窯系青磁無文碗。�Ａ類。内外面とも青磁釉施釉。淡灰緑色に発色。口縁部に１ヶ所飛び青磁風に鉄
釉附着。

体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味を
もつ。―（４．１）（１２．９）碗青磁―ＳＤ５４００４�Ａ４８６

華南産白磁。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。外面の体部下半以下露胎。体部は緩やかに斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をも
つ。―（１．５）（９．７）皿白磁―ＳＤ５４００４主

９５－４面�Ｄ４８７

焼成　良好。色調　にぶい黄褐色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１（８．７）皿土師器―集石部分�Ｃ４８８

焼成　良好。色調　にぶい黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３９．４皿土師器―集石部分�Ｃ４８９

内面全面に煤附着。焼成　良好。色調　灰黄
色。Ａｂ２�類。京都系。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２（１３．５）皿土師器―集石部分�Ａ４９０

口縁部内面に煤若干附着。焼成　良好。色調
　灰黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。底部内面　１方向のナデ調整。体部外面に爪の痕。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に、直線的に斜め上方に延びる。―２．２９．２皿土師器―集石部�４９１

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的厚い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２８．９皿土師器―集石部分�Ａ４９２

高台裏にツク附着。瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。
�Ａ２類。大窯期。１６世紀代。

底部内面　菊花文を印花で施文。内外面とも灰釉施釉。高台裏まで施釉。
淡黄緑色に発色。

底部の器壁は比較的厚い。高台は断面三角形状で低い。
体部は緩やかに斜め上方に立ち上がる。―（１．５）―皿施釉陶器―集石部�４９３

色調　浅黄橙色。蓋の可能性あり。Ｂ�類。底部内面～体部外面　ヨコナデ調整。底部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。非ロクロ成形。体部は短く直立する。口縁端部は尖り気味。―１．５４．７皿土師器―

９５－４面まで
（ＳＤ５２００８より
北）

�Ａ４９４

色調　浅黄橙色。蓋の可能性あり。Ｂ�類。底部内面～体部外面　ヨコナデ調整。底部外面　不調整。指頭圧痕が残
る。

非ロクロ成形。体部は短く直立する。口縁端部は丸みをも
つ。―１．７４．９皿土師器―９５－４面まで

北半分中心�Ａ４９５

色調　橙色。蓋の可能性あり。Ｂ�類。底部内面～体部外面　ヨコナデ調整。底部外面　不調整。指頭圧痕が残
る。

非ロクロ成形。平底。体部は短く直立。口縁端部は丸味
をもつ。―１．６４．９皿土師器灰黒色シルト

焼土まじり
ＳＤ５２００８より南
３面下�Ａ４９６

焼成　普通。色調　にぶい黄橙色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的厚い。平底。体部は
直線的に外上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―（２．４）（７．７）皿土師器―９５－４面まで�Ａ４９７

口縁部内外面に煤附着。色調　灰黄色。京都
系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形はやや歪む。平底。体部は直線的に
斜め上方に延びる。―１．９８．３皿土師器土間より南半部中心９５－４面まで�Ｂ４９８

口縁部に煤若干附着。焼成　良好。色調　に
ぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３８．４皿土師器―９５－４面まで�Ｂ４９９

焼成　良好。色調　にぶい黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．８８．４皿土師器主に３Ｓ下　３＋１まで９５－４面まで�５００

口縁部内外面に煤附着。焼成　ややあまい。
色調　灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。体部内面に布目圧痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．５皿土師器４ａ内９５－４面まで�５０１

焼成　良好。色調　淡黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は全体に厚い。平底。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９８．５皿土師器腐植土中９５－３Ｓ以下�Ｂ５０２

口縁部に若干煤附着。焼成　良好。色調　浅
黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。底部外面に板状工具痕？

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３８．５皿土師器土間まで南半部９５－４面�Ｂ５０３

焼成　良好　色調　浅黄橙色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形は若干歪む。平底。体部は僅かに内
彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９（８．５）皿土師器腐植土中９５－４面まで�５０４

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は不明瞭。体部は
直線的に緩やかに外上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．８８．５皿土師器主に３Ｓ下　３＋１まで９５－４面まで�５０５

焼成　良好。色調　淡黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９８．６皿土師器―

９５－３整地層より
下
（９５－４Ｋ）

�５０６

口縁部内面に一部煤附着。焼成　良好。色調
　灰黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９８．７皿土師器―９５－４面まで�Ｂ５０７

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
灰黄褐色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．８皿土師器濁灰色粗砂９５－４面まで�Ａ５０８

口縁端部に若干煤附着。焼成　良好。色調　
浅黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．８皿土師器―

９５－４面まで
（ＳＤ５２００８より
北）

�Ａ５０９

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
体部内面に僅かに布目圧痕。底部外面に板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３８．８皿土師器腐植土中９５－４面まで�５１０

底部外面に墨痕。焼成　良好。色調　灰黄褐
色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２８．９皿土師器主に９５－３Ｓ下　

９５－３＋１まで９５－４面まで�５１１
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器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

口縁部内外面　煤附着。焼成　良好。色調　
にぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面にミガキの痕跡？。底部外面　板状工具痕あり。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２９．０皿土師器―９５－４面まで�Ｂ５１２

口縁部に煤附着。底部内面に稲籾痕。焼成　
ややあまい。色調　灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　不定方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は不明瞭。体部は
直線的に外上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１９．０皿土師器―

９５－４面まで
（ＳＤ５２００８より
北）

�Ａ５１３

焼成　良好。色調　にぶい黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は全体に厚い。平底。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０９．０皿土師器腐植土中９５－３Ｓ以下�Ｂ５１４

口縁部に若干煤附着。焼成　ややあまい。色
調　灰黄色。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９９．０皿土師器腐植土中９５－４面まで�５１５

内外面全面に煤附着。焼成　ややあまい。色
調　灰黄色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１９．０皿土師器腐植土中９５－４面まで�５１６

口縁部内外面に煤附着。色調　灰黄色。Ａａ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１９．１皿土師器腐植土中

堀最上層ｶ９５－３整地層下�Ａ５１７

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０９．１皿土師器黒褐色シルト９５－４面上�Ｃ５１８

焼成　良好。色調　にぶい黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０９．１皿土師器黒色腐植土層―�－�５１９

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１９．２皿土師器濁灰色粗砂９５－４面まで�Ａ５２０

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．８９．５皿土師器腐植土中９５－４面まで�５２１

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３９．６皿土師器―９５－４面まで�５２２

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形はかなり歪む。平底。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１０．３皿土師器―

９５－４面まで
（ＳＤ５２００８より
北）

�Ａ５２３

焼成　良好。口縁部内外面に煤附着。色調　
にぶい黄色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　不定方向のナデ調整。

非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―２．０１０．３皿土師器茶色腐植土９５－４面まで�５２４

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２１２．６皿土師器―９５－４面まで�５２５

焼成　良好。色調　灰黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。。体部は緩やかに直線的に斜め上
方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０１２．６皿土師器３＋１面以下４面まで�Ａ５２６

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１２．７皿土師器黒褐シルト９５－４面上�Ｃ５２７

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１２．９皿土師器北側側溝―�Ａ５２８

焼成　良好。色調　淡黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏が微かに残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２１２．９皿土師器図に有９５－４面�Ｃ５２９

焼成　良好。色調　灰黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０１２．９皿土師器暗灰シルト中ＳＤ５２００８より北

９５－４面まで�Ｃ５３０

焼成　良好。色調　灰黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―（２．１）（１３．０）皿土師器主に３Ｓ下　３＋１まで９５－４面まで�５３１

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１１３．０皿土師器腐植土中９５－４面まで�５３２

焼成　良好。口縁部内外面に煤附着。色調　
灰黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が微かに残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１３．１皿土師器腐植土中９５－４面まで�５３３

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。口
縁部内面　凹線１条。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．７１３．５皿土師器焼土下の腐植土４面まで�Ａ５３４

焼成　ややあまい。色調　暗灰黄色。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１３．７皿土師器茶色腐植土９５－４面まで�５３５
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焼成　良好。色調　灰黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１４．０皿土師器―９５－４面まで�Ａ５３６

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２（１４．１）皿土師器―９５－４面まで�Ｄ５３７

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１１４．１皿土師器茶色腐植土９５－４面まで�５３８

焼成　良好。色調　灰黄色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１４．２皿土師器―９５－４面まで�Ａ５３９

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。口
縁部内面　凹線１条。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は僅かに
内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．８（１４．３）皿土師器―９５－４ａ・９５－４Ｋ�Ｃ５４０

焼成　良好。色調　黄灰色。京都系。Ａａ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４（１４．４）皿土師器濁灰色粗砂９５－４面まで�Ａ５４１

焼成　良好。色調　明黄褐色。京都系。Ａｂ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１４．４皿土師器３Ｓ濁灰粗砂中９５－４面まで�Ａ５４２

焼成　良好。色調　灰黄色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―（１．９）（１６．９）皿土師器暗灰色シルト粒砂まじ

り―�Ｂ５４３

内外面とも煤が多量に附着。焼成　良好。色
調　オリーブ黒色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―（２．８）（１８．８）皿土師器黒色腐植土層９５－４面上層�－�５４４

色調　褐灰色。�類。体部外面　不定方向のナデ調整。口縁部内外面　ヨコナデ調整。体部内
面　一方向のナデ調整。

体部の上面は扁平。中央部に切頭円錐状のつまみを貼り
付け。かぶせ蓋。体部は斜め下方に延びる。―３．２（９．９）蓋瓦質土器黄褐灰色粗砂まじりシ

ルト―�Ｃ５４５

焼成　堅緻。色調　にぶい黄橙色。内外面とも回転ナデ調整。器面を平滑に仕上げる。器壁は比較的厚い。体部は内彎。口縁部は短く直立。
口縁端部は丸みをもつ。―（５．３）（８．６）小型壺土師器―９５－３整地層より

下�５４６

色調　オリーブ黒色。外面　ナデ調整。棒状のものに粘土を巻きつけて成形。厚１．３巾１．４長４．０土錘土製品９５－４ａ
（９５－４面まで）ＳＤ５２００８より南�Ａ５４７

鞴の羽口。色調　外面　灰色。内面　にぶい橙色。円柱状。厚
（２．４）

巾
（５．７）

長
（５．７）羽口土製品―９５－４面まで

ＳＤ５２００８より北�Ａ５４８

色調　暗灰色。灯明皿を載せる燭台。中央の
穿孔は釘穴か？外面　ヘラミガキ調整。内面　回転ナデ調整。煤附着。脚部は短く直立。皿部は緩やかに外上方に延びる。皿部

の器壁は厚い。皿の中央部に脚部を貫いて穿孔１ヶ所。―（６．５）（９．３）燭台瓦質土器腐植土中９５－４面まで�５４９

色調　暗灰色。火鉢あるいは火消し壷か？内外面ともヨコナデ調整。体部内面　指おさえ。指頭圧痕が全面に見られる。
体部外面　縦方向及び横方向のヘラケズリ調整。平底。体部は直線的に外上方に延びる。（１６．１）（８．０）―火鉢瓦質土器

段差より北ＳＤ４００８より
南
南半部中心　　　　

―

９５－４面まで
９５－４面
９５－４面まで

�Ｃ
�Ａ
�Ａ

５５０

ミガキにより器面は平滑に仕上げる。色調　炭素
が附着せず淡黄色を呈する。木製の桶を模倣し
た桶状容器。火消し壺？　�類。

体部内面　ヨコナデ調整。底部内外面　不定方向のナデ調整。体部外面
　ヨコナデ調整の後、縦及び横方向のミガキ調整。

平底。外縁部に断面台形状の低い高台を貼り付ける。体
部は直立。体部外面の下部に箍を意識した小さい凸帯が
１条巡る。

（２５．５）（１１．４）―桶形容器瓦質土器赤褐色粗砂
火事かたずけ土？９５－４面まで�Ｄ５５１

色調　黒褐色。ヘラ状工具による整形。火舎香炉の脚部。貼り付け。厚３．３巾８．０長４．９火舎香炉瓦質土器―９５－４面まで�Ａ５５２

色調　暗灰色。�類。内外面とも横方向のヘラミガキ調整。器面を平滑に仕上げる。平底。高台は比較的細い。体部は大きく内彎。口縁部外
面に耳状の把手を貼り付け。（１４．４）９．３（１６．４）火鉢瓦質土器―南側溝�

�Ａ５５３

焼成　堅緻。色調　褐灰色。�類。体部内外面　横方向の磨き調整。平行暗文が見られる。底部外面　不定
方向のナデ調整。

高台は比較的細く、高い。平底。体部は大きく内彎。口
縁端部は丸みをもつ。（１６．１）９．５（２０．６）火鉢瓦質土器灰色シルト９５－３面より下�５５４

色調　黒褐色。１６世紀代。Ａｂ１類。
口縁部内外面　回転ナデ調整。体部外面上位　横方向のハケ目　下位　
縦方向のハケ目調整の後、指おさえ。体部内面　横方向のハケ目調整の後、
５条１単位の擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部の１ヶ所を
捻って片口を作り出す。―（８．１）（２４．８）擂鉢瓦質土器―９５－３Ｓ以下�Ａ５５５

色調　オリーブ黒色。Ｂｂ１類。１６世紀代。
口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、縦方向のハ
ケ目調整。指頭圧痕が残る。体部内面　横方向の粗いハケ目調整の後、６
条１単位の擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をも
つ。口縁部の１ヶ所を捻って片口を作り出す。―（８．９）（２４．７）擂鉢瓦質土器

濁灰色粗砂まじり細
砂
上黒褐色シルト

９５－３Ｓ
９５－４面

�Ｄ
�Ｃ５５６

色調　灰黒色。Ｂｂ１類。１６世紀代。
口縁部～体部外面上半　回転ナデ調整。体部外面下半　縦方向のハケ目
調整の後、ナデ。若干指頭圧痕が残る。底部内面　横方向のハケ目調整の
後、６条１単位の擂目施文。底部外面　板ナデ調整。　

平底。底部の器壁は比較的厚い。体部は直線的に斜め
上方に延びる。口縁端部は若干外方につまみ出す。口縁
部の一部を捻って片口を作り出す。

９．５１０．８２５．６擂鉢瓦質土器（火事かたづけ土中）９５－３Ｓ中�Ｃ５５７

色調　灰～灰オリーブ黒色。Ｂｂ１類。１６世紀代。
口縁部～体部外面上半　回転ナデ調整。体部外面下半　縦方向のハケ目
調整の後、ナデ。若干指頭圧痕が残る。底部内面　横方向のハケ目調整の
後、６条１単位の擂目施文。底部外面　不調整。　

平底。底部の器壁は比較的厚い。体部は直線的に斜め
上方に延びる。口縁端部は若干外方につまみ出す。（９．７）１１．０２５．５擂鉢瓦質土器９５－３面検出中掘状落ち�５５８
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成　良好。色調　暗灰色。越前焼擂鉢の模
倣。Ｂa１類。１６世紀代。

口縁部～体部内外面　回転ナデ調整。底部内外面　ナデ調整。体部内面
に６条１単位の櫛描きの擂目を１３単位にわたって施文。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部上面
にほぼ水平に端面をもつ。口縁部の１ヶ所を捻って小さい
片口を作り出す。

（８．９）１１．５２４．４擂鉢瓦質土器―９５－３面以下�５５９

色調　灰色。Ｂｂ１類。１６世紀代。
口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　縦方向の粗いハケ目調整
の後、指おさえ。体部内面　横方向の粗いハケ目調整の後、５条１単位の擂
目施文。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
若干外方につまみ出す。（９．９）１１．８（２４．９）擂鉢瓦質土器―

９５－２面まで
表採
９５－３整地層より
下

�　　　
―

�Ｂ
５６０

色調　灰白色。Ｃａ１類。１６世紀代。
口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、回転ナデ調
整。指頭圧痕が残る。器面は著しく剥離。体部内面　９条１単位の擂目施文。
底部外面　不調整　糸切痕が残る。

平高台。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。
口縁部は玉縁状に肥厚し、僅かに外方にひらく。１０．８１２．６３０．９擂鉢瓦質土器―９５－４面まで

９５－３＋１面以下�Ａ５６１

色調　にぶい黄橙色。やや軟質。外面は削り調整。磚の細片。厚
（２．７）

巾
（７．５）

長
（８．２）磚瓦―９５－３面以下

９５－４面まで�Ａ５６２

華南産褐釉陶器。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。体部内面以下に褐釉施釉。褐灰色に発色。器壁は比較的薄い。体部は内彎して、斜め上方に延びる。
口縁部は断面長方形状に肥厚する。―（１０．１）（２９．４）鉢施釉陶器腐植土中９５－３面整地土

下�Ａ５６３

焼成は堅緻。備前焼�期。１５世紀代。内外面とも回転ナデ調整。頸部はほぼ直立。口縁部は断面が扁平な楕円形状に肥
厚する。―（６．９）（３８．６）甕無釉陶器―９５－３＋１面以下

９５－４面まで�Ａ５６４

焼成　堅緻。色調　にぶい赤褐色。備前焼�
期。１５世紀代。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　ヘラ削り調整。底部外面　不調整。体部外面上位にヘラ描きの窯印を描く。

粘土紐巻上げ成形。平底。体部は内彎気味にほぼ直上
に延びる。頸部は僅かに内傾。口縁部は断面楕円形状
に肥厚する。

（３０．０）（５９．１）（３２．４）甕無釉陶器―９５－３整地土層
中�Ｂ５６５

瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。�Ａ２類。大窯期。
１６世紀代。

底部内面に草花文（かたばみ）を印花で施文。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑
色に発色。畳付の釉はかきとり。器面に粗い貫入。

平底。高台は幅が広く比較的低い。体部は僅かに外反気
味に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。４．１２．８９．０皿施釉陶器９５－４面集石部�Ｄ５６６

瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。�類。大窯期。１６
世紀代。内外面とも灰釉施釉。暗黄緑色に発色。器面に貫入。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひ

らく。―（２．０）（９．８）皿施釉陶器ＳＤ５２００８より北９５－４面まで�Ａ５６７

高台裏に輪トチン附着。瀬戸・美濃系灰釉陶器
皿。�Ａ１類。大窯�期。１６世紀前半代。

内外面とも灰釉施釉。淡緑灰色に発色。器面に細かい貫入が見られる。畳
付の釉かきとり。

底部の器壁は比較的厚い。高台は断面台形状で低い。
体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひ
らく。

（５．６）２．３（１０．０）皿施釉陶器ＳＤ５２００８より北９５－４面まで�Ａ５６８

瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。�Ａ１類。大窯�期。
１６世紀前半代。

内外面とも灰釉施釉。淡緑灰色に発色。器面に細かい貫入が見られる。畳
付の釉かきとり。

底部の器壁は比較的厚い。平底。高台は断面三角形状
で低い。体部はやや外反気味に斜め上方に延びる。口縁
部は外方にひらく。口縁端部は丸味をもつ。

５．９２．５（１１．４）皿施釉陶器黒色腐植土層９５－４面上層�－�５６９

瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。�Ａ２類。大窯期。
１６世紀代。

底部内面に印花で草花文施文（菊花文）。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑色に
発色。器面に粗い貫入。畳付の釉かきとり。

底部の器壁は厚い。高台は断面三角形状で低い。体部
は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。５．８２．６１０．９皿施釉陶器黒色腐植土層９５－４面上層�－�５７０

瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。大窯期。１６世紀代。内外面とも灰釉施釉。淡緑灰色に発色。器面に細かい貫入。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひ
らく。―（１．７）（１１．６）皿施釉陶器（ＳＤ５２００８より北）９５－４面まで�Ａ５７１

瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。�類。大窯期。１６
世紀代。

内外面とも灰釉施釉。淡黄緑灰色に発色。高台裏まで施釉。器面に細かい
貫入。

平底。高台は断面方形で低い。体部は内彎気味に斜め
上方に延びる。口縁部は外方にひらく。口縁端部は丸味
をもつ。

（６．０）２．５（１１．７）皿施釉陶器―９５－３＋１面以下
９５－４面まで�Ａ５７２

瀬戸・美濃系灰釉陶器。�類。ひだ皿。大窯
期。１６世紀代。

内外面とも灰釉施釉。淡緑灰色に発色。器面に細かい貫入が見られる。畳
付の釉かきとり。高台裏の釉層は薄い。

平底。高台は断面台形状で低い。体部は直線的に斜め
上方に延びる。口縁部は外方にひらく。口縁端部は丸味
をもち、口縁部は波状に捻りを加える。

５．８２．６（１２．２）ひだ皿施釉陶器―９５－３＋１面以下
９５－４面まで�Ａ５７３

高台裏に目跡。瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。�Ａ
１類。大窯�期。１６世紀前半代。

内外面とも灰釉施釉。淡緑灰色に発色。器面に細かい貫入が見られる。畳
付の釉かきとり。

平底。底部の器壁は厚い。高台は断面三角形状で低い。
体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひ
らく。

（６．５）２．８（１１．５）皿施釉陶器―９５－３＋１面以下
９５－４面まで

�Ａ
�Ｂ５７４

瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。�類。大窯期。１６
世紀代。内外面とも灰釉施釉。淡緑灰色に発色。器面に細かい貫入。口縁部は外方にひらく。―（１．４）（１２．７）皿施釉陶器―９５－４面まで�Ｃ５７５

瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。�類。大窯期。１６
世紀代。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑灰色に発色。器面に細かい貫入。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は僅

かに外方にひらく。―（２．４）（１１．７）�施釉陶器ＳＤ５２００８より北９５－４面まで�Ａ５７６

瀬戸・美濃系天目茶碗。大窯期。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。全面に鬼板を塗布。内外面とも鉄釉施釉。暗茶
褐色に発色。外面の高台脇以下　未施釉。

体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は屈
曲して、僅かに外方にひらく。―（５．７）（１３．１）�施釉陶器（４Ｓ）９５－４面まで�Ｃ５７７

瀬戸・美濃系灰釉丸椀。１６世紀代。龍泉窯系
青磁細蓮弁文碗の模倣。

体部外面　線描きの蓮弁文施文。内外面とも施釉。淡黄緑色に発色。畳
付・高台裏まで施釉。高台裏にツクの痕跡。器面に粗い貫入。

高台は幅が広く低い。体部は内彎して斜め上方に延びる。
口縁端部は丸味をもつ。５．８５．８（１２．１）�施釉陶器―４面まで主

４～５面まで�－�５７８

華南三彩？　１６世紀代。緑釉をベースに黄釉、褐釉を施釉。型作り成形。鳥形水滴の頭部のみ残存。
巾

（１．６）
（２．８）

長
（２．４）
（１．７）

頭部
腹部鳥形水滴三彩黒色腐植土層９５－４面直上�－�５７９

漆継の痕跡が見られる。龍泉窯系青磁細蓮弁
文碗。�Ｂ２類。１６世紀代。

体部外面に剣頭と身の一致しない線描きの細蓮弁文を施文。内外面とも青磁
釉施釉。器面に粗い貫入。暗黄緑色に発色。畳付まで施釉。高台裏は露
胎。内面　印花で草花文施文。

底部の器壁は非常に厚い。高台は比較的高い。体部は
内彎気味に斜め上方に延びる。４．７７．０（１２．７）碗青磁３Ｓ濁灰粗砂中９５－４面まで�Ａ５８０

華南産白磁皿。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。外面の高台脇以下露胎。底部の器壁は厚い。高台は比較的幅が広く低い。体部は
緩やかに斜め上方に延びる。（３．８）（２．２）―皿白磁―

ＳＤ５２００８より
北半　
９５－４面まで

�Ｃ５８１
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

華南産白磁。森田分類Ｅ－１群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。外面の高台脇以下露胎。
底部の器壁は厚い。高台は比較的幅が広く低い。高台脇
にノミ目跡が見られる。体部は緩やかに斜め上方に延びる。
口縁端部はそのまま上方に引き上げる。

３．８２．９（１１．５）皿白磁―９５－４面まで�Ａ５８２

華南産白磁。森田分類杯Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。平底。高台は細く低い。体部は僅かに外反気味に斜め上
方に延びる。口縁端部は丸味をもつ。（６．０）２．３（１１．６）杯白磁焼土まじり

灰黒色シルト
ＳＤ５２００８より南
９５－３面下�Ａ５８３

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。平底。高台は断面三角形状で低い。体部は内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。（７．１）３．１（１２．５）皿白磁（ＳＤ５２００８より北）９５－４面まで�Ａ５８４

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉は丁寧にかきとる。器
面に虫喰いが見られる。

平底。高台は断面三角形状で低い。体部は緩やかに斜
め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。（６．６）３．０（１２．２）皿白磁土間の層

―９５－４面�Ｂ５８５

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は
外方に折り曲げる。―（２．２）（１４．０）皿白磁溝カ９５－４面�Ａ５８６

華南産白磁。森田分類　白磁Ｂ群。体部内面　線描きで草花文施文。内面　透明釉施釉。灰白色に発色。外
面　露胎。

底部の器壁は厚い。高台は幅が広く低い。体部は緩やか
に斜め上方に延びる。（５．２）（２．３）―碗白磁―４Ｓ面まで�Ａ５８７

明青花磁器。Ａ類。１６世紀代。外面　呉須　鋸歯文。内面　草花文。底部外面の釉　蛇の目状釉ハギ。碁笥底。体部は緩やかに斜め上方に立ち上がる。（３．０）（２．１）―皿青花磁器赤褐色粗砂
火事かたづけ土カ

９５－４面まで
９５－３Ｓ�Ｄ５８８

明青花磁器。�Ｂ類。１６世紀代。外面　呉須　界線１条・牡丹唐草文・太い界線１条。内面　界線１・２条。底
部内面　草花文。

平底。底部の器壁は比較的厚い。高台は断面三角形状
で比較的高い。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。
口縁部は大きく外方にひらく。

（６．０）２．５（９．５）皿青花磁器―９５－３＋１面以下
９５－４面まで�Ａ５８９

粗製の明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　呉須　施文（文様は不鮮明）。内面　界線１条。器壁は非常に薄い。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―３．５―碗青花磁器―９５－４面まで�Ａ５９０

明青花磁器。�類。１６世紀後半。外面　呉須　界線２条・人物文。内面　呉須　界線２条。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。―（４．５）（１２．０）碗青花磁器

　　　　　　　　　
―
―

９５－２ａ以下主に
腐植土中
９５－１面上層
シルト

�－�
�Ａ
�Ｄ

５９１

色調　やや青味を帯びた灰白色。明青花磁器。
Ｃ類。１６世紀後半。外面　呉須　草花文・界線３条。底部内面　界線２条。高台は細く高い。体部はほぼ直線的に斜め上方に延びる。碗青花磁器土間より上

北半部中心９５－４面まで�Ｂ５９２

焼成はあまい。釉切れ、虫喰いが目立つ。粗製
の明青花磁器。�Ｂ類。蓮子碗。１６世紀代。

外面　呉須　草花文。内面　界線１・１条。底部内面　草花文。畳付の釉
は拭き取り。露胎部は赤褐色に発色。

底部の器壁は厚い。高台は断面台形状。体部は僅かに
内彎気味に斜め上方に延びる。５．４６．４１４．０碗青花磁器４Ｋ層９５－４面�Ｃ５９３

口縁部内外面に煤附着。焼成　ややあまい。
色調　浅黄色。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。内面は器面が剥離。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに、直線的に斜め上
方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０９．０皿土師器９５－３Ｓまじる９５－４Ｋ�Ｃ５９４

内面全面に煤附着。焼成　良好。色調　にぶ
い黄色。京都系。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―３．０１７．６皿土師器―９５－４Ｋ中

９５－４面まで�Ａ５９５

底部に両方向よりの穿孔１ヶ所。焼成　良好。
色調　灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．６９．４皿土師器―９５－４Ｋ中�Ａ５９６

華南産白磁。小碗Ｂ類。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。底部内面　
蛇ノ目状釉ハギ。

底部の器壁は厚い。高台は断面三角形状で低い。体部
は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は僅かに外方に
ひらく。

（２．４）３．４（７．１）小碗白磁９５－３Ｓまじる９５－４Ｋ�Ｃ５９７

焼成　良好。色調　黄灰色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面　板状工具痕あり。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．４皿土師器暗茶シルト９５－４面

９５－４ａ�Ｂ５９８

口縁部内外面に煤附着。色調　灰黄色。京都
系。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．８８．５皿土師器土間より北半部中心９５－４Ｓ面上

９５－４ａ�Ａ５９９

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面　板状工具痕あり。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．７皿土師器暗茶シルト９５－４面

９５－４ａ�Ｂ６００

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．８皿土師器―９５－４ａ・９５－４Ｋ�Ｃ６０１

焼成　良好。色調　にぶい黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１９．３皿土師器―９５－４ａ・９５－４Ｋ�Ｃ６０２

口縁部内外面に煤若干附着。焼成　良好。色
調　浅黄色。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに、直線的に斜め上
方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９９．３皿土師器―９５－４ａ・９５－４Ｋ―６０３

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９９．５皿土師器土塁２より内側９５－４ａ�Ａ６０４

内面全面に煤附着。焼成　良好。色調　にぶ
い黄橙色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１９．９皿土師器暗茶シルト９５－４面

９５－４ａ�Ｂ６０５

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
浅黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。若干上げ底気味。体部は緩やかに
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２１０．０皿土師器黒褐色シルト９５－４Ｓ面上�Ａ６０６
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口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
灰黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。

―２．７１０．４皿土師器―９５－４ａ・９５－４Ｋ�Ｃ６０７

焼成　良好。色調　オリーブ黒色。Ａｂ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部外面に凹部をもつ。体部外面　
指おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底
部内面　１方向のナデ調整。底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的薄い。平底。体部は
僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は僅かに外
方にひらく。

―２．２１１．９皿土師器暗茶シルト９５－４面
（９５－４ａ）�Ｂ６０８

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は全体に薄い。平底。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０１２．０皿土師器暗茶シルト９５－４面

（９５－４ａ）�Ｂ６０９

焼成　良好。色調　にぶい黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―２．１１２．６皿土師器―９５－４ａ・９５－４Ｋ�Ｃ６１０

内外面とも煤多量に附着。焼成　良好。色調　
黄灰色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．９皿土師器―９５－４面まで

９５－４ａ中�Ａ６１１

口縁部内外面に煤若干附着。焼成　良好。色
調　灰黄色。京都系。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が微かに残る。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的薄い。平底。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をもつ。―２．６１３．６皿土師器炭層９５－４面上

９５－Ｓ面上�Ｂ６１２

口縁部に煤若干附着。焼成　良好。色調　浅
黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的薄い。平底。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４（１５．６）皿土師器炭層９５－４面上

９５－Ｓ面上�Ｂ６１３

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ
調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．７（２１．５）皿土師器暗茶シルト９５－４面

９５－４ａ�Ｂ６１４

焼成　良好。内外面とも全面に黒班が見られる。
色調　黒褐色。京都系。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．６（２５．８）皿土師器―９５－４ａ中

９５－４面まで�６１５

瀬戸・美濃系灰釉陶器。�類。１６世紀代。内外面とも薄く灰釉を施釉。淡黄緑に発色。体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部は外方にひら
く。―（２．９）（１０．９）皿施釉陶器―９５－４面整地面

直上まで�Ｄ６１６

龍泉窯系青磁壷蓋。酒会壷。１４～１５世紀代。体部外面　縦方向の櫛描き施文･ 界線２条・縦方向の櫛描き施文。外面　青
磁釉施釉。淡黄緑色に発色。内面　露胎。

かえりは内傾。口縁端部は外方につまみ出す。体部は内
彎。―（３．４）（１２．３）酒会壺蓋青磁―

ＳＤ５２００８より
北側　
９５－４ａ中

�Ａ６１７

器面に虫喰い。粗製の明青花磁器。�Ａ類。
１６世紀代。

内面　呉須　界線１･１条・不明文。外面　無文。底部外面　蛇の目状釉
ハギ。

碁笥底。体部は緩やかに内彎気味に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。（３．３）２．９（１１．９）皿青花磁器暗茶シルト

土塁の東側

９５－４面
（９５－４ａ）
第３整地土中

�Ｂ
�Ｂ６１８

明青花磁器。�Ｂ類。１６世紀代。外面　界線１条・草花文・界線２条。内面　界線２条。底部内面　界線２条・
草花文。器面に虫喰い。

平底。高台は断面逆台形で比較的低い。体部はほぼ直
線的に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。（６．３）２．７（１１．７）皿青花磁器暗茶シルト９５－４面

（９５－４ａ）�Ｂ６１９

器面に虫喰い。明青花磁器。�Ｂ類。１６世紀
代。

外面　界線１条・牡丹唐草文・界線１条。内面　界線２条。底部内面　界線２
条・草花文。色調　青味を帯びた灰白色。

平底。高台は台形で低い。体部は内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁部は外方にひらく。６．５２．３（１２．０）皿青花磁器

―
暗茶シルト

―

第１～３整地層ま
で
９５－４面
（９５－４ａ）
９５－３Ｓ＋１まで

�
�Ｂ
�Ｃ

６２０

明青花磁器。�Ｂ類。１６世紀代。外面　滲んだ呉須で蓮弁文？施文。内面　　太い界線１･２条。底部内面　
草花文。

底部の器壁は比較的厚い。高台は断面三角形状で低い。
体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は外
方にひらく。

（７．１）２．７（１２．４）皿青花磁器―
（火事かたづけ土中）

９５－４面
（９５－４ａ中）
９５－３Ｓ中

�Ａ
�Ｃ６２１

内面に煤附着。焼成　ややあまい。色調　浅
黄色。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．５皿土師器―９５－４＋１面まで�６２２

明青花磁器。１６世紀代。内外面とも淡い呉須で施文。口縁部は外方にひらく。―（１．８）―碗青花磁器―９５－４＋１面まで�６２３

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部外面に凹部を形成する。体部外
面　指おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。
底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０（８．３）皿土師器―９５－５面まで

ＳＤ５００１�Ａ６２４

内外面とも煤が多量に附着。色調　灰黄色。Ａ
ｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面に板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．４皿土師器―ＳＤ５５００１内�Ａ６２５

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形は比較的深い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１（８．５）皿土師器―９５－５面まで

ＳＤ５５００１�Ａ６２６

焼成はあまい。色調　にぶい橙色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．６皿土師器―ＳＤ５５００１内�Ａ６２７

焼成　良好。色調　黄褐色。Ａｂ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部外面に板状工具痕。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０（９．２）皿土師器―９５－５面まで

ＳＤ５５００１�Ａ６２８
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成　良好。色調　黄灰色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面に整形時の布目圧痕あり。体
部外面　指おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ
調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１０．０皿土師器―９５－５面まで

ＳＤ５５００１�Ａ６２９

焼成　良好。色調　明黄褐色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４（１２．５）皿土師器―９５－５面まで

ＳＤ５５００１�Ａ６３０

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４（１５．８）皿土師器―９５－５面まで

ＳＤ５５００１�Ａ６３１

色調　内面　にぶい黄橙色。外面　黒灰色。
Ｂｂ１類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部　内面　上半に横方向のハケ目調整の後、６条１単
位の擂目を櫛描き施文。底部外面　未調整。

平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口
縁端部は若干外方につまみ出す。（１０．１）１１．４（２５．８）擂鉢瓦質土器―ＳＤ５５００１

９５－５面まで�６３２

明青花磁器。１６世紀代。外面　呉須　草花文。器面に虫喰い。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひら
く。―（１．７）―皿青花磁器―ＳＤ５５００１内�Ａ６３３

明青花磁器。１６世紀代。外面　呉須　界線１条・幾何学文・界線２条。内面　呉須　界線１条。器壁は非常に薄い。体部はほぼ直線的に斜め上方に延び
る。―（３．１）―碗青花磁器―ＳＤ５５００１

９５－５面まで�Ａ６３４

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　呉須　界線２条・馬文・界線２条。内面　無文。体部はほぼ直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り
気味。―（３．２）（６．７）杯青花磁器―ＳＤ５５００１

９５－５面まで�Ａ６３５

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
黄灰色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９８．７皿土師器―９５－５面まで

（溝）�Ａ６３６

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４９．９皿土師器―９５－５面まで

（溝）�Ｃ６３７

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。直線的に斜め
上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２（１３．２）皿土師器―９５－５面まで

（溝）�Ａ６３８

高台裏にツクの痕跡が残る。瀬戸・美濃系灰釉
丸椀。１６世紀代。内外面とも灰釉施釉。畳付まで施釉。淡黄緑色に発色。底部の器壁は厚い。高台は断面台形状で低い。体部は

内彎気味に斜め上方に立ち上がる。５．５３．４―�施釉陶器―９５－５面まで
（溝）�Ａ６３９

焼成　良好。色調　にぶい黄褐色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
体部内面に布目圧痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１（８．９）皿土師器―土塁部精査�６４０

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―１．９８．８皿土師器―土塁－堀部－深
掘�６４１

焼成　良好。色調　黄褐色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９８．８皿土師器―根太内５面�Ａ６４２

底部外面に輪トチン跡。瀬戸・美濃系灰釉陶器
皿。�Ｂ１類。１６世紀代。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑色に発色。器面に細かい貫入。

底部の器壁は厚い。高台は非常に低く、碁笥底状。体部
は内彎気味に緩やかに斜め上方に延びる。口縁部は外方
にひらく。

（６．５）２．６（１１．７）皿施釉陶器―根太内９５－５面�Ａ６４３

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１８．１皿土師器―９５－５面

南側の落ちこみ�Ｃ６４４

口縁部内外面に若干煤附着。焼成　良好。色
調　浅黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面に板状工具痕あり。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１９．０皿土師器―９５－５面

南側の落ちこみ�Ｃ６４５

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　呉須　界線１条・牡丹唐草文。内面　呉須　界線２条。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は大きく外
方にひらく。―（２．０）（９．６）皿青花磁器―９５－５面

南側の落ちこみ�Ｃ６４６

焼成堅緻。色調　浅黄色。Ｂ�類。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面　一方向のナデ調整。底部外面　
ヘラ削り調整。

非ロクロ成形。体部は短く、ほぼ直立。口縁端部は尖り気
味。―１．２５．０皿土師器―９５－５面まで�Ｃ６４７

部分的に煤附着。色調　黒褐色。Ｂ�類。口縁部～体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面ナデ調整。底部外面　指
おさえの後、ナデ調整。非ロクロ成形。平底。体部は短くほぼ直立。１．７５．３皿土師器―９５－５面まで�Ａ６４８

色調　灰黄色。Ｂ�類。口縁部～体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面　器面の剥離が著しい。底
部外面　不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部はほぼ直上に延びる。口縁端
部は尖り気味。２．４（９．４）皿土師器―９５－５面まで�Ａ６４９

内外面に煤附着。焼成　良好。色調　灰黄色。
Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．８８．３皿土師器黒褐色粗砂まじりシル

ト９５－５面まで�Ｄ６５０

焼成　良好。色調　明黄褐色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的厚い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．４皿土師器３＋１面以下　４面まで９５－５面まで

東半部�Ａ６５１

焼成　ややあまい。色調　黄灰色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９８．５皿土師器―９５－５面�Ａ６５２

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。―２．０８．６皿土師器―９５－５面

（９５－５Ｓ）まで�６５３
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器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成　ややあまい。色調　灰白色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―１．９８．６皿土師器―９５－５面
（９５－５Ｓ）まで�６５４

内外面とも煤附着。焼成　良好。色調　にぶい
黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形は若干歪む。平底。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１８．６皿土師器３＋１面以下９５－５面まで�Ａ６５５

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
浅黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．７皿土師器集石部下層９５－５面まで�Ａ６５６

口縁部内外面に若干煤附着。焼成　良好。色
調　明黄褐色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形は若干歪む。平底。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．８８．８皿土師器３＋１面以下９５－５面まで�Ａ６５７

底部内面に煤附着。焼成　良好。色調　浅黄
色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９８．９皿土師器―９５－５面まで�Ａ６５８

口縁部内面に若干煤附着。焼成　良好。色調
　浅黄橙色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．９皿土師器―９５－５面まで

（９５－５Ｓまで）�６５９

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
浅黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９９．１皿土師器３＋１面以下　４面まで９５－５面まで

東半部�Ａ６６０

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．８９．２皿土師器―９５－５面まで�Ａ６６１

焼成　良好。色調　にぶい橙色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９９．２皿土師器３＋１面以下９５－５面まで�Ａ６６２

内面に煤附着。焼成　良好。色調　浅黄色。
Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２９．７皿土師器黒褐色粗砂まじりシル

ト９５－５面まで�Ｄ６６３

口縁部内外面に煤若干附着。焼成　良好。色
調　浅黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２９．９皿土師器―９５－５面まで�Ａ６６４

焼成　ややあまい。色調　にぶい黄褐色。Ａａ１
�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部～底部内面　調整不明。底部内面　籾殻が附着。
器面は部分的に剥離。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．８１０．４皿土師器３＋１面以下　４面まで９５－５面まで

東半部�Ａ６６５

焼成　良好。色調　黄橙色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　不定方向のナデ調整。
底部内面　１方向のナデ調整。内面の体部と底部の界に段。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１０．４皿土師器―９５－５面まで�Ａ６６６

口縁部内外面に煤附着。焼成　ややあまい。
色調　灰黄色。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０１０．８皿土師器３＋１面以下　４面まで９５－５面まで�Ａ６６７

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部と底部の
界は明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端
部は尖り気味。

―２．６（１２．４）皿土師器―９５－５面
（９５－５Ｓ）まで�６６８

焼成　ややあまい。色調　橙色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２（１２．５）皿土師器３＋１面以下９５－５面まで�Ａ６６９

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａｂ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。器形は若干歪む。器壁は比較的薄い。平
底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り
気味。

―２．２１２．５皿土師器３＋１面以下　４面まで９５－５面まで
東半部�Ａ６７０

焼成　良好。色調　明褐色。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。若干上げ底気味。器壁は全体に
比較的薄い。体部は緩やかに直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。

―２．２１２．８皿土師器３＋１面以下９５－５面まで�Ａ６７１

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部内面　円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１２．９皿土師器―９５－５面まで�６７２

焼成　良好。色調　灰白色。京都系。Ａｂ２�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が微かに残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１３．２皿土師器―９５－５面�Ａ６７３

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。円圏が残る。底部外面　板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１３．７皿土師器ＳＤ４００３より東９５－５面まで�Ｂ６７４

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は緩やか
に直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．６（１３．７）皿土師器黒褐色粗砂まじりシル

ト９５－５面まで�Ｄ６７５

焼成　良好。色調　灰黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。器壁は比較的薄い。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１（１３．７）皿土師器集石部下層９５－５面まで�Ａ６７６
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
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器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

底部外面にヘラ描きで「上」の文字施文。焼成　
良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１３．３皿土師器―９５－５面まで�Ａ６７７

内面全面に黒班。黒褐色に発色。焼成　良好。
色調　暗灰黄色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．７１３．７皿土師器―９５－５面まで

９５－４Ｓ主�Ａ６７８

焼成　良好。色調　黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．６１４．５皿土師器―９５－５面�Ａ６７９

焼成　良好。色調　明黄褐色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．６１４．６皿土師器３＋１面以下９５－５面まで�Ａ６８０

焼成　良好。色調　橙色。京都系。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４（１４．７）皿土師器東半部

３＋１面以下４面まで９５－５面まで�Ａ６８１

焼成　良好。色調　浅黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１４．８皿土師器―９５－５面まで�Ａ６８２

焼成　良好。色調　明黄褐色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―（２．６）（１４．８）皿土師器３＋１面以下５面まで�Ａ６８３

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。
Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１５．５皿土師器―９５－５面まで�６８４

内外面とも全面に煤附着。焼成　良好。色調　
黄灰色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　多方向のナデ調整。底部外面　板状工具によるナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１６．３皿土師器―９５－５面まで�Ｃ６８５

口縁部内面に若干煤附着。焼成　良好。色調
　浅黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　多方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．９１７．１皿土師器―９５－５面まで�６８６

赤外線透視の結果、内面に墨痕を確認。外面も
墨痕？　焼成　良好。色調　淡黄色。京都系。
Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．６１７．７皿土師器―９５－５面まで�Ａ６８７

内面に煤附着。焼成　良好。色調　黄灰色。
京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が僅かに残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３（１８．０）皿土師器―９５－５面まで�６８８

焼成　ややあまい。色調　浅黄色。京都系。Ａ
ｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。直線的に斜め
上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４（１９．２）皿土師器―９５－５面まで�Ａ６８９

焼成　良好。色調　黄灰色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．８（１７．２）皿土師器―９５－５面まで

９５－５Ｓまで�６９０

色調　暗灰色。�類。内外面とも回転ナデ調整。底部内面中央部　一方向のナデ調整。体部の上面は扁平。中央部に円柱状のつまみを貼り付け。
かぶせ蓋。体部は垂直に下方に延びる。―２．８（９．７）蓋瓦質土器―９５－５面まで�Ｃ６９１

色調　暗灰色。筒状容器の蓋。�類。内外面とも回転ナデ調整。体部の上面は扁平。中央部に切頭円錐状のつまみを貼り
付け。かぶせ蓋。体部は斜め下方に延びる。―２．８（１０．１）蓋瓦質土器―９５－５面

９５－５Ｓまで�６９２

脚は三足ヵ。口縁部内外面に煤附着。色調　
浅黄橙色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　一方向のナデ調整。底部外面　不調整。

非ロクロ成形。断面逆台形状の脚を貼り付ける。体部は
緩やかに僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部
は尖り気味。

―４．２（１１．０）脚付皿土師器―
―

９５－５面上
９５－５面まで
（溝）

�Ｂ
�Ａ６９３

器面は２次焼成を受け、一部剥落。色調　にぶ
い黄橙色。

手づくね成形。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調
整。平底。体部は大きく内彎。口縁部は内傾。（３．１）（４．８）５．０小壺土師器集石部下層９５－５面まで�Ａ６９４

ミガキにより器面を平滑に仕上げる。色調　黒灰
色。木製の桶を模倣した桶状容器。火消し壺？
�類。

体部内面　ヨコナデ調整。底部内外面　不定方向のナデ調整。体部外面
　ヨコナデ調整の後、縦方向のミガキ調整。

平底。外縁部に断面台形状の低い高台を貼り付ける。体
部は直立。口縁部は短く内傾する。体部外面の上・中・下
部に箍を意識した小さい凸帯が３条巡る。

（２６．４）１９．７（２２．２）桶形容器瓦質土器

３＋１面以下
―
―

集石部下層

９５－４面まで
９５－５面まで
９５－５面まで
９５－５面まで

�Ａ
�Ｃ
�Ｃ
�Ａ

６９５

器面は平滑。色調　にぶい赤褐色。６９７の蓋
か？　�類。

粘土紐巻上げ成形。外面　ヨコナデの後、縦方向のミガキ調整。内面上位
　不定方向の板ナデもしくは削り。内面下位　ヨコナデ調整。形態は釣鐘形。体部中央に透かしあり。―（９．３）（１７．２）火舎香炉

（蓋）瓦質土器―９５－５面まで他�Ｃ６９６

器面は平滑。内面に彼熱の痕跡。色調　暗灰
黄色～黒褐色。�類。

体部外面　ヨコナデ調整の後、横方向のミガキ調整。高台外面　ヨコナデ調
整の後、縦方向のミガキ調整。　体部・高台部内面　ヨコナデ調整。底部外
面　不定方向のナデ調整。

断面長方形状の高い高台を貼り付ける。平底。体部は僅
かに内彎して短く直上に延びる。口縁部は短く内傾。（１４．９）８．７（１４．５）火舎香炉

（身）瓦質土器９５－５面上�－�６９７

器面は平滑。色調　暗灰色。�類。高台外面　ナデ調整の後、縦方向のミガキ。高台内面　ヨコナデ調整。底
部外面　一方向のナデ調整。断面長方形状で、高い高台を貼り付ける。平底。１５．７（４．９）―火舎香炉瓦質土器―９５－５面まで�６９８

色調　暗灰色。Ａｂ１類。内外面ともヨコナデ調整。体部内外面　横方向のミガキ調整。平行暗文が残
る。器面を平滑に仕上げる。

体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は
丸みをもつ。―（９．８）（３５．２）鉢瓦質土器―

９５－５面まで
９５－５面まで
９５－５面まで
（溝）

�Ａ６９９
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

色調　オリーブ黒色。Ｂｂ１類。１６世紀代。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　縦方向のハケ目調整の後、
ナデ調整。口縁部内面　横方向のハケ目調整の後、８条１単位の擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は若干外
方につまみ出す。―（５．４）（２４．２）擂鉢瓦質土器―９５－４面より下�Ｂ７００

焼成　良好。色調　暗灰色。Ｄｂ１類。１６世紀
代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
体部内面　体部内面　７～８条１単位の櫛描きの擂目を直角に交差して施文。
底部内面　擂目を直角に交差して施文。底部外面　不調整。

平底。体部は直線的に外上方に延びる。口縁端部は若
干玉縁状に肥厚する。１ヶ所、口縁部を捻って片口を作り
出す。

―１２．２（２９．０）擂鉢瓦質土器―９５－５面まで�７０１

色調　灰色。Ｂａ１類。
口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕ｆが残る。体部内面　６条１単位の擂目施文。底部内面　６条１単
位の擂目を×状に施文。底部外面　不調整。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
若干外方に引き出す。（１０．０）１１．３（２５．５）擂鉢瓦質土器―９５－５面まで�７０２

色調　灰色。Ｃａ１類。焼成　ややあまい。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指押さえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。底部内面　９条１単位の擂目を櫛描きで施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は若干外方に
ひらく。口縁端部は丸味をもつ。口縁部の一部を捻って片
口を作り出す。

―（８．９）（２９．８）擂鉢瓦質土器
―
―
―

９５－４＋１面まで
９５－５面まで
９５－５面まで

�
�Ａ
�

７０３

色調　浅黄橙色。Ｃａ１類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。底部内面　ナデ調整。体部内面　９条１単位の擂目施文。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
丸味をもつ。（１１．５）１１．１（３０．１）擂鉢瓦質土器ポンプ坑部９５－５面

（５面層）�Ａ７０４

色調　にぶい黄橙色。Ｃａ１類。１６世紀代。
口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が明瞭に残る。底部外面　ナデ調整。体部内面　１１条１単位の擂
目を櫛描きで施文。底部内面　８条１単位の擂目を×状に交差して施文。

僅かに平高台を意識。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁部は若干外方にひらく。口縁端部は丸味をもつ。（１２．２）１１．５（３１．７）擂鉢瓦質土器―９５－５面まで

（９５－４Ｓ中）主�Ａ７０５

色調　暗黄灰色。Ｃａ１類。１６世紀代。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　１１条１単位の擂目施文。

体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は屈
曲して僅かに外方にひらく。口縁端部は丸味をもつ。―（８．０）（３７．０）擂鉢瓦質土器―９５－５面まで�Ｃ７０６

色調　暗灰色。Ｄｂ１類。１６世紀代。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、縦方向のハ
ケ目調整。指頭圧痕が残る。体部内面　８条１単位の擂目施文。

平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は丸味をもつ。口縁部内面　凹線１条。（１１．２）１１．３（３２．０）擂鉢瓦質土器―９５－４～５面まで�－�７０７

色調　にぶい褐色。越前焼。Ａ類。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。内面に縦方向に９条１単位の擂目を施文した後、
横方向に同じく９条１単位の擂目を櫛描きで施文する。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―（７．８）（３５．０）擂鉢無釉陶器―９５－５面まで�Ｂ７０８

色調　にぶい橙色。越前焼。Ａ類。　１６世紀代。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。体部内
面　９条１単位の擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味
に収める。口縁部内面に凹線１条。―（７．５）（３３．６）擂鉢無釉陶器―９５－５面まで�Ｂ７０９

色調　にぶい橙色。越前焼。Ａ類。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。体部内面　７条１単位の擂目を櫛描きで施文。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。
口縁部内面に凹線１条。―（３．４）（３３．７）擂鉢無釉陶器―９５－５面まで�Ａ７１０

底部外面に煤附着。ツク附着。瀬戸・美濃系灰
釉陶器皿。�Ｂ２類。大窯期�期。　１６世紀前
半代。

内外面とも施釉。底部外面も施釉。淡黄緑色に発色。器面に粗い貫入。底部の器壁は厚い。碁笥底。体部は緩やかに斜め上方
に延びる。口縁端部は丸味をもつ。（２．５）（１１．２）皿施釉陶器―９５－５面まで�７１１

瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。大窯期�期。�Ａ１
類。　１６世紀前半代。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑色に発色。器面に粗い貫入。畳付の釉かきとり。高台は断面三角形状で低い。体部は内彎気味に斜め上

方に延びる。口縁部は外方にひらく。（５．２）２．６（９．６）皿施釉陶器―９５－３＋１面以下
９５－５面まで�Ａ７１２

底部外面に煤附着。ツク附着。瀬戸・美濃系灰
釉陶器皿。�類。大窯期�期。　１６世紀前半
代。

内外面とも灰釉施釉。畳付・高台裏まで施釉。淡黄緑色に発色。粗い貫入
が入る。

底部の器壁は厚い。高台は断面逆台形状で低い。体部
は内彎して斜め上方に延びる。口縁部は若干外方にひらく。
口縁端部は丸味をもつ。

（６．３）２．８１１．１皿施釉陶器下層９５－５面まで�Ａ７１３

瀬戸・美濃系灰釉陶器丸碗。大窯�期。１６世紀
前半。

内外面とも灰釉施釉。２次焼成を受けたため、灰色に発色。器面に細かい貫
入。

体部は内彎して斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をも
つ。―（５．１）（１２．６）�施釉陶器―９５－５面まで�Ｃ７１４

瀬戸・美濃系灰釉丸椀。大窯期。１６世紀代。体部外面　縦方向のハケ目調整。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑に発色。器
面に粗い貫入。畳付まで施釉。高台裏にツクの痕跡。

底部の器壁は非常に厚い。高台は断面逆台形状で低い。
体部は内彎気味にほぼ直上に延びる。５．５６．９（１１．６）�施釉陶器――�７１５

高台裏にツクの痕跡が残る。瀬戸・美濃系灰釉
丸椀。大窯期。１６世紀代。

体部外面に櫛描きの縦線を施文。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑色に発色。
畳付まで施釉。体部内面に粗い貫入。

底部の器壁は比較的厚い。高台は断面逆台形で低い。
体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は
丸味をもつ。

５．２５．９（１１．５）碗施釉陶器上層９５－５面まで�Ａ７１６

瀬戸・美濃系灰釉丸椀。大窯�期。１６世紀前半。口縁部外面に若干櫛描き施文。内外とも灰釉施釉。淡黄緑色に発色。器面
に細かい貫入。

体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は
丸味をもつ。―（３．９）（１１．６）�施釉陶器黒色腐植土層

―
９５－４面上層
９５－５面まで

�－�
�Ｃ７１７

口縁部に灰被り。白濁する。瀬戸・美濃系灰釉
蓮弁文碗。龍泉窯系細蓮弁文碗の模倣。１６世
紀代。

体部外面に剣頭と身のほぼ一致する線描きの蓮弁文を施文。内外面とも灰釉
施釉。淡黄緑色に発色。器面に細かい貫入。

体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。―（４．５）（１１．７）�施釉陶器―９５－３＋１面以下

９５－５面まで�Ａ７１８

瀬戸・美濃系灰釉丸椀。１６世紀代。内外面とも灰釉施釉。内外面とも一部黒色に変色。淡黄緑色に発色。器面
に粗い貫入。

体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は
丸味をもつ。�施釉陶器黒褐色極砂まじりシル

ト９５－５面まで�Ｄ７１９

高台裏に目跡。瀬戸・美濃系灰釉丸椀。１６世紀
代。内外面とも灰釉施釉。淡青緑色に発色。畳付の釉かきとり。器面に粗い貫入。底部の器壁は比較的厚い。高台は断面逆台形で低い。５．５（１．７）―�（底部）施釉陶器―南東半　

９５－５面まで�７２０

朝鮮製陶器か？内外面（高台裏を含む）　透明釉施釉。白濁色に発色。器面に細かい貫入と
虫喰いが顕著に見られる。畳付の釉はかきとる。底部内面に砂目跡　４箇所。

底部の器壁は非常に厚い。高台は断面逆台形で比較的
高い。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。―（４．８）―�施釉陶器―９５－５面まで�Ｃ７２１

龍泉窯系青磁。�類。１５世紀代。内外面とも青磁釉施釉。畳付まで施釉。淡暗緑色に発色。高台裏は露胎。
器面に粗い貫入。

底部の器壁は厚い。高台は台形状で比較的高い。体部
は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をもつ。５．１２．９８．７皿青磁―９５－５面まで�Ｃ７２２

龍泉窯系青磁。�Ｂ類。１５世紀代。体部外面　浅いヘラ彫りの蓮弁文施文。底部内面　草花文を印花で施文。
内外面とも青磁釉施釉。緑灰色に発色。畳付まで施釉。高台裏　露胎。

底部の器壁は厚い。高台は断面逆台形状で低い。体部
は内彎して斜め上方に延びる。口縁部は大きく外方にひら
く。口縁端部は丸味をもつ。

（５．３）３．０（１０．６）皿青磁―９５－５面まで�Ｃ７２３

龍泉窯系青磁。�Ａ類。１６世紀代。口縁部内面に沈線。内外面とも青磁釉施釉。外面の畳付から高台裏は露胎。
底部内面の釉はかきとる。

平底。高台は断面台形状で低い。体部は僅かに外反気
味に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をもつ。口縁部
は輪花状に成形。

（５．８）２．６（１３．０）輪花皿青磁―９５－５面まで�Ｃ７２４
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

龍泉窯系青磁。�Ａ類。１６世紀代。焼き継痕
あり。

口縁部内面　沈線３条を波状に施文。内外面とも青磁釉施釉。暗緑灰色に
発色。高台裏は露胎。

底部の器壁は厚い。高台は幅が広く低い。体部は僅かに
外反気味に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。
口縁部は輪花状に成形。

６．８３．９１３．４輪花皿青磁―９５－５面まで
南東半�７２５

龍泉窯系青磁。�Ｃ類。体部外面にヘラ描きでくずれた雷文帯施文。内外面とも青磁釉施釉。淡緑灰
色に発色。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をも
つ。―（２．２）（１３．８）碗青磁―９５－５面まで�Ｃ７２６

龍泉窯系青磁無文碗。�類。内外面とも青磁釉を比較的厚く施釉。暗オリーブ灰色に発色。体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部は外方にひら
く。―（５．９）（１５．１）碗青磁―９５－５面まで�Ｂ７２７

瀬戸・美濃系蓮弁文碗。１６世紀代。龍泉窯系
青磁細蓮弁文碗の模倣。

器面に簡略化された細蓮弁文を線描きする。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑
色に発色。

体部は内彎気味に斜め上方に立ち上がる。口縁端部は丸
味をもつ。―（３．８）（１３．３）�施釉陶器―９５－５面まで�７２８

龍泉窯系青磁蓮弁文碗。�Ｂ１類。１５世紀後半
～１６世紀前半。

体部外面に剣頭と身が一致する線描きの蓮弁文を施文。内外面とも青磁釉
施釉。くすんだオリーブ灰色に発色。器面に虫喰い。

体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味を
もつ。―（４．７）（１３．６）碗青磁―９５－５面まで�Ｃ７２９

龍泉窯系青磁。内外面とも青磁釉施釉。オリーブ灰色に発色。底部片。底部の器壁は非常に厚い。―（２．８）―碗青磁上層９５－５面まで�Ａ７３０

龍泉窯系青磁。１５世紀代。
底部内面　くずれた草花文を印花で施文。体部外面に蓮弁文の痕跡が見ら
れる。内外面とも青磁釉施釉。暗緑灰色に発色。畳付まで施釉。高台裏は
蛇の目状に釉ハギする。

底部の器壁は非常に厚い。高台は台形。体部は緩やか
に斜め上方に立ち上がる。（５．８）（３．０）―碗青磁下層９５－５面まで�Ａ７３１

龍泉窯系青磁無文碗。�Ａ類。内外面とも青磁釉施釉。淡暗緑灰色に発色。器面に灰被り。畳付・高台裏は
露胎。

底部の器壁は非常に厚い。高台は断面逆台形で比較的
高い。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。４．８６．４１３．２碗青磁下層９５－５面まで�Ａ７３２

高台裏の露胎部は暗赤褐色に発色。龍泉窯系
青磁。１５世紀代。

底部内面　くずれた草花文を印花で施文。内外面とも青磁釉施釉。暗緑色
に発色。畳付まで施釉。高台裏は蛇の目状に釉ハギする。器面に粗い貫入。

底部の器壁は非常に厚い。高台は逆台形で比較的高い。
体部は内彎気味に斜め上方に立ち上がる。５．３（４．３）―碗青磁９５－５面まで�Ｃ７３３

龍泉窯系青磁。１５世紀代。底部内面に印花文施文。内外面とも青磁釉施釉。明緑灰色に発色。高台
裏　蛇の目状釉ハギ。露胎部は赤褐色に発色。底部の器壁は非常に厚い。（５．３）（３．０）―碗青磁９５－５面まで�Ｂ７３４

龍泉窯系青磁。１５世紀代。底部内面　くずれた草花文を印花で施文。内外面とも青磁釉施釉。暗緑灰
色に発色。畳付まで施釉。高台裏は蛇の目状に釉ハギする。

底部の器壁は非常に厚い。高台は逆台形で比較的高い。
体部は内彎気味に斜め上方に立ち上がる。（５．３）（３．５）―碗青磁９５－５面まで�Ｃ７３５

龍泉窯系青磁。１４世紀後半～１５世紀。�Ｄ類。
体部内面　雷文帯・神獣文を印花で施文。文様は不鮮明。内外面とも青磁
釉施釉。暗緑灰色に発色。畳付・高台裏は露胎。露胎部にぶい赤褐色に発
色。

底部の器壁は非常に厚い。高台は断面台形状で比較的
高い。体部は内彎気味にほぼ直上に延びる。５．０７．４１３．１碗青磁上層９５－５面まで�Ａ７３６

華南産白磁。小碗Ｂ類。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。底部内面　
蛇ノ目状釉ハギ。

底部の器壁は厚い。高台は断面三角形状で低い。体部
は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は僅かに外方に
ひらく。

２．３３．１（７．３）小碗白磁―９５－５面�７３７

華南産白磁。小碗Ｂ類。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。高台畳付の釉かきとり。底部内面　
蛇ノ目状釉ハギ。

底部の器壁は厚い。高台は断面三角形状で低い。体部
は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は僅かに外方に
ひらく。

（２．５）３．０（６．６）小碗白磁集石部下層９５－５面まで�Ａ７３８

明青花磁器。�Ｂ類。１６世紀代。外面　呉須　界線１条・牡丹唐草文・界線２条。体部内面　太い界線１条・界
線２条。底部内面　草花文。

平底。高台は断面三角形状で細く低い。体部は僅かに内
彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は水平に外方に折り
曲げ。

（３．４）２．１（７．７）皿青花磁器―９５－５面まで�Ａ７３９

高台裏に虫喰い。明青花磁器。１６世紀代。底部内面　呉須　界線２条・獅子文。外面　草花文・界線２条。平底。高台は断面三角形状で低い。体部は緩やかに斜
め上方に立ち上がる。（６．６）（１．０）―皿青花磁器―９５－３＋１面以下

９５－５面まで�Ａ７４０

粗製の明青花磁器。�Ｂ類。１６世紀代。外面　やや滲んだ呉須　界線１条・牡丹唐草文・界線１条。内面　呉須　界
線２条・草花文。畳付～高台裏　露胎。

平底。高台は逆台形。体部は内彎気味に斜め上方に延
びる。口縁部は外方にひらく。（６．６）２．７（１２．０）皿青花磁器―９５－５面まで�７４１

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　界線１条・宝相華文？。底部内面　宝相華文？　　平底。高台は断面三角形状。体部は僅かに内彎気味に
斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。（６．０）２．６（１２．１）皿青花磁器―９５－４面より下�－�７４２

明青花磁器。１６世紀代。外面　呉須　太い界線１条・草花文。内面　太い界線１条。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひ
らく。―（１．９）（１４．５）皿青花磁器―９５－５面まで�Ｃ７４３

明青花磁器。�Ｂ類。蓮子碗。１６世紀代。外面　呉須　不明文・芭蕉文。底部内面　界線１条・不明文。高台は細く比較的高い。体部は内彎気味に斜め上方に延
びる。口縁端部は尖り気味。（５．２）５．７（１３．５）碗青花磁器―９５－５面まで�Ｃ７４４

粗製の明青花磁器。�Ｂ類。蓮子碗。１６世紀
代。

外面　呉須　雲文・くずれた芭蕉文。底部内面　界線２条・雲文。畳付から
高台裏は露胎。

底部の器壁は比較的厚い。高台は断面逆台形状で比較
的高い。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端
部は丸味をもつ。

５．０６．１（１３．６）碗青花磁器―
９５－５面まで　
９５－３＋１面以下
４面まで

�Ａ７４５

明青花磁器。１６世紀代。外面　呉須　太い界線１条・草花文　内面　呉須　太い界線。体部はほぼ直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味
をもつ。―（３．２）（１３．５）碗青花磁器―９５－３＋１面以下

９５－５面まで�Ａ７４６

内面に虫喰い。明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　呉須　界線２条・草花文・界線１条。内面　太い界線１条。体部はほぼ直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味
をもつ。―（４．５）（１２．８）碗青花磁器―９５－５面まで�Ｄ７４７

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　呉須　牡丹唐草文・界線２条。内面　無文。器壁は薄い。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。―（４．３）―碗青花磁器―９５－５面まで�Ａ７４８

明青花磁器。１６世紀代。外面　やや黒っぽい呉須で崩れた草花文施文。色調　やや褐色がかった灰
白色。体部は直線的に斜め上方に延びる。―（２．８）―碗青花磁器―９５－５面まで�Ａ７４９

色調　にぶい橙色。外面　　ナデ調整。被熱のためガラス質化する。鞴の羽口の一部。厚
（３．２）

巾
（６．６）

長
（１０．１）羽口土製品―９５－５面まで�Ｃ７５０
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成　良好。色調　淡黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的厚い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．７皿土師器―９５－５面上�Ｂ７５１

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．８９．３皿土師器―９５－５面上�Ｂ７５２

焼成　ややあまい。色調　浅黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２１２．５皿土師器―９５－５面上�Ａ７５３

内面の体部下半～底部　使用による摩滅が著し
い。擂目が消滅。色調　褐灰色。越前焼。Ａ
類。１６世紀代。

内外面とも回転ナデ調整。底部外面　ナデ調整。体部内面　８条１単位の擂
目を櫛描きで施文。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味に収める。口縁部内面に凹線１条。（１５．６）１１．７（３５．２）擂鉢無釉陶器―９５－５面上�Ｂ７５４

高台裏　虫喰い。明青花磁器。�Ｂ類。１６世
紀代。外面　呉須　牡丹唐草文・界線１条。内面　界線２条・草花文。底部の器壁は厚い。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。

口縁部は外方にひらく。（６．２）２．１（１０．６）皿青花磁器―９５－５面上�Ｂ７５５

瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。大窯期。１６世紀代。内外面とも灰釉施釉。くすんだオリーブ黄色に発色。器面に粗い貫入。畳付
の釉かきとり。高台裏一部施釉。

底部の器壁は厚い。高台は断面台形状で細く低い。体部
は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は外方
にひらく。

（６．３）２．４（１１．０）皿施釉陶器―９５－５面より下�Ｂ７５６

瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。大窯期。１６世紀代。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑色に発色。畳付の釉はかきとり。器面に粗い貫
入。

底部の器壁は比較的厚い。高台は浅く削りだす内反り高
台。体部は緩やかに斜め上方に立ち上がる。（５．５）（２．１）―皿施釉陶器５Ｓ以下ｶ

暗灰シルト中北サブトレ�Ａ７５７

焼成堅緻。瀬戸・美濃系天目茶碗。大窯期。
１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。内外面
とも鉄釉施釉。ガラス質の暗茶褐色に発色。

体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は屈
曲して、僅かに外方にひらく。―（４．７）（１１．５）�施釉陶器―

灰色粗砂まじりシルト
―
―�－�７５８

瀬戸・美濃系天目茶碗。大窯期。１６世紀代。内外面とも鉄釉施釉。茶褐色に発色。外面の高台脇以下　露胎。底部の器壁は比較的厚い。低い輪高台を浅く削りだす。（３．７）（２．５）―�施釉陶器―９５－４・５面まで
９５－３面＋１まで

�－�
�Ａ７５９

瀬戸・美濃系天目茶碗。大窯期。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。全面に鬼板を塗布。内外面とも鉄釉施釉。暗茶
褐色に発色。高台脇以下　未施釉。

底部の器壁は比較的厚い。低い輪高台を浅く削りだす。
体部は内彎気味に斜め上方に延びる。（３．１）（３．９）―�施釉陶器９５－１ａ以下―�－�７６０

高台裏に目跡。瀬戸美濃系灰釉陶器皿。�Ａ２
類。大窯期�期。１６世紀前半代。

底部内面に印花で菊花文施文。内外面とも灰釉施釉。淡緑灰色に発色。器
面に細かい貫入が見られる。

底部の器壁は比較的厚い。平底。高台は低い。体部は
内彎して斜め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。口
縁端部は丸味をもつ。

６．０２．８（１１．９）皿施釉陶器―９５－４～９５－５面�－�７６１

華南産白磁。小碗Ａ類。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。―（２．８）（７．５）小碗白磁―表採―７６２

器面に釉切れ・虫喰い。明青花磁器。Ｂ類。蓮
子碗。１６世紀代。外面　呉須　芭蕉文。底部内面　呉須　界線１条･ 草花文。高台は断面三角形状で高い。体部は内彎気味に斜め上

方に立ち上がる。（５．０）（２．９）―碗青花磁器―深掘　９５－４
～９５－５面�－�７６３

明青花磁器。外面　呉須　崩れた草花文。体部は直線的にほぼ直上に延びる。―（５．２）（１０．４）碗青花磁器第１整地層より下―�７６４

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　呉須　界線２条。内面　呉須　太い界線１条。口縁端部は尖り気味。―（２．４）（１３．９）碗青花磁器――�Ｄ
�Ａ７６５

龍泉窯系青磁。外面に浅い凹線施文。内外面とも青磁釉施釉。オリーブ灰色に発色。体部は直立。口縁部は上面に水平に端面をもつ。―（３．０）（８．９）香炉青磁９５－１面　整地面より
上――７６６

畳付は露胎。景徳鎮窯系の青白磁杯か？　１４世
紀代。

内外面とも全面に化粧土を刷毛塗りで塗布した後、透明釉を施釉。内面に刷
毛塗りの線が明瞭に観察される。

脚部は蛇の目高台風に畳付の幅が広い。体部は内彎気
味に斜め上方に立ち上がる。（８．８）（３．５）―杯青白磁暗灰色シルトＳＤ６２００１��７６７

明代白磁。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。畳付の釉はかきとり。高台は断面台形状で比較的低い。平底。体部は内彎気
味に斜め上方に延びる。（６．２）（２．０）―皿白磁整地面ＳＤ６２００１肩より

東��７６８

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　界線２条・細かい草花文？。内面　界線２条。色調　青味を帯びた灰
白色。

器壁は比較的薄い。体部は内彎気味に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―（３．１）（１３．４）碗青花磁器整地面ＳＤ６２００１肩より

東��７６９

明青花磁器。Ｂ類。蓮子碗。１６世紀代。内外面とも呉須で施文。色調　やや青味を帯びた白色。高台は断面逆台形で比較的低い。体部は緩やかに斜め
上方に立ち上がる。（６．３）（１．７）―碗青花磁器下層ＳＤ６２００１��７７０

色調　やや青味を帯びた白色。明青花磁器。
�類。１６世紀代。外面　太い界線１条・草花文。内面　界線２条。器壁は比較的薄い。口縁部は外方にひらく。―（２．２）―碗青花磁器９５－２面上ＳＤ６２００１埋土��７７１

口縁部の釉かきとり。�州窯系。１６世紀末～１７
世紀初頭。

体部外面　やや滲んだ釉で施文。内面　無文。色調　やや青味を帯びた
灰白色。

体部は内彎気味にほぼ直上に延びる。口縁端部は尖り気
味。―（３．７）（１６．２）鉢青花磁器整地面ＳＤ６２００１肩より

東��区７７２

焼成　良好。色調　灰黒色。Ｄｂ２類。１６世紀
代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　斜め方向のハケ目調整。
体部内面　凹線１条・波状文４条・６条１単位の櫛描きの擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をも
つ。口縁部の１ヶ所を捻って片口を作る。―（７．５）（２３．０）擂鉢瓦質土器粗砂の上９６－４面まで３ａ

東西トレンチ西
側

��
��－��７７３

色調　黒灰色。�類。口縁部外面　回転ナデ調整。口縁部内面　ヘラミガキ調整。口縁部は短く直立。口縁端部は上面に水平に端面をもつ。―（５．４）（２０．１）火鉢瓦質土器―９６－３ａ茶灰シル
ト中

��
��－��７７４

明青花磁器。１６世紀代。外面　かすれた呉須で　界線２条・簡易な草花文施文。内面　界線１条。
色調　黄灰色。

器壁は比較的薄い。体部は内彎気味に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―（３．９）（１４．２）碗青花磁器９５－４面まで　

茶灰シルト
９６－３ａ（粗砂ま
で）

��
��－��７７５

外面　胡麻状に灰被り。色調　暗赤褐色。備
前焼　桶形容器（建水？）。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。体部は直立する。体部外面に断面三角形状の凸帯を貼り

付ける。―巾
（１１．５）

長
（６．２）桶形容器無釉陶器下層

９５－４面まで３ａ
ＳＤ６４００１

―
��－��
��

７７６
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

炭素の吸着はほとんど見られない。色調　灰白
色。�類。内外面ともヨコナデ調整。体部外面に巴文を印花で施文。体部は直立。口縁部は上面に水平に端面をもつ。―（５．５）―火舎香炉瓦質土器９５－４面までが主東側側溝―７７７

焼成　良好。色調　にぶい橙色。越前焼。Ｃ２
類。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。体部内面　９条１単位の櫛描きの擂目を施文する。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖る。―（６．３）（３３．１）擂鉢無釉陶器洪水砂層直上南北畦��７７８

内外面とも胡麻状に灰被り。色調　暗赤褐色。
備前焼。内外面とも強い回転ナデ調整。頸部は短く直立。口縁部は玉縁状に僅かに肥厚する。―（３．０）（２１．３）壺無釉陶器９５－４面までが主北側側溝��７７９

色調　にぶい赤褐色。焼成　堅緻。備前焼�
期。１５世紀代。内外面とも回転ナデ調整。体部は内傾。頸部はほぼ直立。口縁部は断面楕円形状

に肥厚する。―（１４．３）（５４．３）甕無釉陶器９６－４面～５面　
��７８０

色調　オリーブ黒色。Ｃａ１類。１６世紀代。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、縦方向の粗
いハケ目調整。指頭圧痕が残る。体部内面に８条１単位の擂目を櫛描き施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は若干外方に
ひらく。口縁端部は玉縁状に肥厚する。―（８．５）（３３．３）擂鉢瓦質土器（ＳＤ６４００１下層）

９６－３面より下
ＳＤ６５００１
東側溝��－��７８１

釉はガラス質。瀬戸・美濃系天目茶碗。大窯�
期。１６世紀前半代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。内外面
とも鉄釉施釉。ガラス質の強い極暗赤褐色に発色。体部外面の一部が大きく
釉切れする。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は一旦屈曲し
て、外方にひらく。―（４．４）（１１．８）�施釉陶器（ＳＤ６４００１下層）ＳＤ６５００１��７８２

瀬戸・美濃系天目茶碗。大窯�期。１６世紀中
頃。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。内外面
とも鉄釉施釉。ガラス質の強い黒褐色に発色。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は一旦屈曲し
て、外方にひらく。―（３．５）（１１．９）�施釉陶器（ＳＤ６４００１下層）ＳＤ６５００１��７８３

明青花磁器。�類。内外面とも界線１条のみ施文。色調　白色。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は僅
かに外方にひらく。―４．０（１２．０）碗青花磁器シルト層上半層ＳＤ６５００１Ｓ��７８４

明青花磁器。�類。　１６世紀代。器面は２次焼成を受ける。外面　淡い呉須で界線２条。内面　無文。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味を
もつ。―（３．５）（１３．２）碗青花磁器９６－５Ｋ層内杭列より南��

南西半７８５

底部外面の釉　輪状にかきとり。明青花磁器。
�Ａ類。　１６世紀代。

外面　草花文帯・芭蕉文・界線。底部内面　界線　草花文。呉須の発色は
悪い。色調　青味を帯びた灰色。

碁笥底。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端
部は丸味をもつ。（２．８）２．５（９．８）皿青花磁器杭列より北　土塁より

東
９６－５面まで
９６－５Ｋ面まで��７８６

明青花磁器。１６世紀代。外面　界線２条・牡丹文？。内面　界線２条。器壁は比較的薄い。口縁端部は尖り気味。―（２．０）（１２．０）碗青花磁器９６－５面整地層
（黄色）タチワリ��

東７８７

色調　暗灰色。�類。口縁部内外面　ヨコナデ調整。体部外面　巴文を印花で連続して施文。体
部内面　ナデ調整。

平面形状は楕円形。体部は直立。口縁部は上面に水平
に端面をもつ。―（１０．８）―火鉢瓦質土器―９６－４面まで

ＳＤ６６００１最下層
��
��

７８８

色調　暗灰色。Ａａ２類。口縁部内外面　回転ナデ調整。体部外面　指おさえの後、回転ナデ調整。
指頭圧痕が疎らに残る。体部内面　ヘラミガキ調整。

体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は
丸味をもつ。―（６．３）（３２．８）鉢瓦質土器褐色粗砂ＳＤ６６００１東側

肩部埋土��７８９

口縁部外面に若干胡麻状に灰被り。色調　灰
赤色。備前焼�期。１５世紀代。内外面とも強い回転ナデ調整。内面に櫛描きの擂目施文。口縁部は上下に拡張、縁帯を形成する。口縁下端部を外

方に引き出す。―（５．１）（３５．９）擂鉢無釉陶器暗灰色粗砂ＳＤ６６００１��７９０

外面に赤土部か？　焼成　ややあまい。色調　
にぶい橙色。越前焼。Ｃ２類。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。口縁部内面　僅かに窪む。体部内外
面　回転ナデ調整。体部内面に１２条１単位の擂目を櫛描き施文。底部外面
　不調整。

平底。底部の器壁は厚い。体部は直線的に斜め上方に
延びる。口縁端部は尖る。（１６．０）１５．１（３９．２）擂鉢無釉陶器'９６９５－３面より下ＳＤ６６００１内か？

東側溝��－��７９１

色調　黒褐色。焼成　堅緻。口縁部外面に若
干灰被り。備前焼�期。１６世紀代。

内外面とも回転ナデ調整。口縁部外面に凹線３条。体部内面に櫛描きの擂目
施文。口縁部は上下に拡張、縁帯を形成する。―（５．４）（２９．５）擂鉢無釉陶器粗砂上フショク堀（東西方向）？��７９２

器面に粗い貫入。朝鮮陶器？内外面とも灰釉施釉。やや青味を帯びた灰白色に発色。外面の高台脇以下
露胎。

碁笥底。底部外面中央はト巾状に削り残す。底部の器壁
は非常に厚い。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口
縁端部は丸味をもつ。

４．７３．４（１０．１）皿施釉陶器―
―ＳＤ６６００１内か？��－��７９３

龍泉窯系青磁無文碗。�Ａ１類。１３世紀代。内外面とも青磁釉施釉。淡黄緑色に発色。器面に細かい貫入。畳付・高台
裏は露胎。

高台は断面台形状で比較的高い。底部の器壁は厚い。
体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味を
もつ。

（４．４）５．４（１０．９）碗青磁洪水砂内ＳＤ６６００１東側肩
部��７９４

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。
高台は断面台形状で比較的高い。体部は内彎気味に斜
め上方に延びる。口縁部は外方にひらく。口縁端部は尖り
気味。

（３．４）（２．９）（８．９）皿白磁暗灰色粗砂ＳＤ６６００１��７９５

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は水平に外
方にひらく。口縁端部は玉縁状に肥厚する。―（２．３）（１２．０）皿白磁（Ａ）の南粗砂中

暗灰色粗砂
ＳＤ６７００１（上半）
ＳＤ６６００１

��
��

７９６

器面に虫喰い。明青花磁器。１６世紀代。外面　呉須　雷文帯・草花文。内面　界線１条。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。――（３．６）碗青花磁器褐色粗砂

暗灰色粗砂

ＳＤ６６００１東側肩
部
ＳＤ６６００１

��
��

７９７

色調　やや青味を帯びた白色。明青花磁器。
�Ａ類。饅頭心碗。１６世紀代。

外面　界線２条・牡丹文？・界線３条。内面　界線２条。底部内面　界線２条・
牡丹文。底部外面　界線２条。

高台は比較的細く高い。底部は饅頭心でやや上げ底気味。
体部はほぼ直線的に斜め上方に延びる。（４．５）５．７（１２．８）碗青花磁器洪水砂内ＳＤ６６００１東側肩

部��７９８

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面に板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１７．７皿土師器墨書土器集中部ＳＤ６７００１南端��７９９

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。内面に布目圧痕。底部外面に板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．１皿土師器'９５年度旧ＳＤ４００２埋

土内ＳＤ６７００１清掃時��８００

口縁端部　一部打ち欠きか？　焼成　良好。色
調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形は大きく歪む。平底。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２８．２皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８０１

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部外面に板状圧痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．３皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８０２
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．３皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８０３

焼成　良好。色調　にぶい黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．４皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８０４

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．４皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８０５

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部外面に一部布目圧痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３８．４皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１南端��８０６

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．４皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８０７

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに外反気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１８．４皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８０８

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部外面に板状工具痕あり。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３８．４皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８０９

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．５皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１南端��８１０

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．５皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８１１

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面に板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．５皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８１２

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．４皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８１３

焼成　良好。色調　暗灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．５皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８１４

焼成　良好。色調　淡黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．５皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８１５

焼成　良好。色調　灰白色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．６皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８１６

焼成　良好。色調　淡黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．７皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８１７

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．７皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８１８

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．７皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８１９

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９８．８皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１南端��８２０

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部はゆるやかに直線的に斜め上
方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．８皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８２１

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３８．８皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８２２

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面に板状圧痕。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９８．９皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８２３

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１９．０皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８２４
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３９．６皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８２５

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が微かに残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。―２．２９．７皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８２６

底部内面に黒班。焼成　良好。色調　灰黄色。
Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。器壁は比較的薄い。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３９．８皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１南端��８２７

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は緩やかに
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３９．９皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８２８

焼成　良好。色調　淡黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２１０．０皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８２９

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．８１１．８皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８３０

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１２．３皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８３１

口縁部１ヶ所打ち欠きか？。焼成　良好。色調
　灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．６１２．４皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８３２

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１２．４皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８３３

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１３．７皿土師器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８３４

色調　黒灰色。越前焼擂鉢の模倣形。Ａａ１類。
１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。体部内面　６条１単位の櫛描きの擂目を施文。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部の１ヶ所を

捻って片口を作り出す。―（９．２）２７．４擂鉢瓦質土器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８３５

色調　オリーブ灰色。�類。内外面とも横方向の丁寧なミガキ調整。暗文が残る。体部は大きく内彎する。体部外面に扁平な把手を貼り付け
る。口縁部は内傾する。―（７．９）（１５．１）火鉢瓦質土器粗砂中ＡＢ間　

ＳＤ６７００１埋土��８３６

色調　灰色。瓦磚。上面　板ナデ調整。破片。厚
（２．８）

巾
（８．０）

長
（７．８）磚瓦（Ｂ）より南ＳＤ６７００１粗砂中��８３７

口縁部外面に重ね焼き痕。口縁部内面に煤附
着。焼成はややあまい。色調　浅黄橙色。越
前焼。Ｂ１類。１６世紀代。

内外面とも回転ナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部内面に１０～１２条１単
位の擂目を櫛描き施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は上面に端面
を持つ。―（７．６）（３６．０）擂鉢無釉陶器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１��８３８

瀬戸・美濃系。窖窯期の製品。１５世紀代。
口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。内面～
外面の体部上半（高台脇附近まで）　鉄釉施釉。黒褐色に発色。体部下半
以下　鬼板を塗布。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は一旦屈曲し
て、外方にひらく。―（５．８）（１１．４）�施釉陶器（Ｃ）より北ＳＤ６７００１　埋土

（整地土）��８３９

瀬戸・美濃系。大窯期。１６世紀代。内面　ガラス質の強い鉄釉施釉。黒褐色に発色。外面　赤土部塗布。暗
茶褐色に発色。天目茶碗の高台部。削りだしの浅い内反り高台。（４．５）（１．０）―�施釉陶器下半主ＳＤ６７００１ｂ��８４０

華南産の鉄釉四耳壷片か？内面　鉄釉？を部分的に施釉。外面　鉄釉？を全面に施釉。オリーブ黒色に
発色。体部外面に横耳？貼り付け。―巾

（７．７）
長

（５．２）四耳壺？施釉陶器茶灰シルト
墨書土器Ｆ群共伴

ＳＤ６５００１下半
ＳＤ６７００１南端��８４１

焼成はあまい。釉のノリが悪く、釉ムラがある。森
田分類　Ｅ－２群。明代の粗製の白磁。１６世紀
代。

底部外面はト巾状に削り残す。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。底
部外面（高台裏）　露胎。橙色に発色する。

底部の器壁は比較的厚い。高台は断面台形状で低い。
体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は外方にひ
らく。口縁端部は丸味をもつ。

（４．３）３．５（１１．５）皿白磁（Ｃ）より南ＳＤ６７００１下半��８４２

明青花磁器。１６世紀代。外面　呉須　界線１条・草花文・界線２条。内面　界線１・２条。畳付の釉か
きとり。露胎部は淡赤褐色に発色。

器壁は比較的薄い。高台は断面三角形状。体部は内彎
気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。（２．３）３．３（５．３）杯青花磁器ＳＤ６７００１粗砂��８４３

色調　白色。明青花磁器。１６世紀代。外面　草花文。内面　界線２条・「富貴長春」銘施文。畳付の釉丁寧にかき
とり。高台は細く比較的高い。（４．８）（１．７）―碗青花磁器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１南端��８４４

明青花磁器。Ｃ類。１６世紀代。底部内面　唐人文。底部外面　界線２条・「壽」字文。色調　灰白色。高台は細く低い。平底。体部は内彎気味に斜め上方に立
ち上がる。４．４（２．３）―碗青花磁器整地土より下のフショ

ク土中ＳＤ６７００１下層��８４５

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　やや黒味を帯びた呉須で界線２条・唐草文施文。体部内面　界線１条。
底部内面　界線２条。色調　灰色で青味を帯びる。

体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―（４．３）（１５．１）碗青花磁器墨書土器Ｆ群共伴ＳＤ６７００１下半��８４６

龍泉窯系青磁細蓮弁文碗。�Ｂ２類。１６世紀代。外面に剣頭と体部が不一致の線描きの蓮弁文を施文する。内外面とも青磁釉
施釉。淡緑灰色に発色。体部は内彎気味に上方に延びる。口縁端部は丸味をもつ。―（１．７）―碗青磁９６－７面までのほり下

げＳＤ６７００２周辺��８４７

華南産白磁。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。底部内面　蛇の目状釉ハギ。高台は細く低い。平底。底部の器壁は比較的厚い。体部
は外反気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。（２．１）３．４（６．１）杯白磁―ＳＤ６７００２ｂ��８４８
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．３皿土師器墨書土器Ｆ群共伴下

層ＳＤ６８００１主��８４９

焼成　良好。色調　淡黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．４皿土師器第８面対応ＳＤ６７００１より

下層��８５０

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９８．４皿土師器―ＳＤ６８００１底　

南端��８５１

焼成　良好。色調　灰オリーブ色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３８．５皿土師器（Ｃ）より南ＳＤ６８００１��８５２

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面に板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３８．６皿土師器―ＳＤ６８００１底

南端��８５３

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ２�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．７皿土師器―ＳＤ６８００１底

南端��８５４

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３９．７皿土師器―ＳＤ６８００１底

南端��８５５

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４９．９皿土師器―ＳＤ６８００１底

南端��８５６

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
灰オリーブ色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１０．０皿土師器（Ｃ）より南ＳＤ６８００１��８５７

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１０．１皿土師器―ＳＤ６８００１��８５８

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１１．８皿土師器―ＳＤ６８００１底

南端��８５９

焼成　良好。色調　灰黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．７１２．０皿土師器―ＳＤ６８００１底

南端��８６０

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は僅かに
内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１１２．２皿土師器（Ｃ）より南ＳＤ６８００１��８６１

赤外線透視の結果、内面に墨痕を確認。焼成
　良好。色調　灰白色。内外面ともヨコナデ調整。体部外面に指頭圧痕が残る。非ロクロ成形。平底。体部は大きく内傾する。口縁端部

は尖り気味。―２．１２．８耳皿土師器（Ｂ）土手内ＳＤ６８００１��８６２

焼成　良好。色調　明赤褐色。越前焼。Ｂ１類。
１６世紀代。

内外面とも回転ナデ調製。口縁部内面に凹線１条。体部内面に１０条１単位の
擂目を櫛描きで施文する。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は内面に端面
をもつ。―（５．１）（３９．８）擂鉢無釉陶器（Ｃ）より南ＳＤ６８００１��８６３

断面に漆継ぎ痕。龍泉窯系青磁　無文碗。�
Ａ類。内外面とも青磁釉施釉。暗緑灰色に発色。器面に粗い貫入。器壁は比較的薄い。体部は内彎気味に斜め上方に延び

る。口縁端部は尖り気味。―（５．０）（１１．９）碗青磁―ＳＤ６８００１��８６４

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
黄橙色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　ナデ調整。底部外
面に板状工具痕。

非ロクロ成形。体部の器壁は比較的厚い。平底。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９８．６皿土師器位牌出土地点ＳＤ６８００２東��８６５

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
灰オリーブ色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　ナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．９皿土師器位牌出土地点ＳＤ６８００２東��８６６

焼成　良好。色調　灰黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的薄い。平底。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．８皿土師器位牌出土地点ＳＤ６８００２東��８６７

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的薄い。平底。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．９１２．８皿土師器位牌出土地点ＳＤ６８００２東��８６８

焼成　良好。色調　灰黄色。京都系。Ａｂ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が微かに残る。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的薄い。平底。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．６１３．０皿土師器位牌出土地点ＳＤ６８００２東��８６９

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的薄い。平底。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１３．３皿土師器位牌出土地点ＳＤ６８００２東��８７０

焼成　良好。色調　灰黄褐色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部外面に板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．８８．３皿土師器―ＳＤ６８００２��８７１
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成　良好。色調　灰白色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　ナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―１．９８．５皿土師器―ＳＤ６８００２底��８７２

底部内面に黒班。焼成　良好。色調　灰白色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
緩やかに直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―２．０８．７皿土師器―ＳＤ６８００２東��８７３

底部内面に黒班。焼成　良好。色調　灰黄色。
京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。器高は比較的低い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．８１３．０皿土師器灰黒シルトＳＤ６８２０２��８７４

色調　黒褐色。器面は平滑。�類。外面は上から順に不定方向・横方向・縦方向のミガキ調整を加える。内面は
横方向の板ナデ調整を加える。体部は内傾する。外面に透かしあり。（１７．１）（７．１）―火舎香炉瓦質土器―ＳＤ６８００２底��８７５

焼成　ややあまい。色調　にぶい黄橙色。備前
焼�期。１６世紀代。

内外面とも回転ナデ調整。口縁部外面に凹線３条。体部内面に９条１単位の
櫛描きの擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は上下に拡張、
縁帯を形成する。―（７．８）（２５．６）擂鉢無釉陶器第８面灰色シルト中堀より東��８７６

白磁四耳壷。１２世紀後半～１３世紀前半代。内外面とも透明釉施釉。暗灰緑色に発色。頸部は僅かに外反気味にほぼ直上に延びる。口縁部は外
方に折り曲げ、端部は斜め下方に引き出す。―（６．６）（１０．５）四耳壺白磁暗褐色粗砂ＳＤ６８００２��８７７

畳付の釉はかきとり。明青花磁器。１６世紀代。外面　界線２条。内面　界線１条・幾何学文・花文。高台は断面三角形状で細く高い。体部は内彎気味に斜め
上方に立ち上がる。（５．２）（２．７）―碗青花磁器暗褐色粗砂ＳＤ６８００２��８７８

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　比較的鮮やかな呉須で界線１条・草花文。内面　菱形文。色調　白
色。

体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は外
方にひらく。―（３．４）（１２．１）碗青花磁器整地土の下堀の内か？��８７９

焼成　良好。色調　灰白色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１７．９皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８８０

焼成　良好。色調　褐灰色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０７．９皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８８１

焼成　良好。色調　灰白色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．１皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８８２

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底（底部外面は一部剥離）。体部は直
線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．９８．２皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８８３

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．２皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８８４

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．３皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８８５

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．３皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８８６

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．４皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８８７

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９８．４皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８８８

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部外面　板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．６皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８８９

口縁部内外面に煤附着。焼成　良好。色調　
淡黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は僅かに内
彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１９．９皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８９０

焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２１１．９皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８９１

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１２．２皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８９２

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１２．３皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８９３
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１１２．４皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８９４

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２１２．５皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８９５

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１３．０皿土師器―

ＳＤ６８００１底一括
ＳＤ６９００１の可能
性

��８９６

色調　灰黄褐色。Ｄｂ１類。１６世紀代。
口縁部内外面　強い回転ナデ調整。口縁部の１ヶ所を捻って片口を作り出す。
体部外面　指おさえの後、縦方向の粗いハケ目調製。指頭圧痕が残る。体
部内面に８条１単位の擂目を櫛描き施文。

体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部は若
干外方にひらく。口縁端部は玉縁状に肥厚する。―（９．６）（３５．９）擂鉢瓦質土器―ＳＤ６９００２��８９７

華南産の鉄釉四耳壷片か？内外面とも鉄釉？施釉。黒褐色に発色。内面にロクロ目跡。体部は内彎。体部外面に横耳貼り付け。―巾
（１２．１）

長
（１１．５）四耳壺？施釉陶器ＳＤ５４００２内��－��８９８

焼成　ややあまい。器面に気泡が見られる。明
青花磁器。

外面　非常に淡い呉須で○○文帯施文。内面　太い界線１条。やや青味を
帯びた黄灰色。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―（２．２）（１１．９）碗青花磁器９５－４面対応旧ＳＤ６４００２肩部��８９９

色調　オリーブ黒色。�類。内外面とも横方向のミガキ調整。平行暗文が残る。体部は大きく内彎する。口縁端部は丸味をもつ。体部外
面に把手を貼り付ける。―（８．６）（１７．４）火鉢瓦質土器整地面下―��９００

口縁部内面に煤附着。器面は平滑で炭素の吸
着はほとんど見られず、色調は灰白色を呈する。
�類。

体部内面上半～口縁部外面　回転ナデの後、横方向のヘラミガキ調整。体
部外面　回転ナデの後、斜め方向のヘラミガキ調整。体部内面下半　回転
ナデ調整。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は水平に外方
に折り曲げる。口縁部の断面形状は長方形。―（１１．４）（３５．４）火鉢瓦質土器９５－４面より下土塁下��９０１

龍泉窯系青磁無文碗。�Ａ２類。１５世紀代。内外面とも青磁釉施釉。灰オリーブ色に発色。全面に灰被りにより、白濁する、
底部外面は輪状に釉をかきとる。

高台は断面台形状で、太く比較的高い。底部の器壁は非
常に厚い。体部は内彎気味にほぼ直上に延びる。口縁端
部は丸味をもつ。

５．７８．１（１３．５）碗青磁東西サブトレ東側―��－��９０２

明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　界線１条・草花文？。内面　界線１条。色調　白色。体部はほぼ直線的に斜め上方に延びる。口縁部は外方に
ひらく。―（２．０）（６．６）杯青花磁器江戸耕土除去―��９０３

色調　灰褐色。焼成　堅緻。備前焼�期。１６
世紀代。内外面とも強い回転ナデ調整。頸部は若干外方にひらく。口縁部は断面楕円形状に肥厚

する。口縁部外面に凹線２条。―（１１．９）（３１．６）甕無釉陶器――��９０４

口縁部外面　胡麻状に灰被り。焼成　堅緻。
色調　暗赤褐色。備前焼�期。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。口縁部外面に凹線１条。口縁部は断面楕円形状に肥厚する。―（８．２）―甕無釉陶器―９７－１面整地層��９０５

色調　暗灰色。�類。口縁部内外面　回転ナデ調整。体部内面　回転ナデ調整。体部外面　縦
方向のヘラミガキ調整。暗文が残る。平底。体部は直立。口縁端部は丸味をもつ。（７．７）５．１（９．４）火舎香炉瓦質土器石列清掃時ＳＤ７２００１東肩��９０６

器面に粗い貫入。瀬戸・美濃系灰釉陶器皿。
�Ｂ類。大窯�～�期。１６世紀中頃～後半。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑灰色に発色。外面の体部下半以下露胎。碁笥底。底部の器壁は厚い。体部は内彎気味に斜め上

方に延びる。口縁端部は丸味をもつ。５．１３．１１０．１皿施釉陶器上層ＳＤ７２００１東半��９０７

色調　にぶい褐色。備前焼。体部外面　回転ヘラ削り。体部～底部内面　回転ナデ調整。底部外面　
不調整。平底。体部は直線的に斜め上方に立ち上がる。（１３．２）（５．６）―

甕
ｏｒ
壷の底部

無釉陶器上層ＳＤ７２００１��９０８

炭素の吸着はほとんど見られない。色調　浅黄
色。�類。

内面の口縁部～底部　粗いヘラミガキ調整。外面の口縁部～体部　回転ナ
デ調整の後、ヘラミガキ調整。底部外面　粗いナデ調整。

高台は断面台形状で比較的高い。平底。体部は大きく内
彎する。口縁端部は丸味をもつ。体部外面に把手を２ヶ
所貼り付ける。

１３．７９．２（１９．８）火鉢瓦質土器―９７－２面まで��９０９

内面は器面の磨耗が著しい。焼成　やや軟質。
色調　黒灰色。Ｄｂ２類。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。口縁部内面に凹部をもつ。体部外面
　縦方向のハケ目調整。体部内面　８条１単位の櫛描きの擂目を施文。口
縁部内面　櫛描きの波状文を擂目の上に施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をも
つ。口縁部の１ヶ所を捻って片口を作り出す。―（４．３）（２１．６）擂鉢瓦質土器―９７－２面まで��９１０

色調　外面　灰黄色。内面　暗灰色。焼成　
やや軟質。Ｂｃ１類。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部外面　縦方向の粗いヘラミガキ調
整。体部内面　横方向のヘラミガキ調整の後、５～６条１単位の櫛描きの擂目
施文。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
水平に外方につまみ出す。口縁端部は尖り気味。（１０．４）１３．０（２６．９）擂鉢瓦質土器粗砂まじり９７－２面まで��９１１

焼成　良好。色調は部分的に灰白色と黒色が
入り混じる。Ｄｂ１類。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。口縁部内面　凹線１条。体部外面　
縦方向のハケ目調整の後、指おさえ。指頭圧痕が残る。体部内面　９条１単
位の櫛描きの擂目施文。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をも
つ。（１４．９）（１２．６）（３２．６）擂鉢瓦質土器―

―
東側溝
ＳＤ７２００５脇

��
��

９１２

焼成　良好。色調は部分的に灰白色と黒色が
入り混じる。Ｄｂ１類。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調整。口縁部外面に凹部をもつ。体部外面
　縦方向のハケ目調整の後、指おさえ。体部内面　９条１単位の櫛描きの擂
目施文。口縁部内面に凹線１条。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をも
つ。―（１１．８）（３６．６）擂鉢瓦質土器―９７－２面まで��９１３

焼成　良好。色調　にぶい橙色。越前焼。Ｃ２
類。１６世紀代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調製。体部内外面　回転ナデ調整。体部内
面　８条１単位の櫛描きの擂目施文。口縁部内面に凹線１条。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味
に収める。―（７．４）（３４．０）擂鉢無釉陶器'９６年５面目堀の底―��９１４

口縁部外面　胡麻状に灰被り。焼成　堅緻。
色調　にぶい赤褐色。備前焼�期。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。口縁部外面に凹線１条。口縁部は断面楕円形状に肥厚する。―（４．６）―甕無釉陶器―９７－２面まで��９１５

焼成　ややあまい。色調　にぶい黄橙色。越前
焼？

外面上位　ヨコナデ調整。外面下位　横方向のヘラ削り調整。底部外面　
不調整。体部内面　指おさえの後、ヨコナデ調整。平底。体部は直線的に外上方に立ち上がる。（３４．８）（１２．２）―甕無釉陶器黄褐色粗砂上９７－２面整地��９１６

瀬戸・美濃系天目茶碗。大窯�期。１６世紀前
半代。

内外面とも鉄釉施釉。暗茶褐色に発色。高台脇以下は未施釉で鬼板を塗布
する。

体部は直線的に外上方に延びる。口縁部は屈曲して僅か
に外方にひらく。―（５．３）（１０．６）�施釉陶器―９７－２面まで��９１７
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

畳付の釉かきとり。漆継ぎ痕あり。明青花磁器。
�Ｃ類。１６世紀代。

外面　呉須　界線２条・草花文・界線３条。体部内面　界線２条。底部内面
　界線２条・草花文。色調　やや青味を帯びた灰白色。

高台は比較的細く高い。平底。体部は内彎気味に斜め上
方に延びる。口縁端部は尖り気味。（３．９）（６．０）（１１．７）碗青花磁器―

石列より南
９７－２面まで
（上半）

��９１８

明青花磁器。�類。１６世紀末～１７世紀初頭。
やや高級品か？外面　比較的鮮やかな呉須で　幾何学文・馬文を施文。色調白色。体部の器壁は薄い。口縁端部は尖り気味。―（４．４）（１２．３）碗青花磁器２面目直上の土壌層―��９１９

口縁部内面及び体部外面　灰被り。色調　に
ぶい赤褐色。丹波焼。１６世紀代。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内外面　回転ナデ調整。体部は内傾。口縁部は大きく外方にひらく。口縁部内面に

浅い凹線１条。―（６．７）（２７．３）甕無釉陶器―９７－３面整地層
ＳＤ７３００１肩部��９２０

焼成　良好。色調　灰色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部外面の一部剥離。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０７．９皿土師器溝底付近ＳＤ７４００１北半��９２１

焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指押さえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３８．４皿土師器―ＳＤ７４００１��９２２

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
押さえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３８．６皿土師器―ＳＤ７４００１��９２３

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．６皿土師器―ＳＤ７４００１��９２４

焼成　良好。色調　灰白色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面に凹
部をもつ。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内
面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．７皿土師器墨書土器群周辺ＳＤ７４００１��９２５

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２８．８皿土師器―ＳＤ７４００１��９２６

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．９皿土師器―ＳＤ７４００１��－��９２７

口縁部外面～内面全面にかけて、煤がタール状
に附着。焼成　良好。色調　灰オリーブ色。Ａ
ａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．６９．７皿土師器―ＳＤ７４００１肩��９２８

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏が残る。底部外面　板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１０．４皿土師器―ＳＤ７４００１��９２９

内面に淡く墨痕か？。焼成　良好。色調　灰黄
色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器形は大きく歪む。器壁は比較的薄い。
平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。

―２．６１２．０皿土師器９５－４面ＳＤ７４００１��９３０

焼成　良好。色調　灰白色。Ａｂ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に微かに円圏が残る。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．６１２．５皿土師器―ＳＤ７４００１��９３１

器面は平滑に仕上げる。色調　黒色。�類。型作り成形。口縁部～体部内外面　横方向のヘラミガキ調整。暗文が残る。
底部内面　指おさえ。指頭圧痕が残る。底部外面　未調整。

平面形状は楕円形。平底。体部は直上。口縁端部は上
面に水平に端面をもつ。９．１４．６８．９火舎香炉瓦質土器―ＳＤ７４００１最下層��９３２

焼成　良好。色調　内面　黒灰色。外面　ほ
とんど炭素を吸着せず、灰白色。Ａａ１類。１６世
紀代。

内外面とも回転ナデ調製。体部外面の下位に指頭圧痕が見られる。体部内
面　８条１単位の櫛描きの擂目施文。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
上面に端面をもつ。口縁部の１ヶ所を捻って片口を作り出
す。

１０．１１０．２２２．９擂鉢瓦質土器―ＳＤ７４００１��９３３

焼成　堅緻。色調　灰赤色。備前焼。体部外面　板状工具による縦方向のナデ調整。体部内面　横方向のヘラケ
ズリ調整の後、回転ナデ調整。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。（４１．８）（１４．８）―甕無釉陶器

茶灰シルト
（Ａ）より南
茶灰シルト

サブトレ
ＳＤ６７００１下半
ＳＤ７４００１

��－��
��
��

９３４

焼成　良好。瀬戸・美濃系。大窯�期。１６世
紀後半代。

内外面とも鉄釉施釉。にぶい赤褐色に発色。外面の体部下半～底部　鬼板
を塗布する。

低い内反り高台を削り出す。体部は直線的に外上方に延
びる。口縁部は屈曲して、外反気味に外方にひらく。４．３６．６（１１．９）�施釉陶器

第３整地層直下
―

９５－４面までが主

ＳＤ７４００１最下層
側溝

―

��
��
��－��

９３５

器面に細かい貫入。朝鮮製？内外面とも透明釉施釉。青味を帯びた白色に発色。底部外面　未施釉。鬼
板状のものを塗布か？　暗茶褐色に発色。

碁笥底。底部の器壁は比較的厚い。体部は内彎気味に
斜め上方に立ち上がる。（４．７）（２．３）―皿白磁褐茶色粗砂ＳＤ７４００１肩～斜

面��９３６

龍泉窯系青磁細蓮弁文碗。�Ｂ２類。１６世紀代。外面　剣頭と身が不一致の線描きの蓮弁文を施文。内外面とも青磁釉施釉。
暗緑灰色に発色。体部は内湾して斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―（４．０）（１０．９）碗青磁茶灰色シルトコーナー

部ＳＤ７４００１��９３７

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。畳付の釉かきとり。高台は断面台形状。平底。体部は内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁部は外方にひらく。口縁端部は丸味をもつ。（６．７）２．９（１１．７）皿白磁灰色粗砂中ＳＤ７４００１

土師皿集中部��９３８

華南産白磁。森田分類　Ｅ－２群。１６世紀代。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。体部は外反気味に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味を
もつ。―（３．５）（２０．８）皿白磁褐茶灰粗砂ＳＤ７４００１肩部��９３９

明青花磁器。１６世紀後半。外面　牡丹文・界線２･２条。内面　牡丹唐草文・界線２条・不明文。畳付の
釉かきとり。やや青味を帯びた白色。

高台は比較的細い。平底。体部は内湾して斜め上方に
立ち上がる。（１２．８）（２．９）―皿青花磁器―ＳＤ７４００１��９４０

漆継ぎ痕あり。明青花磁器。�類。１６世紀末～
１７世紀初頭。

外面　呉須　太い界線１条・草花文。内面　太い界線１条。内面　草花文
帯。呉須の発色は比較的濃く、やや滲む。

器壁は比較的薄い。体部は内彎気味に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―（４．５）（１２．４）碗青花磁器墨書土器群周辺ＳＤ７４００１��９４１
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

器面に虫喰い。明青花磁器。�類。１６世紀代。外面　淡い呉須で　界線１条・草花文施文・界線１条施文。内面　界線１条。
色調　やや青味を帯びた灰白色。

器壁は比較的薄い。体部はほぼ直線的に斜め上方に延
びる。口縁端部は上面に端面をもつ。―（４．３）（１１．９）碗青花磁器褐茶灰粗砂ＳＤ７４００１肩部��９４２

漆継ぎ痕あり。華南産白磁か？内外面とも透明釉施釉。明緑灰色に発色。底部外面（畳付・高台裏）は露胎。高台は断面三角形状で比較的幅が広く、低い。底部の器
壁は比較的厚い。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。２．２（２．３）―杯白磁ＳＤ６８００１内墨書カ９７－４面以下��９４３

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．１皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��９４４

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部外面　板状工具痕。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．３皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��９４５

焼成　良好。色調　灰白色。Ａａ２�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。―２．１８．５皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１

コーナー��－��９４６

焼成　良好。色調　灰白色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．６皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��９４７

焼成　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４８．６皿土師器土器Ｂ群西周辺ＳＤ７５００１��－��９４８

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９８．７皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��９４９

内面全面に黒班。焼成　良好。色調　灰黄色。
Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．７皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��９５０

焼成　ややあまい。色調　灰黄色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１９．４皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��９５１

体部内面に煤附着。色調　にぶい黄橙色。Ａａ
１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１２．０皿土師器墨書土器群ＥＳＤ７５００１��－��９５２

焼成　良好。色調　灰白色。Ａａ１�類。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．１皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��９５３

焼成　ややあまい。色調　灰黄色。京都系。Ａ
ａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２１２．５皿土師器墨書土器ＣＳＤ７５００１

コーナー��－��９５４

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．６１４．６皿土師器墨書土器ＣＳＤ７５００１

コーナー��－��９５５

焼成　良好。色調　灰白色。瓦質土器？。内外面とも回転ナデ調整。内面の中央部　１方向のナデ調整。山笠形。上面中央にナデ上げてつまみを貼り付ける。―３．６（９．５）蓋土師器土器Ａ群西側周辺下
層ＳＤ７５００１��－��９５６

焼成　良好。色調　暗灰色。外面に凹線１条。ナデ調整。手づくね成形。上面に棒状工具で紐孔を穿孔。下面に切
り込みを入れ、玉を挿入する。

玉φ
１０．５ｍ
ｍ

巾４．９長３．７土鈴瓦質土製
品土器Ｃ群ＳＤ７５００１

コーナー��－��９５７

焼成　良好。色調　黒灰色。Ｃａ２類。１６世紀
代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調製。体部外面　縦方向のハケ目調整の後、
指おさえ。指頭圧痕が残る。体部内面　櫛描きで７条１単位の波状文・擂目
を施文。体部外面に凹線状の窪み。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
丸味をもつ。１０．０９．３（２１．８）擂鉢瓦質土器ブリッジより南ＳＤ７５００１��９５８

焼成　良好。色調　黒褐色。Ｂｃ１類。１６世紀
代。

口縁部内外面　強い回転ナデ調製。体部外面　縦方向のハケ目調整の後、
指おさえ。指頭圧痕が残る。体部内面　櫛描きで７条１単位の擂目を施文。
口縁部外面に凹線状の窪み。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は外方に引
き出す。口縁部内面に沈線１条。―（７．５）（２９．３）擂鉢瓦質土器―ＳＤ７５００１��９５９

漆継ぎの痕が見られる。龍泉窯系青磁。色調か
らいわゆる砧手か？。�Ａ類。１３世紀代。内外面とも青磁釉施釉。淡黄緑灰色に発色。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味を

もつ。―（５．０）（１２．５）碗青磁墨書土器Ｂ群
コーナー側

ＳＤ７５００１
コーナー��９６０

器面に細かい貫入。龍泉窯系青磁。�Ａ類。
１６世紀代。内面に片切彫りで草花文施文。内外面とも青磁釉施釉。暗緑灰色に発色。体部は外反気味に斜め上方に延びる。口縁端部は丸味を

もつ。―（２．７）―皿青磁黄色粗砂及びその上
面の土壌層９７－５面まで��９６１

器面に細かい貫入。虫喰いが目立つ。明青花
磁器。�Ｃ類。１６世紀代。

外面　淡い呉須で　幾何学文帯・草花文・界線２条。体部内面　太い界線１
条。底部内面　界線２条・草花文。色調　やや暗く青味を帯びた灰白色。
呉須の発色も極端に淡い。

高台は断面台形状で比較的低い。底部の器壁は厚い。
体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

（５．５）５．９（１３．８）碗青花磁器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��９６２

明青花磁器。Ａ類。饅頭心碗。１６世紀後代。外面　界線１条。底部内面　幾何学文・界線１条・草花文。底部外面　界線
２条・「大□□□」銘。

高台は比較的細く高い。底部はやや上げ底気味。体部は
斜め上方に立ち上がる。（４．９）（２．１）―碗青花磁器墨書土器Ａ群群北側ＳＤ７５００１��９６３

明青花磁器。�類。１６世紀末～１７世紀初頭。外面　界線１条。体部内面　界線１条。底部内面　界線１条・不明文。色調
　灰白色。器壁は比較的薄い。口縁端部は丸味をもつ。―（４．５）（１３．９）碗青花磁器―Ｓ７Ｄ６００１��９６４



－
247－

備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

明青花磁器。Ｂ類。蓮子碗。１６世紀代。外面　不明文施文。内面　界線２条・不明文施文。器面は虫喰いが顕著に
認められる。

高台は断面台形状。底部外面はト巾状に中央部を削り残
す。体部は緩やかに斜め上方に立ち上がる。（５．８）（３．４）―碗青花磁器―ＳＤ７６００１他��－��９６５

器面は比較的平滑に仕上げる。色調　黄灰色。
�類。

外面の口縁部～体部　ミガキ調整の後、ヨコナデ調整。体部内面　横方向
のヘラミガキ調整。暗文が残る。

体部は内彎。口縁端部は内側に引き出し、上面に水平に
端面をもつ。―（５．８）（４８．０）火鉢瓦質土器土壌層９７－６面��９６６

口縁部外面に煤附着。炭素はほとんど吸着せず。
色調　灰色。�類。

口縁部内外面　ヨコナデ調整。体部外面下位に印花で花文を連続施文。断
面が方形と三角形の凸帯を３条貼り付ける。体部外面　縦方向のヘラミガキ
調整。口縁部内面　横方向のヘラミガキ調整。指頭圧痕が残る。　

平底。体部は直立。口縁部は上面に水平に端面をもつ。（２４．２）（２０．６）（２７．６）火鉢瓦質土器堀内埋土
表採―��

―９６７

龍泉窯系青磁細蓮弁文碗。�Ｂ１類。１５世紀代。外面　剣頭と身が一致した線描きの蓮弁文を施文。内外面とも青磁釉施釉。
暗緑灰色に発色。体部は斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をもつ。―（２．６）（１３．８）碗青磁９７－４面以下鎌倉

まで―��９６８

体部外面は左上がりのハケ調整の後、頸体境までの間に三帯の棒先刺突を施
文し、棒先刺突の間を三帯の櫛描直線文を描く。体部内面は横方向を中心と
したハケ調整を行う。

広口壺の体部上半から頸部の破片で、球形の体部から頸
部は外反する。―（１７．５）―壺弥生土器―下層水田���９６９

口縁端面はヘラで、上向きの線鋸歯文を描き、左下がりの斜線を充填している。
口縁下には磨滅のため不鮮明であるが、細い五条以上の凹線文を巡らしてい
る。口縁部内面は横方向のハケ調整を行っている。

口頸部破片で、口縁端部を上方に摘み上げる。―（６．４）（３１．２）器台弥生土器赤褐色粗砂９５－３Ｓ�Ｄ９７０

頸部にはススが付着する。口縁部は面を作り、凹線を施す。体部は単位の短い縦方向のハケ調整を行う。
体部内面は右から左方向にケズリを行う。

口縁部から体部上半の破片で、頸部は外反し、口縁部は
屈折し上方に立ち上がる。―（６．２）（１４．０）甕弥生土器褐色シルト層―

��－��
��
��

９７１

底面から底部外面にかけて接地面黒斑が存在し
ており、やや横倒しに設置して焼成していたことが
判る。内面は火回り不良の黒斑が存在する。

底部破片で、平底から体部は外方に直線的に開く。（５．３）（８．４）―甕弥生土器黒褐色シルト９５－４Ｓ面上�－Ａ９７２

淡いススが付着する。外面は右上がりのタタキで仕上げる。体部上半の破片で、口縁部を欠く。―（６．８）―甕弥生土器９７－８面以下腐植土
まで鎌倉水田層��－��９７３

口縁部内面にはコゲが存在し、口縁部外面から
頸部にかけてはススが付着し、白い噴きこぼれ痕
が存在する。

体部内面は左から右方向にケズリを行う。口縁部から体部上半の破片で、頸部は外反し、口縁部は
屈折し上方に立ち上がる。―（４．８）（１１．９）甕土師器９７－８面水田土壌―��－��９７４

外面は磨滅のため調整不明。内面は横方向のケズリを行っている。体部の破片で球形を呈する。―（５．４）―壷土師器９７－８面以下腐植土
まで東側整地層の下��－��９７５

体部から口縁部外面にかけてはススが付着し、
白い噴きこぼれ痕が存在する。

口縁部はヨコナデを行い、体部外面は不定方向のハケ調整、内面はハケ調整
の後、横方向のケズリを行う。

口縁部から体部上半の破片で、球形の体部から口頸部は
屈曲し、外方に直線的に伸びる。―（１２．５）（１６．８）甕土師器奈良まで―��－��９７６

杯の底部を打ち欠いて作成。用途不明品。内外面とも回転ナデ調整。杯の底部を打ち欠いて作成。（丸底）（２．２）―杯？須恵器―９５－５面まで�９７７

色調　灰色。内外面とも回転ナデ調整。高台は高く「ハ」の字状に外方にひらく。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。（７．８）５．６（１１．３）坏須恵器―９５－５面まで�Ｂ９７８

色調　灰色。古代の須恵器。内外面とも回転ナデ調整。底部外面　不調整。糸切痕が残る。底部の器壁は比較的厚い。高台は断面代形状で低い貼り
付け高台。（６．９）（１．８）―�？（底

部）須恵器―９５－２面より下�Ｂ
�Ｃ９７９

色調　暗灰色。東播系須恵器。１２世紀後半～
１３世紀前半代。

粘土紐巻上げ成形。口縁部内外面　強い回転ナデ調整。体部内面　回転
ナデ調整。頸部及び体部外面　平行叩き目が残る。

体部は大きく内彎。口縁部は大きく外反。口縁端部を若干
直上につまみ上げる。―（９．２）（５７．８）甕須恵器―９５－３面＋１�９８０

龍泉窯系青磁碗の底部。１３世紀代。内外面とも青磁釉施釉。暗緑灰色に発色。高台裏は露胎。底部の器壁は厚い。（５．５）（１．５）―碗青磁―鎌倉水田層まで��９８１

口縁部外面　胡麻状に灰被り。焼成　堅緻。
色調　にぶい赤褐色。備前焼�期。１６世紀代。内外面とも回転ナデ調整。口縁部外面に凹線２条。口縁部は断面楕円形状に肥厚する。―（３．９）―甕無釉陶器―鎌倉水田土壌��９８２

色調　内面　暗灰色。外面　灰黄色。黒色土
器Ａ類。

体部外面　回転ナデ調製。体部内面　不定方向のヘラミガキ調整。暗文が
残る。底部外面　不調整。糸切痕が残る。

平高台。高台側面はナデ調整。体部は内彎気味に斜め
上方に立ち上がる。（６．２）（２．８）―�内黒土器褐灰茶シルト質極細

砂
９５－５面より－６０
ｃｍ��９８３

口縁部は全体に打ち欠く。畳付の釉丁寧に拭きと
り。近世の国産白磁。内外面とも透明釉施釉。やや青味を帯びた灰白色に発色。

高台は断面台形状で比較的幅が広く低い。器壁は全体に
厚い。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。
口縁部は外方にひらく。

４．４（１．９）―皿白磁１ａ
粗砂混り灰色極細砂

江戸洪水砂より
下��－��９８４

器面に光沢がある。近世の肥前系白磁。内外面とも透明釉施釉。白色に発色。体部は直立。―（３．３）（３．８）杯白磁―９５－１洪水砂―９８５

焼成　やや軟質。瀬戸・美濃系か？
口縁部内外面　強い回転ナデ調製。体部内外面　回転ナデ調製。体部内
面に１２条１単位の櫛描きの擂目施文。内外面とも鬼板を塗布する。にぶい橙
色に発色。

体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部は小さい玉縁
状に若干肥厚する。口縁端部は丸味をもつ。―（１１．９）（３９．１）擂鉢無釉陶器灰色粗砂まじりシルト堀の凹部堆セキ��９８６

肥前系波佐見産。くらわんか手皿。１８世紀後半。内面　草花文・界線２条・五弁花文？。外面　界線１･１条・□渦福文。色調
　やや青味を帯びた灰白色。

高台は断面台形状で低い。平底。底部の器壁は比較的
厚い。体部は緩やかに斜め上方に延びる。（１０．３）（２．０）―皿染付磁器江戸耕土中９５－１面まで��９８７

底部内面に針支え痕。産地不明。１９世紀前半以
降。内面　山水楼閣図。外面　無文。

高台は断面台形状で比較的低い。平底。底部の器壁は
厚い。体部は内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部
は丸味をもつ。

５．２２．０（９．６）皿染付磁器―９６－１洪水砂－
ｂ―９８８

肥前系。半球形碗。１９世紀前半。外面　呉須　丸文・斜格子文。内面　呉須　界線２･２条。高台は幅が狭く低い。体部は内彎してほぼ直上に延びる。
口縁端部は丸味をもつ。（３．４）５．６（８．９）碗染付磁器―カク乱�９８９
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瀬戸・美濃系。１９世紀前半。外面　草花文？・界線２条。底部内面　界線１条・草花文？施文。　高台は「ハ」の字状に外方にひらく。平底。体部は内彎気
味に斜め上方に立ち上がる。５．１（５．０）―碗染付磁器第１洪水砂北壁側―９９０

龍泉窯系青磁細蓮弁文碗。１５世紀～１６世紀前
半代。写真のみ掲載。外面　線描きの細蓮弁文を施文。内外面とも青磁釉施釉。淡灰緑色に発色。口縁部の破片。―――碗青磁―ＳＤ５２００６�Ｄ９９１

器面は平滑に仕上げる。色調　黒色。写真の
み掲載。内外面とも回転ナデ調整。体部はほぼ直立。蓋の受部は短く直立。―――火消し壷瓦質土器―９５－４面まで�Ａ９９２

色調　暗灰色。木製の桶形容器を模倣。写真
のみ掲載。内外面とも回転ナデ調整。外面に印花で花文を連続して施文。平底。透かしの入った台形状の脚を貼り付ける。外面に

箍状の細い凸帯を貼り付ける。―――火鉢瓦質土器灰色粗砂混じりシルト９５－１面上層　�Ａ９９３

中国華南産の灰釉（褐釉）陶器片か？　１６世紀代。
写真のみ掲載。内外面とも回転ナデ調整。内外面とも灰釉施釉。暗茶褐色に発色。施釉陶器の壷片―――壷華南産陶

器―９５－２面まで　�Ａ９９４

明代の粗製の青花磁器碗。１６世紀代。写真のみ
掲載。

外面　やや滲んだ呉須で崩れた草花文施文。内面　同様にやや滲んだ呉
須で界線１・２条施文。

体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁端部は
僅かに外方にひらく。―――碗青花磁器―９５－３面＋１まで�Ａ９９５

明青花磁器皿。１６世紀代。写真のみ掲載。やや黒ずむ呉須で、内外面とも細かい草花文を施文。高台畳付の釉は丁寧
に拭き取る。

断面三角形状の比較的低い高台をもつ。体部は僅かに内
彎気味に外上方に延びる。口縁部は外方にひらく。―――皿青花磁器―９５－２面上層　

２Ｋ層上層�Ｄ９９６

口縁部内面に煤附着。焼成　堅緻。色調　に
ぶい黄橙色。写真のみ掲載。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。外面の体部
～底部　指おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。

体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部は僅か
に外方にひらく。口縁端部は尖り気味。―――皿土師器３面下焼土混じり

灰黒色シルトＳＤ５２００８より南�Ａ９９７

焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。写真のみ
掲載。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。外面の体部
～底部　指おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。

器形はやや歪む。非ロクロ成形。平底。やや丸底気味。
体部と底部の界は不明瞭。体部は直線的に外上方に延
びる。口縁端部は尖り気味。

―１．９９．７皿土師器―ＳＤ６８００２内Ａ
より南��９９８

外面に煤附着。瀬戸・美濃系丸椀片か？　写真
のみ掲載。

内外面とも回転ナデ調整。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑色に発色。器面に
粗い貫入。灰釉陶器�の口縁部片。―――�施釉陶器―９５－５面まで�Ｃ９９９

瀬戸・美濃系丸椀片か？　写真のみ掲載。内外面とも回転ナデ調整。内外面とも灰釉施釉。淡黄緑色に発色。器面に
粗い貫入。灰釉陶器�の口縁部片。―――�施釉陶器―――１０００

内面に墨痕。色調　灰黄色。内外面ともヨコナデ調整。外面に指頭圧痕。土師器皿の体部～口縁部。口縁部の一部を捻って片口
状に成形。―（１．７）―皿土師器汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ａ１００１

内面に墨書あり。色調　にぶい黄橙色。内外面ともヨコナデ調整。土師器皿の体部。―（１．５）（９．２）皿土師器灰色粗砂まじりシルト９５－１面上層�Ｂ１００２

底部外面に墨書。焼成　良好。色調　にぶい
黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。
底部内面に円圏が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．１皿土師器―ＳＤ５２００２�Ｄ１００３

底部外面に墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。
Ａｂ１�類。京都系。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め」上方に延び
る。―２．６（１３．９）皿土師器―ＳＤ５２００２�Ｄ１００４

底部外面に明瞭に墨書。焼成　良好。色調　
にぶい黄橙色。Ａａ１�類。京都系。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め」上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―２．２８．４小皿土師器９５－３面ＳＤ５２００８下層�Ａ１００５

華南産白磁。森田分類　白磁Ｅ群。内外面とも透明釉施釉。灰白色に発色。器面に粗い貫入。高台裏は露胎。
露胎部に「上」の文字を墨書。

平底。底部の器壁は非常に厚い。高台は断面台形状で
低い。底部と体部の界で大きく屈曲、体部は僅かに外反
気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。

６．２４．２（１４．６）皿白磁９５－２面ＳＤ５２００９　
ＳＤ５２００８

�Ｄ
�Ａ１００６

内面に墨書あり。色調　にぶい黄橙色。内外面ともヨコナデ調整。土師器皿の口縁部～体部―（１．３）―皿土師器ＳＤ５２００８�１００７

内面に墨書あり。色調　にぶい黄橙色。内面　１方向のナデ調整。土師器皿の底部。―（０．６）―皿土師器９５－２面～整地
土�１００８

内面に墨書。色調　黄灰色。内面　１方向のナデ調整。土師器皿の底部。厚）０．４巾）
（６．２）

長）
（５．２）？土師器黄色粗砂

（整地面直上）９５－２面�Ｄ１００９

底部内面に墨書。色調　灰色。瀬戸・美濃系
陶器を模倣か？

口縁部内外面　ヨコナデ調整。底部内面　ナデ調整。底部外面　指おさえ。
指頭圧痕が残る。

型作り成形。平面形状は隅丸方形。平底。体部は短く斜
め上方に延びる。―１．５（８．７）皿土師器―９５－２面＋２�Ａ１０１０

外面に墨痕。色調　浅黄橙色。内外面ともヨコナデ調整。外面に指頭圧痕。土師器皿の体部～口縁部。―（１．３）（９．４）皿土師器―ＳＤ５３０１５�１０１１

底部外面に墨書。焼成　良好。色調　暗灰黄
色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部外面が凹線状に窪む。体部外面
　指おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底
部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
緩やかに斜め上方に延びる。口縁端部は丸味をもつ。―（２．６）（１２．５）皿土師器暗褐色シルト９５－３面�Ａ１０１２

底部外面に墨書。焼成　良好。色調　にぶい
黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は僅かに
内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部端部は尖り気味。―２．０（１３．７）皿土師器―９５－３Ｓ＋１まで�Ｃ１０１３

体部内面に墨書？　焼成　良好。色調　浅黄
色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延び
る。口縁部は僅かに外方にひらく。―（２．３）（１６．４）皿土師器濁灰色粗砂まじり細

砂９５－３Ｓ�Ｄ１０１４

内面全体に黒班。底部外面に墨痕あり。色調　
にぶい黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　２方向のナデ調整。

非ロクロ成形。体部と底部の界は不明瞭。体部は緩やか
に斜め上方に延びる。―２．１（１４．１）皿土師器―ＳＤ５４００４�Ａ１０１５

底部外面に墨書。焼成　良好。色調　にぶい
黄橙色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。―２．１（１３．６）皿土師器９５－４面まで�Ａ１０１６

内面に墨書あり。色調　にぶい黄橙色。内外面ともヨコナデ調整。土師器皿の体部。―（２．０）―皿土師器暗茶シルト９５－４面（４ａ）�Ｂ１０１７
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内面に墨書あり。色調　にぶい黄橙色。内外面ともヨコナデ調整。土師器皿の体部。―（２．０）―皿土師器暗茶シルト９５－４面（４ａ）�Ｂ１０１８

内面に墨書。色調　にぶい橙色。Ａｂ１�類。内外面ともヨコナデ調整。土師器皿の体部～口縁部。―（２．０）（１６．７）皿土師器粗砂層まで９５－４面上？�Ｄ１０１９

体部外面に墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―（１．９）（１４．４）皿土師器―ＳＤ５５００１�Ａ１０２０

底部外面に星形の墨書。（祭祀用か？）。焼成　
良好。色調　にぶい黄橙色。京都系。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　ナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的厚い。平底。体部は直線
的に斜め上方に延びる。―２．１８．４小皿土師器―９５－５面�Ａ１０２１

底部外面に墨書。焼成　良好。色調　浅黄色。
京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部外面が凹線状に窪む。体部外面
　指おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底
部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。平底。底部と体部の
界は明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端
部は尖り気味。

―２．６（１４．４）皿土師器―９５－５面まで�Ａ１０２２

高台裏に「三」？墨書あり。華南産白磁。内外面とも透明釉施釉。黄灰色に発色。外面の高台脇以下露胎。底部の器壁は非常に厚い。高台は幅が広く、低い。体部
は緩やかに斜め上方に延びる。４．５（１．６）―碗白磁―９５－５面まで

９５－５Ｓまで�１０２３

口縁部内面に墨書。焼成　良好。色調　にぶ
い橙色。京都系。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は緩やかに直線的に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―（１．９）（１４．９）皿土師器―９５－５面まで�Ｃ１０２４

体部内面に墨書（絵画か？）。焼成　良好。色
調　灰黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。体部は直線的に斜め
上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０（１２．４）皿土師器―９５－５面�Ｃ１０２５

内面に墨書複数名。焼成　良好。色調　浅黄
橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．３皿土師器―ＳＤ６２００１��１０２６

内面に墨書。焼成良好。色調　灰黄色。京都
系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．２皿土師器―ＳＤ６６００１��１０２７

内面に墨書。「ほうせい」。焼成良好。色調　
浅黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．５皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０２８

内面に墨書。「ほうせい」。焼成良好。色調　
浅黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

器形は若干歪む。平底。体部は直線的に斜め上方に延
びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．７皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０２９

内面に墨書。「ほうせい」。焼成普通。色調　
浅黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は中位で若干屈曲して、直線的に斜め上方に
延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１８．４皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０３０

内面に墨書。「ほうせい」。焼成普通。色調　
浅黄色。京都系。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。外面の体
部下半　不調整。指頭圧痕が残る。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―（２．０）（８．９）皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０３１

内面に墨書。「ほうせい」。焼成良好。色調　
浅黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

丸底。体部と底部の界は不明瞭。体部は僅かに内彎気
味に緩やかに斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１２．２皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０３２

内面に墨書。「ほうせい」。焼成良好。色調　
灰白色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．３１２．２皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０３３

内面に墨書。「ほうせい」。焼成普通。色調　に
ぶい橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．４１２．０皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０３４

内面に墨書　「そうけん」。焼成普通。色調　灰
黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．２８．７皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０３５

内面に墨書　「そうけん」。焼成普通。色調　に
ぶい黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．４８．６皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０３６

内面に墨書　「そうけん」。焼成普通。色調　に
ぶい灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３８．５皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０３７

内面に墨書　「そうけん」。焼成普通。色調　に
ぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

丸底。器壁は全体に薄い。体部と底部の界は不明瞭。
体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。

―２．６１２．２皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０３８

内面に墨書　「そうけん」。焼成普通。色調　に
ぶい黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．５１２．１皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０３９

内面に墨書　「そうけん」。焼成普通。色調　浅
黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は僅かに内彎気
味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．７皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０４０

内面に墨書　「ちよけい」。焼成普通。色調　浅
黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

器壁は全体に比較的厚い。平底。体部は直線的に緩や
かに斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１８．６皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０４１

内面に墨書　「ちよけい」。焼成良好。色調　浅
黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
丸味をもつ。―２．０８．８皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０４２

内面に墨書　「ちよけい」。焼成良好。色調　浅
黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
丸味をもつ。―２．２８．８皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０４３

内面に墨書　「ちよけい」。焼成良好。色調　浅
黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体部は僅かに内
彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１２．３皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０４４

内面に墨書　「ちよけい」。焼成普通。色調　灰
黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

器壁は全体に薄い。平底。体部は僅かに内彎気味に斜
め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１３．０皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０４５
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内面に墨書　「ちよ□□」。焼成良好。色調　
灰黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

丸底。体部と底部の界は不明瞭。体部は僅かに内彎気
味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１２．１皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０４６

内面に墨書　「めうけん」。焼成良好。色調　浅
黄橙色。京都系。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．５９．４皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０４７

内面に墨書　「めうけん」。焼成普通。色調　浅
黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．３１０．１皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０４８

内面に墨書　「めうけん」。焼成良好。色調　灰
黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口
縁端部は尖り気味。―２．６１２．６皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０４９

内面に墨書　「めうけん」。焼成良好。色調　に
ぶい黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．６１２．３皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０５０

内面に墨書　「めうかう」。焼成良好。色調　浅
黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

器壁は薄い。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１０．０皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０５１

内面に墨書　「めうかう」。焼成良好。色調　に
ぶい黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は直線的に斜め
上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１０．０皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０５２

内面に墨書　「めうかう」。焼成普通。色調　に
ぶい黄橙色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。器壁は全体に薄い。体部は内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２（１３．３）皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０５３

内面に墨書　「たうゆう」。焼成普通。色調　に
ぶい黄橙色。京都系。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―２．２１０．１皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０５４

内面に墨書　「たうゆう」。焼成良好。色調　浅
黄橙色。京都系。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口
縁端部は尖り気味。―１．２９．９皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０５５

内面に墨書　「ちゆけい」。焼成良好。色調　に
ぶい黄橙色。京都系。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．２１０．２皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０５６

内面に墨書　「ちゆけい」。焼成良好。色調　
浅黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．５１３．０皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０５７

内面に墨書　「めうきん」。焼成良好。色調　浅
黄色。京都系。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。やや上げ底気味。体部は直線的に斜め上方に延
びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１０．２皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０５８

内面に墨書　「めうきん」。焼成普通。色調　に
ぶい黄橙色。京都系。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

器形は全体にやや歪む。平底。体部と底部の界はやや不
明瞭。口縁端部は尖り気味。―２．４１２．２皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１最下層��１０５９

内面に墨書　「めうしゆん」。焼成良好。色調　
灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．６１２．２皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０６０

内面に墨書　「めうしゆん」。焼成良好。色調　
灰黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

器壁は全体に薄い。平底。体部は直線的に斜め上方に
延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．２皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０６１

内面に墨書　「めうせん」。焼成良好。色調　
灰黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．５１２．３皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０６２

内面に墨書　「めうせん」。焼成普通。色調　
浅黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底　体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．５１２．７皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０６３

内面に墨書　「しゅけい」。焼成良好。色調　浅
黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
僅かに外方にひらく。―２．４１２．３皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１最下層��１０６４

内面に墨書　「めうゑん」。焼成普通。色調　灰
黄色。京都系。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．４１２．３皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０６５

内面に墨書　「おこのへ」。焼成普通。色調　
灰黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．４１０．２皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０６６

内面に墨書　「むゑん」。焼成良好。色調　灰
黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．７１２．３皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０６７

内面に墨書　「 せい」。焼成普通。色調　灰
黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。やや上げ底気味。体部は直線的に斜め上方に延
びる。口縁端部は尖り気味。―２．０９．０皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０６８

内面に墨書　「 □い」。焼成良好。色調　浅
黄橙色。京都系。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．２１０．０皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０６９

内面に墨書　「そう□ 」。焼成良好。色調　
浅黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．１１２．７皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０７０

内面に墨書　「ほ□かい」。焼成良好。色調　
浅黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．３１２．６皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０７１

内面に墨書　「ち」。焼成良好。色調　浅黄橙
色。京都系。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

丸底。底部と体部の界は不明瞭。体部は僅かに内彎気
味に斜め上方に延びる。―２．４１２．４皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０７２

内面に墨書　「□う 」。焼成普通。色調　灰
黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は直線的に斜め
上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１２．８皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０７３

内面に墨書　「ほん上はううつか」。焼成普通。
色調　浅黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は直線的に斜め
上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１４．６皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０７４
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内面に墨書　「ミツ  　めうせん　めうゑん」。
焼成普通。色調　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２１２．３皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０７５

内面に墨書　「ゑむら　こせう　たうけ□　めうゑ
□」。焼成普通。色調　浅黄色。京都系。Ａａ
１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．８１３．９皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０７６

内面に墨書　「とう二ら　又らく　こうはい　とうひ
やうへ」。焼成良好。色調　浅黄橙色。京都系。
Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．７１４．１皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０７７

内面に墨書　「めう 　おもち　こせう」。焼成普
通。色調　灰黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．４（１２．２）皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０７８

内面に墨書　「ほん上はう　うつか　とうひやうへ
　そうけい　とうちよ　ゑむら」。焼成良好。色調
　浅黄橙色。京都系。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．４１１．６皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０７９

内面に墨書　「めうゑん　又六　とう二ら　たうゆ
う　めうきん　こうは□」。焼成良好。色調　浅
黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
僅かに外方にひらく。―２．３１２．２皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０８０

内面に墨書　「お□のへ　おちこ　おと五れう　
ほうしゆ　めう□い　おにう　おかめ」。焼成普
通。色調　にぶい橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

器形は若干歪む。平底。体部は直線的に斜め上方に延
びる。口縁端部は僅かに外方にひらく。―２．８１２．５皿土師器墨書土器Ｆ群ＳＤ６７００１��１０８１

内面に墨書　「そうけん」。焼成普通。色調　浅
黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．１８．７皿土師器―ＳＤ６８００１��１０８２

内面に墨書　「ほうせい」。焼成良好。色調　
灰白色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。底部と体部の界はやや不明瞭。体部は緩やかに直
線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１１２．６皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０８３

内面に墨書　「ほうせい」。焼成良好。色調　
浅黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

丸底。体部と底部の界は不明瞭。体部は直線的に斜め
上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―３．０１２．７皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０８４

内面に墨書　「ほうせい」。焼成普通。色調　
灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。底部内面
　１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は
尖り気味。―２．９１２．０皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０８５

底部内面　墨書　「ほう」。焼成　良好。色調
　浅黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０（１３．０）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０８６

内面に墨書　「そうけん」。焼成普通。色調　灰
白色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１２．７皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０８７

内面に墨書　「そうけん」。焼成普通。色調　浅
黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１２．６皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０８８

内面に墨書　「そうけん」。焼成普通。色調　灰
白色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．６皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０８９

内面に墨書　「ちよけい」。焼成普通。色調　灰
白色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．６１２．０皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０９０

内面に墨書　「ちよけい」。焼成普通。色調　灰
白色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１２．８皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０９１

内面に墨書　「ちよけい」。焼成良好。色調　灰
白色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１２．５皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０９２

内面に墨書　「めうかう」。焼成良好。色調　浅
黄橙色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。丸底。底部と体部の界は不明瞭。体部は
僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―２．９１１．７皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��－��１０９３

内面に墨書　「めうかう」。焼成良好。色調　浅
黄橙色。京都系。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１２．２皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０９４

内面に墨書　「めうけん」。焼成良好。色調　浅
黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１２．４皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０９５

内面に墨書　「□うけん」。焼成良好。色調　
浅黄色。

体部外面　指おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ
調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に立ち上
がる。―（２．３）－皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０９６

内面に墨書　「ちゆけい」。焼成良好。色調　
灰白色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１２．７皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１０９７

内面に墨書　「めう□ん」。焼成良好。色調　
灰白色。Ａａ１�類。

体部外面　指おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ
調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１３．０皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��－��１０９８

内面に墨書　「よした殿　  た殿」　焼成良好。
色調　淡黄色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１３．０皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��－��１０９９

内面に墨書　「まこ七　とう二ら」。焼成良好。
色調　灰白色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２１２．９皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��－��１１００
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
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器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

内面に墨書　「へや　めうきん　たうゆう　めうき
ん　たうゆう」　焼成良好。色調　灰黄色。京
都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．６１２．５皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１０１

内面に墨書　「めうせん　めうせん　めうゑ□　
□かミ 　お 」。　焼成良好。色調　灰白色。
京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３（１２．５）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１０２

内面に墨書　「こうは□　うミのかし　やくこれう
　お□へ　  は□」。焼成良好。色調　浅
黄橙色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１２．３皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１０３

内面に墨書　「た　ま　たうゆふ　めうきん　めう
きん　七ほうはは」。焼成良好。色調　淡黄色。
京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。　―２．５１２．５皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１
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内面に墨書　「うつか　ほん上はう　こうはい　た
うけい　廿八日ちい」。焼成良好。色調　灰白
色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。やや丸底気味。体部と底部の界は不明瞭。
体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．４皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１０５

内面に墨書　「おちこ　めうさい　ほうちゆ　こせ
う　おもち　こにう　おかめ」。焼成普通。色調
　にぶい黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後ナデ調整。指
頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。やや丸底気味。体部と底部の界は不明瞭。
体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１２．７皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１０６

底部内面　墨書　「ほ　めう 」。焼成　良好。
色調　灰黄色。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０（１２．１）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１０７

底部内面　墨書複数有。焼成　良好。色調　
明黄褐色。　

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―（２．０）（１３．２）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１０８

底部外面に煤附着。底部内面墨書　「□むゑん
ほうかい」。焼成普通。色調　灰黄色。　京都
系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１２．７皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１０９

内面に墨書　「六しんけんそく」。焼成良好。色
調　浅黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部
内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。やや丸底気味。体部と底部の界は不明瞭。
体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．７１２．４皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��－��１１１０

底部内面　墨書。「□月五日」。色調　にぶい
黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３８．５皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１１１

底部内面　墨書。「  く　  のおの　ひ 
 」　焼成　良好。色調　浅黄橙色。Ａａ１�
類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。器壁は全体に薄い。体部と底部の
界は不明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。

―２．５１３．４皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１１２

底部内面　墨書。焼成　良好。色調　黄灰色。
Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内
面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２（１２．６）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１１３

底部内面に僅かに墨痕。焼成　良好。色調　
浅黄橙色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は緩やかに直線的に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―（１．５）（１３．０）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１１４

底部内面に墨痕。焼成　良好。色調　灰黄色。
口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部～底部外面　指おさえの後、ナデ
調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナ
デ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は僅かに内彎気味に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０（１１．９）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１１５

底部内面に墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―（２．２）（１１．４）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１１６

底部内面に墨書　「め」。焼成　良好。色調　
浅黄色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部は緩やかに直線的に斜め上方
に延びる。口縁端部は尖り気味。―１．５（１２．０）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１１７

底部内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は緩やかに直線的に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―１．８（１３．２）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１１８

底部内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部外面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―（１．６）（１２．０）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１１９

底部内面　墨書。焼成　良好。色調　浅黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部外面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―（２．０）（１１．８）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１２０
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

底部内面　墨書。焼成　良好。色調　浅黄色。内面　ヨコナデ調整。外面　不調整。皿の底部片。―巾
（３．８）

長
（３．８）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１２１

内面　墨書。色調　にぶい黄橙色。内面　１方向のナデ調整。外面　不調整。皿の底部片。巾
（２．３）

長
（２．６）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１２２

内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。内面　１方向のナデ調整。外面　不調整。皿の底部片。―巾
（３．８）

長
（１．８）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１２３

内面　墨書。焼成　良好。色調　淡黄色。内面　１方向のナデ調整。外面　不調整。皿の底部片。―巾
（２．７）

長
（１．６）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１２４

内面　墨書。焼成　良好。色調　黄橙色。内面　１方向のナデ調整。外面　不調整。皿の底部片。―巾
（３．１）

長
（１．７）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１２５

内面　墨書　「 うせ」。焼成　良好。色調　
黄灰色。内面　１方向のナデ調整。外面　不調整。土師器皿底部。器壁は比較的薄い。厚

（３．５）
巾

（４．６）
長

（４．０）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１２６

内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　指おさえの後、ヨコナデ調
整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。体部は緩やかに直線的に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖りぎみ。―（１．８）（１１．９）皿土師器墨書土器Ａ群ＳＤ７４００１��１１２７

内面　墨書。「こせう　本上はう」。　焼成　良
好。色調　浅黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。体部外面
下半～底部外面　不調整。指頭圧痕が残る。非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。―２．５１２．８皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７２００１��１１２８

内面　墨書。「又六」。焼成　普通。色調　明
褐灰色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。体部外面
下半～底部外面　不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．３皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１２９

内面　墨書。「おこう」。焼成　良好。色調　に
ぶい橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内外面　ヨコナデ調整。体部外面
下半～底部外面　不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１８．７皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１３０

体部内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―（１．４）（８．０）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１３１

体部内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―（１．７）（９．０）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１３２

底部内面　墨書。焼成　良好。色調　浅黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に沈線１条。体部外面　指
おさえの後、ナデ調整。底部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―（２．３）（１３．０）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１３３

底部内面　墨書複数有。焼成　良好。色調　
灰白～淡黄色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―（１．８）（１３．０）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１３４

底部内面　墨書　「ちやうて」。焼成　良好。
色調　淡黄色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部外面に凹部をもつ。体部～底部
外面　指おさえの後、ナデ調整。指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調
整。底部内面　１方向のナデ調整。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
緩やかに、僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端
部は尖り気味。

―２．２（１１．０）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１３５

底部内面　墨書。焼成　良好。色調　浅黄色。内面　１方向のナデ調整。外面　板状工具痕。非ロクロ成形。器壁は比較的薄い。―巾
（３．２）

長
（５．５）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１３６

体部内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。
　　

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹部をもつ。体部内面　
ヨコナデ調整。体部外面　不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―（１．７）（１２．９）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１３７

内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。内外面とも強いヨコナデ調整。皿の口縁部片。口縁端部は尖り気味。―（１．０）（１０．０）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１３８

内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。体部外面　
不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―（１．９）（１０．８）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１３９

内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。体部外面　
不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。体部は緩やかに直線的に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―（１．１）（１１．９）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１４０

内面　墨書。焼成　良好。色調　灰色。内面　ヨコナデ調整。外面　不調整。皿の底部片。―巾
（３．４）

長
（４．５）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１４１

内面　墨書。焼成　良好。色調　にぶい黄橙
色。内面　ヨコナデ調整。外面　不調整。皿の底部片。―巾

（２．８）
長

（２．５）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１４２

内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。内面　ヨコナデ調整。外面　不調整。皿の底部片。―巾
（１．８）

長
（５．１）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１４３

内面　墨書。焼成　良好。色調　灰白色。内面　１方向のナデ調整。外面　不調整。皿の底部片。―巾
（３．３）

長
（２．３）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１４４

内面　墨書。焼成　良好。色調　にぶい黄橙
色。内面　１方向のナデ調整。外面　不調整。皿の底部片。―巾

（２．４）
長

（２．０）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１４５

内面　墨書。焼成　良好。色調　にぶい黄橙
色。内面　１方向のナデ調整。外面　不調整。皿の底部片。―巾

（１．９）
長

（２．１）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７４００１��１１４６

底部内面　墨書　「ほうせい」。焼成　良好。
色調　浅黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。外面の体部
下半～底部　不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１２．４皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７４００１��１１４７

底部内面　墨書　「道ゑい」。焼成　良好。色
調　浅黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　　不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１２．８皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７４００１��１１４８
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底部内面　墨書「めうしゆん」。焼成　普通。色
調　にぶい黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　　不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。底部と体部の界
はやや不明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。

―２．３１２．１皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７４００１��１１４９

底部内面　墨書「やく」。焼成　普通。色調　
にぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部　　不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的厚い。平底。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．４皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７４００１��１１５０

内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。体部外面　
不調整。指頭圧痕が残る。非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。―（１．７）（９．９）皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７４００１��１１５１

内面　墨書。焼成　良好。色調　浅黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。体部外面　
不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。体部は緩やかに直線的に斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―（１．５）（１３．８）皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７４００１��１１５２

体部内面に墨痕。焼成　良好。色調　浅黄色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。口縁部内面に凹線１条。体部外面に指
頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。体部は直線的に緩やかに斜め上方に延び
る。口縁端部は尖り気味。―（１．７）（１１．８）皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７４００１��１１５３

内面　墨書。色調　にぶい黄橙色。内面　ヨコナデ調整。外面　不調整。土師器皿の底部。―巾
（３．３）

長
（４．２）皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７４００１��１１５４

底部内面に墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。内面　１方向のナデ調整。外面　不調整。土師器皿底部。―（０．８）―皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７４００１��１１５５

内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。内面　１方向のナデ調整。外面　不調整。土師器皿の底部。―巾
（３．４）

長
（２．４）皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７４００１��１１５６

内面　墨書。焼成　良好。色調　灰黄色。内面　１方向のナデ調整。外面　不調整。土師器皿の破片。―巾
（２．１）

長
（１．８）皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７４００１��１１５７

内面　墨書。色調　灰黄褐色。内面　１方向のナデ調整。外面　不調整。土師器皿の破片。―巾
（３．６）

長
（２．０）皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７４００１��１１５８

体部内面に墨痕。焼成　良好。色調　灰白色。口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部外面　指おさえの後、ナデ調整。
指頭圧痕が残る。体部内面　ヨコナデ調整。

非ロクロ成形。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁
端部は尖り気味。―（１．６）（１１．８）皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７４００１��１１５９

内面　墨書。「めうけん」。焼成　良好。色調
　灰白色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．７１２．８皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１６０

内面　墨書。「めうけん」。焼成　良好。色調
　浅黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１２．５皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��－��１１６１

内面　墨書。「めうち」。焼成　普通。色調　に
ぶい黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界は不明瞭。体部は
緩やかに、直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り
気味。

―２．３１２．４皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１６２

内面　墨書。「 うゆう」。焼成　良好。色調　
浅黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３（１１．９）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１６３

内面　墨書。「ほうせい」。焼成　良好。色調
　灰白色。京都系。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１２．１皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１６４

内面　墨書。「めうさい」。焼成　普通。色調　
灰黄色。京都系。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１２．４皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１６５

内面　墨書。「めうこう」。焼成　良好。色調　
浅黄橙色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。やや丸底気味。体部と底部の界は
不明瞭。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部
は尖り気味。

―２．８１３．０皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１６６

内面　墨書。「うつか殿」。焼成　普通。色調
　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的厚い。平底。体部は
直線的に斜め上方に延びる。―２．３８．８皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１６７

内面　墨書　「しゆけい」。焼成　良好。色調
　浅黄橙色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１２．９皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１６８

内面　墨書　「そうせん」。焼成　普通。色調
　浅黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。やや丸底気味。体部と底部の界は
不明瞭。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。

―２．３１２．８皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１６９

内面　墨書　「そうけい」。焼成　良好。色調
　灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５（１３．１）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１７０

内面　墨書　「けたのわか　しやうらう」。焼成
　良好。色調　浅黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。やや丸底気味。体部と底部の界は
不明瞭。体部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。

―２．５１２．３皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１７１

内面　墨書　「□は　ち 」。焼成　良好。色
調　灰色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２（８．４）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１７２

内面　墨書　「おちこ　めうちん　おこう　 □
 　 □と 」。焼成　良好。色調　浅黄橙色。
Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．８（１２．７）皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１７３

内面　墨書　「四月廿 　五 　ほ□」。焼成
　良好。色調　灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖
り気味。

―２．５１２．４皿土師器墨書土器Ｂ群ＳＤ７５００１��１１７４
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内面　墨書　「せんち」。焼成　良好。色調　
灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．６皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１７５

内面　墨書　「せんち」。焼成　良好。色調　
灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２１１．９皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��－��１１７６

内面　墨書。「せ□ 」。焼成　良好。色調　
浅黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。やや丸底気味。体部は直線的に斜
め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３（１２．３）皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１７７

内面　墨書　「□□けい」。焼成　良好。色調
　灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３（１２．２）皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１７８

内面　墨書　「そうけい」。焼成　良好。色調
　浅黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．６１２．７皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１７９

内面　墨書　「そうかう」。焼成　良好。色調　
浅黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的緩やかに斜め上方に
延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１２．３皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１８０

底部内面　墨書　「そうかう」。焼成　良好。色
調　にぶい黄橙色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１１２．４皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��－��１１８１

底部内面　墨書　「たうゆう」。焼成　良好。色
調　にぶい黄橙色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１１．６皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１８２

底部内面　墨書　「たうゆう」。焼成　良好。色
調　灰白色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１１２．１皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��－��１１８３

底部内面　墨書　「そうせん」。焼成　良好。
色調　にぶい黄橙色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１２．０皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１８４

底部内面　墨書　「□□せん」。焼成　良好。
色調　灰白色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的薄い。平底。やや丸
底気味。体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部
は尖り気味。

―２．５１２．０皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１８５

内面　墨書　「□うかう」。焼成　良好。色調　
灰白色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。器壁は全体に比較的薄い。平底。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１１２．３皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��－��１１８６

内面　墨書　「めうかう」。焼成　良好。色調　
にぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１２．１皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１８７

内面　墨書　「ほうせい」。焼成　良好。色調
　浅黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。器壁は全体に比較的薄い。体部と
底部の界はやや不明瞭。体部は僅かに内彎気味に斜め
上方に延びる。口縁端部は尖り気味。

―２．１１２．２皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��－��１１８８

内面　墨書　「ほうせい」。焼成　良好。色調
　灰黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。器壁は全体に比較的薄い。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１２．１皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１８９

内面　墨書　「めうゑん」。焼成　良好。色調
　浅黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．７１２．４皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１９０

内面　墨書　「めうゑん」。焼成　良好。色調
　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。器壁は全体に比較的薄い。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４（１２．４）皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１９１

内面　墨書　「め□ち」。焼成　良好。色調　
灰白色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。やや丸底気味。体部は直線的に斜
め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４１２．０皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１９２

内面　墨書　「めうち」。焼成　良好。色調　
灰白色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．３皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１９３

内面　墨書　「□ゆけい」。焼成　良好。色調
　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．６１２．６皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１９４

内面　墨書　「ほうゐ□」。焼成　良好。色調
　浅黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１２．２皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１９５

内面　墨書　「めうきん」。焼成　良好。色調　
灰黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。器壁は全体に比較的薄い。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２１２．２皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１９６

内面　墨書　「 う□ん」。焼成　良好。色調
　灰黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１１．９皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１９７

内面　墨書　「めうけん」。焼成　良好。色調
　灰黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。器壁は全体に薄い。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２１２．１皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１１９８

内面　墨書　「めうこ」。焼成　良好。色調　
灰白色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。やや丸底気味。体部は直線的に斜
め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２１１．８皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��－��１１９９

内面　墨書　「めうちん」。焼成　良好。色調
　にぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１８．６皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２００

内面　墨書　「たうゑ」。焼成　良好。色調　
浅黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―１．９８．２皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２０１

内面　墨書　「めうさい」。焼成　良好。色調　
浅黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．６１２．０皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��－��１２０２
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内面　墨書　「め□ 」。焼成　良好。色調　
浅黄橙色。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１２．１皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２０３

内面　墨書　「月けいせいうん」。焼成　良好。
色調　淡黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２１４．２皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２０４

内面　墨書　「八備」。焼成　良好。色調　灰
白色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１２．４皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２０５

内面　墨書　「みやしまの　かミ」。焼成　良好。
色調　にぶい黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。器壁は全体に薄い。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．５１２．５皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２０６

内面　墨書　「おくり」。焼成　良好。色調　に
ぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１２．２皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２０７

内面　墨書　「よね　おくり」。焼成　良好。色
調　灰黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。器壁は全体に薄い。体部は直線的
に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１１２．２皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２０８

内面　墨書　「とくしゆ　しゆとく」。焼成　良好。
色調　にぶい黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１２．１皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２０９

内面　墨書。「おちこ」。焼成　良好。色調　
にぶい黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．２８．８皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２１０

内面　墨書。「おこう　おちこ」。焼成　良好。
色調　灰白色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．２１２．１皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２１１

内面　墨書。「又らく　あちや」。焼成　良好。
色調　浅黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．６１３．０皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２１２

内面　墨書。「□たわか　しゃうらう」　焼成　
良好。色調　浅黄橙色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．５１２．２皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��－��１２１３

内面　墨書。「めうゑん　たかぬのかミ　こせう」
　焼成　良好。色調　浅黄橙色。京都系。Ａ
ｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１４．４皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２１４

内面　墨書　「おきく　とらきく　 しちよ　 こう
　 ちこ」。焼成　良好。色調　にぶい黄橙色。
京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４（１２．８）皿土師器ＳＤ７５００１��１２１５

内面　墨書　「く」。焼成　良好。色調　浅黄
橙色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。底部と体部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１２．３皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２１６

内面　墨書　「御ほん□□」。焼成　良好。色
調　灰白色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１４．０皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２１７

内面　墨書　「六しん」　焼成　良好。色調　
灰白色。京都系。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１１２．４皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��－��１２１８

内面　墨書　「六しんけんそく」　焼成　良好。
色調　にぶい黄橙色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。器壁は比較的厚い。体部は直線
的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．６皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２１９

内面　墨書　「□月廿日　五月五日」　焼成　
良好。色調　灰白色。京都系。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．３１２．２皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２２０

内面　墨書　「四月廿日」。　焼成　良好。色
調　浅黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．７皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２２１

内面　墨書　「廿六日の　うい」。　焼成　良好。
色調　浅黄橙色。京都系。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０８．５皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２２２

内面　墨書　「上□□ちやうて　ん　下  の
　むゑ□ほうかい」。　焼成　良好。色調　淡黄
色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．１１２．５皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��－��１２２３

内面　墨書　「むゑん　ほうかい」。焼成　良好。
色調　灰黄色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．１８．５皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７５００１��１２２４

内面　墨書　「やく」。焼成　良好。色調　浅
黄橙色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．０８．８皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７６００１��１２２５

内面　墨書　「六しん 　七せの 」。焼成　
良好。色調　浅黄橙色。京都系。Ａｂ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．０（１２．３）皿土師器墨書土器Ｃ群ＳＤ７６００１��１２２６

内面　墨書　「ひせん殿」。焼成　良好。色調
　淡黄色。京都系。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１３．８皿土師器墨書土器Ｅ群ＳＤ７５００１��－��１２２７

内面　墨書　「めうこせつちや　うに」。焼成　
良好。色調　浅黄橙色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界はやや不明瞭。体
部は直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１３．４皿土師器墨書土器Ｅ群ＳＤ７５００１��－��１２２８

内面　墨書　「月けいせうん」。焼成　良好。
色調　浅黄橙色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
直線的に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．３１４．０皿土師器墨書土器Ｅ群ＳＤ７５００１��－��１２２９

内面　墨書　「ほうせい」。焼成　良好。色調
　浅黄橙色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。やや上げ底気味。体部は直線的に
斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気味。―２．４（１２．２）皿土師器墨書土器Ｅ群ＳＤ７５００１��－��１２３０
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備　　考文様・調整技法の特徴形態・成形技法の特徴
法量（ｃｍ）

器種種別層　位出土遺構出土地区番号
底径器高口径

内面　墨書　「本しやうは　ねゝ ほうし　きくてう」。
焼成　良好。色調　浅黄色。Ａａ２�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部と底部の界は不明瞭。体部は
僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁端部は尖り気
味。

―２．５１３．４皿土師器墨書土器Ｅ群ＳＤ７５００１��－��１２３１

内面に部分的に煤附着。内面　墨書　「けたの
わか　しやうらう　にやにや」。焼成　良好。色
調　浅黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１１．８皿土師器墨書土器Ｅ群ＳＤ７５００１��－��１２３２

内面　墨書　「めうちん　めうきん　めうゑん　ミ
やちまのかミ　ほんしやうはう」。焼成　良好。色
調　灰黄色。Ａａ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．７１３．８皿土師器墨書土器Ｅ群ＳＤ７５００１��－��１２３３

内面　墨書　「よね　おくり　ほちこやく　とうきく
　うしちく　たんはのかミ　と□いまこ七　こ　□
□さ□□□　こ三郎　はくほう　「十」」。焼成　
良好。色調　灰黄色。Ａｂ１�類。

口縁部内外面　強いヨコナデ調整。体部内面　ヨコナデ調整。底部内面　
１方向のナデ調整。外面の体部下半～底部。不調整。指頭圧痕が残る。

非ロクロ成形。平底。体部は直線的に斜め上方に延びる。
口縁端部は尖り気味。―２．４１３．４皿土師器墨書土器Ｅ群ＳＤ７５００１��－��１２３４



－258－

材質出土遺構出土地区
法量（ｃｍ）

器種報告番号
重さ（g）厚み幅全長

硬質砂岩第１洪水砂含む��１．７０．５１．２２．１碁石Ｓ１

硬質砂岩ＳＰ７２１１２��１．５０．３１．５１．８碁石Ｓ２

硬質砂岩南側側溝東側��１．４０．４１．３１．６碁石Ｓ３

硬質砂岩集石内ＳＤ５２００９�Ｃ１．５０．５１．４１．６碁石Ｓ４

硬質砂岩１面上層�Ｄ１．７０．６１．３１．７碁石Ｓ５

硬質砂岩ＳＤ５２００８�２．４０．６１．６１．７碁石Ｓ６

硬質砂岩ＳＤ５２００８�Ｄ２．４０．５１．７１．８碁石Ｓ７

硬質砂岩ＳＤ７００１３．３０．８１．７１．８碁石Ｓ８

硬質砂岩２面上層�Ａ３．３０．７１．８１．８碁石Ｓ９

硬質砂岩３面�Ｂ３．４０．６１．７２．１碁石Ｓ１０

硬質砂岩ＳＤ５２００８�２．８０．５１．８２．３碁石Ｓ１１

硬質砂岩２面まで�Ａ２．５０．５２．０２．２碁石Ｓ１２

硬質砂岩２面まで�Ｄ２．００．５１．３１．９碁石Ｓ１３

硬質砂岩２面まで�Ｄ３．００．７１．５１．９碁石Ｓ１４

硬質砂岩ＳＤ２００１埋土�２．６０．６１．３２．１碁石Ｓ１５

硬質砂岩１面上層�Ｄ３．２０．７１．６２．１碁石Ｓ１６

硬質砂岩ＳＤ６７００１��４．６０．９１．９２．１碁石Ｓ１７

硬質砂岩５面まで�Ｃ５．００．９１．８２．３碁石Ｓ１８

硬質砂岩１面上層�Ａ３．５０．６１．８２．３碁石Ｓ１９

硬質砂岩ＳＤ７４００１��５．７０．７２．２２．１碁石Ｓ２０

硬質砂岩ＳＤ７４００１��３．８０．８１．４２．８碁石？Ｓ２１

硬質砂岩ＳＤ７５００１��－��３．２１．１１．４１．６碁石ｏｒおはじきＳ２２

泥岩４面まで�Ａ３０．６１．０２．６７．２硯Ｓ２３

細粒砂岩２Ｓ面�Ｂ－０．９３．３７．０硯Ｓ２４

細粒砂岩ＳＤ５４００２�－１．３（３．０）（６．４）硯Ｓ２５

細粒砂岩４面�Ｂ－１．０４．９９．１硯Ｓ２６

細粒砂岩ＳＤ５２００８�Ｄ１３．６０．９４．０２．７硯Ｓ２７

粘板岩ＳＤ５２００８�Ｄ８４．０１．５４．６１２．６硯Ｓ２８

細粒砂岩５面まで�１４００．０幅１１高１５．８径１９．０石臼Ｓ２９

５面まで�Ａ７２３０．０底径（２９．４）高１０．８上径４０．０茶臼Ｓ３０

凝灰質砂岩２面上層�Ａ２１．４１．２２．２５．２砥石Ｓ３１

細粒砂岩ＳＤ５２００２�Ａ３２．４０．８２．７６．７砥石Ｓ３２

凝灰質砂岩１面より下�５４．５１．２３．１７．３砥石Ｓ３３

珪質頁岩５面まで�Ｂ７８．０１．９３．３６．９砥石Ｓ３４

珪質細粒砂岩根太内�Ａ８４．５２．２２．８１０．８砥石Ｓ３５

砂岩５面�１６０．０２．６４．３９．２砥石Ｓ３６

細粒砂岩５面まで�４５．４１．６３．８５．４砥石Ｓ３７

珪質細粒砂岩２面＋１面まで�Ａ２９．６１．１３．６４．９砥石Ｓ３８

細粒砂岩―�９０．５２．８４．２４．９砥石Ｓ３９

凝質細粒砂岩３面�Ａ４５８．０３．６４．１１６．３砥石Ｓ４０

細粒砂岩１面上層�Ａ５８．０１．６４．４７．４砥石Ｓ４１

砂岩５面まで�Ａ１５５．０２．８４．５７．９砥石Ｓ４２

珪質頁岩―�９８．５０．９５．９１０．９砥石Ｓ４３

凝灰質砂岩５面まで�２６５．０２．７６．０１１．０砥石Ｓ４４

流紋岩質凝灰岩１面洪水砂�―５．９７．８２０．５砥石Ｓ４５

第３３表　出土石製品・石造品観察表
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材質出土遺構出土地区
法量（ｃｍ）

器種報告番号
重さ（g）厚み幅全長

流紋岩質凝灰岩ＳＤ５２００７�Ａ１２．６１．４２．３３．３砥石Ｓ４６

珪質細粒砂岩３面＋１�Ａ４０．８１．５４．４５．４砥石Ｓ４７

珪質頁岩４面まで�Ａ４０．２０．９５．６８．７砥石Ｓ４８

粘土１面―３６．３１．６３．８７．３砥石Ｓ４９

砂岩ＳＤ５５００１�Ａ２３．２１．８２．１４．８砥石Ｓ５０

砂岩５面上まで��４０５．３１．８３．４砥石Ｓ５１

砂岩ＳＤ７５００１��２５５３．８５．３８．４砥石Ｓ５２

砂岩下層水田�まで��２２５３．４４．９９．０砥石Ｓ５３

砂岩ＳＤ７５００１��（２２５）（３．３）４．７９．５砥石Ｓ５４

砂岩５面まで�Ｃ３８５３．８５．６１１．６砥石Ｓ５５

細粒砂岩５面まで�Ａ５３３４．６５．９１４．５石斧Ｓ５６

砂岩２面上層�Ａ５７５４．７６．８１０．５砥石Ｓ５７

砂岩ＳＤ５２００８�Ｄ１１８１．６６．９７．１砥石Ｓ５８

砂岩３～４面�Ａ９４５５．９８．４１３．６砥石Ｓ５９

流紋岩質凝灰岩２～３面�Ｃ１０８０５．７７．６１６．８砥石Ｓ６０

砂岩ＳＤ５４００２�Ｃ２９５５．９６．９８．０砥石Ｓ６１

砂岩――２２７４．２１１．９１０．９砥石Ｓ６２

凝灰質細粒砂岩４面�Ａ１８００６．９１４１６．２砥石Ｓ６３

４面�Ａ２４．２０．９３．３４．２小型石斧Ｓ６４

硬質砂岩ＳＤ５２００３�Ｃ５０．５１．６４．６５．２不明品Ｓ６５

洪水砂層�８２．５１．７４．７８．５石錘Ｓ６６

石英４面まで��１．９０．６１．４２．４打製石鏃Ｓ６７

サヌカイト表採―８．９０．９５．１４．５剥片Ｓ６８

硬質砂岩ＳＤ７４００１―１２．００．７３．８４．０不明品Ｓ６９

水田層�まで�１６０．０３．６４．８７．３不明品Ｓ７０

１面まで�―５．３５．３５．６不明品Ｓ７１

―�Ａ・�Ｄ５６２．０５．０８．０１１．６不明品Ｓ７２

ＳＤ７４００１底��８９５．０５．６（８．７）（３．６）不明品Ｓ７３

石英粗面岩５面以下�６，５００．０１２．４１３．１２８．４宝筺印塔Ｓ７４

砂岩４面�Ｃ７，０００．０底径８．７高１５．８上径９．６五輪塔水輪Ｓ７５

砂岩ＳＤ５４００２肩部�Ｄ１０，０００．０１１．５１９．６２２．６墓石転用石臼Ｓ７６

砂岩５面�Ｂ―２１．５２４．５２２．５五輪塔地輪Ｓ７７

玄武岩―�３０，８００．０１３．０２４．８４３．０礎石Ｓ７８

玄武岩２面�４２，４００．０１６．２３３．３４２．８礎石Ｓ７９
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備　　考層　　位面出土場所地　区
厚さ
（�）

幅
（�）

長さ
（�）

品目

９５－２面�Ｃ０．４２．５３２．５刀　Ｍ１

９５年度調査第１整地層下層火事面�区０．３１．８３３．８刀Ｍ２

９５－２面～３面�Ａ０．２１．７２５．１刀　Ｍ３

９５－４面集石部�Ｄ０．９３．０３．３�Ｍ４

黒色腐蝕土層９５－４面上層　�－�０．１２．３４．２切刃Ｍ５

シルト層上半層９６－５面ＳＤ６５００１Ｓ�０．４０．６６．６鏃Ｍ６

水田層　９６－１面までＳＤ６１００２北�０．３１．０１１．６鏃Ｍ７

褐色粗砂（洪水砂内）９６－６面ＳＤ６６００１東側肩部�１．３１．３１．３鉄砲玉Ｍ８

江戸水田耕土下火事かたづけ面上９６－１面上サブトレ�－��１．５１．５１．５鉄砲玉Ｍ９

灰色粗砂中９５－１面流路�肩�１．１１．１１．１鉄砲玉Ｍ１０

９６－８面ＳＤ６８００１肩部�０．２１．２２３．４小柄Ｍ１１

９５年度調査整地層直上南北サブトレンチ�－�０．６１．３２０．２小柄Ｍ１２

最下層（墨書土器と同一層）９６－７面ＳＤ６７００１��０．３１．３２１．３小柄Ｍ１３

３ｓ下３＋１まで９５－４面まで主に�南東半０．３１．３２０．８小柄Ｍ１４

（４ａ中）９５－４面�Ａ０．２１．２２０．５小柄Ｍ１５

９５－４面ＳＤ５４００１　底�０．３１．３２０．０小柄Ｍ１６

９５－４面ＳＤ５４００１�Ｂ０．２１．２１６．３小柄Ｍ１７

９５－５面上�Ａ０．３１．５１９．３小柄Ｍ１８

９５－５面まで�Ｃ区南半０．３１．２１４．８小柄Ｍ１９

９５年度調査（灰黒色シルト中）３＋１面まで�Ｂ０．３１．１１２．５小柄Ｍ２０

土師皿集中部最下部最下層９７－４面ＳＤ７４００１底��０．３１．４１２．３小柄Ｍ２１

９６年度調査茶灰シルト内（粗砂直上）（第４面直上）西側溝��０．３１．４１３．５小柄Ｍ２２

９６年度調査下層水田土上被覆黄色粗砂中��０．５１．４９．８小柄の柄Ｍ２３

９５－５面まで（５Ｓまで）�０．４１．６９．３小柄の柄Ｍ２４

灰色粗砂混じり粒細砂９５－１面上�Ｄ０．４１．５９．７小柄の柄Ｍ２５

上層灰色粗砂混じりシルト９５－１面�Ｂ０．４１．３４．２小柄の柄Ｍ２６

９５－５面まで�Ｃ０．２１．１１１．９笄Ｍ２７

９５－５面まで�Ａ東半０．３１．３２１．１笄Ｍ２８

２Ｋ層９５－２面�Ａ０．１２．６７．０前立Ｍ２９

灰色レキ混じり極細砂９５－３面＋１まで�Ａ１．３５．４９．７鍬形台Ｍ３０

腐蝕土層中９５－４ａ�Ｃ０．４０．９１６．５頭巻釘Ｍ３１

灰色粗砂混じりシルト　　９５－１面上層　�Ａ０．４１．２１３．７頭巻釘Ｍ３２

９５－５面まで�Ａ０．５１．１１２．８頭巻釘Ｍ３３

９５－２面まで　�０．３０．４１１．８頭巻釘Ｍ３４

上層９５－５面まで�Ａ０．６０．５１１．９頭巻釘Ｍ３５

２Ｋ層９５－２面　�Ａ０．５１．１１１．８頭巻釘Ｍ３６

９５－２面まで�Ｃ０．５１．２１０．４頭巻釘Ｍ３７

２ｋ層又は溝埋土か？９５－２面まで�０．４０．４９．９頭巻釘Ｍ３８

黒色腐蝕土層　　　９５－４面上層　南北サブトレンチ�、�区間０．４９．５１０．６頭巻釘Ｍ３９

灰色粗砂混じりシルト　　９５－１面上層　�Ａ０．３１．１９．５頭巻釘Ｍ４０

９５－２面まで�Ｄ（西半）０．５１．４８．８頭巻釘Ｍ４１

黒色炭層９５－３面下層　�０．４１．０９．２頭巻釘Ｍ４２

９６－２面上東半�０．５１．１９．１頭巻釘Ｍ４３

灰色粗砂混じりシルト　　９５－１面上層　�Ａ０．３１．０８．４頭巻釘Ｍ４４

２ｋ中（東半）９５－２面まで�Ｄ０．４１．１８．５頭巻釘Ｍ４５

９５年度調査２ａ以下？腐蝕土中４０サブトレ��．�０．５１．２７．５頭巻釘Ｍ４６

９５－５面まで�Ｂ０．４０．９７．４頭巻釘Ｍ４７

９５－２面まで�０．４１．２７．４頭巻釘Ｍ４８

９６－整地面ＳＤ６２００１　肩より東　��０．５１．０９．６頭巻釘Ｍ４９

９６－７面ＳＫ６７００１��０．５１．０６．４頭巻釘Ｍ５０

汚れた黄灰色シルト　　９５－１面�Ｃ０．５１．０７．４頭巻釘Ｍ５１

遺構検出時９５－２まで　�Ｄ０．５０．８７．３頭巻釘Ｍ５２

灰色粗砂混じりシルト　　９５－１面上層　�Ａ０．４０．９６．７頭巻釘Ｍ５３

濁灰色シルト及び整地面直上炭層　９５－１整地面直上　�Ｃ０．４０．７６．７頭巻釘Ｍ５４

９５－５面までＳＤ５５００１南東部�Ａ０．３０．８６．７頭巻釘Ｍ５５

灰色粗砂混じりシルト　　９５－１面上層　�Ａ０．３０．４６．０頭巻釘Ｍ５６

２ｋ層上層９５－２面上層�Ｄ０．４１．０５．９頭巻釘Ｍ５７

（４ａ）暗茶シルト９５－４面�Ｂ０．３０．９５．２頭巻釘Ｍ５８

南側の落ち込み９５－５面　　�Ｃ０．４０．８５．３頭巻釘Ｍ５９

９７－４面ＳＤ７４００１主��－��０．３１．１５．４頭巻釘Ｍ６０

第３面間の灰層まで９５－２面以下�Ｂ０．５１．１４．９頭巻釘Ｍ６１

２ｋ中９５－２面まで　�Ｄ０．３０．７５．３頭巻釘Ｍ６２

９５－２面ＳＤ５２００９�０．４１．０４．９頭巻釘Ｍ６３

２ｋ中９５－２面まで�Ｄ０．３０．６４．９頭巻釘Ｍ６４

９５－２面　ＳＤ５２００７�Ａ０．４０．８４．９頭巻釘Ｍ６５

灰色粗砂混じりシルト　　９５－１面上層　�Ｃ，Ｄ区間０．５０．９４．７頭巻釘Ｍ６６

９６－６面ＳＤ６９００１　Ｂより南�０．３０．８４．６頭巻釘Ｍ６７

上層シルト（灰色粗砂混じり）９５－１面�０．３０．６４．４頭巻釘Ｍ６８

９６－７面南壁ＳＤ６７００１��０．４０．７４．１頭巻釘Ｍ６９

９５年度調査火葬墓状イコウ�０．５１．１３．９頭巻釘Ｍ７０

９５年度調査火葬墓状イコウ�０．６０．８３．７頭巻釘Ｍ７１

１Ｓ、２ａ層中９７－２面（整地面）上まで　��０．３０．５３．７頭巻釘Ｍ７２

９５年度調査灰色粗砂混じり極細砂�Ｄ０．３０．６３．６頭巻釘Ｍ７３

第３４表　出土金属製品観察表
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備　　考層　　位面出土場所地　区
厚さ
（�）

幅
（�）

長さ
（�）

品目

９５年度調査汚れた黄灰色シルト　　９５－１面上層�Ｃ０．３０．８２．８頭巻釘Ｍ７４

面直上（炭層とＳ層の互層部）９５－２面まで�Ａ０．４１．４１０．６巻頭釘Ｍ７５

土師器皿集中部灰色粗砂中９７－４面ＳＤ７４００１��北半０．５１．４１３．５巻頭釘Ｍ７６

９７－５面ＳＤ７５００１��０．５１．６９．８巻頭釘Ｍ７７

９５年度調査石をはずした下�Ｄ０．６１．２９．１巻頭釘Ｍ７８

上層　灰色粗砂混じりシルト　　９５－１面�Ａ０．４１．３９．２巻頭釘Ｍ７９

９５－２面まで�Ｂ０．５１．５８．３巻頭釘Ｍ８０

大溝内及び上部埋土（３Ｓまで）９５－２面ＳＤ５２００８�０．４１．２９．３巻頭釘Ｍ８１

９５年度調査汚れた黄灰色シルト　　�０．５１．２９．１巻頭釘Ｍ８２

茶灰色シルト９７－４面ＳＤ７４００１��０．４１．１８．８巻頭釘Ｍ８３

９６－８面対応ＳＤ６７００１より下層��０．４１．５８．９巻頭釘Ｍ８４

断ち割り下層　腐蝕９５－７面ＳＤ５７００８　東サブトレ�Ｄ０．５１．２８．７巻頭釘Ｍ８５

あじろ垣周辺９５－２面層まで�Ｃ０．５１．１８．３巻頭釘Ｍ８６

上層　灰色粗砂混じりシルト　　９５－１面�Ｂ０．４１．２８．３巻頭釘Ｍ８７

炭層まで　あじろ垣周辺９５－２面以下９５－３面間�Ｃ０．６１．１８．４巻頭釘Ｍ８８

９５－２面まで　�０．４１．３７．７巻頭釘Ｍ８９

９５－２面まで�Ｃ０．５１．４７．５巻頭釘Ｍ９０

上層　黒色腐蝕土層９５－４面�、�区間０．５１．２７．４巻頭釘Ｍ９１

整地土中　溝２００８より南９５－２面以下�南半０．４１．７６．８巻頭釘Ｍ９２

墨書土器群９７－４面ＳＤ７４００１��０．４０．９６．８巻頭釘Ｍ９３

上層シルト９５－１面�Ａ０．５１．２６．９巻頭釘Ｍ９４

９５年度調査根太内�Ａ０．４１．１６．３巻頭釘Ｍ９５

イロリ状石組内　９５－２面�Ｂ０．４１．１６．４巻頭釘Ｍ９６

灰色粗砂混じりシルト　　９５－１面上層�Ａ０．４１．２６．１巻頭釘Ｍ９７

第１洪水砂下江戸時代耕土９６－１面南半中央��０．４１．２６．８巻頭釘Ｍ９８

墨書土器集中部Ｂ９７－４面ＳＤ７４００１底��０．４０．９５．８巻頭釘Ｍ９９

焼土坑上面粘土中９５－３面�Ａ０．４１．０５．７巻頭釘Ｍ１００

レキ混じり暗灰極細砂９５－２面ＳＤ５２００８�Ｄ０．４１．０５．１巻頭釘Ｍ１０１

９５年度調査汚れた黄灰色シルト　　�０．４１．３４．８巻頭釘Ｍ１０２

９５－２面ＳＤ５２００６�Ｄ０．４１．２４．２巻頭釘Ｍ１０３

上層　灰色粗砂混じりシルト　　９５－１面�Ａ０．４０．４８．５切釘Ｍ１０４

木に刺さっていた釘上層、黒色腐蝕土層　９５－４面東西サブトレ�、�区間０．４０．８５．８切釘Ｍ１０５

炭層まで９５－２面以下９５－３面間�Ｃ０．３０．５５．６切釘Ｍ１０６

２Ｋ層９５－２面　�Ａ０．５０．４７．２切釘Ｍ１０７

上層　灰色粗砂混じりシルト　　９５－１面�Ｃ０．４０．４６．０切釘Ｍ１０８

９５－２面まで�Ｄ（西半）０．２０．７５．６折釘Ｍ１０９

９５－５面　�Ｂ０．７１．３５．１不明品Ｍ１１０

２Ｋ層９５－２面　�Ａ０．６０．５１１．６皆折釘Ｍ１１１

９５－５面まで�Ｃ０．５０．６７．９合釘Ｍ１１２

南北サブトレンチ黒色腐蝕土層　９５－４面上層�、�区間０．４０．６６．８合釘Ｍ１１３

中～下層９７－２面ＳＤ７２００１��０．４０．９７．３飾釘Ｍ１１４

４Ｓまで（４ａ，４の中）９５－４面�Ｃ０．３０．８１１．８鎹Ｍ１１５

検出時９５－２面�Ｂ０．２３．２３．２飾金具Ｍ１１６

９５－２面ＳＤ２００�Ａ０．５１．３２．６飾金具Ｍ１１７

灰色シルトまで９５－２面ＳＤ５２００９南側掘削�０．５１．２６．０留め具Ｍ１１８

清掃時９６－２面ＳＤ６２００１石列　　　��０．５０．４６．４煽り止めＭ１１９

９６年度調査耕土下第１面上江戸水田畦下��０．６１．３４．３肘坪Ｍ１２０

北側中央付近９５－４面まで�０．５２．２８．２毛抜きＭ１２１

９５－５面までＳＤ５５００１南東部�－Ａ０．５１．４７．４毛抜きＭ１２２

９７－２面ＳＤ７２００９��１．２０．２７．２毛抜きＭ１２３

土師器皿集中部灰色粗砂中９７－４面ＳＤ７４００１��北半１．０１．３６．２毛抜きＭ１２４

北東端落込み９５－５面上�Ａ底径２．８器高２．８口径５．９二器Ｍ１２５

清掃時上層　灰色粗砂混じりシルト　　９５－１面�Ｃ底径８．０器高３．３―五徳Ｍ１２６

（２ｋ内）第１第２整地土間９５－２面上�Ａ底径３．２器高１．０口径４．８紅皿Ｍ１２７

４ｋ層東西サブトレ�９５年調査�―器高４．２口径７．２油差しＭ１２８

９５－４面�Ｄ０．２２．８１５．７灰匙Ｍ１２９

９５年度調査表採０．３１．７１４．７匙Ｍ１３０

４ａ内（３面と４面の間）９５－４面まで�０．７０．６４１．５火箸Ｍ１３１

４ａ内（３面と４面の間）９５－４面まで�０．６０．６１６．４火箸Ｍ１３１

４ａ内（３面と４面の間）９５－４面まで�０．４１．０９．４火箸Ｍ１３１

９５－３面までＳＤ５２００８　大溝内�０．６０．６３７．８火箸Ｍ１３２

９５－３面までＳＤ５２００８　大溝内�０．６０．６３７．８火箸Ｍ１３３

９５年度調査黒色腐蝕土層　南北トレンチ南北サブトレンチ�、�区間０．５０．５３５．９火箸Ｍ１３４

９５－５面ＳＤ　５０�内�Ａ０．６０．６３３．２火箸Ｍ１３５

９６年度調査東側溝��０．７０．７３６．１火箸Ｍ１３６

９５－２面ＳＤ５２００３　西コーナーより肩部�Ｃ０．６０．６３７．５火箸Ｍ１３７

９５－５面まで�区０．６０．６３１．６火箸Ｍ１３８

主に３ｓ下３＋１面まで９５－４面まで�南東半０．６０．６３４．０火箸Ｍ１３９

清掃時９６－４面�０．５０．５２８．１火箸Ｍ１４０

上層シルト（江戸以降の溝か）９５－１面�Ｄ０．６０．７２８．９火箸Ｍ１４１

９５－４面ＳＤ５４００４�Ａ０．７０．６３０．０火箸Ｍ１４２

９５年度調査第３整地層より下（第４面）南側側溝�０．６０．６３０．５火箸Ｍ１４３

９５－３面まで�Ａ０．５０．６２８．９火箸　Ｍ１４４



－262－

備　　考層　　位面出土場所地　区
厚さ
（�）

幅
（�）

長さ
（�）

品目

９５－２面�Ｃ０．５０．５２８．３火箸Ｍ１４５

９５－５面まで�Ｃ０．６０．６２６．８火箸Ｍ１４６

中央東端９５－５面まで�Ｂ０．４０．５２４．６火箸Ｍ１４７

９５－４面ＳＤ５４００４�Ａ０．４０．５１９．２火箸Ｍ１４８

上層汚れた黄灰色シルト９５－１面�Ｄ０．４０．４２０．０火箸Ｍ１４９

上層火事かたづけ土９５－１面�Ａ０．３０．３１５．１火箸Ｍ１５０

上層火事かたづけ土９５－１面�Ａ０．３０．３１５．１火箸Ｍ１５１

耕土下９６－１面上江戸水田畦下��０．４０．４１５．３火箸Ｍ１５２

（４ａ）暗茶シルト　５０～６０９５－４面�Ｂ０．７０．７３７．９鍋の取手Ｍ１５３

北側中央付近９５－４面まで　　　�０．８３．５４．１鍋の耳Ｍ１５４

炭層下粗砂層東側溝�０．７１５．９８．３鍋片Ｍ１５５

清掃時上層　灰色粗砂混じりシルト　　９５－１面�Ｃ０．４３．５８．７鍋片Ｍ１５６

９５－４面ＳＤ５４００４内�Ｄ０．４１７．７１６．４鍋の一部Ｍ１５７

ＰＩＴー２９５－１面　�Ａ０．５１０．７１１．４鍋Ｍ１５８

（５ａ内）９５－５面�Ａ０．３３．５２７．７包丁Ｍ１５９

９５年度調査４ａ�Ａ南半０．１３．１２２．６包丁Ｍ１６０

９５－３面＋１�Ｂ０．４２．３６．１火打金Ｍ１６１

９５年度調査黒褐色腐植土層南北サブトレンチ�－�１．４１．２２０．４錐Ｍ１６２

９５－５面まで�Ｂ２１．５５．６紡錘車Ｍ１６３

９５－２面ＳＤ５２００２�Ｂ１．４５．１紡錘車Ｍ１６４

北東隅部９５－５面まで�Ａ０．５２．８１４．２鋏Ｍ１６５

腐蝕土直上９５－４面ＳＤ５４００１ー３０　　　�Ｂ０．２４．７９．９鏝状製品Ｍ１６６

整地土中９５－３面�Ａ１．２０．８３１．１鍵？Ｍ１６７

９６－８面ＳＤ６８００１�２．１２２．２２９．６鋤先Ｍ１６８

９６年度調査耕土下第１面上江戸水田畦下��１．３３．８１０．９鋤先Ｍ１６９

最下層９７－４面ＳＤ７４００１��０．３３．６３３．５鎌Ｍ１７０

南半部中心９５－３面＋１まで�Ａ０．４２．９３．１環状製品Ｍ１７１

汚れた黄灰色シルト　　９５－１面上層�Ｃ１．４２．７３．２環状製品Ｍ１７２

上層　汚れた黄灰色シルト　　９５－１面�Ｄ０．４０．４７．４釣針Ｍ１７３

（暗灰腐触土）９５－３面までＳＤ５２００８　大溝�０．４１．１８．５不明品Ｍ１７４

９５－２面＋１まで�０．４１．０１３．８不明品Ｍ１７５

東サブトレ１Ｓカ　９５年調査（濁黄白色Ｓ）下腐蝕土中�Ａ０．４１．６１２．４不明品Ｍ１７６

あげ土内９５－２面まで�Ｅが主０．２０．２１０．１針状製品Ｍ１７７

鍍金有り茶褐色腐植土中９５－４面ＳＡ５４００４�Ａ０．４０．４１０．０棒状製品Ｍ１７８

９５－２面ＳＤ５２００２　Ｓグループ中　�Ｄ０．６０．６２８．２棒状製品Ｍ１７９

９５－２面ＳＤ５２００３　　　�Ｃ０．５０．５２２．２棒状製品Ｍ１８０

９５－５面板太内�Ａ０．４１．１５．４不明品Ｍ１８１

第２面検出時９５－２面ＳＤ５２０１０周辺�０．３２．０４．０楔状製品Ｍ１８２

（第２火事かたづけ含む）灰色粗砂混じり極細砂第１面まで９５－１面�Ｄ０．４４．０７．６不明品Ｍ１８３

９５－５面板太内�Ａ０．５０．６２０．１不明品Ｍ１８４

９５年調査汚れた黄灰色シルト　　９５－１面上層�０．２２．４８．０不明品Ｍ１８５

墨書土器集中部９７－４面ＳＤ７４００１��０．１１．１５．４不明品Ｍ１８６

灰色シルトまで９５－２面ＳＤ５２００９南側掘削�０．５１．６５．９不明品Ｍ１８７

黒色腐蝕土層９５－２面ＳＤ５２００１�Ｃ１．０１．０４．６管状製品Ｍ１８８

第１第２整地層間９５－２面�Ｃ０．１１．５６．４飾り金具Ｍ１８９

黒色腐蝕土層第９５－２面　　　　　　�Ｃ０．１１．０１７．０不明品Ｍ１９０

中ぐらい　９５年調査第１整地層より下北側溝�０．３２．３２．３開元通寶Ｍ１９１

小型スズリ周辺９５－２面上　　　　�０．３２．４２．４開元通寶Ｍ１９２

２Ｓまで９５－２面流路�肩部　　　�０．３２．４２．４開元通寶Ｍ１９３

９５－２面ＳＤ５２００９�０．３２．５２．５開元通寶Ｍ１９４

埋土上層９５－２面ＳＤ５２００８南溝�Ｄ０．３２．２２．２開元通寶Ｍ１９５

９５－４面�Ｂ０．３２．５２．５開元通寶Ｍ１９６

９５年調査第３整地層中３面と４面の間　　　　　�Ａ０．３２．５２．５開元通寶Ｍ１９７

９５－４面�Ｃ０．３２．４２．４開元通寶Ｍ１９８

９５－４面ＳＤ５４００１コーナー部溝底�０．３２．４２．４開元通寶Ｍ１９９

９５－４面ＳＤ７４００１コーナー部��０．３２．４２．４開元通寶Ｍ２００

９６－８面ＳＤ６８００２�０．３２．４２．４開元通寶Ｍ２０１

背上月　９５年調査２ａ以下サブトレ���南半０．３２．４２．４開元通寶Ｍ２０２

背上月星　９５年調査表採０．３２．３２．３開元通寶Ｍ２０３

背上月９５－５面南側落込み�Ｃ０．３２．４２．４開元通寶Ｍ２０４

９５年調査灰色シルト火葬墓状遺構上�０．３２．４２．４太平通寶Ｍ２０５

９７年調査灰色粗砂中土師器皿集中部��０．３２．４２．４大平通寶Ｍ２０６

９６－８面ＳＤ６８００２�０．３２．４２．４淳化元寶Ｍ２０７

９５年調査汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�０．３２．４２．４至道元豊Ｍ２０８

下層　溝埋土９５－３面ＳＤ５２００９�Ａ０．３２．４２．４至道元寶Ｍ２０９

あげ土内９５－２面まで�Ｅが主０．３２．４２．４至道元豊Ｍ２１０

９５－１～２面�０．３２．４２．４咸平元寶Ｍ２１１

９５－４～５面までサブトレ�．�０．３２．４２．４祥符元寶Ｍ２１２

９５－１面ＳＤ５１００１�Ｄ０．３２．５２．５祥符元寶Ｍ２１３

９５－４～５面�０．３２．５２．５祥符元寶Ｍ２１４

９５－２面ＳＤ５２００８北側�Ａ０．３２．５２．５祥符通寶Ｍ２１５

９５－４面　ＳＤ５４００４主�Ａ０．３２．４２．４天禧通寶Ｍ２１６

砂混じりシルト９５－１面上層�Ａ０．３２．４２．４天聖元寶Ｍ２１７
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備　　考層　　位面出土場所地　区
厚さ
（�）

幅
（�）

長さ
（�）

品目

９６－８＋２面上�０．３２．５２．５天聖元寶Ｍ２１８

９５－５面まで�北半０．３２．４２．４天聖元寶Ｍ２１９

９５－５面まで�Ｃ０．３２．５２．５天聖元寶Ｍ２２０

９５－２面上�Ｂ０．３２．０２．２天聖元寶Ｍ２２１

３Ｓ中９５－３面＋１まで�Ｂ０．３２．４２．４明道元寶Ｍ２２２

ＳＤ５２００９検出時　�（�Ｃ）０．３２．５２．５景祐元寶Ｍ２２３

清掃時９５－２面�Ｂ０．３２．４２．４皇宋通寶Ｍ２２４

９５－５面まで�Ａ０．３２．４２．４皇宋通寶Ｍ２２５

集石部　９５－２面�Ａ０．３２．０２．０皇宋通寶Ｍ２２６

９６－８面ＳＤ６８００２�０．３２．５２．５皇宋通寶Ｍ２２７

９５－３面砂利敷内�－Ｂ０．３２．３２．３至和元寶Ｍ２２８

９５年調査２５以下東西サブトレ��，�０．３２．４２．４至和元寶Ｍ２２９

清掃時９５－２面�Ｂ０．３２．５２．５嘉祐通寶Ｍ２３０

９５－５面まで�Ｃ０．３２．４２．４嘉祐通寶Ｍ２３１

整地面９６－２面ＳＤ６２００１肩より東　��０．３２．４２．４嘉祐通寶Ｍ２３２

９６－８面ＳＤ６８００２�０．３２．３２．３嘉祐通寶Ｍ２３３

９５－１面上東端�０．３２．４２．４治平元寶Ｍ２３４

整地土まで９５－２面�Ｂ０．３２．４２．４治平元寶Ｍ２３５

中央東端９５－５面まで�Ｂ０．３２．４２．４治平元寶Ｍ２３６

９５－１面上火葬墓状遺構西側�０．３２．４２．４熈寧元寶Ｍ２３７

９５－４面上�Ｂ０．３２．５２．５熈寧元寶Ｍ２３８

粗砂（４Ｓ）及び茶灰シルト９６－５面まで坑列より南�０．３２．４２．４熈寧元寶Ｍ２３９

粗砂混じりシルト９５－１面上層�Ａ０．３２．４２．４熈寧元寶Ｍ２４０

９５年調査表採０．３２．４２．４熈寧元寶Ｍ２４１

９５－２面まで�Ｃ０．３２．６２．６元豊通寶Ｍ２４２

２Ｓまで９５－２面流路�肩部　　　　�０．３２．４２．４元豊通寶Ｍ２４３

９５－４面まで�Ｄ０．３２．４２．４元豊通寶Ｍ２４４

９７－４面タチワリ�ＳＤ７４００１内��０．３２．４２．４元豊通寶Ｍ２４５

汚れた黄灰色シルト（下半）９５－１面上層�Ｃ０．３２．４２．４元豊通寶Ｍ２４６

９５－２面ＳＤ５２００８�Ａ０．３２．５２．５元豊通寶Ｍ２４７

Ｍ１４８と一括９５－４面ＳＤ５４００４�０．３２．４２．４元豊通寶Ｍ２４８

９５－５面まで�Ａ０．３２．４２．４元豊通寶Ｍ２４９

９５－５面まで�Ｃ０．３２．４２．４元祐通寶Ｍ２５０

９５－２面と３面の間土塁部�０．３２．４２．４元祐通寶Ｍ２５１

暗青灰中細砂盛土面まで９５－３面まで�Ｂ０．３２．５２．５元祐通寶Ｍ２５２

９５－３面ＳＤ５２００９？０．３２．５２．５元祐通寶Ｍ２５３

９５－５面までＳＤ５５００１南東部�Ａ０．３２．５２．５元祐通寶Ｍ２５４

９６－７面ＳＤ６７００１南端墨書土器集中部��０．３２．４２．４元祐通寶Ｍ２５５

９６－５面まで��０．３２．４２．４元祐通寶Ｍ２５６

９５－２面上�Ｂ０．３２．４２．４元祐通寶Ｍ２５７

黒灰色シルト９５－１面�０．１２．４２．４紹聖元寶Ｍ２５８

９７年調査��０．３２．４２．４紹聖元寶Ｍ２５９

９７年調査��０．３２．４２．４紹聖元寶Ｍ２６０

あげ土内９５－２面まで�Ｅが主０．３２．３２．３元符通寶Ｍ２６１

段差より北９５－４面までＳＤ５４００８より南�Ｃ０．３２．３２．３聖宋元寶Ｍ２６２

９５年調査東側側溝�０．３２．４２．４聖宋元寶Ｍ２６３

第３＋１面の可能性も有り（４ａ）暗茶シルト　９５－４面�Ｂ０．３２．３２．３聖宋元寶Ｍ２６４

汚れた黄灰色シルト９５－２面まで�Ｃ０．３２．４２．４政和通寶Ｍ２６５

汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ａ０．３２．５２．５政和通寶Ｍ２６６

汚れた黄灰色シルト９５－１面上層�Ｂ０．３２．４２．４政和通寶Ｍ２６７

９５－５面まで�Ａ０．３２．５２．５政和通寶Ｍ２６８

９６－７面土塁上�０．３２．５２．１宣和通寶Ｍ２６９

第３＋１面の可能性も有り
Ｍ１５、Ｍ２６４と一括

（４ａ）暗茶シルト　９５－４面�Ｂ０．３２．３２．３淳熈元寶Ｍ２７０

背下三　９５年調査流路�肩部　第２面　２Ｓまで�０．３２．４２．４紹熈元寶Ｍ２７１

背下二　９５年調査流路�肩部　第２面　２Ｓまで�０．３２．３２．３慶元通寶Ｍ２７２

背下五９５－２面�Ｃ０．３２．３２．３慶元通寶Ｍ２７３

９５－５面根太内�Ａ０．３２．４２．４紹定通寶Ｍ２７４

最下層　墨書土器群Ｃ下層９７－５面ＳＤ７５００１��－��０．３２．４２．４皇宋元寶Ｍ２７５

９６－８面ＳＤ６８００２�０．３２．４２．４開慶通寶Ｍ２７６

９５－４面上�Ｂ０．３２．４２．４永楽通寶Ｍ２７７

９６－８面ＳＤ６８００２�０．３２．４２．４永楽通寶Ｍ２７８

９６－８面ＳＤ６８００２�０．３２．５２．５永楽通寶Ｍ２７９

９５－５面まで�Ｃ０．３２．５２．５永楽通寶Ｍ２８０

９５－５面まで�Ｃ０．３２．５２．５宣徳通寶Ｍ２８１

９５年度調査�Ｃ０．３２．４２．４洪順通寶Ｍ２８２

粘土下９６－１面上江戸水田畦畔下　��０．３２．５２．５寛永通寶Ｍ２８３

９５年第１整地層北側溝３．３６．２６．７スラッグＭ２８４

９５年第２整地層北側溝�２．５５．３５．４スラッグＭ２８５

９５年度調査サブトレンチ�－�２．５５．２６．０スラッグＭ２８６
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出土層位出土遺構出土地区厚さ
（底径）

幅
（器高）

長さ
（口径）器種種類報告番号

ＳＤ７４００１��（６．３）２．６（９．２）漆杯容器Ｗ１
ＳＤ６４００２�（５．４）（２．５）（８．５）漆杯容器Ｗ２

９５－５面�Ｂ６．０３．５９．５漆杯容器Ｗ３
９５－４面まで�Ａ（５．２）３．０（１８．８）漆杯容器Ｗ４
９５－５面�Ａ６．７４．９１３．６漆椀容器Ｗ５
９５－４面まで�（６．７）５．０（１３．０）漆椀容器Ｗ６
暗灰シルト粗砂まじり�Ｂ―（２．０）―漆椀容器Ｗ７

ＳＤ５４００１�Ａ―（７．０）（１４．３）漆椀容器Ｗ８
ＳＤ５４００１�Ｂ－Ｃ（９．６）２．９（１２．９）漆椀容器Ｗ９

９５－４面まで�（６．０）（３．８）（１３．８）漆椀容器Ｗ１０
ＳＤ７５００１��－��（７．４）（５．４）―漆椀容器Ｗ１１
サブトレンチ南�（６．０）（６．１）（１３．９）漆椀容器Ｗ１２

９５－４面�Ａ―（４．０）（８．６）漆椀容器Ｗ１３
９５－３面�Ｄ―（２．５）（１２．０）漆椀容器Ｗ１４

ＳＤ６８００１�―（４．５）１３．９漆椀容器Ｗ１５
ＳＤ５４００１�Ｂ－Ｃ８．１７．３（１４．９）漆椀容器Ｗ１６
ＳＤ５４００２�Ａ（８．０）８．１（１５．２）漆椀容器Ｗ１７

９５－４面�７．７（７．１）（１９．０）漆椀容器Ｗ１８
ＳＤ５４００２�（７．６）７．９（１４．２）漆椀容器Ｗ１９

９５－４面ＳＤ５４００４�Ｄ（１０．３）１０．２（１８．７）漆椀容器Ｗ２０
９５－５面まで�―（１．０）―漆椀容器Ｗ２１
９５－５面より下�Ｂ５．４３．４１０．０漆杯容器Ｗ２２

ＳＤ５４００１�Ａ（５．６）４．７（１３．２）漆椀容器Ｗ２３
９５－４Ｋ層�（７．０）４．５（１４．８）漆椀容器Ｗ２４

ＳＤ５４００１�Ａ７．７（６．０）―漆椀容器Ｗ２５
ＳＤ５４００１�（６．０）（６．３）―漆椀容器Ｗ２６

９５－３面�Ｂ（６．５）（５．８）―漆椀容器Ｗ２７
ＳＤ５４００１�５４００２間�Ｄ（６．４）４．０（９．５）漆椀容器Ｗ２８

９５－５面まで�Ｄ（６．０）６．０（８．７）漆椀容器Ｗ２９
ＳＤ５４００１�（８．０）（９．１）（１５．９）漆椀容器Ｗ３０

９５－５面ＳＫ５５００１�Ｃ（丸底）４．９（１４．２）漆椀容器Ｗ３１
９５－５面　根太内�Ａ（７．８）３．１（１１．７）漆杯容器Ｗ３２

ＳＤ５４００１�Ａ（７．２）５．７（１７．２）漆椀容器Ｗ３３
ＳＤ５４００１�５４００２間�Ｄ（５．１）（２．３）―漆椀容器Ｗ３４
ＳＤ５４００２�（７．８）５．９（１４．４）漆椀容器Ｗ３５
ＳＤ５４００１�Ａ（７．６）７．０（１５．８）漆椀容器Ｗ３６
ＳＤ５４００２�Ｃ（７．６）７．３（１５．６）漆椀容器Ｗ３７
ＳＤ５４００２�Ａ－Ｂ（６．０）（２．５）（１０．３）漆杯容器Ｗ３８

９７－２面まで��－��（５．７）３．２（９．７）漆杯容器Ｗ３９
９５－５面石組部�Ｃ（５．９）３．２９．５漆杯容器Ｗ４０

ＳＤ７４００１��―（３．２）（１１．３）漆杯容器Ｗ４１
ＳＤ５４００１�Ａ（６．１）３．７（１２．８）漆杯容器Ｗ４２

９５－２面より下�―（４．０）（１１．９）漆椀容器Ｗ４３
ＳＤ６３００１�―（４．０）（１１．５）漆椀容器Ｗ４４
ＳＤ５２００８�７．２５．５（１４．１）漆椀容器Ｗ４５

９５－４面�Ａ（６．２）４．８（１３．４）漆椀容器Ｗ４６
ＳＤ７２００１��（６．８）４．４（１４．０）漆椀容器Ｗ４７
ＳＤ５４００２�（７．２）４．６（１３．４）漆椀容器Ｗ４８
ＳＤ５４００１�Ａ６．６４．６（１３．８）漆椀容器Ｗ４９

９５－３面より下�－�（６．２）４．１（１３．４）漆椀容器Ｗ５０
ＳＤ５４００１�Ａ（７．０）（４．９）（１３．５）漆椀容器Ｗ５１
ＳＤ５４００１�Ｂ（７．２）５．０（１４．４）漆椀容器Ｗ５２
ＳＤ７５００１��（７．７）５．４（１５．８）漆椀容器Ｗ５３
ＳＤ５４００１�（６．９）５．６（１４．９）漆椀容器Ｗ５４

９５－４面まで�Ａ（８．９）５．９（１６．３）漆椀容器Ｗ５５
ＳＤ５４００２�Ｄ（６．６）（３．６）―漆椀容器Ｗ５６

９５－５面まで�（４．９）４．６（１１．４）漆椀容器Ｗ５７
９５－３面より下�―（３．４）―漆椀容器Ｗ５８

ＳＤ５４００２�Ｄ（７．７）５．４（１３．９）漆椀容器Ｗ５９
ＳＤ５４００１�Ｂ―（５．５）（１４．４）漆椀容器Ｗ６０

９５－２面�Ｄ（７．６）５．８（１４．６）漆椀容器Ｗ６１
ＳＤ５４００１�Ｂ（６．１）（５．５）（１４．４）漆椀容器Ｗ６２
ＳＤ６４００２�―（５．５）（１４．４）漆椀容器Ｗ６３
ＳＤ７４００１��（６．６）５．７１３．６漆椀容器Ｗ６４
ＳＤ７４００１��―５．１（１４．５）漆椀容器Ｗ６５

９６－４面まで�（７．３）６．２（１４．８）漆椀容器Ｗ６６
ＳＤ６４００１�－�８．２６．０１５．４漆椀容器Ｗ６７

９５－４面まで�（７．１）６．１（１５．６）漆椀容器Ｗ６８
ＳＤ５４００１�Ａ（７．０）６．６（１４．８）漆椀容器Ｗ６９
ＳＤ５４００２�６．６６．１（１４．８）漆椀容器Ｗ７０

９５－５面まで�Ｄ（８．８）５．５（１５．２）漆椀容器Ｗ７１
ＳＤ７５００１墨書土器Ｃ群��―（５．７）（１４．７）漆椀容器Ｗ７２

９５－５面�Ａ―（５．３）（１５．６）漆椀容器Ｗ７３
ＳＤ６９００１�（６．５）５．６（１５．２）漆椀容器Ｗ７４

９５年度　北側側溝�Ａ（８．０）６．２（１６．６）漆椀容器Ｗ７５
９６年度　第一洪水砂含む��（６．７）６．３（１３．０）漆椀容器Ｗ７６

ＳＤ５４００１�Ｄ（６．９）５．７（１３．８）漆椀容器Ｗ７７
９５年度　北側側溝�Ａ―６．１（１３．４）漆椀容器Ｗ７８
ＳＤ５４００１�Ｃ―（６．１）（１３．８）漆椀容器Ｗ７９

９６－１面　�（６．２）６．０（１３．３）漆椀容器Ｗ８０
ＳＤ５４００１�７．５６．２（１４．０）漆椀容器Ｗ８１

９５年度　暗灰色シルト�Ｄ（７．０）（６．０）（１３．５）漆椀容器Ｗ８２
ＳＤ５４００２�Ｄ７．４５．９（１３．９）漆椀容器Ｗ８３
ＳＤ５４００１�―（４．４）（１３．５）漆椀容器Ｗ８４
ＳＤ５４００１�－�（６．３）５．７（１３．０）漆椀容器Ｗ８５
ＳＤ７５００１墨書土器Ｅ群��－��―（６．２）（１４．３）漆椀容器Ｗ８６
ＳＤ５４００１�－�６．７６．６（１３．８）漆椀容器Ｗ８７

９５－４面ＳＤ５４００２－５４００１間�Ｂ－Ｃ（６．８）６．０（１３．９）漆椀容器Ｗ８８

第３５表　出土木製器観察表
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ＳＤ５４００１�Ａ―（３．８）（１４．６）漆椀容器Ｗ８９
９５－５面まで�Ａ（６．２）６．０（１４．５）漆椀容器Ｗ９０

ＳＤ５４００２�Ｄ（７．２）６．６（１４．５）漆椀容器Ｗ９１
ＳＤ５４００１�Ａ（７．７）６．２（１４．０）漆椀容器Ｗ９２

９５－５面まで�Ａ（６．８）６．８（１４．５）漆椀容器Ｗ９３
ＳＤ５４００１�Ｂ－Ｃ（７．２）７．０（１５．９）漆椀容器Ｗ９４
ＳＤ５４００１�Ａ―（５．４）（１５．１）漆椀容器Ｗ９５
ＳＤ５４００１�Ｂ７．０７．０（１５．７）漆椀容器Ｗ９６

９５－５面まで�Ｄ（７．５）７．０（１５．８）漆椀容器Ｗ９７
ＳＤ５４００４�Ｄ（７．４）（４．７）―漆椀容器Ｗ９８

９５年度　暗灰シルト粗砂まじり�Ｂ（７．２）６．８（１３．８）漆椀容器Ｗ９９
ＳＤ５４００２�Ｄ７．４７．０（１３．５）漆椀容器Ｗ１００

９５－５面まで�Ｃ―（５．５）―漆椀容器Ｗ１０１
ＳＤ５４００２�Ｃ（８．１）（３．１）―漆椀容器Ｗ１０２
ＳＤ５４００１�Ａ（６．６）（２．４）―漆椀容器Ｗ１０３

９５－５面石組部�Ｃ（６．４）３．４（１０．４）漆杯容器Ｗ１０４
ＳＤ５４００１�（６．２）３．６（１０．１）漆杯容器Ｗ１０５
ＳＤ６７００１��（５．９）４．０１０．１漆杯容器Ｗ１０６

９５－４面まで�Ａ―（３．６）（９．８）漆杯容器Ｗ１０７
ＳＤ５４００１�Ａ（７．４）７．６（１４．８）漆椀容器Ｗ１０８
ＳＤ５４００１�Ｂ（８．９）７．１（１５．９）漆椀容器Ｗ１０９
ＳＤ５１００５�Ｃ８．１８．１（１７．６）漆椀容器Ｗ１１０
ＳＤ６７００１��７．８８．５（１７．５）漆椀容器Ｗ１１１
ＳＤ５４００２�―（６．３）（１４．１）漆椀容器Ｗ１１２
ＳＤ５４００１�Ａ（８．８）８．０（１４．８）漆椀容器Ｗ１１３
ＳＤ５４００１�Ａ（８．４）８．０（１５．０）漆椀容器Ｗ１１４

９５－５面�Ａ―７．７（１６．６）漆椀容器Ｗ１１５
９６－４面まで　３ａ層��（７．４）８．６（１７．０）漆椀容器Ｗ１１６

ＳＤ５４００１�Ｂ－Ｃ８．０８．０（１６．７）漆椀容器Ｗ１１７
ＳＤ５４００１�Ａ（５．６）６．１（１１．０）漆椀容器Ｗ１１８
ＳＤ５４００１�（７．５）７．９（１３．７）漆椀容器Ｗ１１９
ＳＤ６８００１��６．７７．６（１３．１）漆椀容器Ｗ１２０
ＳＤ６５００１�７．２８．０１４．０漆椀容器Ｗ１２１
ＳＤ５４００１�（８．１）８．５（１４．４）漆椀容器Ｗ１２２
ＳＤ５４００１�Ａ７．４８．３（１４．９）漆椀容器Ｗ１２３
ＳＤ５４００１�（７．６）８．０（１４．９）漆椀容器Ｗ１２４
ＳＤ６７００１��７．２９．０（１５．４）漆椀容器Ｗ１２５
ＳＤ６９００２�７．３７．０（１５．７）漆椀容器Ｗ１２６

９５－５面�Ｃ（７．７）７．８（１３．６）漆椀容器Ｗ１２７
９５－４面集石部�Ｂ７．２８．７（１４．１）漆椀容器Ｗ１２８

ＳＤ６８００２�―（６．７）（１５．６）漆椀容器Ｗ１２９
ＳＤ５４００１�Ａ－Ｄ７．２９．３（１５．３）漆椀容器Ｗ１３０

９５年度　灰色シルト内�８．０８．９（１５．４）漆椀容器Ｗ１３１
ＳＤ５４００２�Ｃ（７．１）９．５（１３．２）漆椀容器Ｗ１３２

９５－４面まで�Ｃ（６．３）２．９１０．３漆杯容器Ｗ１３３
ＳＤ６８００２�６．０３．４（９．６）漆椀容器Ｗ１３４
ＳＤ５４００１�Ａ（７．４）７．８（１４．９）漆椀容器Ｗ１３５

９５－４面まで�Ａ―（５．９）（１５．４）漆椀容器Ｗ１３６
９５－５面�―（７．８）（１５．８）漆椀容器Ｗ１３７

ＳＤ５４００２�Ｄ（８．５）８．０（１５．７）漆椀容器Ｗ１３８
ＳＤ５４００１�Ｄ（５．３）６．３（１０．１）漆椀容器Ｗ１３９

９５－３面より下�－�（７．０）５．３（１０．６）漆椀容器Ｗ１４０
９５－４面まで�（６．３）（５．２）―漆椀容器Ｗ１４１

ＳＤ５４００１�５４００２間�Ｄ５．８（５．１）―漆椀容器Ｗ１４２
ＳＤ７２００５��（６．２）８．２（１３．５）漆椀容器Ｗ１４３
ＳＤ５４００１�－�（８．２）８．２（１５．０）漆椀容器Ｗ１４４

９５－５面まで�Ｄ（８．５）８．４（１５．１）漆椀容器Ｗ１４５
ＳＤ５４００１�－�（８．７）９．０（１４．２）漆椀容器Ｗ１４６

９５－４面より下�Ｂ－�（８．７）９．０（１４．５）漆椀容器Ｗ１４７
ＳＤ７４００１��―（６．８）（１３．５）漆椀容器Ｗ１４８
ＳＤ５４００１�（７．９）（９．０）（１４．２）漆椀容器Ｗ１４９
ＳＤ５４００１�Ａ―８．７（１４．９）漆椀容器Ｗ１５０

９６－４面まで��（７．５）９．４（１４．２）漆椀容器Ｗ１５１
ＳＤ７５００１墨書土器Ｃ群��７．９８．２（１４．０）漆椀容器Ｗ１５２
ＳＤ５４００１�Ｃ―（９．３）（１４．２）漆椀容器Ｗ１５３
ＳＤ７５００１��（７．２）８．７（１１．０）漆椀容器Ｗ１５４
ＳＤ５３００１�（６．５）（６．６）―漆椀容器Ｗ１５５

９５－３Ｓ�Ｄ（７．８）（５．５）―漆椀容器Ｗ１５６
９５－４面�Ａ―（６．２）―漆椀容器Ｗ１５７

ＳＤ７２００５��６．８（６．８）―漆椀容器Ｗ１５８
９５－１面�Ｂ（８．２）（７．８）―漆椀容器Ｗ１５９
９５－５面まで�（６．９）（６．２）―漆椀容器Ｗ１６０

ＳＤ５４００１�Ａ（７．６）（３．０）―漆椀容器Ｗ１６１
９５－５面まで�Ａ―（７．２）（５．１）漆椀容器Ｗ１６２

ＳＤ５４００２�Ｃ―（５．７）―漆椀容器Ｗ１６３
ＳＤ５４００２�Ｄ（８．１）（２．８）―漆椀容器Ｗ１６４
ＳＤ５２００２�Ｂ―（５．０）―漆椀容器Ｗ１６５
ＳＤ５４００１�Ａ（７．２）（７．４）―漆椀容器Ｗ１６６
ＳＤ５４００１�（７．９）（８．３）―漆椀容器Ｗ１６７

９５－４面�―（６．２）―漆椀容器Ｗ１６８
９５－３面�Ｄ（８．６）（５．７）―漆椀容器Ｗ１６９

ＳＤ５４００２�（８．２）（９．１）―漆椀容器Ｗ１７０
ＳＤ５４００１�－�２．１１．３３．１漆香合の蓋容器Ｗ１７１
ＳＤ５４００２�Ｄ６．６７．０７．１柄杓容器Ｗ１７２

９７－２面まで��５．７６．０（６．０）柄杓遊戯具Ｗ１７３
９５－４ａ�Ｃ（５．４）６．０（６．２）漆棗容器Ｗ１７４
墨書土器集中部南側ＳＤ７４００１��（５．０）５．３（５．２）棗容器Ｗ１７５

ＳＤ５４００１�Ｃ６．４５．４（６．１）漆蓋置き容器Ｗ１７６
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９５－３面まで�―（６．１）（３．４）漆杓子の注口容器Ｗ１７７
９５－５面まで�Ａ―（６．３）（２．４）漆器容器Ｗ１７８
９５－３面まで�Ｄ１．１５．０９．９漆器不明Ｗ１７９
９５－５面まで�Ａ（３．８）（１１．６）（１４．６）漆杓子の先端食事具Ｗ１８０
９５－５面まで�Ｃ（０．７）４．６（１２．２）漆桶の側板容器Ｗ１８１
９５－３面�Ａ０．７（６．０）（１９．４）漆桶の底板容器Ｗ１８２
９５－４面まで�１．０９．７３０．２漆桶の底板容器Ｗ１８３

ＳＤ６８００１��０．９１０．４（１６．７）箱材調度品Ｗ１８４
９５－４面まで�Ａ０．７２．８２１．０箱材容器Ｗ１８５
９５－５面�Ｂ０．７６．５（１８．１）箱材容器Ｗ１８６
９５－４面　越前擂鉢周辺ＳＤ５４００１�０．９６．５３１．７箱材容器Ｗ１８７

ＳＤ５４００１�Ｃ０．４１．４１３．１漆刷毛工具Ｗ１８８
９６年度　東側側溝�４．７２．６（９．１）漆刷毛工具Ｗ１８９
ＳＤ６８００１�０．７（５．８）１５．６漆刷毛工具Ｗ１９０

９６－８・９面まで�０．５（３．７）１６．９漆刷毛工具Ｗ１９１
ＳＤ７５００１�１．２８．２１６．９漆刷毛工具Ｗ１９２

９６－１面�１．３５．８１５．６漆刷毛工具Ｗ１９３
ＳＤ７２００１より下層�０．８９．５１６．５漆刷毛工具Ｗ１９４
９５－４面まで�Ｄ０．７９．８１５．７漆刷毛工具Ｗ１９５

ＳＤ７５００１��１．０１０．０１６．５漆刷毛工具Ｗ１９６
ＳＤ７４００１��０．５９．９１５．３漆刷毛工具Ｗ１９７
ＳＤ７５００１��１．１１０．１１６．９漆刷毛工具Ｗ１９８
ＳＤ７４００１��０．９（６．９）１６．６漆刷毛工具Ｗ１９９
ＳＤ５４００１�Ａ１．０２．４２２．７漆ヘラ工具Ｗ２００

９５－４面集石部�Ｂ０．４１．０４．９漉し紙工具Ｗ２０１
ＳＤ６７００１ｶ９６年度　東側溝�０．５４．１（２２．９）ヘラ工具Ｗ２０２
９５－４面まで�Ｃ０．２２．５２２．０ヘラ工具Ｗ２０３

ＳＤ５４００１�Ａ３．２２．３１４．９ヘラ工具Ｗ２０４
ＳＤ７２００１��０．３３．７２１．４ヘラ工具Ｗ２０５
ＳＤ５２００８大溝内�０．３１．８１７．７ヘラ工具Ｗ２０６
ＳＤ５４００１�Ｂ－Ｃ０．３１．４２３．２ヘラ工具Ｗ２０７
ＳＤ６８２０２�０．７２．５１１．９ヘラ工具Ｗ２０８

９５－４面まで�０．９３．０１７．１ヘラ工具Ｗ２０９
９５－４面まで�Ｄ１．６１．４１９．５ヘラ工具Ｗ２１０
９５－４面より下�０．２１．２２１．９ヘラ工具Ｗ２１１
９５－４面まで�０．４１．５２０．７ヘラ工具Ｗ２１２
９５－４面まで�０．３１．８１７．８ヘラ工具Ｗ２１３
直上ＳＤ５４００２�Ｃ０．４１．４１７．５ヘラ工具Ｗ２１４
９５－４面より下�－�Ａ０．９１．５１５．３ヘラ工具Ｗ２１５
９５－３面＋１まで�Ｃ０．５１．８１２．９ヘラ工具Ｗ２１６

ＳＤ５４００１・５４００２間�Ｃ０．８２．０１０．８ヘラ工具Ｗ２１７
ＳＤ５４００１�Ｃ３．４９．４２．８木槌ｏｒ柄頭工具Ｗ２１８

９５－３面・４面間�Ｃ３．０３．１１２．７木槌ｏｒ柄頭工具Ｗ２１９
ＳＤ６９００２�２．０３．８１１．０工具ｏｒ包丁の柄工具Ｗ２２０

９５－３＋１面以下９５－５面まで�Ａ２．９４．０４１．９手斧の柄工具Ｗ２２１
ＳＤ５４００２�Ｃ１．７３．３１８．９太鼓の撥ｏｒ拍子木ｶ工具Ｗ２２２
ＳＤ５４００１２．７３．５２０．７太鼓の撥ｏｒ拍子木ｶ工具Ｗ２２３

９５－２面＋１まで�０．６２．８１２．１刀子の柄工具Ｗ２２４
９５－４ａ　４面まで�Ａ０．７２．７１１．８刀子の鞘工具Ｗ２２５
９５－５面まで�Ｃ０．３１．８（１２．２）刀子の鞘工具Ｗ２２６
９５－４面まで�Ｃ０．６５．３８．８槍鉋の鞘工具Ｗ２２７
９５－３面＋１�３．２６．５２２．７砥石台ｶ工具Ｗ２２８
９５－２面まで�０．６３．１１９．４鉦たたきの撞木の柄工具Ｗ２２９
９５－２Ｋ層�Ｃ０．６３．０１９．４鉦たたきの撞木の柄工具Ｗ２３０

ＳＤ５２００８―２．３１１．５２３．０不明不明Ｗ２３１
ＳＤ５４００１�Ｂ０．９６．８５．０灯明皿の台調度具Ｗ２３２

９５－２面�Ｂ０．６（４．１）１２．８灯明皿の台調度具Ｗ２３３
ＳＤ６８００１��１．１３．２１０．５灯明皿の台調度具Ｗ２３４
ＳＤ５３０１２内�１．７４．２１１．８灯明皿の台ｶ調度具Ｗ２３５
ＳＤ７６００１��２．１３．７（２３．８）火錐臼雑具Ｗ２３６
ＳＤ５４００１�Ａ－Ｄ７．８７．８３３．０横槌農具Ｗ２３７
ＳＤ５４００１�Ａ５．０６．４３２．５横槌農具Ｗ２３８
ＳＤ５４００１�Ａ４．１１１．１１５．９平鍬農具Ｗ２３９

９７－２面まで��３．３（１３．４）２１．６平鍬農具Ｗ２４０
ＳＤ６８００２�４．２（１４．０）２０．２平鍬農具Ｗ２４１

９５－４面上�４．２１６．９２３．７平鍬農具Ｗ２４２
９５－４面�Ａ５．６７．８２４．６馬鍬の頭農具？Ｗ２４３
９７－２面直上��５．５６．０３０．５馬鍬の頭農具Ｗ２４４

９５年度　サブトレンチ�２．８５．０３０．３鎌の柄農具Ｗ２４５
ＳＤ５４００２�２．０３．３３１．３鎌の柄農具Ｗ２４６

９５－３面下�Ａ２．４２．２２９．４鎌等の柄ｶ農具Ｗ２４７
ＳＤ５４００１�Ａ２．８４．１１５．９木錘農具Ｗ２４８
ＳＤ５４００１�Ａ２．７４．５１５．９木錘農具Ｗ２４９
ＳＤ５４００２　�３．６３．３１２．６木錘農具Ｗ２５０

９５－４面�Ａ３．５４．１１４．０木錘農具Ｗ２５１
ＳＤ５４００１�Ａ７．９８．７２５．１木錘農具Ｗ２５２

９５－４面＋１�６．６７．７９．８木錘農具Ｗ２５３
ＳＤ５４００１�Ｂ２．７６７．８６９．２たが状木製品農具Ｗ２５４

９５－３面以下�Ｂ－�２．２１５．２７０．３たが状木製品農具Ｗ２５５
９７年度――２．３２．３２９．４綛の部材紡績具Ｗ２５６
９５－４面直上まで�Ｄ２．０３．８（２４．３）綛の部材紡績具Ｗ２５７

ＳＤ５４００１�Ａ－Ｄ０．８２．０１１．１綛の部材紡績具Ｗ２５８
９６年度　北側溝―４．１４．３５．９糸巻紡績具Ｗ２５９
ＳＤ６８００１�０．６４．７４．４紡錘車の一部紡績具Ｗ２６０

９５－５面�Ａ０．６４．３４．１紡錘車の一部紡績具Ｗ２６１
ＳＤ６９００１��０．９４．６４．８紡錘車の一部紡績具Ｗ２６２
ＳＤ６８００１��１．２６．１６．２紡錘車の一部紡績具Ｗ２６３

９６－４面まで��１．５７．０７．０紡錘車の一部紡績具Ｗ２６４
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９５－２・３面間―１．０６．５６．３紡錘車の一部紡績具Ｗ２６５
９５－３面まで�２．５（３．２）９．０紡錘車の一部紡績具Ｗ２６６
９５－５面まで�１．３４．６５．０紡錘車の一部紡績具Ｗ２６７
９５－３面�Ｄ０．８６．３５．８紡錘車の一部紡績具Ｗ２６８

ＳＤ５４００１�Ａ２．１７．０６．５紡錘車状木製品紡績具Ｗ２６９
９５－２面まで　�Ａ１．１（３．４）６．６紡錘車状木製品紡績具Ｗ２７０
黒褐色腐植土より下層９５年度　東西サブトレンチ２―（０．９）（３．６）１５．１腰刀の柄武具Ｗ２７１
９５－３面より下９５－４S中か―１．０３．０（２２．８）腰刀の鞘武具Ｗ２７２
９５－５面まで（５Ｓまで）�０．３３．１１７．４鍬形状木製品武具Ｗ２７３
９５－３面＋１�Ａ１．４４．３８．１解き櫛服飾具Ｗ２７４

ＳＤ７５００１��－��１．３４．６（４．６）解き櫛服飾具Ｗ２７５
ＳＤ５４００１�Ａ１．２（２．８）７．５解き櫛服飾具Ｗ２７６
ＳＤ７５００１��－��１．３４．６８．１解き櫛服飾具Ｗ２７７

９７－６面土壌層��１．３４．２８．１解き櫛服飾具Ｗ２７８
９５－２Ｋ面�Ｄ１．２（１．９）（５．８）梳き櫛服飾具Ｗ２７９
９５－５面まで�Ｃ１．４（２．６）８．２梳き櫛服飾具Ｗ２８０
９５－３面＋１�Ａ１．１４．６８．０梳き櫛服飾具Ｗ２８１
９５－３＋１面まで�Ｂ１．１３．７７．０梳き櫛服飾具Ｗ２８２
９５－４＋１面まで�０．９４．５７．７梳き櫛服飾具Ｗ２８３

ＳＤ５４００１�１．２４．７（７．０）梳き櫛服飾具Ｗ２８４
９５－５面まで�Ｃ１．４（２．６）８．２梳き櫛服飾具Ｗ２８５
９５－４面まで�２．０７．３１１．７下駄服飾具Ｗ２８６

ＳＤ５４００２�Ｂ１．３６．９１１．６下駄服飾具Ｗ２８７
９５－４面まで�Ａ２．９７．４１４．２下駄服飾具Ｗ２８８
９６－３面�３．３（８．６）１４．４下駄服飾具Ｗ２８９
９５－４面まで�２．０９．７１７．６下駄服飾具Ｗ２９０
９５－５面まで�Ａ３．７９．６（１７．４）下駄服飾具Ｗ２９１
９６－４面まで��４．９１０．１１９．７下駄服飾具Ｗ２９２
９５－４Ｓ面上�Ａ３．１７．９１８．６下駄服飾具Ｗ２９３
９６－４面まで�５．５１０．０（２０．４）下駄服飾具Ｗ２９４

ＳＤ７４００１��２．１９．８２２．９下駄服飾具Ｗ２９５
９５－２面まで�Ｃ１．６５．０１２．１下駄服飾具Ｗ２９６
９５－５面まで�Ｃ３．５９．４１８．１下駄服飾具Ｗ２９７

ＳＤ５４００１�Ａ２．８１０．３１９．２下駄服飾具Ｗ２９８
９５－５面�Ｃ３．０１０．６２０．７下駄服飾具Ｗ２９９

ＳＤ６４００２�１．３１１．６１７．５下駄服飾具Ｗ３００
ＳＤ５４００２�Ｄ４．８９．７１７．１下駄服飾具Ｗ３０１

９５－５面まで�Ｂ６．２１０．０１９．２下駄服飾具Ｗ３０２
ＳＤ５４００１�Ａ６．０１１．１２２．４下駄服飾具Ｗ３０３

９６－８面まで�２．６６．５（１２．４）下駄服飾具Ｗ３０４
９７年度―３．６８．７（１５．７）下駄服飾具Ｗ３０５
９５－２～４面�Ｄ９．６８．５２０．１下駄服飾具Ｗ３０６

ＳＤ６９００２�２．８９．８２３．８下駄服飾具Ｗ３０７
ＳＤ５２００８�９．３１３．６２０．１下駄服飾具Ｗ３０８
ＳＤ５４００１　�Ｂ３．３（１１．４）２０．６下駄服飾具Ｗ３０９

９５－４ａ面東サブトレンチ�８．９９．７２１．３下駄服飾具Ｗ３１０
ＳＤ５４００１　�Ａ１１．０１４．９（１５．２）下駄服飾具Ｗ３１１
ＳＫ５５００１�Ｃ１０．３１１．９１７．５下駄服飾具Ｗ３１２

９６－８面まで�２．４９．６（１６．６）下駄服飾具Ｗ３１３
９５－４Ｓ中�Ｂ６．５８．４２６．３下駄服飾具Ｗ３１４
９５－５面�Ｄ２．１７．９１３．０下駄服飾具Ｗ３１５
９５－５面まで�Ｃ１．５９．６１４．２下駄服飾具Ｗ３１６

ＳＤ３００６�Ｄ１．０９．０１２．０下駄服飾具Ｗ３１７
９５－４面まで�１．６６．６８．９下駄服飾具Ｗ３１８

ＳＤ５４００２�Ｃ１．４（５．３）１０．９下駄服飾具Ｗ３１９
ＳＤ７４００１　��１．９９．６１２．０下駄服飾具Ｗ３２０
ＳＤ６８００１　��２．９（９．１）９．７下駄服飾具Ｗ３２１

９５－４面まで　�２．９８．５１０．７下駄服飾具Ｗ３２２
９５－４面主　９５－５面まで　�Ａ４．０１１．７１４．９下駄服飾具Ｗ３２３
９５－４Ｓ面上�Ａ６．３１１．５１３．５下駄服飾具Ｗ３２４
９５－４面�Ｃ１．３１０．０１１．３下駄服飾具Ｗ３２５

ＳＤ７４００１　��２．６８．２１０．３下駄服飾具Ｗ３２６
９５－４面まで�１．９９．３１０．６下駄服飾具Ｗ３２７

ＳＤ６８００１��１．９８．９１０．５下駄服飾具Ｗ３２８
ＳＤ５４００２�Ｃ２．６９．３１１．９下駄服飾具Ｗ３２９
ＳＤ７４００１　��２．４８．５１０．４下駄服飾具Ｗ３３０
ＳＤ５２００８�西３．４８．７１２．７下駄服飾具Ｗ３３１

９５－４面まで�Ａ５．０９．３１１．５下駄服飾具Ｗ３３２
９６－８面　�５．４９．８１１．６下駄服飾具Ｗ３３３
９５－３面まで�１．０９．３１２．８下駄服飾具Ｗ３３４
９５－３面までＳＤ５２００８�１．１９．４１２．７下駄服飾具Ｗ３３５

９６年度　東側溝�１．４（９．２）１２．８下駄服飾具Ｗ３３６
ＳＤ５４００１・ＳＤ５４００２間�Ｃ２．８９．３（７．７）下駄服飾具Ｗ３３７
Ｓ５４００１　�Ａ２．８（４．０）１０．７下駄服飾具Ｗ３３８

９５年度　南側側溝―（３．８）（３．２）（２０．２）皿容器Ｗ３３９
９５年度　土塁下の堀部深掘�６．６６．４（１３．１）白木椀容器Ｗ３４０

ＳＤ５４００２�（８．０）８．０（１４．７）白木鉢容器Ｗ３４１
ＳＤ５２００９�Ａ０．３０．８１０．０楊枝食事具Ｗ３４２
ＳＤ５４００１　�０．４０．５１１．１楊枝食事具Ｗ３４３

９５－４面より下�０．２０．９１１．２楊枝食事具Ｗ３４４
ＳＤ６９００２�０．４０．６（１３．４）楊枝食事具Ｗ３４５
ＳＤ５４００１　�０．４０．９（１１．３）楊枝食事具Ｗ３４６
ＳＤ５４００１　�Ｂ－Ｃ０．３１．１１６．０楊枝食事具Ｗ３４７
ＳＤ５４００１　�０．５０．７２１．２箸食事具Ｗ３４８
ＳＤ７５００１��０．６０．７２１．５箸食事具Ｗ３４９

９５－４面�Ｃ０．６０．７２１．６箸食事具Ｗ３５０
ＳＤ７２００５Ａ��０．６０．７２１．６箸食事具Ｗ３５１
ＳＤ５４００１　�Ａ０．５１．０２１．２箸食事具Ｗ３５２
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ＳＤ７６００３��３．６０．７２１．６箸食事具Ｗ３５３
９５－４面より下�０．８０．８２１．４箸食事具Ｗ３５４
９５－４面まで�Ａ０．６０．７２１．９箸食事具Ｗ３５５
９５－３面～９５－４面�Ｃ０．５０．７２２．１箸食事具Ｗ３５６
９５－４面まで　９５－４ａ・４ｋ中�Ｃ０．５０．６２２．４箸食事具Ｗ３５７
９６年度　西側溝�０．６０．７２２．８箸食事具Ｗ３５８
９６年度　西側溝�０．８０．８２２．９箸食事具Ｗ３５９
９５－４面まで�０．５０．８２３．６箸食事具Ｗ３６０

ＳＤ６９００２�０．７０．６２３．４箸食事具Ｗ３６１
ＳＤ５４００１　０．５０．７２３．１箸食事具Ｗ３６２
ＳＤ６８００１�０．４０．８２３．２箸食事具Ｗ３６３
ＳＤ６９００２�０．６０．７２３．３箸食事具Ｗ３６４
ＳＤ５４００１　�－�０．５０．７２３．２箸食事具Ｗ３６５
ＳＤ５４００１　�Ａ１．０１．１２３．９箸食事具Ｗ３６６

９５－５面まで�０．４０．８２５．０箸食事具Ｗ３６７
ＳＤ５４００１�Ａ０．６０．７２５．０箸食事具Ｗ３６８
ＳＤ７２００１��０．５０．７２１．６箸食事具Ｗ３６９
ＳＤ５４００１　�Ｄ０．８０．９２５．４箸食事具Ｗ３７０

９５－５面まで�０．４０．８２５．０箸食事具Ｗ３７１
９５－４面まで　―０．６０．７２６．１箸食事具Ｗ３７２

ＳＤ５４００１�Ｃ０．７０．７２５．１箸食事具Ｗ３７３
９５－４面まで�０．４０．７２５．５箸食事具Ｗ３７４

ＳＤ５４００１�０．８０．９２６．１箸食事具Ｗ３７５
９６－４面まで―０．６０．７２６．１箸食事具Ｗ３７６
９６－５面まで―０．５０．７２６．３箸食事具Ｗ３７７

ＳＤ７２００５��０．７０．７２７．５箸食事具Ｗ３７８
ＳＤ５４００２�Ｃ０．５０．８２６．８箸食事具Ｗ３７９
９６年度　東側溝�０．６０．９２７．９箸食事具Ｗ３８０
ＳＤ５４００１�Ａ０．５１．０２１．２箸食事具Ｗ３８１
ＳＤ６８２０２�０．６０．８３０．０箸食事具Ｗ３８２
ＳＤ５２００８�Ｄ０．８１．０２８．８箸食事具Ｗ３８３

９５－４面�Ａ０．８１．３２６．５箸食事具Ｗ３８４
９５－５面（９５－５Ｓ）まで�０．３１．４１０．６小かまぼこ板食事具Ｗ３８５
９５－５面（９５－５Ｓ）まで�０．２１．３１０．７小かまぼこ板食事具Ｗ３８６
９５－５面（９５－５Ｓ）まで�０．３１．６１５．５小かまぼこ板食事具Ｗ３８７
９５－４面まで�０．３１．９１．７小かまぼこ板食事具Ｗ３８８
９５－２面＋１まで�０．３１．９１７．１小かまぼこ板食事具Ｗ３８９
９５－４面まで�０．２１．７１７．１小かまぼこ板食事具Ｗ３９０
９５－４面まで　�Ｃ０．３１．８１８．０小かまぼこ板食事具Ｗ３９１
９５－４ａ面�Ａ０．３１．９１７．６小かまぼこ板食事具Ｗ３９２
９５－４面まで�Ｃ０．３１．９１６．９小かまぼこ板食事具Ｗ３９３
９５年度　北側側溝�Ｄ０．３１．８１６．２小かまぼこ板食事具Ｗ３９４

ＳＤ５２００８�０．２１．８１７．３小かまぼこ板食事具Ｗ３９５
ＳＤ５４００１�Ａ０．３２．０１６．９小かまぼこ板食事具Ｗ３９６

９５年度　中央部断割り�Ｂ０．４１．８１７．９小かまぼこ板食事具Ｗ３９７
９５－４面まで�０．３２．０１６．８小かまぼこ板食事具Ｗ３９８
９５－４面まで�０．２１．９１７．２小かまぼこ板食事具Ｗ３９９
９５－４面まで�Ｃ０．３２．０１７．２小かまぼこ板食事具Ｗ４００
９５－３面�Ａ０．３１．９１７．４小かまぼこ板食事具Ｗ４０１
９５－３面�０．２１．９１７．０小かまぼこ板食事具Ｗ４０２
９５－３面�Ａ０．３１．９１７．４小かまぼこ板食事具Ｗ４０３
９５－３面�Ａ０．４２．０１７．８小かまぼこ板食事具Ｗ４０４
９５－４面�－�０．２２．０１７．２小かまぼこ板食事具Ｗ４０５
９５－４面�Ｄ０．３２．０１７．４小かまぼこ板食事具Ｗ４０６
９５－４面�－�０．２１．９１７．５小かまぼこ板食事具Ｗ４０７

ＳＤ７４００１��０．３１．８１７．３小かまぼこ板食事具Ｗ４０８
９５－４面まで�０．３１．８１６．９小かまぼこ板食事具Ｗ４０９
９５－５面まで�０．３２．１１７．１小かまぼこ板食事具Ｗ４１０

ＳＤ５２００８�Ａ０．４１．９１７．７小かまぼこ板食事具Ｗ４１１
９５年度粘土盛土部分�０．３１．９１６．４小かまぼこ板食事具Ｗ４１２
９５－２面＋１まで�０．３１．８１７．７小かまぼこ板工具Ｗ４１３
９５－４面まで　�Ａ０．３１．８１７．９小かまぼこ板食事具Ｗ４１４

ＳＤ５４００１�Ｄ－Ａ０．３２．２１８．７小かまぼこ板食事具Ｗ４１５
９５－４面�－�０．３１．９１４．８小かまぼこ板食事具Ｗ４１６
９５－４面�－�０．４１．８１６．１小かまぼこ板食事具Ｗ４１７
９５－３面ＳＤ５２００８下層�Ａ０．３１．６１４．５小かまぼこ板食事具Ｗ４１８
９５－３面�Ａ０．４１．８１４．２小かまぼこ板食事具Ｗ４１９

ＳＤ５４００４�Ａ０．３１．８（１３．２）小かまぼこ板食事具Ｗ４２０
９５－４面まで�０．４１．８（１０．６）小かまぼこ板食事具Ｗ４２１

ＳＤ７４００１・ＳＤ７６００３��－��１．７１１．１（３７．８）杓子食事具Ｗ４２２
９５－４面まで�Ｃ０．３１．９１４．９切匙食事具Ｗ４２３
９５－４面�０．３２．２１４．０切匙食事具Ｗ４２４
９５－３面�Ｂ０．３１．８２０．４切匙食事具Ｗ４２５
９５－３・４面�Ａ０．４２．４１６．９切匙食事具Ｗ４２６
９５－４面�－�０．４２．１１８．４切匙食事具Ｗ４２７
９５－４面まで�Ｃ０．４１．６１８．０切匙食事具Ｗ４２８
９５－５面まで�０．２（２．９）（１８．５）切匙食事具Ｗ４２９
９５－４面�－�０．２３．３３１．０切匙食事具Ｗ４３０
９５－３面�Ａ０．３３．３２８．２切匙食事具Ｗ４３１
９５－４面�－�０．６３．４２８．４切匙食事具Ｗ４３２
９５－５面�０．４２．７３１．７切匙食事具Ｗ４３３
９５－３面�Ａ０．５３．７３０．１切匙食事具Ｗ４３４
９５－３面�Ａ０．５２．３１７．４切匙食事具Ｗ４３５
９５－３面まで�Ａ０．６４．６２１．７切匙食事具Ｗ４３６
９５－３面�Ａ０．４２．６（１８．５）切匙食事具Ｗ４３７

ＳＤ５４００４�Ａ０．４３．８（２１．０）切匙食事具Ｗ４３８
９５－３面までＳＤ５２００８�０．２２．６（１１．１）切匙食事具Ｗ４３９
９５－４面まで�Ａ０．４２．５１８．０切匙食事具Ｗ４４０
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９５－４面まで�Ｃ１．０３．０２８．３切匙食事具Ｗ４４１
９５－４面まで�Ａ０．５３．３２８．０切匙食事具Ｗ４４２

ＳＤ５４００４�Ａ０．４３．８２６．０切匙食事具Ｗ４４３
ＳＤ５２００８�Ａ０．５３．９３０．８切匙食事具Ｗ４４４

黒色腐植土中９５年度�－�０．４３．８３０．９切匙食事具Ｗ４４５
ＳＤ７５００１��－��０．３２．９（２９．８）切匙食事具Ｗ４４６

９５－４面まで�０．７３．５２８．２切匙食事具Ｗ４４７
ＳＤ５２００８�Ａ０．４３．３３２．３切匙食事具Ｗ４４８

黒色腐植土中９５年度―０．２３．２１７．０切匙食事具Ｗ４４９
９５－４面まで�０．３２．３２０．７切匙食事具Ｗ４５０

ＳＤ５４００４�Ａ０．３３．０３０．０切匙食事具Ｗ４５１
９５－４面まで�０．５２．６２８．２切匙食事具Ｗ４５２
９５－３面�Ａ０．３３．７２９．４切匙食事具Ｗ４５３

ＳＤ５４００４�Ａ０．５３．８２８．２切匙食事具Ｗ４５４
９５－４面まで�Ａ０．５３．８２８．２切匙食事具Ｗ４５５

ＳＤ５２００８�Ａ０．４３．９３３．７切匙食事具Ｗ４５６
ＳＤ５４００１�Ａ０．８３．９２８．６切匙食事具Ｗ４５７
ＳＤ６９００２�０．４３．４（１４．６）切匙食事具Ｗ４５８
ＳＤ５４００１�０．４２．１１６．８切匙食事具Ｗ４５９

９５－５面まで�Ｂ０．４２．６１８．８切匙食事具Ｗ４６０
ＳＤ５４００１�Ｂ０．８３．７３０．９切匙食事具Ｗ４６１
ＳＤ５４００４�Ａ０．６３．５２８．０切匙食事具Ｗ４６２
ＳＤ７５００１��－��０．８３．５３５．３切匙食事具Ｗ４６３

９５－５面以下�Ａ０．４５．１２６．７切匙食事具Ｗ４６４
ＳＤ６９００２��０．７５．３（１３．２）切匙食事具Ｗ４６５

９５－３面�南西半１．０５．０３２．５切匙食事具Ｗ４６６
９５－４面�０．３４．４２２．４切匙食事具Ｗ４６７
９５－５面�Ａ０．７３．４（９．７）切匙食事具Ｗ４６８
９５－５面まで�Ａ０．３２．６８．２杓文字食事具Ｗ４６９
９７－４面まで��０．４２．９（１０．１）杓文字食事具Ｗ４７０

ＳＤ５２００２�Ｃ０．３３．３１１．７杓文字食事具Ｗ４７１
９５－２面まで�０．３３．５１３．８杓文字食事具Ｗ４７２

ＳＤ５４００１�Ａ０．４３．８１３．６杓文字食事具Ｗ４７３
９５年度　撹乱�０．７７．０２３．２杓文字食事具Ｗ４７４

ＳＤ５４００１�Ａ０．９８．２２８．２杓文字食事具Ｗ４７５
９５－５面以下�Ｂ１．０（６．１）２５．２杓文字食事具Ｗ４７６
９５－２～３面ＳＤ５１００５下層�Ｃ１．０６．１１６．６杓文字食事具Ｗ４７７
９５－５面�Ｃ０．７５．６１３．０杓文字食事具Ｗ４７８

ＳＤ５４００１�Ａ１．０３．８１６．６杓文字食事具Ｗ４７９
９５－３面�Ａ０．９８．７（１３．４）杓文字食事具Ｗ４８０
９５－３面�０．５７．７１４．５杓文字食事具Ｗ４８１

ＳＤ５４００２�Ｃ０．７６．５２７．７杓文字食事具Ｗ４８２
ＳＤ５４００２�Ｃ０．８９．０３０．３杓文字食事具Ｗ４８３
９５年度　土手除去時�Ａ－Ｄ１．２１５．４４０．４杓文字食事具Ｗ４８４

９５－４面まで�Ｂ１．７（１２．５）５１．６杓文字食事具Ｗ４８５
９５年度―１．２８．３５５．９杓文字食事具Ｗ４８６

９５－４面まで�Ｂ１．５２３．３２７．９俎板食事具Ｗ４８７
９５－４面まで�１．２（１３．０）３４．０俎板食事具Ｗ４８８

ＳＤ７４００１墨書土師器皿集中部��１．８１１．３３０．３俎板食事具Ｗ４８９
９７年度２面まで��－��－�０．９１１．１３１．９俎板食事具Ｗ４９０
９５－５面まで�０．３６．０１１．１折敷容器Ｗ４９１

SD５４００１最上層�Ｃ０．４８．１７．７折敷容器Ｗ４９２
９５－４面まで�Ｃ０．３（８．４）１０．１折敷容器Ｗ４９３

ＳＤ７５００１墨書土器Ｃ群��３．１１６．１２７．５折敷容器Ｗ４９４
９５－４面＋１�０．７１４．９３４．２折敷容器Ｗ４９５
９５－３面より下�Ａ０．７１５．０３９．４折敷容器Ｗ４９６
９５－４面まで�Ｃ０．２１２．９（６．４）折敷（亀甲）容器Ｗ４９７
越前擂鉢周辺ＳＤ５４００１�０．２（１０．５）１３．３折敷（亀甲）容器Ｗ４９８

ＳＤ５４００１�０．３１２．２（１３．６）折敷（亀甲）容器Ｗ４９９
９５－４面まで�Ｃ０．２１３．６（８．２）折敷（亀甲）容器Ｗ５００
９５－４面まで�０．２（８．５）１２．９折敷（亀甲）容器Ｗ５０１
９５－４面まで�０．２（５．５）１２．８折敷（亀甲）容器Ｗ５０２
９５－４面まで�Ｃ０．２８．５１０．０折敷容器Ｗ５０３
９５－４面までＳＤ５４００１　�Ａ０．２９．６９．６折敷容器Ｗ５０４

ＳＤ５４００１�Ａ０．２８．９９．８折敷容器Ｗ５０５
９５－４面まで�Ｃ０．４９．７９．６折敷容器Ｗ５０６
９５－４面まで�０．２（７．８）１０．１折敷容器Ｗ５０７
９５－４面まで�０．２（７．４）１０．２折敷容器Ｗ５０８

ＳＤ５４００１�－�０．２９．７９．８折敷容器Ｗ５０９
９５－４面まで�Ｃ０．２１０．０１０．６折敷容器Ｗ５１０
９５－４面折敷群�Ｄ０．２１１．３１０．９折敷容器Ｗ５１１
９５－４面折敷群�Ｄ０．３（８．０）１０．９折敷容器Ｗ５１２
９５－４面折敷群�Ｄ０．２１０．９１０．８折敷容器Ｗ５１３
９５－４面折敷群�Ｄ０．２１１．１１０．８折敷容器Ｗ５１４
９５－４面ＳＤ５４００４�Ｄ０．７１１．５１１．０折敷容器Ｗ５１５

ＳＤ５４００４�Ｄ０．３（７．８）１１．０折敷容器Ｗ５１６
９５－４面まで�Ｃ０．２（１０．２）１０．８折敷容器Ｗ５１７
９５－４面折敷群�Ｄ０．２（１１．０）１０．８折敷容器Ｗ５１８
９５－４面折敷群�Ｄ０．２（９．２）１１．１折敷容器Ｗ５１９

ＳＤ５４００１�Ｄ０．５（１７．０）１７．２折敷容器Ｗ５２０
９５－４面まで�Ｃ０．３１２．１２２．３折敷容器Ｗ５２１
９５－４面まで�０．２（１３．６）２３．６折敷容器Ｗ５２２
９５－２面�０．３（８．０）２３．４折敷容器Ｗ５２３

ＳＤ７２００４Ａ��０．３（６．８）２５．９折敷容器Ｗ５２４
ＳＤ７４００１　墨書土器Ｂ群��０．２（５．５）２６．０折敷容器Ｗ５２５

９５－４面�Ｂ０．５（１１．９）２６．０折敷容器Ｗ５２６
ＳＤ５４００１　�Ｂ０．４（７．９）２６．４折敷容器Ｗ５２７
ＳＤ５４００１　�０．５（１３．３）２６．９折敷容器Ｗ５２８
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ＳＤ５４００１�０．４（１５．８）２６．８折敷容器Ｗ５２９
９５－４面まで�０．３（１９．７）３０．２折敷容器Ｗ５３０
９５－５面まで�０．３９．７２６．１折敷容器Ｗ５３１
９５－４面まで�Ｂ０．２１０．７（１２．４）折敷容器Ｗ５３２
９５－３面～５面�Ｃ０．７（９．３）３０．６折敷容器Ｗ５３３
９５－３面～５面�Ｃ０．７（７．８）３１．７折敷容器Ｗ５３４
９５－５面まで�０．６（１６．５）３１．９折敷容器Ｗ５３５

ＳＤ７２００１��０．５（１２．２）３２．４折敷容器Ｗ５３６
ＳＤ５４００２�Ｂ０．８６．８３２．４折敷容器Ｗ５３７

９５年度　サブトレ西�０．７（１０．９）３２．６折敷容器Ｗ５３８
９５－４面まで�Ｄ０．３３３．０３０．７折敷容器Ｗ５３９

ＳＤ６２００１��０．６３３．１（３４．０）折敷容器Ｗ５４０
ＳＤ５２００１��０．７３３．６３３．９折敷容器Ｗ５４１

９５－４面以下�Ｂ－Ｃ０．７（１５．０）３３．９折敷容器Ｗ５４２
９５－４面まで�０．８（６．３）３３．５折敷容器Ｗ５４３

ＳＤ５４００１�１．０３４．１３３．５折敷容器Ｗ５４４
９５－４面まで�Ａ０．７３４．０（３４．０）折敷容器Ｗ５４５
９５－４面まで�０．７（１９．５）３３．８折敷容器Ｗ５４６

ＳＤ５２００８�Ｄ０．７（１８．２）３３．７折敷容器Ｗ５４７
腐植土中ＳＤ５４００１　�Ｂ０．３３．３７．７折敷脚部容器Ｗ５４８

ＳＤ５４００１　�Ｂ０．６３．８８．３折敷脚部容器Ｗ５４９
ＳＤ５４００１�０．７３．６８．２折敷脚部容器Ｗ５５０

９５－４ａ層�０．３（２．０）７．２折敷脚部容器Ｗ５５１
ＳＤ５４００２�Ｃ０．５３．３８．０折敷脚部容器Ｗ５５２
ＳＤ５４００１�－�１．５４．４１２．８折敷脚部容器Ｗ５５３

９５－５面まで�Ａ０．８１９．４７．８折敷脚部容器Ｗ５５４
９５－３面までＳＤ５３０１０�Ｄ０．９８．７２３．８折敷脚部容器Ｗ５５５
９５－３面ＳＤ５３０１０�Ｄ０．８８．８２３．８折敷脚部容器Ｗ５５６
９５－３面以下�－�０．８４．８２７．４折敷脚部容器Ｗ５５７
９５－３面以下�－�０．９４．８２７．４折敷脚部容器Ｗ５５８

ＳＤ５４００２�Ｃ０．９６．６２８．７折敷脚部容器Ｗ５５９
９５－５面まで�０．７５．４２８．８折敷脚部容器Ｗ５６０
９５－５面まで�Ａ１．６５．０３０．５折敷脚部容器Ｗ５６１

ＳＤ５４００１�１．０５．０３１．７折敷脚部容器Ｗ５６２
９５－５面まで�０．８５．１３１．７折敷脚部容器Ｗ５６３

ＳＤ５２００８�Ａ１．７６．４３２．７折敷脚部容器Ｗ５６４
９５－３面以下�Ａ０．６６．４３３．７折敷脚部容器Ｗ５６５
９５－４面�Ｂ０．８６．５３３．９折敷脚部容器Ｗ５６６
９５－４面まで�０．９５．７３６．８折敷脚部容器Ｗ５６７
９５－３面より下�Ｂ０．６６．５３４．０折敷脚部容器Ｗ５６８

ＳＤ７５００１　墨書土器Ｅ群周辺��－��１６．４１６．５１６．２三宝脚部容器Ｗ５６９
ＳＤ６５００１��－��０．２（１１．６）（１．６）三宝脚部容器Ｗ５７０
ＳＤ７５００１��－��０．５（１８．０）（７．６）三宝脚部容器Ｗ５７１
ＳＤ５４００１�Ａ０．４１７．９１２．０三宝脚部容器Ｗ５７２

９５年度　西側側溝�０．４１４．７８．１三宝脚部容器Ｗ５７３
９５－４面まで�０．３１０．５（１４．８）三宝脚部容器Ｗ５７４

ＳＤ５２００８�Ａ０．２１２．９１４．９三宝脚部容器Ｗ５７５
ＳＤ７２００１��０．７４．６８．４曲物の蓋容器Ｗ５７６
ＳＤ５４００１�Ｂ１．２７．４７．４曲物の蓋容器Ｗ５７７
ＳＤ５４００１最上層�Ｂ０．７７．６７．８曲物の蓋容器Ｗ５７８

９６－５面まで�Ａ０．３６．１６．１曲物の蓋容器Ｗ５７９
ＳＤ６８００１�０．８７．０７．７曲物の蓋容器Ｗ５８０
ＳＤ６８００１��０．７１１．９（８．９）曲物の蓋容器Ｗ５８１

９６－５面まで�Ｃ０．４（５．４）１５．８曲物の蓋容器Ｗ５８２
ＳＤ５４００２�Ｂ０．５（５．１）１７．６曲物の蓋容器Ｗ５８３
ＳＤ５４００４�Ａ０．２１０．９１７．７曲物の蓋容器Ｗ５８４

９５年度　西側側溝�１．８１０．６１９．９曲物の蓋容器Ｗ５８５
９６－４面まで��０．９１１．６１２．０鍋類の蓋容器Ｗ５８６

９６年度　土手除去時�０．６（４．１）（１５．１）鍋類の蓋容器Ｗ５８７
９６年度　東西サブトレ東側�－�１．３（１８．２）３２．２鍋類の蓋容器Ｗ５８８

９５－４ａ面まで�Ａ０．５４．３４．２曲物の底板容器Ｗ５８９
９５－３面ＳＤ５２００８下層　�Ａ０．４（５．１）９．０曲物の底板容器Ｗ５９０

ＳＤ５４００１�７．９５．４（７．９）柄杓の身容器Ｗ５９１
９６－８面までＳＤ５８００２�７．４３．６７．４曲物の側板容器Ｗ５９２

９６年度��１．０９．２９．４曲物の底板容器Ｗ５９３
９５－４～５面�Ｂ０．８１１．３１１．０曲物の底板容器Ｗ５９４

ＳＤ６８００１�０．７１１．６１１．６曲物の底板容器Ｗ５９５
ＳＤ５４００４�Ｄ０．９１２．８１３．０曲物の底板容器Ｗ５９６
ＳＤ６８００１��０．８１３．８１３．８曲物の底板容器Ｗ５９７
ＳＤ５４００１�Ａ（１４．７）９．８（１４．７）曲物容器Ｗ５９８
ＳＤ６８００１�１５．０６．０１４．７曲物容器Ｗ５９９

９５－２～３面上層�Ｂ１．７２１．３２１．０曲物の底板容器Ｗ６００
９６－４面�０．７（５．８）（２８．７）曲物の底板容器Ｗ６０１

ＳＤ５４００１�５．００．９５．３曲物容器Ｗ６０２
ＳＤ５４００１�Ａ５．４４．８５．４曲物容器Ｗ６０３

９５－５面まで�Ｃ０．４８．６１１．８曲物の底板容器Ｗ６０４
９５－４面（９５－４ａ）�Ｂ０．６８．９１０．０曲物の底板容器Ｗ６０５
９５－３＋１面までＳＤ５２００２　�Ｂ１．１（１３．７）４４．６曲物の身ｏｒ蓋容器Ｗ６０６
９５－５面　�Ｂ０．９（７．０）２０．５行器の底板容器Ｗ６０７

ＳＤ５２００８�Ａ１．０（７．８）（２８．７）行器の底板容器Ｗ６０８
ＳＤ５４００１�Ａ０．８４．３１８．３蒸籠の底板容器Ｗ６０９
ＳＤ７２００１��０．７４．２１２．０行器の脚容器Ｗ６１０

９５－４面まで�１．７６．４３２．８行器の脚容器Ｗ６１１

９５－４面まで�
（８．９）
０．９

５．５
１．８

８．４
２８．５柄杓容器Ｗ６１２

９５年度　集石部�Ａ１３．２１０．９１３．３柄杓の身容器Ｗ６１３

９５－４面まで�
１１．６
１．３

５．２
１．３

１１．６
（１１．６）柄杓容器Ｗ６１４
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ＳＤ５４００３�Ｂ１２．０６．２１２．８柄杓の身容器Ｗ６１５

ＳＤ６８００２�
１４．７
１．３

１０．２
２．２

１５．０
（１５．０）柄杓容器Ｗ６１６

９６－３ａ層�Ａ１３．５
１．４

１０．８
２．８

１３．５
５５．７柄杓容器Ｗ６１７

９５－４面まで　�１．５２．０５５．０柄杓の柄容器Ｗ６１８
ＳＤ６７００２�１．５２．９５７．８柄杓の柄容器Ｗ６１９

９５－４面�Ｃ１．５２．６６０．６柄杓の柄容器Ｗ６２０
９５－４面まで　焼土下の腐植土�Ａ１．２２．３６１．４柄杓の柄容器Ｗ６２１

ＳＤ５４００４�Ａ１．９３．４６４．９柄杓の柄容器Ｗ６２２
９５－５面まで�Ａ０．８５．３１０．８桶の側板容器Ｗ６２３
９５－３面＋１�Ａ（３８．５）１２．９（４１．８）桶の側板容器Ｗ６２４
９５－４面まで９５－４ａ層�Ａ６２．０１５．９６９．０桶の側板容器Ｗ６２５

ＳＤ７２０１７��（２４．４）１４．１（３０．０）桶の側板容器Ｗ６２６
９７年度　南側の東西畦�Ａ（２４．４）１５．９（２８．３）桶の側板容器Ｗ６２７
９７－４面�Ａ０．８４．３１５．３桶の側板容器Ｗ６２８

ＳＤ５４００１�１．３６．５１７．６桶の側板容器Ｗ６２９
９５－２面まで��１．２７．７１５．１桶の側板容器Ｗ６３０
９５－５面まで�Ａ（３２．１）１９．９（３９．８）桶の側板容器Ｗ６３１
９５－４面まで　�Ｃ１．５９．５２５．０桶の側板容器Ｗ６３２
９７－２面��１．２７．４２４．８桶の側板容器Ｗ６３３

ＳＤ７２００１��１．１６．２２５．１桶の側板容器Ｗ６３４
９５－４面�Ｃ１．３５．９２４．１桶の側板容器Ｗ６３５
９５－４面まで　�（３２．１）２５．７（４０．８）桶の側板容器Ｗ６３６

ＳＤ５４００２�Ｃ０．９８．１２９．９桶の側板容器Ｗ６３７
ＳＤ６７００１��０．８７．３（２４．７）手桶の一部容器Ｗ６３８

９６－５面以下�Ｂ１．０３．８２９．１手桶の一部容器Ｗ６３９
９５－４面まで�Ｃ１．６（１６．５）２９．６桶の底板容器Ｗ６４０

ＳＤ５４００１　�Ａ１．７（８．９）３０．７桶の底板容器Ｗ６４１
９５－４面まで�Ａ２．０（１４．８）３１．４桶の底板容器Ｗ６４２
９５－４面まで　�１．８（２５．３）４４．７桶の底板容器Ｗ６４３
９５－４面まで�Ｃ２．０６．８６４．７桶の底板容器Ｗ６４４
９５－４面まで�Ｃ１．１２．７２４．７鍋蓋の把手食事具Ｗ６４５

ＳＤ７５００１墨書土器Ｅ群��－��１．５４．０（１０．９）鍋蓋の把手容器Ｗ６４６
ＳＤ５２００９集石以下�Ｃ１．３１３．５４．９鍋蓋の把手容器Ｗ６４７
ＳＤ５２００９集石以下�Ｃ１．４３．８３９．０鍋蓋の把手容器Ｗ６４８
ＳＤ５４００２�Ｃ４．５２．４４２．４鍋蓋の把手容器Ｗ６４９

９５－１面上層�Ｃ１．０
１．１

１．５
１．５

（１３．８）
２０．１鍋蓋の把手容器Ｗ６５０

９５－３面まで�Ａ１．３２．９２９．８手桶の把手容器Ｗ６５１
ＳＤ５４００２�１．４３．２３６．７手桶の把手容器Ｗ６５２
ＳＤ７２００５��２．１２．８３０．７手桶の把手容器Ｗ６５３

９５－３面より上�１．５４．８４０．１手桶の把手容器Ｗ６５４
９５－３面整地層中�Ａ１．４４．７４２．０手桶の把手容器Ｗ６５５

ＳＤ７２００１��２．３２．４１０．３栓容器Ｗ６５６
ＳＤ５４００１�Ａ２．４２．７１１．５栓容器Ｗ６５７

９５－４面まで�２．６２．７７．８栓容器Ｗ６５８
９５－４面ＳＤ５４００１�Ｂ２．５２．５９．３栓容器Ｗ６５９

ＳＤ５２００８�Ａ２．４２．７６．７栓容器Ｗ６６０
ＳＤ５２００８２．５３．３１１．２栓容器Ｗ６６１

９６－４面まで��３．０２．８（１３．１）栓容器Ｗ６６２
ＳＤ５４００１�－�０．６（２．４）１１．２箱物の部材容器Ｗ６６３

９５－３面まで�Ａ０．５３．９１２．３箱物の部材容器Ｗ６６４
９５－３～４面�６．３１４．３１３．６枡容器Ｗ６６５
９５－５面まで�９．３１８．９１８．４枡容器Ｗ６６６

ＳＤ５４００１�０．９８．３１９．６箱物の部材容器Ｗ６６７
９５－５面�０．８５．７１８．２箱物の部材容器Ｗ６６８
９５－５面まで�０．６（８．７）２７．７箱物の部材容器Ｗ６６９
９５－４面以下�Ｂ－�０．７（５．６）３３．１箱物の部材容器Ｗ６７０
９５－４＋１面まで�０．７（８．０）３８．３箱物の部材容器Ｗ６７１
９５－３面まで�Ａ０．８８．４４．２箱物の部材容器Ｗ６７２

ＳＤ５２００８�Ｃ１２．０９．７５９．８箱物の部材容器Ｗ６７３
９５－３面�Ｄ４．６４．４１３．９箱物の部材容器Ｗ６７４
９６－８＋２面―３２．１１３．３６５．５槽容器Ｗ６７５

ＳＤ７２００１以下��８．０１８．６５４．５槽容器Ｗ６７６
ＳＤ７４００１�Ｂ（１９．４）１１．３（４９．７）槽容器Ｗ６７７

９５－３面�１６．４２１．４５２．０槽容器Ｗ６７８
９５－４面�Ａ１２．１（２０．２）（４７．６）槽容器Ｗ６７９
９５－５面�Ａ９．０２５．２４４．０槽容器Ｗ６８０

ＳＤ６８００１――――笊類籠編み物類Ｗ６８１
ＳＤ６９００１――――笊類籠編み物類Ｗ６８２

９５－４面――――笊類籠編み物類Ｗ６８３
ＳＤ６４００２――――笊類籠編み物類Ｗ６８４

９６年度――――笊類籠編み物類Ｗ６８５
ＳＤ６４００２――――笊類籠編み物類Ｗ６８６

９５年度――――笊類籠編み物類Ｗ６８７
ＳＤ５４００１――――箕類籠編み物類Ｗ６８８
ＳＤ５４００１――――箕類籠編み物類Ｗ６８９
ＳＤ５４００１�Ｂ―――箕類籠編み物類Ｗ６９０

９５－４面―――籠類籠編み物類Ｗ６９１
９５－２面―――畳類籠編み物類Ｗ６９２

ＳＤ５４００１�１．３１．３１３．７縄類縄類Ｗ６９３
９５－３面以下�１．６１．４（８．３）縄類縄類Ｗ６９４
９５年度　盛土（粘土）部内�１．１１．３（３１．７）縄類縄類Ｗ６９５

ＳＤ５４００２�０．８７．７２０．９羽子板遊戯具Ｗ６９６
９７－２面まで��１．１７．８２２．１羽子板遊戯具Ｗ６９７
上層ＳＤ５２００８大溝�０．７（７．３）２３．０羽子板遊戯具Ｗ６９８

ＳＤ５１００５�Ｃ０．９８．５２４．２羽子板遊戯具Ｗ６９９
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ＳＤ５４００２下半�Ｃ１．０８．６２３．１羽子板遊戯具Ｗ７００
９５－４面まで　�Ａ０．７１０．８１８．３羽子板遊戯具Ｗ７０１

ＳＤ５４００２�Ｃ１．０１０．４２８．９羽子板遊戯具Ｗ７０２
ＳＤ５４００１�Ｄ０．７（１１．４）（２６．８）羽子板遊戯具Ｗ７０３
ＳＤ５４００１�Ａ０．８（５．７）３３．８羽子板遊戯具Ｗ７０４

９７年度　下層堀内��１．０（７．７）３１．１羽子板遊戯具Ｗ７０５
９５－５面まで�３．８４．８（４．５）打杖球遊戯具Ｗ７０６
９５－４面９５－集石部�Ｄ０．９１．４３．７将棋駒遊戯具Ｗ７０７
９５－３面対応ＳＤ５２００８�Ａ２．１２．４６．０彩色木彫猿祭祀具Ｗ７０８

ＳＤ５４００１�Ａ－Ｄ０．２７．０（３．２）墨書絵馬祭祀具Ｗ７０９
ＳＤ５４００１�－�０．２（４．１）（４．４）墨書絵馬祭祀具Ｗ７１０

９６－８面ＳＤ６８００２�１．６１．８２４．８人形祭祀具Ｗ７１１
９５－１面以下�３．２３．３１１．６人形祭祀具Ｗ７１２
９５－３面までＳＤ５２００８�０．３１．９１０．１人形祭祀具Ｗ７１３

ＳＤ５２００８�Ｄ０．３（３．４）（５．４）鳥形祭祀具Ｗ７１４
９５－３面�Ｄ０．３１．８１２．１鳥形祭祀具Ｗ７１５
９５－４面�Ｂ０．６１．５１５．０鳥形祭祀具Ｗ７１６
９５－２ａ面まで�０．１１．２１１．９形代祭祀具Ｗ７１７
９５－３＋１～４面�０．２（１．９）１２．２形代祭祀具Ｗ７１８
９５－４面まで�０．２２．２（１２．９）形代祭祀具Ｗ７１９

ＳＤ５４００１��－��０．３２．８（６．９）形代祭祀具Ｗ７２０
ＳＤ５４００１�１．０１．４１８．２刀形祭祀具Ｗ７２１

９５－３面まで�０．８１．１１８．８刀形祭祀具Ｗ７２２
ＳＤ５４００４�Ａ０．５（２．１）（１４．７）刀形祭祀具Ｗ７２３

９５－４ａ，９５－４ｋ�Ｃ０．２１．５１６．１刀形祭祀具Ｗ７２４
ＳＤ５４００４�Ａ０．２１．２１７．３刀形祭祀具Ｗ７２５

９５－４ａ　腐植土中�－�０．４２．０（１６．４）刀形祭祀具Ｗ７２６
ＳＤ５４００１�Ａ０．４２．４１７．５刀形祭祀具Ｗ７２７

９５－４面まで　�０．２２．１１７．９刀形祭祀具Ｗ７２８
ＳＤ５４００１�Ｂ０．４２．８１７．５刀形祭祀具Ｗ７２９
ＳＤ５４００１�０．４２．１２１．６刀形祭祀具Ｗ７３０
ＳＤ５４００４�Ａ０．３１．９１９．７刀形祭祀具Ｗ７３１
９５年度　中央部断割り�Ａ０．６２．４２１．２刀形祭祀具Ｗ７３２

９５－４面まで�Ｃ０．３２．０２５．５刀形祭祀具Ｗ７３３
ＳＤ５４００１�Ａ０．６２．６２８．９刀形祭祀具Ｗ７３４

９５－３面以下�Ａ０．３３．１３２．８刀形祭祀具Ｗ７３５
９５－４面まで�Ｃ０．９３．０３０．５刀形祭祀具Ｗ７３６

ＳＤ５４００１�Ｂ０．３２．２１４．８刀形祭祀具Ｗ７３７
ＳＤ５４００２�Ｄ２．４４．３３５．１陽物祭祀具Ｗ７３８

９５－３面以下�Ｄ－�Ｃ３．５３．６１９．０陽物祭祀具Ｗ７３９
９５－４面まで―２．６２．７７．７陽物祭祀具Ｗ７４０

ＳＤ６８００１��４．８６．５２０．６陽物祭祀具Ｗ７４１
９５年度　土手除去時�Ｄ４．３４．５２１．５陽物祭祀具Ｗ７４２
ＳＤ５４００２�Ｃ５．９５．８２０．３陽物祭祀具Ｗ７４３

９５年度　北側側溝�Ａ４．５４．６２１．５陽物祭祀具Ｗ７４４
９５－５面まで�５．７７．３１７．４陽物祭祀具Ｗ７４５

ＳＤ５４００１�Ａ０．３０．３２０．２斎串祭祀具Ｗ７４６
ＳＤ５４００１�Ａ０．２０．２１９．３斎串祭祀具Ｗ７４７
ＳＤ５４００１�Ａ０．２０．２（２１．８）斎串祭祀具Ｗ７４８
ＳＤ５４００１�Ａ０．２０．２（１９．８）斎串祭祀具Ｗ７４９
ＳＤ５４００１�Ａ０．２０．２３１．２斎串祭祀具Ｗ７５０
ＳＤ５４００１�Ａ０．２０．３３１．６斎串祭祀具Ｗ７５１
ＳＤ５４００１�Ａ０．２０．３３１．８斎串祭祀具Ｗ７５２
ＳＤ５４００１�Ａ０．２０．２３１．５斎串祭祀具Ｗ７５３

９５－３面�Ａ７．７１１．９（３７．４）部材建築部材Ｗ７５４
９５－３面�１３．０１２．９１２９．８円柱建築部材Ｗ７５５
９５－３面　�Ａ１２．３１６．１５１．４円柱建築部材Ｗ７５６

ＳＤ５２００２�Ａ１３．７１４．０６２．０円柱建築部材Ｗ７５７
９５－５面�２０．５２３．３７１．５円柱建築部材Ｗ７５８
９５－５面�Ａ１３．３１３．３７７．４円柱建築部材Ｗ７５９

ＳＤ７５００１��９．２１０．５９０．５円桁材建築部材Ｗ７６０
９５－３面９．６１０．６１７３．３角柱建築部材Ｗ７６１
９５－２面�Ｂ９．２１１．３５５．５角柱建築部材Ｗ７６２
９５－４面まで�Ａ６．１８．２６６．９角柱建築部材Ｗ７６３
９５－５面まで�３．９６．３（３８．３）角柱建築部材Ｗ７６４
９５－３面柱痕�１３．６１３．７５２．３角柱建築部材Ｗ７６５
９５－３＋１面�Ａ１２．２１３．７３４．６角柱建築部材Ｗ７６６

９５－２面ＳＢ５２００２�Ｄ７．８
５．７５

１１．０
９．５

１１９．５
１２１．５根太建築部材Ｗ７６７

９５－３面濁灰粗砂中�Ａ４．３１２．８７０．９根太建築部材Ｗ７６８
ＳＤ５４００１４．０１０．０７３．０根太建築部材Ｗ７６９

９５－５面まで４．１９．９７６．７根太建築部材Ｗ７７０
９５－４面まで４．０１０．６１２０．２根太建築部材Ｗ７７１
９５－３面３．２１２．１５３．６板材建築部材Ｗ７７２

ＳＤ５４００２２．４１２．３１１１．８板材建築部材Ｗ７７３
ＳＤ５２００８３．８１４．５９６．０板材建築部材Ｗ７７４

９５－４面０．９１８．９８５．９板材建築部材Ｗ７７５
ＳＤ６５００１　６１．０２２．５６４．８板材建築部材Ｗ７７６

９５－４面�Ｄ１．８１１．８（３８．６）板材建築部材Ｗ７７７
ＳＤ７４００１墨書土師皿集中部��２．０（８．８）（４１．３）板材建築部材Ｗ７７８
ＳＤ５２００９�Ｃ４．８２１．１３３．０板材建築部材Ｗ７７９

９５－４ａ面�Ａ４．４８．７２９．３板材建築部材Ｗ７８０
ＳＤ５４００１�Ａ４．７８．６１５．９板材建築部材Ｗ７８１
ＳＤ５４００１�Ｄ４．５６．９（２１．１）板材建築部材Ｗ７８２

９５－３面整地層中�Ｂ７．９１２．０（２６．５）板材建築部材Ｗ７８３
９５－３面対応ＳＤ５２００８下層�Ａ２．２６．８（１８．７）板材建築部材Ｗ７８４
９５－４面まで�Ｄ６．８６．３（１６．８）板材建築部材Ｗ７８５

杭列�４．２４．８１６．９板材建築部材Ｗ７８６
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９６－３面��５．２６．６２３．３板材建築部材Ｗ７８７
ＳＤ５４００１　２．３５．１１４．９板材建築部材Ｗ７８８
ＳＤ５４００２�Ｃ０．７１．４１１．５板材建築部材Ｗ７８９
ＳＤ７５００１０．３５７６．０１０２．７壁材建築部材Ｗ７９０
ＳＤ５４００１０．４９．８９１．１壁材建築部材Ｗ７９１

９５－５面まで０．４６．２９０．９壁材建築部材Ｗ７９２
９５－４面まで０．３３．０７５．１壁材建築部材Ｗ７９３
９５－４面まで０．３４．５６４．１壁材建築部材Ｗ７９４
９５－３面まで　３ｋ層中０．９１．７７７．５建具建築部材Ｗ７９５

ＳＤ５４００１�Ｂ－Ｃ０．８１．４５９．６建具建築部材Ｗ７９６
９５－４面まで（９５－３Ｓ）火事かたづけ土？�Ｄ３．０２．８５３．５建具建築部材Ｗ７９７

ＳＤ５２００８�Ｂ－Ｃ１．８２．５１３．６建具建築部材Ｗ７９８
９５－４ａ中　９５－４面まで�１．３２．７（１５．０）建具建築部材Ｗ７９９

ＳＤ５４００４�Ｄ０．８２．２（１８．７）建具建築部材Ｗ８００
ＳＤ５４００２�Ｄ２．４３．５３４．７建具建築部材Ｗ８０１
ＳＤ５４００１�Ｃ２．８４．３（２５．２）建具建築部材Ｗ８０２

９５－４～５面�Ｃ２．０３．１９．２建具建築部材Ｗ８０３
ＳＤ５２００３�Ｃ０．２３．３１４．０木札状木製品用途不明品Ｗ８０４

９５－３面の溝ＳＤ５２００８下層�Ａ０．３３．２１５．５木札状木製品用途不明品Ｗ８０５
９５－５面（９５－５Ｓ）まで�０．４（１２．３）２１．５木札状木製品用途不明品Ｗ８０６

ＳＤ５４００１�０．３５．７３０．１木札状木製品用途不明品Ｗ８０７
ＳＤ５４００２�０．５４．７（２７．３）木札状木製品用途不明品Ｗ８０８
ＳＤ５４００１�Ｄ０．２（２．５）（８．１）木札状木製品用途不明品Ｗ８０９
ＳＤ５４００１�０．２３．９（２１．３）木札状木製品用途不明品Ｗ８１０
ＳＤ５２００８�Ａ５．７５．６７．８箱形加工品用途不明品Ｗ８１１

９５－５面まで�Ａ１．１３．２５．７蛇尾状木製品用途不明品Ｗ８１２
９５－３面まで�Ａ１．１４．３（４．８）蓋状加工品用途不明品Ｗ８１３

ＳＤ５４００１�－�２．３７．５１２．４蓋状加工品用途不明品Ｗ８１４
９５－３面�Ｂ０．３４．０４．３方形加工板材用途不明品Ｗ８１５
９５－４面・９５－５面洪水砂層�Ｂ－�Ｃ０．４５．０５．２方形加工板材用途不明品Ｗ８１６

ＳＤ５４００１�Ａ０．５６．９６．４方形加工板材用途不明品Ｗ８１７
ＳＤ５４００２�Ｃ０．５１．８２．７方形加工板材用途不明品Ｗ８１８
ＳＤ６２００１�０．６４．５６．２方形加工板材用途不明品Ｗ８１９

９５－４ｋ層�Ａ０．５４．８６．８方形加工板材用途不明品Ｗ８２０
９５－４面まで�０．９５．２６．９方形加工板材用途不明品Ｗ８２１
９５－５面まで�Ａ０．３５．０５．９方形加工板材用途不明品Ｗ８２２
９５－４面まで主に３面下３＋１面まで９５－４面まで０．９５．１７．７方形加工板材用途不明品Ｗ８２３
９５－３面�Ａ０．６（５．３）（９．９）方形加工板材用途不明品Ｗ８２４
９５－４面・９５－５面洪水砂層�Ｂ－�Ｃ０．５５．８１１．７方形加工板材用途不明品Ｗ８２５
９５－２～３面ＳＤ５３０１２�Ｂ０．２１．８３７．９模様をもつ加工品用途不明品Ｗ８２６
９５－５面ＳＤ５５００２�Ａ０．９１．６２９．６模様をもつ加工品用途不明品Ｗ８２７
９５－４面�Ｂ１．４（３．０）２２．６模様をもつ加工品用途不明品Ｗ８２８
９５－４ａ中�０．９３．０１６．２自在形木製品用途不明品Ｗ８２９

ＳＤ５２００８�Ｄ０．８５．３２１．２自在形木製品用途不明品Ｗ８３０
ＳＤ５４００４�Ａ４．５８．０１１．６火処具用部材用途不明品Ｗ８３１

９５－４面まで�Ｃ３．７６．９１０．６火処具用部材用途不明品Ｗ８３２
９５－３面以下�Ｂ３．５６．６１２．４火処具用部材用途不明品Ｗ８３３

ＳＤ５４００２直上�Ｃ５．７１５．８２２．４火処具用部材用途不明品Ｗ８３４
ＳＤ５２００８�Ａ３．５８．０１４．７その他用途不明品Ｗ８３５
ＳＤ５４００４�Ａ９．３９．６１１．８球状加工木片用途不明品Ｗ８３６
ＳＤ５４００１�Ａ３．１４．７７．２球状加工木片用途不明品Ｗ８３７
ＳＤ５４００４�Ａ３．２９．０９．５その他用途不明品Ｗ８３８

９５－３面＋１�Ａ７．０１４．４１５．７その他用途不明品Ｗ８３９
９５年度　東側側溝�Ｄ３．９５．８１６０．５柄用途不明品Ｗ８４０

ＳＤ５４００１�Ａ３．５３．９１３８．４柄用途不明品Ｗ８４１
ＳＤ６８００１�１．９１．９６６．３柄用途不明品Ｗ８４２

９５－３面＋１�Ａ３．４４．３５６．３柄用途不明品Ｗ８４３
ＳＤ５４００１�Ａ１．９３．３４５．５柄用途不明品Ｗ８４４
ＳＤ５４００１�Ｂ１．６１．７３２．９柄用途不明品Ｗ８４５
ＳＤ５４００１�Ａ－Ｄ１．１２．６２４．５柄用途不明品Ｗ８４６

９５年度　黒色腐植土�－�１．２１．８２１．９柄用途不明品Ｗ８４７
９５－５面まで�Ａ２．６２．７２６．７柄用途不明品Ｗ８４８
９７－２面まで��１．１（３．０）（３４．１）柄用途不明品Ｗ８４９
９５－３面以下　腐植土中�Ｂ１．４２．６１０．２柄用途不明品Ｗ８５０
９５－４ａ層中�０．８６．１１４．８柄用途不明品Ｗ８５１

９６年度　土手崩落部�－��（２．６）３．１（２．８）不明用途不明品Ｗ８５２
ＳＤ５４００１�２．９２．８２０．６不明用途不明品Ｗ８５３
９５年度�０．３５．８２４．３用途不明用途不明部材Ｗ８５４
ＳＤ６４００２�０．５５．０２２．３用途不明用途不明部材Ｗ８５５
ＳＤ６４００２�０．５５．０２２．０用途不明用途不明部材Ｗ８５６

９５－４面まで�０．８４．５２３．９用途不明用途不明部材Ｗ８５７
ＳＤ５４００２�Ｃ０．９２３．４５．２用途不明用途不明部材Ｗ８５８
ＳＤ５４００１�Ａ５．０７．８１６．１用途不明用途不明部材Ｗ８５９

９６－４面まで�－��１．２７．７１８．３用途不明用途不明部材Ｗ８６０
９５年度　暗灰色シルト�Ｄ０．８６．７２７．９用途不明用途不明部材Ｗ８６１

ＳＤ５４００１�Ａ０．９（４．０）３５．８用途不明用途不明部材Ｗ８６２
９５年度　東側溝�Ｄ１．７６．４２０．５用途不明用途不明部材Ｗ８６３

ＳＤ６８００２��０．７５．２６．６用途不明用途不明部材Ｗ８６４
ＳＤ５４００２�０．９６．７１６．８用途不明用途不明部材Ｗ８６５

９５－４面まで�１．５８．６３１．７用途不明用途不明部材Ｗ８６６
９５－３面下３＋１面まで�１．４５．５２２．６用途不明用途不明部材Ｗ８６７
９５－３面　整地層中�Ａ１．２４．１（１８．８）用途不明用途不明部材Ｗ８６８

ＳＤ５４００１�－�１．６４．１１１．６用途不明用途不明部材Ｗ８６９
ＳＤ５４００２�１．２１１．０１５．３用途不明用途不明部材Ｗ８７０
ＳＤ５４００１�Ａ２．０５．１２６．２用途不明用途不明部材Ｗ８７１

９７年度　腐植土直上��１．３２．６１５．９用途不明用途不明部材Ｗ８７２
９７年度　腐植土直上��１．３２．７１６．５用途不明用途不明部材Ｗ８７３
９５－４Ｋ（９５－３Ｓまじる）層�Ｃ３．０３．８９．０用途不明用途不明部材Ｗ８７４
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ＳＤ５２００８�Ｄ２．３３．９２２．９用途不明用途不明部材Ｗ８７５
ＳＤ５４００２�Ａ１．８４．６（１２．７）用途不明用途不明部材Ｗ８７６

�Ｃ３．４５．８１３．９用途不明用途不明部材Ｗ８７７
ＳＤ５４００１－５４００２間�２．８６．１（１７．８）用途不明用途不明部材Ｗ８７８

９５－４面まで�３．０７．４（１２．４）用途不明用途不明部材Ｗ８７９
９５－３面以下�Ａ３．７７．２１２．２用途不明用途不明部材Ｗ８８０
９５－４ａ層中�Ａ４．０４．４１３．１用途不明用途不明部材Ｗ８８１

ＳＤ５４００１�Ａ－Ｄ２．７４．９１５．７用途不明用途不明部材Ｗ８８２
９５－３＋１～９５－５面�Ａ３．７６．０２５．５用途不明用途不明部材Ｗ８８３

ＳＤ７５００１��－��１．５２０．２３８．６用途不明用途不明部材Ｗ８８４
９５－５面�Ｃ４．２９．７５９．１用途不明用途不明部材Ｗ８８５
９５－４面�－�１．６３．３５０．３用途不明用途不明部材Ｗ８８６
９５－５面まで�Ａ１．０４．８３７．２用途不明用途不明部材Ｗ８８７
９５－３面ｶ集石下�Ｃ２．５４．１３９．９用途不明用途不明部材Ｗ８８８

ＳＤ５４００１�Ｂ－Ｃ２．８４．９７．８用途不明用途不明部材Ｗ８８９
９５－３面　整地層中�Ａ３．７２．６（４６．６）用途不明用途不明部材Ｗ８９０
９５－３面以下　腐植土中�Ａ１．４８．７（２０．１）用途不明用途不明部材Ｗ８９１
９６年度　東側溝�１．４１３．７（２９．３）用途不明用途不明部材Ｗ８９２

ＳＤ５４００２�Ｄ１．１１４．１２５．９用途不明用途不明部材Ｗ８９３
ＳＤ６８００１�２．３３．６１４．７用途不明用途不明部材Ｗ８９４
ＳＤ５５００１�Ａ４．５４．４３．８用途不明用途不明部材Ｗ８９５
ＳＤ５４００１�―５３．７６３．０用途不明用途不明部材Ｗ８９６

ＳＤ５４００４�Ａ１．６
０．７

１．４
０．８

１５．４
１４．７墨引き竹製品Ｗ８９７

９５－４面�Ｃ０．７２．５９．３竹箆竹製品Ｗ８９８
９５－４面まで�Ｃ０．４１．５（１６．０）刀子状竹製品竹製品Ｗ８９９

ＳＤ６８００１�１．７２．２１５．７不明（鳴子ｶ）竹製品Ｗ９００
９５－５面まで�（０．８）（３．３）１７．３不明竹製品Ｗ９０１

ＳＤ７５００１��－��（４．４）（４．４）２４．９不明竹製品Ｗ９０２
９５－４ａ層中�３．８（４．７）（１３．５）不明竹製品Ｗ９０３
９５－３面＋１�Ａ７．９７．９３５．０不明竹製品Ｗ９０４

９６年度　江戸時代水田面�０．５（１０．０）１４．９折敷の一部容器Ｗ９６０
９６年度　第一洪水砂０．６１１．０９．８漆箱の側板容器Ｗ９６１
９７年度　奈良～古墳時代相当層��０．８（３．２）２２．２馬形祭祀具Ｗ９６２
９６年度　奈良水田土壌中��０．７５．２５１．２人形祭祀具Ｗ９６３

ＳＤ５４００１�Ａ０．３２．０３１．０人形の脚祭祀具Ｗ９６４
ＳＤ５４００２�０．２２．８２２．７斎串祭祀具Ｗ９６５

９６年度　下層水田�まで�０．５１．８４４．０斎串祭祀具Ｗ９６６
９６－１２面９６年度　下層水田��－��０．３１．８（１４．９）斎串祭祀具Ｗ９６７
９６年度　奈良水田土壌�－�（０．９）（３．０）（４．７）紡錘車紡績具Ｗ９６８

９６年度　下層水田��（５．８）５．１（１２．５）漆杯容器Ｗ９６９

９７年度　下層水田（鎌倉）��
７．８
０．８

６．９
２．０

１８．４
（２３．５）柄杓容器Ｗ９７０

９６年度　下層水田�まで�１．２１１．９６４．０大型曲物の底板容器Ｗ９７１
９７年度　奈良時代水田土壌中ｶ��－��１．０（１０．９）（４９．４）大型曲物の底板容器Ｗ９７２
９７年度　平安時代ｶ��０．７１１．２１８．４曲物の蓋板容器Ｗ９７３
９６年度　下層水田�まで��５．６（６．４）（１７．７）籾掬いor閼伽掬いの柄農具or漁具Ｗ９７４
９７年度　鎌倉～奈良��－��２．９４．１７０．２棒状木製品農具Ｗ９７５
９７－８面鎌倉水田��－��２．５５．７６０．６鍬等の柄ｶ農具Ｗ９７６
９７－８面鎌倉水田��－��１．９２０．４３２．９田下駄農具Ｗ９７７
９７－８面鎌倉水田��－��２．０１２．８４６．５田下駄農具Ｗ９７８
下層水田�９６－１２面　木器群�１．８１１．６５４．６田下駄農具Ｗ９７９
９６－８面まで�－��６．０５５．９８８．９田下駄農具Ｗ９８０
９６－１２面９６年度　下層水田��２．９３．４１０８．６田下駄農具Ｗ９８１
９７年度―１．５２３．２（５１．３）腰掛けの座板部材Ｗ９８２
９７－８面鎌倉水田��－��２．５２３．７６２．８壁材or床板材ｶ部材Ｗ９８３
９７－８面鎌倉水田―２．９２０．３７３．６壁材ｶ部材Ｗ９８４
９７－８面鎌倉水田―４．８１５．０１０２．３壁材or床板材ｶ部材Ｗ９８５
９６－１２面９６年度　下層水田��１．７１１５．２９６．３壁材ｶ部材Ｗ９８６
９７－８面鎌倉水田―３．３２０．８７８．３壁材or床板材ｶ部材Ｗ９８７
９６－１２面９６年度　下層水田��１．３１０．８５３．８不明　部材Ｗ９８８
９６－１２面９６年度　下層水田��８．５１１．３７３．１不明部材Ｗ９８９
９６－１２面９６年度　下層水田���６．４１７．０１１１．２棟木ｶ部材Ｗ９９０

９６年度　下層水田���３．３３．９１１１．９棒状木製品部材Ｗ９９１
９６－１２面　木器群�３．４５．２６９．４棒状木製品部材Ｗ９９２
９６年度　鎌倉畦畔��３．０３．０７０．４棒状木製品部材Ｗ９９３

９７年度　奈良ｶ��－��１．３３．７４９．２札状木製品部材Ｗ９９４
９７年度　鎌倉～奈良��－��１．１５．０２６．２付け札状木製品部材Ｗ９９５

ＳＤ５２００２�Ｃ―――縄類縄類Ｗ９９６
ＳＤ５４００１�０．３２．３３８．０折敷容器Ｗ９９７

出土遺構面地区
法量（ｃｍ）

器種報告番号
厚み直径

北壁――０．３５１．５双六駒石Ｂ１

９５－５面�Ｃ０．８１．７不明品Ｂ２

第３６表　出土骨角製品観察表
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調査原因調査面積調査期間東経北緯
遺跡
番号

コード
所在地所収遺跡名

市町村

（一）県道
町分久美
浜線道路
改良事業

確認調査
　２５０�

本発掘調査
（１次～３次）
　３，３１３�

確認調査
　１９９４年１２月１２日
　　　～１２月１４日
本発掘調査
（１次～３次）
　１９９５年８月２３日
　～９８年２月２１日

１３４度
　５２分
　５秒

３５度
２９分
９秒

６２０３８３
　　　
　　　
　　

２８５６１兵庫県豊岡
市出石町宮
内

宮内堀脇遺跡

特記事項主な遺物主な遺構主な時代種　別所収遺跡名

山名氏に
関連する
武家屋敷
遺構群

石英石鏃
弥生土器
土師器甕・農具・加工材
須恵器・農具・加工材　
木製祭祀具
須恵器
墨書土師器皿群・貿易陶磁・越
前焼・在地産土器・木簡・漆器・
兜鍬形台ほか金属製品

水田　
水田
水田
水田　　　　　
水田　　　　　
掘立柱建物跡・礎
石建物跡・堀・土
塁・区画溝

縄文時代
弥生時代
古墳時代
奈良時代
平安時代
鎌倉時代
戦国時代
　

武家屋敷・
水田・畠

宮内堀脇遺跡

　弥生時代後期から幕末にかけての遺構面が調査されている。主な遺構は、但馬国守
護山名氏に関連した武家屋敷遺構であり、１５世紀末～１６世紀末の１００年間に形成され
ている。２本の紀年銘木簡を含む、多量の文字資料、木製品、金属製品、貿易陶磁が
出土している。越前焼が多く持ち込まれており、日本海側を経由する物流の活発さが
如実に分かる。
　また、下層には律令祭祀具を含む包含層が存在する。

要　　　約

＊緯度・経度は平成１４年４月１日施行の測量法改正による世界測地系にもとづく値である。

報告書抄録
みやうちほりわき遺跡　　ふ り が な

宮内堀脇遺跡書 名

（一）町分久美浜線道路改良事業に伴う発掘調査報告書副 書 名

�巻 次

兵庫県文化財調査報告シリーズ名

第３６５冊シリーズ番号

西口圭介・岡田章一・篠宮　正・岡本一秀・岡　昌秀・鈴木敬二・松井　章・
丸山真史・橋本裕子・伊東隆夫・北野信彦・古環境研究所・青木哲哉

編 著 者 名

兵庫県立考古博物館編 集 機 関

〒６７５－０１４２　兵庫県加古郡播磨町大中５００　　Ｔｅｌ　０７９－４３７－５５８９所 在 地

兵庫県教育委員会発 行 機 関

〒６５０－８５６７　神戸市中央区下山手通５丁目１０－１　　Ｔｅｌ　０７８－３４１－７７１１所 在 地

２００９（平成２１）年３月１８日発行年月日



兵庫県文化財調査報告　第３６５冊

　　　　　　豊岡市出石町

宮内堀脇遺跡�
　

（一）町分久美浜線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

（此隅山城下遺跡の発掘調査報告）

［本文編］
平成２１（２００９）年３月１８日発行

　

編　集　兵庫県立考古博物館

　　　　〒６７５‐０１４２　兵庫県加古郡播磨町大中５００

発　行　兵庫県教育委員会

　　　　〒６５０‐８５６７　神戸市中央区下山手通５丁目１０－１

印　刷　丸山印刷株式会社

　　　　〒６７６‐８５６６　兵庫県高砂市神爪１－１１－３３



兵庫県文化財調査報告 第３６５冊兵庫県文化財調査報告 第３６５冊

4Ｃ
スミ
アイ
アカ
キ

00027896
　　宮内堀脇遺跡報告書　本文編　表紙　09.04.01　中井

宮内堀脇遺跡Ⅰ

兵 庫 県 教 育 委 員 会

平成２１（２００９）年３月

兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告 

第
3
6
5
冊

宮
内
堀
脇
遺
跡
Ⅰ

兵
庫
県
教
育
委
員
会

（此隅山城下遺跡の発掘調査報告）

［本文編］

豊岡市　出石町

（一）町分久美浜線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

﹇
本
文
編
﹈

２０教Ⓣ１－０２８Ａ４
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